
 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

南山大学 

一般選抜 

 

問題集 

 

 

 

２０２６年度 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 



目  次 
 
≪一般入試・全学統一入試≫ 

  
●国語  

全学統一 ···································································································· 1             
  フランス、アジア、経済 A ·········································································· 33  
 心理人間、日本文化 ··················································································· 63 
キリスト教、人類文化、スペイン・ラテンアメリカ、ドイツ、経営 A ················· 97 
法律、国際教養 ························································································ 128 
英米、総合政策 ························································································ 162  

●英語  
全学統一 ································································································· 195 
フランス、アジア ····················································································· 211 
経済 A・B ······························································································· 228 
心理人間、日本文化 ·················································································· 244  
ソフトウェア工学、データサイエンス、電子情報工学、機械システム工学 ········· 260 
キリスト教、人類文化、経営 A、経営 B ······················································· 274 
スペイン・ラテンアメリカ、ドイツ ····························································· 292 
法律 ······································································································· 311  
国際教養 ································································································· 327 
英米 ······································································································· 344 
総合政策 ································································································· 361 

●地理歴史・数学  
全学統一 ································································································· 377  
フランス、アジア、経済 A ········································································· 413 

  心理人間、日本文化 ·················································································· 448 
●地理歴史  

キリスト教、人類文化 ··············································································· 482 
●地理歴史・数学  

スペイン・ラテンアメリカ、ドイツ ····························································· 509  
  法律、国際教養 ························································································ 542 
  英米、総合政策 ························································································ 576 

●数学  
全学統一 ································································································· 608 
経済 B ···································································································· 617  
ソフトウェア工学、データサイエンス、電子情報工学、機械システム工学 ········· 628 
経営 B ···································································································· 637 

●理科・情報  
全学統一 ································································································· 648 

●理科 
ソフトウェア工学、データサイエンス、電子情報工学、機械システム工学 ········· 672 



◇M01―1

【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～31 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 7 日）

国　　　語
全学統一入試
【文系型】

試験時間

90 分

01

8048_01_1KOK_H.indd   1 2025/09/19   18:30

1 / 687



1 ◇M01―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

公
立
の
小
中
学
校
が
始
ま
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
だ
。
国
に
も
よ
る
が
、
い
ま
か
ら
二
〇
〇
年
前
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
な
ら
早
い
ほ
う
だ
。

あ

子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
た
。
家
の
仕
事
を
手
伝
わ
さ
れ
た
。
貴
族
な
ど
、
と
び
き
り
セ
レ
ブ
の
階
層
で
は
、
家
庭
教

師
を
雇
っ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
学
校
か
塾
の
よ
う
な
シ
セ
ツ
に
通
わ
せ
た
。
日
本
の
よ
う
に
塾
や
寺
子
屋
が
普
及
し
て
い
た
の
は
、
伝
統
社
会
で
は

例
外
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
行
か
せ
な
け
れ
ば
、
と
人
び
と
が
思
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

近
代
的
な
職
業
に
就
く
の
に
、
初
等
・
中
等
教
育
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

い

読
み
書
き
。
字
が
読
め
な
け
れ
ば
、
手
引

き
書
や
説
明
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
文
書
で
指
示
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

う

、
従
業
員
と
し
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
。

軍
隊
で
も
、
工
場
で
も
、
文
字
が
必
要
で
あ
る
。
集
団
と
し
て
の
キ
リ
ツ
が
身
に
つ
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
で
、
計
算
の
基
礎
や
、
理
科
や

社
会
常
識
も
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
要
す
る
に
、
近
代
的
な
労
働
力
と
し
て
工
場
や
商
店
や
軍
隊
で
活
動
す
る
た
め
に
、
学
校
教
育
は

不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
を
学
校
に
や
る
こ
と
に
乗
り
気
で
な
い
親
た
ち
も
、
も
ち
ろ
ん
い
た
。

え

、
子
ど
も
が
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
く
る
と
、
ど
の
親
も
子
ど
も
を
学
校
に
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
ど
も
は
人
数
が
多
い
。
教
員
は
人
数
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
建
物
を
建
て
、
一
箇
所
に
子
ど
も
た
ち
を
集
め
る
。
学
校
で
あ
る
。

お

大

勢
を
相
手
に
、
一
斉
に
教
育
を
行
な
う
。
学
校
教
育
で
あ
る
。

学
校
教
育
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

1
．
子
ど
も
た
ち
を
、
年
齢
ご
と
に
、
学
年
に
ま
と
め
る
。

2
．
子
ど
も
た
ち
を
、
数
十
人
ご
と
に
、
学
級
に
ま
と
め
る
。

3
．
子
ど
も
た
ち
に
、
学
年
ご
と
、
科
目
ご
と
の
教
科
書
を
与
え
る
。

一

ａ

①

ｂ
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2 ◇M01―1

4
．
教
員
は
、
教
科
書
に
従
っ
て
、
学
級
の
全
員
に
同
じ
進
度
で
授
業
を
進
め
る
。

5
．
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
理
解
し
た
か
は
、
考
慮
さ
れ
な
い
。

1
〜
5
は
、
学
校
な
ら
、
世
界
中
で
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
学
校
は
、
少
な
く
と
も
公
教
育
で
は
、
滅
多
に
な

い
。
私
た
ち
が
学
校
と
聞
い
て
頭
に
浮
か
べ
る
の
は
、
１
〜
５
の
特
徴
を
も
っ
た
教
育
機
関
だ
。

な
ぜ
学
校
は
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
な
の
か
。

そ
れ
は
、
効
率
の
た
め
で
あ
る
。
教
員
室
に
入
る
程
度
の
ひ
と
握
り
の
教
員
で
、
校
庭
に
並
び
き
る
か
と
い
う
大
勢
の
児
童
生
徒
を
教
え
る
に
は
、

ほ
か
に
方
法
が
あ
る
か
。
学
年
を
決
め
、
学
級
を
決
め
、
一
斉
授
業
を
す
る
以
外
に
な
い
。

こ
の
や
り
方
は
、
教
育
効
果
が
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
ぴ
っ
た
り
だ
か
ら
、
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

そ
れ
以
外
に
や
り
よ
う
が
な
い
か
ら
、
昔
か
ら
こ
の
や
り
方
を
続
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

集
団
で
一
斉
授
業
を
す
る
の
は
、
要
は
、
教
え
る
側
の
都
合
、
学
校
の
都
合
で
あ
る
。
子
ど
も
は
い
い
迷
惑
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
学
校
で
も
、
学
年
制
、
学
級
制
を
と
ら
な
い
こ
と
も
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
の
寺
子
屋
。
八
畳
か
そ
こ
ら
の
畳
敷
き
の
日
本
間
に
、
小
さ
な
机
を
い
く
つ
も
並
べ
、
子
ど
も
た
ち
が
て
ん
で
に
席
に
つ
く
。
年

齢
も
進
度
も
ば
ら
ば
ら
だ
。
教
員
は
た
い
て
い
一
人
。
子
ど
も
た
ち
を
お
と
な
し
く
さ
せ
、
順
番
に
指
導
し
て
い
く
。
初
心
の
子
に
は
手
習
い
を
さ

せ
、
進
ん
だ
子
に
は
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
与
え
る
。
大
ま
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
よ
う
な
も
の（
教
え
る
順
序
）は
あ
る
の
だ
ろ
う
。
で
も
、
わ
か
り
が
悪

け
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
し
教
え
る
。
わ
か
り
が
は
や
け
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
先
を
教
え
る
。
進
度
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
よ
い
。
よ
っ
て
、
落

ち
こ
ぼ
れ
は
い
な
い
。
何
年
か
寺
子
屋
に
通
っ
て
、
ひ
と
通
り
字
が
読
み
書
き
で
き
、
算そ

ろ

盤ば
ん

や
筆
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
商
家
に
ホ
ウ
コ
ウ
に

出
ら
れ
る
し
、
日
常
で
も
不
自
由
が
な
い
。

無
学
年
の
教
育
は
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
。
親
や
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
も
い
た
。
月
謝
は
貧
乏
な
家
庭
は
少
額
に
負
け
て
も
ら
う
な

ど
、
融
通
が
き
い
た
。
公
教
育
で
な
い
の
で
、
監
督
官
庁
も
な
い
。
寺
子
屋
と
寺
子
屋
の
競
争
も
あ
っ
た
。
親
た
ち
に
支
持
さ
れ
た
、
自
生
的
な
教
育

機
関
の
こ
と
を
、
日
本
人
は
誇
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

②

ｃ

03
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3 ◇M01―1

日
本
で
は
こ
の
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
寺
子
屋
や
塾
や
女じ

ょ

紅こ
う

場ば（
裁
縫
や
礼
儀
作
法
を
教
え
る
私
設
の
教
場
）が
た
く
さ
ん
活
動
し
て
い

た
。
明
治
政
府
は
、
そ
れ
ら
を
無
視
し
、
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
小
学
校
を
全
国
に
置
く
こ
と
に
し
た
。
教
科
書
は
、
外
国
の
教
科
書
の
丸
パ
ク
リ
の

翻
訳
。
1
〜
5
の
や
り
方
の
、

Ａ

が
始
ま
っ
た
。

教
員
が
教
室
で
、
教
壇
に
立
っ
て
授
業
を
行
な
う
。
算
数
も
、
国
語
も
、
ほ
か
の
教
科
も
。
そ
れ
以
外
の
や
り
方
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
登
場
す
る
と
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
マ
シ
ン
で
教
え
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
て
は
消
え
、
出
て
は
消
え
し
た
。
う
ま
く

行
っ
た
と
い
う
話
を
聞
か
な
い
。

Ｂ

。
先
走
り
の
妄
想
だ
。

で
も
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
だ
。
こ
れ
ま
で
の
駄
目
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
違
う
。

第
一
に
、
対
話
型
チ
ャ
ッ
ト
ソ
フ
ト
で
あ
る
こ
と
。
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
を
土
台
に
し
て
い
て
、
た
い
て
い
の
質
問
に
ふ
つ
う
の
日
常
語
で
、
ま
あ

ま
あ
の
受
け
答
え
を
し
て
く
れ
る
。
教
員
が
や
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
か
、
そ
れ
以
上
だ
。

第
二
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
、
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
と
違
っ
て
、
間
違
い
が
な
い
。
し
か
も
、
疲
れ
を
知
ら
な
い
。
ま
た
、

何
箇
所
で
も
、
同
時
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
て
も
効
率
が
よ
い
。

第
三
に
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
点
だ
が
、
生
徒
個
々
人
の
理
解
の
度
合
い
や
進
度
に
応
じ
て
、
適
切
な
振
り
返
り
問
題
を
提
示
し
た
り
、
基
本

に
戻
っ
て
も
う
一
度
説
明
し
た
り
で
き
る
。
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
る
。
算
数
の
学
習
で
、
つ
ま

ず
く
こ
と
が
あ
る
と
、
す
ば
や
く
間
違
っ
て
い
る
点
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
を
説
明
し
た
り
、
も
う
い
ち
ど
よ
く
似
た
問
題
を
や
ら
せ
て
み
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
教
科
書
は
、
固
定
し
た
順
番
に
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
生
徒
の
反
応
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
必
要
な
指
導
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
家
庭
教
師
も
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
家
庭
教
師
よ
り
も
ベ
テ
ラ
ン
で
、
質
が
高
い
。

第
四
に
、
こ
れ
も
大
事
な
点
だ
が
、
費
用
が
安
い
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
一
人
に
一
台
必
要
に
な
る
。
そ
の
効
果
か
ら
考

え
れ
ば
、
と
て
も
安
価
だ
。
教
員
の
人
件
費
よ
り
ぐ
ん
と
安
い
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
も
う
十
分
に
実
用
の
段
階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

③
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4 ◇M01―1

教
員
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
る
。
そ
う
い
う
可
能
性
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（
橋
爪
大
三
郎『
上
司
が
Ａ
Ｉ
に
な
り
ま
し
た　

10
年
後
の
世
界
が
見
え
る
未
来
社
会
学
』に
よ
る
）

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
15
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
15
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
5
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア
　
ま
ず	
イ
　
け
れ
ど
も	

ウ
　
そ
れ
ま
で	

エ
　
要
す
る
に	

オ
　
そ
こ
で

Ａ
2　

い

Ａ
3　

う

Ａ
4　

え

Ａ
5　

お

Ａ
6　
　
　

線
部
ａ「
シ
セ
ツ
」に
当
て
る
漢
字
と
一
字
で
も
同
じ
漢
字
が　
　

線
部
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ
の

組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

新
し
く
公
園
を
ゾ
ウ
セ
ツ
す
る	
乙　

大
統
領
が
大
使
を
セ
ッ
ケ
ン
す
る

丙　

こ
の
ビ
ル
の
セ
コ
ウ
主
は
Ａ
社
だ	

丁　

金
庫
に
セ
ジ
ョ
ウ
す
る

ア
　
甲
・
乙	

イ
　
丙
・
丁	

ウ
　
乙
・
丙	

エ
　
甲
・
乙
・
丁	

オ
　
甲
・
丙
・
丁

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
1
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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Ａ
7　
　
　

線
部
①「
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
行
か
せ
な
け
れ
ば
、
と
人
び
と
が
思
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」と
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
行
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
や
説
明
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全
て

0

0

選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

読
み
書
き
、
計
算
、
社
会
常
識
と
い
っ
た
も
の
が
近
代
的
な
職
業
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
中
学
校
で
良
い
成
績
を
収
め
て

い
な
け
れ
ば
近
代
的
な
労
働
力
を
担
う
一
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
。

乙　

近
代
的
な
職
業
や
軍
隊
、
工
場
に
お
い
て
も
、
読
み
書
き
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
集
団
の
中
で
の
振
る
舞
い
方
や

基
礎
的
な
知
識
の
習
得
が
望
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
学
校
で
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
効
率
的
だ
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。

丙　

近
代
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
人
材
と
な
る
べ
く
、
文
字
や
計
算
な
ど
の
基
礎
的
知
識
や
社
会
常
識
、
集
団
行
動
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に

身
に
つ
け
さ
せ
る
に
は
、
学
校
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
き
た
か
ら
。

丁　

近
代
的
な
職
業
で
必
要
と
さ
れ
る
読
み
書
き
、
計
算
、
社
会
常
識
等
を
、
初
等
・
中
等
教
育
を
通
し
て
学
ば
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
親

た
ち
に
と
っ
て
当
然
の
風
潮
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ア
　
適
当
な
も
の
は
な
い　
　
　

 

イ　

甲
・
乙	

ウ
　
甲
・
丁	

エ
　
乙
・
丙	

オ
　
丙
・
丁

Ａ
8　
　
　

線
部
ｂ「
キ
リ
ツ
」に
当
て
る
漢
字
と
一
字
で
も
同
じ
漢
字
が　
　

線
部
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ
の

組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

セ
イ
キ
分
布
は
統
計
学
で
必
ず
学
ぶ	
乙　

キ
テ
ン
を
利
か
せ
て
問
題
を
回
避
し
た

丙　

辞
典
に
リ
ッ
コ
ウ
さ
れ
て
い
る
語	

丁　

こ
の
詩
は
イ
ン
リ
ツ
が
美
し
い

ア
　
甲
・
丙	

イ
　
甲
・
丁	

ウ
　
丙
・
丁	

エ
　
甲
・
乙
・
丙	

オ
　
乙
・
丙
・
丁

06
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Ａ
9　
　
　

線
部
②「
私
た
ち
が
学
校
と
聞
い
て
頭
に
浮
か
べ
る
の
は
、
1
〜
5
の
特
徴
を
も
っ
た
教
育
機
関
だ
」と
あ
る
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え「
学

校
教
育
の
特
徴
」や
過
去
に
お
け
る
日
本
の「
学
校
」に
関
す
る
説
明
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

少
な
い
教
員
数
で
大
人
数
の
生
徒
を
教
え
る
手
法
は
効
果
的
で
あ
る
が
、
教
員
数
の
問
題
で
そ
う
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

乙　

学
校
の
都
合
に
よ
っ
て
集
団
で
一
斉
に
行
わ
れ
る
授
業
の
効
果
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。

丙　

明
治
政
府
は
無
学
年
の
教
育
を
否
定
す
る
方
針
を
定
め
、
寺
子
屋
等
を
廃
止
し
、
全
国
に
小
学
校
を
置
い
た
。

丁　

寺
子
屋
等
の
ニ
ー
ズ
を
無
視
し
て
小
学
校
を
置
い
た
の
は
、
公
教
育
に
対
す
る
監
督
の
限
界
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ア　

適
当
な
も
の
は
な
い　
　
　

 

イ　

甲
・
乙	

ウ　

甲
・
丙	

エ　

乙
・
丁	

オ　

丙
・
丁

Ａ
10　
　
　

線
部
ｃ「
ホ
ウ
コ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
と
一
字
で
も
同
じ
漢
字
が　
　

線
部
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

管
理
職
に
ネ
ン
ポ
ウ
制
を
導
入
す
る	

乙　

官
公
庁
に
ホ
ウ
シ
ョ
ク
す
る

丙　

住
民
票
を
コ
ウ
フ
す
る	

丁　

彼
は
コ
ウ
ガ
ク
心
に
燃
え
て
い
る

ア　

適
当
な
も
の
は
な
い　
　
　

 

イ　

乙	

ウ　

甲
・
丙	

エ　

甲
・
乙	

オ　

丙
・
丁

Ａ
11　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

型
通
り
の
学
校
教
育

イ　

西
洋
を
礼
賛
す
る
学
校
教
育

ウ　

他
の
方
法
を
必
要
と
し
な
い
学
校
教
育

エ　

生
徒
を
従
属
さ
せ
る
た
め
の
学
校
教
育

07
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Ａ
12　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
や
り
方
が
ま
ず
か
っ
た
の
だ
か
ら
う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
い

イ　

開
発
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
い
か
ん
せ
ん
時
間
が
短
す
ぎ
た

ウ　

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
マ
シ
ン
と
い
う
発
想
自
体
が
否
定
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た

エ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
そ
こ
ま
で
の
機
能
が
な
い
の
で
、
使
い
物
に
な
ら
な
い

Ａ
13　
　
　

線
部
③「
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
だ
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

生
成
Ａ
Ｉ
が
効
果
的
な
教
育
法
を
提
案
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

生
成
Ａ
Ｉ
が
対
話
型
チ
ャ
ッ
ト
ソ
フ
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

生
成
Ａ
Ｉ
は
費
用
が
安
い
と
い
う
こ
と
。

エ　

教
員
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
わ
る
と
い
う
こ
と
。

08
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Ａ
14　

次
に
挙
げ
る【
文
章
】は
、
本
文
中
に
あ
る「
学
校
教
育
の
特
徴
」の
1
〜
5
と
は
異
な
る
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
変
わ
る
学
校
教
育
の
あ
り
方

1
〜
5
を
示
す
も
の
で
あ
る
。【
文
章
】の
中
に
あ
る

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

【
文
章
】

さ
き
ほ
ど
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
、
1
〜
5
を
、
な
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
。

1
．
子
ど
も
た
ち
を
、
年
齢
ご
と
に
、
学
年
に
ま
と
め
な
い（
無
学
年
）。

2
．
子
ど
も
た
ち
を
、
数
十
人
ご
と
に
、
学
級
に
ま
と
め
な
い（
無
学
級
）。

3
．

Ｃ

。

4
．

Ｄ

。

5
．
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
中
心
に
、
十
分
に
理
解
し
た
か
を
考
慮
し
て
教
え
る
。

ア　

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
の
度
合
い
に
応
じ
た
学
習
デ
ー
タ
を
提
供
す
る

イ　

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
進
度
と
科
目
を
融
合
し
た
教
科
書
を
作
成
す
る

ウ　

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
教
科
書
の
内
容
を
組
み
替
え
る

エ　

子
ど
も
た
ち
に
、
学
年
で
は
な
く
進
度
ご
と
、
科
目
ご
と
の
教
科
書
を
与
え
る

Ａ
15　

Ａ
14
の【
文
章
】の
中
に
あ
る

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

教
員
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
、
子
ど
も
の
理
解
に
応
じ
て
教
え
て
い
く

イ　

教
員
が
教
科
書
に
従
っ
て
教
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
子
ど
も
の
学
習
進
度
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

ウ　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
教
科
書
に
従
っ
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
進
度
で
教
え
て
い
く

エ　

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
学
習
デ
ー
タ
に
従
っ
て
、
学
級
全
体
の
進
度
を
調
整
す
る

09
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

も
し
、
自
分
を
待
ち
受
け
る
運
命
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
人
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
。

テ
バ
イ
の
王
ラ
イ
オ
ス
と
そ
の
子
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
ど
ち
ら
も
運
命
に
抗
す
る
道
を
選
ん
だ
。
ラ
イ
オ
ス
は
我
が
子
を
殺
す
よ
う
従
者
に
命
じ

た
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
両
親
の
許
を
離
れ
て
旅
立
っ
た
。
し
か
し
、
最
高
神
ゼ
ウ
ス
で
す
ら
抗
い
が
た
い
運
命
の
力
が
、
人
間
を
取
り
逃
が
す
こ
と
は

な
い
。
む
し
ろ
、
人
間
が
無
駄
足あ

搔が

き
を
す
る
こ
と
で
、
運
命
は
し
ば
し
ば
よ
り
悪
い
か
た
ち
で
成
就
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
皮
肉
な
構

造
は
、
す
で
に
ホ
メ
ロ
ス
の『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』冒
頭
近
く
で
、
ゼ
ウ
ス
の
口
を
借
り
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
や
は
や
、
人
間
ど
も
が
神
々
の
せ
い
に
し
て
責
め
る
と
は
、
な
ん
た
る
不ふ

埒ら
ち

な
心
が
け
で
あ
ろ
う
。
禍わ

ざ
わ

い
は
我
ら
の
せ
い
で
起
こ
る
な
ど

と
申
し
て
お
る
が
、
実
は
自
ら
の
無
分
別
ゆ
え
に
、
定
め
ら
れ
た
運
命
を
超
え
て（
受
け
ず
と
も
よ
い
）苦
難
を
招
い
て
お
る
の
だ
。

こ
の
一
節
か
ら
窺
え
る
の
は
、
ホ
メ
ロ
ス
に
と
っ
て
運
命
と
は
、
あ
る
種
の
幅
な
い
し
緩
さ
を
含
む
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
作
用
が（
た
と
え
ば
自
然
法
則
な
ど
に
よ
っ
て
）あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
厳
密
な
決
定
論
と
は
異
な
り
、
ホ
メ
ロ
ス
の
運
命
観
―
―
い

わ
ば

Ａ

決
定
論
―
―
に
お
い
て
は
、
お
お
ま
か
な
帰
結
は
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の（
た
と
え
ば
、
誰
そ
れ
が
戦
死
す
る
と
い
っ
た
こ
と
）、

そ
こ
へ
向
か
う
ル
ー
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
や
、
そ
の
帰
結
に
伴
っ
て
何
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
そ
こ
に
、
人
間
の
意
志
と
行
為
が
影
響
を
与
え
る
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ソ
ポ
ク
レ
ス
の
描
く
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
道
行
き
も
、
そ
の
種
の

Ａ

決
定
論
の
範は

ん

疇ち
ゅ
う

で
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
神
託
を
受
け
入
れ
て
素
直
に
運
命
に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
運
命
を
避
け
よ
う
と
し
て
無
分
別
な
行
為
に
及
ん
だ
末
に
、
定

め
ら
れ
た
帰
結
に
至
る
だ
け
で
な
く
、
余
計
な
苦
難
ま
で
背
負
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

こ
の
見
方
を
採
る
な
ら
、
彼
の
道
行
き
は
次
の
よ
う
な
愚
行
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
彼
は
、
運
命
を
回
避
で
き
る
と
驕お

ご

り
、
自
分
で

二

①

10

8048_01_1KOK_M.indd   9 2025/12/04   13:41

10 / 687



10 ◇M01―1

は
賢
明
と
信
じ
た
行
為
に
よ
っ
て
回
避
で
き
た
と
確
信
し
た
。
そ
の
あ
げ
く
、
ラ
イ
オ
ス
殺
害
者
を
テ
バ
イ
か
ら
追
放
す
る
と
自
信
満
々
で
宣
言
し
た

た
め
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
ら
を
追
放
さ
せ
る
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
自
分
の
確
信
と
真
実
と
の
あ
ま
り
の
落
差
に
、
受
け
と
め
き
れ

な
い
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
母
で
あ
り
妻
で
あ
る
イ
オ
カ
ス
テ
も
失
っ
て
、
自
ら
も
両
目
を
潰つ

ぶ

す
に
至
っ
た
。
運
命
は
そ
こ
ま
で
定
め
て
い
な

か
っ
た
。
神
託
に
あ
っ
た
の
は
、
父
を
殺
し
、
母
と
交
わ
っ
て
子
を
な
す
、
と
い
う
こ
と
の
み
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
受
け
ず
と
も
よ
い
苦
難
を
、
彼
は

自
ら
招
い
た
の
だ
、
と
。

し
か
し
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
彼
が
自
分
の
意
志
に
よ
る
爪
痕
を
世
界
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
三さ

ん

叉さ

路ろ

で
従
者
も
ろ
と
も
ラ
イ
オ
ス

を
打
ち
殺
し
、
テ
バ
イ
の
王
と
し
て
イ
オ
カ
ス
テ
を
妃
に
迎
え
る
と
い
う
具
体
的
な
ル
ー
ト
は
、
彼
の
意
志
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
運
命
の
成
就
に
伴
っ
て
生
じ
た
様
々
な
出
来
事
も
、
彼
の
意
志
と
行
為
に
由
来
し
て
い
る
―
―
そ
う
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
我
が
目
を
潰
す
と
い
う
行
為
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
は
っ
き
り
と
宣
言
し
て
い

る
。

ア
ポ
ロ
ン
だ
、
友
よ
、
ア
ポ
ロ
ン
だ
、
こ
の

私
の
に
が
い
に
が
い
苦
し
み
を
成
就
さ
せ
た
の
は
。

だ
が
目
を
え
ぐ
っ
た
の
は
、
誰
で
も
な
い
、

Ｂ

。（『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』）

我
が
目
を
潰
す
と
い
う
の
は
、
何
も
真
実
を
見
通
せ
て
い
な
か
っ
た
自
分
を
責
め
る
行
為
、
あ
る
い
は
単
な
る
サ
ク
ラ
ン
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う

し
、「
目
が
見
え
た
と
て　

何
に
な
っ
た
ろ
う
、
見
て
た
の
し
い
も
の
は　

何
ひ
と
つ
な
い
の
に
」と
彼
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
こ
の
世
界
に
対
す
る
ゲ

ン
メ
ツ
―
―
も
う
何
も
見
た
く
な
い
と
い
う
絶
望
―
―
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
行
為
が
一
方
で
は
暗
い
愚
行
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
こ
の
行
為
は
ど
こ
か
し
ら
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
も
纏ま

と

っ
て
い
る
。
私
の
人
生
は
こ
れ
ま
で
神
ア
ポ
ロ
ン
の
意

の
ま
ま
に
進
ん
だ
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
は
違
う
。
我
が
目
を
潰
す
と
い
う
こ
の
行
為
だ
け
は
私
の
意
志
で
し
た
の
だ
。
そ
う
し
た
意

②

ａ

ｂ

③
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地
、
あ
る
い
は
な
け
な
し
の
キ
ガ
イ
の
よ
う
な
も
の
が
、「
目
を
え
ぐ
っ
た
の
は
、
誰
で
も
な
い
、

Ｂ

」と
い
う
彼
の
言
葉
に
は
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。

Ｃ

、
彼
が
こ
の
行
為
を
な
し
た
こ
と
も
、
そ
れ
か
ら
、
三
叉
路
で
行
っ
た
こ
と
な
ど
も
す
べ
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
た
と
解
釈

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

Ｄ

、
厳
密
な
決
定
論
の
枠
組
み
で
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
道
行
き
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

Ｅ

、
こ
こ
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
愚
か
な
行
為
が
、
少
な
く
と
も
彼
自
身
に
と
っ
て
は
、
運
命
の
縛
り
か
ら
―
―
た
と
え
わ
ず

か
で
も
、
束
の
間
で
あ
っ
て
も
―
―
自
ら
を
解
き
放
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
も
う
一
点
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
物
語
に
お
い
て「
盲
目
で
あ
る
」と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
真
実
を
見
通
す
力
能
を
示
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
物
語
の
中
盤
で
登
場
す
る
予
言
者
テ
イ
レ
シ
ア
ス
は
ま
さ
に
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
盲
目
の
彼
が
語
る
言
葉
を
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
ま

る
で
信
用
し
な
い
。
そ
し
て
終
盤
で
は
、
真
実
を
悟
っ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
、
今
度
は
光
を
失
っ
た
者
と
な
る
。
そ
の
時
点
で
は
じ
め
て
彼
は
、
物
事

の
見
か
け
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
真
実
を
そ
れ
と
し
て
受
け
と
め
る
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』で
は
、
そ
の
全
篇
に
わ
た
っ
て
、
ひ
と
つ
の
行
為
が
し
ば
し
ば

Ｆ

を
も
っ
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
運
命
の
回
避
を
意

味
す
る
は
ず
の
行
為
が
、
む
し
ろ
運
命
の
成
就
を
意
味
し
て
い
た
り
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
自
ら
の
強
さ
や
聡
明
さ
を
誇
る
行
為
が
、
か
え
っ
て
そ
の
弱

さ
や
愚
か
さ
を
示
し
て
い
た
り
す
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
構
造
が
、
我
が
目
を
潰
す
と
い
う
行
為
に
も
通
底
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
み

じ
め
な
愚
行
は
、
他
面
で
は
、
か
ろ
う
じ
て
彼
に
、
自
分
自
身
の
意
志
の
働
き
を
実
感
さ
せ
、
ま
た
、
彼
の
い
わ
ば
内
な
る
目
を
開
か
せ
る
契
機
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て
、
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
を
描
く
こ
と
で
、
人
間
を
描
い
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ソ
ポ
ク
レ
ス
に
と
っ
て
、
人
間
と
世
界
と
の

関
係
は
、
秩
序
や
調
和
に
満
ち
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
人
間
に
と
っ
て
世
界
の
多
く
の
部
分
は
見
通
す
こ
と
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
運
命（
運
）に
ど
う
し
て
も
翻
弄
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
た
だ
成
り
行
き
に
従
っ
て
流
れ
る
の
で
は
な
く
、
と
き
に
気
高
く
賢
い
仕
方

で
、
と
き
に
弱
く
馬
鹿
げ
た
仕
方
で
、
も
が
き
な
が
ら
対
処
し
続
け
よ
う
と
す
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
姿
に
、
我
々
は
ま
さ
に
人
間
ら
し
さ
、
人
間
臭
さ

を
見
て
取
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
傲
慢
で
、
ナ
イ
ー
ブ
で
、
強
靭
で
、
脆
い
、
そ
の
姿
に
、
人
間
な
ら
で
は
の
愚
か
さ
と
同
時
に
、
あ
る
種
の

ｃ

④

⑤
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偉
大
さ
を
見
出
す
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
き
に
運
命
を
も
司
る
神
の
も
つ
偉
大
さ
で
は
な
い
。

（
古
田
徹
也『
不
道
徳
的
倫
理
学
講
義
―
―
人
生
に
と
っ
て
運
と
は
何
か
』に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
16
〜
Ａ
29
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
16
〜
29
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
16　
　
　

線
部
①「
皮
肉
な
構
造
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

運
命
を
知
ら
な
い
場
合
と
運
命
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
と
で
は
、
そ
の
結
果
に
ほ
と
ん
ど
差
が
無
い
と
い
う
構
造
。

イ　

運
命
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
よ
り
過
酷
な
結
果
と
な
る
と
い
う
構
造
。

ウ　

運
命
の
前
で
は
人
間
な
ど
皮
相
的
な
存
在
に
過
ぎ
ず
、
逆
ら
う
と
逆
に
悪
い
運
命
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
構
造
。

エ　

運
命
に
逆
ら
お
う
と
す
る
と
素
直
に
従
っ
た
場
合
よ
り
悪
い
形
で
運
命
通
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
構
造
。

Ａ
17　

Ａ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
「
厳
し
い
」	

イ　
「
緩
い
」	

ウ　
「
余
計
な
」	

エ　
「
皮
肉
な
」	

オ　
「
愚
か
な
」

Ａ
18　
　
　

線
部
②「
受
け
ず
と
も
よ
い
苦
難
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な

0

0

0

0

い0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

本
来
の
運
命
で
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
苦
難
。

イ　

運
命
を
避
け
よ
う
と
し
た
結
果
の
苦
難
。

ウ　

人
間
の
意
志
と
は
か
か
わ
り
な
く
決
ま
っ
て
い
た
苦
難
。

エ　

人
間
の
行
動
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
苦
難
。

13
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Ａ
19　

Ｂ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

運
命
の
見
え
ざ
る
導
き
だ

イ　

私
の
思
い
が
運
命
を
動
か
し
た
の
だ

ウ　

わ
が
友
、
ア
ポ
ロ
ン
だ

エ　

不
幸
な
こ
の
私
の
手
だ

Ａ
20　
　
　

線
部
ａ「
サ
ク
ラ
ン
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

制　

作	

イ　

対　

策	

ウ　

索　

道	

エ　

交　

錯	

オ　

搾　

取

Ａ
21　
　
　

線
部
ｂ「
ゲ
ン
メ
ツ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

源　

流	
イ　

現　

実	

ウ　

減　

少	

エ　

限　

界	

オ　

夢　

幻

Ａ
22　
　
　

線
部
③「
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

自
分
の
目
を
自
身
で
潰
す
行
為
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
本
来
絶
望
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
は
、

神
ア
ポ
ロ
ン
の
示
し
た
運
命
に
逆
ら
う
可
能
性
を
示
し
た
希
望
の
行
為
と
解
釈
で
き
、
そ
の
自
負
に
つ
い
て
、「
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
」と

表
現
し
て
い
る
。

イ　

自
分
の
目
を
自
身
で
潰
す
行
為
は
本
来
愚
行
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
が
、
こ
の
場
合
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
は
、
神
ア
ポ
ロ
ン
の
示

し
た
運
命
に
逆
ら
っ
た
行
為
で
あ
り
、
そ
の
自
負
に
つ
い
て
、「
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
」と
表
現
し
て
い
る
。

ウ　

自
分
の
目
を
自
身
で
潰
す
行
為
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
本
来
絶
望
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
は
、

神
ア
ポ
ロ
ン
を
出
し
抜
く
こ
と
が
で
き
た
唯
一
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
自
負
に
つ
い
て
、「
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
」と
表
現
し
て
い
る
。

エ　

自
分
の
目
を
自
身
で
潰
す
行
為
は
本
来
愚
行
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
が
、
こ
の
場
合
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
に
と
っ
て
は
、
神
ア
ポ
ロ
ン
で
は

な
く
自
分
自
身
の
意
志
に
よ
る
行
動
で
あ
る
と
い
え
、
そ
の
自
負
に
つ
い
て
、「
不
思
議
な
晴
れ
や
か
さ
」と
表
現
し
て
い
る
。

14
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Ａ
23　
　
　

線
部
ｃ「
キ
ガ
イ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

概　

略	

イ　

圏　

外	

ウ　

該　

当	

エ　

街　

頭	

オ　

害　

悪

Ａ
24　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
24
〜
Ａ
26
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

そ
こ
で	

イ　

す
な
わ
ち	

ウ　

し
か
し	

エ　

も
ち
ろ
ん	

オ　

た
と
え

Ａ
25　

Ｄ

Ａ
26　

Ｅ

Ａ
27　

Ｆ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

両
義
性	
イ　

反
対
性	

ウ　

排
他
性	

エ　

一
貫
性

Ａ
28　
　
　

線
部
④「
内
な
る
目
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

神
ア
ポ
ロ
ン
も
知
ら
な
か
っ
た
、
人
間
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
神
秘
の
力
。

イ　

潰
し
た
こ
と
で
世
界
の
外
側
を
何
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
目
。

ウ　

目
を
潰
し
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
目
の
代
わ
り
に
用
い
て
い
る
も
の
。

エ　

目
を
潰
し
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
獲
得
し
た
真
実
を
見
通
す
力
。

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
24
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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Ａ
29

　
　
　
線
部
⑤「
人
間
を
描
い
た
の
だ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
、
一
見
、
秩
序
や
調
和
に
満
ち
た
も
の
で
は
な
い
世
界
の
中
で
、
必
死
に
も
が
き
な
が
ら
対
処
し
よ
う
と
す
る
も
、
そ
の

秩
序
や
調
和
に
否
応
な
く
導
か
れ
る
姿
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
中
に
生
き
る
人
間
を
気
高
く
偉
大
に
描
い
た
と
い
う
こ
と
。

イ
　
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
、
人
間
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
も
あ
る
運
命
に
対
し
て
で
も
、
な
ん
と
か
対
処
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
姿
を

描
き
、
そ
こ
に
弱
く
愚
か
し
く
も
人
間
ら
し
い
偉
大
さ
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
、
時
に
絶
対
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
は
ず
の
運
命
が
人
間
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
、
意
図
さ
れ
た
調
和
的
結
末
を
乱
す

例
を
示
す
こ
と
で
、
神
の
、
偉
大
な
だ
け
で
は
な
い
人
間
的
な
部
分
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
。

エ
　
ソ
ポ
ク
レ
ス
は
、
見
通
す
こ
と
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
運
命
に
愚
か
に
も
、
そ
し
て
気
高
く
挑
む
人
間
の
姿
を
描
き
、

後
の
時
代
の
人
々
を
鼓
舞
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
。

16
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

「
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
人
々
が
賛
美
す
る
絵
画
の
空
し
さ
」と
言
っ
た
の
は
パ
ス
カ
ル
で
あ
る
。
絵
画
が
単
に
現
実
に
似
て
い
る
だ
け
の
も
の
だ

と
す
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
絵
画
と
は
、
模
倣
で
あ
り
、
偽
り
の
現
実
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
は「
モ
ナ
・
リ
ザ
」を
賞
賛
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
描
い
た
果
物
や
サ
ン
ト
・
ビ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
に
魅
了
さ
れ
る
。
実
在

し
た
モ
デ
ル
や
南
仏
の
山
以
上
に
、
つ
ま
り
は
現
実
よ
り
も

Ａ

の
ほ
う
が
強
い
力
を
も
っ
て
わ
た
し
た
ち
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

何
故
、
そ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
。（
中
略
）

絵
画
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
非
現
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
誰
も
そ
れ
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
治
家
が
嘘
を
つ
け
ば
、
腹
立
た
し
く
思
い
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
シ
ダ
ン
す
る
。

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
ク
ト（
注　

も
う
一
つ
の
現
実
）と
は
、
お
そ
ら
く
は
芸
術
家
に
こ
そ
相
応
し
い
形
容
だ
ろ
う
。
政
治
家
の
嘘
は
単
な
る
言

い
つ
く
ろ
い
だ
が
、
芸
術
家
は
、
い
つ
だ
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
を
追
求
し
て
い
る
。
政
治
家
の
嘘
は
自
己
利
益
の
た
め
だ
が
、
芸
術
家
は
真
実
を

語
る
た
め
に
嘘
を
つ
く
。

ひ
と
つ
の
事
実
は
、
そ
の
切
り
取
り
方
に
よ
っ
て
、
距
離
に
よ
っ
て
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
、
様
々
な
表
情
を
見
せ
る
。
古
来
、
作
家
や
映
画
監
督

は
、
こ
の「

Ｂ

」現
象
を
、
作
品
に
仕
立
て
て
き
た
。
こ
う
し
た「
あ
い
ま
い
な
真
実
」へ
の
偏
愛
は
、
芥
川
龍
之
介
の『

Ｂ

』は
も
と

よ
り
、
こ
の
作
品
を
も
と
に
し
た
黒
澤
明
の『
羅
生
門
』に
も
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
評
判
に
な
っ
た『
運
命
じ
ゃ
な
い
ひ
と
』で
注
目
さ
れ
た
内
田
け

ん
じ
の
す
べ
て
の
作
品
な
ど
に
も
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。【
Ⅰ
】

こ
れ
ら
の
作
品
が
告
げ
て
い
る
の
は
、「
真
実
」と
は
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
む
し
ろ

反
対
に
、「
真
実
」と
は
、
い
く
つ
も
の
視
点
の
共
同
に
よ
っ
て
で
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
と
い
う
、「
真
実
」の
構
造
が
暴
か
れ
て
い
る
。【
Ⅱ
】

ひ
と
つ
の「
事
実
」が「
真
実
」に
な
る
た
め
に
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
複
数
の
人
間
の
共
同
作
業
が
必
要
に
な
る
。
ひ
と
り
の
個
人
が
持
っ
て
い
る
感

覚
の
限
界
の
次
数
を
、
ひ
と
つ
繰
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
個
人
の
感
覚
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
神
の
視
点

三

ａ

①
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を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
だ
。

だ
か
ら
こ
そ「
神
の
み
ぞ
知
る
」こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
人
間
が
知
る
た
め
に
は
、
幾
人
も
の
他
者
と
の
協
力
が
必
要
に
な
る
の
だ
。
客
観
性
を
担
保

す
る
の
は
、
い
つ
も
他
者
の
存
在
で
あ
る
。

政
治
家
が
つ
く
嘘
が
シ
ダ
ン
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
現
実
の
政
治
に
害
悪
を
も
た
ら
す
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
事
実
と
異
な
る
か
ら
で
も

な
い
。
隠い

ん

蔽ぺ
い

、
捏ね

つ

造ぞ
う

、
誇
張
、
ご
ま
か
し
が
、
他
者
と
と
も
に
作
り
上
げ
て
き
た
モ
ラ
ル
に
反
し
て
い
る
か
ら
だ
。
モ
ラ
ル
と
は
ま
さ
に
、
倫（
と
も

が
ら
）の
理（
こ
と
わ
り
）で
あ
り
、
個
人
の
中
に
複
数
の
人
間
の
視
点（
神
の
視
点
）を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
持
ち
う
る
、
共
同
体
の
規
範
の
こ
と

だ
か
ら
で
あ
る
。
嘘
が
毀
損
す
る
の
は
、
共
同
体
の
規
範
な
の
だ
。

パ
ス
カ
ル
が
言
う
よ
う
に
、
絵
画
は
嘘
の
現
実
な
の
か
。
い
や
絵
画
の
場
合
は
全
く
違
う
。
絵
画
は

Ｃ

。
パ
ス
カ
ル
は
絵
画
の
見
方
を
知

ら
ぬ
人
間
に
対
し
て
皮
肉
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
芸
術
に
触
れ
て
サ
ル
ト
ル
は「
手
品
師
は
、
毎
晩
三
百
人

の
加
担
者
を
持
つ
」と
語
っ
た
が
、
絵
画
作
品
は
加
担
者
な
し
に
は
、
倉
庫
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
現
実
の
縮
減
模
型
で
し
か
な
い
。
ク
ロ
ー
ド
・

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、
鑑
賞
者
は「
失
わ
れ
た
感
覚
の
次
元
を
知
的
次
元
の
獲
得
で
補
償
す
る
」と
書
い
て
い
る
。
二
人
の
哲
学
者
が
言
っ
て
い
る

こ
と
は
、
鑑
賞
者
は
い
つ
で
も
画
家
の
共
犯
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
優
れ
た
絵
画
作
品
は
、
こ
う
し
た
鑑
賞
者
と
の
関
係
を
絶
え

ず
更
新
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。【
Ⅲ
】

画
家
は
、
現
実
よ
り
も
ひ
と
つ
次
元
の
足
り
な
い
キ
ャ
ン
バ
ス
と
い
う
平
面
に
、「
現
実
」の
中
に
あ
る「
本
質
」を
定
着
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
画
家
が
す
る
の
は
、
観
客
の
主
観
を
ゆ
さ
ぶ
り
、「
現
実
」な
る
も
の
の
虚
偽
性
を
暴
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で「
現
実
」の

中
か
ら
、「
真
実
」を
抽
象
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
が
、
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
オ
ブ
と
一
緒
に
ル
ー
ヴ
ル
へ
行
っ
た
と
き

の
逸
話
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。

「
も
っ
と
も
有
名
な
肖
像
画
の
あ
る
一
枚
の
前
で
、
こ
の
友
達
が
叫
び
声
を
あ
げ
、
大
声
で
似
て
い
る
と
言
っ
た
の
で
、
私
は
、
君
は
デ
カ
ル
ト
を

見
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
き
い
て
や
っ
た
。
か
れ
は
デ
カ
ル
ト
を
見
た
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
昔
の
デ
カ
ル
ト
の
面
影
に
接
し
た

よ
う
に
思
っ
た
の
だ
」。

18
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こ
の
作
品
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
が
描
い
た
デ
カ
ル
ト
の
肖
像
画
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ウ
オ
ブ
は
、
こ
の
絵
の
中
に
あ
る
人
物
は
、
一
体
誰

に
似
て
い
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ウ
オ
ブ
は
嘘
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
。
お
の
れ
の

Ｄ

に
よ
っ
て
騙だ

ま

さ
れ
た
の
だ
。

フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
が
描
い
た
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
似
顔
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
事
情
は
そ
の
反
対
だ
ろ
う
。
ひ
と
り
の
、
高
名
な
哲
学
者
の
外
観

の
中
か
ら
、
無
名
で
む
き
出
し
の
ど
こ
に
で
も
い
る
人
間
の
本
質
を
抽
象
し
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
絵
を
見
る
誰
も
が
、
ど
こ
に
で
も
い
る

が
、
こ
の
絵
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
人
間
の
風
貌
に
、

Ｅ

を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

名
前
か
ら
内
実
を
取
り
出
す
と
い
う
こ
の
マ
ジ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
と
い
う
画
家
一
人
で
は
な
い
。
こ
の
絵
の
鑑
賞
者

は
、
い
わ
ば
加
担
者
と
な
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
失
わ
れ
た
次
元
を
回
復
さ
せ
る
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
嘘
の
中
か
ら
真
実
を
掘
り
当
て
る

作
業
に
似
て
い
る
。（
中
略
）

絵
画
の
考
察
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
携
え
て
、
わ
た
し
た
ち
の
住
み
慣
れ
た
、
薄
汚
れ
た
現
実
の
世
界
に
戻
ろ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の
時
代（
真
実
が
力
を
も
た
な
く
な
っ
た
時
代
）に
生
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
真
実
が
語
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
く
、
真
実
を
見
よ
う
と
す
る
意
志
が
、
嘘
を
嘘
と
知
り
つ
つ
騙
さ
れ
る
こ
と
の
快
楽
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
的
な
現
象
で
も
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
明
の
発
展
、
科
学
の
発
達
の
ひ
と
つ
の
帰
結

だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。【
Ⅳ
】

と
こ
ろ
で
、
嘘
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
誰
で
も
直
感
的
に
わ
か
る
が
、
嘘
の
反
対
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
そ
れ
は
事
実
だ
」「
い
や
本
当
の
こ
と
さ
」「
や
は
り
、
真
実
と
か
誠
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
」と
い
っ
た
具
合
で
あ

る
。
英
語
の
場
合
、Fake

の
反
対
語
はT

ruth

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、T

ruth

（
真
実
）ほ
ど
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
も
な
い
だ
ろ
う
。

「
嘘
つ
き
」の
反
対
語
な
ら
す
ぐ
に
わ
か
る
。
そ
れ
は「
正
直
者
」だ
。
し
か
し
、「
正
直
者
」が
い
つ
も
、
真
実
を
語
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
な
る

と
、
す
こ
し
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。「
正
直
者
」が
正
直
な
の
は
、
自
分
の
感
覚
に
正
直
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
感
覚
が
真
実
な
の
か
ど
う
か
は
、

本
当
の
と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
詐
欺
師
に
と
っ
て
は
、「
正
直
者
」ほ
ど
騙
し
や
す
い
も
の
は
な
い
。

だ
が
、H

onesty pays in the long run.（
結
局
の
と
こ
ろ
、
正
直
者
は
得
を
す
る
）と
い
う
の
も
ま
た
確
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。
正
直
が
貶
め
ら
れ

②
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た
時
代
と
は
、in the long run

と
い
う
時
間
の
感
覚
が
、
時
代
の
進
歩
と
と
も
に
衰
弱
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
シ
ョ
ウ
サ
だ
ろ
う
。
今
は
、
な
に
ご

と
も
ソ
ク
ダ
ン
ソ
ッ
ケ
ツ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
損
得
勘
定
を
計
測
す
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

正
直
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、
時
間
の
感
覚
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
長
い
時
間
を
貫
い
て
指
南
力
を
持
ち
う
る
言
葉
の
中
に
、
真

実
は
宿
っ
て
い
る
。
遠
い
過
去
に
は
死
者
が
お
り
、
未
来
に
は
ま
だ
生
ま
れ
え
ぬ
も
の
が
待
機
し
て
い
る
。
彼
ら

Ｆ

が
、
言
葉
の
真
偽
を
見

分
け
る
だ
ろ
う
。

い
や
、
今
す
ぐ
に
で
も
嘘
を
見
破
る
こ
と
は
で
き
る
。【
Ⅴ
】

事
実
を
隠
そ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
場
所
か
ら
目
を
そ
ら
す
よ
う
に
誘
導
し
よ
う
と
し
、
事
実
を
捏
造
す
る
も
の
は
こ
と
さ
ら
そ
こ
に
注
意
を
む

け
る
よ
う
に
仕
向
け
る
と
い
う
余
分
な
努
力
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
嘘
に
は
い
つ
も
不
自
然
な
過
剰
や
、
欠
損
が
そ
の
表
層
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
い

る
。

（
平
川
克
美『
路
地
裏
で
考
え
る
―
―
世
界
の
饒
舌
さ
に
抵
抗
す
る
拠
点
』に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
30
〜
Ａ
42
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
30
〜
42
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
30　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

人
々
の
理
想
に
寄
せ
た
美
の
典
型

イ　

そ
れ
を
模
倣
し
た
虚
構

ウ　

便
利
に
鑑
賞
で
き
る
模
型

エ　

非
現
実
的
で
得
体
の
知
れ
な
い
造
形

Ａ
31　
　
　

線
部
ａ「
シ
ダ
ン
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

司　

会	

イ　

掲　

示	

ウ　

指　

定	
エ　

相　

談	

オ　

断　

定

ｂ

ｃ

20
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Ａ
32

　
　
　
線
部
①「
芸
術
家
は
真
実
を
語
る
た
め
に
嘘
を
つ
く
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

ア　

芸
術
家
は
そ
の
作
品
に
お
い
て「
現
実
」を
切
り
取
っ
て
み
せ
、
鑑
賞
者
を
巻
き
込
み
、
そ
の
主
観
を
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
で
、「
真
実
」を
抽
象

し
よ
う
と
す
る
。

イ　

芸
術
家
は
そ
の
作
品
に
お
い
て
自
分
と
他
者
と
が
共
有
し
て
い
る
と
信
じ
る「
現
実
」を
切
り
取
っ
て
み
せ
、「
現
実
」に
ひ
そ
む
共
同
体
の

規
範
を
鑑
賞
者
と
と
も
に
確
認
し
、
あ
る
べ
き「
真
実
」の
構
造
を
暴
き
出
そ
う
と
す
る
。

ウ　

芸
術
家
は
そ
の
作
品
に
お
い
て
鑑
賞
者
を
共
犯
者
と
し
て
取
り
込
み
う
る「
現
実
」を
切
り
取
っ
て
み
せ
、
鑑
賞
者
の
感
覚
を
通
し
て「
真

実
」の
あ
い
ま
い
さ
を
可
視
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

エ　

芸
術
家
は
そ
の
作
品
に
お
い
て
自
分
が「
現
実
」か
ら
抽
象
し
た「
真
実
」を
切
り
取
っ
て
み
せ
、
そ
れ
を
鑑
賞
者
が
迷
う
こ
と
な
く
掘
り
当

て
ら
れ
る
よ
う
に
精
巧
な
マ
ジ
ッ
ク
を
仕
込
む
。

Ａ
33

　

Ｂ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

暗
夜
行
路	

イ　

藪や
ぶ

の
中	

ウ　

コ
ッ
プ
の
中
の
嵐

　
　
　
　
　
エ

　
パ
ン
ド
ラ
の
匣は

こ

Ａ
34

　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

模
倣
の
本
質
を
超
え
ら
れ
な
い

イ　

画
家
の
主
観
そ
の
も
の
だ

ウ　

似
て
い
る
か
ら
こ
そ
賛
美
さ
れ
る
の
だ

エ　

た
だ
似
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

Ａ
35

　

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

真
　
実	

イ　

直
　
感	

ウ　

視
　
力	
エ　

主
　
観

21
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Ａ
36　

Ｅ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

崇
敬
の
念	

イ　

懐
旧
の
情	

ウ　

既
視
感	

エ　

親
近
感

Ａ
37　
　
　

線
部
②「
嘘
の
中
か
ら
真
実
を
掘
り
当
て
る
作
業
に
似
て
い
る
」と
あ
る
が
、
本
文
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
評
さ
れ
る
作
業
と
し
て
最
も

適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

高
名
な
哲
学
者
の
外
観
か
ら
、
無
名
で
む
き
出
し
の
ど
こ
に
で
も
い
る
人
間
の
本
質
を
抽
象
す
る
こ
と
。

イ　

真
実
を
見
よ
う
と
す
る
意
志
が
、
嘘
を
嘘
と
知
り
つ
つ
騙
さ
れ
る
こ
と
の
快
楽
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
。

ウ　

政
治
家
が
話
し
て
い
る
こ
と
の
中
に
も
真
実
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
吟
味
す
る
こ
と
。

エ　
「
正
直
者
」が
本
当
に
真
実
を
語
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
疑
っ
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
。

Ａ
38　
　
　

線
部
ｂ「
シ
ョ
ウ
サ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

差　

配	

イ　

検　

査	

ウ　

左　

右	

エ　

作　

動	

オ　

教　

唆

Ａ
39　
　
　

線
部
ｃ「
ソ
ク
ダ
ン
ソ
ッ
ケ
ツ
」に
当
て
る
漢
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

速　

度	

イ　

規　

則	

ウ　

即　

席	

エ　

卒　

倒	

オ　

帰　

結

Ａ
40　

Ｆ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

時
間
の
証
人	

イ　

究
極
の
他
者	
ウ　

感
覚
の
手
品
師	

エ　

本
物
の
加
担
者

Ａ
41　

本
文
に
は「
優
れ
た
芸
術
作
品
が
い
つ
も
未
来
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
嘘
つ
き
は
い
つ
で
も
、「
い
ま
・
こ
こ
」を
切
り
抜

け
る
た
め
に
だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も

の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅴ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
【
Ⅰ
】	

イ　
【
Ⅱ
】	

ウ　
【
Ⅲ
】	

エ　
【
Ⅳ
】	

オ　
【
Ⅴ
】

22
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Ａ
42　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
が
描
い
た
デ
カ
ル
ト
の
肖
像
画
は
、
デ
カ
ル
ト
の
面
影
を
伝
え
る
も
の
で
な
い
の
に
、
こ
の
肖
像
画
を
見
て「
似
て

い
る
」と
驚
い
た
マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
ウ
オ
ブ
は
単
な
る
嘘
つ
き
に
過
ぎ
な
い
。

イ
　
個
人
の
感
覚
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
主
観
的
な
も
の
で
限
界
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
人
間
が
ひ
と
つ
の
事
実
の
中
か
ら「
真

実
」を
知
る
た
め
に
は
、
幾
人
も
の
他
者
と
の
協
力
が
必
要
に
な
る
。

ウ
　T

ruth
（
真
実
）ほ
ど
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
も
な
く
、
ま
た
、「
正
直
者
」が
い
つ
も
、
真
実
を
語
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
く
、
真

実
が
力
を
持
た
な
く
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
正
直
は
役
に
立
た
な
い
。

エ
　
政
治
家
が
つ
く
嘘
は
、
人
々
が
作
り
上
げ
て
き
た
共
同
体
の
規
範
を
毀
損
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
り
、
現
実
の
政
治
に
害
悪
を

も
た
ら
し
た
り
、
事
実
と
異
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

23
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

御
遊
び
果
て
て
、
中
納
言
、
中
宮
の
御
方
に
さ
し
の
ぞ
き
給
へ
れ
ば
、
若
き
人
々
、
心
地
よ
げ
に
う
ち
笑
ひ
つ
つ
、「
い
み
じ
き
方
人
参
ら
せ
給
へ

り
。
あ
れ
を
こ
そ
」な
ど
い
へ
ば
、「
な
に
事
せ
さ
せ
給
ふ
ぞ
」と
宣
へ
ば
、「
明
後
日
、
根
合
し
侍
る
を
、
い
づ
方
に
か
寄
ら
む
と
思
し
召
す
」と
聞き

こ

ゆ

れ
ば
、「
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
身
な
れ
ど
も
、
引
き
と
り
給
は
む
方
に
こ
そ
は
」と
宣
へ
ば
、「
あ
や
め
も
知
ら
せ
給
は
ざ
な
れ
ば
、
右
に
は
不
用
に
こ
そ

は
。
さ
ら
ば
此
方
に
」と
て
、
小
宰
相
の
君
、
押
し
取
り
聞
え
さ
せ
つ
れ
ば
、
御
心
も
寄
る
に
や
、「
か
う
仰
せ
ら
る
る
折
も
侍
り
け
る
は
」と
て
、
憎

か
ら
ず
う
ち
笑
ひ
て
、
出
で
給
ひ
ぬ
る
を
、「
例
の
、
つ
れ
な
き
御
気
色
こ
そ
わ
び
し
け
れ
。
か
か
る
折
は
、
う
ち
も
乱
れ
給
へ
か
し
」と
ぞ
見
ゆ
る
。

右
の
人
、「
さ
ら
ば
、
此
方
に
は
、
三
位
の
中
将
を
寄
せ
奉
ら
む
」と
言
ひ
て
、
殿
上
に
呼
び
に
や
り
聞
え
て
、「
か
か
る
事
の
侍
る
を
、『
此
方
に
寄

ら
せ
給
へ
』と
頼
み
聞
ゆ
る
」と
聞
え
さ
す
れ
ば
、「
こ
と
に
も
侍
ら
ぬ
。
心
の
思
は
む
限
り
こ
そ
は
」と
頼
も
し
う
宣
ふ
を
、「
さ
れ
ば
こ
そ
。
こ
の
御

心
は
、
そ
こ
ひ
知
ら
ぬ
こ
ひ
ぢ
に
も
お
り
た
ち
給
ひ
な
む
」と
、
互か

た
み

に
羨
む
も
、
宮（
中
宮
）は
を
か
し
う
聞
か
せ
給
ふ
。

中
納
言
、
さ
こ
そ
心
に
い
ら
ぬ
気
色
な
り
し
か
ど
、
そ
の
日
に
な
り
て
、
え
も
言
は
ぬ
根
ど
も
引
き
具
し
て
参
り
給
へ
り
。
小
宰
相
の
局
に
ま
づ
お

は
し
て
、「
心
幼
く
取
り
寄
せ
給
ひ
し
が
心
苦
し
さ
に
、
若
々
し
き
心
地
す
れ
ど
、
浅
香
の
沼
を
尋
ね
て
侍
り
。
さ
り
と
も
、
負
け
給
は
じ
」と
あ
る
ぞ

頼
も
し
き
。
い
つ
の
間
に
思
ひ
寄
り
け
る
事
に
か
、
言
ひ
過
ぐ
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

右
の
中
将
お
は
し
た
ん
な
り
。「
い
づ
こ
や
。
い
た
う
暮
れ
ぬ
程
ぞ
よ
か
ら
む
。
中
納
言
は
、
ま
だ
参
ら
せ
給
は
ぬ
に
や
」と
、
ま
だ
き
に
挑
ま
し
げ

な
る
を
、
少
将
の
君
、「
あ
な
、
を
こ
が
ま
し
。
御
前
こ
そ
、
御
声
の
み
高
く
て
お
そ
か
め
れ
。
彼
は
東し

の
の
め雲

よ
り
入
り
居
て
、
整
へ
さ
せ
給
ふ
め
り
」な

ど
い
ふ
程
に
ぞ
、
か
た
ち
よ
り
始
め
て
、
同
じ
人
と
も
見
え
ず
、
恥
づ
か
し
げ
に
て
、「
な
ど
と
よ
。
こ
の
翁
、
な
い
た
う
挑
み
給
ひ
そ
。
身
も
苦
し
」

と
て
、
歩
み
出
で
給
へ
る
。
御
年
の
程
ぞ
、
二
十
に
一
、
二
ば
か
り
余
り
給
ふ
ら
む
。「
さ
ら
ば
、
疾
く
し
給
へ
か
し
。
見
侍
ら
む
」と
て
、
人
々
参
り

集
ひ
た
り
。

方か
た

人う
ど

の
殿
上
人
、
心
々
に
取
り
い
づ
る
根
の
有
様
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
劣
ら
ず
見
ゆ
る
中
に
も
、
左
の
は
、
猶
な
ま
め
か
し
き
け
さ
へ
添
ひ
て

ぞ
、
中
納
言
の
し
出
で
給
へ
る
。
合
せ
も
て
行
く
程
に
、「
持
に
や
な
ら
む
」と
見
ゆ
る
を
、
左
の
終は

て
に
取
り
出
で
ら
れ
た
る
根
ど
も
、
さ
ら
に
心
及

四

＊
1

①

②

③

④

⑤
⑥

＊
2

＊
3

⑦

⑧
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ぶ
べ
う
も
あ
ら
ず
。
三
位
中
将
、
言
は
む
方
な
く
守
り
居
給
へ
り
。「
左
勝
ち
ぬ
る
な
め
り
」と
、
方
人
の
気
色
、
し
た
り
顔
に
心
地
よ
げ
な
り
。

（『
堤
中
納
言
物
語
』「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」に
よ
る
）

《
注
》　

＊
1�　

根
合
…
平
安
時
代
、
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
、
左
右
に
分
か
れ
て
菖し

ょ
う

蒲ぶ

の
根
の
長
短
を
く
ら
べ
、
ま
た
歌
を
よ
み
そ
え
る
な

ど
し
て
、
勝
ち
負
け
を
決
め
た
遊
戯
。

＊
2　

浅
香
の
沼
…
福
島
県
郡
山
市
、
安あ

積さ
か

山
の
ふ
も
と
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
沼
。
安
積
の
沼
。
歌
枕
。

＊
3　

少
将
の
君
…
左
方
の
女
房
の
一
人
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49　
　
　

線
部
①「
あ
や
め
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
植
物
の
菖あ

や
め蒲

に
、
物
事
の
区
別
・
分
別
の
意
の「
文あ

や

目め

」を
掛
け
る
。

イ
　
植
物
の
菖あ

や
め蒲

に
、
物
事
の
危
険
を
察
す
る
意
の「
危あ

や

目め

」を
掛
け
る
。

ウ
　
植
物
の
菖し

ょ
う

蒲ぶ

に
、
武
を
奨
励
す
る
意
の「
尚
武
」を
掛
け
る
。

エ
　
植
物
の
菖し

ょ
う

蒲ぶ

に
、
物
事
の
勝
ち
負
け
の
意
の「
勝
負
」を
掛
け
る
。

⑨

あ 

や 

め
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Ａ
50

　
　
　
線
部
②「
右
に
は
不
用
に
こ
そ
は
。
さ
ら
ば
此こ

な
た方

に
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

ア
　
中
納
言
は
相
手
方
で
も
必
要
な
い
人
な
の
で
、
や
む
を
得
ず
こ
ち
ら
方
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
中
納
言
の
よ
う
な
い
つ
も
頼
り
な
い
人
は
相
手
方
に
は
必
要
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
方
に
来
て
も
ら
お
う
と
決
め
た
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
中
納
言
の
謙
遜
の
言
葉
を
受
け
て
、
そ
ん
な
人
は
相
手
方
に
は
必
要
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
、
こ
ち
ら
方
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
、
と
い

う
こ
と
。

エ
　
引
き
と
っ
て
も
ら
え
る
方
に
、
と
い
う
言
葉
を
受
け
と
っ
て
、
早
速
こ
ち
ら
方
に
来
て
も
ら
お
う
と
誘
い
を
掛
け
た
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
51

　
　
　
線
部
③「
聞
え
さ
せ
」の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
謙
譲
語
で
小
宰
相
の
君
を
敬
う	

イ
　
尊
敬
語
で
中
納
言
を
敬
う

ウ
　
尊
敬
語
で
中
宮
を
敬
う	

エ
　
謙
譲
語
で
中
納
言
を
敬
う

オ
　
謙
譲
語
で
中
宮
を
敬
う

Ａ
52

　
　
　
線
部
④「
こ
と
に
も
侍
ら
ぬ
。
心
の
思
は
む
限
り
こ
そ
は
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
な
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
と
請
け
負
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
思
う
限
り
の
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
と
請
け
負
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
何
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
力
の
限
り
や
り
ま
し
ょ
う
と
請
け
負
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

エ
　
特
別
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
に
や
っ
て
み
せ
ま
し
ょ
う
と
請
け
負
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

26
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Ａ
53　
　
　

線
部
⑤「
そ
こ
ひ
知
ら
ぬ
こ
ひ
ぢ
に
も
お
り
た
ち
給
ひ
な
む
」の
現
代
語
訳
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

ア
　
菖
蒲
を
取
り
に
行
く
深
い
泥
の
沼
だ
け
で
な
く
、
恋
の
路
で
も
勝
負
を
仕
掛
け
て
来
ら
れ
る
で
し
ょ
う

イ
　
菖
蒲
を
取
り
に
行
く
深
い
泥
の
沼
な
ど
よ
り
も
、
恋
の
路
に
降
り
立
ち
な
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う

ウ
　
恋
の
路
を
行
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
菖
蒲
を
取
り
に
深
い
泥
の
沼
に
も
き
っ
と
踏
み
込
ん
で
行
か
れ
る
で
し
ょ
う

エ
　
菖
蒲
を
取
り
に
行
く
深
い
泥
の
沼
で
、
ま
る
で
恋
の
路
の
よ
う
に
迷
っ
て
し
ま
わ
れ
る
で
し
ょ
う

Ａ
54　
　
　

線
部
⑥「
心
幼
く
取
り
寄
せ
給
ひ
し
が
心
苦
し
さ
に
」と
あ
る
が
、
中
納
言
が「
心
苦
し
い
」と
述
べ
た
こ
と
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と

思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
自
分
が
無
分
別
な
が
ら
菖
蒲
の
根
を
取
り
寄
せ
た
こ
と

イ
　
中
宮
が
幼
い
な
が
ら
根
合
せ
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

ウ
　
小
宰
相
の
君
が
自
分
た
ち
だ
け
で
菖
蒲
の
根
を
取
り
寄
せ
た
こ
と

エ
　
小
宰
相
の
君
が
思
慮
な
く
自
分
を
味
方
に
引
き
入
れ
た
こ
と

Ａ
55　
　
　

線
部
⑦「
恥
づ
か
し
げ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
立
派
な
様
子	

イ
　
遠
慮
し
た
様
子	

ウ
　
決
ま
り
が
悪
い
様
子

エ
　
自
信
な
さ
げ
な
様
子	

オ
　
気
後
れ
し
た
様
子

27
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Ａ
56

　
　
　
線
部
⑧「
こ
の
翁
、
な
い
た
う
挑
み
給
ひ
そ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
自
身
を「
翁
」と
謙
遜
し
た
、
根
合
せ
に
は
や
る
相
手
方
の
気
持
ち
を
な
だ
め
る
言
葉
。

イ
　
自
身
が
年
長
者
と
し
て
知
識
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
場
を
優
位
に
す
す
め
よ
う
と
す
る
言
葉
。

ウ
　
中
将
を「
翁
」と
評
し
、
は
や
り
た
つ
気
持
ち
を
さ
ら
に
た
き
つ
け
よ
う
と
す
る
言
葉
。

エ
　
中
将
を
年
長
者
と
し
て
扱
い
、
敬
意
を
示
す
こ
と
で
、
相
手
方
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
す
る
言
葉
。

Ａ
57

　
　
　
線
部
⑨「
左
勝
ち
ぬ
る
な
め
り
」と
あ
る
が
、
そ
れ
に
到
る
状
況
の
説
明
と
し
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
中
納
言
の
用
意
し
た
根
は
、
よ
り
優
美
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
。

イ
　
右
も
左
も
拮
抗
し
た
争
い
で
、
一
時
は
引
き
分
け
か
と
思
わ
れ
た
。

ウ
　
左
方
が
終
盤
に
出
し
た
根
に
よ
っ
て
形
勢
が
決
ま
っ
た
。

エ
　
中
将
は
勝
負
の
結
果
に
全
く
納
得
が
い
っ
て
い
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

28
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次
に
掲
げ
る
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注

意
し
な
さ
い
。

蘇そ

峻し
ゆ
ん
ノ

  
乱ニ、
諸
庾ゆ

逃
散ス。
庾ゆ

冰ひ
よ
う

時ニ

為リ

呉ご

郡ぐ
ん

。
単
身
奔
亡シ、
民
吏
皆
去ル。
唯
郡

卒ノ
ミ

独リ

以テ

小
船ヲ

載セ

冰ヲ

出デ

銭せ
ん

塘た
う

口こ
う
ニ、

蘧き
よ

篨ぢ
よ
モ
テ

覆 

之
。
時ニ

峻ハ

賞
募シ

テ

 

覓も
と
メ

冰ヲ、
属し

よ
く
シ
テ

　

 

所

在ニ

捜
検ス

ル
コ
ト

甚ダ

急ナ
リ。

卒
捨
船
市
渚
、
因リ

テ

飲ン
デ

酒ヲ

酔ヒ
テ

還リ、
舞ハ

シ
テ

 

棹さ
を
ヲ

向カ
ツ
テ

船ニ

曰ク、
何
処

覓
庾
呉
郡
、
此
中

Ｘ

是
。
冰ハ

大イ
ニ

 

惶く
わ
う

怖ふ
ス
レ
ド
モ

、 

然モ

不
敢ヘ

テ
動カ。
監
司ハ

見テ

船ノ

小ニ
シ
テ

 

装さ
う
ノ

狭キ
ヲ、

謂お
も
ヒ

卒
狂
酔ス

ト、
都
不
復
疑
。
自ラ

送ツ
テ

過ギ

浙せ
つ

江か
う
ヲ、

寄リ
テ

山さ
ん

陰い
ん
ノ

魏ぎ

家ニ、
得タ

リ

免ル
ル
ヲ。

後ニ

事
平ラ

グ
ヤ、 

冰
欲
報
卒
、
適
其
所
願
。
卒
曰ク、
出デ

自リ

廝し

下か

、
不
願ハ

名
器ヲ。

少わ
か
ク
シ
テ

苦シ
ミ

執
鞭ニ、
恒つ

ね
ニ

患フ

不ル
ヲ

得
快ク

飲ム
コ
ト
ヲ

酒ヲ。
使
其
酒
足
余
年
畢
矣
、
無
所
復
須
。

冰
為 

起
大
舎
、
市か

ヒ

奴
婢ヲ、
使ム

門
内ニ

有リ
テ

百
斛こ

く
ノ

酒
、
終ヘ

其ノ

身ヲ。
時
謂
此
卒
非

唯
有
智
、
且
亦
達
生
。

五

二

一

二

一

レ

二

一

レ
①

レ

二

一

②

レ

レ

レ

③

二

一

二

一

二

一
④

二

一

二

一

レ

⑤

三

レ

二

一レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一レ

⑥

⑦

二

一

二

一

下

二

一

中

上
⑧
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《
注
》　
○
蘇
峻

　
東
晋
の
人
。
乱
を
起
こ
し
た
。
○
諸
庾

　
庾
氏
一
族
。
○
庾
冰

　
東
晋
の
人
。

○
為
呉
郡

　
呉
郡
太
守
で
あ
っ
た
。
呉
郡
は
地
名
。
○
民
吏

　
民
と
役
人
。
○
郡
卒

　
郡
の
兵
卒
。
○
銭
塘
口

　
銭
塘
江
の
河
口
。

○
蘧
篨

　
竹
む
し
ろ
。
○
賞
募

　
賞
金
を
か
け
る
。
○
覓

　
探
し
求
め
る
。
○
属

　
命
じ
る
。
○
所
在

　
そ
こ
か
し
こ
。

○
市
渚

　
市
中
の
河
岸
。
○
惶
怖

　
恐
れ
る
。
○
監
司

　
取
り
調
べ
の
役
人
。
○
装

　
船
の
し
つ
ら
え
。
○
浙
江

　
銭
塘
江
の
別
称
。

○
山
陰

　
地
名
。
○
魏
家

　
魏
氏
の
家
。
○
廝
下

　
身
分
や
地
位
の
低
い
者
。
○
名
器

　
高
い
身
分
で
あ
る
こ
と
。

○
執
鞭

　
雑
役
に
従
事
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
者
。
○
大
舎

　
大
き
な
屋
敷
。
○
奴
婢

　
召
使
い
。
○
百
斛

　
量
が
多
い
こ
と
を
い
う
。

○
達
生

　
人
生
の
理
に
通
達
し
て
い
る
。
○
出
典
は
、『
世
説
新
語
』任
誕
篇
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65

　
　
　
線
部
①「
之
」の
指
す
も
の
は
何
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
蘇

　
峻	

イ
　
庾

　
冰	

ウ
　
郡

　
卒	

エ
　
銭
塘
口

Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
卒
捨
船
市
渚
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
卒そ

つ

は
捨す

て
て
船ふ

ね

を
市し

渚し
よ

に
し
て

イ
　
卒そ

つ

は
船ふ

ね

の
市し

渚し
よ

な
る
を
捨す

て

ウ
　
卒そ

つ

は
市し

渚し
よ

に
船ふ

ね

を
捨す

て

エ
　
卒そ

つ

は
船ふ

ね

を
市し

渚し
よ

に
捨す

て

30
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Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
何
処
覓
庾
呉
郡
」（
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
て
あ
る
）の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ど
う
い
う
わ
け
で
庾
呉
郡
ど
の
を
探
し
て
い
る
の
か

イ　

ど
こ
で
庾
呉
郡
ど
の
を
探
し
て
い
る
の
か

ウ　

い
か
に
し
て
庾
呉
郡
ど
の
を
探
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か

エ　

ど
な
た
と
庾
呉
郡
ど
の
を
探
し
て
い
る
の
か

Ａ
68

　

Ｘ

に
は「
と
り
も
な
お
さ
ず
」と
い
う
意
味
の
語
が
入
り
ま
す
。

Ｘ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

則	
イ　

遂	

ウ　

旋	

エ　

便

Ａ
69

　
　
　
線
部
④「
都
不
復
疑
」（
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
て
あ
る
。「
都
」は「
す
べ
て
」と
訓
じ
る
）の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思

わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ま
る
で
疑
わ
な
か
っ
た

イ　

疑
っ
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た

ウ　

そ
れ
以
外
は
疑
わ
な
か
っ
た

エ　

二
度
と
疑
わ
な
い
こ
と
に
し
た

Ａ
70

　
　
　
線
部
⑤「
冰
欲 

報 

卒
、
適 

其
所 

願
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

庾
冰
は
郡
卒
の
恩
に
感
じ
て
、
そ
の
恩
を
忘
れ
ま
い
と
誓
っ
た

イ　

庾
冰
は
郡
卒
の
恩
に
報
い
て
、
そ
の
願
い
を
か
な
え
て
や
ろ
う
と
し
た

ウ　

庾
冰
は
郡
卒
の
恩
に
報
い
る
ふ
り
を
し
て
、
自
分
の
宿
願
を
果
た
そ
う
と
し
た

エ　

庾
冰
は
郡
卒
を
恨
み
、
そ
の
願
い
を
台
無
し
に
し
て
や
ろ
う
と
し
た

三

レ

二

一レ
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Ａ
71

　
　
　
線
部
⑥「
使
其
酒
足
余
年
畢
矣
、
無
所
復
須
」（「
も
し
酒
が
充
分
に
あ
っ
て
余
生
を
終
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
う
え
望
む
こ
と
は

な
い
」の
意
）を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
使 

其
酒
足 

余
年
畢 

矣
、
無 

所
復
須

イ
　
使 

其
酒
足
余
年
畢
矣
、
無
所 

復
須

ウ
　
使 
其
酒
足 

余
年
畢
矣
、
無 

所
復
須

エ
　
使 

其
酒
足
余
年
畢 

矣
、
無 

所 

復
須

Ａ
72

　
　
　
線
部
⑦「
為
」の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
み
ん
な
の
た
め
に

イ
　
み
ん
な
に
促
さ
れ
て

ウ
　
郡
卒
の
た
め
に

エ
　
郡
卒
に
促
さ
れ
て

Ａ
73

　
　
　
線
部
⑧「
時
謂
此
卒
非
唯
有
智
、
且
亦
達
生
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
時と

き

に
謂い

へ
ら
く
、
此こ

の
卒そ

つ

は
唯た

だ

に
智ち

有あ

る
の
み
に
非あ

ら

ず
、
且か

つ
亦ま

た

生せ
い

に
達た

つ

せ
り
、
と

イ
　
時と

き

に
謂い

へ
ら
く
、
此こ

の
卒そ

つ

は
唯た

だ

に
智ち

有あ

る
の
み
に
て
、
且か

つ
亦ま

た

生せ
い

に
達た

つ

す
る
に
非あ

ら

ず
、
と

ウ
　
時と

き

に
謂い

へ
ら
く
、
此こ

の
卒そ

つ

は
唯た

だ

に
智ち

有あ

り
て
、
且か

つ
亦ま

た

生せ
い

に
達た

つ

す
る
の
み
に
非あ

ら

ず
、
と

エ
　
時と

き

に
謂い

へ
ら
く
、
此こ

の
卒そ

つ

は
唯た

だ

に
非あ

ら

ず
、
智ち

有あ

り
て
、
且か

つ
亦ま

た

生せ
い

に
達た

つ

せ
り
、
と

（
以
　
下
　
余
　
白
）

下

二

一

レ

上

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一
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◇M02―1

【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～29 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。Ｂ解答紙には，所定欄に受験番号と氏名を記入してください。

5．問題には，解答をＡ解答紙に記入する設問とＢ解答紙に記入する設問とがありま

す。解答をいずれの解答紙に記入するかについては，設問の中に指示してありま

す。間違えないように指定の解答欄に記入してください。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 9 日）

国　　　語
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

外国語学部（フランス，アジア） 150 点 90 分

経済学部（Ａ方式） 150 点 90 分
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1 ◇M02―1

次
に
掲
げ
る
の
は
、
吉
野
源
三
郎『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』に
つ
い
て
書
か
れ
た
丸
山
眞
男
の
文
章
で
す
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に

答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』は
ま
さ
に
そ
の
題
名
が
直
接
示
す
よ
う
に
、
第
一
義
的
に
人
間
の
生
き
方
を
問
う
た
、
つ
ま
り
人
生
読
本
で
す
。

あ

、
私
自
身
は
、
そ
う
い
う
せ
ま
い
意
味
で
の「
人
生
読
本
」―
―
個
人
と
し
て
の
私
の
生
活
態
度
の
問
題
と
し
て
も
、
こ
の
作
品
に
他
人
事

な
ら
ぬ
思
い
を
し
ま
し
た
。

い

こ
れ
は
け
っ
し
て
い
わ
ゆ
る
人
間
の
倫
理
だ
け
を
問
う
た
書
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吉
野
さ
ん
が
己
れ
を
律

す
る
に
き
わ
め
て
厳
し
く
、

う

他
人
に
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
で
あ
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
吉
野
さ
ん
を
知
る
ひ
と
の
ひ
と
し
く
認
め
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
モ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ュ
と
い
う
形
容
は
、
吉
野
さ
ん
の
人
柄
と
も
っ
と
も
結
び
つ
き
や
す
い
連
想
で
す
。
け
れ
ど
も
、
吉
野
さ
ん
の
思
想
と

人
格
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
一
九
三
〇
年
代
末
の
書
物
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
生
い
か
に
生
く
べ
き
か
、
と
い
う
倫
理
だ
け
で
な
く
て
、

社
会
科
学
的
認
識
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、

え

そ
う
し
た
社
会
認
識
の
問
題
と
き
り
は
な
せ
な
い
か
た
ち
で
、
人
間
の
モ
ラ
ル
が
問

わ
れ
て
い
る
点
に
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
大
学
を
卒
業
し
た
て
の
私
に
息
を
呑
む
思
い
を
さ
せ
た
の
は
、
右

の
よ
う
な
き
わ
め
て
高
度
な
問
題
提
起
が
、
中
学
一
年
生
の
コ
ペ
ル
君
に
あ
く
ま
で
も
即
し
て
、
コ
ペ
ル
君
の
自
発
的
な
思
考
と
個
人
的
な
経
験
を
も

と
に
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
そ
の
筆
致
の
見
事
さ
で
し
た
。

ひ
と
つ
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ペ
ル
君
が
、
夜
中
に
見
た
粉
ミ
ル
ク
の
夢
を
手
が
か
り
に
自
分
で
懸
命
に
考
え
て「
人
間
分
子
の

関
係
、
網
目
の
法
則
」と
命
名
す
る
法
則
の
発
見
に
つ
い
て「
お
じ
さ
ん
」へ
の
手
紙
の
な
か
で
報
告
す
る
く
だ
り
は
、
こ
の
作
品
の
読
者
に
は
お
な
じ

み
の
印
象
的
な
一
節
で
す
。

コ
ペ
ル
君
が
ラ
ク
ト
ー
ゲ
ン（
注

　
輸
入
品
の
粉
ミ
ル
ク
の
一
種
）の
粉
ミ
ル
ク
で
育
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
を
押
し
す
す
め
て
、
粉
ミ
ル
ク
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
つ
く
ら
れ
て
日
本
に
く
る
ま
で
、
さ
ら
に
日
本
に
来
て
コ
ペ
ル
君
の
口
に
は
い
る
ま
で
、
ど
れ
だ
け
色
々
な
ち
が
っ
た
仕
事
を
す
る
人
が

そ
の
間
に
介
在
し
て
い
る
か
を
順
々
に
考
え
て
ゆ
き
、
や
が
て
コ
ペ
ル
君
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
電
灯
や
、
時
計
や
机
や
畳
な
ど
も
が
、
ラ
ク
ト
ー
ゲ

ン
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
う
し
ろ
に
数
え
き
れ
な
い
未
知
の
人
の
と
り
む
す
ぶ
関
係
の
な
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

一
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2 ◇M02―1

一
た
ん
こ
れ
に
気
づ
い
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
コ
ペ
ル
君
は
、
数
学
の
時
間
に
、
授
業
を
し
て
い
る
先
生
の
頭
や
ひ
げ
も
床
屋
に
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
な
と
ボ
ン
ヤ
リ
考
え
て
い
た
た
め
に
、
先
生
か
ら
注
意
を
受
け
る
始
末
で
す
。
コ
ペ
ル
君
が
小
さ
い
頭
で
、
い
か
に
も
幼
い
コ
ペ
ル
君
に
ふ
さ
わ

し
い
推
論
を
積
み
か
さ
ね
て「
法
則
」に
到
達
す
る
過
程
が
、
す
こ
し
も「
大
人
」の
立
場
か
ら
の
ト
ウ
エ
イ
と
い
う
印
象
を
与
え
ず
、
き
わ
め
て
自
然
に

描
か
れ
て
い
る
の
に
も
感
心
し
ま
す
が
、
お
じ
さ
ん
が
こ
の
手
紙
を
承う

け
て
、
そ
こ
か
ら
一
方
で
は
コ
ペ
ル
君
を
は
げ
ま
し
つ
つ
、
他
方
で「
人
間
分

子
の
法
則
」の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な
が
ら
、
そ
れ
を「
生
産
関
係
」の
説
明
に
ま
で
持
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
読
み
す
す
ん
で
私
は
思
わ
ず
唸う

な

り
ま

し
た
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く「
資
本
論
入
門
」で
は
な
い
か
―
―
私
は
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
す
で
に『
資
本
論
』に
つ
い
て
大
学
生
な
り
の
知
識
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。（
中
略
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
、
そ
れ
だ
け
に
で
し
ょ
う
か
、
中
学
一
年
生
の
懸
命
の「
発
見
」を
出
発
点
と
し
て
、
商
品
生
産
関
係
の
仕
組
み

へ
と
コ
ペ
ル
君
を
導
い
て
ゆ
く
筆
致
の
鮮
か
さ
に
あ
ぜ
ん
と
し
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の『
資
本
論
解
説
』（
原
名
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
説
）な
ど
も
、
こ
れ
ま
た
正
統
派
か
ら
は
何
だ
か
だ
文
句
を
つ

け
ら
れ
る
本
で
す
が
、
私
は
入
門
書
と
し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
種
の
資
本
論
の
入
門
書
は
、
ど
ん
な
に
よ
く
で
き

て
い
て
も
、
資
本
論
の
入
門
書
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
ど
う
し
て
も
資
本
論
の
構
成
を
い
わ
ば
不
動
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
平
易
な

表
現
に
書
き
直
す
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
す
。
つ
ま
り

Ａ

で
す
。
と
こ
ろ
が
、『
君
た
ち
は
…
…
』の
場
合
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
逆
で
、
あ
く
ま

で
コ
ペ
ル
君
の
ご
く
身
近
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
、
あ
り
ふ
れ
た
事
物
の
観
察
と
そ
の
経
験
か
ら
出
発
し
、「
あ
り
ふ
れ
た
」よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
、
い

か
に
あ
り
ふ
れ
た
見
聞
の
次
元
に
属
さ
な
い
、
複
雑
な
社
会
関
係
と
そ
の
法
則
の

Ｂ

で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
段
一
段
と
十
四
歳
の
少

年
に
ト
ク
シ
ン
さ
せ
て
ゆ
く
わ
け
で
す
。
一
個
の
商
品
の
な
か
に
、
全
生
産
関
係
が
い
わ
ば「
封
じ
こ
め
ら
れ
」て
い
る
、
と
い
う
命
題
か
ら
は
じ
ま
る

資
本
論
の
著
名
な
書
き
出
し
も
、
実
質
的
に
は
同
じ
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
と
っ
く
に
お
な
じ
み
の「
知
識
」に
な
っ
て
い
る
つ

も
り
で
い
た
、
こ
の
書
き
出
し
を
、
こ
う
い
う
仕
方
で
か
み
く
だ
い
て
叙の

べ
ら
れ
る
と
、
私
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
理
解
が
い
か
に「

Ｃ

」

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
も
の

0

0

の
じ
か
の
観
察
を
通
さ
な
い
コ
ト
バ
の
う
え
の
知
識
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
を
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

ａ

ｂ
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3 ◇M02―1

そ
う
い
う
目
で
、
あ
ら
た
め
て
は
じ
め
の
頁
に
か
え
っ
て
読
み
直
し
て
見
ま
す
と
、
じ
か
の
観
察
か
ら
出
発
し
て
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を

関
連
づ
け
、
そ
の
意
味
を
さ
ぐ
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
、
こ
の
書
物
で
は
周
到
に
第
一
章
の「
へ
ん
な
経
験
」か
ら
布
石
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
話
は
、
コ
ペ
ル
君
と
お
じ
さ
ん
と
が
、
霧
雨
の
降
る
一
日
、
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
に
立
っ
て
、
真
下
を
自
動
車
の

果
し
な
い
列
が
甲
虫
の
群
の
よ
う
に
ゆ
き
か
い
、
京
橋
辺
り
の
高
い
ビ
ル
の
か
げ
に
、
ま
る
で
そ
こ
に
巣
が
あ
る
よ
う
に
吸
い
こ
ま
れ
て
は
吐
き
だ
さ

れ
て
ゆ
く
光
景
や
、「
眼
の
と
ど
く
限
り
、
無
数
の
小
さ
な
屋
根
」が
茫ぼ

う

々ぼ
う

と
ひ
ろ
が
り
、
暗
い
空
と
霧
の
中
に
ぼ
ん
や
り
と
浮
ん
で
い
る
湿
っ
ぽ
い
眺

め
を
、
だ
ま
っ
て
見
つ
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
巨
大
な
、
冬
の
海
の
よ
う
な
大
東
京
と
、
そ
の
屋
根
の
下
、
車
の
な
か
に
う
ご
め
く
お
そ
ろ
し
く
ち
っ
ぽ
け
な
無
数
の
人
間
と
の
対
照
が
、
あ

と
に
な
っ
て
コ
ペ
ル
君
に「
人
間
分
子
の
関
係
」を
発
見
さ
せ
る
伏
線
に
な
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
む
し
ろ
こ
の
観
察
か

ら

Ｄ

に「
網
目
の
法
則
」へ
と
話
を
も
っ
て
行
か
な
い
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
だ
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
こ
の
屋
上
か
ら
の
大
観
察
自
体
の
な
か

に
、
著
者
は
い
ろ
い
ろ
な
小
観
察
を
セ
イ
コ
ウ
な
玉
細
工
の
よ
う
に
ち
り
ば
め
ま
す
。
潮
の
干
満
の
よ
う
に
昼
間
、
東
京
の
周
辺
か
ら
中
心
に
寄
せ

て
、
夜
に
な
る
と
一
時
に
引
上
げ
て
ゆ
く
近
代
都
市
の「
人
口
」な
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
神
秘
的
な
ま
で
に
規
則
た
だ
し
い
波
動
。
自
動
車
の
流
れ
を
右

左
と
か
わ
し
な
が
ら
、
懸
命
に
小
さ
な
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を
ふ
む
少
年
と
、
そ
の
少
年
の
動
き
を
屋
上
か
ら
目
で
追
っ
て
い
る
コ
ペ
ル
君
は
、
見
ら
れ

る
も
の
と
見
る
も
の
と
の
関
係
に
あ
り
、
見
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
い
が
、
見
る
も
の
に
は
分
っ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
眼
下

の
少
年
に
た
い
し
て
は
、
一
方
的
に
見
る
立
場
に
あ
る
コ
ペ
ル
君
自
身
も
、
眼
前
に
林
立
す
る
ビ
ル
の
無
数
の
窓
の
な
か
か
ら
見
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

こ
と
が
自
分
に
は
分
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と
い
う
視
座
の
転
換
の
問
題
。
つ
ま
り
こ
こ
に
す
で
に
都
市
論
と
い
う
社
会
科
学
的

な
、
そ
う
し
て
す
ぐ
れ
て
今
日
的
な
対
象
の
分
析
と
、
主
体
・
客
体
関
係
と
い
う
認
識
論
的
な
意
味
づ
け
と
が
わ
か
ち
が
た
く
結
び
合
わ
さ
れ
て
読
者

に
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
て
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
の
大
東
京
の
眺
望
を
、
晴
れ
渡
っ
た
大
空
の
下
に
ひ
ろ
が
る
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
と

し
て
描
か
ず
に
、
細
か
な
霧
雨
の
な
か
に
暗
く
寂
し
く
け
ぶ
る
光
景
と
し
て
、「
冷
た
い
湿
気
の
底
に
、
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
で
沈
ん
で
い
る
」悲
し
い

姿
と
し
て
、
コ
ペ
ル
君
の
目
に
映
じ
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
昭
和
十
二
年
と
い
う
時
代
―
―
ま
さ
に
こ
の
作
品
が
発
行
さ
れ
る
一
カ
月
ほ
ど
前
に
、
日
本

を
果
し
な
い
泥
沼
に
ひ
き
ず
り
こ
む
直
接
の
起
因
と
な
っ
た
蘆ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事
件
が
勃
発
し
て
お
り
ま
す
―
―
に
た
い
し
て
吉
野
さ
ん
が
向
き
あ
っ
て
い
た

ｃ

①
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姿
勢
と
、
展
望
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
科
学
的
な
認
識
が
、
主
体
・
客
体
関
係
の
視
座
の
転
換
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、「
へ
ん
な
経
験
」の
章
の
あ
と
に

つ
づ
く
、
お
じ
さ
ん
の
ノ
ー
ト
―
―
も
の
の
見
方
に
つ
い
て
―
―
で
、
一
段
と
鮮
明
に
な
り
ま
す
。
社
会
の「
構
造
」と
か「
機
能
」と
か「
法
則
性
」と
か

い
う
と
、
も
っ
ぱ
ら「
客
観
的
」認
識
の
対
象
の
平
面
で
受
取
ら
れ
、
し
か
も「
客
観
性
」は
書
物
や
史
料
の
な
か
に
書
か
れ
て
、
前
も
っ
て
そ
こ
に
あ
る

と
い
う
想
定
が
今
日
で
も
私
達
の
間
に
ひ
ろ
く
行
き
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
社
会
科
学
的
認
識
と
文
学
的
発
想
と
の

亀
裂（
そ
れ
は
同
一
人
物
の
な
か
に
両
者
が
並
存
す
る
の
を
妨
げ
ま
せ
ん
）と
い
う
こ
と
も
、
そ
う
し
た
想
定
に
根
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
た
い
し
て
、
こ
の
作
品
の「
お
じ
さ
ん
」は
、
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
と
い
う
、
こ
こ
で
も
誰
も
よ
く
知
っ
て
い
る
た
め
に
あ
ま
り
に
も

当
然
と
し
て
い
る
事
例
を
も
ち
出
し
て
来
ま
す
。

コ
ペ
ル
君
と
い
う
あ
だ
名
の
由
来
で
あ
る
こ
の
事
例
の
意
味
づ
け
は
全
篇
の
主
要
主
題
と
し
て
流
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
地
動
説
は
、
た
と
え
そ
れ

が
歴
史
的
に
は
ど
ん
な
に
画
期
的
な
発
見
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
け
っ
し
て
、
一
回
限
り
の
、
も
う
勝
負
が
き
ま
っ
た
と
い
う
か
、
け
り
の
つ

い
た
過
去
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
分
を
中
心
と
し
た
世
界
像
か
ら
、
世
界
の
な
か
で
の
自
分
の
位
置
づ
け
と
い
う
考

え
方
へ
の
転
換
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
現
在
で
も
将
来
で
も
、
何
度
も
く
り
か
え
さ
れ
る
、
ま
た
く
り
か
え
さ
ね
ば
な
ら
な
い
切
実
な

「
も
の
の
見
方
」の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の「
転
換
」が
、「
静
子
さ
ん
の
う
ち
は
、
う
ち
の
お
向
い
で
、
三

ち
ゃ
ん
と
こ
ろ
は
お
隣
り
だ
」と
い
う
よ
う
な
子
供
の
世
間
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
お
と
な
の「
地
図
的
」と
ら
え
方
へ
と
い
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
の

世
間
認
識
の
成
長
過
程
に
た
と
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

も
し
こ
の
転
換
が
、
た
ん
に
対
象
認
識
の
正
確
さ
の
増
大
と
か
、
客
観
性
の
獲
得
と
か
い
う
だ
け
の
意
味
し
か
持
た
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
過
程
に
は

自
分
は
―
―
つ
ま
り
主
体
は
な
ん
ら
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
関
与
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
、
子
供
的
な
、
自

分
の「
お
う
ち
」か
ら
の
距
離
関
係
と
い
う
見
方
を
す
て
て
、
対
象
の
世
界
に
即つ

く
と
い
う
消
極
的
意
味
を
出い

で
な
い
で
し
ょ
う
。「
お
じ
さ
ん
」の
、
い

や
、
吉
野
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
動
説
へ
の
転
換
は
、
も
う
す
ん
で
し
ま
っ
て
当
り
前
に
な
っ
た
事
実
で
は
な
く
て
、
私

達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
不
断
に
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
な
の
で
す
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
自
分

②
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や
、
自
分
が
同
一
化
し
て
い
る
集
団
や「
く
に
」を
中
心
に
世
の
中
が
ま
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
認
識
か
ら
、
文
明
国
民
で
さ
え
今
日
も
容
易
に
脱
却
で
き

な
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
世
界
の「
客
観
的
」認
識
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
私
達
の「
主
体
」の
側
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ

り
、
主
体
の
利
害
、
主
体
の
責
任
と
わ
か
ち
が
た
く
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
―
―
そ
の
意
味
で
ま
さ
し
く
私
達
が「
ど
う
生
き
る
か
」が

問
わ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
、
著
者
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の「
学
説
」に
託
し
て
説
こ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。
認
識
の「
客
観
性
」の
意
味
づ
け

が
、
さ
ら
に
文
学
や
芸
術
と「
科
学
的
認
識
」と
の
ち
が
い
は
自
我
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
自
我
の
か
か
わ
り
方
の
ち
が

い
な
の
だ
と
い
う
、
今
日
に
あ
っ
て
も
新
鮮
な
指
摘
が
、
こ
れ
ほ
ど
平
易
に
、
こ
れ
ほ
ど
説
得
的
に
行
わ
れ
て
い
る
例
を
私
は
ほ
か
に
知
り
ま
せ
ん
。

（
丸
山
眞
男「『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』を
め
ぐ
る
回
想
」に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
12
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
12
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
4
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

む
し
ろ	

イ　

け
れ
ど
も	

ウ　

し
か
も	

エ　

そ
し
て

Ａ
2　

い

Ａ
3　

う

　

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
1
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ
4　

え

Ａ
5　
　
　

線
部
ａ「
ト
ウ
エ
イ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

没　

頭	

イ　

灯　

火	

ウ　

浸　

透	

エ　

倒　

立	

オ　

投　

資

Ａ
6　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

資
本
論
の
相
対
化	

イ　

資
本
論
の
止し

揚よ
う	

ウ　

資
本
論
へ
の
回
帰	
エ　

資
本
論
か
ら
の
演え

ん

繹え
き

�����
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6 ◇M02―1

Ａ
7　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

抽
象
化	

イ　

具
象
化	

ウ　

体
系
化	

エ　

一
般
化

Ａ
8　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

書
物
的	

イ　

実
証
的	

ウ　

断
片
的	

エ　

直
感
的

Ａ
9　
　
　

線
部
ｃ「
セ
イ
コ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

正　

確	

イ　

整　

備	

ウ　

巧　

妙	

エ　

効　

果	

オ　

構　

造

Ａ
10　
　
　

線
部
①「
昭
和
十
二
年
と
い
う
時
代
」と
あ
る
が
、
こ
の
年
に
最
も
近
い
時
期
に
発
表
さ
れ
た
日
本
近
代
文
学
の
作
品
と
し
て
適
当
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

雪　

国	
イ　

こ
こ
ろ	

ウ　

破　

戒	

エ　

高
野
聖

07
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Ａ
11

　
　
　
線
部
②「
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

ア
　
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
は
、
自
分
を
中
心
と
し
た
世
界
像
か
ら
、
世
界
の
な
か
で
の
自
分
の
位
置
づ
け
と
い
う
考
え
方
へ
の
転
換

と
い
う
、
人
間
の「
も
の
の
見
方
」を
一
変
さ
せ
る
画
期
的
な
発
見
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
満
足
し
て
い
て
は
人
類
の
発
展
は
な
い
の
で
、
次
の

新
た
な
科
学
的
発
見
の
た
め
に
私
た
ち
は
客
観
性
に
根
差
し
た
社
会
科
学
的
な
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
は
、
自
分
を
中
心
と
し
た
世
界
像
か
ら
、
世
界
の
な
か
で
の
自
分
の
位
置
づ
け
と
い
う
考
え
方
へ
の
転
換

と
い
う
、
人
間
の「
も
の
の
見
方
」を
一
変
さ
せ
る
画
期
的
な
発
見
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
意
義
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
、
私
た
ち
は
繰
り
返
し
そ
の
意
義
を
確
認
し
、
客
観
性
を
も
っ
た
普
遍
的
な
科
学
的
知
識
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ウ
　
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
は
、
自
分
を
中
心
に
し
て
物
事
を
捉
え
る
考
え
方
か
ら
、
自
ら
を
世
界
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
対
象

化
す
る
考
え
方
へ
の
転
換
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
よ
う
な
主
観
的
な
認
識
の
あ
り
方
を
脱
し
て
、
大
人
の
よ

う
に
自
我
を
完
全
に
排
除
し
た
客
観
的
な
認
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

エ
　
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
転
換
は
、
自
分
を
中
心
に
し
て
物
事
を
捉
え
る
考
え
方
か
ら
、
自
ら
を
世
界
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
対
象

化
す
る
考
え
方
へ
の
転
換
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
新
た
な
事
象
と
向
き
合
う
際
の「
も
の
の

見
方
」と
し
て
つ
ね
に
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
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Ａ
12　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

筆
者
の
丸
山
眞
男
は
、
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
東
京
の
街
並
み
を
一
望
し
た
時
の
コ
ペ
ル
君
の
体
験
に
着
目
し
、
そ
こ
で
彼
が
眼

下
に
自
転
車
に
乗
る
少
年
を
見
る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
も
ま
た
誰
か
に
見
ら
れ
る
客
体
で
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
こ
に
社
会
科
学
的
な
認
識
に
と
っ
て
重
要
な
主
体
・
客
体
関
係
の
視
座
の
転
換
が
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

イ　

筆
者
の
丸
山
眞
男
は
、
コ
ペ
ル
君
が
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
東
京
の
街
並
み
を
一
望
し
、
眼
下
に
自
転
車
に
乗
る
少
年
を
捉
え
た

時
に
、
両
者
は
互
い
に
未
知
の
関
係
で
あ
り
な
が
ら
も
様
々
な
媒
介
物
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う「
人
間
分
子
の
関
係
」を
見
出
し

た
と
指
摘
し
て
い
る
。

ウ　

筆
者
の
丸
山
眞
男
は
、
銀
座
の
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
眼
下
に
甲
虫
の
群
れ
の
よ
う
に
う
ご
め
く
無
数
の
人
間
の
姿
と
、
そ
の
上
に
広
が

る
大
東
京
の
暗
く
寂
し
い
光
景
を
目
に
す
る
と
い
う
コ
ペ
ル
君
の
経
験
の
中
に
、
彼
が
未
来
の
社
会
に
対
し
て
深
い
絶
望
感
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

エ　

筆
者
の
丸
山
眞
男
は
、
社
会
科
学
的
認
識
に
は
前
も
っ
て
対
象
の
客
観
性
が
存
在
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
文
学
や
芸
術
に
お
い

て
は
そ
の
よ
う
な
客
観
性
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
、
両
者
の
違
い
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
1
・
Ｂ
2
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
1
・
2
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
1　
　
　

線
部
ｂ「
ト
ク
シ
ン
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
2　

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

Ｄ

よ
り
後
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き

出
し
な
さ
い
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

Ａ

。
こ
こ
で
は
、
そ
の
原
理
的
問
題
を
、
筆
者
が「
体
得
」し
た
や
や
奇
抜
な
、
か
と
い
っ
て
さ
ほ
ど「
見
栄
え
」の
す
る
わ
け
で
も
な
い

「
技
能
」―
―
学
生
食
堂
の「
皿
洗
い
」―
―
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。

一
回
生
の
秋
だ
っ
た
。
入
学
以
来
半
年
ほ
ど
、
学
生
に
と
っ
て
最
も
効
率
の
良
い
職
種
で
あ
る
カ
テ
キ
ョ
ー（
家
庭
教
師
）の
職
を
探
し
続
け
て
い
た

の
だ
が
、
ハ
い
て
捨
て
る
ほ
ど
学
生
が
密
集
す
る「
大
学
の
街
」京
都
に
お
い
て
、
そ
の
職
に
あ
り
つ
く
に
は
親
戚
や
先
輩
の
紹
介
と
い
っ
た
独
自
の
ツ

テ
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
に
遅
ま
き
な
が
ら
気
が
つ
い
た
。「
カ
ラ
ダ
を
張
っ
て
稼
ぐ
し
か
な
い
」。
そ
の
決
意
と
と
も
に
中
央
食
堂

の
門
を
叩
い
た
。

京
都
大
学
生
協
中
央
食
堂
は
工
学
部
八
号
館（
現
総
合
研
究
八
号
館
）地
下
一
階
を
占
め
る
全
国
屈
指
の
マ
ン
モ
ス
学
生
食
堂
で
あ
る
。
販
売
数
は
多

い
日
で
五
千
食
、
昼
の
ピ
ー
ク
時
に
は
一
時
間
一
千
食
を
売
り
さ
ば
く
と
い
う
凄
ま
じ
さ
、
裏
方
の
仕
事
も
当
然
な
が
ら
ハ
ン
パ
な
い
。
皿
洗
い
に
関

し
て
い
え
ば
、
食
べ
終
わ
っ
た
食
器
は
、
返
却
口
で
ト
レ
ー
ご
と
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
載
せ
ら
れ
、
洗
い
場
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
で
、
ゴ
ミ
や
食
べ

残
し
を
除
き
、
種
類
ご
と
に
分
け
ら
れ
、
洗
浄
機
で
洗
浄
さ
れ
る
、
と
書
い
て
し
ま
え
ば
単
純
き
わ
ま
り
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
作
業
を
き
わ
め
て
特

異
な
も
の
に
し
て
い
る
の
が
巨
大
洗
浄
機
だ
っ
た
。

陸
上
競
技
の
ト
ラ
ッ
ク
の
形
を
し
た
コ
ー
ス
の
上
、
食
器
を
載
せ
た
レ
ー
ル
が
回
転
寿
司
の
よ
う
に
回
り
、
上
下
か
ら
洗
剤
入
り
の
お
湯
を
噴
射
し

て
汚
れ
を
洗
い
流
す
と
い
う
巨
大
洗
浄
機
。
聞
け
ば
、
日
本
で
二
台
し
か
な
い
珍
し
い
も
の
だ
と
い
う
。
ウ
ブ
だ
っ
た
筆
者
は「
全
国
で
た
っ
た
二

台
っ
て
ス
ゴ
イ
で
す
ね
ぇ
」と
感
心
し
た
と
こ
ろ
、
長
年
勤
め
た
職
員
に「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
！　

Ｂ

っ
て
こ
と
や
！
」と
す
か
さ
ず
反
論
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
奇
妙
な
巨
大
洗
浄
機
に
食
器
を
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
洗
い
場
最
大
の
ガ
ン
モ
ク
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
作
業
は
分
担
さ
れ

る
。
食
器
を
分
別
す
る「
最
前
列
」、
食
器
を
洗
浄
機
に
セ
ッ
ト
す
る
人
、
洗
浄
機
か
ら
受
け
取
る
人
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
不
定
で
臨
機
応
変
に
動
く
人（
二

名
）な
ど
、
作
業
は
五
人
チ
ー
ム
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
産
業
文
明
を
揶
揄
し
た
映
画『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』（
一
九
三
六
）に
お
け
る
チ
ャ
ッ
プ

二

ａ

ｂ
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リ
ン
そ
の
ま
ま
に
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
と
巨
大
洗
浄
機
の
狭
間
で
怒
濤
の
食
器
と
格
闘
す
る
仕
事
だ
っ
た
。

エ
ー
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン「
最
前
列
」の
技
能
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
コ
ン
ベ
ア
に
載
せ
ら
れ
た
ト
レ
ー
は
右
か
ら
左
へ
と
流
れ
て
い
く
。
ト
レ
ー
を

返
却
す
る
利
用
者
に
と
っ
て
か
っ
た
る
い
こ
と
こ
の
上
な
い
そ
の
速
度
も
、
そ
れ
を
処
理
す
る
側
に
と
っ
て
は
決
し
て
あ
な
ど
れ
な
い
。
ト
レ
ー
が
自

分
の
前
を
通
過
す
る
お
よ
そ
数
秒
の
間
に
、
可
燃
ゴ
ミ
は
前
方
の
く
ず
入
れ
へ
、
生
ゴ
ミ
は
コ
ン
ベ
ア
手
前
の
流
水
槽
へ
、
箸
・
ス
プ
ー
ン
類
は
右
側

の
カ
ゴ
へ
、
そ
の
他
の
食
器
は
左
側
の
ト
レ
ー
も
し
く
は
可
動
シ
ン
ク
へ
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
食
器
は
右
側
の
お
湯
を
は
っ
た
可
動
シ
ン
ク
へ
、
そ
れ
ぞ

れ
分
別
す
る
こ
と
が「
最
前
列
」の
役
割
で
あ
る
。
普
通
、
初
心
者
は
ト
レ
ー
が
五
枚
も
続
け
ば
ス
ピ
ー
ド
に
負
け
て
し
ま
う
が
、
ピ
ー
ク
時
に
は
百
枚

以
上
続
く
こ
と
も
あ
る
。

ス
ピ
ー
ド
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
必
要
な
の
は
動
作
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
だ
。
ま
ず
、
食
器
の
汚
れ
は
洗
浄
機
が
洗
い
流
せ
る
程
度
に
落
と
せ
ば
十
分
で
、

完
全
に
洗
い
流
す
必
要
は
な
い
。
洗
う
必
要
の
あ
る
モ
ノ
も
で
き
る
限
り
少
な
い
動
作
で
洗
い
落
と
す
。
ま
た
、
湯
飲
み
や
箸
は
一
つ
ず
つ
所
定
の
位

置
へ
運
ぶ
よ
り
も
、
い
く
つ
か
ま
と
め
て
運
ん
だ
ほ
う
が
、
結
果
的
に
手
の
移
動
距
離
は
短
く
な
り
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。
ア
イ
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ

を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
時
間
は
短
縮
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
空
間
的
配
置
を
感
覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
ノ
ー

ル
ッ
ク
・
パ
ス
の
よ
う
に
、
一
々
手
元
を
見
な
く
て
も
所
定
の
モ
ノ
を
所
定
の
位
置
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
、
手
元
を
見
る
た
め
の
視
線

や
姿
勢
の
移
動
を
省
略
で
き
る
。
要
す
る
に
、
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
、
ど
の
よ
う
に
処
置
し
、
ど
の
方
向
に
運
ぶ
の
か
、
そ
の
判
断
の
速
さ
が
ス
ピ
ー
ド

へ
と
帰
結
す
る
。

【
Ⅰ
】と
、
書
い
て
し
ま
え
ば
至
極
簡
単
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
一
人
前
に
な
る
ま
で
に
は
数
カ
月
を
要
す
る
。【
Ⅱ
】技
能
の
獲
得

に
作
用
し
て
い
る
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
。【
Ⅲ
】「
経
験
を
積
む
こ
と
」と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
無
理
を
承
知
で
言
語
化
を
試
み
る
と
、
以

下
の
要
因
を
指
摘
で
き
る
。【
Ⅳ
】

ま
ず
重
要
な
の
は
周
囲
の
教
育
的
配
慮
で
あ
る
。
洗
い
場
の
メ
ン
バ
ー
は
教
育
熱
心
だ
。
と
い
う
の
も
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
技
能
不
足
は
残
り
の
メ

ン
バ
ー
の
仕
事
増
へ
と
直
結
す
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
新
人
教
育
に
は
ヨ
ネ
ン
が
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
手
法
も
積
極
的
な
も
の

か
ら
消
極
的
な
も
の
ま
で
様
々
だ
。

①

ｃ
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11 ◇M02―1

消
極
的
手
法
と
し
て
は「

Ｐ

」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
も
、
多
少
の
こ
と
な
ら
周
囲
は
そ
れ
を
見
過
ご
す
こ
と

が
多
い
。
技
能
の
み
な
ら
ず「
自
力
で
な
ん
と
か
す
る
」と
い
う
技
能
獲
得
の
前
提
と
な
る
心
構
え
を
も
獲
得
さ
せ
る
た
め
だ
。
短
期
的
に
は
、
新
人
を

手
伝
っ
た
ほ
う
が
失
敗
の「
後
始
末
」と
い
う
作
業
が
な
く
な
る
た
め
、
仕
事
は
減
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
一
人
前
に
な
ら
な
い
。

「
後
始
末
」と
い
う
作
業
が
増
え
る
こ
と
を
我
慢
し
て
新
人
の
成
長
を
見
守
る
わ
け
だ
。

積
極
的
手
法
と
し
て
は

Ｑ

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
、
技
能
を
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
。「
箸

や
湯
飲
み
は
ま
と
め
て
」や「
手
元
で
は
な
く
前
を
見
ろ
」と
い
っ
た
留
意
点
の
指
示
で
あ
る
。
ま
た
、「
焦
っ
て
で
き
る
こ
と
は
焦
る
こ
と
だ
け
だ
」と

心
構
え
を
説
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
大
切
な
の
が
評
価
の
言
葉
だ
。
新
人
は
、
無
難
に
こ
な
せ
ば「
そ
の
調
子
！
」と
誉
め
ら
れ
、
難
が
あ
れ
ば「
も

う
ひ
と
頑
張
り
！
」と
励
ま
さ
れ
る
。
大
ま
か
に
い
え
ば
、
新
人
は
誉
め
て
ノ
セ
る
、
あ
る
程
度
の
修
得
者
は
け
な
し
て
マ
ン
シ
ン
を
戒
め
る
と
い
う

戦
略
だ
。
自
分
で
は
だ
い
ぶ
上
手
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
頃
に
先
輩
に「
オ
マ
エ
、
お
っ
そ
い
な
ぁ
ー
！
」と
つ
っ
こ
ま
れ
、
ム
ッ
と
し
た
記
憶
が
あ

る
が
、
結
果
的
に
は
さ
ら
な
る
習
練
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
ま
ん
ま
と
ダ
マ
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
の
手
こ
の
手
を
ク
シ
し
て
新
人
教
育
が
図
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
技
能
が
獲
得
さ
れ
る
か
否
か
は
、
最
終
的
に
は
新
人
当
人
に
か

か
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
先
輩
た
ち
の
言
葉
や
動
作
や
態
度
に
よ
っ
て
様
々
な「
と
っ
か
か
り
」が
配
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の「
と
っ
か

か
り
」を
生
か
す
に
は
、
新
人
が
自
ら
の
身
体
に
即
し
て
自
分
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
言
語
的
説
明
は

Ｘ

化
さ
れ

る
傾
向
に
あ
り
、
個
々
の
身
体
の
個
別
的
条
件
と
は
乖
離
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
技
能
と
は
、
周
囲
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
状
況
に
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
い
か
に
応
答
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

（
菊
地
暁『
民
俗
学
入
門
』に
よ
る
）

ｄ

②

ｅ

③
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12 ◇M02―1

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
13
〜
Ａ
22
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
13
〜
22
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
13　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

技
能
は
他
人
か
ら
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
身
に
付
か
な
い

イ　

技
能
を
身
に
付
け
な
い
こ
と
に
は
仕
事
は
始
ま
ら
な
い

ウ　

技
能
は
誰
に
で
も
身
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か

エ　

技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る

Ａ
14　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

た
っ
た
二
台
作
っ
た
だ
け
で
倒
産
し
た

イ　

バ
イ
ト
の
人
手
が
そ
れ
だ
け
足
り
な
い

ウ　

全
国
で
た
っ
た
二
台
し
か
売
れ
な
か
っ
た

エ　

も
し
故
障
で
も
し
た
ら
一
巻
の
終
わ
り

Ａ
15　
　
　

線
部
ｂ「
ガ
ン
モ
ク
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

包　

含	

イ　

一　

丸	
ウ　

志　

願	

エ　

破　

顔	

オ　

方　

眼

13
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13 ◇M02―1

Ａ
16　
　
　

線
部
①「
ト
レ
ー
を
返
却
す
る
利
用
者
に
と
っ
て
か
っ
た
る
い
こ
と
こ
の
上
な
い
そ
の
速
度
も
、
そ
れ
を
処
理
す
る
側
に
と
っ
て
は
決

し
て
あ
な
ど
れ
な
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

返
却
口
で
ト
レ
ー
を
載
せ
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
じ
れ
っ
た
く
な
る
ほ
ど
遅
い
が
、
洗
い
場
で
は
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
作
業
を
す
る
人
は
緊
張
感
を
持
っ
て
作
業
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

返
却
口
で
ト
レ
ー
を
載
せ
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
も
の
た
り
な
い
速
さ
だ
が
、
洗
い
場
で
の
作
業
に

と
っ
て
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
速
さ
で
あ
り
、
満
足
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

返
却
口
で
ト
レ
ー
を
載
せ
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
遅
く
感
じ
る
も
の
だ
が
、
洗
い
場
で
作
業
す
る
人

に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
遅
く
は
な
く
、
作
業
に
緊
張
感
が
伴
う
と
い
う
こ
と
。

エ　

返
却
口
で
ト
レ
ー
を
載
せ
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
い
ら
い
ら
す
る
ほ
ど
遅
く
て
、
洗
い
場
で
作
業
を

す
る
人
に
と
っ
て
も
遅
過
ぎ
て
、
む
し
ろ
作
業
を
す
る
の
に
注
意
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

Ａ
17　

本
文
に
は「
そ
れ
も
、
少
な
か
ら
ず「
脱
落
者
」を
出
し
て
の
こ
と
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も

適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
【
Ⅰ
】	

イ　
【
Ⅱ
】	

ウ　
【
Ⅲ
】	

エ　
【
Ⅳ
】

Ａ
18　

Ｐ

と

Ｑ

に
入
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

Ｐ　

放
っ
て
お
く　
　

―　

Ｑ　

非
言
語
的
な
関
わ
り

イ　

Ｐ　

手
を
出
さ
な
い　

―　

Ｑ　

言
語
化
さ
れ
た
評
価

ウ　

Ｐ　

口
を
出
さ
な
い　

―　

Ｑ　

タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
助
言

エ　

Ｐ　

手
伝
わ
な
い　
　

―　

Ｑ　

言
葉
に
よ
る
介
入

Ａ
19　
　
　

線
部
ｄ「
マ
ン
シ
ン
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

満　

足	

イ　

巨　

万	

ウ　

放　

漫	
エ　

緩　

慢	

オ　

蔓　

延

14
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Ａ
20　
　
　

線
部
②「
ま
ん
ま
と
ダ
マ
さ
れ
た
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
自
分
で
は
か
な
り
上
達
し
て
い
た
つ
も
り
で
い
た
頃
に「
遅
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
も
っ
と
速
く
や
っ
て
や
ろ
う
と
や
る
気
に
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
先
輩
に
よ
る
戦
略
ど
お
り
に
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

イ
　
自
分
で
は
か
な
り
上
達
し
て
い
た
つ
も
り
で
い
た
頃
に「
遅
い
」と
言
わ
れ
た
が
、
本
当
は
遅
く
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
遅
い
」と
い
う
の

は
先
輩
の
嘘
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
自
分
で
は
か
な
り
上
達
し
て
い
た
つ
も
り
で
い
た
頃
に「
遅
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
怒
り
が
生
じ
、
そ
の
怒
り
に
ま
か
せ
て
作
業
し
た

結
果
、
速
さ
が
増
し
た
の
は
、
先
輩
に
よ
る
戦
略
ど
お
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

エ
　
自
分
で
は
か
な
り
上
達
し
て
い
た
つ
も
り
で
い
た
頃
に「
遅
い
」と
嘘
を
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
は
こ
れ
以
上
続
け
ら
れ
な
い
と
考
え

て
、
習
練
す
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

Ａ
21　
　
　

線
部
ｅ「
ク
シ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
大　

工	

イ
　
産　

駒	

ウ
　
四　

駆	

エ
　
試　

練	

オ
　
飼　

育

15
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Ａ
22　
　
　

線
部
③「
結
局
の
と
こ
ろ
、
技
能
と
は
、
周
囲
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
状
況
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
い
か
に
応
答
す
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
わ
け
だ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

技
能
が
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
究
極
的
に
は
個
々
人
の
能
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
周
囲
が
い
く
ら
教
え
て
も
身
に
付
く
と

は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

技
能
が
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
環
境
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
が
よ
り

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

技
能
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の
言
葉
や
態
度
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て
、
自
分
な
り
に
試
行
錯
誤
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。

エ　

技
能
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
周
囲
の
状
況
を
適
切
に
判
断
し
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
だ

と
い
う
こ
と
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
3
〜
Ｂ
5
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
3
〜
5
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
3　
　
　

線
部
ａ「
ハ（
い
て
）」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
4　
　
　

線
部
ｃ「
ヨ
ネ
ン
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
5　

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
漢
字
二
字
の
表
現
を
考
え
て
記
し
な
さ
い
。

16
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次
の
文
章
は
、「
椿つ

ば

井い

文も
ん

書じ
ょ

」に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
の
一
節
で
す
。
同
文
書
は
、
近
世（
江
戸
時
代
）に
椿
井
政
隆
に
よ
っ
て
中
世
の
も
の
と
し
て
偽

作
さ
れ
た
一
連
の
文
書
で
、
大
阪
府
枚
方
市
の
三
之
宮
神
社
な
ど
に
伝
存
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ

し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

多
く
の
研
究
者
が
見
過
ご
し
て
き
た
椿
井
文
書
の
存
在
に
、
駆
け
出
し
の
研
究
者
で
あ
る
筆
者
が
な
ぜ
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
偶

然
的
要
素
も
あ
る
た
め
、
こ
の
問
い
へ
の
明
確
な
回
答
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
れ
ば
、
駆
け
出
し
の
研
究
者
で
す
ら
気
づ
く

よ
う
な
こ
と
を
見
落
と
し
て
き
た
と
い
う
、
歴
史
学
に
対
す
る
問
題
提
起
に
も
な
り
う
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
椿
井
文
書
は
歴
史
学
の

問
題
点
を
映
す「
鏡
」の
よ
う
な
も
の
だ
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。

で
は
、
筆
者
が
他
の
研
究
者
と
異
な
っ
た
の
は
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
修
士
課
程
の
途
中
で
近
世
史
専
攻
か
ら
中
世
史
専
攻
に
転
向
し
た

が
、
近
世
史
ゼ
ミ
に
は
そ
の
ま
ま
居
座
っ
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
近
世
文
書
の
整
理
と
い
う
枚
方
市
の
仕
事
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

筆
者
に
と
っ
て
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
城
が
好
き
で
、
城
郭
の
平
面
構
造
を
図
化
し
た
縄な

わ

張ば
り

図
を
用
い
る
研
究
に
も
関
心
が

あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
現
在
の
歴
史
学
は
、

甲

が
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
学
生
時
代
に
古
代
史
の
ゼ
ミ
に
属
し
た
ら
、
そ
の
人

は
最
後
ま
で
古
代
史
研
究
者
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
学
会
も
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
現
代
と
、
時
代
ご
と
の
部
会
に
分
か
れ
て
研

究
報
告
が
な
さ
れ
る
。
各
地
域
に
残
る
古
文
書
の
整
理
作
業
は
、
扱
う
も
の
の
多
く
が
近
世
文
書
で
あ
る
た
め
、
近
世
史
の
専
門
家
が
中
心
と
な
っ
て

行
わ
れ
る
。
古
代
史
・
中
世
史
の
専
門
家
は
と
い
う
と
、
残
さ
れ
た
古
文
書
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
の
で
す
で
に
多
く
が
活
字
化
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
の
み
を
用
い
る
こ
と
で
お
お
む
ね
事
足
り
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

筆
者
の
場
合
は
、
中
世
の
津
田
城
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
近
世
文
書
に
も
悉し

っ

皆か
い

的
に
目
を
通
し
た
。
ま
た
、
縄

張
図
を
作
成
し
て
遺
構
の
再
評
価
も
試
み
た
。
中
世
文
書
も
現
物
や
写
真
版
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
図
ら
ず
も
、
一
般
的
な
中
世
史
研
究
と
は
異
な
る
方

法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
で
あ
る
。
今
思
え
ば
、
こ
こ
に
筆
者
の
独
自
性
が
あ
っ
た
。

三
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一
般
論
と
し
て
、
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
専
門
性
は
高
ま
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て

乙

、
蛸た

こ

壺つ
ぼ

的
な
研
究
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
歴
史
学
で
も
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
椿
井
文
書
が
抱
え
る
現
状
か
ら
も
、
同
様
の
問
題
が
指
摘
し
う
る
。
す
な
わ

ち
、
近
世
や
近
代
に
そ
の
地
域
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
気
に
し
な
い
ま
ま
、
古
代
や
中
世
を
直
視
し
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
地
域
に
残
さ
れ
た
文

書
群
を
み
る
こ
と
な
く
、
古
代
や
中
世
の
活
字
史
料
だ
け
に
頼
っ
て
し
ま
う
。
椿
井
文
書
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
用
い
て
し
ま
う
要
因
は
、
こ
の

よ
う
な
歴
史
学
の
あ
り
か
た
に
も
求
め
ら
れ
る
。

実
の
と
こ
ろ
を
い
う
と
、
筆
者
も
当
初
は
三
之
宮
神
社
文
書
の
内
容
を
史
実
と
信
じ
込
ん
で
い
た
。
疑
い
を
持
た
な
か
っ
た
の
は
、『
枚
方
市
史
』を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
献
が
引
用
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
段
階
で
は
活
字
に
な
っ
た
も
の
し
か
み
て
い
な
か
っ
た
が
、

他
の
史
料
と
齟
齬
す
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
は
じ
め
て
写
真
を
み
た
と
き
に
、
何
と
も
い
え
な
い
違
和
感
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
似
た
よ
う
な
文
書
を

い
く
つ
か
目
に
し
て
よ
う
や
く
、
一
連
の
も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
た
偽ぎ

文も
ん

書じ
ょ

で
あ
る
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
や
は
り
、
一
流
の
研
究
者
が
活
用
し
て

い
る
と
、
そ
れ
が
偽
物
だ
と
は
な
か
な
か
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
歴
史
学
の
長
い
積
み
重
ね
の
な
か
で
椿
井
文
書
の
存
在
に
気
づ
い
て
い
る
研
究
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
そ
の
情
報
が
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
歴
史
学
の
偽
文
書
に
対
す
る
姿
勢
が
影
響
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

参
考
ま
で
に
、
青
森
県
五ご

所し
ょ

川が

原わ
ら

市
の
和
田
家
に
近
世
か
ら
伝
来
し
た
と
さ
れ
る「
東
日
流
外
三
郡
誌
」の
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。
津
軽
地
方
の
知

ら
れ
ざ
る
古
代
・
中
世
史
を
伝
え
る
と
い
う
触
れ
込
み
で
戦
後
に
登
場
し
た「
東
日
流
外
三
郡
誌
」は
、
巷
間
に
広
ま
っ
て
真
贋
論
争
ま
で
巻
き
起
こ
し

た
が
、
研
究
者
か
ら
み
れ
ば
内
容
は
コ
ウ
ト
ウ
ム
ケ
イ
で
明
ら
か
な
偽
作
で
あ
る
。
古
代
史
研
究
者
の
小
口
雅
史
が「
東
日
流
外
三
郡
誌
」に
対
す
る
研

究
者
側
の
ス
タ
ン
ス
を
示
し
た
次
の
一
文
は
、
の
ち
に
事
件
の
顚
末
を
ま
と
め
た
新
聞
記
者
の
斎
藤
光
政
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
よ
く
知
ら
れ

る
。

私
た
ち
研
究
者
は
、
人
の
一
生
と
い
う
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
研
究
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
非
常
に
多
い
。

①

②

ａ

ｂ

ｃ

18
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そ
の
さ
い
、
研
究
し
て
史
料
と
し
て
の
利
用
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
時
間
を
割
い
て
研
究
し
、
お
お
い
に
学
問

の
進
展
に
寄
与
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
否
定
す
る
た
め
に
研
究
す
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
時
間
の
無
駄
で
し
か
な
い
。
こ
の

手
の
も
の
は
黙
殺
す
る
の
が
学
界
の
常
識
で
あ
る
し
、
自
分
た
ち
の
研
究
で
一
度
も
そ
れ
を
史
料
と
し
て
利
用
し
な
い
こ
と
が
、
学
者
と
し
て
の
立

場
の
表
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
椿
井
文
書
の
存
在
に
気
づ
い
た
研
究
者
の
多
く
も
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
は「
お
よ
そ
時
間
の
無
駄
で
し
か
な
い
」た
め
、

同
様
に
黙
殺
と
い
う
対
処
を
し
て
き
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
黙
殺
し
た
と
い
う
情
報
が
時
代
ご
と
の
棲
み
分
け
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
研
究
者
全

体
に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、
椿
井
文
書
と
知
ら
ず
に
使
う
研
究
者
も
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

偽
文
書
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
背
景
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
に
な
る
と
庶
民
が
一
定
の
財
を
な
し
、
歴
史
に
関
す
る
教
養
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
た
わ
い
な
い
偽
文
書
は
、
あ
ま
り
に
あ
り
す
ぎ
て
そ
の
数
を
把
握
す
る
術す

べ

を
持
た
な
い
が
、

偽
文
書
を
作
成
す
る
階
層
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
近
世
後
期
こ
そ
偽
文
書
が
最
も
多
く
作
成
さ
れ
た
時
代
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
史
研
究
に
お
い
て
は
、
京
都
吉
田
神
社
の
吉
田
家
が
偽
作
し
た「
宗そ

う

源げ
ん

宣せ
ん

旨じ

」な
ど
体
系
性
の
あ
る
一
部
の
偽
文
書
は

注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
個
別
分
散
的
な
中
世
の
年
号
を
記
し
た
偽
文
書
は
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
、

そ
の
よ
う
な
偽
文
書
を
中
世
史
研
究
者
は
古
文
書
学
の
専
門
知
識
を
導
入
す
る
ま
で
も
な
く
研
究
対
象
か
ら
除
外
し
て
し
ま
う
し
、
近
世
史
研
究
者
は

た
と
え
目
に
し
た
と
し
て
も
扱
う
時
代
が
異
な
る
た
め
研
究
対
象
に
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
研
究
者
に
無
視
さ
れ
る
一
方
で
、
偽
文
書
は
所
蔵
者
の
家
の
由
緒
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
巻
物
に
さ
れ
た
り
、
タ
ン
ス
や
仏
壇
な
ど

に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
な
ん
の
た
め
に
偽
造
し
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
偽
文
書
を
分
析
す
る

こ
と
で
、

丙

を
明
ら
か
に
で
き
る
。
そ
の
立
場
か
ら
近
世
史
研
究
者
の
山
本
英
二
は
、
武
田
氏
関
係
の
偽
文
書
を
分
析
し
、
自
家
の
由
緒
を

③

④
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フ
ン
シ
ョ
ク
し
、
武
田
浪
人
の
身
分
を
獲
得
す
る
た
め
に
偽
作
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
馬
部
隆
弘『
椿
井
文
書
―
日
本
最
大
級
の
偽
文
書
』に
よ
る
）

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
23
〜
Ａ
31
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
23
〜
31
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
23　

乙

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
先
行
研
究
が
増
え
す
ぎ	

イ
　
分
野
ご
と
に
個
別
分
散
化
し

ウ
　
一
般
人
か
ら
の
理
解
が
困
難
な
も
の
と
な
り	

エ
　
特
定
の
機
関
に
史
料
が
秘
蔵
さ
れ
て
し
ま
い

Ａ
24　
　
　

線
部
①「
つ
と
に
」の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
広
く　
　
　
　

イ　

ひ
そ
か
に　
　
　
　

ウ　

当
然
の
こ
と
と
し
て　
　
　
　

エ　

早
く
か
ら　
　
　
　

オ　

一
部
で
は

Ａ
25　
　
　

線
部
②「
近
世
や
近
代
に
そ
の
地
域
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
気
に
し
な
い
ま
ま
、
古
代
や
中
世
を
直
視
し
て
し
ま
う
」と
あ
る
が
、
そ

の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
古
代
や
中
世
の
歴
史
が
近
世
以
降
に
与
え
た
影
響
を
無
視
し
て
、
歴
史
を
論
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

イ
　
古
代
・
中
世
の
研
究
者
と
、
近
世
・
近
代
の
研
究
者
が
別
の
研
究
組
織
に
属
し
て
い
て
情
報
の
交
換
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
そ
の
地
域
の
、
近
世
・
近
代
の
状
況
を
勘
案
せ
ず
に
、
古
代
や
中
世
の
歴
史
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
。

エ
　
古
代
や
中
世
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
、
そ
の
時
代
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
し
て
考
え
る
の
み
で
、
そ
の
出
来
事
が
後
世
に
与
え
た
影
響
か
ら

再
照
射
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

Ａ
26　
　
　

線
部
ｂ「
コ
ウ
ト
ウ
ム
ケ
イ
」に
当
て
る
漢
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
厚　

顔	

イ
　
盗　

賊	

ウ
　
唐　

突	
エ
　
系　

列	

オ
　
軽　

薄

ｄ

20
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Ａ
27　
　
　

線
部
③「
自
分
た
ち
の
研
究
で
一
度
も
そ
れ
を
史
料
と
し
て
利
用
し
な
い
こ
と
が
、
学
者
と
し
て
の
立
場
の
表
明
に
な
っ
て
い
る
」と
あ

る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
偽
文
書
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
が
、
偽
文
書
の
作
成
と
い
う
不
適
切
な
行
為
を
否
定
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
の
表
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

イ
　
偽
文
書
を
利
用
し
な
い
こ
と
が
、
そ
の
史
料
に
利
用
価
値
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
い
う
意
思
表
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
偽
文
書
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
が
、
限
ら
れ
た
時
間
を
研
究
に
捧
げ
て
い
る
と
い
う
生
き
方
の
表
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

エ
　
偽
文
書
を
使
わ
な
い
こ
と
が
、
怪
し
い
史
料
に
関
わ
ら
な
い
潔
白
な
研
究
者
だ
と
い
う
証
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

Ａ
28　
　
　

線
部
④「
個
別
分
散
的
な
中
世
の
年
号
を
記
し
た
偽
文
書
は
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と

し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
近
世
史
研
究
者
に
と
っ
て
も
中
世
史
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
が
偽
文
書
で
研
究
上
の
価
値
が
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

イ
　
近
世
史
研
究
者
は
中
世
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
研
究
対
象
と
は
せ
ず
、
中
世
史
研
究
者
は
偽
文
書
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
か
ら
。

ウ
　
中
世
史
研
究
者
は
近
世
の
研
究
に
は
関
心
が
な
い
し
、
近
世
の
研
究
者
は
そ
の
文
書
が
史
料
と
し
て
価
値
が
低
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か

ら
。

エ
　
中
世
史
研
究
者
は
近
世
の
研
究
に
関
心
が
薄
く
、
近
世
史
研
究
者
は
中
世
の
研
究
に
関
心
が
な
い
か
ら
。

Ａ
29　

丙

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
正
し
い
中
世
の
歴
史
の
可
能
性	
イ
　
家
の
由
緒
が
形
成
さ
れ
る
過
程

ウ
　
そ
の
文
書
が
偽
文
書
で
あ
る
か
否
か	

エ
　
偽
文
書
作
成
と
い
う
犯
罪
的
行
為

Ａ
30　
　
　

線
部
ｄ「
フ
ン
シ
ョ
ク
」に
当
て
る
漢
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
憤　

慨	

イ
　
線　

分	

ウ
　
粉　

塵	

エ
　
色　

覚	

オ
　
触　

覚

21
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Ａ
31　

本
文
に
お
け
る
筆
者
の
考
え
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
歴
史
学
が
時
代
ご
と
に
研
究
さ
れ
て
い
る
現
状
は
憂
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
時
代
別
の
歴
史
の
研
究
は
今
後
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
　
椿
井
文
書
が
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
が
、
自
分
は
無
駄
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
　
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
の
嘘
を
暴
く
こ
と
は
、
歴
史
学
者
に
と
っ
て
無
駄
な
仕
事
で
あ
る
が
、
や
む
を
え
な
い
責
務
で
あ
る
。

エ
　
近
世
に
中
世
の
も
の
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
文
書
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
史
上
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

オ
　
偽
文
書
の
研
究
は
、
歴
史
学
か
ら
無
駄
な
史
料
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
で
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
労
力
を
要
す
る
が
や
る
べ
き
仕
事
で

あ
る
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
6
〜
Ｂ
8
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
6
〜
8
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
6　

甲

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

よ
り
後
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
六
字
以
上
一
〇
字
以
内（
句
読

点
等
も
字
数
に
算
入
す
る
）で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
7　
　
　

線
部
ａ「
真
贋
」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
8　
　
　

線
部
ｃ「
顚
末
」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

22
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
比こ

ろ

し
も
、
都
に
口
痺
の
妙
薬
を
お
ぼ
え
て
、
秘
蔵
し
け
る
も
の
有
け
り
。
一
休
、
奇
特
を
聞
し
め
し
、「
い
か
に
も
し
て
し
ら
ば
や
」と
思
し
め

さ
れ
、
や
が
て
た
づ
ね
あ
ひ
給
ひ
て
、「
し
か
じ
か
の
御
く
す
り
を
し
ら
せ
給
ふ
よ
し
、
承
り
お
よ
び
候
て
、
あ
は
れ
此こ

の

愚
僧
御
相
伝
を
う
け
た
く
ぞ

ん
じ
、
は
る
ば
る
、
是こ

れ

ま
で
た
づ
ね
参
り
候
」と
申
さ
れ
け
る
。
か
の
人
承
り
、「
中
々
の
事
。
さ
る
妙
薬
を
わ
れ
ら
代
々
つ
た
へ
来
り
候
へ
ど
も
、
一

子
相
伝
の
秘
法
な
れ
ば
、
他
に
も
ら
す
事
思
ひ
も
よ
ら
ず
。
さ
り
な
が
ら
気
色
ゆ
ゆ
し
き
御
僧
と
見
奉
れ
ば
、
い
な
び
が
た
く
も
こ
そ
候
へ
。
ふ
か
き

御
執
心
に
て
わ
た
ら
せ
給
は
ば
、
他
に
口
伝
有
ま
じ
き
御
起
請
を
か
か
せ
給
へ
。
し
か
ら
ば
ゆ
る
し
て
教
へ
侍
ら
ん
」と
ぞ
い
ひ
け
る
。
和
尚
、　

聞
し

め
さ
れ
、「
我
身
の
大
事
、
一
代
一
紙
の
誓
文
な
れ
ど
も
、
愚
僧
に
教
へ
て
た
び
候
は
ば
、
心
得
侍
る
」と
て
、
す
み
ぐ
ろ
に
こ
そ
か
か
れ
け
る
。

や
が
て
な
ら
ひ
得
て
、
庵
に
か
へ
り
、
あ
ざ
わ
ら
ひ
て
の
た
ま
ふ
や
う
、「
人
の
や
ま
ひ
に
く
す
り
と
な
る
べ
き
物
を
、
秘
蔵
し
て
、
ひ
と
り
お
ぼ

え
た
ら
ん
は
、
慈
悲
の
う
と
き
心
な
り
。
こ
れ
ら
の
事
を
秘
蔵
と
せ
ば
、
お
そ
ら
く
は
秘
し
て
も
秘
し
が
た
き
、
一
大
事
因
縁
を
ば
い
か
が
せ
ん
。
さ

り
な
が
ら
、
仏
神
の
冥
罰
そ
ら
お
そ
ろ
し
。
さ
ら
ば
札
を
か
き
て
し
ら
せ
ん
」と
て
、

一
、
口
痺
の
く
す
り
の
事

も
し
口
痺
を
や
む
も
の
あ
ら
ば
、
か
な
ら
ず
み
か
ん
の
さ
ね
を
く
ろ
や
き
に
し
て
の
む
べ
し
。
な
ほ
る
事
す
み
や
か
に
し
て
、
ふ
た
た
び
お
こ

る
事
な
し
。
是
稀
代
の
妙
薬
な
り
。

と
か
き
て
立
ら
れ
け
る
。

教
へ
け
る
も
の
是
を
聞
、
以
の
外
に
腹
を
た
て
、
せ
ぼ
ね
を
い
か
ら
か
し
て
、
い
そ
ぎ
紫
野
に
は
し
り
行
、
一
休
を
た
ず
ね
出
し
、「
い
か
に
御

僧
、
は
か
い
む
ざ
ん
の
売ま

い

僧す

か
な
。
何
と
て
大
事
の
秘
薬
を
な
ら
ひ
得
て
、
他
に
口
伝
せ
ま
じ
と
て
、
起
請
を
か
き
な
が
ら
、
あ
ま
つ
さ
へ
高
札
を
た

て
て
万
人
の
め
に
さ
ら
す
事
、
い
か
な
る
曲
事
ぞ
や
」と
、
し
の
び
か
ね
た
る
そ
の
ふ
ぜ
い
、
打
は
た
し
て
も
こ
ら
へ
が
た
く
、
ま
つ
く
ろ
に
な
り
て

い
か
り
け
れ
ば
、
さ
し
も
の
一
休
な
れ
ど
も
、
お
め
き
こ
ろ
す
か
と
ぞ
見
え
に
け
る
。

さ
れ
ど
も
お
ど
ろ
く
け
し
き
な
く
、
そ
ら
さ
ぬ
か
ほ
に
も
て
な
し
、「
あ
ら
こ
と
ご
と
し
の
有
様
や
。
何
事
を
か
く
は
の
た
ま
ふ
ら
ん
。
起
請
を
か

四

＊
1

①

②

③④

⑤

＊
2

⑥

⑦

⑧
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き
し
も
誠
な
り
。
し
か
る
に
、
札
を
た
て
し
も
い
つ
は
り
に
あ
ら
ず
。
さ
り
な
が
ら
、
口
伝
せ
ま
じ
と
か
き
ぬ
れ
ば
、
口
伝
は
一
人
も
せ
ざ
る
な
り
。

札
を
た
て
じ
と
か
か
ざ
れ
ば
、
た
て
た
る
事
が
あ
や
ま
り
か
。
起
請
に
少
も
そ
む
か
ざ
れ
ば
、
仏
神
の
罰
も
お
そ
ろ
し
か
ら
ず
」と
て
、
そ
ら
う
そ
む

ひ
て
ま
し
ま
し
け
る
。
か
の
者
あ
く
迄
の
の
し
り
、
怒
気
に
お
か
さ
れ
て
、
方
寸
に
せ
ま
り
け
る
が
、
一
言
の
ぬ
け
句
に
返
答
を
う
ば
は
れ
、
こ
と
ば

も
な
く
か
へ
り
け
る
。

（『
一
休
ば
な
し
』に
よ
る
）

《
注
》　

＊
1　

口
痺
…
の
ど
が
腫
れ
て
痛
む
病
気
。
ま
た
、
の
ど
に
で
き
る
腫
瘍
。

＊
2　

紫
野
…
京
都
市
北
区
の
地
名
。

＊
3　

方
寸
…
心
の
こ
と
。
方
寸
に
せ
ま
る
と
は
、
気
を
も
む
、
心
が
せ
く
、
の
意
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49　
　
　

線
部
①「
承
り
お
よ
び
候
て
」と
あ
る
が
、
ａ「
承
り
」・
ｂ「
候
」の
二
つ
の
敬
語
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
意
の
対
象
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ

る
組
み
合
わ
せ
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
ａ　

一
休　
　

ｂ　

一
休	
イ
　
ａ　

妙
薬
を
秘
蔵
す
る
も
の　
　

ｂ　

妙
薬
を
秘
蔵
す
る
も
の

ウ
　
ａ　

一
休　
　

ｂ　

妙
薬
を
秘
蔵
す
る
も
の	

エ
　
ａ　

妙
薬
を
秘
蔵
す
る
も
の　
　

ｂ　

一
休

Ａ
50　
　
　

線
部
②「
中
々
の
事
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か	

イ
　
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん

ウ
　
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す	

エ
　
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

＊
3

⑨
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Ａ
51　
　
　

線
部
③「
い
な
び
が
た
く
も
こ
そ
候
へ
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
断
ら
れ
る
と
困
る
で
し
ょ
う	

イ
　
断
り
に
く
く
思
い
ま
す

ウ
　
受
け
容
れ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん	

エ
　
受
け
容
れ
に
く
く
思
い
ま
す

Ａ
52　
　
　

線
部
④「
す
み
ぐ
ろ
に
こ
そ
か
か
れ
け
る
」と
あ
る
が
、
本
文
中
に
お
い
て
こ
の
表
現
が
持
つ
機
能
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
一
休
が
本
来
朱
字
で
書
く
べ
き
起
請
文
を
こ
っ
そ
り
墨
字
で
書
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
機
能
が
あ
る
。

イ
　
一
休
に
と
っ
て
起
請
文
を
書
く
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
の
一
大
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
機
能
が
あ
る
。

ウ
　
一
休
が
起
請
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
わ
ざ
と
真
っ
黒
に
読
み
に
く
く
書
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
機
能
が
あ
る
。

エ
　
一
休
が
求
め
ら
れ
た
通
り
の
起
請
文
を
は
っ
き
り
と
書
い
た
こ
と
を
示
す
機
能
が
あ
る
。

Ａ
53　
　
　

線
部
⑤「
仏
神
の
冥
罰
そ
ら
お
そ
ろ
し
」と
あ
る
が
、
そ
う
感
じ
た
理
由
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
誰
に
も
口
伝
し
な
い
と
い
う
起
請
文
を
す
で
に
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
。

イ
　
聞
き
目
の
あ
る
薬
の
作
り
方
を
自
分
だ
け
の
秘
密
に
す
る
の
は
慈
悲
が
な
い
か
ら
。

ウ
　
よ
り
大
事
な
こ
と
で
あ
る
一
大
事
因
縁
で
さ
え
秘
密
に
し
て
い
な
い
か
ら
。

エ
　
一
子
相
伝
の
秘
薬
の
作
り
方
を
公
開
し
て
し
ま
う
の
は
罪
に
当
た
る
か
ら
。

25
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Ａ
54

　
　
　
線
部
⑥「
は
か
い
む
ざ
ん
」と
あ
る
が
、
一
休
の
ど
の
ふ
る
ま
い
を
指
し
て
そ
う
言
っ
た
の
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
薬
の
作
り
方
な
ど
全
く
関
係
の
な
い
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
自
分
の
商
売
の
邪
魔
を
し
た
こ
と
。

イ
　
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
で
さ
え
罪
な
の
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
高
札
を
立
て
た
こ
と
。

ウ
　
自
分
と
の
約
束
を
反
故
に
し
て
秘
伝
の
薬
の
作
り
方
を
他
人
に
知
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

エ
　
僧
と
も
あ
ろ
う
に
起
請
文
ま
で
書
い
て
い
な
が
ら
そ
れ
を
破
っ
た
こ
と
。

Ａ
55

　
　
　
線
部
⑦「
し
の
び
か
ね
た
る
そ
の
ふ
ぜ
い
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
我
慢
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
様
子

イ
　
思
い
だ
し
た
く
も
な
い
様
子

ウ
　
し
ら
を
切
ら
せ
る
の
は
し
ゃ
く
だ
と
い
う
様
子

エ
　
隠
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
様
子

Ａ
56

　
　
　
線
部
⑧「
こ
と
ご
と
し
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
細
か
す
ぎ
る	
イ
　
わ
ざ
と
ら
し
い

ウ
　
お
お
げ
さ
で
あ
る	
エ
　
や
っ
か
い
で
あ
る

Ａ
57

　
　
　
線
部
⑨「
一
言
の
ぬ
け
句
」と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
薬
の
製
法
を
口
に
し
な
い
と
い
う
起
請
文
は
書
い
た
が
、
高
札
に
書
い
て
は
な
ら
な
い
と
は
誓
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
一
休
の
抗
弁
。

イ
　
薬
の
製
法
を
口
に
し
な
い
と
い
う
起
請
文
は
書
い
た
が
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
ま
で
は
誓
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
一
休
の
抗
弁
。

ウ
　
薬
の
製
法
を
口
に
し
な
い
と
い
う
起
請
文
は
書
い
た
が
、
秘
蔵
す
る
と
は
誓
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
一
休
の
抗
弁
。

エ
　
薬
の
製
法
に
つ
い
て
は
起
請
文
に
は
書
い
て
い
な
い
の
で
、
高
札
に
書
く
こ
と
は
構
わ
な
い
、
と
い
う
一
休
の
抗
弁
。
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次
に
掲
げ
る
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注

意
し
な
さ
い
。

卜ぼ
く

者し
や
ノ

子
不
習ハ

本
業ヲ、
父
譴
怒ス

之ヲ。
子
曰ク、
此
甚
易
耳
。
次
日
、
有
従
風
雨

中
求
卜
者
、
父
命ジ

テ

子ニ

試ミ
ニ

為サ
シ
ム

之ヲ。
子
即チ

問ヒ
テ

曰ク、
汝
東
北
方
来
乎
。
曰ク、
然リ

ト。

曰ク、
汝
姓
張
乎
。
曰ク、
然リ

ト。
復タ

問フ、
汝
為ニ

尊
正ノ

卜ス
ル

乎ト。
亦タ

曰ク、
然リ

ト。
其ノ

人
卜シ

畢を
ハ
リ
テ

而
去ル。
父
驚キ

問ヒ
テ

曰ク、
爾な

ん
ぢ

何ゾ

前ニ

知ル
コ
ト

如キ
ヤ
ト

此ノ。
子
答ヘ

テ

云フ、
今
日
乃チ

東
北ノ

風ア
リ、

其ノ

人
面シ

テ

西ニ

而
来タ

リ、
肩
背
尽ク

湿フ、
是
以 

知
之
。
傘さ

ん

柄へ
い
ニ

明
刻ス

清せ
い

河か

郡ぐ
ん
ト、

非
張

姓
而
何
。
且ツ

風
雨
如キ

ニ

是ノ、
不
為
妻
誰
肯
為
父
母
出
来
。

賛ニ

曰ク、
卜
者ノ

子
甚ダ

是レ

聡
明ナ

ル
モ、

可シ

惜シ
ム、

不
曽テ

読マ

孟
子ヲ。
若 

読
了ス

ル

孟
子ヲ

時ニ
ハ、

便チ

知ラ
ン

人ノ

性
皆
善ナ

ル
ヲ。 

豈
有
視
父
母
反
軽
於
妻
之
理
。

五

レ

二

一

二

一

①

②

レ

レ

③

④

二

一

レ

レ

⑤

二

一
⑥

レ

⑦

レ

レ

二

一

レ

三

二

一
⑧

二

一

二

一

⑨

下

二

一

二

一

上
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《
注
》　
○
卜
者

　
占
い
師
。
卜
は
、
占
う
こ
と
。
○
尊
正

　
他
人
の
妻
に
対
す
る
敬
称
。

○
清
河
郡

　
河
北
省
の
地
名
。
張
姓
が
多
く
、
そ
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。

○
賛

　
あ
る
出
来
事
を
記
述
し
た
後
に
、
筆
者
が
付
け
加
え
る
批
評
。

○�
孟
子

　
戦
国
諸
子
の
一
人
、
孟も

う

軻か

が
著
し
た『
孟
子
』の
こ
と
。『
孟
子
』離り

婁ろ
う

下
で
五
つ
の
不
孝
に
つ
い
て
述
べ
た
な
か
に
、「
貨
財
を
好

み
妻
子
に
の
み
私

わ
た
く
し

し
て
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ
る
は
、
三
の
不
孝
な
り
」と
あ
る
。

○
出
典
は
、
明
・
趙
南
星『
笑
賛
』。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65

　
　
　
線
部
①「
此
甚
易
耳
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
問
い
方
を
変
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
す

イ
　
そ
ん
な
こ
と
は
簡
単
で
す

ウ
　
話
を
き
け
ば
そ
れ
で
分
か
り
ま
す

エ
　
会
話
を
す
る
だ
け
で
い
い
ん
で
す
ね

Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
有
従
風
雨
中
求
卜
者
」（「
風
雨
の
な
か
を
占
っ
て
も
ら
い
に
来
る
人
が
い
た
」の
意
）を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
最

も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
有 

従 

風
雨
中 

求 

卜
者

イ
　
有 

従 

風
雨
中 

求 

卜
者

ウ
　
有 

従
風
雨
中 

求 

卜
者

エ
　
有 

従 

風
雨
中 

求 

卜
者

下

二

一

レ

上

下

二

一

上
レ

二

一

レ

レ

二

一

二

一
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Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
汝
東
北
方
来
乎
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
尋
ね
た
の
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も

の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
そ
の
日
の
天
気
と
、
そ
の
人
が
傘
を
さ
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

イ
　
そ
の
人
の
出
身
地
を
聞
き
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

ウ
　
そ
の
日
の
風
向
き
と
、
そ
の
人
の
身
体
の
濡
れ
具
合
に
よ
っ
て
。

エ
　
そ
の
人
が
占
い
を
終
え
た
後
、
帰
る
方
角
を
確
か
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

Ａ
68

　
　
　
線
部
④「
汝
姓
張
乎
」（
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
尋
ね
た
の
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ

る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
そ
の
人
が
ど
の
方
角
か
ら
来
た
の
か
を
聞
き
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

イ
　
そ
の
人
の
父
母
の
姓
名
を
も
と
も
と
知
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

ウ
　
そ
の
人
に
前
も
っ
て
知
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

エ
　
そ
の
人
の
傘
の
柄
に
、
清
河
郡
と
彫ほ

っ
て
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
。

Ａ
69

　
　
　
線
部
⑤「
是
以
」の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
な
お
、
こ
の
語
を
含
む
句

の
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
り
ま
す
。

ア
　
た
や
す
く	

イ
　
に
わ
か
に	
ウ
　
そ
の
つ
ど	

エ
　
そ
う
い
う
わ
け
で

Ａ
70

　
　
　
線
部
⑥「
非
張
姓
而
何
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
張ち

や
う

姓せ
い

に
非あ

ら

ず
し
て
何な

ん

ぞ
や

イ
　
張ち

や
う

姓せ
い

に
非あ

ら

ず
ん
ば
而な

ん
ぢ

を
何い

か

ん
せ
ん

ウ
　
張ち

や
う

姓せ
い

に
し
て
何な

ん

に
非あ

ら

ず
や

エ
　
張ち

や
う

姓せ
い

に
し
て
何い

づ

く
に
非あ

ら

ざ
ら
ん

29
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Ａ
71

　
　
　
線
部
⑦「
不 

為 

妻
誰
肯
為 

父
母 

出
来
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
妻
の
た
め
で
な
い
と
し
て
も
、
あ
え
て
父
母
の
た
め
に
出
て
く
る
者
が
い
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん

イ
　
妻
の
た
め
で
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
わ
ざ
わ
ざ
父
母
の
た
め
に
出
て
き
た
り
し
ま
し
ょ
う

ウ
　
妻
の
た
め
で
は
な
く
、
父
母
の
た
め
に
あ
え
て
出
て
く
る
者
が
誰
か
し
ら
い
る
も
の
で
す

エ
　
妻
の
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
父
母
を
第
一
に
思
っ
て
出
て
く
る
の
が
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

Ａ
72

　
　
　
線
部
⑧「
若
」の
こ
こ
で
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
け
だ
し	
イ
　
そ
も
そ
も	

ウ
　
も
し	

エ
　
む
し
ろ

Ａ
73

　
　
　
線
部
⑨「
豈
有 

視 
父
母 
反
軽 

於
妻 

之
理 

」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
父
母
を
大
事
に
し
す
ぎ
て
妻
を
軽
ん
じ
る
な
ど
と
い
う
道
理
は
な
い

イ
　
父
母
へ
の
孝
行
も
度
が
過
ぎ
る
と
か
え
っ
て
妻
に
軽
ん
じ
ら
れ
る
の
が
道
理
だ

ウ
　
父
母
へ
の
孝
養
を
重
ん
ず
る
あ
ま
り
妻
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
の
が
道
理
だ

エ
　
父
母
を
い
た
わ
る
思
い
が
妻
へ
の
思
い
よ
り
も
軽
い
な
ど
と
い
う
道
理
は
な
い

（
以
　
下
　
余
　
白
）

レ

レ

二

一

下

二

一

二

一

上
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【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～33 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。Ｂ解答紙には，所定欄に受験番号と氏名を記入してください。

5．問題には，解答をＡ解答紙に記入する設問とＢ解答紙に記入する設問とがありま

す。解答をいずれの解答紙に記入するかについては，設問の中に指示してありま

す。間違えないように指定の解答欄に記入してください。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 10 日）

国　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

人文学部（心理人間，日本文化） 150 点 90 分
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1 ◇M03―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

十
九
世
紀
半
ば
に
、
科
学
史
上
、
最
も
重
要
な
書
物
の
一
つ
が
刊
行
さ
れ
る
。
一
八
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の『
種

の
起
原
』で
あ
る
。
こ
の
書
は
生
物
学
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
や
思
想
に
も
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
自
然
科
学
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
や
人
文
科
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

Ａ

、
ダ
ー
ウ
ィ
ン

が
進
化
論
を
打
ち
立
て
る
の
に
当
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
影
響
を
受
け

た
先
行
研
究
と
し
て
、
経
済
学
者
の
ト
マ
ス
・
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ル
サ
ス
の『
人
口
論
』（
第
六
版
、
一
八
二
六
年
）や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
の『
地
質

学
原
理
』（
全
三
巻
、
一
八
三
〇
―
三
三
年
）な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

Ｂ

、
こ
れ
ま
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
言
語
学
と
の
関
連
で
語

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
の
よ
う
に
、
言
語
学
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
指

摘
さ
れ
て
き
た
。

Ｃ

、
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
と
み
な
す
の
は
適
切
で
は
な
い
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
言
語
学
か
ら
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
同
時
代
人
を
あ
つ
か
っ

た
松
永
俊
男
の『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
め
ぐ
る
人
々
』に
も
、
言
語
学
者
は
登
場
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
九
年『
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
言
語
学
的
イ

メ
ー
ジ
―
―
十
九
世
紀
の
言
語
・
人
種
・
自
然
神
学
』が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
著
者
ス
テ
フ
ァ
ン
・
オ
ル
タ
ー
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
言
語
学

の
関
係
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
比
較
言
語
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
オ
ル
タ
ー
の
著

作
を
利
用
し
な
が
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
言
語
学
の
関
係
を
み
て
お
こ
う
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
生
物
の
系
統
分
類
を
考
え
た
と
き
、
言
語
の
系
統
分
類
が
念
頭
に
あ
っ
た
。
ま
ず
、
オ
ル
タ
ー
は
そ
の
点
を
指
摘
す
る
。『
種
の
起

原
』の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

分
類
に
か
ん
す
る
こ
の
見
解
を
言
語
の
例
で
示
す
の
は
、
た
ぶ
ん
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
し
も
人
類
の
完
全
な
系
譜
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と

し
た
な
ら
、
諸
人
種
の
系
統
的
配
列
は
、
い
ま
世
界
中
で
話
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
た
い
し
て
最
良
の
分
類
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
も
の

一

①

②
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2 ◇M03―1

と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
消
滅
し
た
す
べ
て
の
言
語
や
、
あ
ら
ゆ
る
中
間
的
言
語
や
、
ま
た
徐
々
に
変
化
す
る
方
言
が
、
そ
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
配
列
こ
そ
は
唯
一
の
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
ひ
じ
ょ
う
に
古
い
言
語
の
あ
る
も
の
は
あ

ま
り
変
化
せ
ず
、
ま
た
新
し
い
言
語
を
ほ
と
ん
ど
生
じ
さ
せ
な
か
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
他
の
あ
る
も
の
は（
共
通
の
人
種
に
由
来
す
る
あ
ま
た

の
人
種
の
拡
散
や
そ
の
後
の
孤
立
化
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
も
つ
文
明
の
状
態
の
た
め
に
）お
お
い
に
変
化
し
、
ま
た
多
数
の
新
し
い
言
語
や
方
言

を
生
ぜ
し
め
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
お
な
じ
も
と
か
ら
で
た
諸
言
語
に
お
け
る
差
異
の
い
ろ
い
ろ
ち
が
っ
た
程
度
は
、
群
の
下
に
群
を

お
く
と
い
う
よ
う
に
し
て
表
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ほ
ん
ら
い
の
、
ま
た
唯
一
の
可
能
な
も
の
で
す
ら
あ
る
分
類
は
、
や
は
り

系
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
厳
格
に
自
然
的
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
消
滅
し
た
も
の
お
よ
び
現
在
の
も
の
を
含
め

あ
ら
ゆ
る
言
語
を
密
接
な
類
縁
に
よ
っ
て
結
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
派
生
と
起
原
と
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
こ
こ
で
、
生
物
の
分
類
、
わ
れ
わ
れ
が
学
校
で
習
っ
た
節
、
属
、
亜
科
、
科
、
目
、
綱
な
ど
の
分
類
が
系
統
分
類
で
あ
る
こ
と
を
言

語
を
例
に
し
て
し
め
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
八
五
九
年
時
点
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
草
稿
を
執
筆
し
た
、
そ
れ
以
前
に
、
印
欧
比
較
言
語
学
の
成
果

で
あ
る
言
語
の
系
統
分
類
が
生
物
の
系
統
分
類
以
上
に
、
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
と
い
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
歴
史
家
で
あ
る

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、
邦
訳
も
あ
る『
市
民
革
命
と
産
業
革
命
』（
一
九
六
二
年
）の
な
か
で
、「

Ｄ

」と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を

十
分
実
感
さ
せ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
発
言
で
あ
る
。

で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
ど
の
よ
う
に
比
較
言
語
学
の
成
果
を
知
っ
た
の
か
。
オ
ル
タ
ー
は
、
そ
の
可
能
性
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
従
兄
で
あ
り
義
兄
に
あ
た
る
ヘ
ン
ズ
レ
ー
・
ウ
ェ
ジ
ウ
ッ
ド
は『
英
語
語
源
辞
典
』（
一
八
五
九
―
六
五
年
）の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物

で
、『
言
語
の
起
原
』（
一
八
六
六
年
）と
い
う
著
書
が
あ
り
、
比
較
言
語
学
の
成
果
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
か
れ
か
ら
比
較

言
語
学
の
知
識
を
え
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。

【
Ⅰ
】ま
た
、『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
伝
』に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
自
然
科
学
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の『
新
大
陸
赤
道
地
方
紀
行
』

（
一
八
一
四
―
二
五
年
）を
学
生
時
代
に
読
み
、
ビ
ー
グ
ル
号
に
よ
る
航
海
か
ら
も
ど
っ
た
あ
と
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
に
直
接
面
会
も
し
て
い
る
。
こ
の
ア

③
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レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
言
語
学
者
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
弟
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
言
語
学
者
で

は
な
か
っ
た
が
、
兄
の
遺
作『
言
語
と
精
神
―
―
カ
ヴ
ィ
語
研
究
序
説
』（
一
八
三
六
年
）の
序
文
を
執
筆
し
、
言
語
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
そ
の
フ

ン
ボ
ル
ト
経
由
で
比
較
言
語
学
の
成
果
を
知
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

【
Ⅱ
】さ
ら
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
一
八
四
〇
年
に
、
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
が
出
版
し
た『
ア
ジ
ア
研
究
』を
読
み
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
講
演
録
を
読
ん
で
い
る
。
一
八
七
四
年
の『
人
類
の
起
原
』（
第
二
版
）に
は
、「
も
し
、
二
つ
の
言
語
を
比
べ
て
、
わ
ず
か
な

単
語
や
文
章
構
成
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
大
多
数
の
単
語
や
文
章
構
成
の
点
で
互
い
に
似
通
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
言
語
が
共

通
の
源
に
由
来
す
る
こ
と
が
普
通
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
の「
共
通
の
源
」と
は
ま
さ
に
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
発
言
そ
の
も
の

で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
偶
然
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

【
Ⅲ
】そ
れ
か
ら
十
二
年
後
に
出
版
さ
れ
た『
人
類
の
起
原
』で
は
、
第
三
章
で「
言
語
」の
小
見
出
し
を
立
て
て
、
言
語
学
を「
り
っ
ぱ
な
科
学
」と
述
べ

て
、
言
及
し
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
比
較
言
語
学
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
は
見
解
の
相
違
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

い
く
人
か
の
著
者
、
特
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
は
、
最
近
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
の
使
用
は
一
般
的
概
念
を
形

成
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
動
物
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
動
物
と
人
間
と
の
間
に
は
越

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ョ
ウ
ヘ
キ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
動
物
が
こ
の
能
力
を
少
な
く
と
も
幼
稚
で
萌
芽
的
な
程
度
で
な
ら

ば
、
も
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
き
た
。

【
Ⅳ
】一
九
八
九
年
に
原
著
が
出
版
さ
れ
た
ハ
リ
ス
＆
テ
イ
ラ
ー
の『
言
語
論
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
』で
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
一
八
六
四
年
ま
で

に「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」と
妥
協
し
、「
動
物
の
感
覚
の
働
き
方
と
人
間
の
感
覚
の
働
き
方
と
を
区
別
す
る
十
分
な
根
拠
が
何
も
な
い
こ
と
を
認
め
る
」と

指
摘
し
て
い
る
が
、
私
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
指
摘
は
う
た
が
わ
し
い
。
一
八
七
一
年
版
の『
言
語
科
学
講
義
』序
文
の

ａ

④
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な
か
で
も
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
を
否
定
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
ル
ビ
コ
ン
河〔
動
物
と
人
間
と
を
わ
け
る
境
界
線
〕を
あ
え
て
わ
た
ろ
う
と
す
る
動
物
は
い
な

い
」と
述
べ
て
、
動
物
と
人
間
の
区
別
を
堅
持
し
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
政
治
的
判
断
や
一
般
受
け
を
重
視
す
る
せ
い
か
、
か
な
り
発
言

に
一
貫
性
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の「
ル
ビ
コ
ン
河
」の
よ
う
に
比
喩
や
隠
喩
を
好
ん
で
使
う
た
め
に
、
あ
い
ま
い
な
表
現
が
多
い
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
関
し
て
い
え
ば
、
と
り
わ
け
動
物
か
ら
人
間
へ
の
連
続
的
な
進
化
に
対
し
、
言
語
と
い
う
シ
ョ
ウ
ヘ
キ
を
理
由
に
基
本
的
に
は
反
対

の
立
場
を
採
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を「
天
賦
の
才
」や「
真
理
の
追
究
者
」と
呼
ん
で
賛
美
す
る
。
こ
う
し
た
表
現
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
ず

に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
真
意
を
よ
く
た
し
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
一
般
読
者
を
想
定
し
た
講
義

は
、『
言
語
科
学
講
義
』と
い
い
な
が
ら
、
比
喩
や
隠
喩
を
連
発
し
、
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
よ
う
な

Ｅ

な
態
度
が
目
に
つ
き
、「

Ｘ

」

的
態
度
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
が
後
述
す
る「
ア
ー
リ
ヤ
人
問
題
」を
生
む
こ
と
に
も
な
る
。

（
長
田
俊
樹『
ア
ー
リ
ヤ
人
の
誕
生

　
新
イ
ン
ド
学
入
門
』に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
9
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
9
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1

　

Ａ

・

Ｂ

・

Ｃ

に
入
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア　

Ａ
　
そ
れ
ゆ
え

　
―

　
Ｂ

　
一
方

　
　
　
―

　
Ｃ

　
と
こ
ろ
が

イ　

Ａ
　
一
方

　
　
　
―

　
Ｂ

　
と
こ
ろ
が

　
―

　
Ｃ

　
た
だ
し

ウ　

Ａ
　
一
方

　
　
　
―

　
Ｂ

　
た
と
え
ば

　
―

　
Ｃ

　
と
こ
ろ
が

エ　

Ａ
　
た
だ
し

　
　
―

　
Ｂ

　
と
こ
ろ
が

　
―

　
Ｃ

　
す
な
わ
ち

⑤
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5 ◇M03―1

Ａ
2　
　
　

線
部
①「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
言
語
学
の
関
係
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

ア
　
オ
ル
タ
ー
の
著
作
以
前
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
言
語
学
の
関
係
に
つ
い
て
全
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

イ
　
オ
ル
タ
ー
の
著
作
以
前
か
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
言
語
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
た
。

ウ
　
オ
ル
タ
ー
の
著
作
以
前
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
言
語
学
の
相
互
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
が
さ
れ
て
い
た
。

エ
　
オ
ル
タ
ー
の
著
作
以
前
か
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
言
語
学
か
ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。

Ａ
3　
　
　

線
部
②「『
種
の
起
原
』の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
」と
あ
る
が
、
こ
の「
一
節
」を
引
用
す
る
こ
と
で
、
筆
者
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
現
代
で
は
生
物
の
系
統
分
類
は
学
校
で
も
教
わ
る
一
方
で
、
言
語
の
系
統
分
類
は
学
校
で
は
教
わ
ら
な
い
が
、
生
物
の
系
統
分
類
が
言
語

の
そ
れ
に
準
え
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代
に
は
む
し
ろ
言
語
の
系
統
分
類
が
学
校
で
教
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
。

イ
　
現
代
で
は
生
物
の
系
統
分
類
は
学
校
で
教
わ
り
、
言
語
の
系
統
分
類
と
と
も
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代

に
は
生
物
の
系
統
分
類
が
言
語
の
そ
れ
に
準
え
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
系
統
分
類
と
し
て
は
言
語
に
関
す
る
そ
れ
は
す
で
に
一
般
常
識
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
現
代
で
は
生
物
の
系
統
分
類
は
学
校
で
も
教
わ
る
一
方
で
、
言
語
の
系
統
分
類
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代
に

は
生
物
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
言
語
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
。

エ
　
現
代
で
は
生
物
の
系
統
分
類
は
学
校
で
も
教
わ
る
も
の
で
、
言
語
の
系
統
分
類
よ
り
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代
に

は
生
物
の
系
統
分
類
が
言
語
の
そ
れ
に
準
え
て
説
明
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
系
統
分
類
と
し
て
は
言
語
学
に
お
け
る
も
の
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
。
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6 ◇M03―1

Ａ
4　

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

言
語
学
こ
そ
が
、
ま
さ
に
近
代
科
学
と
し
て
の
生
物
学
の
出
発
点
で
あ
っ
た

イ　

言
語
学
は
、
進
化
を
取
り
扱
っ
た
最
初
に
し
て
最
後
の
科
学
で
あ
っ
た

ウ　

言
語
学
こ
そ
が
、
後
の
進
化
論
に
つ
な
が
る
基
礎
を
作
っ
た
学
問
で
あ
っ
た

エ　

言
語
学
は
、
進
化
を
ま
さ
に
そ
の
核
心
だ
と
み
な
し
た
最
初
の
科
学
で
あ
っ
た

Ａ
5　
　
　

線
部
③「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
ど
の
よ
う
に
比
較
言
語
学
の
成
果
を
知
っ
た
の
か
」と
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
当
で
な
い

0

0

0

0

0

と

思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
、
当
時
ど
こ
か
ら
比
較
言
語
学
の
知
識
を
え
た
か
に
つ
い
て
、
オ
ル
タ
ー
は
複
数
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

イ　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、『
英
語
語
源
辞
典
』の
編
纂
に
携
わ
っ
た
ヘ
ン
ズ
レ
ー
・
ウ
ェ
ジ
ウ
ッ
ド
か
ら
比
較
言
語
学
の
知
識
を
え
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ウ　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
言
語
学
者
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
を
通
じ
て
比
較
言
語
学
の
知
識
を
え
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

エ　
『
ア
ジ
ア
研
究
』に
掲
載
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
講
演
録
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
読
ん
で
い
た
こ
と
が
そ
の
著
作
に
あ
る
一
節
か

ら
う
か
が
い
知
れ
る
。

Ａ
6　

本
文
に
は「
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
、
マ
ル
サ
ス
の『
人
口
論
』、
ラ
イ
エ
ル『
地
質
学
原
理
』に
加
え
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
印
欧
比

較
言
語
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は『
種
の
起
原
』を
執
筆
し
た
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
【
Ⅰ
】	

イ　
【
Ⅱ
】	

ウ　
【
Ⅲ
】	

エ　
【
Ⅳ
】
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Ａ
7　
　
　

線
部
④「
私
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
指
摘
は
う
た
が
わ
し
い
」と
あ
る
が
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
対

す
る
筆
者
の
認
識
と
し
て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
ハ
リ
ス
＆
テ
イ
ラ
ー
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
あ
る
時
点
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
主
張
を
一
部
認
め
た
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、

筆
者
は
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
一
貫
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
を
賛
美
し
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

イ
　
ハ
リ
ス
＆
テ
イ
ラ
ー
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
嫌
っ
て
い
た
と
す
る
の
に
対
し
、
筆
者
は
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ

ラ
ー
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
そ
の
主
張
・
人
柄
に
至
る
ま
で
賛
美
し
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

ウ
　
ハ
リ
ス
＆
テ
イ
ラ
ー
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
主
張
を
認
め
て
賛
美
し
て
い
た
と
す
る
の
に
対
し
、
筆
者
は

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
あ
る
時
期
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
否
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

エ
　
ハ
リ
ス
＆
テ
イ
ラ
ー
が
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
妥
協
し
、
自
ら
の
主
張
を
撤
回
し
た
と
す
る
の
に
対

し
、
筆
者
は
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
主
張
を
曲
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

Ａ
8　
　
　

線
部
⑤「
動
物
か
ら
人
間
へ
の
連
続
的
な
進
化
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
人
間
以
外
の
動
物
か
ら
人
間
へ
の
進
化
は
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
言
語
の
使
用

を
想
定
す
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
主
張
に
対
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

イ
　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
人
間
以
外
の
動
物
も
一
般
的
概
念
を
形
成
す
る
能
力
を
原
初
的
な
も
の
な
が
ら
有
し
て
い
る
は
ず
で
、
動
物
と
人
間
と

の
間
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
考
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
違
い
は
な
い
と
し
た
。

ウ
　
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
人
間
以
外
の
動
物
か
ら
人
間
へ
の
進
化
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
連
続
性
を
言
語
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
反
対
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
。

エ
　
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
人
間
以
外
の
動
物
か
ら
人
間
に
進
化
し
た
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
言
語
の
使
用
と
い
う

観
点
か
ら
そ
の
こ
と
を
支
持
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
賛
美
し
た
。

08
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8 ◇M03―1

Ａ
9　

Ｅ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス	

イ　

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト　
　
　

ウ　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル　
　
　

エ　

ア
ン
ニ
ュ
イ

（
以
下
の
設
問
Ｂ
1
・
Ｂ
2
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
1
・
2
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
1　
　
　

線
部
ａ「
シ
ョ
ウ
ヘ
キ
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
2　

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、【
Ⅰ
】よ
り
後
の
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

ぼ
ん
や
り
と
テ
レ
ビ
を
眺
め
て
い
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
後
の
ヒ
ー
ロ
ー
／
ヒ
ロ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
多
く
の
選

手
は「
次
の
試
合
も
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
」な
ど
と
フ
ァ
ン
に
呼
び
か
け
る
。
こ
の
場
面
、
送
り
手
で
あ
る
選
手
が
、
受
け
手
で
あ
る
競
技

場
や
テ
レ
ビ
の
前
の
フ
ァ
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
、
そ
の
場
面
に
た
ま
た
ま
出
く
わ
し
た
わ
た
し
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
選
手
が「
ケ
ガ
で
出
場
で
き
な
か
っ
た
間
も
応
援
し
て
く
れ
た
フ
ァ
ン
に
感
謝
し
ま
す
」と
声
を
詰
ま
ら

せ
た
り
し
た
場
合
、
事
情
を
共
有
し
て
い
な
い
わ
た
し
は
す
ぐ
に
応
答
で
き
な
い
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
背
景
を
一
定
程
度
共
有
す
る
こ
と

で
フ
ァ
ン
の
位
置
に
近
づ
い
て
、
場
面
の
中
に
少
し
引
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
傍
観
し
て
い
た
わ
た
し
は
、
選
手
と
フ
ァ
ン
の
交
流
を
見
守
る

位
置
に
つ
く
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ァ
ン
の
位
置
に
少
し
近
づ
く
こ
と
で
、
そ
の
場
に
構
成
さ
れ
て
い
る
複
数
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
け
手
の
位
置
の
間

を

Ａ

す
る
の
で
あ
る
。「
ご
家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
」な
ど
と
い
う
促
し
を
想
起
す
る
と
、
こ
の
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
複
数
性
は

い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
当
然
家
族
間
の
日
常
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
断
面
に
ふ
れ
る
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
け
手
で
は
な
い
大
多
数
の
人
々
が
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
か
ら
意
味
を
酌く

み
取
れ

る
発
話
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
あ
ら
か
じ
め
繋
が
っ
て
い
る
送
り
手
と
受
け
手
の
間
の
限
定
さ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
場
面
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
存
在
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
受
け
手
と
な
り
う
る
場
所
を
与
え
る
、
限

定
さ
れ
な
い
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

Ｂ

な
の
で
あ
り
、
そ
の
場
に
関
わ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
脳
裏
に
浮
か
べ
る
わ
た
し
は
、

複
数
的
な
受
け
手
の
場
所
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
そ
の
場
面
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
場
合
、
小
説
の
言
葉
は
、
複
数
の
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
水
平
的
に
連
結
し
た
り
、
並
列
さ
せ
た
り
、
重
ね
合
わ
せ
て
、
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
す
る
メ
タ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
読
者
は
、
輻ふ

く

輳そ
う

す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
束
を
い
き
な
り
総
体
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
ケ
イ
キ
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
手
の
位
置
に
接
近
す

る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
総
体
と
し
て
の
意
味
の
生
成
に
向
か
う
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
傍
観
す
る
わ
た
し
の
振
る
舞
い
は
、
小

二①

ａ

②
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説
の
読
者
の
振
る
舞
い
に
重
な
る
。
小
説
の
読
者
は
、
小
説
の
言
葉
が
内
包
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
タ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
受
け
手
の
役
割
を
代
行
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
少
し
別
の
角
度
か
ら
小
説
を
例
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
江
戸
川
乱
歩「
人
間
椅い

子す

」は
、
あ
る
朝「
美
し
い
閨け

い
し
ゅ
う秀

作
家
」佳
子
が
官
吏

の
夫
を
送
り
出
し
た
後
、
洋
館
の
書
斎
の
机
の
前
で
、
差
出
人
の
わ
か
ら
な
い
、
手
紙
と
も
創
作
原
稿
と
も
つ
か
な
い
書
き
物
を
読
む
場
面
か
ら
始
ま

る
。「
奥
様
」と
い
う
呼
び
か
け
で
始
ま
る
そ
の
書
き
物
は
、
佳
子
が
い
ま
ま
さ
に
腰
掛
け
て
い
る
肘
掛
椅
子
の
中
に
潜
ん
で
い
た
と
す
る
男
か
ら
の
熱

烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
あ
っ
た
。
佳
子
は
烈は

げ

し
い
恐
怖
に
脅
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
恐
怖
は
、
そ
の
書
き
物
が
自
分
を
宛
先
に
し
た
真
実
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
じ
人
物
か
ら
と
思
し
い
短
い
手
紙
が
届
き
、
そ
の
書
き
物
が「
人
間
椅
子
」と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
創
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。
江
戸
川
乱
歩
の
創
作
で
あ
る「
人
間
椅
子
」は
、
こ
の
作
品
内「
人
間
椅
子
」の
前
後
を
状
況
説
明
や
第
二

の
手
紙
を
め
ぐ
る
出
来
事
で
挟
む
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
仮
に
作
品
内「
人
間
椅
子
」を
独
立
し
た
創
作
と
見
た
場
合
、
は
た
し
て
そ
れ
は

小
説
と
し
て
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

佳
子
の
感
じ
る
恐
怖
や
不
気
味
さ
の
強
度
は
、
作
品
内「
人
間
椅
子
」を
自
分
宛
の
真
実
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（「
奥
様
」＝
自
分
・
佳
子
）と
信
じ
た
彼
女
に

固
有
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
創
作
と
明
か
さ
れ
た
後
も
、
彼
女
は
書
斎
の
椅
子
を
調
べ
て
、
人
の
潜
ん
だ
痕
跡
の
な
い
こ
と
を
確
認
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ｃ

、
虚
構
で
あ
る（「
奥
様
」＝
虚
構
の
登
場
人
物

≠

自
分
・
佳
子
）こ
と
が
確
認
で
き
て
も
、
彼
女
の
日
常
の
細
部
に
肉

薄
す
る
謎
の
書
き
手
の
存
在
は
不
気
味
で
あ
り
、
純
粋
な
創
作
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
悪
ふ
ざ
け
や
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
可
能
性
が
払ふ

っ
し
ょ
く拭

で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。

Ｄ

、
そ
の
反
応
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直
接
的
に
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
者
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、
自
分
だ
け
に
宛
て
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
な
く
、
一
般
読
者
に
向
け
た
創
作
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
霧
消
す
る
意
味
作
用
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
作
品
内「
人
間
椅
子
」が

佳
子
に
向
け
た
特
別
の
意
味
作
用
を
有
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
不
特
定
の
読
者
に
お
け
る
恐
怖
や
不
気
味
の
意
味
作
用
に
弱
点
を
抱
え
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
作
品
内「
人
間
椅
子
」だ
け
を
読
む
読
者
で
あ
っ
て
も
、
虚
構
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
宛
先
と
し
て
空
白
の
場
所
に
い
る「
奥
様
」に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

Ｅ

漠
然
と
し
た
想
像
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
乱
歩
の「
人
間
椅
子
」が
、
読
ん
で
い
る「
奥
様
」

を
想
像
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
を
よ
り
多
く
読
者
に
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
テ
ク
ス
ト
全
体
で
、
空
白
の
場
所
に
い
る
佳
子
の
恐
怖
感
や

③

11

8048_03_3KOK_M.indd   10 2025/12/04   17:43

73 / 687



11 ◇M03―1

嫌
悪
感
の
読
解（「
奥
様
」＝
佳
子
＝
読
者
）を
コ
ー
ド
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
佳
子
に
出
会
う
ま
で
の
経
緯
を
い
さ
さ
か
冗
長
な
語
り
口
で
示
す
作
品
内「
人
間
椅
子
」か
ら
、
椅
子
に
な
る
喜
び
や
革
越
し
の
接
触

の
快
楽
に
興
味
・
共
感
を
覚
え
る
読
者
も
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
作
用
は
虚
構
世
界
内
の「
奥
様
」に
は
た
ぶ
ん
生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
虚
構
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
を
飛
び
越
え
て
、
読
者
が
作
品
内「
人
間
椅
子
」の
語
り
の
直
接
の
受
け
手
と
な
っ
た
場
合（「
奥
様
＝
佳
子

≠

読
者
」）に

生
じ
る
意
味
で
あ
る
。
佳
子
の
強
い
嫌
悪
感
と
い
う
ス
パ
イ
ス
が
あ
っ
て
こ
そ
人
間
椅
子
嗜
好
の
深
み
が
増
す
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
し
、
創
作
と
い

う
オ
チ
が
特
異
な
嗜
好
の
切
実
さ
を
減
じ
て
い
る
と
い
う
立
場
も
あ
ろ
う
が
、
作
品
内「
人
間
椅
子
」は
乱
歩
の「
人
間
椅
子
」と
ほ
ぼ
同
等
の
強
度
で
奇

妙
な
嗜
好
を
描
く
作
品
に
な
り
え
て
い
る
。

こ
の
簡
略
な
考
察
か
ら
わ
か
る
の
は
、
文
学
テ
ク
ス
ト
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
対
応
し
た
固
有
の
意
味
を
生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
虚
構
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
読
者
は
テ
ク
ス
ト
に
導
か
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
自
由
気
ま
ま
に
振
る
舞
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け

手
の
役
割
を
代
行
的
に
引
き
受
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
文
学
テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
は
、
他
人
に
宛
て
ら
れ
た（
決
し
て
直
接
自

分
に
宛
て
た
も
の
で
は
な
い
）言
葉
を
他
人
に
成
り
代
わ
っ
て
読
ん
で
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
読
者
は
い
っ
た
ん
身
体
的
な
単
一
性
や
精

神
的
な
同
一
性
か
ら
解
き
放
た
れ
、
言
語
的
カ
シ
ョ
ウ
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
乱
歩
の「
人
間
椅
子
」を
読
む
読
者
は
、
佳
子
の
恐
怖
感
や
嫌
悪

感
と
謎
の
創
作
家
の
人
間
椅
子
嗜
好
を
同
時
に
引
き
受
け
る
こ
と（

Ｆ

）が
で
き
る
の
で
あ
る
。

バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
は
、「
わ
た
し
」や「
あ
な
た
」と
い
う
人
称
代
名
詞
や
、「
い
ま
」「
こ
こ
」と
い
う
指
示
機
能
を
も
つ
語
が
、
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
を
想
定
し
な
い
限
り
、
意
味
も
指
向
対
象
も
欠
い
た「
虚
」の
記
号
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
具
体
的
な
場
面
で
他
者
に
働
き
か

け
る
言
語
行
為
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
概
念
と
し
て
の「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」を
提
唱
し
た
。
具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
入
り
込
ま
な
い

限
り
、
そ
こ
で
生
じ
る
意
味
は
つ
か
め
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
発
話
す
る
主
体
と
し
て
の「
わ
た
し
」と
、
そ
の
発
話
の
中
で

言
語
上
指
し
示
さ
れ
る
者
と
し
て
の「
わ
た
し
」が
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で
二
重
化
し
て
出
現
す
る
事
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
二
重
化
は
話
し
か
け

ら
れ
る「
あ
な
た
」に
お
い
て
も
対
称
的
に
生
起
す
る
。
発
話
主
体
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
呼
び
か
け
を
受
け
る
主
体
と
し
て
の「
わ
た
し
」「
あ
な
た
」

と
、
発
話
の
中
で
言
語
上
構
成
さ
れ
る「
わ
た
し
」「
あ
な
た
」を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
に
関
わ
る
分
析
と
メ
ッ

④ｂ
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セ
ー
ジ
の
内
容
に
関
わ
る
分
析
を
分
け
、
両
者
の
関
係
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
正
当
な
受
け
手
で

は
な
い
存
在
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
入
り
込
む
ル
ー
ト
が
論
理
的
に
切
り
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
受
け
手
と
し
て
の「
あ
な
た
」の
二
重
性
は
、
小
説
の
物
語
世
界
で
虚
構
化
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
手
の
あ
り
方
か

ら
、
小
説
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
全
体
を
受
け
と
め
る
仮
想
的
な
読
者
の
位
置
、
す
な
わ
ち
文
学
作
品
の
意
味
作
用
に
必
要
な
テ
ク
ス
ト
に
内
在
す
る
前
提

条
件
を
具
象
化
し
た
機
能
の
働
く
場
所（
イ
ー
ザ
ー
の
い
う「
内
包
さ
れ
た
読
者
」）を
経
由
し
て
、
小
説
の
外
側
に
存
在
す
る
読
者
と
テ
ク
ス
ト
の
相
互

作
用
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

書
簡
体
小
説
と
は
、
狭
義
に
は
書
簡
の
形
式
で
叙
述
さ
れ
る
小
説
を
指
す
が
、
書
簡
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
、
叙
述
形
式
の
異
な
る
部
分
が
添
え
ら

れ
る
場
合
が
多
い
一
方
で
、
一
人
称
手
記
と
の
境
界
線
が
曖あ

い

昧ま
い

な
の
で
、
叙
述
の
中
心
に
書
簡
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
小
説
を
広
く
呼
ぶ
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
一
通
の
書
簡
で
構
成
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
書
簡
の
書
き
手
も
一
人
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
が
書
簡
で
あ
る
以
上
、
書
簡
の
外
側
に
そ
の
送

り
手
が
お
り
、
そ
の
受
け
手
が
い
て
、
モ
ノ
と
し
て
の
書
簡
の
移
動
に
関
わ
る
接
触（
コ
ン
タ
ク
ト
）が
あ
る
の
だ
が
、
書
簡
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
空
白（
虚
構
世
界
の
内
部
に
あ
る
明
示
を
欠
い
た
要
素
）を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
書
簡
の
言
説
上
の
主
語
が
実
際
の
送
り
手

と
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
現
に
小
説
の
外
側
に
い
る
読
者
が
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
事
態
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
言
説
上
の
宛
先
が

手
紙
を
受
け
取
っ
た
主
体
と
合
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
が
外
部
の（
虚
構
世
界
内
の
）現
実
と
照
応
し

て
い
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
書
簡
と
い
う
設
定
が
、
書
簡
の
言
説
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
意
味
内
容
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
様
相
と
、
そ
れ
が

Ｘ

に
置
い
て
い
る
外
部
世
界
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
要
素
と
の
関
係
性
を
問
う
こ
と
を
読
者
に
要
求
す
る
の

で
あ
る
。
現
実
の
世
界
で
書
簡
を
受
け
取
る
と
き
、
受
け
手
が
そ
の
よ
う
な

Ｘ

に
取
り
囲
ま
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
が
、
書
簡
体
小
説

の
読
者
は
書
簡
の
言
説
の
正
当
な
受
け
手
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
場
所
で
書
簡
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
連
な
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
ら
空

白
を
埋
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を
再
構
築
し
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
書
簡
体
小
説
は
文
学
テ
ク
ス
ト
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
や
読
者（
受
け
手
）の
役
割
を
考
え
る
格
好
の
素
材
な
の
で
あ
る
。

（
金
子
明
雄「
読
書
行
為
論

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
空
白
を
読
む
」に
よ
る
）
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（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
10
〜
Ａ
21
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
10
〜
21
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
10　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

連　

絡	

イ　

移　

動	

ウ　

結　

合	

エ　

分　

離	

オ　

判　

断

Ａ
11　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

イ　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス	

ウ　

シ
ン
ボ
ル	

エ　

ピ
ー
ス	

オ　

パ
ッ
ケ
ー
ジ

Ａ
12　
　
　

線
部
①「
複
数
的
な
受
け
手
の
場
所
」と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
後
に「
ご
家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
」

と
促
さ
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
／
ヒ
ロ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い
た
場
合
の「
場
所
」の
一
つ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る

も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

選
手
の
位
置

イ　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
位
置

ウ　

選
手
と
フ
ァ
ン
の
関
係
を
見
守
る
位
置

エ　

選
手
を
応
援
し
て
き
た
フ
ァ
ン
の
位
置

Ａ
13　
　
　

線
部
ａ「
ケ
イ
キ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

起　

伏	

イ　

規　

則	
ウ　

危　

険	

エ　

基　

盤	

オ　

奇　

怪

14
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Ａ
14　
　
　

線
部
③「
仮
に
作
品
内「
人
間
椅
子
」を
独
立
し
た
創
作
と
見
た
場
合
、
は
た
し
て
そ
れ
は
小
説
と
し
て
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
」と
あ
る
が
、「
作
品
内「
人
間
椅
子
」」に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

作
品
内「
人
間
椅
子
」だ
け
を
読
む
不
特
定
の
読
者
は
、
椅
子
に
座
っ
て「
奥
様
」の
立
場
と
し
て
そ
れ
を
読
む
と
き
、「
奥
様
」同
様
に
恐
怖

を
感
じ
る
一
方
、
そ
の
人
間
椅
子
嗜
好
に
つ
い
て
は
た
と
え
そ
の
立
場
か
ら
読
ま
ず
と
も
真
実
味
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

イ　

作
品
内「
人
間
椅
子
」だ
け
を
読
む
不
特
定
の
読
者
は
、
椅
子
に
座
っ
て「
奥
様
」の
立
場
と
し
て
そ
れ
を
読
む
と
き
、「
奥
様
」同
様
に
恐
怖

を
感
じ
る
一
方
、
そ
の
人
間
椅
子
嗜
好
に
つ
い
て
は
た
と
え
そ
う
読
ん
だ
と
し
て
も
真
実
味
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
ら
な
い
。

ウ　

作
品
内「
人
間
椅
子
」か
ら
感
じ
取
る
恐
怖
は
、
そ
れ
を
直
接
的
に
受
け
取
っ
た
も
の
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
一
方
、
そ
の
人

間
椅
子
嗜
好
に
つ
い
て
は
不
特
定
の
読
者
に
対
し
て
こ
そ
響
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

エ　

作
品
内「
人
間
椅
子
」か
ら
感
じ
取
る
恐
怖
は
、
そ
れ
を
直
接
的
に
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
人
間
椅
子
嗜
好
に
つ
い
て
は
逆
に
不
特
定
の
読
者
に
対
し
て
も
響
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
15　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
15
〜
Ａ
17
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

ま
た	

イ　

で
は	

ウ　

つ
ま
り	

エ　

し
か
し
な
が
ら	

オ　

あ
く
ま
で
も

Ａ
16　

Ｄ

Ａ
17　

Ｅ

Ａ
18　
　
　

線
部
④「
コ
ー
ド
化
し
て
い
る
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

規
定
し
て
い
る	

イ　

包
含
し
て
い
る

ウ　

許
可
し
て
い
る	

エ　

復
元
し
て
い
る

Ａ
19　
　
　

線
部
ｂ「
カ
シ
ョ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

価　

値	

イ　

仮　

面	

ウ　

過　

程	
エ　

家　

族	

オ　

佳　

人

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
15
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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Ａ
20

　

Ｆ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
「
奥
様
＝
読
者
」で
あ
る
と
同
時
に「
奥
様

≠

読
者
」で
あ
る
こ
と

イ　
「
奥
様

≠

読
者
」で
あ
る
と
同
時
に「
佳
子

≠

読
者
」で
あ
る
こ
と

ウ　
「
奥
様
＝
読
者
」で
あ
る
と
同
時
に「
佳
子
＝
読
者
」で
あ
る
こ
と

エ　
「
佳
子
＝
読
者
」で
あ
る
と
同
時
に「
佳
子

≠

読
者
」で
あ
る
こ
と

Ａ
21

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

筆
者
は
、
具
体
的
な
小
説
の
緻
密
な
読
解
作
業
を
通
し
て
、
読
書
と
い
う
行
為
と
言
語
行
為
と
の
共
通
性
か
ら
、
言
語
行
為
の
あ
り
方
を

問
題
に
す
る
概
念「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」理
論
を
文
学
研
究
に
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

イ　

筆
者
は
、
具
体
例
を
あ
げ
つ
つ
、
書
簡
体
小
説
に
お
け
る
読
者
の
位
置
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
聞
き
手
の
位
置
の
共
通
性
を
示
し

な
が
ら
、
言
語
行
為
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
概
念「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ウ　

筆
者
は
、
言
語
行
為
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
概
念「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」な
ど
も
援
用
し
つ
つ
、
理
論
的
に
読
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
書
簡
体
小
説
の
複
雑
さ
と
同
時
に
、
面
白
さ
を
訴
え
て
い
る
。

エ　

筆
者
は
、
具
体
的
な
作
品
を
例
に
、
言
語
行
為
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
概
念「
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」な
ど
も
援
用
し
つ
つ
、
書
簡
体
小
説
を

通
し
て
、
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
読
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
3
・
Ｂ
4
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
3
・
4
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
3

　
　
　
線
部
②「
総
体
と
し
て
の
意
味
の
生
成
」と
あ
る
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
漢
字
二
字
を
、

　
　
線
部

②
よ
り
後
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
4

　

Ｘ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

Ｘ

を
含
む
段
落
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し

な
さ
い
。

16
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
世
界
共
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
教
育
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、
文
化
の
衝
突
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。

衝
突
の
影
響
は
極
め
て
シ
ン
コ
ク
な
の
だ
が
、
そ
の
実
態
は
見
え
に
く
く
、
意
識
さ
れ
ず
に
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
母
国
で
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
学
生
が
、
海
外
の
大
学
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
る
。
言
語
や
教
育
方
法
の
違
い
が
つ
ま
ず
き
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
母
国
と

留
学
先
の
作
文
／
小
論
文
の「
論
理
の
展
開
の
違
い
」に
根
ざ
し
た
、
思
考
法
の
違
い
が
原
因
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
文
化
に
よ
る
論
理
展
開
の
違
い
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
応
用
言
語
学
者
カ
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
カ
プ
ラ
ン
は
、
大
学
で
留
学

生
の
小
論
文
指
導
を
行
う
な
か
で
、
英
語
が
上
達
し
て
も
な
か
な
か
小
論
文
が
上
達
し
な
い
留
学
生
が
多
い
こ
と
に
長
年
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
カ
プ
ラ
ン
は
世
界
三
〇
カ
国
以
上
か
ら
来
た
留
学
生
の
小
論
文
を
分
析
し
、
言
語
圏
別
に
論
理
の
展
開
の
特
徴
を
分
類
し
て
み
せ
た
。

カ
プ
ラ
ン
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
英
語
圏
は「
直
線
的
」な
展
開
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ア
ラ
ブ
語
な
ど
の
セ
ム
語
圏
は
類
似
す
る
こ
と
が
ら
を
詩
の
対
句
の

よ
う
に「
平
行
」さ
せ
て
進
む
展
開
、
東
洋
は
渦
巻
き
の
よ
う
に
主
題
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
よ
り
始
め
て「
間
接
的
に
主
題
に
近
づ
い
て
い
く
」展
開
、
フ
ラ

ン
ス
語
に
代
表
さ
れ
る
ロ
マ
ン
ス
語
圏
は
余
談
を
交
え
て「
紆う

余よ

曲
折
」し
な
が
ら
進
む
展
開
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ロ
シ
ア
語
圏
は
、
パ
ラ
グ

ラ
フ（
段
落
）の
間
の
つ
な
が
り
が
パ
タ
ー
ン
化
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
カ
プ
ラ
ン
に
と
っ
て
ロ
シ
ア
語
圏
の
学
生
の
論
理
展
開
の

解
釈
が
困
難
だ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
語
圏
で
は
美
辞
麗
句
と
慣
用
的
な
表
現
を
使
っ
て
儀
式
的
に
書
い
た
り
語
っ
た
り
す
る
伝
統
的
な

Ａ

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
政
治
的
な
理
由
で
意
見
の
直
接
的
な
表
明
が
差
し
控
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。【
Ⅰ
】

論
理
的
と
い
う
と
、
英
語
圏
の
直
線
的
な
論
理
展
開
が
自
明
で
普
遍
的
な
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
プ
ラ
ン
の
分
類
を
見
て
も
、
い
く
つ

か
あ
る
型
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

カ
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
読
み
手
が「
論
理
的
で
あ
る
」と
感
じ
る
に
は
、
統
一
性
と
一
貫
性
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
統
一
性
と
は
、
記
述
に
必
要
十

分
な
要
素
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
貫
性
と
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
読
み
手
に
理
解
可
能
な
順
番
で
並
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る

と
、
論
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は「
読
み
手
に
と
っ
て
記
述
に
必
要
な
要
素
が
読
み
手
の
期
待
す
る
順
番
に
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
感
覚

三

ａ

①

17
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で
あ
る
」と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。【
Ⅱ
】

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
読
み
手
に
と
っ
て
」と
い
う
部
分
だ
。
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な「
必
要
な
要
素
」と
そ
れ
を
並
べ
る「
順
番
」が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
読
み
手
が
そ
の
社
会
・
文
化
の
中
で
馴
染
ん
だ
型
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ

プ
ラ
ン
が
示
し
た
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
の
型
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。「
矛
盾
の
な
い
こ
と
」が
論
理
学
の
三
原
則
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
前
後
の
内
容
に
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
作
文
で
も
重
要
で
あ
る
。【
Ⅲ
】し
か
し
、
そ
の
形
式
論
理
の
無
矛
盾
の
原
則
を
守
っ
た
上
で
、
読
み
手
と
書

き
手
の
間
に
作
文
に
必
要
な
要
素
と
そ
れ
ら
を
述
べ
る
順
番
に
つ
い
て
の
合
意
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
論
理
的
で
あ
る
こ
と
は
、
社

会
的
な
合
意
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
文
化
圏
に
よ
っ
て
違
い
が
現
れ
る
。【
Ⅳ
】

カ
プ
ラ
ン
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
は
文
化
に
特
徴
的
な
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
順
番
を
持
ち
、
言
語
の
こ
の
部
分
の
習
得
は
、
そ
の
文
化
の
論
理
シ
ス
テ

ム
を
学
ぶ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
カ
プ
ラ
ン
の
主
張
を
各
言
語
の
文
法
の
構
造
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
構
造
の
類
似
か
ら
根
拠
づ
け

る
人
も
あ
る
が
、「
必
要
な
要
素
と
そ
れ
を
並
べ
る
順
番
」は
文
法
と
い
う
言
語
の
内
的
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
レ
ト
リ
ッ
ク
が
扱
う
作
文
／

小
論
文
の
型（「
構
造
／
配
置
」）の
レ
ベ
ル
で
考
え
た
方
が
よ
り
有
益
で
あ
る
。
各
言
語
の
文
法
の
違
い
が
論
理
の
違
い
の
理
由
だ
と
す
る
と
、
私
た
ち

は
異
文
化
で
暮
ら
し
て
も

Ｂ

の
影
響
か
ら
ず
っ
と
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
レ
ト
リ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
で
考
え
、
異
文
化
の
書
く

型
を
使
い
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
論
理
と
思
考
法
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
プ
ラ
ン
は
英
語
で
書
か
れ
た
留
学
生
の
エ
ッ
セ
イ
を
分
析
し
た
た
め
に
、
言
語
圏
別
に「
直
接
的
」、「
平
行
」、「
間
接
的
」、「
紆
余
曲
折
」の
四
つ

の
論
理
展
開
の
パ
タ
ー
ン
を
特
定
し
た
。
し
か
し
論
理
の
パ
タ
ー
ン
に
注
目
し
て
文
化
を
分
類
す
る
方
法
は
、
言
語
や
国
と
い
う
単
位
の
他
に
も
考
え

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ど
の
国（
社
会
／
共
同
体
）に
も
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
の
が
、
政
治
、
経
済
、
法
、
社
会
と
い
う
領
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

領
域
に
は
領
域
独
自
の
目
的
と
目
的
達
成
の
手
段
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
混
ぜ
て
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
混
ぜ
て
使
お
う
と
す
れ
ば
、
道
徳

的
な
ケ
イ
シ
ョ
ウ
が
鳴
る
。

あ

、
経
済
領
域
で
は
効
率
的
に
最
大
限
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
こ
の
目
的
を
政
治
領
域
に
持
ち
込
む
と
汚
職
と
な

り
、
法
領
域
で
は
違
法
と
な
り
、
社
会
領
域
で
は
不
道
徳
と
な
る
場
合
が
生
じ
う
る
。

い

四
つ
の
領
域
は
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
ど

ｂ
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の
領
域
の
論
理
と
価
値
観
を
重
視
し
て
い
る
か
、

う

国
の
統
合
の
原
理
と
し
て
採
用
し
て
い
る
か
は
、
教
育
、
と
り
わ
け
学
校
で
教
え
る
作

文
を
通
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

え

、
教
育
は
知
識
や
技
術
を
教
え
る
の
み
な
ら
ず
、
当
該
国
の
伝
統
や
価
値
観
の
伝
授
を
重
要
な

目
的
と
し
て
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

学
校
は
人
間
形
成
と
い
う
明
確
な
目
的
を
持
ち
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
子
ど
も
を
形
成（
教
育
）す
る
力
が
系
統
的
に
強
く
働
い
て
い
る
。

Ｃ
で
は
領
域
が
異
な
る
と
何
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
各
領
域
は
固
有
の
目
的
と
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

経
済
な
ら
ば
利
益
を
上
げ
る
こ
と
、
平
た
く
い
え
ば
儲
け
る
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
プ
ッ
ト
に
対
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
比
重
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
計
算
に
よ
る
数
値
の
比
較
に
よ
っ
て
最
も
効
率
が
よ
く
安
価
な
手
段
を
選
択
す
る
。
こ
の
時
、
早
く
て
安
い
手
段
を
選
ぶ

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
手
段
の
選
択
に
関
し
て
道
徳
的
な
配
慮
は
後
回
し
に
な
る
し
、
哲
学
的
な
考
察
は
全
く
意
味
を
持
た
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
政

治
領
域
で
は
、
公
共
の
福
祉
と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
に
、
何
が
公
共
の
福
祉
に
な
る
の
か
、
社
会
を
構
成
す
る
多
様
な
人
々
に
と
っ
て
の
共
通
善
と

は
何
な
の
か
、
そ
の「
目
的
自
体
」を
吟
味
し
、
公
共
の
福
祉
・
共
通
善
と
い
う
理
念
／
理
想
に
適
っ
た
手
段
を
選
択
す
る
。
理
念
の
吟
味
に
は
哲
学
的

な
考
察
が
重
要
と
な
り
、
理
想
の
追
求
に
は
、
理
念
に
対
す
る
人
々
の
合
意
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
価
値
観
と
は
、
何
を
優
先
し
て
何
を
後
ま
わ
し
に
す
る
か（
犠
牲
に
す
る
か
／
切
り
捨
て
る
か
）、
そ
の
順
位
づ
け
に
現
れ
る
。
そ
し
て

優
先
の
順
位
づ
け
は「
何
を
目
的
と
す
る
の
か
」に
よ
っ
て
決
ま
る
。

価
値
観
に
紐
づ
け
ら
れ
た
論
理
を
考
え
る
時
、「
ど
の
よ
う
な
論
理
が
各
領
域
で
成
り
立
つ
の
か
」、
そ
し
て
究
極
的
に
は「
何
の
た
め
に
思
考
す
る

の
か
」と
い
う
問
い
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
。
確
か
に
演え

ん

繹え
き

や
帰
納
な
ど
の
推
論
の
形
式
、
つ
ま
り

Ｄ

と
し
て
の
論
理
的
思
考
は
多

様
な
場
面
で
役
に
立
つ
。
し
か
し
よ
り
本
質
的
な
の
は
、「
ど
の
領
域
の
い
か
な
る
価
値
観
の
も
と
で
思
考
す
る
の
か
」と
い
う
価
値
の
選
択
と
、
そ
の

価
値
に
合
致
し
た
論
理
の
使
用
で
あ
る
。
経
済
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
政
治
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
か
に
よ
っ
て
正
し
い
結
論
と
結
論
に
至

る
道
筋
は
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
単
な
る
制
度（
領
域
）の
違
い
、
制
度
固
有
の
表
現
形
式
の
違
い
と
し
て
受
け
と
め
る
と
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

価
値
観
に
基
づ
い
て
思
考
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
論
理
を
論
理
的
だ
と
受
け
と
め
て
思
考
し
、
判
断
し
て
い
る
の
か
に
無
ト
ン
チ
ャ
ク
と
な

ｃ
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り
、
予
期
せ
ぬ
文
化
衝
突
に
遭
っ
た
り
、
判
断
を
間
違
え
た
り
す
る
。

（
渡
邉
雅
子『
論
理
的
思
考
と
は
何
か
』に
よ
る
）

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
22
〜
Ａ
32
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
22
〜
32
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
22

　
　
　
線
部
①「
こ
の
文
化
に
よ
る
論
理
展
開
の
違
い
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
応
用
言
語
学
者
カ
プ
ラ
ン
で
あ
る
」と
あ
る

が
、「
カ
プ
ラ
ン
」の
研
究
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
カ
プ
ラ
ン
は
様
々
な
国
の
留
学
生
の
小
論
文
を
分
析
し
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
異
な
る
論
理
展
開
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
上

で
、
特
に
、
統
一
性
と
一
貫
性
を
備
え
た
英
語
圏
の「
直
線
的
」な
論
理
展
開
が
も
っ
と
も
普
遍
的
な
思
考
の
型
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

イ
　
カ
プ
ラ
ン
は
、
様
々
な
国
の
留
学
生
の
小
論
文
の
分
析
を
通
し
て
、
読
み
手
が「
論
理
的
で
あ
る
」と
感
じ
る
の
は
、
読
み
手
に
と
っ
て
記

述
に
必
要
な
要
素
が
読
み
手
の
期
待
す
る
順
番
に
並
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ウ
　
言
語
圏
別
に
四
つ
の
論
理
展
開
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
、「
論
理
的
で
あ
る
」こ
と
は
社
会
的
な
合
意
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
カ
プ
ラ
ン
は
、
こ
う
し
た
論
理
の
違
い
が
最
終
的
に
各
言
語
の
文
法
的
な
差
異
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け

た
。

エ
　
様
々
な
国
の
留
学
生
の
小
論
文
の
分
析
を
通
し
て
、
言
語
圏
別
に
四
つ
の
論
理
展
開
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
カ

プ
ラ
ン
は
、
こ
う
し
た
違
い
は
言
語
や
国
と
い
っ
た
単
位
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
い
と
考
え
、
政
治
、
経
済
、
法
、
社
会
な
ど
の
領
域
に
ま

で
研
究
の
対
象
を
広
げ
た
。

Ａ
23

　
本
文
に
は「
そ
れ
は
、
言
語
や
文
化
に
左
右
さ
れ
な
い
論
理
学
の
形
式
論
理
と
は
異
な
る〈
論
理
〉の
考
え
方
で
あ
る
。」と
い
う
一
文
が
抜
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　【
Ⅰ
】	

イ
　【
Ⅱ
】	

ウ
　【
Ⅲ
】	
エ
　【
Ⅳ
】

20
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Ａ
24

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

習　

慣

イ　

原
体
験

ウ　

本　

能

エ　

母　

語

Ａ
25

線
部
ｂ「
ケ
イ
シ
ョ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

傾　

向

イ

啓　

発

ウ

尚　

古

エ

証　

拠

オ

鐘　

楼

Ａ
26

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
26
〜
Ａ
29
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア

つ
ま
り

イ

な
ぜ
な
ら

ウ

た
と
え
ば

エ

こ
の
よ
う
に

オ

し
か
し

Ａ
27

い

Ａ
28

う

　

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
26
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ
29

え

�����
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Ａ
30

Ｃ

に
は
、
次
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅲ
】を
並
べ
か
え
た
文
章
が
入
り
ま
す
。
正
し
い
順
序
に
並
べ
た
文
章
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も

の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ⅰ
】　
し
か
し
、
そ
う
し
た
複
数
の
文
化
的
な
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
国
が
、
ひ
と
つ
の
国
家（
社
会
）と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に

は
、
統
合
す
る
文
化
が
必
要
で
あ
り
、
一
般
に
は
支
配
層
の
文
化
が
主
流
文
化
と
し
て
学
校（
公
教
育
）で
教
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

【
Ⅱ
】　
も
ち
ろ
ん
ひ
と
つ
の
国
の
中
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
、
階
層
に
よ
っ
て
、
異
な
る
言
語
や
習
慣
を
持
つ
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
共
同
体
に

よ
っ
て
多
様
な
文
化
が
存
在
し
て
い
る
。

【
Ⅲ
】　
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
参
加
し
て
い
く
社
会
で
正
し
い
と
さ
れ
る
行
為
の
型
や
そ
の
背
後
に
あ
る
規
範
、
価
値
観
が
よ
り

明
ら
か
な
形
で
現
れ
る
。

ア
【
Ⅰ
】　
→

　【
Ⅲ
】　
→

　【
Ⅱ
】

イ
【
Ⅱ
】　
→

　【
Ⅲ
】　
→

　【
Ⅰ
】

ウ
【
Ⅱ
】　
→

　【
Ⅰ
】　
→

　【
Ⅲ
】

エ
【
Ⅲ
】　
→

　【
Ⅰ
】　
→

　【
Ⅱ
】

オ
【
Ⅲ
】　
→

　【
Ⅱ
】　
→

　【
Ⅰ
】

Ａ
31

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

実
　
質

イ

目
　
的

ウ

道
　
具

エ

理
　
念

22
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Ａ
32　

よ
り
後
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

公
共
の
福
祉
・
共
通
善
は
人
々
に
と
っ
て
最
高
の
理
念
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
理
念
に
紐
づ
け
ら
れ
た
政
治
領
域
の
論
理
が
利
益
追
求
を
至

上
目
的
と
す
る
経
済
領
域
の
論
理
に
取
っ
て
代
わ
る
。

イ　

政
治
、
経
済
、
法
、
社
会
と
い
う
四
つ
の
領
域
に
お
け
る
価
値
観
が
全
体
的
に
均
衡
し
相
互
に
調
和
し
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
四
つ
の

領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
適
合
す
る
論
理
の
上
に
普
遍
的
な
論
理
が
生
じ
る
。

ウ　

私
た
ち
は
あ
る
価
値
観
に
基
づ
い
て
物
事
の
優
先
順
位
を
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
価
値
観
に
合
致
す
る
よ
う
な
論
理
的
思
考
を
行
な
っ
て

い
る
。

エ　

私
た
ち
が
異
文
化
間
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
と
価
値
観
に
紐
づ
け
ら
れ
た
論
理
の
総
意
を
生
み
出
す
よ
う
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
5
〜
Ｂ
7
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
5
〜
7
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
5　
　
　

線
部
ａ「
シ
ン
コ
ク
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
6　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

あ

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
7　
　
　

線
部
ｃ「（
無
）ト
ン
チ
ャ
ク
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

23
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

撰
集
に
秀
歌
の
漏
る
る
は
常
の
事
な
り
。
悪
し
き
歌
の
入
る
、
ま
た
あ
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ざ
る
か
。
貫
之
の「
桜
散
る
」の
歌
、『
古
今
』な
ら
び
に

『
後
撰
』に
入
ら
ず
し
て
、
四
条
大
納
言
は
貫
之
第
一
の
秀
歌
と
な
す
。
た
だ
し
梨
壺
の
五
人
の
誤
り
な
り
や
、
如
何
。

『
後
拾
遺
』に
究く

つ

竟き
や
う

の
歌
三
首
漏
る
。
い
は
ゆ
る
、
堀
川
右
府
の
歌
、

は
る
さ
め
に
ぬ
れ
て
尋
ね
ん
山
ざ
く
ら
雲
の
か
へ
し
の
嵐
も
ぞ
吹
く

隆
経
朝
臣
の
歌
、

ひ
く
駒
の
数
よ
り
ほ
か
に
見
え
つ
る
は
関
の
清
水
の
か
げ
に
ぞ
あ
り
け
る

兼
方
朝
臣
、

こ
ぞ
み
し
に
色
も
か
は
ら
ず
咲
き
に
け
り
花
こ
そ
も
の
は
思
は
ざ
り
け
れ

こ
れ
な
り
。

ま
た『
金
葉
集
』に
三
首
漏
る
。
い
は
ゆ
る
、
江
帥
の
歌
、

凍
り
ゐ
し
志
賀
の
辛
崎
う
ち
と
け
て
さ
ざ
波
寄
す
る
春
風
ぞ
吹
く

故
将
作
の
歌
、

わ
が
恋
は
吉
野
の
山
の
奥
な
れ
や
思
ひ
入
れ
ど
も
あ
ふ
人
も
な
し

師
俊
卿
の
歌
、

播
磨
路ぢ

の
須
磨
の
関
屋
の
板
庇び

さ
し

月
漏
れ
と
て
や
ま
ば
ら
な
る
ら
ん

こ
の
歌
は
、「
播
磨
路
」の
に
く
し
、「
播
磨
潟が

た

」と
改
め
て
入
れ
よ
と
申
さ
れ
け
る
を
、
作
者
、
然
れ
ば
入
る
べ
か
ら
ず
と
云
々
。
よ
り
て
こ
れ
を
入
れ

ず
。
予
こ
れ
を
案
ず
る
に
、「
潟
」は
尤も

つ
と

も
神
妙
な
り
。
た
だ
し
、「
路
」に
て
も
こ
れ
を
除
く
べ
か
ら
ず
。
相
互
に
こ
は
き
こ
と
な
り
。『
拾
遺
』撰
ず

る
の
時
、
公
任
卿
の「
散
る
紅も

み
ぢ葉

葉ば

を
着
ぬ
人
ぞ
無
き
」と
い
ふ
歌
を
ば
、
花
山
院
、「
紅
葉
の
錦
着
ぬ
人
ぞ
無
き
」と
直
し
て
こ
れ
を
入
る
べ
き
由
、
御

四

①

＊
1

②

＊
2

③

④⑤

ａ

ｂ

ｃ

⑥

⑦

⑧
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定
め
あ
り
。
然
る
べ
か
ら
ざ
る
の
由
申
さ
れ
け
れ
ば
、
も
と
の
ご
と
く
に
て
こ
そ
入
れ
ら
れ
た
る
に
、
近
代
の
人
は
諸
事
か
く
の
ご
と
し
。

（『
袋
草
紙
』に
よ
る
）

《
注
》　

＊
1　

貫
之
の「
桜
散
る
」の
歌
…
桜
散
る
木
の
下
風
は
寒
か
ら
で
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
降
り
け
る

＊
2　

梨
壺
の
五
人
…『
後
撰
和
歌
集
』の
撰
に
当
た
っ
た
歌
人
た
ち
を
指
す
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49　
　
　

線
部
①「
悪
し
き
歌
の
入
る
、
ま
た
あ
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ざ
る
か
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
よ
く
な
い
歌
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。

イ
　
よ
く
な
い
歌
が
入
っ
て
い
る
の
を
、
数
え
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

ウ
　
よ
く
な
い
歌
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
例
も
、
数
え
き
れ
な
い
。

エ
　
よ
く
な
い
歌
は
、
数
は
わ
か
ら
な
い
が
少
数
入
っ
て
い
る
。

Ａ
50　
　
　

線
部
②「『
古
今
』な
ら
び
に『
後
撰
』」と
あ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
歌
集
か
。
そ
の
名
称
と
し

て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
類
題
集	

イ
　
私
撰
集	

ウ
　
私
家
集	

エ
　
国
歌
集	

オ
　
勅
撰
集

Ａ
51　
　
　

線
部
③「
嵐
も
ぞ
吹
く
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
嵐
が
吹
く
と
困
る	

イ
　
今
嵐
が
吹
い
て
い
る
最
中
で
あ
る

ウ
　
嵐
ま
で
が
吹
い
て
い
る	

エ
　
嵐
が
吹
い
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
吹
か
な
い

25
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Ａ
52　
　
　

線
部
④「
ひ
く
駒
の
数
よ
り
ほ
か
に
見
え
つ
る
は
関
の
清
水
の
か
げ
に
ぞ
あ
り
け
る
」と
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
馬
の
数
が
関
の
清
水
の
蔭
に
隠
れ
て
数
え
ら
れ
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。

イ
　
馬
の
姿
が
関
の
清
水
に
映
っ
て
実
際
の
数
よ
り
多
く
見
え
る
と
詠
ん
で
い
る
。

ウ
　
関
の
清
水
の
水
を
飲
み
に
来
る
馬
の
数
が
多
い
の
は
、
関
の
清
水
の
お
か
げ
だ
と
詠
ん
で
い
る
。

エ
　
引
い
て
き
た
馬
が
、
関
の
清
水
に
つ
い
た
時
に
は
数
が
増
え
て
い
た
と
詠
ん
で
い
る
。

Ａ
53　
　
　

線
部
⑤「
こ
ぞ
み
し
に
色
も
か
は
ら
ず
咲
き
に
け
り
花
こ
そ
も
の
は
思
は
ざ
り
け
れ
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
後
三
条
天
皇
が
亡
く
な
っ

た
翌
年
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
去
年
と
同
じ
よ
う
に
咲
い
た
花
を
見
て
い
る
と
、
天
皇
の
死
を
悲
し
む
気
持
ち
も
慰
め
ら
れ
る
と
詠
ん
で
い
る
。

イ
　
去
年
と
同
じ
よ
う
に
咲
い
て
い
る
花
は
物
思
い
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
が
、
天
皇
の
死
を
悼
む
自
分
の
気
持
ち
は
慰
め
ら
れ
な
い
と
詠
ん
で

い
る
。

ウ
　
去
年
と
同
じ
よ
う
な
色
で
咲
い
て
い
る
花
だ
が
、
物
思
い
を
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
詠
ん
で
い
る
。

エ
　
花
は
、
天
皇
の
死
を
悲
し
ん
で
い
な
い
か
の
よ
う
に
、
今
年
も
去
年
と
同
じ
よ
う
に
咲
い
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。

Ａ
54　
　
　

線
部
ａ「
し
」、
ｂ「
寄
す
る
」、
ｃ「
吹
く
」の
う
ち
、
連
体
形
の
形
を
取
っ
て
い
る
も
の
を
全
て
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も

適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
ａ
・
ｂ
・
ｃ	

イ
　
ａ
・
ｂ	

ウ
　
ｂ
・
ｃ	

エ
　
ａ
・
ｃ	

オ
　
ｃ
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Ａ
55

　
　
　
線
部
⑥「
わ
が
恋
は
吉
野
の
山
の
奥
な
れ
や
思
ひ
入
れ
ど
も
あ
ふ
人
も
な
し
」と
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
吉
野
の
山
の
奥
へ
分
け
入
っ
て
も
あ
な
た
に
会
い
た
い
と
詠
ん
で
い
る
。

イ
　
思
う
人
に
会
え
な
い
私
の
恋
は
、
人
に
会
わ
な
い
吉
野
の
山
の
奥
の
よ
う
だ
と
詠
ん
で
い
る
。

ウ
　
吉
野
の
山
の
奥
へ
分
け
入
っ
た
人
の
よ
う
に
、
恋
の
道
に
迷
っ
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。

エ
　
恋
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
の
に
、
吉
野
の
山
の
奥
の
よ
う
に
、
会
い
に
き
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。

Ａ
56

　
　
　
線
部
⑦「
作
者
、
然
れ
ば
入
る
べ
か
ら
ず
と
云
々
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

ア
　
師
俊
は
、「
播
磨
潟
」と
改
変
す
る
な
ら
、
こ
の
歌
を『
金
葉
集
』に
入
れ
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
と
い
う
。

イ
　
師
俊
は
、「
播
磨
潟
」と
改
変
せ
よ
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
歌
は『
金
葉
集
』に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
に
ち
が
い
な
い
と
言
っ
た

と
い
う
。

ウ
　
師
俊
は
、「
播
磨
潟
」と
改
変
し
て
く
れ
な
い
な
ら
、
こ
の
歌
は『
金
葉
集
』に
入
れ
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
と
い
う
。

エ
　
師
俊
は
、「
播
磨
潟
」へ
の
改
変
を
認
め
て
く
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
歌
は『
金
葉
集
』に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
に
ち
が
い
な
い
と
言
っ
た

と
い
う
。

Ａ
57

　
　
　
線
部
⑧「
相
互
に
こ
は
き
こ
と
な
り
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　「
潟
」「
路
」、
ど
ち
ら
の
表
現
も
卓
越
し
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
る
。

イ
　「
潟
」「
路
」、
ど
ち
ら
の
表
現
も
柔
ら
か
さ
に
欠
け
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。

ウ
　
撰
者
・
作
者
の
双
方
と
も
信
念
を
持
っ
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
る
。

エ
　
撰
者
・
作
者
の
双
方
と
も
強
情
な
こ
と
だ
と
非
難
し
て
い
る
。
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次
に
掲
げ
る
の
は
、
唐
・
白
居
易
の
漢
詩
で
す（
基
本
は
七
字
句
で
す
が
、
三
字
句
と
五
字
句
を
用
い
た
部
分
が
あ
り
ま
す
）。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後

の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注
意
し
な
さ
い
。

　
　

太た
い

行か
う
ノ 

路み
ち　

　

借リ
テ

夫
婦ニ

以テ

諷ふ
う
ス
ル

君
臣ノ

不ル
ヲ

終ヘ

也

太
行
之
路
能ク

摧く
だ
ク
モ

車ヲ	

若シ

比ス
レ
バ

 

人
心ニ

是レ

坦
途ナ

リ

巫ふ

峡け
ふ

之
水
能ク

覆ス
モ

舟ヲ	

若シ

比ス
レ
バ

 

人
心ニ

是レ

安
流ナ

リ

人
心
好
悪
苦
不
常	

好
生
毛
羽
悪
生
瘡

与た
め
ニ

君ガ

結
髪シ

テ

未ダ

五
載ナ

ラ	

忽
従
牛
女
為
参
商

古
い
に
し
へ
ヨ
リ

　

 

称ス

色
衰フ

レ
バ

 

相
棄き

背は
い
ス
ト	

当
時ノ

美
人
猶ホ

怨
悔ス

何
況
如
今
鸞
鏡
中	

妾
顔
未
改
君
心
改

為ニ

君ガ

薫ズ
レ
バ

 

衣
裳ヲ	

君
聞か

イ
デ 

蘭ら
ん

麝じ
や
ヲ

不
馨け

い

香か
う
ト
セ

為ニ

君ガ

事ト
セ
バ

 

容
飾ヲ	

君
看
金
翠
無
顔
色

五

二

一

二

一レ

レ

二

一

レ

二

一

①

レ

二

一

レ

レ

二
ル
ニ

一

②

③

レ

レ

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

④

二

一

二

一
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行か
う

路ろ

難な
ん	

難シ

重ネ
テ

陳の
ベ

人
生
莫
作
婦
人
身	

百
年
苦
楽
由
他
人

行
路
難

難ク

Ｘ

山ヨ
リ
モ

	

険シ

Ｘ

水ヨ
リ
モ

不
独
人
間
夫
与
妻	

近
代
君
臣
亦
如
此

君
不ヤ

見

左さ

納な
ふ

言げ
ん	

右い
う

内な
い

史し

朝ニ

承ケ

恩ヲ	
暮レ

ニ

賜フ

死ヲ

行
路
難

不
在ラ

水ニ	

不
在ラ

Ｙ

ニ

祇た
ダ

在リ

人
情
反
覆ノ

間ニ

二

一

⑤

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

⑥

⑦

レ

レレ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一
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《
注
》　
○
太
行

　
太
行
山
脈
。
河
北
省
と
山
西
省
の
間
を
南
北
に
縦
走
す
る
山
脈
で
、
古
く
か
ら
険
阻
を
以
て
知
ら
れ
る
。

○
借
夫
婦
…
…

　
こ
の
一
文
は
、
白
居
易
が
こ
の
詩
の
主
題
を
説
明
し
た
短
い
序
。
○
諷

　
風
刺
す
る
。

○
不
終

　
終
わ
り
を
全
う
し
な
い
こ
と
。
○
摧

　
く
だ
き
こ
わ
す
。
○
坦
途

　
平
坦
な
み
ち
。

○
巫
峡

　
長
江
上
流
に
あ
る
峡
谷
の
一
つ
で
、
水
勢
の
急
な
舟
の
難
所
。
○
安
流

　
お
だ
や
か
な
流
れ
。

○
生
毛
羽

　
生は

や
し
た
羽
毛
を
愛
で
る
よ
う
に
扱
う
。
○
生
瘡

　
き
ず
を
探
し
出
す
よ
う
に
扱
う
。

○
君

　
あ
な
た
。
妻
が
夫
に
対
し
て
い
う
。
○
結
髪

　
女
性
が
成
人
し
て
髪
を
結
い
、
嫁
ぐ
こ
と
。

○
五
載

　
五
年
。
○
牛
女

　
牽
牛
星
と
織
女
星
。
彦
星
と
織
り
姫
。

○�

参
商

　
参し

ん

は
オ
リ
オ
ン
座
。
商し

よ
う

は
さ
そ
り
座
。
前
者
は
夏
、
後
者
は
冬
の
星
座
で
、
同
時
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
離
別
の
た
と

え
に
用
い
る
。

○
棄
背

　
見
捨
て
て
背そ

む

き
去
る
。
○
鸞ら

ん

鏡き
よ
う

　
背
面
に
鸞
の
彫
り
物
を
し
た
化
粧
鏡
。
鸞
は
霊
鳥
の
一
種
で
、
情
が
深
い
と
さ
れ
た
。

○
妾し

よ
う

　
女
性
の
一
人
称
で
、
謙
称
。
○
薫

　
香
を
た
き
く
ゆ
ら
す
。
○
聞

　
香
り
を
嗅
ぐ
。
○
蘭
麝

　
か
ぐ
わ
し
い
香
の
名
。

○
馨
香

　
よ
い
か
お
り
。
○
金
翠

　
黄
金
や
ヒ
ス
イ
の
飾
り
。

○
行
路
難

　
人
の
世
を
わ
た
る
困
難
さ
。
こ
の
詩
の
主
題
と
し
て
繰
り
返
し
う
た
わ
れ
る
。

○
君
不
見

　（
以
下
の
こ
と
は
読
者
の
皆
さ
ん
も
）ご
存
知
で
し
ょ
う
。
○
左
納
言

　
官
名（
宰
相
に
当
た
る
）。

○
右
内
史

　
官
名（
天
子
側
近
の
官
）。
○
出
典
は
、『
白
氏
文
集
』。

30
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（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65

　
　
　
線
部
①「
人
心
好
悪
苦
不 

常
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
人
の
心
が
善
悪
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
く
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
の
世
で
も
悩
み
の
た
ね
で
す

イ
　
人
の
心
が
善
悪
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
、
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
も
の
で
す

ウ
　
人
の
心
の
好
き
嫌
い
と
苦
し
み
の
感
情
は
、
不
安
定
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
す

エ
　
人
の
心
の
好
き
嫌
い
の
感
情
は
、
は
な
は
だ
変
わ
り
や
す
い
も
の
で
す

Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
忽
従
牛
女
為
参
商
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
忽た

ち
ま

ち
牛ぎ

う

女ぢ
よ

の
参し

ん

商し
や
う

と
為な

る
に
従し

た
が

ふ

イ
　
忽た

ち
ま

ち
牛ぎ

う

女ぢ
よ

を
従し

た
が

へ
て
参し

ん

商し
や
う

と
為な

ら
ん

ウ
　
忽た

ち
ま

ち
牛ぎ

う

女ぢ
よ

に
従し

た
が

ひ
て
参し

ん

商し
や
う

の
為た

め

に
す

エ
　
忽た

ち
ま

ち
牛ぎ

う

女ぢ
よ

従よ

り
参し

ん

商し
や
う

の
為た

め

に
す

レ
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Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
何
況
如
今
鸞
鏡
中
、
妾
顔
未 

改
君
心
改
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ

る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
昔
の
人
の
境
遇
な
ら
ば
想
像
の
う
ち
で
し
か
な
い
が
、
自
分
自
身
の
身
の
上
に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
は
な
は
だ
切
実
に
感
じ
る
、
と

い
う
こ
と
。

イ
　
自
分
の
容
色
が
衰
え
て
も
い
な
い
の
に
、
相
手
の
方
が
心
変
わ
り
し
た
の
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
怨
み
悔
や
ま
れ
る
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
昔
の
人
が
抱
い
た
で
あ
ろ
う
怨
み
悔
や
み
の
心
情
が
、
鸞
鳥
の
彫
り
物
で
か
ざ
っ
た
鏡
に
映
る
自
分
の
表
情
に
、
明
白
に
見
て
と
れ
る
、

と
い
う
こ
と
。

エ
　
い
か
に
美
し
い
女
性
で
あ
っ
て
も
、
容
色
が
衰
え
れ
ば
相
手
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
の
が
世
の
習
い
な
の
だ
か
ら
、
自
分
が
捨
て
ら
れ
て

も
仕
方
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
68

　
　
　
線
部
④「
君
看 

金
翠 

無 
顔
色 

」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
あ
な
た
が
身
に
つ
け
た
金
翠
の
飾
り
を
見
て
、
私
は
落
ち
着
き
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す

イ
　
あ
な
た
が
金
翠
の
飾
り
を
身
に
つ
け
た
と
し
て
も
、
私
が
心
を
動
か
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ウ
　
あ
な
た
は
私
が
金
翠
の
飾
り
を
身
に
つ
け
た
姿
を
見
て
も
、
美
し
く
な
ど
な
い
と
仰
い
ま
す

エ
　
あ
な
た
は
私
が
金
翠
の
飾
り
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
と
、
機
嫌
を
悪
く
な
さ
い
ま
す

レ

二

一

二

一
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Ａ
69

　
　
　
線
部
⑤「
人
生
莫 

作 

婦
人
身
、
百
年
苦
楽
由 

他
人 

」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

人
に
生
ま
れ
て
婦
人
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
い
経
験
を
へ
て
は
じ
め
て
可
能
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
。

イ　

人
と
生
ま
れ
て
婦
人
の
身
に
な
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
楽
で
あ
っ
て
も
み
な
他
人
任
せ
に
し
て
生
き
て
い
け
る
、
と
い
う
こ

と
。

ウ　

他
人
に
左
右
さ
れ
る
人
生
を
送
る
の
は
不
幸
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
人
が
婦
人
と
し
て
生
ま
れ
育
つ
こ
と
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
。

エ　

生
涯
の
苦
楽
が
み
な
他
人
次
第
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
思
え
ば
、
人
と
生
ま
れ
て
婦
人
の
身
に
な
ど
な
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
。

Ａ
70

　

Ｘ

（
二
箇
所
あ
る
）に
は
比
較
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
助
字
が
入
り
ま
す
。
こ
こ
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

於	

イ　

焉	

ウ　

矣	

エ　

而

Ａ
71

　
　
　
線
部
⑥「
不
独
人
間
夫
与
妻
」（「
そ
れ
は
人
の
世
の
夫
婦
関
係
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」の
意
）を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し

て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

不 

独
人
間
夫 

与
妻

イ　

不 

独
人
間
夫
与 

妻

ウ　

不 

独 

人
間
夫
与 

妻

エ　

不 

独
人
間 

夫
与 

妻 レ

二

一

二

一

二

一レ

二

一レ

レ

二

一レ

三

二

一レ
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Ａ
72

　
　
　
線
部
⑦「
近
代
君
臣
亦
如 

此
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

朝
方
に
は
死
罪
を
賜
っ
た
臣
下
が
、
暮
れ
方
に
は
一
転
し
て
主
君
の
寵
愛
を
得
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
君
臣
関
係
は
先
が
読
め
な
い
も

の
だ
、
と
い
う
こ
と
。

イ　

君
臣
関
係
を
保
つ
難
し
さ
は
夫
婦
関
係
の
場
合
と
同
じ
で
、
主
君
の
寵
愛
が
失
わ
れ
れ
ば
臣
下
は
簡
単
に
そ
の
地
位
を
失
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
。

ウ　

夫
が
妻
に
対
す
る
愛
情
を
絶
や
さ
な
け
れ
ば
夫
婦
関
係
が
長
続
き
す
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
君
臣
関
係
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
臣
下
は
意
を
用

い
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
。

エ　

人
の
感
情
は
変
転
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
政
治
に
携
わ
る
人
々
は
十
分
に
理
解
し
た
上
で
世
を
治
め
る
べ
き
だ
、
と
い
う

こ
と
。

Ａ
73

　

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

山	

イ　

水	

ウ　

君	

エ　

妾

（
以　

下　

余　

白
）

レ
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【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～30 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。Ｂ解答紙には，所定欄に受験番号と氏名を記入してください。

5．問題には，解答をＡ解答紙に記入する設問とＢ解答紙に記入する設問とがありま

す。解答をいずれの解答紙に記入するかについては，設問の中に指示してありま

す。間違えないように指定の解答欄に記入してください。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

国　　　語
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

人文学部（キリスト教，人類文化） 150 点 90 分

外国語学部（スペイン・ラテンアメリカ，ドイツ） 150 点 90 分

経営学部（Ａ方式） 150 点 90 分
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1 ◇M04―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

数
十
年
ぶ
り
に
カ
ン
ト
の『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』を
読
み
直
し
て
み
た
。

い
ま
で
は
文
学
部
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
学
科
の
名
称
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
文
学
部
と
い
え
ば
哲
・
史
・
文
に
分

か
れ
る
も
の
と
決
ま
っ
て
い
て
、
私
が
学
ん
だ
中
国
哲
学
史
研
究
室
も
哲
学
科
に
属
し
て
い
た
。
哲
学
科
の
端
く
れ
と
し
て
カ
ン
ト
く
ら
い
は
見
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
っ
て
岩
波
文
庫
の
訳
本
を
買
い
求
め
た
も
の
の
、
三
批
判
書
は
ま
っ
た
く
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と『
道
徳
形

而
上
学
の
基
礎
づ
け
』は
具
体
例
も
い
く
ら
か
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
は
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
部
分
も
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も「
カ
ン
ト
と
い
う
人
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
の
考
え
方
を
す
る
の
だ
な
」と
思
っ
た
。

世
の
中
に
は
同
情
心
に
富
む
人
が
い
る
も
の
で
、
困
窮
し
て
い
る
人
を
マ
の
当
た
り
に
す
る
と
ど
う
し
て
も
手
を
差
し
伸
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
行
為
は
道
徳
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
カ
ン
ト
の
基
準
で
は
、
こ
の
よ
う
な
同
情
心
に
か
ら
れ
た
行
為
は
、

道
徳
的
に
全
く
無
価
値
で
あ
る
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
同
情
心
の
よ
う
な
感
性
的
な
も
の
に
突
き
動
か
さ
れ
た
行
為
に
、
カ
ン
ト
は
道
徳
的
価
値
を
認
め

ず
、
あ
く
ま
で
理
性
の
命
令
に
よ
っ
て
、
義
務
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
け
が
道
徳
的
価
値
を
持
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
準
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
中
国
古
代
の
聖
人
も
道
徳
的
価
値
を
全
く
持
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
孟

子
に
よ
れ
ば
、
周
の
始
祖
で
あ
る
后こ

う
し
ょ
く稷

は
、
世
の
中
に
飢
え
て
い
る
人
が
い
る
と
聞
け
ば
、
あ
た
か
も
自
分
が
そ
の
人
を
直
接
に
飢
え
さ
せ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
た
と
い
う
。
后
稷
の
鋭
敏
な
心
は
、
マ
の
当
た
り
に
し
て
い
な
い
困
窮
者
に
も
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ

の
心
を
持
つ
が
故
に
、
ひ
と
り
も
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
政
治
を
后
稷
は
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
感
性
的
な
も
の

に
突
き
動
か
さ
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
孟
子
が
聖
人
と
す
る
后
稷
の
行
い
も
、
カ
ン
ト
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
道
徳
的
に
価
値
の
な
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
一
点
だ
け
を
取
っ
て
も
、
孟
子
と
カ
ン
ト
の
考
え
方
は
ど
こ
か
で
食
い
違
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
孟
子
の
性
善
説
と
カ
ン
ト
の
道
徳
説
を

結
び
付
け
る
言
説
は
、
実
は
少
な
く
な
い
。
カ
ン
ト
の
三
批
判
書
を
最
初
に
中
国
語
訳
し
た
牟ぼ

う

宗そ
う

三さ
ん

か
ら
し
て
、
カ
ン
ト
哲
学
に
性
善
説
を
結
び
付
け

一

＊
1

ａ

①

02
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て
新
儒
家
と
し
て
の
自
己
の
哲
学
を
展
開
し
て
い
る
。
確
か
に
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
両
者
は
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。

（
中
略
）

仁
義
を
行
う
こ
と
は
、
儒
家
に
と
っ
て
道
徳
に
か
な
っ
た
も
の
、
と
い
う
よ
り
道
徳
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
孟
子
は「
仁
義
を
行
う
べ
し

（
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」と
は
決
し
て
言
わ
な
い
し
、
言
う
必
要
も
な
い
。
孟
子
の
考
え
で
は
、
仁
義
は
人
の
心
が
欲
す
る
も
の
、
し
た
い
と
思

う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。『
孟
子
』の
告こ

く

子し

篇
に
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
見
え
て
い
る
。

魚
の
料
理
も
熊
の
掌

て
の
ひ
ら

の
料
理
も
欲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
魚
を
捨
て
て
熊
の
掌
を
取
る（
注　

熊

の
掌
は
き
わ
め
て
美
味
と
さ
れ
た
）。
生
き
る
こ
と
も
義
を
行
う
こ
と
も
欲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

生
き
る
こ
と
を
捨
て
て
義
を
行
う
こ
と
を
取
る
。
も
し
生
き
る
こ
と
が
人
の
最
も
欲
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
は
何
を
し
て
で
も
生
き
延
び

よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
人
は
自
己
の
生
命
を
投
げ
打
っ
て
仁
義
を
全
う
す
る
場
合
が
あ
る
。
生
き
る
こ
と
よ
り
も
、
よ
り
欲
す
る
も
の

が
あ
る
の
だ
。
賢
者
だ
け
が
こ
の
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
誰
も
が
皆
こ
の
心
を
持
っ
て
い
る
。
賢
者
は
こ
の
心
を
見
失
わ
な
い
だ
け

だ
。

こ
の
議
論
の
ト
ウ
ヒ
は
問
わ
な
い
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
孟
子
が
一
貫
し
て「
よ
り
欲
す
る
か
否
か
」と
い
う
観
点
か
ら
議
論
を
組
み
立
て

て
い
る
点
で
あ
る
。
孟
子
は「
し
た
い
」と「
す
べ
し
」を
対
立
さ
せ
な
い
。
よ
り「
し
た
い
」も
の
を
人
は
選
択
す
る
の
で
あ
り
、
孟
子
の
考
え
で
は
、
人

が
最
も「
し
た
い
」と
思
う
も
の
が
仁
義
な
の
で
あ
る
。

Ａ

、
多
く
の
人
が
仁
義
を
行
っ
て
い
な
い
現
実
を
、
孟
子
が
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

Ｂ

、
そ
れ
は
、
自
分
の
心
が
本
当
に

欲
す
る
も
の
に
、
人
々
が
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
、
自
分
の
心
が
本
当
に
欲
す
る
も
の
が
仁
義
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
さ
え
す
れ

ば
、
そ
れ
が
欲
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
誰
も
が

Ｃ

仁
義
を
行
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
、
と
孟
子
は
考
え
る
。

Ｄ

、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
本
当
に
欲
す
る
も
の
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
孟
子
は
そ
の
方
法
を「
思
」の
一
文
字
で
表
現
す
る
。
こ
れ

を
訓
読
す
れ
ば「
お
も
う
」で
あ
る
が
、
こ
れ
は「
考
え
る
」と
は
違
う
。

Ｅ

頭
を
ひ
ね
っ
て
考
え
た
と
こ
ろ
で
、
自
分
が
何
を
欲
し
て
い
る
の

か
な
ど
わ
か
り
は
し
な
い
。
適
当
な
訳
語
が
思
い
つ
か
な
い
も
の
の
、「
思
い
悩
む
」あ
た
り
が
正
解
に
近
い
と
思
う
。
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
が
わ

ｂ

②
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3 ◇M04―1

か
っ
て
い
る
時
に
は
、
人
は
思
い
悩
ま
な
い
。
思
い
悩
む
の
は
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
見
失
っ
て
い
る
時
で
あ
り
、
思
い
悩
む
と
は
、
自
分
の

心
に「
お
ま
え
は
何
を
し
た
い
の
か
」と
問
い
か
け
、
最
も「
し
た
い
」と
思
う
も
の
を
探
り
当
て
て
い
く
努
力
に
他
な
ら
な
い
。【
Ⅰ
】

カ
ン
ト
が
他
者
に
対
す
る
完
全
義
務
と
し
て
挙
げ
る「
嘘
を
つ
く
な
」を
例
に
取
ろ
う
。
孟
子
な
ら
ば
こ
う
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
嘘
を
つ
く
の

に
際
し
て
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ら
ば
、
心
は
そ
れ
を
欲
し
て
い
な
い
の
だ
、
心
が
欲
し
て
い
な
い
こ
と
を
敢
え
て
す
る

必
要
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
た
だ
、
嘘
を
つ
く
こ
と
で
よ
り
大
き
な
義
が
実
現
で
き
る
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い（
味
方
を
守
る
た
め
に
敵
を
欺
く
な

ど
）。
そ
の
嘘
を
つ
く
の
に
際
し
て
、「
自み

ず
か

ら
反か

え
り

み
て
縮な

お

し（
自
分
で
内
省
し
て
一
点
の
や
ま
し
さ
も
な
い
）」と
感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
心
は
そ
れ
を

欲
し
て
い
る
の
だ
、
そ
の
場
合
は
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
行
え
ば
よ
い
。
そ
の
場
面
、
場
面
で
、
心
に
向
か
っ
て「
何
を
欲
し

て
い
る
の
か
」を
真
摯
に
た
ず
ね
る
な
ら
ば
、
心
は
お
の
ず
と
仁
義
の
方
向
に
導
い
て
く
れ
る
、
そ
の
よ
う
に
人
の
心
は
で
き
て
い
る
、
と
孟
子
は
考

え
る
。
孟
子
は
徹
頭
徹
尾
、
カ
ン
ト
の
い
う

あ

の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
思
考
し
て
い
て
、
そ
の
思
考
の
内
に
、「
べ
し
」を
持
ち
込
ま
な
い
の

で
あ
る
。

「
べ
し
」を
手
掛
か
り
に
叡
知
界
を
垣
間
見
よ
う
と
す
る
カ
ン
ト
と
、「
べ
し
」を
語
ら
な
い
孟
子
と
で
は
あ
る
が
、
神
と
聖
人
に
お
い
て
は
不
思
議
と

そ
の
議
論
が
交
錯
し
て
く
る
。「
べ
し
」が
語
ら
れ
る
の
は
、
叡
知
界
と
感
性
界
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
人
間
の
よ
う
な
理
性
的
存
在
者
に
つ
い
て
だ

け
で
あ
り
、
叡
知
界
の
み
に
属
す
る
神
に
お
い
て
は
、「
欲
す
る
」も
の
が
そ
の
ま
ま
道
徳
法
則
と
な
る
。
他
方
、
聖
人
に
お
い
て
は
、
現
実
に「
欲
す

る
」も
の
が
常
に
仁
義
と
一
致
す
る
。
こ
の
聖
人
が「
欲
す
る
」も
の
は
、
常
人
の
規
範（
な
す
べ
き
も
の
）と
な
り
得
る
か
ら
、
敢
え
て「
べ
し
」の
語
を

用
い
れ
ば
、
聖
人
の「
欲
す
る
」は
常
人
に
と
っ
て
の「
べ
し
」と
な
り
、
神
の「
欲
す
る
」は
人
間
に
と
っ
て
の「
べ
し
」と
な
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
究
極

の
存
在
者
に
お
い
て「
し
た
い
」と「
す
べ
し
」が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。【
Ⅱ
】

異
な
る
の
は
、
人
間
は
決
し
て
神
に
な
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
聖
人
に
は
努
力
し
だ
い
で
誰
も
が
な
れ
る
点
で
あ
る
。
聖
人
を
あ
く
ま
で
感
性
の
世

界
に
と
ど
め
置
く
か
ら
、
聖
人
に
な
る
可
能
性
が
人
々
に
開
か
れ
る
…
…
と
こ
れ
ま
で
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
の
読
み
直
し
で
、
第
三
章
の「
極

悪
人
」の
理
性
使
用
を
語
る
部
分
で
、
道
徳
的
な「
べ
し
」は
、
叡
知
界
の
一
員
と
し
て
の
彼
に
と
っ
て
、
必
然
的
な「
欲
す
る（W

ollen

）」で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
を
読
み
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
自
己
を
叡
知
界
の
一
員
と
し
て
、「
物
自
体
」と
し
て
見
る
限
り
に
お
い
て
―
―
こ
れ
は
ま

ｃ

＊
2

ｄ

③
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た「
本
来
の
自
己
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
―
―
極
悪
人
で
さ
え
も
神
と
同
じ
く
道
徳
法
則
を「
欲
す
る
」の
で
あ
る
。
本
来
の
自
己
に
お
い
て
人
は
誰
で
も

道
徳
法
則
を「
欲
す
る
」と
カ
ン
ト
も
考
え
て
い
る
。【
Ⅲ
】

こ
の
接
近
は
、
両
者
の
も
の
の
考
え
方
の
よ
り
本
質
的
な
共
通
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
実
に
お
け
る
人
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
も
の
の
、

そ
の
本
来
の
あ
り
方
に
お
い
て
人
は
み
な
同
じ
で
あ
る
、
こ
う
考
え
る
点
で
、
お
そ
ら
く
、
カ
ン
ト
と
孟
子
の
間
に
違
い
は
な
い
。
異
な
る
の
は
、
そ

の「
本
来
の
あ
り
方
」を
ど
こ
に
求
め
る
か
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
感
性
界
と
叡
知
界
と
を
分
け
て
後
者
の
内
に「
本
来
の
自
己
」を
見
出
し
、
孟
子
は
感
性

の
世
界
の
内
に
人
の
心
が
本
当
に
欲
す
る
も
の
を
求
め
て
い
く
。
時
代
も
地
域
も
か
け
離
れ
た
二
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
で
違
い
が
生
じ
て
く
る

の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
は
両
者
の
共
通
性
の
方
で
あ
ろ
う
。【
Ⅳ
】

（
末
永
高
康「
カ
ン
ト
と
孟
子
」に
よ
る
）

《
注
》　
＊
1

　
三
批
判
書
…
カ
ン
ト
の
著
作
で
あ
る『
純
粋
理
性
批
判
』、『
実
践
理
性
批
判
』、『
判
断
力
批
判
』の
こ
と
。

＊
2

　「
自み

ず
か

ら
反か

え
り

み
て
縮な

お

く
ん
ば
、
千
万
人
と
雖い

え
ど

も
吾わ

れ
往ゆ

か
ん
」は
、『
孟
子
』の
一
節
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
11
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
11
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1

　
　
　
線
部
①「
こ
の
基
準
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
中
国
古
代
の
聖
人
も
道
徳
的
価
値
を
全
く
持
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」と
あ
る
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
周
の
始
祖
で
あ
る
と
い
う
后
稷
の
伝
説
的
行
為
が
、
近
代
的
な
理
性
の
在
り
方
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
。

イ
　
す
べ
て
の
人
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
后
稷
の
政
治
は
、
理
性
の
現
実
的
な
発
現
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
不
可
能
と
思
わ
れ
る
か
ら
。

ウ
　
飢
え
た
人
間
の
存
在
を
聞
く
だ
け
で
責
任
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
感
情
の
問
題
で
問
題
解
決
の
実
現
性
に
乏
し
い
か
ら
。

エ
　
后
稷
の
行
為
は
慈
愛
に
満
ち
た
心
に
発
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
性
の
命
ず
る
義
務
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
。
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5 ◇M04―1

Ａ
2　
　
　

線
部
ｂ「
ト
ウ
ヒ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

当　

然	

イ　

逃　

亡	

ウ　

等　

級	

エ　

党　

派	

オ　

投　

書

Ａ
3　
　
　

線
部
②「
孟
子
は「
し
た
い
」と「
す
べ
し
」を
対
立
さ
せ
な
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

人
は
、
自
分
が
何
を「
し
た
い
」の
か
を
見
失
っ
て
い
る
時
に
は
、「
し
た
い
」こ
と
と「
す
べ
き
」こ
と
を
見
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
。

イ　

人
が
、
自
分
は
何
を「
し
た
い
」の
か
を
深
く
自
省
し
て
み
る
な
ら
、
心
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
道
徳
的
な
方
向
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
。

ウ　

人
が
、
自
分
の
心
が
本
当
に
欲
す
る
も
の
が
何
か
に
気
づ
い
て
い
な
い
段
階
で
、
何
を「
す
べ
き
」か
を
悟
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
。

エ　

人
は
、
生
き
る
こ
と
と
義
を
行
う
こ
と
を
両
立
で
き
な
い
場
合
、
義
を
行
う
こ
と
を「
す
べ
き
」こ
と
と
し
て
必
ず
選
択
す
る
、
と
い
う
こ

と
。

Ａ
4　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
4
〜
Ａ
8
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

い
く
ら	

イ　

お
の
ず
と	
ウ　

た
だ	

エ　

で
は	

オ　

も
ち
ろ
ん

Ａ
5　

Ｂ

Ａ
6　

Ｃ

Ａ
7　

Ｄ

Ａ
8　

Ｅ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
4
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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6 ◇M04―1

Ａ
9　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
同　

情	

イ
　
道　

徳	

ウ
　
感　

性	

エ
　
義　

務	

オ
　
仁　

義

Ａ
10　
　
　

線
部
③「
い
ず
れ
も
、
そ
の
究
極
の
存
在
者
に
お
い
て「
し
た
い
」と「
す
べ
し
」が
一
致
す
る
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て

最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
神
と
聖
人
に
お
い
て
は
、「
欲
す
る
」も
の
が
そ
の
ま
ま
道
徳
法
則
と
仁
義
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
神
に
と
っ
て
の
道
徳
法
則
と
聖
人
に
と
っ
て
の
仁
義
と
は
、
い
ず
れ
も「
す
べ
き
」も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
神
と
聖
人
が「
欲
す
る
」も
の
が
、
人
間
と
常
人
に
と
っ
て「
す
べ
き
」も
の
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

エ
　
カ
ン
ト
に
お
け
る
神
と
孟
子
に
お
け
る
聖
人
は
、
い
ず
れ
も
叡
知
界
の
み
に
属
す
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
11　

本
文
に
は
、「
道
徳
法
則
と
い
う「
形
式
」、
仁
義
と
い
う「
実
質
」と
い
っ
た
差
は
あ
れ
、
人
は
本
来
み
な
同
じ
も
の
を「
欲
す
る
」と
考
え
る

点
で
、
孟
子
と
カ
ン
ト
が
ま
た
接
近
し
て
く
る
の
で
あ
る
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思

わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　【
Ⅰ
】	

イ
　【
Ⅱ
】	

ウ
　【
Ⅲ
】	

エ
　【
Ⅳ
】

（
以
下
の
設
問
Ｂ
1
〜
Ｂ
3
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
1
〜
3
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
1　
　
　

線
部
ａ「
マ（
の
当
た
り
）」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
2　
　
　

線
部
ｃ「
忸
怩
」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
3　
　
　

線
部
ｄ「
真
摯
」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。
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7 ◇M04―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

科
学
と
生
命
は
、
実
は
と
て
も
似
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
、
そ
の
存
在
を
現
在
の
姿
か
ら
さ
ら
に
発
展
・
展
開
さ
せ
て
い
く
性
質
を
内
包
し
て

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
的
な
性
質
を
生
み
出
す
要
点
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
過
去
の
蓄
積
を
き
ち
ん
と
記
録
す
る
仕
組
み
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
そ
こ
か
ら
変
化
し
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
能
力
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
特

徴
が
漸
進
的
な
改
変
を
繰
り
返
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
れ
を
長
い
時
間
続
け
る
こ
と
で
、
生
命
も
科
学
も
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。

だ
か
ら
、
と
言
っ
て
良
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
科
学
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
た
く
さ
ん
の
間
違
い
が
発
見
さ
れ
、
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
。

科
学
に
お
け
る
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
業
績
で
も
、
後
に
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
二

六
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ィ
ビ
ゲ
ル
は
、
世
界
で
初
め
て「
が
ん
」を
人
工
的
に
引
き
起
こ
す
事
に
成
功
し
た
と
い
う
業
績
で
、
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
死
後
、
寄
生
虫
を
感
染
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
工
的
に
誘
導
し
た
と
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
の「
が
ん
」

は
、
実
際
に
は
良
性
の
腫し

ゅ

瘍よ
う

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
腫
瘍
の
誘
導
そ
の
も
の
も
寄
生
虫
が
原
因
で
は
な
く
、
餌
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
欠
乏
が
主
因
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。【
Ⅰ
】

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
業
績
で
も
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
か
ら
、
多
く
の「
普
通
の
発
見
」で
あ
れ
ば
、
誤
り
で
あ
っ
た
事
例
な
ど
、
実
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
誤
り
、
つ
ま
り
現
実
に
合
わ
な
い
、
現
実
を
説
明
し
て
い
な
い
仮
説
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
科
学
に
お
い
て
日
常
サ
ハ
ン

ジ
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
の『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』誌
に
は
、
医
学
生
物
学
論
文
の
七
〇
％
以
上
で
結
果
を
再
現
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
衝
撃
的
な
レ
ポ
ー
ト

も
出
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
玉
石
混
交
の
科
学
的
知
見
と
称
さ
れ
る
も
の
の
中
で
も
、
現
実
を
よ
く
説
明
す
る「
適
応
度
の
高
い
仮
説
」は
長
い
時
間
の
中

で
批
判
に
耐
え
、
そ
の
有
用
性
や
再
現
性
故ゆ

え

に
、
後
世
に
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仮
説
の
適
応
度
を
さ
ら
に
上
げ
る
修
正
仮
説
が

提
出
さ
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
生
態
系
に
お
け
る
生
物
の「
適
者
生
存
」の
よ
う
で
あ
る
。【
Ⅱ
】あ
る
意
味
、
科
学
は「
生

き
て
」お
り
、
生
物
の
よ
う
に
変
化
を
生
み
出
し
、
よ
り
適
応
し
て
い
た
も
の
が
生
き
残
り
、
ど
ん
ど
ん
成
長
・
進
化
し
て
い
く
。
そ
れ
が
最
大
の
長

二

①

ａ
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8 ◇M04―1

所
で
あ
る
。
現
在
の
姿
が
、
い
か
に
素
晴
ら
し
く
と
も
、
そ
こ
か
ら
ま
っ
た
く
変
化
し
な
い
も
の
に
発
展
は
な
い
。
教
条
主
義
に
陥
ら
な
い“
可
塑
性
”

こ
そ
が
科
学
の
生
命
線
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は「
科
学
が
教
え
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
修
正
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
を

Ａ

必
然
性
を
も
っ
て
導
く
こ

と
に
な
る
。
科
学
の
進
化
し
成
長
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
性
質
は
、
そ
の
中
の
何
物
も「
不
動
の
真
理
」で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

Ａ

に

帰
結
し
て
し
ま
う
の
だ
。
た
と
え
ば
夜
空
の
星
や
何
百
年
に
一
回
し
か
や
っ
て
こ
な
い
彗す

い

星せ
い

の
動
き
ま
で
正
確
に
予
測
で
き
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
さ
え

も
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
性
理
論
の
登
場
に
よ
り
、
一
部
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。【
Ⅲ
】法
則
中
の
法
則
と
も
言
え
る
物
理
法
則

で
さ
え
修
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
科
学
の
知
見
が
常
に
不
完
全
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
科
学
と
い
う
体
系
が
持
つ

Ｂ

な
宿
命
で
あ

り
、
絶
え
間
な
い
修
正
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
よ
り
強
靱
で
真
実
の
法
則
に
近
い
仮
説
が
で
き
上
が
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ら
は
決
し
て
一
〇

〇
％
の
正
し
さ
を
保
証
し
な
い
。

よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
も
し
一
〇
〇
％
正
し
い
と
こ
ろ
ま
で
修
正
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
完
全
な
一
〇
〇
％
、
つ
ま
り
科
学
と
し
て「
そ

れ
で
終
わ
り
」と
判
定
す
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
体
系
の
中
に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
ん
な
に
正
し
く
見
え
る
こ
と
で
も
、
そ
れ
を
さ
ら
に
修
正
す

る
た
め
の
努
力
は
、
科
学
の
世
界
で
は
決
し
て
否
定
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
科
学
的
知
見
に
は
、「
正
し
い
」or
「
正
し
く
な
い
」と
い
う
二
つ
の
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
く
、

Ｃ

が
存
在
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
我
々
は
そ
の
よ
う
な「
原
理
的
に
不
完
全
な
」科
学
的
知
見
を
ど
う
捉
え
て
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
体
、
何
が

信
じ
る
に
足
る
も
の
で
、
何
を
頼
り
に
行
動
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。
優
等
生
的
な
回
答
を
す
る
な
ら
、
よ
り
正
確
な
判
断
の
た
め
に
、
対
象
と
な
る

科
学
的
知
見
の
確
か
ら
し
さ
に
対
し
て
、
正
し
い
認
識
を
持
つ
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

「
科
学
的
な
知
見
」と
い
う
大
雑
把
な
く
く
り
の
中
に
は
、
そ
れ
が
基
礎
科
学
な
の
か
、
応
用
科
学
な
の
か
、
成
熟
し
た
分
野
の
も
の
か
、
ま
だ
成
長

過
程
に
あ
る
よ
う
な
分
野
な
の
か
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
手
法
で
調
べ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
な
ど
に
よ
っ
て
、
確
度
が
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
が
混
在
し

て
い
る
。
ほ
ぼ
例
外
な
く
現
実
を
説
明
で
き
る
非
常
に
確
度
の
高
い
法
則
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、
そ
の
事
象
を
説
明
す
る
多
く
の
仮
説
の
う
ち
の
一
つ

に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
確
度
の
低
い
も
の
ま
で
、
幅
広
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
確
か
ら
し
さ
を
正
確
に
把
握
し
て
峻
別
し
て
い
け
ば
、
少
な
く
と

②

③
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9 ◇M04―1

も
よ
り
良
い
判
断
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。【
Ⅳ
】

た
と
え
ば
、
近
年
、
医
学
の
世
界
で
提
唱
さ
れ
て
い
るevidence-based m

edicine

（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）と
い
う
考
え
方
で
は
、
そ
う
い
っ
た
科
学
的
知
見

の
確
度
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
シ
ヒ
ョ
ウ
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
医
学
的
な
知
見（
エ
ビ
デ
ン
ス
）を
、
調
査
の
規
模
や

方
法
、
ま
た
分
析
手
法
な
ど
に
よ
っ
て
階
層
化
し
て
順
位
付
け
し
、
臨
床
判
断
の
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い

る
。
同
じ
科
学
的
知
見
と
言
っ
て
も
、
よ
り
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
は
ど
れ
な
の
か
を
判
断
す
る
基
準
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
、
意
欲
的
な
試
み
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
非
専
門
家
で
も
理
解
し
や
す
い
情
報
が
、
ど
ん
な
科
学
的
知
見
に
対
し
て
も
公
開
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、

科
学
的
な
情
報
の
確
度
と
い
う
も
の
を
単
純
に
調
査
規
模
や
分
析
方
法
と
い
っ
た
画
一
的
な
視
点
で
判
断
し
て
良
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
、
実
際

は
深
刻
な
議
論
が
あ
る
。
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
専
門
家
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
は
非
常
に
多
く
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
非
専
門
家
が
完
全

に
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
専
門
家
た
ち
を
上
回
る
判
断
を
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
相
当
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
科
学
的
知
見
の
確
度
の
判
定
と
い
う
現
実
的
な
困
難
さ
に
忍
び
寄
っ
て
来
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
権
威
主
義
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
取
っ
た
か
ら
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』に
載
っ
た
業
績
だ
か
ら
、
有
名
大
学
の
教
授
が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
と
い
っ
た
権
威
の
高
さ
と
情
報
の

確
度
を

Ｄ

判
断
す
る
と
い
う
や
り
方
だ
。
こ
の
手
法
の
利
点
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
こ
と
で
、
現
在
の
社
会
で「
科
学
的
な

根
拠
」の
確
か
ら
し
さ
を
判
断
す
る
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
権
威
主
義
に
基
づ
い
た
も
の
が
主
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
。（
中
略
）

し
か
し
、
な
ん
と
言
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は「
何
も
考
え
ず
に
権
威
を
敬
う
こ
と
は
、
真
実
に
対
す
る
最
大
の
敵
で

あ
る
」と
述
べ
た
が
、
こ
の
権
威
主
義
に
よ
る
言
説
の
確
度
の
判
定
と
い
う
手
法
に
は
、
ど
こ
か
拭ぬ

ぐ

い
難
い
危
う
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
人
の
心

が
持
つ
弱
さ
と
言
え
ば
い
い
の
か
、
人
の
心
理
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
バ
グ
、
あ
る
い
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
と
で
も
言
う
べ
き
弱
点
と
関
連

し
た
危
う
さ
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
人
は
権
威
に
す
が
り
つ
き
安
心
し
て
し
ま
い
た
い
、
そ
ん
な
心
理
を
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
だ
。
拠
り
ど
こ
ろ
の
な
い「
分
か
ら
な
い
」と
い
う
不
安
定
な
状
態
で
い
る
よ
り
は
、
と
り
あ
え
ず
何
か
を
信
じ
て
、
そ
の
不
安
か
ら
逃
れ
て

ｂ
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し
ま
い
た
い
と
い
う
指
向
性
が
、
心
の
ど
こ
か
に
潜
ん
で
い
る
。
権
威
主
義
は
、
そ
こ
に
忍
び
込
む
。

そ
し
て
行
き
過
ぎ
た
権
威
主
義
は
、
科
学
そ
の
も
の
を
社
会
に
お
い
て
特
別
な
位
置
に
置
く
こ
と
に
な
る
。【
Ⅴ
】倒
錯
し
た
権
威
主
義
の
最
た
る
も

の
が
、
科
学
に
従
事
し
て
い
る
研
究
者
の
言
う
こ
と
な
ら
正
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
誤
解
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
科
学
に
従
事
す
る
者
た
ち
が
、
非
専
門

家
か
ら
の
批
判
は
無
知
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
、
聖
典
の
寓
言
の
よ
う
な
専
門
用
語
や
科
学
論
文
の
引
用
を
披
露
す
る
こ
と
で
、
高
圧
的
か
つ
一
方

的
に
封
じ
込
め
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
、「
科
学
と
社
会
の
接
点
」で
は
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
科
学
の
知
見
は
決
し
て
一
〇
〇
％
の
真
実
で

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
人
の
不
安
と
権
威
と
い
う
構
図
は
、
宗
教
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
科
学
こ
そ
が
、
最
も
新
し
く
、
最
も
攻
撃
的
で
、
最
も

教
条
的
な
宗
教
的
制
度
」と
い
う
ポ
ー
ル
・
カ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
の
言
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。「

Ｘ

が
言
っ
て
い
る
か
ら
正

し
い
」と
い
う
の
は
、
本
質
的
に
妄
信
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
い
か
に
美
辞
を
ロ
ウ
し
よ
う
と
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
何
か
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
だ
け

な
の
だ
。

（
中
屋
敷
均『
科
学
と
非
科
学　

そ
の
正
体
を
探
る
』に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
12
〜
Ａ
21
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
12
〜
21
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
12　

本
文
に
は「「
神
託
を
担
う
科
学
」で
あ
る
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅴ
】の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
【
Ⅰ
】	

イ　
【
Ⅱ
】	

ウ　
【
Ⅲ
】	

エ　
【
Ⅳ
】	

オ　
【
Ⅴ
】

Ａ
13　
　
　

線
部
ａ「
サ
ハ
ン
ジ
」に
当
て
る
漢
字
三
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

範　

囲	

イ　

些　

少	

ウ　

紅　

茶	
エ　

繁　

茂	

オ　

時　

報

ｃ

11
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Ａ
14

　
　
　
線
部
②「
教
条
主
義
に
陥
ら
な
い“
可
塑
性
”」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア　

現
実
を
よ
く
説
明
す
る
た
め
に
、
未
検
証
部
分
を
一
つ
も
残
さ
ぬ
よ
う
粘
り
強
く
仮
説
を
固
め
て
い
く
こ
と
。

イ　

現
実
を
よ
く
説
明
す
る
た
め
に
、
検
証
と
再
現
を
絶
え
間
な
く
重
ね
て
仮
説
の
正
し
さ
を
確
か
め
る
こ
と
。

ウ　

現
実
を
よ
く
説
明
す
る
仮
説
で
も
さ
ら
に
修
正
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
重
ん
じ
、
結
果
は
問
わ
な
い
こ
と
。

エ　

現
実
を
よ
く
説
明
す
る
仮
説
で
も
さ
ら
に
修
正
し
、
絶
え
間
な
く
修
正
と
変
化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
。

Ａ
15

　

Ａ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
Ａ
15
・
Ａ
16

を
通
じ
て
同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

論
理
的	
イ　

構
造
的	

ウ　

生
理
的	

エ　

確
率
的

Ａ
16

　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
15
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ
17

　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

そ
の
仮
説
が
ど
れ
く
ら
い
正
し
い
の
か
と
い
う
精
度
の
問
題

イ　

そ
の
仮
説
が
ど
れ
く
ら
い
確
か
ら
し
い
の
か
と
い
う
確
度
の
問
題

ウ　

そ
の
仮
説
が
ど
れ
く
ら
い
修
正
可
能
か
と
い
う
柔
軟
性
の
問
題

エ　

そ
の
仮
説
が
ど
れ
く
ら
い
使
え
る
の
か
と
い
う
有
用
性
の
問
題

12
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Ａ
18　
　
　

線
部
③「
優
等
生
的
な
回
答
を
す
る
な
ら
」と
あ
る
が
、
本
文
で
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
趣
旨
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ

る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
「
回
答
」と
し
て
述
べ
る
案
は
理
論
的
で
あ
り
、
現
実
的
に
相
当
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
充
分
認
識
し
た
う
え
で
述
べ
る
、
と
い
う

こ
と
。

イ　
「
回
答
」と
し
て
述
べ
る
案
に
は
、
普
通
に
は
発
想
さ
れ
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
自
信
を
も
っ

て
述
べ
る
、
と
い
う
こ
と
。

ウ　
「
回
答
」と
し
て
述
べ
る
案
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
社
会
に
は
反
論
す
る
立
場
も
あ
る
こ
と
を
予
め
わ
き
ま
え
て
述
べ
る
、
と
い
う
こ

と
。

エ　
「
回
答
」と
し
て
述
べ
る
案
は
よ
く
磨
き
ぬ
か
れ
た
も
の
で
、
科
学
の
世
界
に
不
可
欠
な
修
正
の
余
地
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
懸
念

し
な
が
ら
述
べ
る
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
19　
　
　

線
部
ｂ「
シ
ヒ
ョ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

志　

向	

イ　

図　

示	

ウ　

公　

表	

エ　

好　

評	

オ　

標　

語

Ａ
20　

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

天
秤
に
か
け
て	

イ　

篩ふ
る
い

に
か
け
て	
ウ　

同
一
視
し
て	

エ　

曖
昧
化
し
て

13
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Ａ
21　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
っ
た
業
績
や『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』誌
に
載
っ
た
業
績
は
、
幾
度
に
も
わ
た
る
仮
説
の
修
正
を
経
て
き
て
お
り
、
信
頼
で
き
る

正
確
さ
が
備
わ
る
。

イ　

真
に
優
れ
た
科
学
の
知
見
は
、
専
門
家
の
間
で
信
頼
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
非
専
門
家
で
も
理
解
し
や
す
い
情
報
と
し
て
開
示
さ
れ
て
い

る
。

ウ　

科
学
的
知
見
は
、
も
し
一
〇
〇
％
正
し
い
と
こ
ろ
ま
で
修
正
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、「
そ
れ
で
終
わ
り
」と
判
定
す
る
こ
と
は
本
質
的
に

あ
り
得
な
い
。

エ　

現
実
の
社
会
で
は
、
科
学
の
知
見
の
確
か
ら
し
さ
の
判
定
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
科
学
の
研
究
者
に
は
関
与
し
よ
う
の
な
い
事

象
で
あ
る
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
4
〜
Ｂ
6
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
4
〜
6
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
4　
　
　

線
部
①「
過
去
の
蓄
積
を
き
ち
ん
と
記
録
す
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」と
あ
る
が
、
科
学
に
お
い
て
こ
れ
に
当
た
る
仕
組
み
を
説

明
し
て
い
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
五
十
字
以
上
五
十
五
字
以
内（
句
読
点
等
も
字
数
に
算

入
す
る
）で
抜
き
出
し
、
始
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
5　

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

よ
り
後
の
本
文
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
6　
　
　

線
部
ｃ「
ロ
ウ（
し
）」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

14
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

物
語
づ
く
り
に
入
る
前
に
、
み
な
さ
ん
の
中
に
あ
る
、
物
語
に
つ
い
て
の
重
大
な
誤
解
を
解
い
て
お
き
た
い
の
で
す
。

口
で
言
っ
て
も
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
試
し
に
物
語
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

3
年
前
に
別
れ
た
2
人
が
い
ま
す
。
さ
ぁ
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

男
性
は
、
成な

り

田た

章し
ょ
う

一い
ち（

29
歳
）。
女
性
は
、
木き

の

下し
た

瑤よ
う

子こ（
27
歳
）。

表
参
道
の
交
差
点
で
、
木
下
瑤
子
が
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と
、
成
田
章
一
が
た
ま
た
ま
隣
に
立
ち
ま
す
。
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
2
人
が
そ
れ

と
な
く
顔
を
上
げ
る
と
、
お
互
い
に
気
づ
い
て
、
あ
っ
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
ど
ん
な
物
語
が
展
開
す
る
で
し
ょ
う
か
？

1
分
間
で
い
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1
分
経
ち
ま
し
た
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

「
こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
面
白
い
か
な
？
」「
ち
ょ
っ
と
ヨ
リ
を
戻
す
よ
う
な
感
じ
か
な
」と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
こ
の
1
分
間
で
、
何
を
考
え
て
い
た
か
わ
か
り
ま
す
か
？　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」を
考
え
て
い
た
の
で
す
。

「
え
？　

そ
ん
な
の
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
」と
い
う
顔
を
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
当
た
り
前
、
と
い
う
感
覚
が
怖
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
ど
れ
だ
け
一
生
懸
命
考
え
て
も
、
面
白
い
物
語
は
つ
く
れ
な
い
か
ら
で
す
。

な
ぜ
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考
え
る
と
、
物
語
は
面
白
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
何
か
と
い
う
と
、
物
語
の
筋
書
き
を
意
味
し
ま
す
。
筋
書
き
と
は
何
か
と
い
う
と
、
出
来
事
の
ラ
レ
ツ
で
す
。
ス

三

①

ａ

15
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ト
ー
リ
ー
と
は
、
出
来
事
の
ラ
レ
ツ
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
あ
る

Ａ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
パ
タ
ー
ン
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
井
一
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
21
パ
タ
ー
ン
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
の
講
師
で
、
脚
本
家
で
あ
り
小
説
家
の
柏
田
道
夫
さ
ん

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
5
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
だ
と
言
い
ま
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
脚
本
術
の
著
書
で
有
名
な
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
さ
ん
は
、

10
パ
タ
ー
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
目
す
べ
き
は
、「
パ
タ
ー
ン
」と
い
う
言
葉
で
す
。
一
生
懸
命
に
頭
を
捻
っ
た
と
し
て
も
、
あ
な
た

の
物
語
は
、
何
か
し
ら
の
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
す
る
と
、
何
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

物
語
を
つ
く
り
始
め
ま
す
。
あ
な
た
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
ま
す
。
最
初
は
、「
お
、
天
才
か
も
！　

こ
れ
は
面
白
い
作
品
に

な
る
ぞ
」と
、
意
気
込
ん
で
筆
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
あ
る
瞬
間
、
筆
が
止
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
思
う
の
で
す
。

「

Ｂ

」

「

Ｃ

」

「

Ｄ

」

そ
し
て
、
書
く
の
を
や
め
て
し
ま
う
の
で
す
。
才
能
が
な
い
わ
け
で
も
、
ア
イ
デ
ア
が
悪
い
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
た
だ
、
や
り
方
が
間
違
っ
て
い

る
だ
け
な
の
に
、
で
す
。

勘
違
い
し
て
ほ
し
く
な
い
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
は
い
け
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
ス
ト
ー

リ
ー
は
パ
タ
ー
ン
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
創
作
を
始
め
る
と
、
大
怪
我
を
す
る
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
も
面
白
く
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
面
白
く
な
る
の
？
」と
、
悶
々
と
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。
ち
ゃ
ん
と
解
決
策
は
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
物
語
の
構
造
を
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
昔
話
の『
桃
太
郎
』を
使
っ
て
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
桃
太
郎
が
、
鬼
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
話
」と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

16
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ス
ト
ー
リ
ー
を
分
解
す
る
と
、「

Ｅ

」「
村
が
鬼
に
襲
わ
れ
る
」「

Ｆ

」「
仲
間
が
集
ま
る
」「
鬼
ヶ
島
に
向
か
う
」「
鬼
ヶ
島
で
戦
う
」

「
鬼
を
倒
す
」「
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」と
い
う「
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
」に
な
り
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
分
解
す
る
と
、「
シ
ー
ク
エ
ン
ス
」に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「

Ｅ

」と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
は
、「
お
じ
い
さ

ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
生
活
」「
お
ば
あ
さ
ん
、
桃
を
拾
う
」「

Ｇ

」「
桃
太
郎
の
成
長
」と
い
う
シ
ー
ク
エ
ン
ス
で
で
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
分
解
す
る
と
、
い
く
つ
か
の「
シ
ー
ン
」に
な
り
ま
す
。「
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
生
活
」と
い
う
シ
ー
ク
エ
ン
ス

で
あ
れ
ば
、「

Ｈ

シ
ー
ン
」な
ど
で
描
か
れ
ま
す
。

物
語
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」「
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
」「
シ
ー
ク
エ
ン
ス
」「
シ
ー
ン
」に
よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
場
合
は
、
こ

の
よ
う
に
分
解
で
き
ま
す
。

で
は
、
こ
の
構
造
を
利
用
し
て
、
物
語
は
何
を
描
く
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
わ
か
り
ま
す
か
？

答
え
は
、「
ド
ラ
マ
」で
す
。

物
語
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」と「
ド
ラ
マ
」と
い
う
2
つ
の
要
素
で
、
で
き
て
い
ま
す
。

物
語
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
構
造
を
利
用
し
て
、
ド
ラ
マ
を
描
く
こ
と
な
の
で
す
。
観
客
・
読
者
が
楽
し
む
の
は
、
ド
ラ
マ
な
の
で
す
。
食
事
で
言
う

な
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
器
で
、
ド
ラ
マ
が
料
理
で
す
。

気
づ
き
ま
し
た
か
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
生
懸
命
に
こ
ね
く
り
回
す
と
い
う
こ
と
は
、
器
を
ミ
ガ
く
こ
と
だ
け
で
、
美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
肝
心
の
ド
ラ
マ
と
い
う
料
理
が
、
盛
ら
れ
て
す
ら
い
な
い
の
で
す
。

面
白
い
物
語
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
マ
を
描
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

次
の
疑
問
は
、「
じ
ゃ
あ
、
ド
ラ
マ
は
ど
こ
で
描
く
の
か
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
そ
の
答
え
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
の
誰
も
が
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
、「
シ
ー
ン
で
描
け
ば
い
い
」の
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
映
画
を
観
に
行
く
と
し
ま
す
。

ふ
れ
こ
み
は
、
こ
う
で
す
。「
全
米
が
涙
し
た
、
奇
跡
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
」。
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
は
映
画

ｂ

17
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を
観
な
が
ら
涙
を
流
し
ま
す
。
そ
の
涙
は
、
何
を
観
な
が
ら
流
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な「
シ
ー
ン
」で
す
よ
ね
。

私
た
ち
は
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
シ
ー
ン
が
観
た
い
の
で
す
。
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
2
時
間
、
2
0
0
0
円
も
払
っ
て
映
画
を
観

に
行
く
の
は
、「
ど
う
や
っ
て
」く
っ
つ
い
た
り
、「
ど
う
や
っ
て
」離
れ
た
り
す
る
の
か
と
い
う
シ
ー
ン
が
観
た
い
か
ら
で
す
。

Ｉ

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

Ｊ

が
描
か
れ
る
こ
と
で
、

Ｋ

全
体
に

Ｌ

が
行
き
渡
り
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物
語
が
で

き
あ
が
る
の
で
す
。

こ
う
な
る
と
知
り
た
い
の
は
、
ド
ラ
マ
と
は
何
か
、
で
す
ね
。

シ
ー
ン
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
考
え
れ
ば
、
自
ず
と
答
え
は
出
ま
す
。
シ
ー
ン
に
は
、
主
人
公
を
中
心
と
し
た
登
場
人
物
た
ち
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ド
ラ
マ
と
は「
人
間
を
描
く
こ
と
」な
の
で
す
。
作
者
で
あ
る
み
な
さ
ん
が
捉
え
た「
人
間
」の
姿
、
す
な
わ
ち
登
場
人
物
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
シ
ー
ン
で
描
く
こ
と
で
、
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

先
ほ
ど
の「
表
参
道
の
物
語
」で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
登
場
人
物
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

で
す
が
、
登
場
人
物
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
描
く
だ
け
で
は
、
単
な
る
日
常
の
ス
ケ
ッ
チ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
ド
ラ
マ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
マ
と
は
、
劇
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

で
は
、
こ
の
劇
的
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
登
場
人
物
に
障
害
を
ぶ
つ
け
て
、
葛
藤
・
対
立
・
ソ
ウ
コ
ク

の
状
態
に
す
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
登
場
人
物
を
葛
藤
さ
せ
る
こ
と
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
な
る
か
と
い
う
と
、
人
は
、
困
っ
て
い
る
状
態
の
登
場
人
物

に
感
情
移
入
を
す
る
か
ら
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
と
ド
ラ
マ
の
違
い
を
、
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｗ
杯
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
優
勝
す
る
、
と
い
う
物
語
が
あ
る
と
し
ま
す
。

「
Ｗ
杯
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
を
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
下
し
て
、
優
勝
を
し
た
」

ｃ

18

8048_04_4KOK_M.indd   17 2025/12/05   10:19

114 / 687



18 ◇M04―1

こ
れ
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

Ｘ

を
伝
え
て
い
る
だ
け
で
す
。

「
Ｐ
Ｋ
戦
の
キ
ッ
カ
ー
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
エ
ー
ス
。
ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
ル
に
向
か
い
、
じ
っ
と
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
見
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ー

パ
ー
は
、
両
手
を
大
き
く
動
か
し
ま
す
。
エ
ー
ス
は
、
ゴ
ク
リ
と
唾
を
飲
み
込
み
ま
す
。
左
か
、
右
か
、
上
か
、
下
か
…
…
静
ま
り
か
え
る
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
。
大
き
く
息
を
吐
く
エ
ー
ス
」

こ
れ
は
、
ド
ラ
マ
で
す
。
エ
ー
ス
は
、
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
い
う
障
害
が
立
ち
は
だ
か
り
、
ど
ち
ら
に

蹴
る
べ
き
か
、
葛
藤
し
ま
す
。
ド
ラ
マ
は
、

Ｘ

で
は
な
く
、
人
間
を
描
く
こ
と
な
の
で
す
。

（
新
井
一
樹『
プ
ロ
作
家
・
脚
本
家
た
ち
が
使
っ
て
い
る　

シ
ナ
リ
オ
・
セ
ン
タ
ー
式　

物
語
の
つ
く
り
方
』に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
22
〜
Ａ
31
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
22
〜
31
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
22　
　
　

線
部
①「
物
語
に
つ
い
て
の
重
大
な
誤
解
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

ア　

物
語
が
ス
ト
ー
リ
ー
と
パ
タ
ー
ン
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
せ
い
ぜ
い
10
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
よ
り
も
多
く
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
。

ウ　

物
語
を
つ
く
る
た
め
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
意
識
的
に
考
え
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

エ　

物
語
は
、
そ
れ
を
面
白
く
す
る
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
を
考
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
。

19
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Ａ
23　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

内
容
の
機
能
性

イ　

膨
大
な
派
生
形
式

ウ　

決
定
的
な
宿
命

エ　

無
意
識
の
嗜
好
性

Ａ
24　

Ｂ

・

Ｃ

・

Ｄ

（
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
は
順
不
同
）に
入
ら
な

0

0

0

い0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
甲
〜
戊
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

あ
れ
、
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
め
た
こ
と
が
よ
く
な
か
っ
た
の
か
な

乙　

あ
れ
、
こ
れ
ど
こ
か
で
、
読
ん
だ
こ
と
あ
る
話
だ
な

丙　

あ
れ
、
私
っ
て
才
能
が
な
い
の
か
な

丁　

あ
れ
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
た
か
ら
詰
ん
じ
ゃ
っ
た
な

戊　

あ
れ
、
な
ん
か
、
よ
く
あ
る
展
開
だ
な

ア　

甲
・
丙	

イ　

甲
・
丁	

ウ　

乙
・
丁	

エ　

乙
・
戊	

オ　

丙
・
丁

Ａ
25　

Ｅ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
設
問
Ａ
25
〜
Ａ

28
を
通
じ
て
同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

桃
太
郎
、
誕
生
の
瞬
間

イ　

き
び
だ
ん
ご
を
作
っ
て
も
ら
う

ウ　

桃
太
郎
が
誕
生

エ　

山
へ
柴
刈
り
に
行
く

オ　

桃
太
郎
、
鬼
退
治
を
決
意

20
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Ａ
26　

Ｆ

Ａ
27　

Ｇ

　

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
25
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ
28　

Ｈ

Ａ
29　

Ｉ

・

Ｊ

・

Ｋ

・

Ｌ

に
入
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

Ｉ　

ス
ト
ー
リ
ー　

―　

Ｊ　

シ
ー
ン　
　
　

―　

Ｋ　

ド
ラ
マ　
　
　

―　

Ｌ　

ス
ト
ー
リ
ー

イ　

Ｉ　

ス
ト
ー
リ
ー　

―　

Ｊ　

ド
ラ
マ　
　
　

―　

Ｋ　

ス
ト
ー
リ
ー　

―　

Ｌ　

シ
ー
ン

ウ　

Ｉ　

シ
ー
ン　
　
　

―　

Ｊ　

ス
ト
ー
リ
ー　

―　

Ｋ　

ド
ラ
マ　
　
　

―　

Ｌ　

シ
ー
ン

エ　

Ｉ　

シ
ー
ン　
　
　

―　

Ｊ　

ド
ラ
マ　
　
　

―　

Ｋ　

ス
ト
ー
リ
ー　

―　

Ｌ　

ド
ラ
マ

Ａ
30　
　
　

線
部
ｃ「
ソ
ウ
コ
ク
」に
当
て
る
漢
字
と
一
字
で
も
同
じ
漢
字
が　
　

線
部
に
含
ま
れ
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全
て

0

0

選
び
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

こ
の
対
戦
相
手
と
は
ア
イ
シ
ョ
ウ
が
い
い	

乙　

衆
議
院
選
で
シ
ュ
シ
ョ
ウ
経
験
者
が
落
選
し
た

丙　

コ
ッ
ク
勉
励	

丁　

彼
は
兄
と
コ
ク
ジ
し
て
い
る

ア　

乙	

イ　

甲
・
乙	
ウ　

乙
・
丁	

エ　

丙
・
丁	

オ　

甲
・
乙
・
丙

�����
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Ａ
31　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全
て

0

0

選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

成
田
章
一
と
木
下
瑤
子
の
物
語
は
、
二
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
こ
そ
面
白
く
な
る
要
素
が
存
在
す
る
。

乙　

物
語
を
つ
く
る
際
、
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
考
え
る
の
を
お
す
す
め
し
な
い
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

丙　

ド
ラ
マ
で
登
場
人
物
の
行
動
、
反
応
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
シ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
。

丁　

物
語
は
ス
ト
ー
リ
ー
と
ド
ラ
マ
か
ら
成
る
が
、
観
客
、
読
者
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
目
を
留
め
ず
、
ド
ラ
マ
の
方
を
楽
し
む
。

ア　

乙	

イ　

甲
・
乙	

ウ　

乙
・
丁	

エ　

丙
・
丁	

オ　

甲
・
丙
・
丁

（
以
下
の
設
問
Ｂ
7
〜
Ｂ
9
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
7
〜
9
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
7　
　
　

線
部
ａ「
ラ
レ
ツ
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
8　
　
　

線
部
ｂ「
ミ
ガ（
く
）」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
9　

Ｘ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
か
ら
漢
字
三
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

22
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次
に
掲
げ
る
の
は
百
科
事
典
的
な
書
物『
月
庵
酔
醒
記
』の
中
か
ら「
薄す

す
き

」「
牛ご

房ぼ
う

」の
項
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設

問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

薄
に
、
ま
す
ほ
の
薄
、
ま
そ
を
の
薄
、
ま
そ
う
の
薄
と
て
、
三
く
さ
侍
る
な
り
。
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
、
一
尺
ば
か
り
糸
の
垂
る
を
い
ふ
。『
万

葉
集
』に
、「
ま
す
鏡
」と
は「
十
寸
の
鏡
」と
書
け
り
。
こ
れ
を
も
て
心
得
べ
き
に
や
。
ま
そ
を
の
薄
と
は
、
真ま

麻を

の
心
な
り
。
俊
頼
朝
臣
歌
に
、「
ま
そ

を
の
糸
を
く
り
か
け
て
」と
よ
め
る
、
こ
れ
な
り
。
ま
そ
う
の
薄
と
は
、
ま
こ
と
に
蘇す

芳は
う

な
り
と
い
ふ
心
な
り
。

こ
の
薄
の
三
く
さ
の
事
を
、
雨
の
降
り
け
る
日
、
人
の
も
と
に
思
ふ
ど
ち
さ
し
集
ま
り
て
、
ふ
る
事
な
ど
語
り
ゐ
た
る
つ
ゐ
で
に
、
渡
辺
と
い
ふ
所

に
、
知
り
た
る
聖
あ
り
と
聞
き
伝
ふ
る
よ
し
、
ほ
の
ぼ
の
人
の
言
ひ
出
で
た
り
け
る
を
、
そ
こ
に
居
た
り
け
る
登
蓮
法
師
聞
き
て
、
あ
る
じ
に
蓑
笠
借

り
て
、「
こ
の
事
た
づ
ね
に
ま
か
ら
ん
」と
言
ふ
。
人
々
、「
さ
る
に
て
も
、
雨
止
め
て
出
で
た
ま
へ
」と
い
さ
め
け
れ
ば
、「
い
で
、
は
か
な
き
事
を
の

た
ま
ふ
か
な
。
命
は
、
我
も
人
も
、
雨
の
晴
れ
間
な
ど
待
つ
も
の
か
は
」と
言
ひ
捨
て
て
出
で
い
に
け
り
。

牛
房
、
む
か
し
弘
法
大
師
、
入
唐
し
た
ま
ひ
て
、
あ
る
山
里
に
宿
借
り
て
立
ち
寄
り
た
ま
ふ
に
、
八
旬
ば
か
り
の
翁
の
あ
り
け
る
を
、
三
十
歳
ば
か

り
の
男
の
、
折
檻
の
言
葉
を
な
す
を
聞
き
て
、「
い
か
に
」と
問
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、「
我
が
子
な
り
」と
答
ふ
。
大
師
、「
い
か
に
し
て
」と
の
た
ま
ひ
け

れ
ば
、
父
申
し
て
言
ふ
、「
我
は
延
命
草
と
い
ふ
草
を
常
に
食
し
け
る
が
、
か
れ
は
き
ら
ひ
た
る
ゆ
ゑ
に
、
年
の
こ
ろ
ほ
ひ
、
逃
れ
が
た
く
、
老
い
か

が
ま
り
て
候
。
我
は
百
歳
有
余
の
と
し
な
れ
ど
も
、
延
命
草
を
用
ゐ
る
ゆ
ゑ
に
、
歳
若
く
候
」よ
し
申
す
。「
さ
て
そ
の
草
は
」と
問
は
せ
け
れ
ば
、
窓

近
く
植
え
て
垣
ゆ
ひ
け
る
を
、「
こ
れ
な
む
そ
の
草
な
り
」と
申
す
。
大
師
、「
い
か
に
し
て
が
な
、
実
を
と
り
て
帰
朝
の
時
わ
た
し
た
ら
ん
」と
心
中
に

思
ひ
た
ま
へ
ば
、
庭
上
に
古
犬
の
ふ
し
た
り
け
る
が
、
し
い
て
吠
え
け
り
。
唐
犬
は
盗
人
を
よ
く
あ
や
し
め
て
吠
え
ぬ
る
ゆ
ゑ
に
、
そ
の
あ
る
じ
の

男
、
と
が
む
る
あ
ひ
だ
、
軒
近
く
牛
を
つ
な
ぎ
た
る
に
、
み
み
に
語
り
入
れ
て
、
綱
を
と
き
た
ま
へ
ば
、
延
命
草
の
ま
せ
が
き
に
ふ
し
ま
ろ
む
で
、
身

を
す
り
あ
つ
る
。
垣
や
ぶ
れ
、
た
を
る
る
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
草
の
実
、
牛
の
尾
に
房
の
ご
と
く
付
き
け
る
を
、
と
り
て
わ
た
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ

を
も
て
牛
房
と
い
ふ
。

四

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49　
　
　

線
部
①「
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
、
一
尺
ば
か
り
糸
の
垂
る
を
い
ふ
。『
万
葉
集
』に
、「
ま
す
鏡
」と
は「
十
寸
の
鏡
」と
書
け
り
。
こ
れ

を
も
て
心
得
べ
き
に
や
」と
あ
る
が
、
そ
の
本
文
で
の
説
明
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
甲
〜
丁
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　
「
ま
す
ほ
の
薄
」と
は「
増
す
穂
の
薄
」の
意
味
で
あ
る
。

乙　
「
ま
す
ほ
の
薄
」と
は「
十ま

す寸
穂
の
薄
」の
意
味
で
あ
る
。

丙　
『
万
葉
集
』で
は「
ま
す
」を「
十
寸
」と
い
う
漢
字
で
表
記
し
て
い
る
。

丁　
『
万
葉
集
』に
よ
る
と「
ま
す
鏡
」は
十
寸
と
い
う
大
型
の
鏡
で
あ
る
。
だ
か
ら
穂
が
長
い
こ
と
を「
増
す
」と
表
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

ア
　
甲
と
丙	

イ
　
甲
と
丁	

ウ
　
乙
と
丙	

エ
　
乙
と
丁

Ａ
50　
　
　

線
部
②「
知
り
た
る
聖
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
悟
り
を
開
い
て
い
る
僧
侶	

イ
　
物
知
り
の
僧
侶

ウ
　「
薄
の
三
く
さ
の
事
」を
知
っ
て
い
る
僧
侶	

エ
　「
ふ
る
事
」を
知
っ
て
い
る
僧
侶

Ａ
51　
　
　

線
部
③「
命
は
、
我
も
人
も
、
雨
の
晴
れ
間
な
ど
待
つ
も
の
か
は
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
私
も
、
薄
の
秘
伝
を
知
っ
て
い
る
人
も
、
雨
が
止
む
前
に
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

イ
　
命
を
賭
け
て
い
る
和
歌
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
雨
の
晴
れ
間
な
ど
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

ウ
　
私
も
、
薄
の
秘
伝
を
知
っ
て
い
る
人
も
、
雨
の
晴
れ
間
が
い
つ
か
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。

エ
　
命
は
、
誰
に
と
っ
て
も
雨
の
晴
れ
間
の
よ
う
な
短
い
間
し
か
続
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
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Ａ
52

　「
薄
」の
項
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
薄
の
三
種
類
の
呼
称
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
源
を
述
べ
て
い
る
。

イ
　
薄
の
三
種
類
の
呼
称
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
和
歌
中
の
実
例
を
挙
げ
て
い
る
。

ウ
　
薄
の
三
種
類
の
呼
称
に
つ
い
て
、
語
源
を
も
と
に
ど
れ
が
正
し
い
の
か
を
考
証
し
て
い
る
。

エ
　
薄
の
三
種
類
の
呼
称
に
つ
い
て
、
俊
頼
の
和
歌
の
実
例
が
あ
る
の
で
、「
ま
そ
を
の
薄
」が
正
し
い
と
し
て
い
る
。

Ａ
53

　
　
　
線
部
④「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」と

　
　
線
部
⑤「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」と
の
関
係
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」は「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」の
父
親
で
あ
る
。

イ
　「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」は「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」の
祖
父
で
あ
る
。

ウ
　「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」は「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」の
父
親
で
あ
る
。

エ
　「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」は「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」の
祖
父
で
あ
る
。

オ
　「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」は「
八
旬
ば
か
り
の
翁
」の
主
人
で
あ
る
。

Ａ
54

　
　
　
線
部
⑥「
い
か
に
し
て
が
な
、
実
を
と
り
て
帰
朝
の
時
わ
た
し
た
ら
ん
」と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
な
ん
と
か
し
て
実
を
取
っ
て
お
い
て
、
日
本
に
帰
る
前
に
こ
の
翁
に
わ
た
し
た
い
。

イ
　
な
ん
と
か
し
て
実
を
盗
ん
で
日
本
に
帰
る
時
に
持
っ
て
帰
り
た
い
。

ウ
　
ど
う
し
て
そ
う
し
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
、
実
を
取
っ
て
日
本
に
帰
る
時
に
こ
の
翁
に
わ
た
す
な
ん
て
。

エ
　
ど
う
し
て
そ
う
し
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
、
日
本
に
帰
る
時
に
持
っ
て
帰
る
し
か
な
い
な
ん
て
。
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Ａ
55

　
　
　
線
部
⑦「
な
り
」は
断
定
の
助
動
詞
と
も
解
し
う
る
が
、
他
に
は
ど
の
よ
う
に
解
し
う
る
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
伝
聞
の
助
動
詞	

イ
　
存
続
の
助
動
詞	

ウ
　
婉
曲
の
助
動
詞	

エ
　
形
容
動
詞
の
一
部	

オ
　
終
助
詞

Ａ
56

　「
牛
房
」の
項
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
牛
房
は
も
と
も
と
延
命
草
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

イ
　「
三
十
歳
ば
か
り
の
男
」は
、
延
命
草
を
嫌
っ
て
食
べ
な
か
っ
た
の
で
叱
ら
れ
て
い
た
。

ウ
　
牛
房
を
常
食
し
て
い
る
と
百
歳
を
過
ぎ
て
も
三
十
歳
く
ら
い
に
し
か
見
え
な
い
。

エ
　
延
命
草
は
垣
で
囲
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
た
。

Ａ
57

　「
牛
房
」の
項
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
宿
の
主
人
は
弘
法
大
師
に
牛
房
の
実
を
渡
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
番
犬
が
邪
魔
を
し
た
。

イ
　
犬
だ
け
で
な
く
牛
も
牛
房
を
守
っ
て
い
た
。

ウ
　
弘
法
大
師
は
牛
房
の
実
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
牛
を
つ
な
い
で
あ
る
綱
を
解
い
た
。

エ
　
弘
法
大
師
は
宿
の
主
人
の
た
め
に
牛
の
尾
を
使
っ
て
牛
房
の
実
を
収
穫
し
た
。
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次
に
掲
げ
る
漢
文
は
、
唐
の
韓か

ん

愈ゆ

が
、
後
輩
の
劉り

ゆ
う

正せ
い

夫ふ

か
ら
の
書
簡
に
答
え
た
書
簡
の
一
節
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ

い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注
意
し
な
さ
い
。

愈
白 
進
士
劉り

う

君
足
下
。
辱

か
た
じ
け
な
ク
シ
テ

　
　

牋せ
ん
ヲ　

教
以
所
不
及
。（
中
略
）
夫レ

百
物
、
朝
夕ニ

所ノ

見ル

者ハ、
人
皆
不ル

注
視セ

也
。
及ン

デ
ハ

覩み
ル
ニ

其ノ

異ナ
ル

者ヲ、
則チ

共ニ

観テ

而
言フ

之ヲ。
夫レ

文
豈
異ナ

ラ
ン

於
是ニ

乎
。
漢
朝ノ

人
莫
不
能
為
文
。
独リ

司し

馬ば

相し
や
う

如じ
よ

・
太た

い

史し

公こ
う

・
劉
向き

や
う

・
揚や

う

雄い
う

為リ

之ガ

最
。
然ラ

バ

則チ

用フ
ル
コ
ト

功ヲ

深キ

者
、
其ノ

収ム
ル

名ヲ

也
遠シ。
若シ

皆
与
世
沈
浮シ

テ、
不ン

バ

自ラ

樹
立セ、
雖
不
為
当
時
所
怪
、
亦
必
無
後
世
之
伝
也
。
足
下
家
中ノ

百
物
、

皆
頼よ

リ
テ

而
用フ

ル

也
。
然レ

ド
モ

其ノ

所ノ

珍
愛ス

ル

者ハ、
必ズ

非
常ノ

物ナ
ラ
ン。

夫レ

君
子
之
於ケ

ル

文ニ、
豈
異ナ

ラ
ン

於
是ニ

乎
。
今
後こ

う

進し
ん

之
為つ

く
ル

文ヲ、
能ク

深ク

探ツ
テ

而
力つ

と
メ
テ

取リ

之ヲ、
以テ

古
聖
賢
人ヲ

為ス

法ト

者
、
雖モ

未ダ

必ズ
シ
モ

皆
是ナ

ラ、
要ス

ル
ニ

若シ

有ラ
バ

司
馬
相
如
・
太
史
公
・
劉
向
・
揚
雄
之
徒

出ヅ
ル、

必ズ

自リ
テ

於
此ニ、
不ル

自ラ

於
循
常
之
徒ニ

也
。
若シ

聖
人
之
道
、
不レ

バ

用ヒ

文ヲ

則チ

已ム。

五

①

二

一

レ

②

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

③

二

一

レ

レ

レ

二

一
④

レ

レ

二

一レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

レ

レ

二ト

一

二

一

二

⑤

一

レ

二

一

レ

レ
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27 ◇M04―1

用フ
レ
バ

則チ

必ズ

尚た
つ
と
ブ

  

其ノ

能
者ヲ。
能
者
非
他
、
能ク

自ラ

樹
立シ

テ、
不ル

因
循セ

者
是
也
。
有リ

テ
ヨ
リ

文

字
来

こ
の
か
た、

誰
不
為
文
。
然レ

ド
モ

其ノ

存ス
ル

於
今ニ

者ハ、
必ズ

其ノ

能
者
也
。
顧お

も
フ
ニ

常ニ

以テ

此ヲ

為ス

説ヲ

耳
。
愈ノ

於ケ
ル

足
下ニ、
忝

か
た
じ
け
な
ク
ス
ル

　
　

同ど
う

道だ
う
ニ
シ
テ

而
先
進ヲ

者ニ
シ
テ、

又
嘗テ

従
遊シ

於
賢
尊
給き

ふ

事じ
ニ、

既ニ

辱ク
ス

厚
賜ヲ。
又
安
得
不
進
其
所
有
、
以
為
答
也
。
足
下
以テ

為ス

何
如ト。

愈
白ス。

《
注
》　

○
愈　

韓
愈
の
名
。
自
称
し
て
い
る
。
○
進
士　

進
士
科
の
試
験
に
合
格
し
た
者
。
○
劉
君　

劉
正
夫
の
こ
と
。

○
足
下　

相
手
へ
の
敬
称
。
○
辱
牋　

書
簡
を
い
た
だ
く
。
○
百
物　

あ
ら
ゆ
る
品
物
。
○
漢
朝
人　

漢
代
の
人
々
。

○
司
馬
相
如
・
太
史
公
・
劉
向
・
揚
雄　

漢
代
を
代
表
す
る
文
人
た
ち
。
太
史
公
は
、
司
馬
遷
の
こ
と
。
○
最　

最
も
優
れ
て
い
る
。

○
用
功　

よ
く
勉
学
し
て
文
を
作
る
力
を
鍛
え
る
。
○
収
名　

名
誉
を
得
る
。
○
沈
浮　

浮
き
沈
み
す
る
。

○
自
樹
立　

自
分
を
確
立
さ
せ
る
。
○
後
進　

後
進
の
者
。
○
循
常
之
徒　

世
俗
の
し
き
た
り
に
そ
の
ま
ま
従
う
人
々
。

○
因
循　

世
俗
の
し
き
た
り
ど
お
り
に
す
る
。
○
文
字　

文
章
。
○
同
道　

学
問
の
道
を
と
も
に
す
る
。
○
先
進　

先
輩
。

○
賢
尊
給
事　

御
尊
父
給
事
ど
の
。
賢
尊
は
、
御
尊
父
。
劉
正
夫
の
父（
給
事
中
と
い
う
官
に
在
っ
た
）を
敬
っ
て
い
う
。

○
厚
賜　

御
厚
情
。
○
出
典
は
、『
昌
黎
先
生
集
』。

二

一
⑥

レ

二

一

二

一

⑦

二

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

⑧

二

一
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（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65

　
　
　
線
部
①「
白
」は「
ま
う
す
」と
訓
じ
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
の
意
味
の「
白
」を
含
む
熟
語
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
明

　
白	

イ
　
潔

　
白	

ウ
　
敬

　
白	

エ
　
空

　
白

Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
教
以
所
不
及
」を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
教
以 

所 
不 
及

イ
　
教
以 

所
不 

及

ウ
　
教
以
所 

不 

及

エ
　
教
以 

所
不 

及

Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
莫
不
能
為
文
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
能あ

た

は
ざ
る
莫な

き
に
文ぶ

ん

を
為つ

く

る

イ
　
能あ

た

は
ざ
る
莫な

く
し
て
文ぶ

ん

を
為つ

く

る

ウ
　
文ぶ

ん

を
為つ

く

る
能あ

た

は
ざ
る
を
莫な

く
す

エ
　
文ぶ

ん

を
為つ

く

る
能あ

た

は
ざ
る
莫な

し

レ

レ

レ

二

一レ

レ

レ

レ

レ
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Ａ
68　
　
　

線
部
④「
雖 

不 

為 

当
時
所 

怪
、
亦
必
無 

後
世
之
伝 

也
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
そ
の
当
時
に
怪
し
ま
れ
な
い
以
上
、
決
し
て
後
の
世
に
は
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

イ
　
そ
の
当
時
に
は
怪
し
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
後
の
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
な
い
の
で
あ
る

ウ
　
そ
の
当
時
に
怪
し
ま
れ
な
い
の
に
、
後
の
世
に
伝
え
ら
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

エ
　
そ
の
当
時
に
怪
し
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
ま
し
て
後
の
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ
る

Ａ
69　
　
　

線
部
⑤「
此
」の
指
す
内
容
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
百
物
、
朝
夕
所 
見
者

イ
　
足
下
家
中
百
物

ウ
　
今
後
進
之
為 

文
、
能
深
探
而
力
取 

之
、
以 

古
聖
賢
人 

為 

法
者

エ
　
司
馬
相
如
・
太
史
公
・
劉
向
・
揚
雄

Ａ
70　
　
　

線
部
⑥「
能
者
非 

他
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
能
力
の
あ
る
者
は
、
そ
れ
を
認
め
な
い

イ
　
能
力
の
あ
る
者
が
、
ほ
か
に
は
い
な
い

ウ
　
能
力
の
あ
る
者
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い

エ
　
能
力
の
あ
る
者
に
は
、
そ
れ
は
で
き
な
い

レ

レ

二

一レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

レ
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Ａ
71

　
　
　
線
部
⑦「
誰
不
為
文
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
誰た

れ

か
文ぶ

ん

を
為つ

く

ら
ず

イ
　
誰た

れ

を
か
文ぶ

ん

を
為つ

く

ら
せ
ず

ウ
　
文ぶ

ん

を
為つ

く

ら
ざ
る
は
誰た

れ

ぞ

エ
　
誰た

れ

か
文ぶ

ん

を
為つ

く

ら
ざ
ら
ん

Ａ
72

　
　
　
線
部
⑧「
安
得
不
進
其
所
有
、
以
為
答
也
」（「
ど
う
し
て
わ
が
心
に
あ
る
考
え
を
進
め
て
お
答
え
と
せ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
か
」の
意
）を
訓

読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
安
得
不 

進 

其
所 
有
、
以
為 

答
也

イ
　
安
得 

不 

進 

其
所 
有
、
以
為 

答
也

ウ
　
安
得 

不 

進
其
所 

有
、
以
為 
答
也

エ
　
安
得
不 

進 

其
所
有
、
以 

為
答 
也

Ａ
73

　
本
文
の
筆
者
の
考
え
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
朝
夕
見
慣
れ
た
も
の
の
中
に
も
必
ず
取
り
柄
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
評
価
す
べ
き
だ
。

イ
　
世
俗
の
し
き
た
り
ど
お
り
に
す
る
者
の
中
に
も
、
古
の
賢
人
た
ち
の
仲
間
と
評
価
す
べ
き
者
は
い
る
。

ウ
　
後
の
世
に
伝
わ
る
よ
う
な
文
を
つ
く
る
者
は
、
世
俗
の
し
き
た
り
に
な
ど
迎
合
せ
ぬ
も
の
だ
。

エ
　
古
の
聖
人
賢
人
た
ち
も
、
漢
代
の
優
れ
た
文
人
た
ち
に
は
及
ば
な
い
。

（
以
　
下
　
余
　
白
）

レ

二

一レ

レ

レ

下

二

一レ

上
レ

レ

二

一レ

レ

レ

二

一

二

一
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【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～33 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。Ｂ解答紙には，所定欄に受験番号と氏名を記入してください。

5．問題には，解答をＡ解答紙に記入する設問とＢ解答紙に記入する設問とがありま

す。解答をいずれの解答紙に記入するかについては，設問の中に指示してありま

す。間違えないように指定の解答欄に記入してください。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 12 日）

国　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

法学部（法律） 150 点 90 分

国際教養学部（国際教養） 150 点 90 分
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1 ◇M05―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

日
本
文
化
協
会
の
催
し
で
文
楽
座
の
人
形
使
い
の
名
人
吉
田
文
五
郎
、
桐
竹
紋
十
郎
諸
氏
を
招
い
て
人
形
芝
居
に
つ
い
て
の
講
演
、
実
演
な
ど
が

あ
っ
た
。
竹
本
小
春
太
夫
、
三
味
線
鶴
沢
重
造
諸
氏
も
参
加
し
た
。
人
形
芝
居
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
我
々
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い

催
し
で
あ
っ
た
。
舞
台
で
見
て
い
る
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
気
づ
か
な
い
い
ろ
い
ろ
な
点
を
は
っ
き
り
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

あ
の
人
形
芝
居
の
人
形
の
構
造
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
。
人
形
と
し
て
彫
刻
的
に
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
た
だ
首
と
手
と
足
に
過
ぎ
な
い
。
女

の
人
形
で
は
そ
の
足
さ
え
も
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
首
は
棒
で
さ
さ
え
て
紐
で
仰
向
か
せ
た
り
う
つ
向
か
せ
た
り
す
る
。
物
に
よ
る
と
眼
や
眉
を
動

か
す
紐
も
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
運
動
は
皆
首
の
棒
を
握
っ
て
い
る
人
形
使
い
の
手
首
の
働
き
で
あ
る
。
手
は
二
の
腕
か
ら
先
で
、
指
が
動
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
女
の
手
は
指
を
そ
ろ
え
た
ま
ま
で
開
い
た
り
屈か

が

め
た
り
す
る
。
三
味
線
を
弾
く
時
な
ど
は
個
々
の
指
の
動
く
特
別
の
手
を
使
う
。

男
の
手
は
五
本
の
指
の
パ
ッ
と
開
く
手
、
親
指
だ
け
が
離
れ
て
開
く
手
な
ど
幾
分
種
類
が
多
い
。

あ

手
そ
の
も
の
の
構
造
や
動
き
か
た
は
き

わ
め
て
単
純
で
あ
る
。
そ
れ
を
生
か
せ
て
使
う
力
は
人
形
使
い
の
腕
に
あ
る
。
足
に
な
る
と
一
層
簡
単
で
、
た
だ
膝
か
ら
下
の
足
の
形
が
作
ら
れ
て
い

る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
部
分
、
首
と
手
と
足
と
を
結
び
つ
け
る
仕
方
が
ま
た
簡
単
で
あ
る
。
首
を
さ
し
込
む
た
め
に
洋
服
掛
け
の
扁へ

ん

平ぺ
い

な
肩
の
よ
う
な

ざ
っ
と
し
た
框わ

く

が
作
っ
て
あ
っ
て
、
そ
の
端
に
糸へ

ち
ま瓜

が
張
っ
て
あ
る
。
首
の
棒
を
握
る
人
形
使
い
の
左
手
が
そ
れ
を
さ
さ
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
框
か

ら
紐
が
四
本
出
て
い
て
、
そ
の
二
本
が
腕
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
他
の
二
本
が
脚
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

い

人
形
の
肢
体
を
形
成
し
て
い

る
の
は
実
は
こ
の
四
本
の
紐
な
の
で
あ
っ
て
、
手
や
足
は
こ
の
紐
の
端
に
過
ぎ
な
い
。

う

足
を
見
せ
る
必
要
の
な
い
女
の
人
形
に
あ
っ
て
は

肢
体
の
下
半
に
は
何
も
な
い
。
あ
る
の
は
衣
裳
だ
け
で
あ
る
。

人
形
の
肢
体
が
紐
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
人
形
の
肢
体
を
形
成
す
る
の
が
人
形
使
い
の
働
き
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ

は
全
然
彫
刻
的
な
形
成
で
は
な
く
し
て
人
形
使
い
的
形
成
な
の
で
あ
る
。
こ
の
形
成
が
人
形
の
衣
裳
に
よ
っ
て
現
わ
さ
れ
る
。
あ
の
衣
裳
は
胴
体
を
包

む
衣
裳
で
は
な
く
し
て
た
だ
衣
裳
の
み
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
人
形
使
い
的
形
成
に
よ
っ
て
実
に
活
き
活
き
と
し
た
肢
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
。
女

一

02
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2 ◇M05―1

の
人
形
に
は
足
は
な
い
が
、
た
だ
着
物
の
裾す

そ

の
動
か
し
方
一
つ
で
坐す

わ

り
も
す
れ
ば
歩
き
も
す
る
。
こ
の
よ
う
に
人
形
使
い
は
、
た
だ
着
物
だ
け
で
、
優

艶
な
肉
体
で
も
剛
強
な
肉
体
で
も
現
わ
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
我
々
は「
人
形
」と
い
う
概
念
を
す
っ
か
り
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
。
こ
こ
に
作
り
出
さ
れ
た「
人
の
形
」は
た
だ
人
形
使
い
の
運
動
に
お
い
て
の
み
形
成
さ
れ
る
形
な
の
で
あ
っ
て
、
静
止
し
凝
固
し
た
形
象
な
の
で
は

な
い
。
従
っ
て
彫
刻
と
は
最
も
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。

た
ぶ
ん
こ
の
事
を
指
摘
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
桐
竹
紋
十
郎
氏
は「
狐
」を
持
ち
出
し
て
、
そ
れ
が
使
い
方
一
つ
で
犬
に
も
狐
に

も
な
る
こ
と
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
う
し
て
こ
う
い
う
話
を
し
た
。
あ
る
時
西
洋
人
が
文
楽
の
舞
台
で
狐
を
見
て
非
常
に
感
心
し
、
そ
れ
を
見
せ
て
も

ら
い
に
楽
屋
へ
来
た
。
人
形
使
い
は
あ
そ
こ
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
と
言
っ
て
柱
に
ぶ
ら
下
げ
た
狐
を
さ
し
た
。
そ
れ
は
胴
体
が
中
の
う
つ
ろ
な
袋
な
の

で
、
柱
に
か
か
っ
て
い
る
所
を
見
れ
ば
子
供
の
玩
具
に
し
か
見
え
な
い
。
西
洋
人
は
ど
う
し
て
も
承
知
し
な
か
っ
た
。
舞
台
で
見
た
あ
の
活
き
活
き
と

し
た
狐
が
ど
ん
な
に
精
妙
な
製
作
で
あ
ろ
う
か
を
問
題
と
し
て
彼
は
見
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
人
形
使
い
は
や
む
な
く
立
っ
て
柱
か
ら
狐
を
取

り
そ
れ
を
使
っ
て
見
せ
た
。
西
洋
人
は
驚
喜
し
て
、
そ
れ
だ
そ
れ
だ
と
叫
び
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
西
洋
人
は
彫
刻
的
に
完
成
せ
ら
れ
た
驚
く
べ

き
狐
の
像
を
想
像
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
狐
は
人
形
使
い
の
動
き
の
中
に
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

人
形
が
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
我
々
の
第
一
に
気
づ
く
こ
と
は
、
人
形
芝
居
が
そ
れ
を
使
う
人
の
働
き
を
具
象
化
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
音
楽
と
同
様
に
刻
々
の
創
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
人
形
は
一
人
で
は
使
え
な
い
。
人
形
使
い
は
左
手
に
首
を
持
ち
右

手
に
人
形
の
右
手
を
持
っ
て
い
る
。
人
形
の
左
手
は
他
の
使
い
手
に
委ま

か

せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
ら
に
人
形
の
足
は
第
三
の
人
の
共
働
を
待
た
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
う
す
る
と
使
う
人
の
働
き
を

Ａ

す
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
と
も
こ
の
三
人
の
働
き
の
統
一
を

Ｂ

す
る
こ
と
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
表
現
せ
ら
れ
る
の
は
一
人
の
人
の
働
作
で
あ
る
。
三
人
の
働
き
が
合
一
し
て
あ
た
か
も
一
人
の
人
で
あ
る
か
の
ご
と

く
動
く
の
で
は
ま
だ
足
り
な
い
。
実
際
に
一
人
の
人
と
し
て
動
か
な
け
れ
ば
人
形
の
動
き
は
生
き
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
三
人
の
間
の
気

合
い
の
合
致
が
何
よ
り
も
重
大
な
契
機
に
な
る
。
人
形
が
生
き
て
動
い
て
い
る
時
に
は
、
同
時
に
こ
の
三
人
の
使
い
手
の
働
き
が

Ｃ

な
一
つ

の
働
き
と
し
て
進
展
し
て
い
る
。
見
る
目
に
は
三
人
の
使
い
手
の
体
の
運
動
が
あ
た
か
も
巧
妙
な
踊
り
の
ご
と
く
に
隙す

き

間ま

な
く
統
一
さ
れ
て
な
だ
ら
か

に
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
一
つ
の
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

、
た
だ
一
つ
の
つ
ま
ず
き
が
こ
の
調
和
せ
る
運
動
を
破
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
つ
の
運

①
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動
を
形
成
す
る
三
人
は
あ
く
ま
で
も
三
人
で
あ
っ
て
一
人
で
は
な
い
。
足
を
動
か
す
人
の
苦
心
は
彼
自
身
の
苦
心
で
あ
っ
て
首
を
持
つ
師
匠
の
苦
心
で

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
そ
の
精
根
を
つ
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
彼
が
最
も
よ
く
そ
の
自
己
で
あ
り
得
た
時

に
、
彼
ら
は
最
も
よ
く
一
つ
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

吉
田
文
五
郎
氏
の
話
し
た
若
い
こ
ろ
の
苦
心
談
は
こ
の
事
を
指
示
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
足
を
使
っ
て
い
た
少
年
の
彼
を
師
匠
は
カ
シ
ャ
ク

す
る
と
こ
ろ
な
く
叱
責
し
た
。
種
々
に
苦
心
し
て
も
な
か
な
か
師
匠
は
叱
責
の
手
を
ゆ
る
め
な
い
。
あ
る
日
彼
は
つ
い
に
苦
心
の
結
果
一
つ
の
や
り
方

を
考
案
し
、
そ
れ
で
も
な
お
師
匠
が
彼
を
叱
責
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
思
い
切
り
師
匠
を
撲な

ぐ

り
飛
ば
し
て
逃
亡
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
そ
う
し
て
そ
の

き
わ
ど
い
瞬
間
に
達
し
た
と
き
に
、
師
匠
は
初
め
て
う
ま
い
と
ほ
め
た
。
自
分
の
運
命
を
そ
の
瞬
間
に
か
け
る
と
い
う
ほ
ど
に
己
れ
が
緊
張
し
た
と

き
、
初
め
て
師
匠
と
の
息
が
合
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
叱
責
は
自
分
の
非
力
に
起
因
し
て
い
た
。
そ
こ
で
文
五
郎
氏
も
初
め
て
師
匠
の
偉
さ
、

あ
り
が
た
さ
を
覚さ

と

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
気
合
い
の
統
一
は
し
か
し
た
だ
三
人
の
間
に
限
る
こ
と
で
は
な
い
。
他
の
人
形
と
の
間
に
、
さ
ら
に
語
り
手
や
三
味
線
と
の
間
に
、
存

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
な
く
て
は
舞
台
上
の
統
一
は
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
や
能
と
違
っ
て
人
形
浄
瑠
璃
に
お
い
て
は
音
楽
は
純
粋

に
音
楽
家
が
、
動
作
は
純
粋
に
人
形
使
い
が
引
き
受
け
る
。
そ
こ
で
動
作
の
心
使
い
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
音
楽
家
の
音
楽
的
表
現
が
、
直
ち
に

動
作
す
る
人
形
の
言
葉
に
な
る
。
人
形
は
自
ら
口
を
き
か
な
い
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
自
ら
言
う
よ
り
も
何
倍
か
効
果
の
あ
る
言
葉
を
使
い
得
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
人
形
の
動
作
に
お
い
て
具
象
化
せ
ら
れ
る
人
形
使
い
の
働
き
と
、
そ
の
人
形
の
魂
の
言
葉
を
語
っ
て
い
る
音
楽
家
の
働
き
と
が
、
ぴ
っ
た

り
と
合
っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
唱
い
手
が
唱
い
つ
つ
動
作
し
て
い
る
あ
の
働
き
と
同
じ
事
を
や
る
た
め
に
、
人
形
使
い
た
ち

と
語
り
手
の
間
に
非
常
に
緊
密
な
気
合
い
の
合
致
が
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
だ
け
の
苦
労
は
決
し
て
酬む

く

わ
れ
な
い
の
で
は

な
い
。
オ
ペ
ラ
に
お
け
る
動
作
は
一
般
に
芸
術
的
と
は
言
い
難
い
愚
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
人
形
の
動
作
は
ま
さ
に
人
間
の
表
情
活
動
の
強
度
な
芸
術

化
、

Ｄ

化
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
オ
ペ
ラ
の
統
一
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
が
握
っ
て
い
る
が
、
人
形
芝
居
に
は
こ
の
よ
う
な
指
揮
者
が
い
な
い
。
し
か
も
人
形
の
使
い

手
、
語
り
手
、
弾
き
手
は
、
直
接
に
統
一
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に「
息
を
合
わ
せ
る
」の
で
あ
っ
て
、
悟
性

ａ

ｂ
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の
判
断
に
待
つ
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
三
味
線
の
鶴
沢
重
造
氏
は
き
わ
め
て
興
味
の
深
い
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。
最
初
三
味
線
を
弾
き
出

す
時
に
、
左
右
を
顧
み
、
こ
ろ
あ
い
を
は
か
っ
て
や
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
合
図
な
ど
を
す
る
の
で
は
な
い
。
自
分
が
パ
ッ
と
飛
び
出
す
時
に
同

時
に
語
り
手
も
使
い
手
も
出
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
左
右
に
気
を
兼
ね
る
よ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
気
合
い
が
出
な
い
。
思
い
切
っ
て
パ
ッ
と
出
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
気
合
い
は
弾
き
出
し
の
時
に
限
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
が
そ
れ
で
あ
る
。
刻
々
と
し
て
気
合
い
を
合
わ
せ
て
行
か
な
け

れ
ば
舞
台
は
生
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
話
は
我
々
に「

Ｅ

」の
話
を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
で
は
革
命
的
な
現
象
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
の
芸
術
家
に
は
き
わ
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
否
、
そ
の
ほ
か
に
統
一
を
つ
く
る
仕
方
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。第

二
に
我
々
の
気
づ
い
た
こ
と
は
、
人
形
の
動
作
が
い
か
に
鋭
い
選
択
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
択
は
必
ず
し
も

今
の
名
人
が
や
っ
た
の
で
は
な
い
。
最
初
、
人
形
芝
居
が
一
つ
の
芸
術
様
式
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、
こ
の
選
択
が
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。
人
形
に
動
作
を
与
え
、
そ
う
し
て
生
け
る
人
よ
り
も
一
層
よ
く
生
き
た
感
じ
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
人
間
の
動
作
の
中
か
ら
き
わ

め
て
特
徴
的
な
も
の
を
選
び
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
い
か
に
人
形
使
い
の
手
先
が
器
用
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
人
形
に
無
限
に
多
様
な
動

き
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
手
先
の
働
き
に
は
限
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
限
度
内
に
お
い
て
人
形
を
動
か
す
た
め
に
は
、
不
必
要
な
動
作
、
意

味
の
少
な
い
動
作
は
切
り
捨
て
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
人
の
動
作
に
と
っ
て
本
質
的
な（
と
人
形
使
い
が
直
観
す
る
）契
機
の
み
が
残
さ
れ
て
く

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
能
の
動
作
と
の
著
し
い
対
照
が
起
こ
っ
て
来
る
ゆ
え
ん
が
あ
り
、
ま
た
人
形
振
り
が
歌
舞
伎
芝
居
に
深
い
影
響
を
与
え
た
ゆ

え
ん
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
演
劇
形
態
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
有
す
る
人
が
、
一
々
の
動
作
の
仕
方
を
細
か
く
分
析
し
比
較
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
こ

れ
ら
の
芸
術
の
最
も
深
い
秘
密
が
開
示
せ
ら
れ
は
し
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
、
二
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
人
形
使
い
が
人
形
の
構
造
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
最
も
強
く
把
握
し
て
い
る
の
は
、
首
の
動
作
で
あ
る
。
特
に
首
を
左
右

に
動
か
す
動
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
形
使
い
の
左
手
の
手
首
に
よ
っ
て
最
も
繊
細
に
実
現
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
う
つ
向
い
た
顔
も
仰
向
い
た
顔

も
霊
妙
な
変
化
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
種
の
運
動
は「
能
」の
動
作
に
お
い
て
最
も
厳
密
に
切
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と

と
も
に
、
歌
舞
伎
芝
居
が
そ
の
様
式
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
歌
舞
伎
芝
居
に
お
い
て
特
に
顕
著
に
首
を
動
か
す
一
、
二

②
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の
型
を
頭
に
浮
か
べ
つ
つ
、
そ
れ
が
自
然
な
人
間
の
動
作
の
ど
こ
に
起
源
を
持
つ
か
を
考
え
て
み
る
が
よ
い
。
そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
、
人
形
の
首
の
運

動
が
演
技
様
式
発
展
の
媒
介
者
と
し
て
存
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
ま
た
人
形
の
肩
の
動
作
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
首
の
動
作
に
連
関
し
て
人
形
の
構
造
そ
の
も
の
の
中
に
重
大
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
人

形
使
い
は
た
と
え
ば
右
肩
を
わ
ず
か
に
下
げ
る
運
動
に
よ
っ
て
肢
体
全
体
に
女
ら
し
い
柔
軟
さ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
肢
体
全
体
の

動
き
が
肩
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
肩
の
動
き
に
よ
っ
て
表
情
す
る
と
い
う
こ
と
も「
能
」の
動
作
が
全
然
切
り
捨
て
去
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
と
も
に
歌
舞
伎
芝
居
が
コ
ダ
イ
化
し
つ
つ
一
つ
の
様
式
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
我
々
は
人
間
の
自
然
的
な
肩

の
動
作
が
、
人
形
の
動
作
の
媒
介
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
の
型
に
ま
で
様
式
化
せ
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
見
い
だ
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
例
は
な
お
い
く
ら
で
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

Ｆ

徳
川
時
代
に
で
き
あ
が
っ
た
風
俗
作
法
の
う
ち
に
は
、
右
の
ご

と
き
視
点
か
ら
し
て
初
め
て
理
解
さ
れ
得
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
と
思
う
。

（
和
辻
哲
郎「
文
楽
座
の
人
形
芝
居
」に
よ
る
）

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
10
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
10
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
3
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

従
っ
て	

イ　

す
な
わ
ち	

ウ　

さ
も
な
け
れ
ば	

エ　

し
か
し

Ａ
2　

い

Ａ
3　

う

ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
1
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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Ａ
4

　
　
　
線
部
①「
こ
こ
ま
で
く
る
と
我
々
は「
人
形
」と
い
う
概
念
を
す
っ
か
り
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
」と
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
説

明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

文
楽
座
の
人
形
は
人
形
使
い
の
運
動
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
伝
統
的
な
認
識
か
ら
、
人
形
使
い
の
働
き
以
前
に
人
形
は
彫
刻
的
に

形
成
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
切
り
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

イ　

文
楽
の「
狐
」の
像
を
楽
屋
に
見
に
来
た
西
洋
人
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
彫
刻
的
に
形
成
さ
れ
た
西
洋
の
人
形
よ
り
人
形
使
い
の
働
き
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
日
本
の
人
形
の
方
が
文
化
的
に
優
れ
て
い
る
の
で
、
我
々
は
現
在
の
西
洋
的
な
人
形
観
を
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
。

ウ　

文
楽
座
の
人
形
は
彫
刻
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
首
や
手
、
足
だ
け
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
し
た
肢
体
の
動
き
を
表

現
で
き
て
い
る
が
、
ま
だ
不
十
分
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
他
の
部
位
も
彫
刻
的
な
形
象
に
変
え
て
い
け
ば
よ
り
完
成
さ
れ
た
人
形
が
形
成
さ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
。

エ　

文
楽
座
の
人
形
は
人
形
使
い
の
働
き
に
お
い
て
形
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
、
彫
刻
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
こ
そ
人

形
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
を
根
本
か
ら
問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
5

　

Ａ

・

Ｂ

に
入
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

Ａ
　
具
象
化

　
―

　
Ｂ

　
具
象
化

イ　

Ａ
　
具
象
化

　
―

　
Ｂ

　
抽
象
化

ウ　

Ａ
　
抽
象
化

　
―

　
Ｂ

　
具
象
化

エ　

Ａ
　
抽
象
化

　
―

　
Ｂ

　
抽
象
化

Ａ
6

　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

彫
刻
的	

イ　

有
機
的	

ウ　

観
念
的	
エ　

機
械
的
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Ａ
7　
　
　

線
部
ａ「
カ
シ
ャ
ク
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

可　

能	

イ　

加　

減	

ウ　

過　

失	

エ　

釈　

明	

オ　

借　

地

Ａ
8　

Ｅ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

人
形
仕
立
て
の
オ
ペ
ラ　
　

 

イ　

歌
唱
な
き
オ
ペ
ラ　
　

 

ウ　

和
洋
折
衷
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　
　

 

エ　

指
揮
者
な
き
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

Ａ
9　
　
　

線
部
②「
第
二
に
我
々
の
気
づ
い
た
こ
と
は
、
人
形
の
動
作
が
い
か
に
鋭
い
選
択
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」と

あ
る
が
、「
人
形
の
動
作
」に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

人
形
は
人
間
と
同
じ
よ
う
な
動
き
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
人
形
使
い
は
人
間
の
動
作
に
と
っ
て
本
質
的
だ
と
思
わ
れ
る
も
の

だ
け
を
残
し
た
が
、
能
で
は
人
形
以
上
に
そ
れ
が
徹
底
さ
れ
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
両
者
の
間
に
顕
著
な
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ　

人
形
に
は
人
間
と
同
様
の
多
様
な
動
き
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
人
形
使
い
は
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
と
思
わ
れ
る
動
作
を
選

び
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
際
に
す
で
に
芸
術
様
式
と
し
て
確
立
し
て
い
た
歌
舞
伎
芝
居
の
人
間
の
動
作
を
参
考
に
し
た
。

ウ　

人
形
の
も
つ
物
理
的
な
制
約
か
ら
人
形
使
い
は
人
間
の
動
作
に
と
っ
て
本
質
的
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
を
残
し
、
そ
の
他
の
動
作
を
切

り
捨
て
た
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
人
形
の
動
作
が
歌
舞
伎
芝
居
に
お
け
る
人
間
の
動
作
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ　

人
形
の
構
造
に
お
い
て
本
質
的
な
位
置
を
占
め
る
首
や
肩
の
動
作
は
、
人
間
の
自
然
な
動
作
に
は
存
在
し
な
い
、
人
形
に
し
か
表
現
で
き

な
い
動
作
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
歌
舞
伎
芝
居
は
自
ら
の
演
技
様
式
の
発
展
の
た
め
に
そ
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
。
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Ａ
10　

Ｆ

に
は
、
次
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】を
並
べ
か
え
た
文
章
が
入
り
ま
す
。
正
し
い
順
序
に
並
べ
た
際
に
、
前
か
ら
三
番
目
に
位
置
す
る
文

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

【
Ⅰ
】　

自
然
的
な
人
の
動
作
の
内
に
知
ら
ず
知
ら
ず
に
人
形
振
り
が
浸
み
込
ん
で
来
る
。

【
Ⅱ
】　�

そ
う
し
て
か
く
創
造
せ
ら
れ
た
動
作
は
、
そ
れ
が
芸
術
的
で
あ
り
従
っ
て
現
実
よ
り
も
美
し
い
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
理
由
に
よ
っ

て
、
人
間
に
模
倣
衝
動
を
起
こ
さ
せ
る
。

【
Ⅲ
】　

こ
の
際
に
は
ま
た
逆
に
、
歌
舞
伎
芝
居
が
媒
介
の
役
を
つ
と
め
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
Ⅳ
】　

人
形
使
い
は
人
間
の
動
作
を
選
択
し
簡
単
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
芸
術
的
な
人
間
の
動
作
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

ア　
【
Ⅰ
】	
イ　
【
Ⅱ
】	

ウ　
【
Ⅲ
】	

エ　
【
Ⅳ
】

（
以
下
の
設
問
Ｂ
1
〜
Ｂ
3
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
1
〜
3
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
1　
　
　

線
部
ｂ「
煩（
わ
さ
れ
る
）」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
2　

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

Ｄ

を
含
む
段
落
の
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
3　
　
　

線
部
ｃ「
コ
ダ
イ
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

学
生
が
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に
選
択
す
る
の
か
を
見
て
い
て
近
年
と
み
に
感
じ
る
の
は
、
傾
向
が
は
っ
き
り
と
二
つ
の
方
向
に
分
岐
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
は
個
人
的
な
趣
味
や
好
き
嫌
い
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
、
他
方
は
い
わ
ゆ
る「
社
会
問
題
」に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
選
択
す

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
方
法
論
を
深
化
さ
せ
れ
ば
、
極ご

く

私
的
な
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
オ
ー
ト
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
個
々
人

の
経
験
を
社
会
の
構
造
や
世
界
の
う
ね
り
と
い
う
地
の
上
に
図
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

気
に
な
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
卒
業
論
文
と
し
て「
社
会
問
題
」に
関
す
る
テ
ー
マ
を
選
択
す
る
の
は
ご
く
普
通
の
こ
と
だ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
立
ち
位
置
や
構
え
で
あ
る
。「
貧
困
」の
問
題
で
あ
れ
、「
高
齢
者
」や「
障
害
者
」に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
れ
、「
戦
争
」や「
核
兵
器
」と
い
っ
た
問
題
で
あ
れ
、
そ
れ
が
自
ら
の
生
に
直
接
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
す
で
に
シ
ョ
ヨ
と

し
て
存
在
し
て
い
る
外
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う「
問
題
」に
対
し
て
、
あ
た
か
も
自
分
が
政
策
決
定
者
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
外
か
ら
、
ま
た

あ

解
決
し
よ
う
と
す
る
構
え
が
見
え
隠
れ
す
る
。

一
人
の
生
活
者
と
し
て
で
は
な
く
、
政
策
決
定
者
の
立
ち
位
置
か
ら
の
問
題
設
定
に
は
、
ま
る
で「
国
家
の
よ
う
に
見
る
」か
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を

感
じ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
将
来
実
際
に
政
治
家
や
官
僚
に
な
っ
て
そ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
本

人
た
ち
に
あ
ま
り
そ
う
い
う
気
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。【
Ⅰ
】

政
治
学
者
・
人
類
学
者
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
文
字
通
り『
国
家
の
よ
う
に
見
る
』と
題
さ
れ
た
著
作
に
お
い
て
、
人
間
の
生
活
条
件

を
改
善
し
よ
う
と
し
て
都
市
や
自
然
環
境
を
改
変
す
る
社
会
工
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。
い
か
な
る
生
産
過
程
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
実
践
知
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
過
程
や
即
興
な
く
し
て
は
機
能
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ォ
ー
マ

ル
な
図
式
に
も
と
づ
く
プ
ラ
ン
は
そ
う
し
た
コ
ー
ド
化
さ
れ
な
い
知
や
過
程
を
無
視
し
抑
圧
す
る
か
ら
だ
と
い
う
の
が
ス
コ
ッ
ト
の
議
論
の
筋
で
あ

る
。【
Ⅱ
】

な
か
で
も
二
〇
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
国
家
主
導
の
社
会
工
学
プ
ラ
ン
は
、（
1
）自
然
と
社
会
の
管
理
、（
2
）科
学
技
術
へ
の
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た

二

＊
1

ａ

①
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ハ
イ
モ
ダ
ニ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、（
3
）そ
の
理
想
を
現
実
化
す
る
た
め
に
強
制
的
権
力
を
行
使
し
う
る
国
家
、（
4
）こ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
抵
抗
す

る
能
力
を
失
っ
た
市
民
社
会
、
と
い
う
四
つ
の
要
素
が
そ
ろ
う
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
と
ス
コ
ッ
ト
は
断
じ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
の
手
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
飽
く
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。【
Ⅲ
】

ス
コ
ッ
ト
の
議
論
の
な
か
で
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、「
国
家
の
よ
う
に
見
る
」ま
な
ざ
し
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。
鍵
と
な
る
の
はlegible  

―
―「
判
読
で
き
る
」と
か「
読
み
や
す
い
」を
意
味
す
る
―
―
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
語
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
な
い
複
雑
き

わ
ま
る
ロ
ー
カ
ル
な
知
や
実
践
や
慣
習
を「
判
読
で
き
る
」よ
う
に
す
る
こ
と
で
、「
上
か
ら
」そ
し
て「
中
央
か
ら
」の
掌
握
と
操
作
を
可
能
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
計
測
し
、

い

、

う

、

え

、
登
録
し
、
格
子
状
の
地
図
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
、
そ
う
す
る

こ
と
で
は
じ
め
て
、
そ
れ
ま
で
判
読
不
能
だ
っ
た「
社
会
的
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
」（
注　

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
は
、
象
形
文
字
の
ひ
と
つ
）が
国
家
に
と
っ
て
読
み

う
る
も
の
に
な
る
。【
Ⅳ
】

そ
れ
は
古
典
的
な
国
家
の
機
能
、
す
な
わ
ち
徴
税
、
徴
兵
、
そ
し
て
反
乱
の
予
防
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た「
読
み
や
す
く

す
る
こ
と
」こ
そ
が
国
家
の
統
治
術
に
お
け
る
中
心
的
課
題
で
あ
り
続
け
て
き
た
し
、
今
で
も
そ
う
な
の
だ
。
新
た
な
技
術
が「
便
利
だ
か
ら
」と
い
う

理
由
で
導
入
さ
れ
る
と
き
、
自
分
に
と
っ
て「
便
利
だ
か
ら
」だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は「
国
家
の
よ
う
に
見
る
」ま
な
ざ
し
を
あ
ま

り
に
も
自
然
に

お

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
歴
史
は
、
国
家
を
単
位
と
す
る
国
家
か
ら
描
か
れ
た
歴
史
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
ス
コ
ッ
ト
は
こ
う
問

う
。
そ
の
典
型
が
、
狩
猟
と
採
集
か
ら
始
ま
り
、
焼
畑
農
耕
を
経
て
定
住
し
灌
漑
稲
作
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
農
業
発
展
史
観
で
あ
り
、
小
規
模

の
集
団
か
ら
ム
ラ
を
経
て
ク
ニ
に
至
る
と
い
う
社
会
組
織
発
展
史
観
で
あ
る
。（
中
略
）

こ
れ
は
文
明
化
の
過
程
と
し
て
記
述
さ
れ
る
段
階
的
進
化
論
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
に
も
と
づ
く
と
、
山
地
に
住
む
民
な
ど
は
、
文
明
化
の

恩
恵
に
ヨ
ク
し
て
お
ら
ず
、
国
家
と
文
明
を
知
ら
な
い
遅
れ
た
未
開
の
民
と
し
て
蔑
視
さ
れ
、
キ
ョ
ウ
カ
の
対
象
と
み
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
彼
ら
が
国

家
か
ら
意
図
的
に
距
離
を
と
っ
て
き
た
の
だ
と
し
た
ら
ど
う
か
。
ス
コ
ッ
ト
が
大
著『
ゾ
ミ
ア（
原
題
は「
統
治
さ
れ
な
い
た
め
の
技
法
」）』で
描
き
出
し

た
の
は
、
国
家
の
ま
な
ざ
し
か
ら
書
か
れ
る
歴
史
で
は
な
く
、
国
家
に
抗
す
る
人
々
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

＊
2

ｂ

ｃ
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「
ゾ
ミ
ア
」と
は
中
国
南
部
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
か
け
て
の
広
大
な
山
岳
地
帯
を
指
す
が
、
も
と
も
と
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
の
言
葉

で「
山
の
人
」、
つ
ま
り
山
地
民
や
高
地
民
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
山
地
民
に
は
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
主
に
焼
畑
農
業
を
営
み
、
移
動
性
が
高

く
、
平
等
主
義
的
で
流
動
的
な
社
会
構
造
が
あ
り
、
文
字
を
持
た
な
い
コ
ウ
シ
ョ
ウ
文
化
で
あ
り
、
宗
教
的
に
は
し
ば
し
ば
異
端
的
な
信
仰
を
有
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
の
す
べ
て
は
、
そ
も
そ
も
地
理
的
に
ア
ク
セ
ス
困
難
な
周
縁
部
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
含
め
、
平
地
に
あ
る
既
存
の
国
家
か
ら

距
離
を
と
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
社
会
の
内
側
か
ら
国
家
が
形
成
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
と
い
う
、「
国
家
的
な
る
も
の
」に
抗
す
る
二
つ

の
命
題
に
も
と
づ
く
適
応
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ス
コ
ッ
ト
の
提
示
し
た
新
た
な
歴
史
観
で
あ
る
。

文
字
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
一
つ
と
っ
て
も
、
持
っ
て
い
た
が
あ
え
て
捨
て
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
見
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
こ
と
に
驚
く

べ
き
も
の
で
あ
る
。
細
部
に
お
い
て
間
違
い
や
強
引
な
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
重
要
な
の
は
、
こ
の
史
観
が
開
く
広
大
な
領
野
で
あ
り
、
従
来
の

史
観
で
は
見
え
ず
、
問
題
に
も
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が「
見
え
る
」よ
う
に
な
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
が
誕
生
す
る
以
前
の
始
源
に「
良
き

未
開
人
」を
見
出
す
と
い
う
ロ
マ
ン
主
義
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
内
部（
国
家
）と
外
部（
ゾ
ミ
ア
）と
の
相
互
に
分
か
ち
が

た
い
弁
証
法
的
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

ス
コ
ッ
ト
は
、
国
家
と
の
緊
張
関
係
と
し
て
歴
史
を
見
る
道
を
切
り
開
い
た
先
達
と
し
て
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ラ
ス
ト
ル
の
名
を
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。

南
米
の
先
住
民
社
会
が「
国
家
な
き
社
会
」で
は
な
く「
国
家
に
抗
す
る
社
会
」で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
パ
リ
生
ま
れ
の
人
類
学
者
の
仕
事
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
計
り
知
れ
な
い
。

た
だ
、
ク
ラ
ス
ト
ル
が
あ
く
ま
で
国
家-

以
前
と
国
家-

以
後
の
説
明
し
え
な
い「
断
絶
」に
最
後
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
の
に
対
し
、
ス
コ
ッ
ト
は
こ
の

見
方
を

か

に
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
酒
井
隆
史
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
進
化
論
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、「
断
絶
」の
概
念
を
時
間
軸
で
は

な
く
空
間
軸
へ
と
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
」。
そ
れ
だ
け
で
な
く
こ
の
ス
コ
ッ
ト
の
空
間
論
的
シ
フ
ト
は
、
国
家-

以
後
の
社
会
に
生
ま
れ
た
私
た
ち

に
と
っ
て
一
体
何
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
効
果
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ス
コ
ッ
ト
の
ゾ
ミ
ア
に
し
て
も
、
そ
れ
が
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
の
こ
と
だ
と
捉
え
る
か
ぎ
り
は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
日
本
列
島
が
五
〇
〇
〇
万
年
前
に
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
と
し
て
地
理
的
に
ゾ
ミ
ア
に
連
な
る
山
塊
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
内

ｄ

②

12
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部
を
作
り
出
す
国
家（「
國
」と
い
う
字
は
古
代
中
国
で
は「
囗
」で
あ
り
、
端
的
に
境
界
を
作
っ
て
囲
い
込
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）と
、
そ
の
動
き
に

よ
っ
て
必
然
的
に
作
り
出
さ
れ
る
外
と
の
あ
い
だ
の
弁
証
法
的
関
係
と
し
て
ゾ
ミ
ア
的
な
る
も
の
を
捉
え
る
な
ら
、
国
家
が
す
で
に
成
立
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

国
家
の
ま
な
ざ
し
か
ら
す
る
と
、「
何
も
な
い
」よ
う
に
見
え
る
場
所
に
、
工
場
が
建
ち
、
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
。
住
民
も
ま
た
、
自
分
の

住
む
地
元
に
は「
何
も
な
い
」と
思
う
が
ゆ
え
に
、
都
市
へ
と
出
て
ゆ
く
。
だ
が
、
ゾ
ミ
ア
的
な
る
も
の
へ
と
注
意
が
向
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で

「
何
も
な
い
」と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
起
こ
っ
て
き
た
事
柄
が
少
し
ず
つ
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
次
元
を

注
視
し
て
い
た
人
類
学
者
や
民
俗
学
者
や
小
説
家
や
詩
人
が
、
国
家
が
描
く
歴
史
と
は
異
な
る
歴
史
を
描
い
て
き
た
。
そ
う
し
た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

は
、
そ
の
ま
ま
今
こ
こ
に
お
い
て
、
国
家
が
要
請
す
る
も
の
と
は
異
な
る
生
き
方
の
可
能
性
を
開
く
の
で
あ
る
。

（
松
嶋
健「
国
家
に
抗
す
る
歴
史
へ
の
ま
な
ざ
し
」に
よ
る
）

《
注
》　
＊
1

　
オ
ー
ト
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
…
個
人
的
な
経
験
を
用
い
て
、
文
化
的
信
念
、
実
践
、
経
験
な
ど
を
述
べ
る
研
究
方
法
の
こ
と
。

＊
2�

　
ハ
イ
モ
ダ
ニ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
…「
単
純
化
」と「
把
握
し
や
す
さ
」を
志
向
す
る
現
代
主
義
的
思
想
の
こ
と
。
ス
コ
ッ
ト
に
よ
り

唱
え
ら
れ
た
概
念
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
11
〜
Ａ
21
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
11
〜
21
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
11

　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
横
か
ら	

イ
　
上
か
ら	

ウ
　
無
か
ら	

エ
　
端
か
ら

③

④

13
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13 ◇M05―1

Ａ
12　

本
文
に
は
、「
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
や
ら
無
意
識
の
う
ち
に「
国
家
の
よ
う
に
見
る
」ま
な
ざ
し
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の

だ
。」と
い
う
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
挿
入
す
る
箇
所
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
本
文
中
の【
Ⅰ
】〜【
Ⅳ
】の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

ア
　【
Ⅰ
】	

イ
　【
Ⅱ
】	

ウ
　【
Ⅲ
】	

エ
　【
Ⅳ
】

Ａ
13　
　
　

線
部
①「
そ
う
し
た
コ
ー
ド
化
さ
れ
な
い
知
や
過
程
を
無
視
し
抑
圧
す
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
人
間
の
生
活
条
件
を
改
善
す
る
た
め
に
自
然
環
境
を
改
変
し
よ
う
と
し
て
も
、
多
く
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
。

イ
　
国
家
主
導
の
社
会
工
学
プ
ラ
ン
に
対
し
て
、
市
民
社
会
が
抵
抗
す
る
能
力
を
失
い
、
悲
惨
な
結
果
を
招
く
こ
と
。

ウ
　
地
域
特
有
の
知
の
在
り
方
や
実
践
、
慣
習
な
ど
を
、
無
理
や
り
掌
握
し
た
う
え
で
そ
れ
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

エ
　
国
家
が
、
徴
兵
、
徴
税
、
反
乱
の
予
防
な
ど
の
機
能
を
備
え
る
た
め
に
は
、
強
制
的
権
力
の
行
使
が
前
提
と
な
る
こ
と
。

Ａ
14　

い

・

う

・

え

に
入
る
も
の
と
し
て
適
当
で
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ

し
、

い

・

う

・

え

に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
が
入
り
ま
す
。

ア
　
規
格
化
し	

イ
　
単
純
化
し	

ウ
　
標
準
化
し	

エ
　
流
動
化
し

Ａ
15　

お

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
可
視
化	

イ
　
抽
象
化	
ウ
　
内
面
化	

エ
　
客
観
化

Ａ
16　
　
　

線
部
ｃ「
キ
ョ
ウ
カ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
共　

有	

イ
　
強　

制	

ウ
　
興　

趣	

エ
　
経　

典	

オ
　
宗　

教

Ａ
17　
　
　

線
部
ｄ「
コ
ウ
シ
ョ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
口　

実	

イ
　
思　

考	

ウ
　
公　

道	
エ
　
照　

明	

オ
　
自　

称

14
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Ａ
18

　
　
　
線
部
②「
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
文
字
は
人
間
生
活
の
根
本
を
形
成
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
持
た
な
い
の
は
生
存
の
上
で
困
難
な
こ
と
だ
か
ら
。

イ
　
文
字
を
あ
え
て
捨
て
た
可
能
性
を
見
出
し
、
そ
こ
に「
国
家
的
な
る
も
の
」を
根
本
的
に
拒
否
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
捉
え
て
い
る
か
ら
。

ウ
　
平
等
主
義
的
で
流
動
的
な
社
会
構
造
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
思
の
疎
通
に
文
字
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
か
ら
。

エ
　
異
端
的
な
宗
教
を
信
仰
す
る
こ
と
が
多
い
場
合
、
文
字
を
持
た
な
い
こ
と
と
そ
の
信
仰
と
は
両
立
し
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
。

Ａ
19

　

か

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
文
明
論
的	
イ
　
言
語
学
的	

ウ
　
歴
史
的	

エ
　
地
理
的

Ａ
20

　
　
　
線
部
③「
国
家
が
す
で
に
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
国
家
の
基
本
的
な
概
念
が
、
境
界
を
作
っ
て
囲
い
込
む
こ
と
で
あ
る
と
改
め
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
。

イ
　
日
本
列
島
が
古
く
は
ゾ
ミ
ア
に
連
な
る
山
塊
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
新
た
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
こ
と
。

ウ
　
ゾ
ミ
ア
的
な
る
も
の
は
、
現
に
存
在
す
る
国
家
の
内
部
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

エ
　
国
家
的
な
る
も
の
と
ゾ
ミ
ア
的
な
る
も
の
の
関
係
は
、
国
家-

以
前
の
社
会
に
の
み
存
在
す
る
こ
と
。

Ａ
21

　
　
　
線
部
④「
国
家
が
要
請
す
る
も
の
と
は
異
な
る
生
き
方
の
可
能
性
を
開
く
」と
あ
る
が
、
こ
れ
に
沿
っ
た
具
体
的
な
行
為
の
例
と
し
て
適0

当
で
な
い

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
国
家
の
ま
な
ざ
し
に
囚
わ
れ
ず
に「
貧
困
」の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

イ
　
実
際
に
政
府
の
政
策
決
定
者
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
広
く「
社
会
問
題
」に
つ
い
て
考
え
る
。

ウ
　
な
ぜ「
何
も
な
い
」よ
う
に
見
え
る
場
所
に
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
。

エ
　
都
会
に
出
て
ゆ
く
人
の
地
元
に
は
本
当
に「
何
も
な
い
」の
か
を
考
え
る
。

15
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（
以
下
の
設
問
Ｂ
4
・
Ｂ
5
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
4
・
5
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
4　
　
　

線
部
ａ「
シ
ョ
ヨ
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
5　
　
　

線
部
ｂ「
ヨ
ク（
し
て
）」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

16
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次
の
文
章
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン（
本
名
エ
ミ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ
。
一
八
六
八
―
一
九
五
一
）の
評
伝
の
一
部
で
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

ア
ラ
ン
の
回
想
に
し
た
が
え
ば
、
彼
は
戦
場
に
い
な
が
ら
、
戦
争
に
つ
い
て
書
く
こ
と
の
難
し
さ
に
苦
し
む
日
々
を
送
っ
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。
戦

争
の
な
か
に
い
る
こ
の
日
々
を
書
く
こ
と
。
自
ら
に
課
し
た
そ
の
使
命
の
困
難
さ
の
前
で
、
ア
ラ
ン
の
プ
ロ
ポ
は
、
あ
の
ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
馬
の
よ
う
な

軽
や
か
で
力
強
い
跳
躍
を
失
い
か
け
る
。

そ
し
て
―
―
こ
れ
は
私
た
ち
に
は
想
像
す
る
の
が
難
し
い
心
情
だ
が
―
―
そ
の
苦
し
み
の
さ
な
か
、
ア
ラ
ン
は
む
し
ろ
純
粋
・
正
統
な
哲
学
、
そ
れ

か
ら
芸
術
に
つ
い
て
、
上
手
く
進
ま
な
い「
戦
場
の
プ
ロ
ポ
」の
い
わ
ば「
気
晴
ら
し
」ま
た
は「
別
の
道
」と
し
て
、
新
た
な
作
品
を
書
い
て
み
よ
う
と
思

い
立
つ
の
で
あ
る
。

あ
る
日
、
ア
ラ
ン
は
戦
場
で
出
会
っ
た
若
い
兵
士
に
、
わ
か
り
や
す
い
哲
学
の
教
科
書
を
書
い
て
く
れ
と
熱
心
に
乞
わ
れ
た
。
そ
の
直
後
、
ア
ラ
ン

は
入
院
し
て
動
け
な
い
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
哲
学
の
諸
概
念
を
系
統
立
て
て
論
じ
る
と
い
う
作
業
に
と
り
か
か
る
。
そ
れ
は

い
ま
彼
が
身
を
置
い
て
い
る
戦
争
に
つ
い
て
書
く
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
で
、
毎
日
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
な
が
ら
、
す
ら
す
ら
と
書
き
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
い
っ
た
ん
治
療
を
終
え
た（
と
、
兵
力
を
求
め
る
司
令
部
の
意
を
汲
む
軍
医
に
よ
っ
て
性
急
に
判
断
さ
れ
た
）ア
ラ
ン
は
、
急
ご
し
ら
え
で

病
院
の
ベ
ッ
ド
か
ら
戦
場
に
復
帰
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
さ
な
か
で
、
彼
は
モ
ー
ル
＝
ラ
ン
ブ
ラ
ン
か
ら
芸
術
に
つ
い
て
書
い
て
み
る
よ
う
提
案
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
か
つ
、
新
し
い
持
ち
場
で
絵
を
描
く
こ
と
が
趣
味
の
上
官
の
下
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

哲
学
の
純
粋
概
念
に
没
入
で
き
た「
幸
せ
な
」入
院
生
活
か
ら
、
ふ
た
た
び
激
戦
地
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
黒
々
と
し
た

憂
鬱
に
押
し
潰
さ
れ
な
い
た
め
に
、
ア
ラ
ン
は
芸
術
と
い
う
新
し
い
対
象
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
始
め
る
よ
う
に
な
る
。「
ご
く
ひ
そ
や
か
な
が
ら
私

は
芸
術
に
関
す
る
本
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
。
と
は
い
え
こ
こ
で
は
、
私
は
平
穏
な
時
間
を
い
さ
さ
か
欠
い
て
い
る
」、
そ
う
彼
が
モ
ー
ル
＝
ラ
ン
ブ

ラ
ン
に
打
ち
明
け
た
の
は
、
一
九
一
六
年
一
二
月
一
六
日
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
か
ら
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
森
の
野
営
地
で
書
い
た
手
紙
で
の
こ
と
だ
。
や
が
て

三

＊
1

①

＊
2
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彼
は
、「
想
像
力
」や「
軍
隊
の
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
」、
ま
た
は「
思
考
」「
色
」「
線
」と
い
っ
た
主
題
に
つ
い
て
の
、
便
箋
二
枚
ほ
ど
の
断
章
を
書
き
溜
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
一
九
一
七
年
一
〇
月
一
四
日
、
ア
ラ
ン
は
兵
役
満
了
で
除
隊
に
な
っ
た
。
彼
は
生
還
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
パ
リ
に
戻
っ
て
ア
ン
リ
四
世
校
で
の
授
業
を
再
開
す
る
と
同
時
に
、
ま
ず『
精
神
と
情
念
に
関
す
る
八
一
章
』を
出
版
す
る
。
同
書
初
版
の「
ま

え
が
き
」に
記
さ
れ
た
日
付
は「
一
九
一
六
年
七
月
一
九
日
」で
あ
る
。
著
者
ア
ラ
ン
は
そ
こ
で
、「
こ
の
と
こ
ろ
不
運
と
偶
然
に
よ
り
強
制
的
な
余
暇
時

間
を
得
た
の
で
」、
こ
れ
ま
で
よ
く
親
し
ん
で
き
た
哲
学
の
基
礎
概
念
を
整
理
し
、
あ
ら
た
め
て
秩
序
立
て
て
書
い
て
み
た
と
、
こ
の
本
の
成
り
立
ち

を
説
明
し
て
い
る
。「
不
運
と
偶
然
に
よ
る
強
制
的
な
余
暇
時
間
」と
は
つ
ま
り
、
野
戦
病
院
で
の
日
々
の
こ
と
を
指
す
。
あ
る
い
は「
不
運
と
偶
然
」こ

そ
が
彼
を「
戦
争
」か
ら
生
き
て
帰
ら
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
、
少
し
強
引
に
読
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

次
い
で
、
一
九
二
〇
年
二
月
に
は『
芸
術
の
体
系
』が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
ア
ラ
ン
が
戦
場
で
過
ご
し
た
最
後
の
一
年
弱
の
あ

い
だ
に
書
か
れ
た
、
一
〇
六
の
断
章
で
あ
る
。
今
日
の
ア
ラ
ン
の
読
者
に
と
っ
て
は
イ
ヒ
ョ
ウ
を
突
か
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
と
き
芸
術

と
は
、
彼
に
と
っ
て
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は「

Ａ

」で
あ
る
よ
う
な
、
ま
っ
た
く
新
た
な
挑
戦
を
意
味
す
る
題
材
だ
っ
た
。
戦
場
に
お
い
て
彼

は
こ
の
新
し
い
対
象
に
出
会
い
、
そ
し
て
夢
中
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
断
章
を
書
き
綴
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
戦
地
か
ら
還
っ
て
、
ア
ラ
ン
は
立
て
続
け
に
、
彼
が
戦
場
で
そ
の
体
系
や
秩
序
を
追
究
し
た
二
つ
の
題
材
―
―
一
つ
は
何
よ
り
も
親
し
ん
で

き
た
も
の
で
あ
る
哲
学
、
も
う
一
つ
は
む
し
ろ
新
奇
の
も
の
で
あ
っ
た
芸
術
―
―
に
つ
い
て
の
作
品
を
発
表
し
た
の
だ
っ
た
。

ど
ち
ら
の
作
品
に
関
し
て
も
そ
こ
で
彼
が
強
調
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
日
常
的
な
言
葉
で
、
専
門
的
な
学
術
用
語
な
ど
知
ら
な
い
者
で
も
読
め
る
よ

う
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
最
初
に
全
体
と
し
て
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
書
か
れ
る
と
い
う
点
で
は
そ
れ
以
前
の〈
ア
ラ
ン

の
プ
ロ
ポ
〉と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
た
め
に
ア
ラ
ン
が
用
い
た
言
葉
は
間
違
い
な
く
、
彼
が
そ
れ
ま
で
磨
き
、
自
ら
の
も
の
と

し
て
創
り
あ
げ
て
き
た
プ
ロ
ポ
の
語
り
だ
っ
た
。

そ
し
て
一
九
二
一
年
七
月
、
ア
ラ
ン
は
よ
う
や
く
戦
争
を
題
材
と
し
た
本
を
出
版
し
た
。

『
マ
ル
ス
あ
る
い
は
裁
か
れ
た
戦
争
』と
題
名
が
つ
け
ら
れ
た
そ
の
本
は
、「
大
砲
の
爆
音
の
も
と
で
書
か
れ
た
最
初
の
作
品
で
あ
り
、
最
後
に
刊
行

ａ

②
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さ
れ
た
」（「
一
九
二
五
年
の
自
伝
ノ
ー
ト
」）。

こ
の
本
は
前
の
二
冊
に
比
べ
る
と
意
外
性
の
な
い
、
ま
さ
し
く
人
が
戦
場
で
見
る
だ
ろ
う「
世
界
」で
あ
り「
問
い
」で
あ
る
は
ず
の「
戦
争
」に
つ
い
て

書
か
れ
た
、
九
三
の
プ
ロ
ポ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の『
マ
ル
ス
』と
い
う
作
品
こ
そ
が
、
最
も
そ
の
主
題
に
近
い
場
所
、
ま
さ
に
そ
の
事
象
の
さ
な

か
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

で
は
そ
れ
は
読
者
に
と
っ
て
最
も
わ
か
り
や
す
く
、
最
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

兵
役
を
終
え
た
ア
ラ
ン
に
、
彼
と
同
じ
よ
う
に
戦
場
か
ら
生
還
し
た
兵
士
た
ち
の
存
在
は
、「
一
種
の
祖
国
の
よ
う
な
も
の
を
も
た
ら
し
た
」。

「
そ
の
う
ち
の
い
く
人
か
は
、
あ
た
か
も
手
の
指
の
よ
う
に
、
い
ま
な
お
互
い
に
と
も
に
あ
る
。
そ
し
て
他
の
い
く
人
か
は
、
憤
激
し
て
私
に
反
駁

し
た
が
、
そ
れ
は
、
決
し
て
私
の
憤
激
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」。
こ
の
よ
う
な
人
々
と
、
と
き
に「
憤
激
」と
と
も
に
あ
る
空
間
こ
そ
が
、
戦
地

か
ら
パ
リ
に
戻
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
真
に
安
ん
じ
て
身
を
置
き
続
け
る「
祖
国
」と
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
つ
ま
り
彼
に
と
っ
て
、
戦
場
か
ら
離

れ
た
パ
リ
の
土
地
は
、
す
で
に
完
全
に
安
ら
げ
る
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
、
な
ぜ
な
の
か
。

『
マ
ル
ス
』に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
九
一
九
年
一
一
月
三
日
付
の
プ
ロ
ポ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

戦
争
か
ら
戻
っ
た
若
者
の
ひ
と
り
が
私
に
言
っ
た
。「
ど
れ
だ
け
た
だ
率
直
に
戦
争
に
つ
い
て
話
し
て
も
、
戦
争
を
飾
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
も
私
た
ち
の
話
を
聴
く
子
供
た
ち
は
い
つ
も
と
て
も
戦
争
を
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ

」。
実
に
、
こ
の
限
り
な
く
広
が
る

沈
黙
こ
そ
が
最
善
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
雄
弁
家
に
と
っ
て
恐
れ
る
べ
き
記
号
だ
っ
た
。
若
者
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
本
当
に
よ
く
理

解
し
て
い
た
の
だ
と
、
い
ま
の
私
に
は
わ
か
る
。
ど
ん
な
演
説
も
、
こ
の
広
い
沈
黙
の
空
間
を
満
た
す
に
は
至
ら
な
い
。

戦
場
か
ら
戻
っ
た
ア
ラ
ン
に
は
、「
沈
黙
」で
し
か
決
し
て
表
現
で
き
な
い
、
誰
も
た
ど
り
つ
け
な
い
よ
う
な
地
点
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
戦
争
の
体

験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
生
還
兵
は
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
知
っ
て
い
る
。
一
九
一
六
年
に
塹
壕
の
ア
ラ
ン
が「
こ
の
あ
ら
ゆ
る
大

殺
戮
」と
、
そ
し
て「
私
た
ち
フ
ラ
ン
ス
兵
は
、
あ
な
た
方
ド
イ
ツ
兵
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
狂
気
の
沙
汰
の
無
駄
遣
い
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か

③④
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れ
た
」と
書
い
た
あ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
者
た
ち
に
は
、「
沈
黙
」だ
け
が
信
じ
る
こ
と
の
で
き
る「
記
号
」、
彼
ら
が
知
っ
て
い
る
も
の
＝「
戦
争
」を

た
く
す
べ
き
た
だ
一
つ
の「
話
し
て
よ
い
言
葉
」だ
っ
た
の
だ
。

『
マ
ル
ス
』と
い
う
作
品
に
お
い
て
、
ア
ラ
ン
は
こ
の
よ
う
な
帰
還
兵
た
ち
の「
沈
黙
」こ
そ
を
引
き
受
け
、

Ｃ

、
そ
れ
を
語
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

Ｄ

彼
は「〈
ア
ラ
ン
の
プ
ロ
ポ
〉の
著
者
」な
の
だ
か
ら
。

Ｅ

彼
は
生
き
て
還
っ
た
の
だ
か
ら
。
ア
ラ
ン
が
語
ら
な
け

れ
ば
、
パ
リ
の「
雄
弁
家
」た
ち
の
威
勢
の
い
い「
演
説
」で
あ
の
戦
争
は
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
生
還
兵
の「
沈
黙
」は
、
そ
の「

Ｘ

戦
争
」

に
向
け
ら
れ
る
、
せ
め
て
も
の
抵
抗
な
の
だ
か
ら
。

「
沈
黙
」こ
そ
が
語
る
べ
き
こ
と
を
、
言
葉
に
し
て
語
る
こ
と
。
そ
れ
が
ア
ラ
ン
に
と
っ
て

Ｙ

な
仕
事
で
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

だ
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ
の「
沈
黙
」を
読
む
の
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
決
し
て
簡
単
に
読
ん
で
は
な
ら
な
い
は
ず

だ
。

（
田
中
祐
理
子『
ア
ラ
ン
―
―
戦
争
と
幸
福
の
哲
学
』に
よ
る
）

《
注
》　
＊
1�

　
プ
ロ
ポ
…
フ
ラ
ン
ス
語
で「
談
話
、
話
題
」の
意
味
を
持
つ
名
詞（propos

）。
こ
こ
で
は
、
ア
ラ
ン
の
哲
学
を
象
徴
す
る
語
り
の
言

葉
の
こ
と
で
、
特
定
の
主
題
を
持
つ
短
い
文
章
・
断
章
。

＊
2�

　
モ
ー
ル
＝
ラ
ン
ブ
ラ
ン
…
マ
リ
ー
＝
モ
ニ
ク
・
モ
ー
ル
＝
ラ
ン
ブ
ラ
ン
。
ア
ラ
ン
と
と
も
に
教
師
で
あ
っ
た
ア
ラ
ン
の
友
人
。
ア
ラ

ン
は
戦
場
で
書
い
た
プ
ロ
ポ
を
折
々
に
モ
ー
ル
＝
ラ
ン
ブ
ラ
ン
に
送
っ
て
い
た
。

20
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（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
22
〜
Ａ
31
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
22
〜
31
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
22　
　
　

線
部
①「
入
院
し
て
動
け
な
い
日
々
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ラ
ン
が
一
九
一
六
年
五
月
二
三
日
に
運
搬
車
の
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
負

傷
し
、
前
線
か
ら
離
脱
し
て
い
た
日
々
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア　

ア
ラ
ン
に
と
っ
て
、
入
院
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
こ
と
は「
不
運
」で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
戦
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は「
偶
然
」

と
は
い
え「
幸
せ
な
」こ
と
だ
っ
た
。

イ　

ア
ラ
ン
に
と
っ
て
、
入
院
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
こ
と
は「
不
運
」で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
新
し
く
芸
術
に
つ
い
て
の
作
品
を
生
み
出
す

こ
と
に
挑
戦
で
き
た
の
は「
幸
せ
な
」こ
と
だ
っ
た
。

ウ　

ア
ラ
ン
に
と
っ
て
、
負
傷
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は「
不
運
」で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
戦
場
を
離
れ
て
哲
学
に
つ
い
て
の
新
た
な
作
品
を
生

み
出
す
こ
と
に
没
頭
で
き
た
の
は「
幸
せ
な
」こ
と
だ
っ
た
。

エ　

ア
ラ
ン
に
と
っ
て
、
負
傷
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は「
不
運
」で
あ
っ
た
が
、
戦
場
に
は
さ
ら
な
る「
不
運
」が
待
ち
構
え
て
お
り
、
入
院
期
間

は
束
の
間
の「
幸
せ
な
」期
間
だ
っ
た
。

Ａ
23　
　
　

線
部
ａ「
イ
ヒ
ョ
ウ
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

異　

同	

イ　

威　

厳	
ウ　

意　

向	

エ　

依　

頼	

オ　

委　

員

Ａ
24　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

趣
味
の
範
囲

イ　

確
実
に
難
解

ウ　

関
心
の
外
側

エ　

完
全
に
無
知

21
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Ａ
25

　
　
　
線
部
②「
大
砲
の
爆
音
の
も
と
で
書
か
れ
た
最
初
の
作
品
で
あ
り
、
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と

思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　『
マ
ル
ス
あ
る
い
は
裁
か
れ
た
戦
争
』に
含
ま
れ
る
プ
ロ
ポ
に
は
、
ア
ラ
ン
が
戦
場
で
書
い
た
プ
ロ
ポ
の
中
で
も
、
最
も
初
期
の
も
の
と
、

最
も
遅
く
に
書
い
た
も
の
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ
　『
マ
ル
ス
あ
る
い
は
裁
か
れ
た
戦
争
』に
含
ま
れ
る
プ
ロ
ポ
に
は
、
ア
ラ
ン
が
戦
争
中
に
何
よ
り
先
に
手
を
つ
け
た
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、

同
じ
く
戦
争
中
に
書
い
た
他
の
作
品
よ
り
も
刊
行
は
後
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ウ
　『
マ
ル
ス
あ
る
い
は
裁
か
れ
た
戦
争
』は
、
戦
争
中
に
書
か
れ
た
作
品
の
中
で
は
最
初
に
書
き
終
え
て
い
た
も
の
だ
が
、
刊
行
ま
で
に
時
間

を
要
し
、
戦
争
の
終
盤
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

エ
　『
マ
ル
ス
あ
る
い
は
裁
か
れ
た
戦
争
』は
、
戦
場
で
書
か
れ
た
作
品
の
中
で
最
初
に
書
か
れ
た
だ
け
で
な
く
、
最
後
ま
で
売
れ
続
け
た
作
品

で
あ
り
、
何
度
も
版
を
重
ね
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

Ａ
26

　
　
　
線
部
③「
こ
の
本
は
前
の
二
冊
に
比
べ
る
と
意
外
性
の
な
い
」と
あ
る
が
、「
前
の
二
冊
」は
ど
の
よ
う
な
点
で「
意
外
性
」が
あ
る
と
い
う

の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
哲
学
と
芸
術
と
い
う
戦
争
中
に
ふ
つ
う
考
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
主
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
点
。

イ
　
哲
学
と
芸
術
と
い
う
ア
ラ
ン
の
読
者
に
と
っ
て
馴
染
み
が
な
い
主
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
点
。

ウ
　
専
門
的
な
学
術
用
語
を
知
ら
な
い
読
者
の
た
め
に
日
常
的
な
言
葉
だ
け
で
書
か
れ
て
い
た
点
。

エ
　
他
人
に
勧
め
ら
れ
て
書
い
た
も
の
で
、
ア
ラ
ン
自
身
の
内
的
な
動
機
づ
け
が
な
い
点
。

22
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Ａ
27

　
　
　
線
部
④「
で
は
そ
れ
は
読
者
に
と
っ
て
最
も
わ
か
り
や
す
く
、
最
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」と
あ
る
が
、
筆
者
は

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
問
う
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
『
マ
ル
ス
』は
、
戦
争
の
さ
な
か
に
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
最
も
そ
の
主
題
に
近
い
場
所
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
作
品

に
比
べ
て
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
。

イ　

戦
争
を
主
題
と
す
る『
マ
ル
ス
』は
、
戦
争
を
経
験
し
た
読
者
に
と
っ
て
、
最
も
身
近
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
他
の

作
品
に
比
べ
て
理
解
し
や
す
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
。

ウ　
『
マ
ル
ス
』は
、
戦
争
の
さ
な
か
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
読
者
に
と
っ
て
戦
争
は
遠
い
戦
地
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
す
ぎ

ず
、
理
解
す
る
の
に
豊
か
な
想
像
力
が
要
求
さ
れ
る
た
め
。

エ　
『
マ
ル
ス
』は
、
戦
地
に
身
を
置
い
て
い
な
い
読
者
で
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
他
の
作
品
に
比
べ
て
平
易
な
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
。

Ａ
28

　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

戦
争
の
悲
惨
さ
を
い
く
ら
語
っ
て
も
無
駄
な
の
で
す

イ　

子
供
た
ち
は
黙
っ
て
私
の
話
を
聞
く
だ
け
な
の
で
す

ウ　

戦
争
に
つ
い
て
は
何
も
話
さ
な
い
方
が
い
い
の
で
す

エ　

そ
の
子
供
た
ち
は
ど
ん
な
言
葉
も
発
し
な
い
の
で
す

23
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Ａ
29

　

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
29
〜
Ａ
31
を
通
じ

て
、
同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

す
な
わ
ち	

イ　

な
ぜ
な
ら	

ウ　

け
れ
ど
も	

エ　

そ
し
て

Ａ
30

　

Ｄ

Ａ
31

　

Ｅ

（
以
下
の
設
問
Ｂ
6
〜
Ｂ
8
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
6
〜
8
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
6

　
　
　
線
部
④「
で
は
そ
れ
は
読
者
に
と
っ
て
最
も
わ
か
り
や
す
く
、
最
も
伝
わ
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」と
あ
る
が
、
そ
の
答

え
に
あ
た
る
一
文
を

　
　
線
部
④
よ
り
後
の
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
の
最
初
の
五
字

0

0

0

0

0（
句
読
点
等
は
字
数
に
算
入
す
る
）を
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
7

　

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
表
現
を
、

　
　
線
部
④
よ
り
後
の
本
文
中
か
ら
五
字

0

0

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

Ｂ
8

　

Ｙ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
29
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

室
町
三
条
の
辺
に
、
隠
れ
も
な
き
歴
々
の
子
に
、
替
名
は
笹
六
と
云
ふ
人
、
い
か
に
若
け
れ
ば
と
て
、
七
年
こ
の
か
た
に
、
請
け
取
り
し
金
銀
を
、

若
女
ふ
た
つ
に
費
や
し
、
隠
居
の
貯
へ
あ
る
に
極
ま
り
し
分
限
な
れ
ど
も
ま
ま
な
ら
ず
、
俄に

は
か

に
浮
世
も
や
め
が
た
く
、
手
筋
聞
き
出
し
、
長
崎
屋
伝

九
郎
を
頼
み
、
死
一
倍
の
か
り
金
千
両
才
覚
さ
せ
け
る
に
、
都
は
広
し
、
こ
れ
に
貸
す
人
も
あ
り
て
、
借
り
手
の
年
の
程
を
見
に
遣
は
し
け
る
。

笹
六
、
美
男
を
俄
に
逆
鬢び

ん

に
し
て
、
身
を
見
苦
し
う
な
し
、
今
年
二
十
六
な
る
を
、「
三
十
一
に
な
り
ま
す
」と
、
知
れ
て
あ
る
年
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と

五
つ
隠
さ
れ
し
。
世
上
の
な
ら
ひ
に
て
、
年
若
に
云
ふ
を
悦
び
し
に
、
さ
り
と
て
は
、
不
思
議
晴
れ
ざ
り
し
。
銀か

ね

か
す
人
の
手て

代だ
い

、
熟

つ
く
づ
く

見
定
め
、

「
御
歳
は
い
く
つ
に
も
せ
よ
、
こ
な
た
の
御
親
父
な
れ
ば
、
い
ま
だ
五
十
の
前
後
な
る
べ
し
」と
い
へ
ば
、「
わ
た
く
し
は
、
年
寄
ら
れ
ま
し
て
の
子
な

り
、
も
は
や
親お

や

父じ

は
、
七
十
に
程
近
し
」と
云
ふ
。
手
代
合が

点て
ん

せ
ず
、「
こ
の
中
も
見
ま
す
れ
ば
、
店
に
御
腰
を
か
け
ら
れ
、
根
芋
を
値
切
り
給
ふ
言
葉

つ
き
、
大
風
の
朝
、
散
り
行
く
屋
根
板
を
拾
は
せ
ら
る
る
心
づ
か
ひ
、
あ
れ
な
ら
ば
御
養
生
残
る
所
あ
る
ま
じ
。
ま
だ
、
十
年
や
十
五
年
に
、
灰
寄
は

な
る
ま
じ
。
死
一
倍
は
貸
さ
れ
ま
じ
き
」と
云
ふ
。「
そ
れ
は
、
大
き
に
、
思
召
し
の
違
う
た
事
、
持
病
に
目め

眩ま
ひ

、
殊
に
次
第
肥
り
は
、
中
風
下
地
、
長

う
と
つ
て
五
年
か
三
年
、
外
に
し
ま
う
て
や
る
思
案
も
あ
り
、
ぜ
ひ
に
借
し
て
給
は
れ
」と
云
ふ
時
、
も
ろ
も
ろ
の
末
社
、
口
を
揃
へ
、「
我
々
が
、
思

ひ
入
れ
に
て
、
長
う
は
あ
る
ま
じ
。
こ
れ
に
、
相
詰
め
し
者
ど
も
は
、
あ
の
親
父
様
の
葬
礼
を
頼
み
に
、
こ
の
大
臣
に
御
奉
公
申
せ
ば
、
時
節
を
待
た

ず
、
埒ら

ち

の
明
け
さ
し
ま
し
や
う
御
座
る
」と
云
ふ
。「
さ
も
あ
ら
ば
、
手
形
の
下し

た

書が
き

」と
、
云
ひ
捨
て
て
帰
る
。

そ
も
そ
も
、
死
一
倍
、
金
子
千
両
借
り
て
、
そ
の
親
相
果
つ
る
と
、
三
日
が
う
ち
に
て
も
、
二
千
両
に
て
返
す
な
り
。
手
形
は
、
二
千
両
の
預
か
り

に
し
て
、
小
判
一
両
、
月
一
匁
の
算
用
に
、
一
年
の
利
金
ば
か
り
、
首
に
取
る
な
り
。
千
両
の
二
百
両
引
き
て
、
八
百
両
に
て
渡
し
け
る
。
こ
の
内
、

借
次
の
長
崎
屋
、
世
並
に
て
、
百
両
取
つ
て
し
め
、
手
代
へ
の
礼
と
て
、
二
十
両
取
ら
れ
、
相
判
に
、
家
屋
敷
の
あ
る
人
、
頼
み
し
に
、
こ
の
二
人

に
、
判
代
と
て
、
利
な
し
に
二
百
両
か
ら
れ
、「
こ
の
程
こ
の
事
に
入
用
銀
」と
て
取
ら
れ
、「
こ
の
座
に
居
賃
」と
云
ふ
人
も
あ
り
、
大だ

い

分ぶ
ん

事
、「
首
尾

し
て
、
お
祝
ひ
」と
貰
は
れ
、
は
ら
り
と
切
り
ほ
ど
き
て
、
千
両
の
も
の
を
手
取
り
は
四
百
六
十
五
両
残
り
し
を
、
余あ

ま
た多

の
太
鼓
持も

ち

い
さ
め
て
、「
こ
れ

は
目
出
た
し
、
大
臣
御
立
ち
」と
、
す
ぐ
に
御
供
申
し
、
四
条
の
色い

ろ

宿や
ど

に
て
、
硯
紙
取
り
出
し
、
払
方
の
覚
書
、
久
し
く
埋
も
れ
た
る
揚あ

げ

屋や

の
と
ど

四

＊
1

＊
2

＊
3

①

②

＊
4

③

＊
5

④

＊
6

⑤

＊
7

＊
8

＊
9

⑥
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け
、
野
郎
の
花
代
、
茶
屋
の
捌さ

ば

き
、「
大
臣
の
御
意
に
て
、
二
階
の
天
井
仕
り
ま
し
た
、
万
事
の
払
ひ
、
十
両
ま
で
は
入
ら
ず
」と
、
遣つ

か

ひ
日
記
を
御
目

に
か
く
る
。
二
三
年
以
前
に
、
旅
芝
居
の
時
、
損
し
た
事
申
す
や
ら
、
覚
え
も
な
き
奉
加
帳
に
取
り
出
し
無
縁
法
界
六
親
眷
属
ま
で
に
書
き
立
て
ら

れ
、
か
な
し
や
、
こ
の
金
、
物
の
見
事
に
皆
に
無
し
。
一
両
三
歩
残
り
し
を
、「
さ
も
し
や
方
々
、
大
臣
に
金
子
な
ど
持
た
し
ま
す
は
」と
、
と
っ
て
か

ら
り
と
銭
箱
に
抛な

げ
入
れ
ら
れ
、
う
か
う
か
と
酒
に
な
る
時
、「
あ
の
夢
の
覚
め
ぬ
う
ち
に
」と
、
独
り
独
り
立
退
き
、
残
る
も
の
と
て
、
内
よ
り
付
き

し
六
尺
一
人
、「
お
宿
の
戸
を
閉
め
時
」と
、
つ
れ
ま
し
て
帰
り
け
る
。

い
よ
い
よ
、
親
父
の
無
事
を
嘆
き
、
江
州
多
賀
大
明
神
に
参
り
、
親
の
命
を
短
く
祈
れ
ど
、
何
を
か
聞
き
し
、
こ
の
神
は
寿
命
神
な
れ
ば
、
な
ほ
長

生
き
を
恨
み
、
諸
神
・
諸
仏
を
た
た
き
ま
は
し
、「
七
日
が
う
ち
に
」と
調
伏
す
れ
ば
、
願
ひ
に
任
せ
、
親
父
目め

眩ま
ひ

心
に
て
、
各
々
走か

け
つ
け
し
に
、
笹

六
、
う
れ
し
き
片
手
に
、
年
頃
拵こ

し
ら

へ
置
き
し
、
毒
薬
取
り
出
し
、「
こ
れ
、
気
付
あ
り
」と
、
素さ

湯ゆ

取
り
よ
せ
、
噛
み
砕
き
、
覚
え
ず
毒
の
試
み
し

て
、
忽
ち
、
空
し
く
な
り
ぬ
。

（『
本
朝
二
十
不
孝
』に
よ
る
）

《
注
》　

＊
1　

歴
々
…
こ
こ
で
は
資
産
家
の
意
。　
　

＊
2　

替か
へ

名な

…
遊
郭
な
ど
い
わ
ゆ
る
悪
所
で
の
変
名
。

＊
3�　

隠
居
の
貯
へ
…
隠い

ん

居き
よ

銀が
ね

。
隠
居
す
る
際
、
隠
居
後
の
生
活
費
と
し
て
、
財
産
の
中
か
ら
特
に
分
割
し
て
持
っ
て
い
る
金
。
こ
こ
で
は

笹
六
の
父
が
、
そ
の
財
産
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

＊
4　

才
覚
…
金
銭
を
工
面
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
借
金
先
を
探
す
こ
と
。

＊
5　

根ね

芋い
も

…
サ
ト
イ
モ
の
葉
柄
の
基
部
に
で
き
る
い
わ
ゆ
る
芋
。
芽
ば
え
を
食
用
に
す
る
。

＊
6　

灰
寄
…
火
葬
の
後
、
骨
を
拾
い
集
め
る
こ
と
。　
　

＊
7　

末
社
…
こ
こ
で
は
太
鼓
持
の
意
で
、
笹
六
に
肩
入
れ
す
る
も
の
。

＊
8　

大
臣
…
こ
こ
で
は
お
客
の
意
味
で
、
笹
六
の
こ
と
。　
　

＊
9　

一
匁も

ん
め

…
金
一
両
は
銀
六
十
匁
。

＊
10　

無
縁
法
界
六
親
眷
属
…
こ
こ
で
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
親
族
の
こ
と
。　
　

＊
11　

六
尺
…
雑
役
夫
、
下
僕
。

＊
10

⑦

＊
11
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（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49

　
　
　
線
部
①「
分ぶ

限げ
ん

」の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
浪
費
家	

イ
　
資
産
家	

ウ
　
放
蕩
息
子	

エ
　
好
色
家	

オ
　
勘
当
息
子

Ａ
50

　
　
　
線
部
②「
死
一
倍
の
か
り
金き

ん

千
両
」と
は
、
本
文
か
ら
は
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
条
件
の
借
金
と
考
え
ら
れ
る
か
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る

も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
千
両
借
り
る
と
、
貸
主
が
死
ん
だ
時
に
は
金
利
無
く
千
両
だ
け
返
済
す
る
と
い
う
条
件
の
つ
い
た
借
金

イ
　
千
両
借
り
る
と
、
借
主
が
死
ん
だ
時
に
は
二
千
両
に
し
て
返
済
す
る
と
い
う
条
件
の
つ
い
た
借
金

ウ
　
千
両
借
り
る
と
、
親
が
死
ん
だ
際
に
は
二
千
両
に
し
て
返
済
す
る
条
件
の
つ
い
た
借
金

エ
　
千
両
借
り
る
と
、
年
二
割
の
金
利
二
百
両
の
借
金
が
死
ぬ
ま
で
つ
い
て
く
る
と
い
う
条
件
の
つ
い
た
借
金

Ａ
51

　
　
　
線
部
③「
知
れ
て
あ
る
年
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
五
つ
隠
さ
れ
し
」と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
た
理
由
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
年
上
に
見
せ
る
こ
と
で
、
金
利
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
。

イ
　
年
長
に
見
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
父
の
年
齢
を
誤
魔
化
す
た
め
。

ウ
　
他
人
に
は
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
不
思
議
な
理
由
の
た
め
。

エ
　
年
老
い
て
見
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の
寿
命
を
短
く
擬
装
す
る
た
め
。

27
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Ａ
52　
　
　

線
部
④「
あ
れ
な
ら
ば
御
養
生
残
る
所
あ
る
ま
じ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

ア
　
あ
の
よ
う
な
倹
約
家
ぶ
り
を
見
る
と
、
体
調
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
あ
れ
ほ
ど
の
吝り

ん

嗇し
よ
く

家
ぶ
り
を
見
る
と
、
い
く
ら
気
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
寿
命
も
残
す
と
こ
ろ
少
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
あ
れ
ほ
ど
の
商
売
上
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
栄
養
付
け
て
長
生
き
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。

エ
　
あ
ん
な
に
も
繊
細
な
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
身
の
体
調
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
53　
　
　

線
部
⑤「
外ほ

か

に
し
ま
う
て
や
る
思
案
も
あ
り
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

ア
　
笹
六
に
は
他
か
ら
金
を
借
り
る
算
段
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

イ
　
笹
六
が
秘
密
に
し
て
い
る
財
産
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
笹
六
が
口
に
し
な
か
っ
た
父
の
病
気
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ
　
笹
六
が
父
を
殺
す
と
い
う
考
え
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

Ａ
54　
　
　

線
部
⑥「
首か

し
ら

に
取
る
な
り
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
一
年
分
の
金
利
は
貸
主
の
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
。

イ
　
一
年
分
の
金
利
を
最
初
に
天
引
き
す
る
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
一
年
分
の
金
利
を
笹
六
の
首
代
わ
り
に
も
ら
う
と
い
う
こ
と
。

エ
　
一
年
分
の
金
利
を
初
め
か
ら
借
金
に
上
乗
せ
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
。

28
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Ａ
55

　
　
　
線
部
⑦「
あ
の
夢
の
覚
め
ぬ
う
ち
に
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
笹
六
が
ひ
ど
く
酔
っ
て
金
持
ち
に
な
っ
た
夢
を
見
て
い
る
間
に
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
笹
六
が
今
あ
る
金
は
借
金
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
現
実
に
気
が
つ
く
前
に
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
笹
六
が
冷
静
に
な
っ
て
、
金
を
た
か
ら
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
く
前
に
、
と
い
う
こ
と
。

エ
　
笹
六
の
借
金
の
条
件
が
違
法
な
高
利
貸
し
に
よ
る
も
の
と
知
る
前
に
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
56

　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
笹
六
は
今
度
は
父
の
遺
産
を
あ
て
に
父
の
短
命
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
　
笹
六
が
父
の
短
命
を
祈
っ
た
神
は
、
実
は
寿
命
を
延
ば
す
神
で
あ
っ
た
。

ウ
　
笹
六
が
父
を
調
伏
し
た
と
こ
ろ
、
父
は
め
ま
い
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。

エ
　
笹
六
の
父
は
、
笹
六
が
用
意
し
た
毒
薬
に
よ
っ
て
誤
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

Ａ
57

　『
本
朝
二
十
不
孝
』は
井
原
西
鶴
の
著
作
で
あ
る
。
西
鶴
に
よ
る
作
品
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

ア
　『
国
性
爺
合
戦
』	

イ
　『
浮
世
風
呂
』	

ウ
　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

エ
　『
春
色
梅
児
誉
美
』	

オ
　『
世
間
胸
算
用
』

29
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次
に
掲
げ
る
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注

意
し
な
さ
い
。

石せ
き

鍾し
よ
う

乳に
う
ハ

餌じ

之
最モ

良キ

者
也
。
楚そ

越ゑ
つ

之
山
多ク

産ス

焉
。
於テ

シ

 

連れ
ん
ニ

於テ
ス
ル

 

韶せ
う
ニ

者
、
独リ

名ア
リ

於
世ニ。
連
之
人
、
告グ

ル

尽ク
ル
ヲ

焉
者
五
載ナ

リ

矣
。
以
貢
則
買
諸
他
部
。
今ノ

刺し

史し

崔さ
い

公
至ル。
逾
月ニ

シ
テ

 
穴け

つ

人じ
ん

来リ
テ、

以テ

乳ノ

復ス
ル
ヲ

告グ。
邦
人
悦ブ

是レ

祥ナ
ル
ヲ

也
、
雑
然ト

シ
テ

謡ツ
テ

曰ク、

甿た
み

之
煕き

煕き
タ
ル、

崔
公
之
来レ

バ
ナ
リ

。 

公ノ

化ノ

所
徹と

ほ
ル、

土
石モ 

蒙か
う
む
ル

 

烈ヲ。
以
為
不
信
、
起た

ツ
テ 

視ヨ
ト

乳
穴ヲ。
穴
人
笑ツ

テ

之ヲ

曰ク、
是
悪
知
所
謂
祥
耶
。
嚮さ

き
ニ

吾
以テ

刺
史
之
貪た

ん

戻れ
い
ニ
シ
テ 

嗜こ
の
ミ

利ヲ、
徒 

吾ヲ

役え
き
シ
テ

而
不ル

ヲ

吾ニ

貨く
わ
セ

也
、
吾
是ヲ

以テ

病う
れ
ヘ
テ

而
紿あ

ざ
む
ケ
リ

　

焉
。
今
吾ガ

刺
史
、
令
明ラ

カ
ニ
シ
テ

而
志
潔ク、
先ニ

シ
テ

 

頼ら
い
ヲ

而
後ニ

ス

力ヲ。
欺ぎ

誣ふ

屏へ
い

息そ
く
シ、

信
順
休き

う

洽か
ふ
ス。

吾
以
是 

誠
告
焉
。

且ツ

Ｘ

乳
穴ハ、
必ズ

在リ

深
山
窮
林ニ、
氷
雪
之
所
儲た

く
は
フ
ル、 

豺さ
い

虎こ

之
所
廬い

ほ
り
ス
ル、

由リ
テ

而

入ル

者
、
触レ

昏
霧ニ、
扞ふ

せ
ギ

竜
蛇ヲ、
束ネ

テ

火ヲ

以テ

知リ

其ノ

物ヲ、
縻つ

な
ギ
テ

縄ヲ

以テ

志し
る
ス

其ノ

返リ
ヲ。

其ノ

勤ム
ル
コ
ト

五

レ

レ

二

一

レ

①

二

一

二

一

レ

レ

②

二

一

レ

③

二

一

三

レ

④

二

一

レ

レ

レ ⑤

二

一

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一
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若シ

是ク
ノ。

出デ
テ

又
不
得
吾ガ 

直あ
た
ひ
ヲ。 

吾
用
是
安
得
不
以
尽
告
。
今
令シ

テ

人ニ

而
乃チ

誠ア
リ。

吾
告グ

ル

故
也
。
何
祥
之
為
。

《
注
》　

○�
石
鍾
乳　

鍾
乳
石
。
石
灰
岩
の
洞
穴（
鍾
乳
洞
）で
、
岩
か
ら
溶
け
て
し
た
た
る
石
灰
質
が
次
第
に
固
ま
り
、
円
錐
状
に
垂
れ
下
が
っ
た
も

の
。

○
餌　

薬
に
な
る
食
べ
物
。
○
楚
越　

地
名
。
中
国
南
方
を
指
す
。
○
連　

連
州
。
楚
越
に
あ
る
地
名
。

○
韶　

韶
州
。
楚
越
に
あ
る
地
名
。
○
五
載　

五
年
。
○
他
部　

他
の
郡
。
○
刺
史　

州
の
長
官
。
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

○
崔
公　

新
た
な
刺
史
の
名
。
○
逾
月　

一
カ
月
以
上
経
っ
て
。
○
穴
人　

鍾
乳
洞
で
働
く
人
。
○
邦
人　

連
の
人
。

○
祥　

め
で
た
い
し
る
し
。
○
雑
然　

入
り
交
じ
る
さ
ま
。
○
甿　

民
。
○
煕
煕　

和や
わ

ら
ぎ
楽
し
む
さ
ま
。
○
化　

感
化
。
○
烈　

輝
き
。

○
乳
穴　

鍾
乳
洞
の
洞
穴
。
○
貪
戻　

欲
深
く
、
道
に
外
れ
た
行
い
を
す
る
。
○
役　

使
う
。
○
不
吾
貨　

私
に
お
金
を
く
れ
な
い
。

○
紿　

偽
り
を
言
う
。
○
令　

命
令
。
○
頼　

民
の
た
め
に
よ
い
こ
と
。
○
力　

労
役
。

○
欺
誣
屏
息
、
信
順
休
洽　

だ
ま
し
合
い
が
止
み
、
言
行
一
致
と
信
頼
が
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
る
。
○
豺
虎　

猛
獣
。
○
扞　

防
ぐ
。

○
束
火　

た
い
ま
つ
を
灯
す
。
○
志
其
返　

帰
路
の
印
を
つ
け
る
。
○
勤　

苦
労
。
○
不
得
吾
直　

自
分
の
働
き
の
対
価
が
得
ら
れ
な
い
。

○
出
典
は
、
柳
宗
元「
零れ

い

陵り
よ
う

郡
に
乳
穴
を
復ふ

く

す
る
の
記
」（『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』）。

レ

レ

二

一

⑥

レ

⑦
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（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65

　
　
　
線
部
①「
以
貢
則
買
諸
他
部
」（「
そ
れ
を
朝
廷
へ
の
貢
ぎ
物
に
す
る
場
合
は
、
他
の
郡
か
ら
買
い
求
め
る
の
で
あ
る
」の
意
）の
書
き
下
し

文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
貢こ

う

す
る
に
は
則す

な
は

ち
諸こ

れ

を
買か

ふ
に
他た

部ぶ

を
以も

つ

て
す

イ
　
貢こ

う

す
る
に
は
則す

な
は

ち
他た

部ぶ

に
諸こ

れ

を
買か

ふ
を
以も

つ

て
す

ウ
　
以も

つ

て
貢こ

う

す
る
に
は
則す

な
は

ち
諸こ

れ

を
他た

部ぶ

に
買か

ふ

エ
　
以も

つ

て
貢こ

う

す
る
に
は
則す

な
は

ち
他た

部ぶ

に
諸こ

れ

を
買か

ふ

Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
以
為
不
信
」の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら

イ
　
信
じ
ら
れ
な
い
と
思
う
な
ら

ウ
　
信
じ
さ
せ
た
く
な
い
な
ら

エ
　
信
じ
ら
れ
た
い
と
思
う
な
ら

Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
是
悪
知 

所
謂
祥 

耶
」に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
石
鍾
乳
が
ま
た
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
め
で
た
い
し
る
し
だ
と
喜
ぶ
根
拠
の
説
明
を
求
め
て
い
る
。

イ
　
石
鍾
乳
が
ま
た
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
め
で
た
い
し
る
し
だ
と
す
る
人
に
対
す
る
共
感
を
示
し
て
い
る
。

ウ
　
石
鍾
乳
が
ま
た
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
め
で
た
い
し
る
し
だ
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

エ
　
石
鍾
乳
が
ま
た
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
め
で
た
い
し
る
し
だ
と
喜
ん
だ
後
に
事
態
が
暗
転
す
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

Ａ
68

　
　
　
線
部
④「
徒
」の
こ
こ
で
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
こ
と
さ
ら
に	

イ
　
し
ば
ら
く	

ウ
　
あ
な
が
ち	
エ
　
い
た
づ
ら
に

二

一
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Ａ
69

　
　
　
線
部
⑤「
是
」の
指
す
内
容
は
、
本
文
中
の
ど
の
箇
所
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
「
嚮
吾
以
刺
史
之
貪
戻
嗜
利
」か
ら「
吾
是
以
病
而
紿
焉
」ま
で

イ　
「
吾
是
以
病
而
紿
焉
」か
ら「
先
頼
而
後
力
」ま
で

ウ　
「
今
吾
刺
史
」か
ら「
信
順
休
洽
」ま
で

エ　
「
且

Ｘ

乳
穴
」か
ら「
縻
縄
以
志
其
返
」ま
で

Ａ
70

　

Ｘ

に
は「
そ
も
そ
も
」と
い
う
意
味
の
語
が
入
り
ま
す
。

Ｘ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

夫	
イ　

宜	

ウ　

応	

エ　

曽

Ａ
71

　
　
　
線
部
⑥「
吾
用
是
安
得
不
以
尽
告
」（「
私
は
こ
れ
で
ど
う
し
て
石
鍾
乳
は
尽
き
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
、
い
や
言
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
」の
意
）を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

吾
用 

是
安
得 

不 

以 

尽
告

イ　

吾
用 

是
安 

得 

不
以 

尽
告

ウ　

吾
用 

是
安
得 

不
以
尽 

告

エ　

吾
用 

是
安 

得
不 

以
尽
告

Ａ
72

　
　
　
線
部
⑦「
何
祥
之
為
」の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

ど
の
よ
う
に
め
で
た
い
し
る
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

イ　

め
で
た
い
し
る
し
な
ど
で
あ
る
は
ず
が
な
い

ウ　

め
で
た
い
し
る
し
と
は
果
た
し
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か

エ　

い
つ
に
な
っ
た
ら
め
で
た
い
し
る
し
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

レ

レ

二

レ

一

レ

レ

二

レ

一

レ

二

一レ

レ

レ

二

一
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Ａ
73

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
連
州
の
人
々
は
、
新
た
に
刺
史
と
な
っ
た
崔
公
は
政
治
の
手
腕
が
並
外
れ
て
お
り
、
土
や
石
の
性
質
ま
で
改
良
し
て
く
れ
た
と
喜
び
歌
っ

た
。

イ
　
鍾
乳
洞
で
働
く
人
は
、
石
鍾
乳
が
ま
た
採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
無
邪
気
に
喜
ぶ
連
州
の
人
々
に
対
し
て
、
石
鍾
乳
が
尽
き
て
し
ま
っ
た

経
緯
を
説
い
て
聞
か
せ
た
。

ウ
　
鍾
乳
洞
で
働
く
人
は
、
前
の
刺
史
の
時
は
、
大
変
難
儀
を
し
て
や
っ
と
石
鍾
乳
を
採
取
し
て
も
、
そ
の
苦
労
に
見
合
っ
た
報
酬
を
も
ら
え

な
か
っ
た
と
明
か
し
た
。

エ
　
鍾
乳
洞
で
働
く
人
は
、
前
の
刺
史
が
強
欲
極
ま
り
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
任
の
刺
史
崔
公
は
立
派
な
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
産
の

石
鍾
乳
も
保
護
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
た
て
た
。

︵
以
　
下
　
余
　
白
︶
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【注意事項Ⅰ】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～32 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

3．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

4．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。Ｂ解答紙には，所定欄に受験番号と氏名を記入してください。

5．問題には，解答をＡ解答紙に記入する設問とＢ解答紙に記入する設問とがありま

す。解答をいずれの解答紙に記入するかについては，設問の中に指示してありま

す。間違えないように指定の解答欄に記入してください。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

【注意事項Ⅱ】

1．問題一，二，三は全員が解答してください。

2．問題四（古文）および問題五（漢文）は，どちらか一方を選択して解答してくださ

い。

3．Ａ解答紙の選択問題欄の「四 古文」および「五 漢文」のうち，自分が解答するほう

にマークしてください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 13 日）

国　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

外国語学部（英米） 150 点 90 分

総合政策学部（総合政策） 150 点 90 分
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1 ◇M06―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

日
本
人
は
世
論
調
査
で
8
割
を
超
え
る
人
が
死
刑
制
度
に
賛
成
を
し
て
い
て
、
死
刑
を
望
ん
で
い
る
国
民
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
賛
成
だ
と
し
て
も
、
何
が
な
ん
で
も
死
刑
は
や
り
続
け
る
と
い
う「
賛
成
」と
、
い
ず
れ
は
廃

止
に
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
今
は
廃
止
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
は
な
い
か
と
悩
み
な
が
ら「
賛
成
」と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
中
略
）

ひ
と
ま
ず
本
章
で
は
そ
の
角
度
か
ら
で
は
な
く
、
本
当
に
市
民
は
死
刑
の
存
置
を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
、
そ
の
議
論
を
す
る
の
は
時

期
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ョ
シ
ン
表
明
や
伝
統
的
な
死
刑
賛
成
派
の
意
見
に
あ
っ
た「
国
民（
市
民
）の
多
く
が
死
刑
に
賛
成
」と
い
う
の
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
根
拠
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
内
閣
府
が
5
年
に
1
度
の
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
の
法
務
大
臣
の
シ
ョ
シ
ン
表
明
で
は
2
0
1
9

年
実
施（
2
0
2
0
年
1
月
に
公
表
）の
デ
ー
タ
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
4
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
で
は
、
死
刑
制
度
を
め
ぐ
る
世
論
と
し
て
容
認
が
73
・
8
％（
1
9
9
4
年
）、
79
・
3
％（
1
9
9
9
年
）、

81
・
4
％（
2
0
0
4
年
）、
85
・
6
％（
2
0
0
9
年
）、
80
・
3
％（
2
0
1
4
年
）、
そ
し
て
80
・
8
％（
2
0
1
9
年
）と

Ａ

で
あ
り
、
国

民
の
8
割
が
死
刑
に
賛
成
し
て
い
る
の
で
時
期
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
だ
と
い
う
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
も
注
意
が
必
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
一
緒
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
内
閣
府
が
行
っ
て
い
る
世
論
調
査
の
質
問
事
項
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

2
0
1
9
年
末
に
調
査
、
2
0
2
0
年
公
表
の「
死
刑
制
度
の
存
廃
」に
関
す
る
質
問
と
結
果
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
総
数
と
し
て

1
5
7
2
人
が
回
答
し
、
そ
れ
ぞ
れ
内
訳
は「
死
刑
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」（
9
・
0
％
）、「
わ
か
ら
な
い
・
一
概
に
言
え
な
い
」（
10
・
2
％
）、「
死

刑
も
や
む
を
得
な
い
」（
80
・
8
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女
差
は
あ
ま
り
な
く
、「
わ
か
ら
な
い
・
一
概
に
言
え
な
い
」の
割
合
が
男
性
の
6
・
9
％

と
比
べ
て
女
性
の
方
が
大
き
い（
13
・
1
％
）こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
読
者
の
皆
さ
ん
に
質
問
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
調
査
、
ど
こ
か
違

和
感
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
ａｂ

①
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2 ◇M06―1

廃
止
を
訴
え
て
い
る
人
は
9
・
0
％
と
1
割
に
も
満
た
な
い
数
字
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
選
択
肢
は「

Ｂ

」と
い
う
積
極
的
廃

止
論
者
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
賛
成
論
者
と
さ
れ
て
い
る
選
択
肢
は「

Ｃ

」と
い
う
消
極
的
賛
成
論
者
が
答
え
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
社
会
調
査
を
行
う
際
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
通
常
は
対
照
的
な
質
問
事
項
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、「
満
足
、
や
や
満

足
、
や
や
不
満
、
不
満
」と
い
っ
た
選
択
肢
を
用
い
る
4
件
法
や
、「
と
て
も
当
て
は
ま
る
、
や
や
当
て
は
ま
る
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
、
や
や
当
て

は
ま
ら
な
い
、
と
て
も
当
て
は
ま
ら
な
い
」と
い
っ
た
選
択
肢
を
用
い
る
5
件
法
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
本
調
査
で
言
え
ば
、「

Ｄ

」と
い

う
中
立
的
な
選
択
肢
が
あ
る
た
め
に
、
5
件
法
を
用
い
る
の
が
通
常
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

内
閣
府
の
質
問
方
法
で
は
、
8
割
を
超
え
る
と
い
う
賛
成
論
者
の
な
か
に「
積
極
的
賛
成
論
者
」と
、「
い
つ
か
廃
止
し
た
い
、
ま
た
は
一
定
の
条
件

が
整
え
ば
廃
止
し
た
い
」、「
無
く
て
も
い
い
か
と
考
え
る
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
賛
成
」と
い
っ
た
消
極
的
賛
成
論
者
に
お
い
て
も
、「

Ｅ

」

と
い
う
選
択
肢
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
切
り
込
む
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
同
じ
内
閣
府
の
世
論
調
査
の
中
で
、「

Ｆ

」と
答
え
た
人
に
対
し
て
追
加
の
質
問
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
将
来
も
死
刑

に
賛
成
か
」と
い
う
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
回
答
で
は
、「
将
来
も
死
刑
を
廃
止
し
な
い
」（
54
・
4
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
5
・
7
％
）、「
状

況
が
変
わ
れ
ば
、
将
来
的
に
は
、
死
刑
を
廃
止
し
て
も
よ
い
」（
39
・
9
％
）と
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
消
極
的
賛
成
論
者
の
中
に
は
将
来
的

に
は
死
刑
を
廃
止
し
て
も
良
い
と
答
え
る
人
が
4
割
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

質
問
の
方
法
に
加
え
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
内
閣
府
の
世
論
調
査
で
、
仮
に
5
件
法
で
質
問
し
た
と
し
て

も
深
く
検
討
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
死
刑
の
実
態
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
日
本
の
刑
事
司
法
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
知
識
を
得
て

か
ら
判
断
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
べ
く
注
目
す
べ
き
調
査
を
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
佐
藤
舞
さ
ん（
現
在
ロ
ン
ド
ン
大
学
バ
ー
ク
ベ
ッ
ク
校
の

教
授
で
同
大
学
刑
事
政
策
研
究
所
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
国
連
の
特
別
報
告
者
）で
す
。
佐
藤
さ
ん
の
著
書
で
は
、（
1
）「
日
本
国
民
に
公
平
な
選
択
肢
を

与
え
た
上
で
答
え
て
も
ら
う
調
査
」、（
2
）「
片
方
の
グ
ル
ー
プ
に
死
刑
制
度
に
関
連
す
る
情
報
が
与
え
ら
れ
、
も
う
片
方
に
は
何
も
情
報
を
与
え
な
い

03
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3 ◇M06―1

で
公
平
な
選
択
肢
を
与
え
て
答
え
て
も
ら
う
調
査
」、
そ
し
て（
3
）「
集
め
ら
れ
た
人
た
ち
で
日
本
の
死
刑
制
度
に
つ
い
て
討
議
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
情
報
提
供
と
意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
前
と
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
後
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
調
査
」の
結
果
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、（
1
）に
つ
い
て
は

Ｇ

、（
2
）は

Ｈ

、（
3
）は

Ｉ

、
と
い
う
点
を
検
討
す
る
た
め
の
実
験
で
し
た
。

で
は
、
ひ
と
つ
ず
つ
ど
の
よ
う
な
調
査
結
果
だ
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、（
1
）の
5
件
法
に
し
た
場
合
に
、
内
閣
府
の
世
論
調
査

と
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
結
論
か
ら
書
く
と
、
答
え
は
ノ
ー
で
す
。
選
択
肢
と
回
答
率
を
見
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。（
死

刑
制
度
は
）「
絶
対
に
あ
っ
た
方
が
良
い
」（
44
％
）、「
あ
っ
た
方
が
良
い
」（
35
％
）、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」（
16
％
）、「
廃
止
し
た
方
が
良
い
」

（
3
％
）、
そ
し
て「
絶
対
に
廃
止
し
た
方
が
良
い
」（
1
％
）で
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
調
査
で
は
、
絶
対
的
存
置
論
者（「
絶
対
に
あ
っ
た
方
が
良
い
」）と
絶
対
的
廃
止
論
者（「
絶
対
に
廃
止
し
た
方
が
良
い
」）を
除
い
た
、

55
％
の
割
合
が
両
極
端
で
な
い「
ど
ち
ら
で
も
な
い
人
」と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
方
で
、
5
件
法
に
し
て
も

死
刑
に
賛
成
の
立
場（「
絶
対
に
あ
っ
た
方
が
良
い
」「
あ
っ
た
方
が
良
い
」）の
人
が
79
％
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
や
は
り
消
極
的
な
人
も
踏
ま
え

て
賛
成
が
大
多
数
で
あ
る
と
言
え
る
結
果
で
あ
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
次
の（
2
）の
調
査
で
す
。

（
2
）の
調
査
は
回
答
者
に
死
刑
に
関
す
る
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。「
日
本
の
無
期
刑
は
現
実
的
に
仮
釈
放
が
ほ
ぼ
な
い
終
身
刑
に
近
い
運
用
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」（
回
答
者
の
92
％
が「
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
」か「
全
く
知
ら
な
い
」と
答
え
て
い
ま
す
）。「
戦
後
の
殺
人
事
件
の
発
生
率
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
」（
回
答
者
の
85
％
が
殺
人
の
発
生
率
は
上

昇
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
）。「
死
刑
制
度
に
抑
止
効
果
が
あ
る
と
す
る
科
学
的
根
拠
は
存
在
し
な
い
こ
と
」（
回
答
者
の
82
％
が
抑
止
力
に
対
し

て
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
ま
し
た
）と
い
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
が
与
え
ら
れ
た「
実
験
群
」と
、
与
え
ら
れ
て
な
い「
統
制
群
」と
を
比
較
し
て
み
る
と
、（
死
刑
制
度
は
）「
絶
対
に
あ
っ
た
方
が
良
い
」

と
答
え
る「
統
制
群
」の
人
は
依
然
と
し
て
多
い
も
の
の
、
情
報
を
知
っ
た「
実
験
群
」の
回
答
者
は「
統
制
群
」と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
減
少
し
た
分
は
死
刑
反
対
派
の「
絶
対
に
廃
止
し
た
方
が
良
い
」と
い
う
回
答
に
移
行
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
話
は
そ
う
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単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
統
制
群（
情
報
が
与
え
ら
れ
て
な
い
）」と「
実
験
群（
情
報
が
与
え
ら
れ
て
い
る
）」に
違
い
が
出
た
の
は「
廃

止
し
た
方
が
良
い
」（
実
験
群
が
1
1
5
人
の
回
答
に
対
し
統
制
群
は
94
人
の
回
答
）と
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」（
実
験
群
が
1
8
4
人
の
回
答
に
対

し
統
制
群
は
1
5
7
人
の
回
答
）で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
を
与
え
ら
れ
た「
実
験
群
」の
方
が
廃
止
派
に
な
る
と
い
う
よ
り
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」と
回
答
す
る
人
が
多
く
、
少
な

く
と
も
立
場
決
定
に
迷
う
人
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
佐
藤
さ
ん
は「
死
刑
や
日
本
の
刑
事
司
法
制
度
へ
の

誤
解
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
の
ケ
ン
カ
イ
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

最
後
に（
3
）の
調
査
に
つ
い
て
で
す
。（
3
）で
は（
2
）の
よ
う
に
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
熟
考
し
複
数
人
で
議
論
を
行
え
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
制
度
そ
の
も
の
の
見
方
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
を
試
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
ち
ら
の
調
査
で
も
得
ら
れ
た
結
果
は
、
回
答
者
の
半
分
は
最
初
か
ら
の
意
見
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
残
り
の
半
分
は
存
置
か
ら
廃

止
へ
と
変
え
た
者
と
廃
止
か
ら
存
置
へ
と
変
え
た
者
の
両
方
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
そ
の
回
答
後
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
自
分
の
意
見
は
死
刑
存
置
な
の
だ
が
死
刑
反
対
の
意
見
も
理
解
す
る
」と
い
っ
た
発
言
や
、
そ
の

Ｘ

に「
自
分
の
意
見
は
死
刑
廃
止
な
の
だ
が
存
置
の
人
の
意
見
も
分
か
る
」と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
、
自
分
と
は

Ｘ

の
立
場
に
立
つ

人
へ
の
共
感
も
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
か
な
り
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
死
刑
や
無
期
刑
の
施
設
内
で
の
死
亡
者
数
の
問
題
、

殺
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
判
断
の
土
台
と
な
る
知
識
が
な
い
ま
ま
に
死
刑
の
存
廃
に
つ
い
て
答
え
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
死

刑
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
日
本
の
刑
事
司
法
問
題
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
少
な
く
と
も
死
刑
制
度
の
存
廃
に
つ
い
て「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」と
い
う

立
場
決
定
に
迷
う
人
が
多
く
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
、
最
後
に
、
一
方
的
な
意
見
の
表
明
で
は
な
く
自
分
と
は
立
場
の
違
う
人
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
意

見
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
丸
山
泰
弘『
死
刑
に
つ
い
て
私
た
ち
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
』に
よ
る
）

ｃ
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（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
1
〜
Ａ
11
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
1
〜
11
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
1

　

Ａ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

高
水
準	

イ　

漸
次
増	

ウ　

常
識
的	

エ　

流
動
的

Ａ
2

　
　
　
線
部
①「
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

国
民
の
多
く
が
死
刑
に
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
世
論
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣
や
死
刑
賛
成
派
の
意
見
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

イ　

世
論
調
査
で
は
死
刑
賛
成
派
が
大
多
数
で
あ
る
た
め
、
死
刑
制
度
存
廃
を
検
討
す
る
の
は
ま
だ
早
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

世
論
調
査
が
5
年
に
1
回
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
刑
賛
成
派
が
大
多
数
を
占
め
る
と
推
定
す
る
こ
と
。

エ　

世
論
調
査
の
選
択
肢
が
適
当
で
な
く
、
死
刑
容
認
の
回
答
は
諸も

ろ

手て

を
挙
げ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

Ａ
3

　

Ｂ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
設
問
Ａ
3
〜
Ａ
7
を
通
じ
て
同
じ
選
択

肢
を
何
度
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ア　

死
刑
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る

イ　

わ
か
ら
な
い
・
一
概
に
言
え
な
い

ウ　

死
刑
も
や
む
を
得
な
い

Ａ
4

　

Ｃ

Ａ
5

　

Ｄ

Ａ
6

　

Ｅ

Ａ
7

　

Ｆ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
3
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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6 ◇M06―1

Ａ
8　

Ｇ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

公
平
な
選
択
肢
だ
と
意
識
し
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か

イ　

内
閣
府
の
世
論
調
査
の
選
択
肢
を
改
正
で
き
る
の
で
は
な
い
か

ウ　

日
本
国
民
に
対
し
て
死
刑
に
関
し
て
不
十
分
な
情
報
公
開
し
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

エ　

し
っ
か
り
と
5
件
法
で
調
査
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か

Ａ
9　

Ｈ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

情
報
提
供
が
あ
れ
ば
調
査
結
果
は
ど
う
な
る
の
か

イ　

情
報
収
集
能
力
が
高
い
人
と
低
い
人
と
の
間
で
差
は
見
ら
れ
る
の
か

ウ　

5
件
法
で
検
討
し
き
れ
な
い
部
分
は
何
な
の
か

エ　

情
報
の
真
偽
が
立
場
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

Ａ
10　

Ｉ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

提
供
さ
れ
る
情
報
の
質
と
議
論
を
す
る
人
数
に
よ
っ
て
各
々
の
意
見
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

イ　

議
論
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
生
み
出
さ
れ
る
意
見
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
の
か

ウ　

情
報
提
供
だ
け
で
な
く
熟
考
し
、
議
論
を
行
う
こ
と
で
制
度
に
対
す
る
見
方
は
ど
う
変
わ
っ
て
く
る
の
か

エ　

情
報
提
供
と
議
論
に
よ
っ
て
、
各
々
の
意
見
が
正
反
対
の
意
見
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か

Ａ
11　
　
　

線
部
ｃ「
ケ
ン
カ
イ
」に
当
て
る
漢
字
と
一
字
で
も
同
じ
漢
字
が　
　

線
部
に
含
ま
れ
る
も
の
を
甲
〜
丁
の
中
か
ら
全0

て0

選
び
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲　

信
書
を
ケ
ン
エ
ツ
す
る	

乙　

カ
ン
ケ
ン
の
限
り
、
記
載
は
見
ら
れ
な
い

丙　

学
生
時
代
を
カ
イ
コ
す
る	

丁　

フ
カ
カ
イ
な
出
来
事
が
起
き
た

ア　

甲
・
乙	

イ　

乙
・
丁	

ウ　

甲
・
乙
・
丙	
エ　

甲
・
乙
・
丁	

オ　

乙
・
丙
・
丁
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（
以
下
の
設
問
Ｂ
1
〜
Ｂ
3
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
1
〜
3
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
1　
　
　

線
部
ａ「
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
2　
　
　

線
部
ｂ「
シ
ョ
シ
ン
」を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

Ｂ
3　

Ｘ

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
漢
字
一
字
を
自
分
で
考
え
て
記
し
な
さ
い
。

08
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

『
病
牀
六
尺
』と
同
じ
時
期
に
、
子
規
は
雑
誌『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』で
、「
写
生
文
」や「
日
記
文
」の
投
稿
を
読
者
に
呼
び
か
け
て
い
た
。
子
規
は
そ
れ
ま
で

主
流
を
占
め
て
い
た
、
華
麗
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
飾
ら
れ
た
文
章
の
一
新
を
求
め
た
。

写
生
文
が
現
れ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
文
章
と
は
、
伝
統
的
な
表
現
の
型
を
よ
く
知
り
、
巧
み
に
使
い
こ
な
す
技
で
あ
る
と
多
く
の
人
は
考
え
て
い

た
。
表
現
の
型
と
は
た
と
え
ば
、
山
を
描
く
な
ら「
一
山
尽
き
て
ま
た
一
山
」と
か
、
郊
外
に
遠
足
に
出
か
け
た
ら「
一い

っ

瓢ぴ
ょ
う

を
携
え
て
墨ぼ

く

堤て
い

に
遊
ぶ
」と

い
う
よ
う
な
、
紋
切
り
型
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

子
規
が
、
見
た
ま
ま
を
書
く
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
れ
が
浸
透
し
て
い
く
ま
で
は
、
文
章
と
は
古
典
か
ら
型
を
学
び
、
そ
の
型
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
書
く
人
の
実
体
験
と
は
関
係
な
く
、
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
た
美
意
識
や
表
現
ス
タ
イ
ル
や
着
眼
点
を
、
新
し
い
セ
ン
ス
で
切
り
替
え
る
の

が
、
腕
の
見
せ
所
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
写
生
文
は
、
伝
統
的
な
表
現
の
型
を
打
ち
壊
す
運
動
と
し
て
興
っ
た
。
子
規
は
、
写
生
文
の
特
徴
を
、
自
分
が
実
際
に
観
察
し
た
こ

と
を
一
人
称
の
視
点
で
言
文
一
致
体
に
よ
っ
て
報
告
す
る
点
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
須
磨
の
景
色
を
描
く
場
合
を
例
に
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。山

水
明
媚
風
光
絶
佳
、
殊
に
空
気
清
潔
に
し
て
気
候
に
変
化
少
き
を
以
て
遊
覧
の
人
養
痾
の
客
常
に
絶
ゆ
る
事
な
し
。

な
ど
書
き
た
り
と
て
何
の
面
白
味
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。［
…
］

夕
飯
が
終
る
と
例
の
通
り
ぶ
ら
り
と
宿
を
出
た
。
燬や

く
が
如
き
日
の
影
は
後
の
山
に
隠
れ
て
夕ゆ

う

栄ば
え

の
な
ご
り
を
塩
屋
の
空
に
留と

ど
め

て
居
る
。

街
道
の
砂
も
最も

早は
や

ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
て
涼
し
い
風
が
松
の
間
か
ら
吹
い
て
来
る
。［
…
］

の
如
く
作
者
を
土
台
に
立
て
作
者
の
見
た
事
だ
け
を
見
た
と
し
て
記
さ
ん
に
は
、
事
柄
に
よ
り
て
興
味
の
浅
深
こ
そ
あ
れ
、
と
に
か
く
読
者
を
し

て
作
者
と
同
一
の
地
位
に
立
た
し
む
る
の
効
力
は
あ
る
べ
し
。（「
叙
事
文
」、『
日
本
附
録
週
報
』一
九
〇
〇
・
一
）

二

ａ

ｂ

①
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自
分
が
見
た
も
の
だ
け
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
報
告
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
子
規
が
、
個
人
の
日
常
を
、
書
く
に
値
す
る
も
の
と
し
て
発
見
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
地
方
色
を
、
報
告
に
足

る
興
味
深
い
も
の
と
し
て
提
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
書
く
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
民
主
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
古
典
的
な
表
現
に
お
い
て
は
、
書
き
手
の
目
の
前
に
あ
る
個
別
の
対
象
の
違
い
は
、
主
要
な
関
心
事
に
は
な
ら
な
い
。
描
く
対
象
の
個

別
性
で
な
く
共
通
性
が
追
求
さ
れ
る
。
様
々
な
山
の
違
い
で
は
な
く
、「

甲

」を
書
こ
う
と
す
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、
地
方
の
風
景
の
個
別
的

な
描
写
は
、
紀
行
文
や
地
誌
の
対
象
に
は
な
っ
て
も
、
美
や
典
型
を
追
求
す
る
文
学
や
絵
画
の
関
心
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
子
規
は
、
自
分
が
見
た
も
の
を
、
平
易
な
表
現
で
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
実
体
験
と
し
て
書
け
ば
、
視
点
が
限
定
さ
れ
て
全
体

を
描
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
方
が
リ
ア
ル
で
よ
い
の
だ
、
と
子
規
は
言
う
。
そ
し
て
、
炎
熱
が
お
さ
ま
り
夕
映
え
に
包
ま
れ
る

塩
屋
の
空
と
街
道
、
松
林
か
ら
の
涼
し
い
風
な
ど
、
旅
先
の
散
歩
で
感
受
し
た
も
の
を
読
み
手
の
ゴ
カ
ン
に
訴
え
る
ス
ケ
ッ
チ
に
し
て
、
お
手
本
と
し

て
示
す
。

ま
た
、
古
典
的
な
型
を
踏
ま
え
た
表
現
を
操
る
た
め
に
は
、
過
去
の
文
章
に
関
す
る
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
近
代
以
前
に
は
、
文
章
を
書
く

の
は
基
本
的
に
専
門
家
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
蓄
積
し
た
教
養
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
引
き
出
し
て
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
目
の
前
に
あ

る
も
の
を
観
察
し
て
、
誰
に
で
も
た
や
す
く
習
得
で
き
る
言
文
一
致
体
で
報
告
す
る
こ
と
を
、
子
規
は
呼
び
か
け
た
。

子
規
は
、
書
く
こ
と
の
素
人
た
ち
に
、

乙

の
双
方
を
提
示
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
明
治
四
〇
年
代
以
降
に
花
開
く
自
然

主
義
文
学
の
地
の
文
を
準
備
し
、
日
本
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
を
形
作
る
大
き
な
水
脈
と
も
な
っ
た
。

（
中
略
）

子
規
が
呼
び
か
け
た
写
生
文
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
深
い
意
味
は
、
自
分
の
生
活
を
笑
う
ス
タ
イ
ル
だ
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』に
掲
載
さ
れ
た
読
者
の
日
記

や
記
事
は
、
ど
れ
も
簡
潔
に
出
来
事
を
報
告
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
距
離
を
お
い
て
自
分
の
生
活
を
書
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
生
活

を
書
く
営
み
は
、
そ
れ
自
体
が
、
自
身
を
客
観
化
し
相
対
化
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
掲
載
作
の
特
色
は
、
客
観
性
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
投
稿
文
の
中
で
、「
お
三
」な
る
女
性
が
古
着
屋
で
買
っ
た
晴
れ
着
の
値
段
を
、
書
き
手
が
律
儀
に
報
告
し
て
み
せ
る
部
分
は
、
彼
女
の

②ｃ
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は
り
き
っ
た
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
姿
を
滑
稽
な
も
の
と
し
て
、
距
離
を
と
っ
て
眺
め
る
書
き
手
の
視
線
も
感
じ
さ
せ
る
。

次
の
、
物
理
学
を
学
ぶ
学
生
の「
窮き

ゅ
う

理り

日
記
」に
も
、
同
様
の
味
わ
い
が
あ
る
。

十
一
日

　
垣
に
ぶ
ら
下さ

が

っ
て
居
た
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

が
何
時
の
間
に
か
垂
れ
落
ち
て
水
引
の
花
へ
尻
を
す
え
て
居
る
。
我
等
が
祖
先
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
如
何
に

エ
ラ
イ
者
で
あ
っ
た
か
と
云
う
事
を
考
え
る
と
隣
の
車
井
戸
の
屋
根
で
ア
ホ
ー
と
鴉
が
鳴
い
た
。［
…
］

十
四
日

　
雪せ

っ

隠ち
ん［

ト
イ
レ
］で
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
と
云
う
事
を
考
え
る
。（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』四
巻
一
号
）

物
理
学
や
数
学
の

あ

的
な

い

と
、

う

な
日
常
生
活
の
ひ
と
こ
ま
を
、

え

的
に
置
く
だ
け
で

お

味
が

出
る
。

こ
の
態
度
は
、
子
規
自
身
の「
一
日
の
記
事
」に
も
見
ら
れ
る
。

或
は
実
際
の
病
状
よ
り
は
重
く
見
て
特
に
虚
子〔
高
浜
虚
子
〕抔な

ど

に
手
紙
を
贈
り
て
安
否
を
問
わ
る
る
事
あ
り
。［
…
］こ
れ
等
の
誤
解
を
正
さ
ん
に

は
容
体
的
記
事
も
又
必
要
な
る
べ
き
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
煩
う
。
洩し

瓶び
ん

を
呼
ぶ
。（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』四
巻
二
号
）

夜
に
な
っ
て
よ
う
や
く
吐
き
気
も
収
ま
り
、「
妄
想
又
妄
想
」で
、
文
部
省
の「
漢
字
制
限
論
」の
改
良
策
が
浮
か
ん
だ
り
、
い
つ
も
痛
く
て
立
て
て
い
る

左
ひ
ざ
の
影
が
山
の
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
が
様
々
な
文
章
の
山
に
似
て
面
白
く
な
っ
た
り
す
る
。
母
の
持
っ
て
き
た
羊
羹
を
食
べ
、
午
前
一
時
に
な
り

よ
う
や
く「
口
の
中
に
て
、
極
楽
」と
言
い
な
が
ら
、
頭
を
枕
に
休
め
る
。

子
規
の「
思
い
煩
い
」や「
妄
想
」は
、「
洩
瓶
」を
呼
ん
だ
り
、「
羊
羹
」を
食
べ
た
り
、「
極
楽
」と
呟
き
な
が
ら
横
た
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
途
切
れ

る
。
日
常
を
書
く
子
規
の
文
章
に
お
け
る
こ
の
途
切
れ
方

0

0

0

0

は
、
晩
年
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
果
て
し
な
く
暴
走
す
る
思
念
や
、
あ
ふ
れ
る
感
情
は
、
つ
ね

に
生
活
を
営
む
た
め
の
種
々
の
雑
事
で
途
切
れ
る
の
だ
。
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
い
つ
わ
ら
ざ
る
現
実
だ
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
報
告
す
る
文

11
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章
は
、
現
代
で
も
そ
う
多
く
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ふ
つ
う
な
ら
書
か
な
い
部
分
な
の
だ
。

自
分
の
生
活
や
思
念
を
書
く
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
自
分
を
相
対
化
す
る
作
用
を
持
つ
。
し
か
し
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
日
の
出
来
事
を
起

こ
っ
た
順
に
書
く
と
、
苦
悩
も
日
常
に
切
断
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
ど
ん
な
に
崇
高
で
深
淵
な
理
念
も
、「
洩
瓶
」や「
羊
羹
」と
同

じ
場
所
に
並
べ
ら
れ
る
。
考
え
感
じ
る
自
分
を
、
身
体
が
地
上
に
引
き
ず
り
お
ろ
し
、
着
地
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
い
い
。

本
来
、
内
面
は
身
体
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
病
人
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
だ
が
、
健
康
な
人
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
た
え
ず
流
れ
て
い

く
時
間
は
、
悲
嘆
す
ら
永
続
し
な
い
こ
と
を
教
え
る
。
子
規
の
日
記
文
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

抽
象
的
な
思
考
や
感
情
の
波
と「
洩
瓶
」と
を
併
記
す
る
、
子
規
の
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
独
自
の
感
覚
と
知
恵
が
あ
る
。

丙

か
ら
離
陸
し
な
い
こ
と
。
同
時
に
、

丙

を
、
距
離
を
隔
て
て
、
し
ば
し
ば
お
か
し
み
を

も
っ
て
見
る
こ
と
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ
が
子
規
を
救
っ
て
い
る
の
だ
。

（
北
川
扶
生
子『
結
核
が
つ
く
る
物
語
―
―
感
染
と
読
者
の
近
代
』に
よ
る
）

③
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8048_06_6KOK_M.indd   11 2025/12/05   11:21

173 / 687



12 ◇M06―1

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
12
〜
Ａ
22
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
12
〜
22
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
12

　
　
　
線
部
①「
山
水
明め

い

媚び

風
光
絶ぜ

っ

佳か

、
殊こ

と

に
空
気
清
潔
に
し
て
気
候
に
変
化
少す

く
な

き
を
以
て
遊
覧
の
人
養よ

う

痾あ

の
客
常
に
絶
ゆ
る
事
な
し
」と
あ

る
が
、
こ
の
表
現
に
つ
い
て
子
規
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
か
。
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。
な
お「
養
痾
」は「
病
気
の
療
養
を
す
る
」の
意
で
す
。

ア
　
須
磨
の
景
色
が
、
他
の
名
勝
地
と
ど
の
よ
う
に
違
い
が
あ
る
か
を
十
分
に
叙
し
て
は
い
る
が
、
表
現
が
難
解
で
理
解
す
る
に
は
相
応
の
教

養
を
必
要
と
す
る
た
め
、
多
く
の
人
に
は
伝
わ
ら
な
い
懸
念
が
あ
る
。

イ
　
教
養
に
支
え
ら
れ
た
表
現
を
使
用
し
て
い
る
が
、
他
の
景
勝
地
の
描
写
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
を
使
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
須

磨
の
風
景
の
、
他
の
景
勝
地
と
は
異
な
る
個
性
を
描
き
出
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

ウ
　
教
養
に
支
え
ら
れ
た
文
学
的
な
表
現
を
駆
使
し
て
、
須
磨
の
地
の
他
の
景
勝
地
と
は
異
な
る
個
性
を
十
分
に
描
写
し
て
は
い
る
が
、
筆
者

の
個
性
と
い
う
点
に
お
い
て
は
劣
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

エ
　
教
養
に
支
え
ら
れ
た
文
学
的
な
表
現
は
立
派
で
は
あ
る
が
、
写
生
文
に
は
必
須
と
さ
れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
欠
け
て
お
り
、「
面
白
味
」と
い
う

点
で
は
劣
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ａ
13

　

甲

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
富
士
な
ら
富
士
と
い
う
山

　
　 

イ
　
富
士
山
の
み

　
　 
ウ

　
そ
れ
ぞ
れ
の
山

　
　 

エ
　
山
と
い
う
も
の

　
　 

オ
　
都
会
近
く
の
山

13
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Ａ
14　
　
　

線
部
②「
実
体
験
と
し
て
書
け
ば
、
視
点
が
限
定
さ
れ
て
全
体
を
描
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も

適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
視
点
が
書
き
手
の
視
点
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
実
際
に
書
き
手
が
見
た
光
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
書
き
手
の
記
憶
に
沿
っ
た
、
客
観
性

に
欠
け
る
描
写
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

イ
　
書
き
手
の
実
体
験
に
限
ら
れ
る
の
で
、
た
と
え
ば
景
勝
地
で
あ
れ
ば
、
描
写
の
対
象
が
一
人
の
人
間
が
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
の
土

地
だ
け
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、「
景
勝
地
」の
普
遍
的
な
あ
り
方
を
抽
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
書
き
手
の
実
体
験
に
限
ら
れ
る
の
で
、
書
き
手
の
内
面
の
描
写
は
皮
相
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
内
面
の
深
い
部
分
の
描
写
に

及
ぶ
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

エ
　
た
と
え
ば
須
磨
に
つ
い
て
書
く
の
で
あ
れ
ば
、
書
き
手
が
須
磨
を
訪
れ
た
季
節
の
須
磨
、
書
き
手
が
須
磨
を
訪
れ
た
時
の
天
候
の
須
磨
、

書
き
手
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
景
物
に
限
ら
れ
た
須
磨
、
と
い
う
よ
う
に
、
描
写
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

Ａ
15　
　
　

線
部
ｃ「
ゴ
カ
ン
」に
当
て
る
漢
字
二
字
の
う
ち
一
字
を
含
む
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
五　

月	

イ
　
相　

互	

ウ
　
管　

理	

エ
　
勘　

定	

オ
　
観　

察

Ａ
16　

乙

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
型
と
文
体	

イ
　
テ
ー
マ
と
文
体	
ウ
　
規
範
と
テ
ー
マ	

エ
　
規
範
と
文
体	

オ
　
規
範
と
モ
デ
ル

Ａ
17　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
17
〜
Ａ
21
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア
　
卑　

近	

イ
　
対　

比	

ウ
　
滑　

稽	

エ
　
概　

念	

オ
　
抽　

象

14
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Ａ
18　

い

Ａ
19　

う

Ａ
20　

え

Ａ
21　

お

Ａ
22　
　
　

線
部
③「
考
え
感
じ
る
自
分
を
、
身
体
が
地
上
に
引
き
ず
り
お
ろ
し
、
着
地
さ
せ
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
高
尚
で
形
而
上
的
な
思
考
や
苦
悩
も
、
病
気
の
肉
体
的
な
苦
痛
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

イ
　
難
し
い
こ
と
を
考
え
た
り
、
苦
悩
を
感
じ
た
り
す
る
内
面
の
動
き
も
、
日
常
的
な
生
活
と
同
じ
、
人
生
の
一
側
面
に
す
ぎ
な
い
と
認
識
す

る
こ
と
。

ウ
　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
形
而
上
的
な
行
為
は
、
日
常
の
雑
事
に
中
断
さ
れ
が
ち
だ
と
い
う
人
生
の
現
実
に
直
面
さ

せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

エ
　
考
え
る
自
分
は
、
日
常
生
活
に
束
縛
さ
れ
支
配
さ
れ
る
、
肉
体
に
従
属
す
る
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
思
考
を
や
め
て
し

ま
う
こ
と
。

（
以
下
の
設
問
Ｂ
4
〜
Ｂ
6
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
4
〜
6
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
4　
　
　

線
部
ａ「
培（
わ
れ
た
）」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
5　
　
　

線
部
ｂ「
興（
っ
た
）」の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

Ｂ
6　

丙

（
二
箇
所
あ
る
）に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

よ
り
前
の
本
文
中
か
ら
漢
字
二
字
で
抜
き
出
し
な

さ
い
。

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
17
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

発
言
に
は
責
任
が
伴
う
。「
明
日
に
は
金
を
返
す
」と
約
束
し
た
な
ら
、
翌
日
に
は
お
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
の
部
屋
使
っ
て
い
い
よ
」

と
許
可
し
た
な
ら
、
相
手
が
部
屋
を
使
っ
た
こ
と
に
文
句
を
言
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
暴
言
を
吐
い
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」と
謝
っ
た
の
な

ら
、
今
後
は
暴
言
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
」と
断
言
し
た
な
ら
、
必
要
に
応
じ
て
根
拠
を
出
し
、
そ
れ

が
誤
り
や
単
な
る
出
鱈
目
で
な
い
こ
と
を
示
せ
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
今
す
ぐ
部
屋
を
片
付
け
な
さ
い
」と
命
令
し
た
な
ら
、
片
付
け
の
邪

魔
を
し
て
は
い
け
な
い
。

こ
れ
ら
が
発
言
に
伴
う
責
任
だ
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
な
い
と
咎
め
ら
れ
て
当
然
と
い
う
こ
と
だ
。
約
束
を
破
っ
た
ら
非
難
さ
れ
て
も
し
ょ
う
が
な

い
。
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
文
句
を
言
わ
れ
た
ら
文
句
を
言
い
返
す
の
が
当
然
だ
。
謝
っ
た
の
に
自
分
の
行
い
を
正
す
素
振
り
す
ら
見
せ
な
い
な
ら
、
怒

ら
れ
て
当
然
で
あ
る
。
断
言
が
た
だ
の
出
鱈
目
な
ら
咎
め
ら
れ
て
も
や
む
な
し
だ
ろ
う
。
命
令
し
て
お
い
て
そ
れ
を
邪
魔
す
る
人
に
は
文
句
の
一
つ
で

も
言
っ
て
や
る
の
が
筋
で
あ
る
。
こ
う
し
た
振
る
舞
い
は
ど
れ
も
咎
め
ら
れ
て
当
然
の
、
つ
ま
り
非
難
に
値
す
る
、
無
責
任
な
振
る
舞
い
で
あ
る
。

何
か
を
意
味
す
る
こ
と
で
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
。
発
言
に
よ
る
責
任
の
や
り
取
り
は「
言
質
を
与
え
る
」や「
言
質
を
取
る
」と
い
っ
た
仕
方
で
言

い
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
言
質
の
や
り
取
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
つ
重
要
な
特
徴
の
一
つ
だ
。

他
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
言
質
の
や
り
取
り
に
尽
き
な
い
側
面
が
あ
る
。
人
は
あ
れ
や
こ
れ
や
を
言
外
に
ほ
の
め
か
す
。「
今
は
手
持

ち
が
な
い
ん
だ
け
ど
、
明
日
に
は
間
違
い
な
く
ま
と
ま
っ
た
金
が
入
る
ん
だ
」と
言
っ
て
、
明
日
の
借
金
返
済
を
暗
に
約
束
す
る
。「
こ
の
部
屋
空
い
て

る
よ
」と
言
っ
て
、
部
屋
の
使
用
を
暗
に
許
可
す
る
。「
あ
の
選
挙
区
の
選
管
は
皆
、
あ
る
特
定
政
党
の
支
持
者
だ
っ
た
」と
言
っ
て
、
選
挙
に
不
正
が

あ
っ
た
と
暗
に
主
張
す
る
。「
こ
ん
な
汚
い
部
屋
じ
ゃ
仕
事
な
ん
か
で
き
な
い
ぞ
」と
き
つ
く
言
う
こ
と
で
、
今
す
ぐ
部
屋
を
片
付
け
な
さ
い
と
暗
に
命

令
す
る
。

こ
う
し
た
言
外
の
ほ
の
め
か
し
は
、
そ
の
内
容
を
は
っ
き
り
と
口
に
し
た
場
合
に
生
じ
る
責
任
を
と
き
に
伴
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
は
っ
き
り
と
口
に

し
た
場
合
に
は
無
責
任
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
振
る
舞
い
を
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
非
難
に
値
す
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。「
今
は
手
持
ち
が
な

三
①

②
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い
ん
だ
け
ど
、
明
日
に
は
間
違
い
な
く
ま
と
ま
っ
た
金
が
入
る
ん
だ
」と
口
に
し
た
人
が
、
翌
日
に
な
っ
て
も
借
金
を
返
さ
な
か
っ
た
と
し
よ
う
。
そ

の
人
は
な
か
な
か
借
金
を
返
さ
な
い
と
い
う
不
実
さ
に
関
し
て
は
非
難
さ
れ
て
も
し
か
た
な
い
が
、
約
束
を
反
故
に
し
た
か
ど
で
非
難
さ
れ
る
に
値
す

る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。「
昨
日
の
約
束
通
り
、
今
日
は
借
金
返
し
て
も
ら
い
ま
す
よ
」と
い
う
相
手
の
呼
び
か
け
に
、
そ
の
人
が

「
今
日
ま
で
に
返
す
な
ん
て
約
束
し
て
な
い
と
思
う
の
で
す
が
…
…
」と
し
ら
を
き
り
、
相
手
は
、
ち
ゃ
ん
と
言
質
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
、

と
い
う
の
は
な
い
話
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、「
こ
の
部
屋
空
い
て
る
よ
」と
言
わ
れ
部
屋
の
使
用
を
暗
に
許
可
さ
れ
た
の
で
部
屋
を
使
っ
て
い
た
ら
、

「
使
っ
て
い
い
と
は
言
っ
て
な
い
」と
言
わ
れ
追
い
出
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
あ
な
た
は
不
満
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
か
に
は
っ
き
り
使
っ
て
い
い

と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
引
き
下
が
る
よ
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。「
あ
の
選
挙
区
の
選
管
は
皆
、
あ
る
特
定
政
党
の
支
持
者
だ
っ
た
」と
だ
け
口

に
し
た
人
に
は
、「
選
挙
不
正
の
証
拠
は
な
い
っ
て
裁
判
所
が
認
め
て
い
る
よ
」な
ど
と
反
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
選
挙
不
正
の
証
拠
を
出
す
責
任
は
な

か
ろ
う
。
暗
に
ほ
の
め
か
さ
れ
た
命
令
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
あ
り
う
る
。

こ
う
し
た
発
言
は
言
質
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。
何
か
を
意
味
し
つ
つ
も
そ
こ
に
責
任
が
伴
わ
な
い
、
こ
う
し
た
側
面
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
あ
る
。

あ
る
発
言
で
人
が
意
味
す
る
こ
と
に
は
、
責
任
が
伴
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
前
者
は
、
い
わ
ば
表
沙
汰
に
な
っ
た
意
味
で

あ
り
、
後
者
は
、
い
わ
ば
こ
っ
そ
り
裏
で
伝
え
ら
れ
た
意
味
だ
。
そ
こ
で
、
責
任
が
伴
う
意
味
を
表
の
意
味
、
責
任
が
伴
わ
な
い
意
味
を
裏
の
意
味
と

呼
ぼ
う
。

本
書
は
、
意
味
の
表
と
裏
に
関
す
る
本
だ
。
本
書
全
体
を
通
じ
て
、
意
味
の
裏
表
は
ど
う
決
ま
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
探
究
す
る
。

探
究
の
一
つ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
意
味
の
否
認
だ
。
人
は
と
き
に
、
何
か
を
意
味
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
試

み
る
。
意
味
を
否
認
す
る
試
み
は
通
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
通
用
す
る
、
と
い
う
の
は
言
質
を
与
え
ず
に
済
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
通
用
し
な
い
、
と
い
う
の
は
言
質
を
取
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
意
味
の
表
と
裏
を
区
別
す
る

一
つ
の
基
準
は
、
意
味
し
た
こ
と
を
否
認
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
表
の
意
味
と
は
否
認
不
可
能
な
意
味
で
あ
り
、
裏
の
意
味
と
は
否
認
可
能
な
意

味
で
あ
る
。

③
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そ
こ
で
本
書
で
は
、
意
味
が
否
認
可
能
で
あ
る
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
を
じ
っ
く
り
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、

「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」や「
誤
解
を
招
い
た
と
し
た
ら
申
し
訳
な
い
」と
い
っ
た
お
馴
染
み
の
言
い
訳
に
よ
る
否
認
の
試
み
だ
。

こ
う
し
た
言
い
訳
は
ど
ん
な
場
面
で
通
用
す
る
の
か
。
そ
れ
が
通
用
す
る
か
ど
う
か
は
ど
う
決
ま
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
を
じ
っ
く
り
考
え
て
い

く
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
意
味
の
否
認
可
能
性
、

あ

意
味
の
表
裏
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
複
雑
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
だ
。
あ
る
こ
と
に
言
質
を
与
え
た
か
ど
う
か
は
、
話
し
手
が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
た
か
ど
う
か
だ
け
に
よ
っ
て
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る

こ
と
に
言
質
を
与
え
る
・
与
え
な
い
の
区
別
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
言
葉
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
言
外
に
ほ
の
め
か
す
の
か
の
区
別
に
対
応
す
る
わ

け
で
も
な
い
。
こ
ん
な
単
純
な
仕
方
で
意
味
の
裏
表
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

い

、
意
味
の
否
認
可
能
性
は
実
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
多
様
な

あ
り
方
を
し
て
い
る
。
本
書
で
の
議
論
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
否
認
可
能
か
ど
う
か
を
決
め
る
基
準
は
一
つ
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
意
味
が

否
認
可
能
か
ど
う
か
に
は
、
複
数
の
、

う

と
き
に
競
合
す
る
よ
う
な
基
準
が
あ
る
。
私
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
そ
う
し

た
複
数
の
基
準
を
驚
く
べ
き
巧
み
さ
で
使
い
分
け
て
い
る
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
次
の
こ
と
だ
。
ど
ん
な
発
言
に
ど
ん
な
責
任
が
生
じ
る
の
か
、
そ

れ
を
決
め
る
た
だ
一
つ
の

Ｘ

的
な
基
準
な
ど
な
い
。
場
面
場
面
の
個
別
的
な
事
情
に
応
じ
て
発
言
の
責
任
の
あ
り
方
は
変
化
し
う
る
。

こ
の
よ
う
に
意
味
の
否
認
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
意
味
の
表
と
裏
の
境
界
が
い
か
に
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
は
っ
き
り
と
表
な
も
の
、
は
っ
き
り
と
裏
な
も
の
、
そ
う
し
た
意
味
は
あ
る
。
し
か
し
意
味
の
表
と
裏
の
境
界
領
域
に
は
、

ど
っ
ち
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
な
も
の
、
個
々
の
場
面
場
面
で
そ
の
判
断
が
揺
れ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
と
裏
の
間
に
ど
う
境

界
線
を
引
く
か
に
は

Ｙ

が
あ
る
。
あ
る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
う
し
た
線
引
き
の
仕
方
を
変
え
よ
う
と
す
る
駆
け
引
き
と
い
う

側
面
を
も
つ
。
意
味
の
表
裏
の
区
別
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
揺
ら
ぎ
う
る
。

こ
う
し
た
意
味
の
表
裏
の
不
確
か
さ
が
如
実
に
現
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
政
治
と
い
う
場
面
だ
。
言
質
を
与
え
る
、
言
質
を
取
ら
れ
る
、
と
い

う
の
は
、
政
治
家
が
も
っ
と
も
忌
み
嫌
う
こ
と
の
一
つ
に
見
え
る
。
政
治
家
は
と
き
に
巧
み
に
、
あ
る
い
は
と
き
に
厚
顔
無
恥
な
ほ
ど
白
々
し
く
、
発

言
に
伴
う
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
試
み
る
。
先
に
見
た「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」、「
誤
解
を
招
い
た
と
し
た
ら
申
し
訳
な
い
」と
い
う
釈
明
は
、
政

治
家
に
よ
る
責
任
逃
れ
の
試
み
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
政
治
家
た
ち
は
日
夜
こ
う
し
た
言
い
訳
に
よ
っ
て
、
意
味
し
て
い
た
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に

18
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し
よ
う
と
す
る
。

政
治
家
に
よ
る
意
味
の
責
任
逃
れ
の
試
み
は
こ
う
し
た
直
接
的
な
意
味
の
否
認
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

た
と
え
ば
政
治
家
た
ち
は
、

Ｐ

を
捻ね

じ
曲
げ
る
こ
と
で
そ
う
し
た
責
任
逃
れ
を
試
み
て
き
た
。
発
言
に
ど
ん
な
責
任
が
伴
う
の
か
は
、
一

つ
に
は
そ
こ
で
使
わ
れ
た
言
葉
の
意
味
に
か
か
っ
て
い
る
。
何
人
か
の
政
治
家
た
ち
は
、
大
胆
に
も
、
発
言
に
使
わ
れ
た
言
葉
の
意
味
を
歪ゆ

が

め
る
こ
と

で
、
責
任
の
追
及
を
逃
れ
よ
う
と
試
み
て
き
た
。

責
任
逃
れ
の
方
法
は
ま
だ
あ
る
。

Ｑ

を
捻
じ
曲
げ
る
、
と
い
う
の
も
そ
う
し
た
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
発
言
に
は
約
束
や
許
可
、
謝
罪
、

主
張
、
命
令
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
違
い
を
、
発
言
に
伴
う
力
の
違
い
と
し
て
捉
え
よ
う
。
約
束
の
力
を
伴
う
発
言
が
約
束
、

主
張
の
力
を
伴
う
発
言
が
主
張
、
な
ど
な
ど
、
と
い
う
わ
け
だ
。
力
が
違
え
ば
、
ど
ん
な
責
任
が
伴
う
の
か
も
変
わ
っ
て
く
る
。
約
束
で
あ
れ
ば
、
約

束
の
内
容
を
実
現
す
る
責
任
が
、
主
張
で
あ
れ
ば
挙
証
責
任
、
つ
ま
り
必
要
に
応
じ
て
そ
の
内
容
の
証
拠
を
出
す
責
任
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
合
衆
国
大
統
領
は
、
主
張
の
責
任
を
大
胆
に
踏
み
倒
し
続
け
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
対
応
を
有
名
無
実
化
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
責
任
逃
れ
の
試
み
は
、
言
葉
に
ど
ん
な
責
任
が
伴
う
の
か
に
関
す
る
私
た
ち
の
社
会
の
ル
ー
ル
を（
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
）変
え
よ

う
と
す
る
試
み
と
い
う
側
面
を
も
つ
。
こ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
政
治
の
言
葉
は
い
わ
ば
言
葉
の
政
治
で
も
あ
る
。

実
は
言
葉
の
政
治
は
、
政
治
の
言
葉
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
政
治
の
言
葉
で
な
く
私
た
ち
の
日
々
の
言
葉
の
や
り
取
り
に
も
言
葉
の
政
治
は
潜
ん

で
お
り
、
そ
れ
は
意
味
の
裏
表
の
境
界
を
揺
る
が
せ
、
不
確
か
に
す
る
。

（
藤
川
直
也『
誤
解
を
招
い
た
と
し
た
ら
申
し
訳
な
い

　
政
治
の
言
葉
／
言
葉
の
政
治
』に
よ
る
）

④

⑤
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19 ◇M06―1

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
23
〜
Ａ
32
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
23
〜
32
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
23

　
　
　
線
部
①「
何
か
を
意
味
す
る
こ
と
で
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
発
言
を
す
れ
ば
何
ら
か
の
意
味
が
相
手
に
伝
わ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
相
手
に
言
質
を
与
え
る
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
必
ず
責

任
が
生
じ
る
、
と
い
う
こ
と
。

イ
　
発
言
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
ら
か
の
意
味
を
表
す
こ
と
で
あ
り
、
相
手
に
意
味
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
に
言
質
を
与
え
る
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

ウ
　
発
言
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
意
味
を
表
す
こ
と
で
相
手
に
言
質
を
与
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
味
す
る
こ
と
と
一
致
し
た
行
動
を
と
る
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

エ
　
発
言
を
通
し
て
何
ら
か
の
意
味
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
に
言
質
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
発
言
の
意
味
を
明
確
に
す
る
責
任

を
負
う
こ
と
と
同
義
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

20
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20 ◇M06―1

Ａ
24

　
　
　
線
部
②「
は
っ
き
り
と
口
に
し
た
場
合
に
は
無
責
任
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
振
る
舞
い
を
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
非
難
に
値
す
る
わ
け

で
は
必
ず
し
も
な
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

約
束
や
主
張
の
内
容
を
は
っ
き
り
と
口
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
そ
れ
を
誤
魔
化
す
よ
う
な
発
言
を
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
非

難
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

イ　

約
束
や
主
張
の
内
容
を
予
め
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
け
ば
、
た
と
え
約
束
を
破
っ
た
り
、
主
張
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も

咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

ウ　

約
束
や
主
張
の
内
容
を
は
っ
き
り
と
口
に
し
な
い
と
い
う
無
責
任
に
見
え
る
ふ
る
ま
い
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
非
難
の
対

象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

エ　

約
束
や
主
張
の
内
容
を
は
っ
き
り
口
に
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
約
束
を
破
っ
た
り
、
主
張
の
内
容
が
誤
っ
た
り
し
て
い
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ

て
必
ず
し
も
非
難
さ
れ
う
る
と
は
限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

Ａ
25

　

あ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
Ａ
25
〜
Ａ
27
を
通
じ
て

同
じ
選
択
肢
を
二
度
以
上
選
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

ア　

そ
れ
ど
こ
ろ
か	

イ　

や
は
り	

ウ　

し
か
も	

エ　

ひ
い
て
は

Ａ
26

　

い

Ａ
27

　

う

Ａ
28

　

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

具
　
体	

イ　

日
　
常	

ウ　

政
　
治	

エ　

普
　
遍

Ａ
29

　

Ｙ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

明
確
な
道
筋	

イ　

妥
協
す
べ
き
点	

ウ　

交
渉
の
余
地	
エ　

緩
衝
地
帯

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
Ａ
25
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

�����
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21 ◇M06―1

Ａ
30

　
　
　
線
部
④「
直
接
的
な
意
味
の
否
認
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

政
治
家
が
、
自
身
の
発
言
が
世
間
に
誤
解
さ
れ
た
の
は
、
自
身
の
意
図
し
た
と
お
り
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
。

イ　

政
治
家
が
、
自
身
の
発
言
に
つ
い
て
の
世
間
の
解
釈
は
誤
解
で
あ
る
と
し
、
そ
の
発
言
内
容
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
否
定
す
る
こ
と
。

ウ　

政
治
家
が
、
自
身
の
発
言
が
世
間
に
誤
解
さ
れ
た
の
は
遺
憾
だ
と
し
、
そ
の
発
言
自
体
を
取
り
消
す
こ
と
。

エ　

政
治
家
が
、
自
身
の
発
言
に
つ
い
て
の
世
間
の
解
釈
を
正
し
い
と
認
め
な
が
ら
、
そ
の
発
言
内
容
に
つ
い
て
は
責
任
を
認
め
な
い
こ
と
。

Ａ
31

　

Ｐ

・

Ｑ

に
入
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

Ｐ
　
責
任
の
意
味

　
―

　
Ｑ

　
発
言
の
根
拠

イ　

Ｐ
　
言
葉
の
意
味

　
―

　
Ｑ

　
発
言
の
根
拠

ウ　

Ｐ
　
言
葉
の
意
味

　
―

　
Ｑ

　
発
言
の
力

エ　

Ｐ
　
責
任
の
意
味

　
―

　
Ｑ

　
発
言
の
力

Ａ
32

　
　
　
線
部
⑤「
こ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
政
治
の
言
葉
は
い
わ
ば
言
葉
の
政
治
で
も
あ
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

政
治
家
が
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
発
す
る
言
葉
は
、
社
会
で
共
有
さ
れ
て
い
る
言
葉
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
反
す
る

も
の
で
、
そ
の
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を
揺
る
が
す
と
い
う
側
面
を
持
つ
。

イ　

発
言
の
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
政
治
家
の
様
々
な
試
み
は
、
言
葉
の
意
味
に
関
す
る
社
会
の
ル
ー
ル
に
あ
え
て
反
す
る
こ
と
で
、
ル
ー

ル
の
変
更
を
促
そ
う
と
い
う
政
治
的
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ウ　

発
言
に
伴
う
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
政
治
家
の
試
み
は
、
社
会
で
共
有
さ
れ
て
い
る
言
葉
と
責
任
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
中
で
の
こ
と

で
、
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
は
ル
ー
ル
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

エ　

政
治
家
が
発
す
る
言
葉
の
数
々
は
、
言
葉
の
責
任
に
関
す
る
社
会
の
ル
ー
ル
を
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
曲
解
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
法
解
釈
を
様
々
に
変
え
る
行
為
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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22 ◇M06―1

（
以
下
の
設
問
Ｂ
7
・
Ｂ
8
の
解
答
は
Ｂ
解
答
紙
の
7
・
8
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ｂ
7

　
　
　
線
部
③「
あ
る
発
言
で
人
が
意
味
す
る
こ
と
」と
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の【
文
章
】の
中
の

Ａ

・

Ｃ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
三
字
以
上
五
字
以
内
の
表
現
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
考
え
て
記
し
な
さ
い
。

【
文
章
】　�「
あ
る
発
言
で
人
が
意
味
す
る
こ
と
」に
は
、
表
の
意
味
と
裏
の
意
味
が
あ
る
。
表
の
意
味
と
は
責
任
を
伴
う
意
味
で
あ
り
、
つ
ま
り
相

手
に
言
質
を

Ａ

意
味
で
、

Ｂ

な
意
味
で
あ
る
。
一
方
、
裏
の
意
味
と
は
責
任
を
伴
わ
な
い
意
味
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
相
手
に
言
質
を

Ｃ

意
味
で
、

Ｄ

な
意
味
で
あ
る
。

Ｂ
8

　
Ｂ
7
の【
文
章
】の
中
の

Ｂ

・

Ｄ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を

　
　
線
部
③
よ
り
後
、

よ
り

前
の
本
文
中
か
ら
漢
字
四
字
ま
た
は
五
字
で
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

23
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23 ◇M06―1

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
を
一
部
改
め
て
あ
り
ま
す
。

今
は
昔
、
紫
式
部
、
上
東
門
院
に
歌
詠
み
優
の
者
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
大
斎
院
よ
り
春
つ
方
、「
つ
れ
づ
れ
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
さ
り
ぬ
べ
き
物
語
や

さ
ぶ
ら
ふ
」と
た
づ
ね
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
草
子
ど
も
取
り
出
だ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、「
い
づ
れ
を
か
参
ら
す
べ
き
」な
ど
、
選
り
出
だ
さ
せ
た
ま

ふ
に
、
紫
式
部
、「
み
な
目
馴
れ
て
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
新
し
く
つ
く
り
て
参
ら
せ
さ
せ
た
ま
へ
か
し
」と
申
し
け
れ
ば
、「
さ
ら
ば
つ
く
れ
か
し
」と
仰
せ
ら

れ
け
れ
ば
、
源
氏
は
つ
く
り
て
参
ら
せ
た
り
け
る
と
ぞ
。

い
よ
い
よ
心
ば
せ
す
ぐ
れ
て
、
め
で
た
き
も
の
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
ほ
ど
に
、
伊
勢
大
輔
参
り
ぬ
。
そ
れ
も
歌
詠
み
の
筋
な
れ
ば
、
殿
い
み
じ
う
も
て
な

さ
せ
た
ま
ふ
。
奈
良
よ
り
、
年
に
一
度
、
八
重
桜
を
折
り
て
持
て
参
る
を
、
紫
式
部
取
り
次
ぎ
て
参
ら
せ
な
ど
、
歌
詠
み
け
る
に
、
式
部
、「
今
年
は

大
輔
に
譲
り
さ
ぶ
ら
は
む
」と
て
、
譲
り
け
れ
ば
、
取
り
次
ぎ
て
参
ら
す
る
に
、
殿
、「
遅
し
遅
し
」と
仰
せ
ら
る
る
御
声
に
つ
き
て
、

い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
今
日
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な

「
取
り
次
ぎ
つ
る
ほ
ど
、
ほ
ど
も
な
か
り
つ
る
に
、
い
つ
の
間
に
思
ひ
続
け
け
む
」と
、
人
も
思
ふ
、
殿
も
お
ぼ
し
め
し
た
り
。

め
で
た
く
て
さ
ぶ
ら
ふ
ほ
ど
に
、
致ち

仕じ

の
中
納
言
の
子
の
、
越
前
守
と
て
、
い
み
じ
う
や
さ
し
か
り
け
る
人
の
妻
に
成
り
に
け
り
。
逢
ひ
は
じ
め
た

り
け
る
こ
ろ
、
石
山
に
籠
り
て
、
音
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る
、

み
る
め
こ
そ
あ
ふ
み
の
海
に
か
た
か
ら
め
吹
き
だ
に
通
へ
志
賀
の
浦
風

と
詠
み
て
や
り
た
り
け
る
よ
り
、
い
と
ど
歌

Ｘ

ま
さ
り
に
け
り
。

ま
こ
と
に
子
孫
栄
へ
て
、
六
条
の
大
弐
、
堀
河
の
大
弐
な
ど
申
し
け
る
人
々
、
こ
の
伊
勢
大
輔
の
孫
な
り
け
り
。
白
河
院
は
曾
孫
に
お
は
し
ま
し
け

り
。
一
の
宮
と
申
し
け
る
折
、
参
り
て
見
ま
ゐ
ら
せ
け
る
に
、「
鏡
を
見
よ
」と
て
賜
び
た
り
け
る
に
、
た
ま
は
り
て
、

君
見
れ
ば
ち
り
も
曇
ら
で
万
代
の
齢
を
の
み
も
ま
す
鏡
か
な

御
返
し
、
大
夫
殿
、
宮
の
御
祖お

ほ
ぢ父

に
お
は
し
ま
す
、

曇
り
な
き
鏡
の
光
ま
す
ま
す
も
照
ら
さ
む
影
に
隠
れ
ざ
ら
め
や

四

＊
1

＊
2

①

②

③

④

＊
3

⑤

＊
4

⑥⑦
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24 ◇M06―1

（『
古
本
説
話
集
』に
よ
る
）

《
注
》　
＊
1�

　
上
東
門
院
…
一
条
天
皇
の
中
宮
彰
子
。
た
だ
し
、
こ
の
話
は「
上
東
門
院
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
前
、
中
宮
と
し
て
宮
中
に
い
た

頃
の
こ
と
。

＊
2

　
大
斎
院
…
選
子
内
親
王
。

＊
3

　
殿
…
上
東
門
院
の
父
、
藤
原
道
長
。

＊
4

　
石
山
…
滋
賀
県（
近
江
国
）大
津
市
に
あ
る
石
山
寺
。

（
設
　
問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
49
〜
Ａ
57
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
49
〜
57
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
49

　
　
　
線
部
①「
さ
ぶ
ら
ふ
」、

　
　
線
部
③「
さ
ぶ
ら
ふ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
次
の
甲
〜
丁
の
中

か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲
　
片
方
は
謙
譲
語
で
、
も
う
一
方
は
丁
寧
語
。

乙
　
両
方
と
も
丁
寧
語
。

丙
　
片
方
は
大
斎
院
へ
の
敬
意
を
表
し
、
も
う
一
方
は
上
東
門
院
へ
の
敬
意
を
表
す
。

丁
　
両
方
と
も
上
東
門
院
へ
の
敬
意
を
表
す
。

ア
　
甲
と
丙	

イ
　
甲
と
丁	

ウ
　
乙
と
丙	

エ
　
乙
と
丁

25
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Ａ
50

　
　
　
線
部
②「
参
ら
す
」、

　
　
線
部
④「
参
ら
せ
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
次
の
甲
〜
丁
の
中
か
ら

二
つ
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲
　
片
方
は
尊
敬
語
で
、
も
う
一
方
は
謙
譲
語
。

乙
　
両
方
と
も
謙
譲
語
。

丙
　
片
方
は
大
斎
院
へ
の
敬
意
を
表
し
、
も
う
一
方
は
上
東
門
院
へ
の
敬
意
を
表
す
。

丁
　
両
方
と
も
大
斎
院
へ
の
敬
意
を
表
す
。

ア
　
甲
と
丙	

イ
　
甲
と
丁	

ウ
　
乙
と
丙	

エ
　
乙
と
丁

Ａ
51

　
　
　
線
部
⑤「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
今
日
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な
」と
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ

れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
な
お
、
こ
の

　
　
線
部
⑤
に
つ
い
て
は
Ａ
52
で
も
設
問
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
　
奈
良
の
都
で
は
、
八
重
桜
が
、
京
都
と
違
っ
て
九
重
に
咲
く
と
詠
ん
で
い
る
。

イ
　「
八
重
」と「
九
重
」が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

ウ
　「
九
重
」は
宮
中
を
指
し
て
い
る
。

エ
　「
ぬ
る
」は
助
動
詞「
ぬ
」の
連
体
形
で
あ
る
。

Ａ
52

　
　
　
線
部
⑤
の
和
歌
は『
百
人
一
首
』に
も
入
っ
て
い
る
。『
百
人
一
首
』の
成
立
ま
で
の
経
緯
に
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
、『
新
古
今
和
歌
集
』の

撰
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
紀
貫
之	

イ
　
藤
原
公
任	

ウ
　
藤
原
俊
成	

エ
　
藤
原
定
家	

オ
　
二
条
良
基

26
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Ａ
53

　
　
　
線
部
⑥「
み
る
め
こ
そ
あ
ふ
み
の
海
に
か
た
か
ら
め
吹
き
だ
に
通
へ
志
賀
の
浦
風
」と
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　
「
み
る
め
」は
海
藻
で
、
淡
水
の「
あ
ふ
み
の
海（
琵
琶
湖
）」で
は
取
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

イ　
「
み
る
め
」に
は
海
藻
の「
み
る
め
」と「
見
る
目
」が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

ウ　
「
あ
ふ
み
」に
は「
近
江
」と「
逢
ふ
身
」が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

エ　
「
か
た
か
ら
め
」は
、「
み
る
め
」が
硬
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
嘆
く
表
現
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
恋
の
嘆
き
を
訴
え
て
い
る
。

Ａ
54

　

Ｘ

に
は「
評
判
」と
い
う
意
味
の
語
が
入
り
ま
す
。

Ｘ

に
入
る
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

た
め
し	
イ　

し
る
し	

ウ　

お
ぼ
え	

エ　

お
ど
ろ
き	

オ　

か
し
こ
さ

Ａ
55

　
　
　
線
部
⑦「
君
見
れ
ば
ち
り
も
曇
ら
で
万
代
の
齢
を
の
み
も
ま
す
鏡
か
な
」と
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の

を
、
次
の
甲
〜
丁
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲
　
作
者
は
伊
勢
大
輔
で
あ
る
。

乙
　
作
者
は
白
河
院
で
あ
る
。

丙
　「
君
見
れ
ば
」の「
君
」は
当
時
の
帝
を
指
す
。

丁
　「
君
見
れ
ば
」の「
君
」は
当
時「
一
の
宮
」と
呼
ば
れ
て
い
た
白
河
院
を
指
す
。

ア　

甲
と
丙	

イ　

甲
と
丁	

ウ　

乙
と
丙	

エ　

乙
と
丁
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Ａ
56

　
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い

0

0

0

0

0

と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
大
斎
院
が
、
上
東
門
院
に
何
か
物
語
は
な
い
か
と
尋
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、『
源
氏
物
語
』が
執
筆
さ
れ
た
。

イ
　
最
初
、
上
東
門
院
は
、
所
持
し
て
い
る
既
存
の
物
語
の
中
か
ら
何
か
大
斎
院
に
お
見
せ
し
よ
う
と
し
た
。

ウ
　
紫
式
部
は
、
自
分
の
書
く
物
語
を
大
斎
院
に
お
見
せ
す
る
よ
う
、
自
分
か
ら
上
東
門
院
に
進
言
し
た
。

エ
　
上
東
門
院
の
命
令
に
応
じ
て
、
紫
式
部
は『
源
氏
物
語
』を
執
筆
し
た
。

Ａ
57

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
甲
〜
丁
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ア
〜
エ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

甲
　
奈
良
か
ら
桜
が
送
ら
れ
て
来
た
と
き
、
和
歌
を
詠
む
の
は
例
年
紫
式
部
の
役
目
だ
っ
た
。

乙
　
紫
式
部
は
和
歌
で
は
伊
勢
大
輔
に
と
て
も
か
な
わ
な
い
と
自
覚
し
て
い
た
。

丙
　
道
長
は
、
伊
勢
大
輔
に
早
く
歌
を
詠
む
よ
う
に
急せ

か
し
た
。

丁
　
良
い
和
歌
を
詠
ん
だ
も
の
の
、
詠
む
の
が
遅
れ
た
伊
勢
大
輔
に
、
道
長
は
最
後
ま
で
立
腹
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。

ア
　
甲
と
丙	

イ
　
甲
と
丁	

ウ
　
乙
と
丙	

エ
　
乙
と
丁
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次
に
掲
げ
る
漢
文
は
、
宋
・
蘇そ

軾し
よ
く「

稼か

の
説せ

つ

」で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
設
問
と
の
関
連
で
、
返
り
点
・
送

り
仮
名
の
一
部
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
注
意
し
な
さ
い
。

蓋
嘗
観
於
富
人
之
稼
乎
。
其ノ

田
美ニ

シ
テ

而
多ク、
其ノ

食
足リ

テ
有リ

余リ。
其ノ

田
美ニ

シ
テ

而
多ケ

レ
バ、

則
可
以
更
休
而
地
力
得
完
、
其ノ

食
足リ

テ

而
有レ

バ

余リ、
則チ

種う
ウ
ル
コ
ト 

之ヲ

常ニ

不シ
テ

後レ

時ニ、

而
斂を

さ
ム
ル
コ
ト

之ヲ

常ニ

及ブ

其ノ

熟ス
ル
ニ。

故ニ

富
人
之
稼ハ

常ニ

美ニ、
少ナ

ク
シ
テ

 

秕し
ひ
な

而
多ク

実
、
久シ

ク

蔵シ
テ

而
不
腐ラ。
今
吾
十
口
之
家ニ

シ
テ、

而
共ニ

シ

 

百ひ
や
つ

畝ぽ

之
田ヲ、
寸
寸ニ

シ
テ

而
取リ

之ヲ、
日
夜ニ

以テ

望ム

之ヲ。
鋤じ

よ

耰い
う

銍ち
つ

艾が
い

、
相
尋
於
上
者
如
魚
鱗
、
而
地
力
竭つ

ク

矣
。
種ウ

ル
コ
ト

之ヲ

常ニ

不
及
時
、
而
斂ム

ル
コ
ト

之ヲ

常ニ

不
待タ

其ノ

熟ス
ル
ヲ。 

此
豈
能
復
有
美
稼
哉
。
古
之
人
、

其ノ

才
非ザ

ル

有ル
ニ

大イ
ニ

過グ
ル
コ
ト

今
之
人ニ

也
。
其
平
居
所
以
自
養
而
不
敢
軽
用
、
以
待

其
成
、
閔び

ん

閔び
ん

焉え
ん
ト
シ
テ

如キ

嬰
児
之
望ム

ガ

長ズ
ル
ヲ

也
。
弱
者
養
之
以
至
於
剛
、
虚シ

キ

者ハ

養ヒ
テ

之ヲ

以テ

至ル

於
充ツ

ル
ニ。

三
十ニ

シ
テ

而
後ニ

仕ヘ、
五
十ニ

シ
テ

而
後ニ

爵ス。
信
於
久
屈
之
中
、
而
用ヒ

五
①

三

二

一

レ

②

二

一レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

③

二

一

二

一

レ

④

レ

レ

レ

レ

二

一

⑤

二

一

レ

三

二

一

⑥

二

一レ

⑦

レ

二

一

⑧

二

一

二
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於
既ニ

足ル

之
後ニ、
流レ

テ

於
既ニ

溢あ
ふ
ル
ル

之
余ニ、
而
発ス

於
持ス

ル

満ヲ

之
末ニ。
此レ

古
之
君
子ノ

所
以ニ

シ
テ

 

大イ
ニ

過グ
ル

人ニ、
而

Ｘ

之
君
子
所
以
不
及
也
。

《
注
》　

○
稼　

耕
作
。
ま
た
、
農
作
物
の
収
穫
。
○
田　

田
畑
。
○
地
力　

土
地
の
生
育
力
。
○
種　

植
え
る
。
○
斂　

取
り
入
れ
る
。

○
秕　

穀
物
で
実
の
入
ら
な
い
も
の
。
○
十
口　

十
人
家
族
。
○
百
畝　

古
い
田
制
で
、
成
年
男
子
一
人
が
耕
作
す
る
田
畑
の
面
積
。

○
寸
寸
而
取
之　

わ
ず
か
な
土
地
も
残
さ
ず
に
。
○
鋤
耰　

す
き

0

0

で
土
を
起
こ
し
、
種
を
ま
い
て
土
を
か
ぶ
せ
る
。

○
銍
艾　

雑
草
を
除
き
穀
物
を
刈
る
。
○
竭　

尽
き
る
。
○
閔
閔
焉　

心
配
す
る
さ
ま
。
○
虚　

学
才
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
。

○
爵　

爵
位
を
得
る
。
○
屈　

か
が
む
。
辛
抱
し
苦
労
す
る
こ
と
。
○
流　

徳
望
が
世
に
伝
わ
る
。
○
出
典
は
、『
蘇
軾
文
集
』。

（
設　

問
）

（
以
下
の
設
問
Ａ
65
〜
Ａ
73
の
解
答
は
Ａ
解
答
紙
の
65
〜
73
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
）

Ａ
65　
　
　

線
部
①「
蓋な

ん
ゾ 

嘗こ
こ
ろ
ミ
ニ

　

 

観 

於
富
人
之
稼か

ヲ 
乎
」の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

か
つ
て
は
富
農
の
田
畑
の
作
り
方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た

イ　

い
ま
だ
か
つ
て
富
農
が
田
畑
を
ど
う
作
る
か
を
説
い
た
者
は
な
い

ウ　

富
農
の
田
畑
の
作
り
方
に
な
ら
う
こ
と
を
試
み
る
必
要
な
ど
な
い

エ　

試
み
に
富
農
が
田
畑
を
ど
う
作
る
の
か
を
見
て
み
れ
ば
よ
い

一

二

一

二

レ

一

二

一レ

二

一レ

三ル

二

一
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Ａ
66

　
　
　
線
部
②「
則
可 

以
更
休
而
地
力
得 

完
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

ア
　
田
畑
の
耕
作
を
し
な
い
こ
と
が
さ
ら
に
容
易
に
な
り
、
地
力
も
衰
え
て
し
ま
う

イ
　
二
度
と
田
畑
で
の
耕
作
を
し
な
く
な
る
か
ら
、
地
力
も
絶
え
て
し
ま
う

ウ
　
か
わ
る
が
わ
る
田
畑
を
休
め
て
耕
作
す
る
か
ら
、
地
力
も
失
わ
れ
ず
に
す
む

エ
　
田
畑
を
限
界
ま
で
耕
作
し
尽
く
し
て
は
じ
め
て
、
地
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

Ａ
67

　
　
　
線
部
③「
相 
尋
於
上 

者
如 

魚
鱗 

」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
そ
の
土
地
の
農
家
ど
う
し
で
絶
え
ず
連
絡
を
取
り
あ
う
こ
と
。

イ
　
土
地
に
次
々
と
手
を
加
え
て
絶
え
間
な
く
作
物
を
作
る
こ
と
。

ウ
　
農
家
が
群
れ
を
な
し
て
役
所
に
陳
情
に
訪
れ
る
こ
と
。

エ
　
役
人
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
年
貢
の
納
入
を
求
め
る
こ
と
。

Ａ
68

　
　
　
線
部
④「
不 

及 

時
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
適
切
な
時
期
に
間
に
合
わ
な
い

イ
　
十
分
な
時
間
が
取
れ
な
い

ウ
　
適
当
な
時
を
選
ぼ
う
と
し
な
い

エ
　
ど
の
時
期
に
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い

二

一レ

二

一

二

一

レ

レ
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Ａ
69

　
　
　
線
部
⑤「
此
豈
能
復
有 

美
稼 

哉
」（
送
り
仮
名
は
省
い
て
あ
る
）の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

ア
　
こ
れ
が
良
い
収
穫
が
得
ら
れ
な
い
理
由
な
の
だ
ろ
う
か

イ
　
こ
れ
で
は
良
い
収
穫
な
ど
得
ら
れ
る
わ
け
が
な
い

ウ
　
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
良
い
収
穫
が
得
ら
れ
る
の
だ

エ
　
こ
れ
が
良
い
収
穫
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う

Ａ
70

　
　
　
線
部
⑥「
其
平
居
所
以
自
養
而
不
敢
軽
用
、
以
待
其
成
」（「
平
素
か
ら
自
分
で
才
能
を
養
い
、
軽
々
し
く
は
用
い
な
い
で
、
そ
れ
が
で
き

あ
が
る
の
を
待
つ
と
い
う
や
り
か
た
は
」の
意
）を
訓
読
す
る
際
に
施
す
返
り
点
と
し
て
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

ア
　
其
平
居
所 

以
自
養
而
不 
敢
軽
用
、
以
待 

其
成

イ
　
其
平
居
所 

以
自
養
而
不 

敢
軽
用
、
以
待 

其
成

ウ
　
其
平
居
所 

以
自
養
而
不 

敢
軽
用
、
以 
待
其
成

エ
　
其
平
居
所 

以
自
養 

而
不 

敢
軽
用
、
以
待 
其
成

Ａ
71

　
　
　
線
部
⑦「
弱
者
養
之
以
至
於
剛
」の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
弱よ

わ

き
者も

の

は
之こ

れ

を
以も

つ

て
剛つ

よ

き
に
至い

た

る
を
養や

し
な

ひ

イ
　
弱よ

わ

き
者も

の

の
養や

し
な

ひ
は
之こ

れ

を
以も

つ

て
至い

た

っ
て
剛つ

よ

く

ウ
　
弱よ

わ

き
者も

の

は
之こ

れ

を
養や

し
な

ひ
て
以も

つ

て
剛つ

よ

き
に
至い

た

り

エ
　
弱よ

わ

き
者も

の

の
之こ

れ

を
養や

し
な

ふ
は
以も

つ

て
剛つ

よ

き
に
於お

い

て
至い

た

り

二

一

下

二

一

中

上

三

二

一

二

一

下

二

一

中

上

二

一

二

一

二

一
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Ａ
72　
　
　

線
部
⑧「
信の

ビ
テ 

於
久シ

ク

 

屈ス
ル

 

之
中う

ち
ヨ
リ

」の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

久
し
く
か
が
ま
り
苦
労
し
た
経
験
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
応
用
し

イ　

久
し
く
か
が
ま
り
苦
労
し
た
経
験
が
他
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ウ　

久
し
く
か
が
ま
り
苦
労
し
た
経
験
が
も
と
で
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
い

エ　

久
し
く
か
が
ま
り
苦
労
し
た
経
験
を
へ
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し

Ａ
73　

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア　

稼	

イ　

富	

ウ　

地	

エ　

今

︵
以　

下　

余　

白
︶

二

一
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₅ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 7 日）

英　　　語
全学統一入試

【文系型】　【理系型】

試験時間

₉₀ 分

01
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．Scott, （　　　） to get in better shape, started going to the gym twice a 

week.

🄐　wanting  🄑　wanted

🄒　wants  🄓　had wanted

₂．Professor Cribbs was pleased to see his students showing so much 

enthusiasm （　　　） his lectures.

🄐　to 🄑　in 🄒　on 🄓　by

₃．Mie is looking for （　　　） information about the part-time job.

🄐　many 🄑　few 🄒　plenty 🄓　some

₄．Nobody finished reading the book in time for the reading test, （　　　）?

🄐　could they 🄑　did they 🄒　were they 🄓　had they

₅．For the past ₂₀ years, the hamburger chain （　　　） a new technique to 

cook food faster.

🄐　has been developing 🄑　has developed

🄒　developed  🄓　developing

₆．（　　　） their win, the high school baseball team had a pizza party.

🄐　Following  🄑　Followed

🄒　Having followed 🄓　Having been followed

₇．Because you didn’t answer the essay question, you can only get （　　　） 

₈₀ points.

🄐　mostly 🄑　at most 🄒　most of 🄓　the most

₈．If I were you, I would spend more time （　　　） the textbook before the 

test.

🄐　review  🄑　reviewing

🄒　to review  🄓　having reviewed

ＡⅠ
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₉．（　　　） winter clothing like a scarf or coat, Robin felt extremely cold in 

the icy wind.

🄐　Unless 🄑　Except 🄒　Without 🄓　Besides

₁₀．（　　　） help visitors find the parking lot, event organizers put up signs 

with clear directions.

🄐　So that  🄑　In order to

🄒　Because of  🄓　With the aim of

₁₁．You should give Ryota （　　　） for solving all the difficult math problems.

🄐　admiration 🄑　credit 🄒　appreciation 🄓　honor

₁₂．There was （　　　） on television that a storm was coming.

🄐　an announcement 🄑　a program

🄒　an advertisement 🄓　a publication

₁₃．Our teacher doesn’t （　　　） us use phones during her lessons.

🄐　allow 🄑　permit 🄒　consent 🄓　let

₁₄．Tony and Yuka wanted to have more money, so they decided to hire 

someone who （　　　） in investing money.

🄐　practices 🄑　specializes 🄒　concentrates 🄓　focuses

₁₅．Keiko worked hard all year and finally got （　　　） to team leader.

🄐　approved 🄑　recognized 🄒　improved 🄓　promoted

₁₆．Before he went to sleep in the tent, Tatsuo used a bucket of water to 

（　　　） the campfire.

🄐　put away 🄑　put off 🄒　put out 🄓　put down

₁₇．The scientists （　　　） that experiencing new things makes people 

happier than buying new things.

🄐　found 🄑　studied 🄒　analyzed 🄓　searched

₁₈．If you keep interrupting during the meeting, it might （　　　） your 

colleagues from focusing on the main topic.

🄐　confuse 🄑　bother 🄒　trouble 🄓　distract

03
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₁₉．（　　　） you work hard and stay organized, it’s possible to finish the 

entire project without anyone’s help.

🄐　Considered 🄑　Assumed 🄒　Provided 🄓　Accorded

₂₀．My friend told me about a new anime, and now I’m really （　　　） about 

it.

🄐　curious 🄑　interested 🄒　eager 🄓　fascinated

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₉ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The Michelin Guide is one of the most prestigious restaurant rating 

systems in the world.  Having your restaurant listed in this book and receiving 

a Michelin Star can transform its reputation, drawing in diners from across the 

globe.  But what exactly is the Michelin Star rating system?  How do 

restaurants get Michelin Stars?  And how did the Michelin Star rating system 

come to be?  The iconic rating, which is awarded to restaurants that meet 

exceptionally high standards of cooking, has a surprising origin story with 

very little relation to cuisine.

Interestingly, the invention of the Michelin Star rating system occurred 

around the same time as the invention of the automobile.  Michelin Tire 

founders and French industrialist brothers André and Edouard Michelin 

published the first Michelin Guide in ₁₉₀₀.  The French guide was handed out 

for free and included maps plus instructions on how to repair and change tires.  

To encourage people to drive, the guide also included a list of restaurants, 

hotels, mechanics, and gas stations along popular routes in France for people 

touring the country.  It was made specifically so that if people had more 

reasons to go for a drive, then the demand for automobiles― and more 

importantly, for more Michelin tires― would increase.  The Michelin Guide 

was a success and expanded rapidly throughout Europe and Northern Africa 

within a decade.

The outbreak of World War I in ₁₉₁₄ temporarily halted production of the 

guide, but by ₁₉₂₀ it had returned and was about to enter an important new 

phase.  According to the Michelin Guide website, André Michelin had shown 

up at a tire shop one day and was surprised to find one of its free guidebooks 

being used to support an unstable workbench.  Based on the principle that 

people only truly respect what they pay for, a brand-new Michelin Guide was 

ＡⅡ

（21）

05
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launched in ₁₉₂₀ and sold for seven francs.  The Michelin brothers improved 

the guide’s quality and eliminated advertising.  They also added a list of hotels 

in Paris and categorized the list of restaurants.  They also recruited mystery 

diners to visit and review restaurants anonymously.

The new version of the guide listed noteworthy places to visit but didn’t 

begin awarding Michelin Star ratings until ₁₉₂₆.  The restaurants, all in 

France, were awarded a single star if they were considered a fine French 

dining establishment.  In ₁₉₃₁, the rating system expanded to three stars, 

which continues to this day, and in ₁₉₃₆, the criteria for the starred rankings 

were finally published.  Unlike most star rating systems, which give one star 

to poor restaurants, one star is not considered a demerit.  Instead, one star 

means the restaurant is “worth a stop,” two means it’s “worth a detour,” and 

three means it’s “worth a special journey.”  Any number of Michelin Stars 

granted to a restaurant signals a huge honor and a rare accomplishment.

Although the Michelin Guide was not in circulation for much of World 

War II, it did play a unique role in the war effort.  The U.S. Government 

asked the Michelin Corporation for permission to reprint the ₁₉₃₉ guide― the 

last version published before the war― because it contained hundreds of 

heavily detailed and up-to-date maps of French cities and France itself, all of 

which would become critical for US soldiers when they landed in France.  This 

version was no different from the French version except for some comments 

in English on the cover.  The guide started up again once the war ended, but 

post-war food shortages forced Michelin to stop giving three-star ratings until 

₁₉₅₀.  Although carried by most US officers in Europe, the guide didn’t 

become popular in the United States until many years later, when it began 

listing fine dining establishments in New York City.

To determine which restaurants receive the annual stars, the Michelin 

Guide team first selects a number of them in specific locations to be inspected 

by anonymous reviewers, called inspectors.  The inspectors visit multiple 

06
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times in different seasons and at different times, making sure to eat lunch and 

dinner and visit on both weekdays and weekends.  Inspectors write a report 

about the total eating experience, including the quality and presentation of the 

dishes, the cooking techniques, and value for money.  Even the personality of 

the chef is taken into consideration by the inspectors.  The atmosphere and 

quality of service are not considered for the report.  However, many think 

they may still influence the reviewers, despite what the guide says.

There is no doubt that restaurants receiving a Michelin Star rating gain 

prestige and usually get an increase in exposure and business.  However, 

because customers put a lot of faith in the rating system, there has been a 

growing trend by restaurants to reject Michelin Star ratings around the world, 

with some even demanding that their star rating be removed.  For one, it can 

be quite expensive to keep buying the best ingredients.  Chefs also feel that 

the expectations of the star system are unreasonable and restrict their 

creativity in the kitchen.  If a restaurant earns a Michelin Star, the chef often 

feels obligated to recreate the food and dining experience that earned those 

stars.  Some restaurants don’t want all the attention that comes with a 

Michelin Star.  （　₂₈　）, some Japanese chefs have even refused one because 

the publicity caused an unmanageable jump in bookings.  They fear it would 

affect their ability to serve their regular customers.

Despite all this, the Michelin Guide remains a recognized source of 

authority on global fine dining.  Since its first publication in ₁₉₀₀, more than ₃₀ 

million copies of the Michelin Guide have been sold across the globe.  It 

presently rates over ₄₀,₀₀₀ establishments in over ₂₅ countries across four 

continents.  The guide and its three-star rating system continue to encourage 

people to travel and dine out, one exciting destination at a time.

（29）
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₂₁．Which of the following is closest in meaning to the underlined phrase 

（₂₁）?

🄐　attracting 🄑　introducing 🄒　convincing 🄓　motivating

₂₂．According to the passage, why did André and Edouard Michelin start 

publishing the Michelin Guide?

🄐　to introduce places to visit in France

🄑　to teach people how to repair and change tires

🄒　to encourage tourists to come to France

🄓　to increase the demand for tires

₂₃．According to the passage, André and Edouard Michelin started charging 

money for the guide （　　　）.

🄐　because they could no longer afford advertising

🄑　because they wanted to improve the quality of the guide

🄒　so that people would value the Michelin Guide more

🄓　so that they could pay people to review restaurants

₂₄．According to the passage, when the Michelin Guide first awarded stars, it 

（　　　）.

🄐　gave the best restaurants three stars

🄑　gave one star to restaurants not worth visiting

🄒　judged restaurants without explaining its criteria

🄓　focused on French restaurants throughout Europe

₂₅．According to the passage, the ₁₉₃₉ edition of the Michelin Guide was 

important because （　　　）.

🄐　it was written in English

🄑　it had detailed maps of France

🄒　it stopped its three-star rating system

🄓　it listed restaurants in New York City

08
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₂₆．According to the passage, which of the following is NOT evaluated by 

Michelin Guide inspectors?

🄐　the quality of the food 🄑　the quality of the service

🄒　the cost of the food 🄓　the personality of the chef

₂₇．According to the passage, some chefs are less creative in the kitchen if 

they receive a Michelin Star because they believe （　　　）.

🄐　the pressure to get a Michelin Star is too high

🄑　it is too expensive to keep using the best ingredients

🄒　they have to provide the same dining experience

🄓　too many people will come to the restaurant

₂₈．Which of the following words best fits in （　₂₈　）?

🄐　Otherwise  🄑　Nevertheless

🄒　Besides  🄓　In fact

₂₉．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₉）?

🄐　the success of the Michelin Guide

🄑　the resistance to having a Michelin Star

🄒　the history of the Michelin Guide

🄓　the Michelin Guide three-star rating system

09
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以下の文章が完成するように，₃₀～₄₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The Bering Sea, between Alaska and Eastern Russia, is known as one of 

the coldest seas in the world, too cold for many forms of life.  （　₃₀　）, it has 

long been home to some interesting species.  One creature who （　₃₁　） it 

home, the snow crab, was so successful at living in these severe conditions 

that at one point, scientists were worried about overcrowding on the sea floor.  

They warned that so many hungry crabs in one area, along with intense 

competition （　₃₂　） food from other species, was a disaster in waiting.  

（　₃₃　）, almost all the ₁₀ billion snow crabs suddenly disappeared from the 

Bering Sea.  When scientists realized the snow crabs had （　₃₄　） missing, 

they didn’t know what could have happened.  After searching for them, 

however, scientists came to an unfortunate （　₃₅　）.

Scientists determined that warmer water was the main （　₃₆　） of the 

disaster that had led to their disappearance.  What puzzled scientists was that 

snow crabs typically live in water temperatures of no more than ₂℃, but they 

can easily handle waters upward of ₁₂℃, so they should have been able to 

（　₃₇　） a slight increase in the water temperature.  The explanation is that 

not （　₃₈　） did the warmer temperature make the crabs increase their 

calorie consumption by four times to survive, but it also drew other fish into 

the Bering Sea.  One such fish, the Pacific cod, is （　₃₉　） to feast on the 

snow crab.  It （　₄₀　） most of the snow crabs either starved or were eaten 

by larger creatures.

Unfortunately, life for the snow crab does not look too good in the Bering 

Sea as water temperatures are increasing （　₄₁　） a rate four times faster 

than other seas across the globe.  The long-term （　₄₂　） is that the 

remaining snow crabs will have to move north into the Arctic Sea.  The snow 

crabs’ situation is a prime example of （　₄₃　） climate change is having a 

ＡⅢ
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severe impact on the world’s marine life.  However, some scientists are still 

hopeful and say that the snow crabs have shown they can adapt in the past, so 

perhaps they could still （　₄₄　） in another area further north.

₃₀．🄐　To this end 🄑　That said 🄒　Above all 🄓　As such

₃₁．🄐　thought 🄑　claimed 🄒　called 🄓　found

₃₂．🄐　for 🄑　by 🄒　in 🄓　of

₃₃．🄐　In short 🄑　Sure enough 🄒　Therefore 🄓　Especially

₃₄．🄐　gotten 🄑　discovered 🄒　become 🄓　gone

₃₅．🄐　answer 🄑　agreement 🄒　decision 🄓　conclusion

₃₆．🄐　cause 🄑　problem 🄒　issue 🄓　reason

₃₇．🄐　cope 🄑　adjust 🄒　handle 🄓　deal

₃₈．🄐　even 🄑　just 🄒　also 🄓　only

₃₉．🄐　accepted 🄑　known 🄒　familiar 🄓　noted

₄₀．🄐　seems 🄑　implies 🄒　determines 🄓　assumes

₄₁．🄐　at 🄑　as 🄒　to 🄓　for

₄₂．🄐　expectation 🄑　intention 🄒　purpose 🄓　ambition

₄₃．🄐　when 🄑　how 🄒　what 🄓　which

₄₄．🄐　resume 🄑　restore 🄒　recover 🄓　regain

11
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以下の文章が完成するように，₄₅～₅₅ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The Nike Swoosh is one of the most recognizable logos in the world.  You 

might （　₄₅　） that an image so famous would have been designed by an 

important advertising company that was paid millions of dollars to create it.  

（　₄₆　）, however, the Nike Swoosh was created by a graphic design student, 

Carolyn Davidson.

In ₁₉₇₁, Davidson was a student at Portland State University.  A professor 

there, Phil Knight, was in the （　₄₇　） of setting up a company called Blue 

Ribbon Sports, which would later become Nike.  Knight knew Davidson was in 

search of extra funds to （　₄₈　） the cost of taking classes, so he asked her to 

help him come up with an image that could go on the side of the shoe his new 

company was planning on selling.  Davidson came up with the Nike Swoosh, a 

checkmark shape that （　₄₉　） movement and speed.  The image also 

（　₅₀　） a wing and hints at the brand name Nike, which was named after 

the Greek goddess of victory.  After some work on the logo, Davidson then 

（　₅₁　） the design to Knight for just $₃₅.  Davidson recalls that she was 

offered $₂ an hour, and （　₅₂　） she was not sure how long she worked on 

the Nike Swoosh, she only charged Knight for ₁₇.₅ hours of work.  Knight’s 

shoe brand has （　₅₃　） become one of the most famous athletic brands of all 

time.

（　₅₄　） she didn’t profit immediately from her work on the design, 

Davidson was eventually celebrated ₁₀ years later by the company and given 

a diamond ring featuring the Swoosh design.  （　₅₅　） several other gifts, the 

company gave her ₅₀₀ shares of Nike stock, which ended up equaling $₄ 

million.  She then retired and now spends most of her time working with 

charities.

ＡⅣ
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₄₅．🄐　assume 🄑　wonder 🄒　recognize 🄓　decide

₄₆．🄐　Indeed 🄑　As such 🄒　Likewise 🄓　In truth

₄₇．🄐　action 🄑　development 🄒　operation 🄓　process

₄₈．🄐　cover 🄑　raise 🄒　earn 🄓　secure

₄₉．🄐　relates 🄑　corresponds 🄒　cooperates 🄓　symbolizes

₅₀．🄐　appears 🄑　seems 🄒　resembles 🄓　looks

₅₁．🄐　passed up  🄑　handed over

🄒　gave out  🄓　shared with

₅₂．🄐　although 🄑　except 🄒　rather 🄓　despite

₅₃．🄐　after 🄑　later 🄒　since 🄓　then

₅₄．🄐　Still 🄑　While 🄒　Yet 🄓　Except

₅₅．🄐　Such as 🄑　As for 🄒　Along with 🄓　Not only

13
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以下の文章が完成するように，₅₆～₆₅ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Kathy:　 I’ve been thinking about upgrading my figure skates.  The pair I 

have now are getting a bit （　₅₆　）.  Do you know anything about 

the South Mountain Blades?

Maya:  （　₅₇　）, I just got a pair.  They are a bit expensive, but the ankle 

support is amazing.  Plus, they’re pretty lightweight.  （　₅₈　）?

Kathy:  Something like what you are describing.  Their blades are made from 

a single block of steel, （　₅₉　）?

Maya:  Exactly.  （　₆₀　） makes them stronger but also more flexible.  But, 

（　₆₁　）, they are a bit pricey.

Kathy:  Well, I want ones that’ll last a long time.  At the moment, I have to 

（　₆₂　） mine repaired every couple of months because of all the 

jumping I do.  How comfortable are your skates?

Maya:  （　₆₃　）.  I can skate for hours without my feet feeling sore.  They 

also have some new colorful ones in pink, black, and now gold.

Kathy:  Sounds cool.  I’ll （　₆₄　） getting a pair.

Maya:  You should.  If you’re really into competition, （　₆₅　）, then getting 

quality skates can really make a difference.

ＡⅤ
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₅₆．🄐　worn out 🄑　used up 🄒　fallen down 🄓　broken off

₅₇．🄐　Anyway 🄑　Likewise 🄒　Actually 🄓　Especially

₅₈．🄐　What do you think 🄑　What are you looking for

🄒　Why do you want new ones 🄓　How do you feel about them

₅₉．🄐　aren’t those 🄑　aren’t they 🄒　is it 🄓　is there

₆₀．🄐　That’s what 🄑　That’s why 🄒　How’s that 🄓　So it’s

₆₁．🄐　as I said  🄑　what is more

🄒　which is why  🄓　best of all

₆₂．🄐　make 🄑　have 🄒　need 🄓　take

₆₃．🄐　Yes, they are  🄑　So much

🄒　Definitely  🄓　Very

₆₄．🄐　check for 🄑　look into 🄒　try on 🄓　find out

₆₅．🄐　which I’m sure  🄑　like I do

🄒　as well as me  🄓　like I know you are

15
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以下の ₆₆～₇₀ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₆．I have thought about it quite a lot, but I can’t figure out the reason why is 

the dog acting so odd recently.

₆₇．Now that Brad has switched teams and is playing for the other side, he 

fully expects to receive a negative reaction of his old team’s fans at the 

next game.

₆₈．No sooner I had arrived at the park to begin setting up for the company 

picnic than it started to rain, and I had to take shelter.

₆₉．Lanny spent the whole afternoon working on his report, but he forgot to 

save it before his computer stopped to work, which meant he had to start 

all over.

₇₀．The museum displays quite a few stuff of interest dating back to the ₁₂th 

century, much of which was recently discovered in Mexico.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑

🄒

🄓

🄐 🄑

🄒 🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₆ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．問題のうち，その 1（ＡⅠ～Ⅲ）の解答はＡ解答紙のその 1の 1～44に記入して

ください。その 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の解答はＡ解答紙のその 2（リスニン

グ）の 49～73に記入してください。なお，45～48には何も記入しないでください。

₆．リスニング・テストは，₁₃ 時 ₃₀ 分頃一斉放送で行います。所要時間は ₂₅ 分程

度です。試験開始後，₁₁ ページにあるその 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の注意事

項を読んでおいてください。

₇．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₈．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 9 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

外国語学部（フランス，アジア） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．（　　　） students register online, they cannot join the class.

🄐　Unless 🄑　Except 🄒　Otherwise 🄓　Besides

₂．If Emi （　　　） me for advice, I would try to help her.

🄐　will ask 🄑　is asking 🄒　had asked 🄓　asks

₃．Peter （　　　） by his teacher’s instructions for the assignment.

🄐　was confused  🄑　was confusing

🄒　confused  🄓　had confused

₄．Professor Yardy’s lecture has been cancelled today （　　　） an important 

matter that he must attend to this afternoon.

🄐　because 🄑　as a result 🄒　since 🄓　owing to

₅．Even if you don’t pass the job interview at one company, there are 

（　　　） other companies that might hire you instead.

🄐　a lot 🄑　plenty 🄒　several 🄓　more

₆．Gerald apologized to the committee members （　　　） keeping them 

waiting.

🄐　in 🄑　by 🄒　for 🄓　with

₇．It’s essential that Maria （　　　） the report by tomorrow.

🄐　submitted 🄑　is submitted 🄒　will submit 🄓　submits

₈．Thelma wore （　　　） elegant shoes that everyone at the party couldn’t 

help but comment on them.

🄐　very 🄑　such 🄒　so 🄓　too

₉．Despite （　　　） in Tokyo, Shintaro still easily gets lost in the city.

🄐　he was born  🄑　being born

🄒　has been born  🄓　having born

その 1
ＡⅠ
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₁₀．By the time the meeting started, the team （　　　） all the necessary 

data.

🄐　prepares  🄑　has prepared

🄒　had prepared  🄓　will prepare

₁₁．My （　　　） is not to check my emails from work at night because it 

affects my sleep.

🄐　preference 🄑　opinion 🄒　opportunity 🄓　likelihood

₁₂．All of the neighbors （　　　） Mr. Wilson’s beautiful rose garden.

🄐　admire 🄑　delight 🄒　regard 🄓　attract

₁₃．The manager asked the team to （　　　） their efforts to meet the new 

deadline.

🄐　produce 🄑　gain 🄒　increase 🄓　develop

₁₄．Priscilla, I don’t think that your parents will （　　　） of your new job 

since it is so far away.

🄐　approve 🄑　accept 🄒　agree 🄓　allow

₁₅．Tom’s one （　　　） about his time at school was that he didn’t learn 

French.

🄐　regret 🄑　doubt 🄒　shame 🄓　guilt

₁₆．In this presentation, I’d like to （　　　） with you some key findings from 

my research on student engagement in online courses.

🄐　talk 🄑　share 🄒　explain 🄓　speak

₁₇．Susan has a certificate proving that she is （　　　） to teach English at 

high school.

🄐　accomplished  🄑　qualified

🄒　experienced  🄓　talented

₁₈．My teacher （　　　） me to study abroad, but I couldn’t save enough 

money to do so.

🄐　informed 🄑　suggested 🄒　encouraged 🄓　mentioned
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₁₉．The customer wrote a long email to （　　　） about the poor service he 

received.

🄐　scold 🄑　complain 🄒　claim 🄓　criticize

₂₀．Why don’t you get a massage?  It’s a great way to relieve （　　　）.

🄐　tension 🄑　burden 🄒　trouble 🄓　concern

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₈ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

Imagine a warm summer evening in ₁₉₃₃.  The sun has set, and families 

drive their cars into a large, open field.  They park in rows, facing a giant 

screen, and soon a Hollywood film begins to play.  Sounds of laughter and 

excitement fill the air as the audience enjoys the movie from the comfort of 

their vehicles.  This was the birth of the drive-in theater― an innovation that 

（　₂₁　） the cinema experience in American culture.

During the early ₁₉₃₀s, Richard Milton Hollingshead, Jr. had an idea that 

would significantly change how people watched movies.  Although the ₁₉₃₀s 

were hard financially for many people in the US, he had been researching the 

habits of Americans and realized that, despite the difficult economic times, 

people continued buying food, clothing, and cars, and going to movies.  

Hollingshead’s inspiration for the outdoor drive-in movie theater is credited in 

part to his mother, who, not approving of the theaters she had been to 

because of their narrow, uncomfortable seats, suggested that he “think of 

something where people could drive in.”  With that in mind, he conceived of a 

new kind of movie-going experience for audiences.  While his doubts persisted 

that audiences might favor the traditional theater and not come to the drive-in 

ones, Hollingshead’s vision proved successful: people were able to watch 

movies from the comfort of their own cars, without the need for formal seating 

arrangements.  ［Ａ］  Additionally, concerns about the behavior of children 

running around would be less of an issue as families could all sit together in 

their cars.  Hollingshead famously summed up the convenience of the new 

experience by stating, “You could go in your car without dressing up and then 

drive straight home.”

Hollingshead first experimented with the outdoor theater concept in his 

ＡⅡ
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Riverton, New Jersey, backyard.  He began by nailing a screen to a large tree 

and placing an old movie projector on the roof of his car.  He then subjected 

his concept to sound tests and different weather conditions, including the rain.  

Next, he tried to figure out how to park the moviegoers’ cars.  To ensure that 

everyone had a clear view of the screen from their vehicles, he experimented 

for weeks with various arrangements.  Borrowing several cars, he parked 

them one behind another, placing wooden ramps of different heights under 

each car’s front wheels until it was possible for people to see over the cars in 

front of them.  Satisfied with his arrangement of ramps as the core concept 

behind his drive-in idea, Hollingshead felt that it was unique enough to be 

patented.  This would allow him to collect revenue from future drive-in 

operators for a ₁₇-year period, the standard time limit for patents.  ［Ｂ］  He 

filed an application for the patent on August ₆, ₁₉₃₂, and it was later granted 

on May ₁₆, ₁₉₃₃.

On June ₆, ₁₉₃₃, Hollingshead launched his drive-in theater in Camden, 

New Jersey, with the Courier-Post newspaper calling it “the first automobile 

movie theater in the world.”  ［Ｃ］  The paper estimated total costs to be 

$₆₀,₀₀₀, but considering its small size, as well as more reliable figures for later 

₁₉₃₀s drive-ins, $₃₀,₀₀₀ is likely more accurate.  For the opening night, cars 

packed in to see the ₁₉₃₂ release of Ｗｉｖｅｓ　ʙｅʷａｒｅ, a British comedy.  

Admission was ₂₅ cents per car plus ₂₅ cents per person, up to a maximum of 

$₁.₀₀ per car.  Large trees and fencing surrounding the theater did little to 

prevent viewing from outside the area.  The field was paved with gravel and 

oiled to keep dust down and mosquitoes away.  The theater featured a ₄₀-by-

₅₀-foot screen, a basic projector, and space to accommodate nearly ₄₀₀ cars.  

Sound was supplied by three ₆-foot square RCA speakers that could be heard 

from miles around.  The concession stand, which sold popcorn, hotdogs, 

drinks, and other snacks, was added after the first week.  While the concept 

was groundbreaking, and despite the excitement surrounding it, the theater 
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was profitless, and by ₁₉₃₆, it had closed.

In spite of Hollingshead’s short-lived venture, the ₁₉₅₀s to mid-₁₉₆₀s 

period following World War II would see an explosion in numbers of drive-ins.  

As soldiers returned home and Americans recovered from the war, car 

ownership boomed.  With this came a growing network of roads and 

highways, allowing families to move from dense urban centers to the more 

spacious suburbs.  Land in the suburbs was more plentiful and affordable, 

allowing for development of more drive-ins.  They offered family 

entertainment.  People could sit in their cars, they could bring their babies, 

and they could smoke.  As such, they provided more flexibility than indoor 

theaters.  By the ₁₉₅₀s, they had become a staple of American culture.  Drive-

ins became more than just places to watch films; they were places where 

people socialized with others in the community.  The programming at drive-

ins was also diverse, appealing to a wide range of audience tastes, including 

feature films, cartoons, newsreels, and even live performances before the main 

attraction.  This made drive-ins a popular choice for a night out, regardless of 

age or interest.  At its peak in the mid-₁₉₆₀s, around ₅,₀₀₀ drive-ins operated 

in America, compared to ₁₃,₂₀₀ conventional theaters, for a ₂₃ percent share 

of annual movie ticket sales.

From the mid-₁₉₆₀s, however, the number of drive-in theaters began to 

decline.  Daylight Savings Time was introduced in the US in ₁₉₆₆, and the 

subsequent time change meant sunsets would come an hour later during the 

summer drive-in movie season.  As many drive-ins had to delay their first 

movie until it got dark around ₁₀ pm, this was simply too late for most families 

to bring their children, other than on weekends.  Furthermore, most drive-in 

theaters needed to be built on large pieces of land and had to be constructed 

further away from the city centers.  When the popularity of drive-in theaters 

declined and the big cities spread in size to accommodate larger populations, it 

soon made more financial sense for drive-in owners to accept offers from 
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builders and developers and sell their land.  Those that did remain open and 

profitable were largely family businesses that had to be eventually passed 

down to the next generation of owners, who usually had little interest in 

running them.

The birth of drive-in theaters in ₁₉₃₃ transformed how people experienced 

movies.  From their humble beginnings in Camden, New Jersey, drive-ins 

became an iconic part of American life, offering a new form of entertainment 

that combined the magic of cinema with the freedom of the open road.  ［Ｄ］  

Despite the challenges and decline from peak times, drive-in theaters still live 

on today with some ₄₀₀ remaining in the US.

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　developed  🄑　revolutionized

🄒　discovered  🄓　recognized

₂₂．What worried Hollingshead about his idea for a drive-in movie theater?

🄐　People would not want to spend money on watching movies in the

₁₉₃₀s.

🄑　His mother would not approve of watching movies outdoors.

🄒　Going to traditional movie theaters would be preferred by audiences.

🄓　It would be difficult for families to go to the movies with their

children.

₂₃．Which of the following is NOT true of Hollingshead’s experiments?

🄐　He conducted them within his residential area.

🄑　He projected the movie from a large tree.

🄒　He elevated vehicles to be better positioned to view a movie.

🄓　He tested it under rainy conditions.

（27）
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₂₄．According to the passage, when Hollingshead launched his drive-in theater 

（　　　）.

🄐　people outside the area could not see the movie

🄑　over ₄₀₀ vehicles arrived for the first show

🄒　a number of food items were offered for purchase

🄓　the charge for a carload of people was limited to a dollar

₂₅．According to the passage, during the post-war period, drive-ins （　　　）.

🄐　increased in number, particularly in urban areas

🄑　offered less flexibility for viewers compared to indoor theaters

🄒　were about more than just watching movies

🄓　were more profitable than traditional theaters

₂₆．According to the passage, in the mid-₁₉₆₀s, the number of drive-in 

theaters declined because （　　　）.

🄐　weekday start times were too late for families to attend movies

🄑　they were too close to city centers

🄒　fewer developers were willing to sell land to build them on

🄓　it was difficult for small family businesses to make a profit

₂₇．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₇）?

🄐　symbolic 🄑　modern 🄒　essential 🄓　ideal

₂₈．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

ʙｅｆｏｒｅ　ｔʰｅｎ,　ｏｕｔｄｏｏｒ　ｔʰｅａｔｅｒｓ　ｅｘｉｓｔｅｄ,　ｉｎｃˡｕｄｉｎɡ　ｓｏⅿｅ　ʷʰｅｒｅ　ｙｏｕ　ｃｏｕˡｄ　

ʷａｔｃʰ　ⅿｏｖｉｅｓ　ｆｒｏⅿ　ａ　ｃａｒ,　ｂｕｔ　ｏｎˡｙ　ｉｎ　ｔｅⅿｐｏｒａｒｙ　ˡｏｃａｔｉｏｎｓ　ｓｕｃʰ　ａｓ　ｄｏʷｎｔｏʷｎ　

ｓｔｒｅｅｔｓ　ｏｒ　ｏｎ　ｂｅａｃʰｅｓ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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以下の文章が完成するように，₂₉～₄₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Over the last few decades, growing global attention has been paid to 

rebuilding relationships between governments and ＊Indigenous peoples.  

Countries such as Canada, Australia, and New Zealand have taken steps to 

recognize the historical injustices committed （　₂₉　） these people, often 

through official apologies and financial payments.

Japan has also begun （　₃₀　） its own history with Indigenous peoples, 

particularly the Ainu.  In ₂₀₁₉, the Japanese government published the Ainu 

Policy Promotion Act to （　₃₁　） support and increase respect for the 

traditions of the Ainu people.  The （　₃₂　） year, the National Ainu Museum 

and Park “Upopoy” （meaning “singing together” in Ainu） was opened in 

Shiraoi, Hokkaido.  The facility （　₃₃　） as a symbol of coexistence and aims 

to promote awareness of Ainu culture.

These recent efforts demonstrate an important （　₃₄　） in how societies 

deal with their pasts and Indigenous populations.  By （　₃₅　） previous harms 

and listening to Indigenous voices in new policymaking, governments help 

ensure that these mistakes are not repeated.  As global attention to Indigenous 

rights continues to grow, Japan’s steps, （　₃₆　） still developing, are a sign of 

meaningful change.

（　₃₇　） these new government policies, there has also been renewed 

public interest in Ainu culture recently.  This is in part （　₃₈　） the popular 

manga and anime series ɢｏˡｄｅｎ　Ｋａⅿｕｙ.  This series highlights Ainu culture, 

food, and spiritual beliefs in detail, and has played a significant role in （　₃₉　） 

awareness among young viewers.  Ainu culture （　₄₀　） a worldview where 

all things―mountains, rivers, tools, animals, and clothing― are ｋａⅿｕｙ 

（divine beings）.  （　₄₁　）, the Ainu believe that maintaining good 

relationships with the ｋａⅿｕｙ ensures a balance in life between both humans 

ＡⅢ
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and nature.

（　₄₂　） Ainu communities having lived in harmony with nature for 

thousands of years, we have much to learn from them.  Their sustainable use 

of natural resources and belief that humans must coexist with the land, 

animals, and spirits, stands in contrast to the destructive practices （　₄₃　） 

modern civilization.  As we face increasing environmental crises, Indigenous 

knowledge （　₄₄　） valuable lessons about balance, humility, and 

responsibility toward the Earth.
＊Indigenous peoples = 先住民族

₂₉．🄐　from 🄑　in 🄒　of 🄓　against

₃₀．🄐　dealing 🄑　addressing 🄒　focusing 🄓　engaging

₃₁．🄐　appreciate 🄑　appear 🄒　provide 🄓　submit

₃₂．🄐　following 🄑　approaching 🄒　continuing 🄓　coming

₃₃．🄐　performs 🄑　represents 🄒　serves 🄓　arranges

₃₄．🄐　shift 🄑　exchange 🄒　transfer 🄓　trade

₃₅．🄐　agreeing  🄑　acknowledging

🄒　reflecting  🄓　replying

₃₆．🄐　whereas 🄑　during 🄒　even 🄓　while

₃₇．🄐　Alongside 🄑　According to 🄒　Between 🄓　By

₃₈．🄐　reason for 🄑　result of 🄒　due to 🄓　leading to

₃₉．🄐　making 🄑　raising 🄒　realizing 🄓　causing

₄₀．🄐　arranges 🄑　consists 🄒　organizes 🄓　adopts

₄₁．🄐　After that  🄑　As such

🄒　Even so  🄓　Despite this

₄₂．🄐　As 🄑　With 🄒　Since 🄓　So

₄₃．🄐　of 🄑　for 🄒　at 🄓　with

₄₄．🄐　offers 🄑　discovers 🄒　advises 🄓　learns

11
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リスニング・テスト　放送される英語を聞いて，₄₉～₇₃ のそれぞれについて

最も適切な答えを一つ選び，Ａ解答紙のその ₂（リスニング）に記入しなさい。問

題は🄐，🄑，🄒の ₃ 種類に分かれていて，全部で ₂₅ 問です。いずれの問題も一

度しか聞くことができません。問題を聞き終えたら，ただちに解答を記入しなさ

い。一問の解答時間は約 ₁₀ 秒です。問題冊子にメモを取るとよいでしょう。

🄐　Listening 1 〜 6（₄₉～₅₄）では，会話やアナウンスのあとに問題が続きます

ので，それに対する最も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。

Example

🄐　because she is always late

🄑　because the movie will start soon

🄒　because the busy roads may delay them

🄓　because the man will not wait any longer

Listening 1

₄₉．🄐　₁₁:₄₅ am 🄑　₁₂:₃₀ pm 🄒　₁:₅₀ pm 🄓　₂:₃₀ pm

Listening 2

₅₀．🄐　Monday  🄑　Tuesday

🄒　Wednesday  🄓　Friday

Listening 3

₅₁．🄐　$₁₀ 🄑　$₂₀ 🄒　$₃₀ 🄓　$₅₀

Listening 4

₅₂．🄐　the park  🄑　the convenience store

🄒　the school  🄓　the grocery store

その ₂
ＡⅣ
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Listening 5

₅₃．🄐　Saturday morning 🄑　Saturday afternoon

🄒　Sunday morning 🄓　Sunday afternoon

Listening 6

₅₄．🄐　They are frequently advertised.

🄑　They are being rented quickly.

🄒　They are expensive.

🄓　They are not in good condition.

13
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🄑　Listening 7 〜 8（₅₅～₆₀）では，英語を聞いて，印刷された問題に対する最

も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。なお，Listening 7には問

題が三つ，Listening 8には問題が三つあります。例題はありません。

Listening 7

₅₅．What is the woman’s main concern in this dialogue?

🄐　missing her flight to Vancouver

🄑　going through passport control

🄒　picking up her checked luggage

🄓　making a connecting flight

₅₆．How much time is the woman expected to have to make her 

connecting flight?

🄐　₅₀ minutes  🄑　one hour

🄒　one hour and ₄₀ minutes 🄓　two hours

₅₇．At the airport in Vancouver, what should the woman do first?

🄐　pick up her checked luggage

🄑　go through passport control

🄒　recheck her luggage

🄓　rebook her flight

14
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Listening 8

₅₈．What was the woman expecting the skiing and snowboarding 

population to be this season?

🄐　₄ million 🄑　₅ million 🄒　₈ million 🄓　₂₀ million

₅₉．How much does a one-day ski lift pass cost at Big White Ski Resort 

now?

🄐　$₄₅ 🄑　$₅₅ 🄒　$₇₅ 🄓　$₉₀

₆₀．Which factor has been the most costly for the Big White Ski Resort?

🄐　fuel prices  🄑　advertising costs

🄒　equipment renovations 🄓　labor wages

15
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🄒　Listening 9 〜10（₆₁～₇₃）では，英語を聞いて，それに対して，印刷された

各文の内容が正しければ🄐 TRUE を，正しくなければ🄑 FALSE を選びなさ

い。なお，Listening 9には問題が五つ，Listening 10には問題が八つありま

す。例題はありません。それぞれのリスニング問題について英語の指示文が流

れます。その ₂₀ 秒後にリスニング問題が始まるので，印刷されている問題に

目を通しておいてください。

Listening 9

You will hear a teacher explaining a homework assignment to students.  

Look at the ₅ statements below.  Decide if each statement is TRUE or 

FALSE.  If it is TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  You now

have ₂₀ seconds to preview the questions.

₆₁．The story for the homework assignment must be at least ₁₅₀ words 

long.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₂．The students can write about something imaginary for their 

homework.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₃．The students’ homework must be typed by Monday.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₄．The teacher gave the students less than a week to finish their 

homework.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₅．The students are allowed to ask a friend for help with spelling and 

grammar.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

16
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Listening 10

You will hear a woman named Heather and a man named Brian discussing 
＊pottery.  Look at the ₈ statements below.  Decide if each statement is 

TRUE or FALSE.  If it is TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  

You now have ₂₀ seconds to preview the questions.
＊pottery = 陶器

₆₆．The woman’s mother and father used to make pottery when she was 

younger.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₇．The woman took pottery lessons at the YWCA for more than a year.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₈．The woman enjoyed herself when she started taking pottery lessons.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₉．The first pottery item the woman made was a black cat for her 

mother.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₀．The woman has kept most of the pottery items that she made at the 

YWCA.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₁．The woman’s father encouraged her to pursue pottery as a hobby.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₂．The woman’s father said pottery is a tough job to do physically.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₃．The woman’s father does not enjoy selling his pottery.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

（以　下　余　白）

17
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₅ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 9 日）

英　　　語
学部（方式） 配　点 試験時間

経済学部（Ａ・B 方式） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．（　　　） students register online, they cannot join the class.

🄐　Unless 🄑　Except 🄒　Otherwise 🄓　Besides

₂．If Emi （　　　） me for advice, I would try to help her.

🄐　will ask 🄑　is asking 🄒　had asked 🄓　asks

₃．Peter （　　　） by his teacher’s instructions for the assignment.

🄐　was confused  🄑　was confusing

🄒　confused  🄓　had confused

₄．Professor Yardy’s lecture has been cancelled today （　　　） an important 

matter that he must attend to this afternoon.

🄐　because 🄑　as a result 🄒　since 🄓　owing to

₅．Even if you don’t pass the job interview at one company, there are 

（　　　） other companies that might hire you instead.

🄐　a lot 🄑　plenty 🄒　several 🄓　more

₆．Gerald apologized to the committee members （　　　） keeping them 

waiting.

🄐　in 🄑　by 🄒　for 🄓　with

₇．It’s essential that Maria （　　　） the report by tomorrow.

🄐　submitted 🄑　is submitted 🄒　will submit 🄓　submits

₈．Thelma wore （　　　） elegant shoes that everyone at the party couldn’t 

help but comment on them.

🄐　very 🄑　such 🄒　so 🄓　too

₉．Despite （　　　） in Tokyo, Shintaro still easily gets lost in the city.

🄐　he was born  🄑　being born

🄒　has been born  🄓　having born

ＡⅠ
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₁₀．By the time the meeting started, the team （　　　） all the necessary 

data.

🄐　prepares  🄑　has prepared

🄒　had prepared  🄓　will prepare

₁₁．My （　　　） is not to check my emails from work at night because it 

affects my sleep.

🄐　preference 🄑　opinion 🄒　opportunity 🄓　likelihood

₁₂．All of the neighbors （　　　） Mr. Wilson’s beautiful rose garden.

🄐　admire 🄑　delight 🄒　regard 🄓　attract

₁₃．The manager asked the team to （　　　） their efforts to meet the new 

deadline.

🄐　produce 🄑　gain 🄒　increase 🄓　develop

₁₄．Priscilla, I don’t think that your parents will （　　　） of your new job 

since it is so far away.

🄐　approve 🄑　accept 🄒　agree 🄓　allow

₁₅．Tom’s one （　　　） about his time at school was that he didn’t learn 

French.

🄐　regret 🄑　doubt 🄒　shame 🄓　guilt

₁₆．In this presentation, I’d like to （　　　） with you some key findings from 

my research on student engagement in online courses.

🄐　talk 🄑　share 🄒　explain 🄓　speak

₁₇．Susan has a certificate proving that she is （　　　） to teach English at 

high school.

🄐　accomplished  🄑　qualified

🄒　experienced  🄓　talented

₁₈．My teacher （　　　） me to study abroad, but I couldn’t save enough 

money to do so.

🄐　informed 🄑　suggested 🄒　encouraged 🄓　mentioned

03
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₁₉．The customer wrote a long email to （　　　） about the poor service he 

received.

🄐　scold 🄑　complain 🄒　claim 🄓　criticize

₂₀．Why don’t you get a massage?  It’s a great way to relieve （　　　）.

🄐　tension 🄑　burden 🄒　trouble 🄓　concern

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₈ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

Imagine a warm summer evening in ₁₉₃₃.  The sun has set, and families 

drive their cars into a large, open field.  They park in rows, facing a giant 

screen, and soon a Hollywood film begins to play.  Sounds of laughter and 

excitement fill the air as the audience enjoys the movie from the comfort of 

their vehicles.  This was the birth of the drive-in theater― an innovation that 

（　₂₁　） the cinema experience in American culture.

During the early ₁₉₃₀s, Richard Milton Hollingshead, Jr. had an idea that 

would significantly change how people watched movies.  Although the ₁₉₃₀s 

were hard financially for many people in the US, he had been researching the 

habits of Americans and realized that, despite the difficult economic times, 

people continued buying food, clothing, and cars, and going to movies.  

Hollingshead’s inspiration for the outdoor drive-in movie theater is credited in 

part to his mother, who, not approving of the theaters she had been to 

because of their narrow, uncomfortable seats, suggested that he “think of 

something where people could drive in.”  With that in mind, he conceived of a 

new kind of movie-going experience for audiences.  While his doubts persisted 

that audiences might favor the traditional theater and not come to the drive-in 

ones, Hollingshead’s vision proved successful: people were able to watch 

movies from the comfort of their own cars, without the need for formal seating 

arrangements.  ［Ａ］  Additionally, concerns about the behavior of children 

running around would be less of an issue as families could all sit together in 

their cars.  Hollingshead famously summed up the convenience of the new 

experience by stating, “You could go in your car without dressing up and then 

drive straight home.”

Hollingshead first experimented with the outdoor theater concept in his 

ＡⅡ
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Riverton, New Jersey, backyard.  He began by nailing a screen to a large tree 

and placing an old movie projector on the roof of his car.  He then subjected 

his concept to sound tests and different weather conditions, including the rain.  

Next, he tried to figure out how to park the moviegoers’ cars.  To ensure that 

everyone had a clear view of the screen from their vehicles, he experimented 

for weeks with various arrangements.  Borrowing several cars, he parked 

them one behind another, placing wooden ramps of different heights under 

each car’s front wheels until it was possible for people to see over the cars in 

front of them.  Satisfied with his arrangement of ramps as the core concept 

behind his drive-in idea, Hollingshead felt that it was unique enough to be 

patented.  This would allow him to collect revenue from future drive-in 

operators for a ₁₇-year period, the standard time limit for patents.  ［Ｂ］  He 

filed an application for the patent on August ₆, ₁₉₃₂, and it was later granted 

on May ₁₆, ₁₉₃₃.

On June ₆, ₁₉₃₃, Hollingshead launched his drive-in theater in Camden, 

New Jersey, with the Courier-Post newspaper calling it “the first automobile 

movie theater in the world.”  ［Ｃ］  The paper estimated total costs to be 

$₆₀,₀₀₀, but considering its small size, as well as more reliable figures for later 

₁₉₃₀s drive-ins, $₃₀,₀₀₀ is likely more accurate.  For the opening night, cars 

packed in to see the ₁₉₃₂ release of Ｗｉｖｅｓ　ʙｅʷａｒｅ, a British comedy.  

Admission was ₂₅ cents per car plus ₂₅ cents per person, up to a maximum of 

$₁.₀₀ per car.  Large trees and fencing surrounding the theater did little to 

prevent viewing from outside the area.  The field was paved with gravel and 

oiled to keep dust down and mosquitoes away.  The theater featured a ₄₀-by-

₅₀-foot screen, a basic projector, and space to accommodate nearly ₄₀₀ cars.  

Sound was supplied by three ₆-foot square RCA speakers that could be heard 

from miles around.  The concession stand, which sold popcorn, hotdogs, 

drinks, and other snacks, was added after the first week.  While the concept 

was groundbreaking, and despite the excitement surrounding it, the theater 

06

8048_09_9EIG_M.indd   5 2025/12/05   11:55

233 / 687



6 ◇M09―2

was profitless, and by ₁₉₃₆, it had closed.

In spite of Hollingshead’s short-lived venture, the ₁₉₅₀s to mid-₁₉₆₀s 

period following World War II would see an explosion in numbers of drive-ins.  

As soldiers returned home and Americans recovered from the war, car 

ownership boomed.  With this came a growing network of roads and 

highways, allowing families to move from dense urban centers to the more 

spacious suburbs.  Land in the suburbs was more plentiful and affordable, 

allowing for development of more drive-ins.  They offered family 

entertainment.  People could sit in their cars, they could bring their babies, 

and they could smoke.  As such, they provided more flexibility than indoor 

theaters.  By the ₁₉₅₀s, they had become a staple of American culture.  Drive-

ins became more than just places to watch films; they were places where 

people socialized with others in the community.  The programming at drive-

ins was also diverse, appealing to a wide range of audience tastes, including 

feature films, cartoons, newsreels, and even live performances before the main 

attraction.  This made drive-ins a popular choice for a night out, regardless of 

age or interest.  At its peak in the mid-₁₉₆₀s, around ₅,₀₀₀ drive-ins operated 

in America, compared to ₁₃,₂₀₀ conventional theaters, for a ₂₃ percent share 

of annual movie ticket sales.

From the mid-₁₉₆₀s, however, the number of drive-in theaters began to 

decline.  Daylight Savings Time was introduced in the US in ₁₉₆₆, and the 

subsequent time change meant sunsets would come an hour later during the 

summer drive-in movie season.  As many drive-ins had to delay their first 

movie until it got dark around ₁₀ pm, this was simply too late for most families 

to bring their children, other than on weekends.  Furthermore, most drive-in 

theaters needed to be built on large pieces of land and had to be constructed 

further away from the city centers.  When the popularity of drive-in theaters 

declined and the big cities spread in size to accommodate larger populations, it 

soon made more financial sense for drive-in owners to accept offers from 
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builders and developers and sell their land.  Those that did remain open and 

profitable were largely family businesses that had to be eventually passed 

down to the next generation of owners, who usually had little interest in 

running them.

The birth of drive-in theaters in ₁₉₃₃ transformed how people experienced 

movies.  From their humble beginnings in Camden, New Jersey, drive-ins 

became an iconic part of American life, offering a new form of entertainment 

that combined the magic of cinema with the freedom of the open road.  ［Ｄ］  

Despite the challenges and decline from peak times, drive-in theaters still live 

on today with some ₄₀₀ remaining in the US.

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　developed  🄑　revolutionized

🄒　discovered  🄓　recognized

₂₂．What worried Hollingshead about his idea for a drive-in movie theater?

🄐　People would not want to spend money on watching movies in the

₁₉₃₀s.

🄑　His mother would not approve of watching movies outdoors.

🄒　Going to traditional movie theaters would be preferred by audiences.

🄓　It would be difficult for families to go to the movies with their

children.

₂₃．Which of the following is NOT true of Hollingshead’s experiments?

🄐　He conducted them within his residential area.

🄑　He projected the movie from a large tree.

🄒　He elevated vehicles to be better positioned to view a movie.

🄓　He tested it under rainy conditions.

（27）
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₂₄．According to the passage, when Hollingshead launched his drive-in theater 

（　　　）.

🄐　people outside the area could not see the movie

🄑　over ₄₀₀ vehicles arrived for the first show

🄒　a number of food items were offered for purchase

🄓　the charge for a carload of people was limited to a dollar

₂₅．According to the passage, during the post-war period, drive-ins （　　　）.

🄐　increased in number, particularly in urban areas

🄑　offered less flexibility for viewers compared to indoor theaters

🄒　were about more than just watching movies

🄓　were more profitable than traditional theaters

₂₆．According to the passage, in the mid-₁₉₆₀s, the number of drive-in 

theaters declined because （　　　）.

🄐　weekday start times were too late for families to attend movies

🄑　they were too close to city centers

🄒　fewer developers were willing to sell land to build them on

🄓　it was difficult for small family businesses to make a profit

₂₇．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₇）?

🄐　symbolic 🄑　modern 🄒　essential 🄓　ideal

₂₈．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

ʙｅｆｏｒｅ　ｔʰｅｎ,　ｏｕｔｄｏｏｒ　ｔʰｅａｔｅｒｓ　ｅｘｉｓｔｅｄ,　ｉｎｃˡｕｄｉｎɡ　ｓｏⅿｅ　ʷʰｅｒｅ　ｙｏｕ　ｃｏｕˡｄ　

ʷａｔｃʰ　ⅿｏｖｉｅｓ　ｆｒｏⅿ　ａ　ｃａｒ,　ｂｕｔ　ｏｎˡｙ　ｉｎ　ｔｅⅿｐｏｒａｒｙ　ˡｏｃａｔｉｏｎｓ　ｓｕｃʰ　ａｓ　ｄｏʷｎｔｏʷｎ　

ｓｔｒｅｅｔｓ　ｏｒ　ｏｎ　ｂｅａｃʰｅｓ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］
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以下の文章が完成するように，₂₉～₄₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Over the last few decades, growing global attention has been paid to 

rebuilding relationships between governments and ＊Indigenous peoples.  

Countries such as Canada, Australia, and New Zealand have taken steps to 

recognize the historical injustices committed （　₂₉　） these people, often 

through official apologies and financial payments.

Japan has also begun （　₃₀　） its own history with Indigenous peoples, 

particularly the Ainu.  In ₂₀₁₉, the Japanese government published the Ainu 

Policy Promotion Act to （　₃₁　） support and increase respect for the 

traditions of the Ainu people.  The （　₃₂　） year, the National Ainu Museum 

and Park “Upopoy” （meaning “singing together” in Ainu） was opened in 

Shiraoi, Hokkaido.  The facility （　₃₃　） as a symbol of coexistence and aims 

to promote awareness of Ainu culture.

These recent efforts demonstrate an important （　₃₄　） in how societies 

deal with their pasts and Indigenous populations.  By （　₃₅　） previous harms 

and listening to Indigenous voices in new policymaking, governments help 

ensure that these mistakes are not repeated.  As global attention to Indigenous 

rights continues to grow, Japan’s steps, （　₃₆　） still developing, are a sign of 

meaningful change.

（　₃₇　） these new government policies, there has also been renewed 

public interest in Ainu culture recently.  This is in part （　₃₈　） the popular 

manga and anime series ɢｏˡｄｅｎ　Ｋａⅿｕｙ.  This series highlights Ainu culture, 

food, and spiritual beliefs in detail, and has played a significant role in （　₃₉　） 

awareness among young viewers.  Ainu culture （　₄₀　） a worldview where 

all things―mountains, rivers, tools, animals, and clothing― are ｋａⅿｕｙ 

（divine beings）.  （　₄₁　）, the Ainu believe that maintaining good 

relationships with the ｋａⅿｕｙ ensures a balance in life between both humans 

ＡⅢ
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and nature.

（　₄₂　） Ainu communities having lived in harmony with nature for 

thousands of years, we have much to learn from them.  Their sustainable use 

of natural resources and belief that humans must coexist with the land, 

animals, and spirits, stands in contrast to the destructive practices （　₄₃　） 

modern civilization.  As we face increasing environmental crises, Indigenous 

knowledge （　₄₄　） valuable lessons about balance, humility, and 

responsibility toward the Earth.
＊Indigenous peoples = 先住民族

₂₉．🄐　from 🄑　in 🄒　of 🄓　against

₃₀．🄐　dealing 🄑　addressing 🄒　focusing 🄓　engaging

₃₁．🄐　appreciate 🄑　appear 🄒　provide 🄓　submit

₃₂．🄐　following 🄑　approaching 🄒　continuing 🄓　coming

₃₃．🄐　performs 🄑　represents 🄒　serves 🄓　arranges

₃₄．🄐　shift 🄑　exchange 🄒　transfer 🄓　trade

₃₅．🄐　agreeing  🄑　acknowledging

🄒　reflecting  🄓　replying

₃₆．🄐　whereas 🄑　during 🄒　even 🄓　while

₃₇．🄐　Alongside 🄑　According to 🄒　Between 🄓　By

₃₈．🄐　reason for 🄑　result of 🄒　due to 🄓　leading to

₃₉．🄐　making 🄑　raising 🄒　realizing 🄓　causing

₄₀．🄐　arranges 🄑　consists 🄒　organizes 🄓　adopts

₄₁．🄐　After that  🄑　As such

🄒　Even so  🄓　Despite this

₄₂．🄐　As 🄑　With 🄒　Since 🄓　So

₄₃．🄐　of 🄑　for 🄒　at 🄓　with

₄₄．🄐　offers 🄑　discovers 🄒　advises 🄓　learns

11
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以下の文章が完成するように，₄₅～₅₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Recently, the word “onigiri” entered the Ｏｘｆｏｒｄ　Ｅｎɡˡｉｓʰ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ.  No 

longer only eaten in Japan, these sticky rice balls are now （　₄₅　） all around 

the globe.

Some years ago, ₃₄-year-old Hiroaki Kato, who was studying at Parsons 

School of Design in New York, （　₄₆　） to being surprised to see classmates 

enjoying ｏⅿｕｓｕｂｉ rice balls there.  Students would purchase them at 

supermarkets during lunch breaks.  When trying one himself, Kato remembers 

the rice being cold and hard enough to be （　₄₇　） two halves.  “If this can 

sell, I might as well try it myself,” he thought.

（　₄₈　） Kato comes from a rice farming family in Mie Prefecture, he had 

no experience in the food industry.  Therefore, he reached out to a local 

restaurant friend who （　₄₉　） him craft a menu suited for New Yorkers that 

he could sell from a food truck.  He chose the name Musubin for his truck 

after painting it white to （　₅₀　） ｏⅿｕｓｕｂｉ.

New York is known for its high prices, where ramen can sell for over $₂₀ 

（　₅₁　） taxes and tips are added.  （　₅₂　）, Kato’s onigiri are more 

affordable.  His lowest-priced item is the sesame salt rice ball at $₄.₅₀, 

（　₅₃　） salmon or tuna rice balls start at $₆ each.  Kato focuses on three 

selling points: quick, cheap, and tasty onigiri.

There are currently close to ₅,₀₀₀ licensed food trucks in New York, the 

majority （　₅₄　） which are run by immigrants.  Famous ones are featured in 

tourist guidebooks and can attract lineups even before they open.  Kato hopes 

his truck will be just as popular.

ＡⅣ
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₄₅．🄐　found 🄑　included 🄒　located 🄓　discovered

₄₆．🄐　recalled 🄑　admitted 🄒　claimed 🄓　mentioned

₄₇．🄐　broken into 🄑　broken up 🄒　broken down 🄓　broken off

₄₈．🄐　Regardless 🄑　Despite 🄒　However 🄓　Although

₄₉．🄐　aided 🄑　supported 🄒　assisted 🄓　helped

₅₀．🄐　appear 🄑　correspond 🄒　resemble 🄓　remind

₅₁．🄐　upon 🄑　once 🄒　including 🄓　with

₅₂．🄐　Rather 🄑　Otherwise 🄒　In contrast 🄓　Even so

₅₃．🄐　while 🄑　except for 🄒　just as 🄓　instead

₅₄．🄐　from 🄑　at 🄒　to 🄓　of

13
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以下の文章が完成するように，₅₅～₆₂ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Homer:　 Hi, Marge.  It’s almost the weekend.  Any plans?

Marge:  I bought an e-bike recently, so I’ll be riding it with some friends, 

many of whom have one, too.

Homer:  What’s an e-bike?

Marge:  They’re like regular bicycles but with a small motor for assistance.  

（　₅₅　）, the motor starts when you pedal to provide extra power.  

They’re great for climbing hills or if you want to relax more while 

（　₅₆　） the scenery.

Homer:  Sounds like that would really help when you have some hills to 

climb.

Marge:  （　₅₇　）.  You can also control how much help you get.  My e-bike 

（　₅₈　） an adjustable switch to control the power level, either low, 

medium, or high.

Homer:  What do the other riders in your group think of them?

Marge:  Those who have one love them, （　₅₉　） the stronger riders still 

prefer regular bikes.  As for me, I like them because I don’t get 

（　₆₀　） behind anymore.

Homer:  That makes sense.  But isn’t using an e-bike kind of like cheating?

Marge:  （　₆₁　）.  I mean, we’re not competing!  Our goal is just to get 

outdoors for some fun exercise （　₆₂　） injuring ourselves.  Join us 

sometime, if you like.

Homer:  You never know, I just might do that.

ＡⅤ
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₅₅．🄐　Basically  🄑　Considerably

🄒　Especially  🄓　Particularly

₅₆．🄐　checking off  🄑　checking with

🄒　checking out  🄓　checking in

₅₇．🄐　Most definitely  🄑　Yes, I can

🄒　You could  🄓　It’s right

₅₈．🄐　builds with  🄑　joins with

🄒　comes with  🄓　combines with

₅₉．🄐　besides 🄑　rather 🄒　since 🄓　whereas

₆₀．🄐　stayed 🄑　remained 🄒　left 🄓　fallen

₆₁．🄐　No matter  🄑　Not really

🄒　Not likely  🄓　Never mind

₆₂．🄐　despite 🄑　except 🄒　without 🄓　unless

15
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以下の ₆₃～₆₇ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₃．A:　 I heard you were planning a trip to Hokkaido.

 B:　 Yes, but due to the snowstorm, we had to cancel it.  We’re thinking 

of going there sometime on March instead.

₆₄．It was very surprised that even though Jack didn’t practice that much, 

his presentation was just as strong as everyone else’s in our class.

₆₅．Because of the hole in her favorite sweater was getting bigger, Erina 

admitted that it was time for her to go and finally buy a new one.

₆₆．As the storm was approaching, the residents were advised to leave 

immediately for their safely.

₆₇．Hitoshi has been struggling with the new computer software that he has 

never used before, so he is wondering whether or not Kaoru answer his 

questions and give him a bit of advice.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐

🄑 🄒 🄓

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑

🄒

🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₅ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 10 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

人文学部（心理人間，日本文化） ₁₅₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．Alan had planned to stay home on Saturday but （　　　） to work an 

extra shift that day by his boss.

🄐　asked 🄑　had asked 🄒　was asking 🄓　was asked

₂．John forgot his keys.  It’s the third time that this （　　　）.

🄐　happened  🄑　has happened

🄒　has been happening 🄓　happens

₃．I （　　　） to receive your answer by now, Joe.  Are you interested in this 

job or not?

🄐　had hoped  🄑　am hoping

🄒　could have hoped 🄓　hope

₄．（　　　） the forecast for rain tomorrow, our soccer game has not been 

cancelled.

🄐　However 🄑　Although 🄒　Whereas 🄓　Despite

₅．Gabriel （　　　） gone to bed earlier if his children hadn’t insisted on 

watching the movie until the end.

🄐　should have 🄑　could have 🄒　will have 🄓　must have

₆．Kanta had better bring a jacket to the game tonight.  （　　　）, he will be 

cold all evening.

🄐　Otherwise 🄑　Whereas 🄒　Although 🄓　Unless

₇．Jenny’s time for running the ₅,₀₀₀ metres has improved this year 

（　　　） ₅₇ seconds.

🄐　at 🄑　with 🄒　by 🄓　for

₈．Shelly tried on two shirts, but she didn’t like （　　　） of them because 

they were too tight.

🄐　neither 🄑　either 🄒　none 🄓　each

ＡⅠ
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₉．Haruki was cooking curry rice for dinner （　　　） waiting for his children 

to come back home.

🄐　while 🄑　during 🄒　in 🄓　as

₁₀．（　　　） you at least stay another hour?  We are going to play bingo 

soon.

🄐　Hadn’t 🄑　Couldn’t 🄒　Mustn’t 🄓　Haven’t

₁₁．Although the assignment was challenging, Hiroshi （　　　） until he 

finished it successfully.

🄐　persisted 🄑　insisted 🄒　maintained 🄓　supported

₁₂．Seeing the late hour, Emi （　　　） Junko to take the last train home.

🄐　advised 🄑　alerted 🄒　informed 🄓　suggested

₁₃．Many of the refugees （　　　） require medical supplies.

🄐　extremely 🄑　urgently 🄒　exactly 🄓　precisely

₁₄．Andy has fun （　　　） in tennis tournaments every month.

🄐　challenging 🄑　belonging 🄒　participating 🄓　going

₁₅．After conducting a thorough （　　　）, the police discovered where the 

missing bikes were.

🄐　investigation 🄑　research 🄒　exploration 🄓　evaluation

₁₆．Bill Crisp, a good friend of mine, （　　　） to grow the best mangoes in 

Oahu!

🄐　states 🄑　considers 🄒　claims 🄓　declares

₁₇．My doctor suggested that I （　　　） swimming to help me get fit.

🄐　take up 🄑　start up 🄒　join up 🄓　set up

₁₈．The nearby pizza restaurant decided to （　　　） its opening hours into 

the early hours of the morning.

🄐　grow 🄑　enlarge 🄒　extend 🄓　spread
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₁₉．Noriko was （　　　） to finish the cooking course although she had to 

attend the classes after a full day of work.

🄐　committed  🄑　aimed

🄒　planned  🄓　determined

₂₀．Paul decided they should （　　　） with the plan as is, but George thought 

it wasn’t a good idea.

🄐　proceed 🄑　follow 🄒　maintain 🄓　pursue

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The small coastal city of Darwin in the north of Australia is a beautiful 

place, surrounded by beaches and wetlands and with a warm climate all year 

round.  However, to say this scenic setting is a peaceful paradise would be 

highly inaccurate.  Known as Australia’s crocodile capital, Darwin is home to 

an estimated ₁₀₀,₀₀₀ wild saltwater crocodiles.  While there are also big 

populations in other areas of Australia and Southeast Asia, nowhere else in the 

world has as many of them.  As the local people in Darwin say, where there is 

water, there are usually crocodiles.

Although saltwater crocodiles have been around for more than ₂₄₀ million 

years, they are still widely misunderstood.  Firstly, despite the common belief 

that alligators are bigger, these crocodiles are actually the largest reptiles on 

Earth, growing up to six meters long and living for almost ₇₀ years.  Saltwater 

crocodiles, unlike other crocodiles or alligators which live in rivers and 

swamps, live exclusively in salt water.  In spite of what you see in the movies, 

most species of crocodiles tend to avoid humans and are not considered 

dangerous.  Yet saltwater crocodiles are territorial and can be very 

aggressive, although fatal incidents are rare in Australia.  Even so, hunting 

them initially took off following World War II, and the uncontrolled trade in 

their skins soared.  As such, their numbers fell to around ₃,₀₀₀, bringing them 

to the point of extinction.  But when hunting them was banned in ₁₉₇₁, the 

population soon recovered, so much so, that last year the local government in 

Darwin relaxed the ban, allowing hunters to kill a limited number per year.

The local government in Darwin now faces a different challenge: keeping 

people safe while maintaining public support for protecting the crocodiles.  

Government ranger Kelly Ewin― whose job is to catch and remove crocodiles

― enjoys his job immensely.  “It’s our job to try and keep people as safe as 

ＡⅡ

（21）
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we can,” says Ewin, who’s been doing his new dream job for two years.  This 

is the busiest time of year for Ewin’s colleagues as the breeding season has 

just started and the crocodile eggs need to be protected.  “Luckily, we have a 

well-trained group for that,” he says.  Meanwhile, he and his team are on the 

water several times a week, checking the ₂₄ crocodile traps surrounding 

Darwin Harbour.  “Obviously, we’re not going to capture every crocodile, but 

the more we take out of the harbour, the less risk there is for people.  It’s fun 

and I enjoy this part of the job.”  The crocodiles that are removed from the 

harbour most often have to be killed because if they are released elsewhere, 

they’re likely to return.  Special doctors do it as painlessly as possible.  “The 

worst thing that can happen is when public opinion turns against crocodiles,” 

he explains.  “And then a politician will invariably come along saying they’re 

going to get rid of all the crocodiles.  If that happens, I already have a plan to 

go and protest.”

Along with hiring rangers like Kelly Ewin, the local government has 

started a strong educational push.  Representatives go into schools with a 

programme called “Be Crocwise”― which focuses on acting responsibly 

around crocodile habitats.  Specifically, knowing what to do when encountering 

one is what is stressed in the programme.  It’s been such a success that 

Florida, in the USA, and the Philippines are now borrowing and implementing 

the same techniques to better deal with interactions between crocodiles, 

alligators, and their local residents.  These residents are also now learning how 

to report sightings of crocodiles online so that others can know where they 

are.  Natasha Hoffman, the Darwin ranger who runs the local programme, also 

stresses the importance of taking proper measures when fishing.  She notes, 

“If you’re on boats and fishing, you need to be aware of everything.”  Many 

locals have formed groups to help educate each other about the importance of 

maintaining their boats to avoid attracting crocodiles.

In addition to protecting the crocodiles, people in Darwin have also 
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realized that the reptiles can be profitable.  Not only have big fashion brands 

long been keen to buy their leather, but the crocodiles are also attracting 

tourists.  The tourist industry started booming about ₁₀ years ago and has 

been a very profitable industry for Darwin.  Visitors can watch “croc 

jumping”, which involves crocodiles leaping out of the water to eat bits of 

meat on the end of a stick.  As for the fashion industry, brands such as Louis 

Vuitton and Hermès sell handbags made from crocodile leather skins for as 

much as $₅₀₀,₀₀₀.  To meet this demand, farming crocodiles, which was 

brought in when hunting wild crocodiles was banned, has also fueled the 

economy.  It’s estimated there are now about ₁₅₀,₀₀₀ crocodiles in farms 

around Darwin.  While the most profitable industry related to crocodiles 

remains selling their leather skins, it is not the most rapidly expanding one.  

That would be exporting these young reptiles to overseas zoos and collectors.  

As a result, a number of jobs have been created for locals to not just manage 

the farms but also harvest the crocodile eggs.

Not everyone agrees with making a profit off the crocodiles, however.  

The concern among animal rights activists lies in the way crocodiles are 

treated on the farms, as they are usually confined to individual cages to 

（　₂₆　） their skins stay in good condition.  To protest against this treatment, 

activists have considered various approaches.  Getting inside the farms and 

protesting directly would be ideal, but that would require getting around tight 

security, as would protesting outside the farms.  For now, there is no real 

option other than creating websites to inform the public, as demonstrations 

downtown in Darwin have yet to be approved by the local government.

Kelly Ewin is unapologetic about what he calls the practical way 

authorities manage the crocodile population and make money out of them.  

“Furthermore, we’ve done what very few people can do, which is take a very 

serious predator and manage them so that the public is prepared to tolerate 

them.”

07
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₂₁．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₁）?

🄐　confusing  🄑　mistaken

🄒　vague  🄓　complicated

₂₂．According to the passage, what is NOT true about saltwater crocodiles?

🄐　They are the biggest reptiles in the world.

🄑　They are the only type of crocodile that lives in saltwater.

🄒　They were hunted to the point of extinction during World War II.

🄓　They are being hunted again.

₂₃．According to the passage, what part of his job does Kelly Ewin do with 

his colleagues?

🄐　protect crocodile eggs

🄑　trap crocodiles in the harbour

🄒　kill crocodiles they catch

🄓　protest to politicians to protect crocodiles

₂₄．According to the passage, what is the primary goal of the Be Crocwise 

programme?

🄐　implementing techniques learned from Florida and the Philippines

🄑　teaching people how to behave in areas with crocodiles

🄒　teaching residents how to report the locations of crocodiles online

🄓　educating people on how to maintain their boats

₂₅．According to the passage, what is the fastest-growing industry related to 

crocodiles?

🄐　the fashion industry 🄑　the tourist industry

🄒　the crocodile export industry 🄓　the egg harvesting industry

₂₆．Which of the following best fits in （　₂₆　）?

🄐　preserve 🄑　keep 🄒　maintain 🄓　ensure

08
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₂₇．According to the passage, how are animal rights activists protesting the 

treatment of crocodiles?

🄐　by protesting inside the farms

🄑　by protesting just outside the farms

🄒　by protesting online

🄓　by protesting downtown

09

8048_10_10EIG_M.indd   8 2025/11/10   16:06

252 / 687



9 ◇M10―2

以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

What is the oldest university in the world?  According to UNESCO, it is 

the University of al-Qarawiyyin in Fez, Morocco.  Founded in the year ₈₅₉, it 

has （　₂₈　） continuously as a centre for higher education for over a thousand 

years.  However, its designation as a “university” is somewhat controversial, 

as it was originally established as a mosque.  （　₂₉　） being considered a 

university, which was a European concept, it was a “madrasa”, which is a 

general term in the Arabic world for an educational institution.  It was only as 

recently as ₁₉₆₃ that it was （　₃₀　） a state university.

So if al-Qarawiyyin is discounted, which other universities can （　₃₁　） to 

be the oldest?  Perhaps it is the University of Bologna in Italy.  Established in 

₁₀₈₈, it is certainly the oldest university in Europe, and, （　₃₂　） al-

Qarawiyyin, it has been a university since its founding.  It is also where 

Bettissa Gozzadini, an Italian lawyer in the ₁₃th century, became the first 

woman to teach at a university.  The university is still going strong today, 

with over ₉₀,₀₀₀ students （　₃₃　） there.

After the University of Bologna （　₃₄　） an institution still ranked as one 

of the top centres for education in the world today: The University of Oxford.  

The first university in England was founded in ₁₀₉₆, and it has been （　₃₅　） 

by some of the world’s leading minds and statespersons.  Oxford’s former 

students （　₃₆　） ₅₀ Nobel Prize winners, and it is consistently ranked as one 

of the top three universities in the world.  Oxford currently has ₄₄ colleges, 

and it has an ongoing and famous rivalry with the University of Cambridge.  

Together, the two universities are often （　₃₇　） “Oxbridge”, and they are 

considered two of the most prestigious higher education institutions.

（　₃₈　） discussing these historic universities, it can be difficult to grasp 

just how old they are.  All of the universities mentioned are older than the 

ＡⅢ
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Aztec Empire, the printing press, and even eyeglasses.  That means that no 

one studying at the University of Oxford for almost the first two hundred 

years （　₃₉　） its founding wore glasses.  And, the Bolognese sauce （　₄₀　） 

which Bologna would become famous was not invented until about ₇₀₀ years 

after the University of Bologna first opened its doors.  These facts （　₄₁　） 

the incredible amount of time these universities have lasted.

The fact that these universities have （　₄₂　） for as long as they have 

shows their value to education in their respective societies.  Of course, age is 

not a sign that a university is better than others.  （　₄₃　）, it is a reflection of 

the generations who have kept each institution going for hundreds of years.

₂₈．🄐　operated 🄑　organised 🄒　maintained 🄓　managed

₂₉．🄐　Since 🄑　Except for 🄒　Instead of 🄓　Although

₃₀．🄐　declared 🄑　introduced 🄒　decided 🄓　presented

₃₁．🄐　call 🄑　claim 🄒　state 🄓　mention

₃₂．🄐　apart from 🄑　rather than 🄒　in contrast to 🄓　opposed to

₃₃．🄐　registered 🄑　joined 🄒　entered 🄓　applied

₃₄．🄐　brings 🄑　goes 🄒　sees 🄓　comes

₃₅．🄐　attended 🄑　educated 🄒　participated 🄓　admitted

₃₆．🄐　cover 🄑　include 🄒　contain 🄓　involve

₃₇．🄐　commented on by 🄑　referred to as

🄒　named for  🄓　spoken about

₃₈．🄐　For 🄑　Throughout 🄒　During 🄓　When

₃₉．🄐　over 🄑　later 🄒　after 🄓　while

₄₀．🄐　of 🄑　for 🄒　to 🄓　in

₄₁．🄐　illustrate 🄑　define 🄒　outline 🄓　describe

₄₂．🄐　extended 🄑　endured 🄒　settled 🄓　established

₄₃．🄐　Rather 🄑　Thus 🄒　So 🄓　Moreover

11

8048_10_10EIG_M.indd   10 2025/11/10   16:06

254 / 687



11 ◇M10―2

以下の文章が完成するように，₄₄～₅₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The milkshake, or shake, is basically a cold drink made from mixing milk, 

ice cream, and other ingredients.  There are （　₄₄　） of varieties of shakes in 

the world and some of the most common ones are chocolate, vanilla, and 

strawberry milkshakes.

The term “shake” was first （　₄₅　） in a British newspaper in ₁₈₈₅.  The 

paper suggested that shakes （　₄₆　） their name back then from being served 

in bars.  （　₄₇　） those days, a milk-based drink was served to customers, 

and if they liked it they would shake hands with the bartender.  （　₄₈　）, if 

they didn’t like the drink, the bartender got neither a handshake nor even a 

tip.  Whether this is true or not is a matter for debate.

The origin of the ice-cream version （　₄₉　） this drink, however, is 

credited to Ivar “Pop” Coulson of the Walgreens store in Chicago, Illinois.  

Back in ₁₉₂₂, Pop was （　₅₀　） with drinks and trying to do something 

innovative for his customers.  He took scoops of ice cream and mixed them in 

a blender （　₅₁　） the store’s leftover malt milk.  The final product was liked 

by customers and was called a milkshake.  Later in ₁₉₃₀, shakes would 

become a best-seller in diners across the US.

In modern times, smoothies have overtaken shakes as people lean 

（　₅₂　） more health-conscious choices.  （　₅₃　） they may not be as popular 

as they were ₁₀₀ years ago, many people still enjoy milkshakes to this day.

ＡⅣ
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₄₄．🄐　plenty 🄑　several 🄒　quite a few 🄓　numerous

₄₅．🄐　spoken 🄑　referred 🄒　commented 🄓　mentioned

₄₆．🄐　derived 🄑　founded 🄒　originated 🄓　resulted

₄₇．🄐　While 🄑　For 🄒　In 🄓　On

₄₈．🄐　Yet 🄑　Accordingly 🄒　Except 🄓　Besides

₄₉．🄐　to 🄑　by 🄒　with 🄓　of

₅₀．🄐　making  🄑　experimenting

🄒　preparing  🄓　creating

₅₁．🄐　along with 🄑　joining 🄒　together 🄓　in addition

₅₂．🄐　over 🄑　in 🄒　for 🄓　toward

₅₃．🄐　Since 🄑　Because 🄒　As 🄓　Though

13
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以下の文章が完成するように，₅₄～₆₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Lisa:  So Jackie, have you thought about what we should do for Mom and 

Dad’s ₃₀th wedding anniversary this year?

Jackie:　 Hmm, I haven’t really.  Why?  We usually don’t do much for their 

anniversary.

Lisa:  I know, but I’ve actually been thinking about it a lot （　₅₄　）.  

Considering all the money they’ve spent on us over the years, and 

now that we can （　₅₅　） it, I think it’s about time we did something 

really special for them.

Jackie:  （　₅₆　）?

Lisa:  Um, this year their anniversary （　₅₇　） on the Saturday of a three-

day weekend, so I was thinking maybe you and I could share the 

（　₅₈　） of a long weekend away for them.

Jackie:  Okay, （　₅₉　）.  But what if they’ve already made plans?

Lisa:  Well, I’ve already asked Mom and Dad, and they both said they’ll 

probably just spend the weekend relaxing at home.

Jackie:  Well, what’s wrong with that?

Lisa:  Nothing really, but I think this is a good （　₆₀　） to do more for 

them.

Jackie:  （　₆₁　） we can find a place that’s not too expensive.  Something 

that they both will like, and that doesn’t take a long time to （　₆₂　）.  

I’m pretty sure they wouldn’t want to spend half their anniversary 

traveling.

Lisa:  Of course!  Let’s check out what kind of package tours are available.  

（　₆₃　）, maybe to a winery.  They both like wine.

ＡⅤ
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₅₄．🄐　currently 🄑　nearly 🄒　lately 🄓　early

₅₅．🄐　pay 🄑　afford 🄒　earn 🄓　spend

₅₆．🄐　Like what 🄑　What’s up 🄒　Then what 🄓　What else

₅₇．🄐　goes 🄑　celebrates 🄒　occurs 🄓　appears

₅₈．🄐　cost 🄑　amount 🄒　fee 🄓　price

₅₉．🄐　me, too  🄑　so do I

🄒　that works for me 🄓　I think so

₆₀．🄐　attempt  🄑　option

🄒　chance  🄓　circumstance

₆₁．🄐　Assuming 🄑　Considering 🄒　Allowing 🄓　Depending

₆₂．🄐　get to 🄑　arrive to 🄒　reach to 🄓　come to

₆₃．🄐　You see 🄑　As you said 🄒　If so 🄓　You know

15
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以下の ₆₄～₆₈ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₄．This blend of coffee is dark roasted and taste is bitter, so it suits people 

who like strong coffee.  It is highly recommended for people who don’t 

want to be kept awake at night because it contains slightly less caffeine.

₆₅．Not have prepared very much for the presentation, Steve became quite 

scared when he had to get up in front of the audience.

₆₆．It was such a disappointment to find out the concert had been cancelled 

because of rain, but we cheered up after learning that it would be 

rescheduled more later in the week.

₆₇．On average, people in Gunma Prefecture own more cars than those in 

Aichi Prefecture.  In fact, there are roughly seven cars for each ₁₀ 

residents in Gunma.

₆₈．A:　 Do you think we should book a tour guide for the trip, or would it be 

better to explore everything our own?

 B:　 It depends.  If we want to visit historical spots, it’s worth it to book a 

trip.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐

🄑

🄒 🄓

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑

🄒

🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐

🄑

🄒 🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₃ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各 

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 10 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

理工学部（ソフトウェア工学
データサイエンス
電子情報工学
機械システム工学） ₁₀₀ 点 ₆₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．Alan had planned to stay home on Saturday but （　　　） to work an 

extra shift that day by his boss.

🄐　asked 🄑　had asked 🄒　was asking 🄓　was asked

₂．John forgot his keys.  It’s the third time that this （　　　）.

🄐　happened  🄑　has happened

🄒　has been happening 🄓　happens

₃．I （　　　） to receive your answer by now, Joe.  Are you interested in this 

job or not?

🄐　had hoped  🄑　am hoping

🄒　could have hoped 🄓　hope

₄．（　　　） the forecast for rain tomorrow, our soccer game has not been 

cancelled.

🄐　However 🄑　Although 🄒　Whereas 🄓　Despite

₅．Gabriel （　　　） gone to bed earlier if his children hadn’t insisted on 

watching the movie until the end.

🄐　should have 🄑　could have 🄒　will have 🄓　must have

₆．Kanta had better bring a jacket to the game tonight.  （　　　）, he will be 

cold all evening.

🄐　Otherwise 🄑　Whereas 🄒　Although 🄓　Unless

₇．Jenny’s time for running the ₅,₀₀₀ metres has improved this year 

（　　　） ₅₇ seconds.

🄐　at 🄑　with 🄒　by 🄓　for

₈．Shelly tried on two shirts, but she didn’t like （　　　） of them because 

they were too tight.

🄐　neither 🄑　either 🄒　none 🄓　each

ＡⅠ
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₉．Haruki was cooking curry rice for dinner （　　　） waiting for his children 

to come back home.

🄐　while 🄑　during 🄒　in 🄓　as

₁₀．（　　　） you at least stay another hour?  We are going to play bingo 

soon.

🄐　Hadn’t 🄑　Couldn’t 🄒　Mustn’t 🄓　Haven’t

₁₁．Although the assignment was challenging, Hiroshi （　　　） until he 

finished it successfully.

🄐　persisted 🄑　insisted 🄒　maintained 🄓　supported

₁₂．Seeing the late hour, Emi （　　　） Junko to take the last train home.

🄐　advised 🄑　alerted 🄒　informed 🄓　suggested

₁₃．Many of the refugees （　　　） require medical supplies.

🄐　extremely 🄑　urgently 🄒　exactly 🄓　precisely

₁₄．Andy has fun （　　　） in tennis tournaments every month.

🄐　challenging 🄑　belonging 🄒　participating 🄓　going

₁₅．After conducting a thorough （　　　）, the police discovered where the 

missing bikes were.

🄐　investigation 🄑　research 🄒　exploration 🄓　evaluation

₁₆．Bill Crisp, a good friend of mine, （　　　） to grow the best mangoes in 

Oahu!

🄐　states 🄑　considers 🄒　claims 🄓　declares

₁₇．My doctor suggested that I （　　　） swimming to help me get fit.

🄐　take up 🄑　start up 🄒　join up 🄓　set up

₁₈．The nearby pizza restaurant decided to （　　　） its opening hours into 

the early hours of the morning.

🄐　grow 🄑　enlarge 🄒　extend 🄓　spread

03
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₁₉．Noriko was （　　　） to finish the cooking course although she had to 

attend the classes after a full day of work.

🄐　committed  🄑　aimed

🄒　planned  🄓　determined

₂₀．Paul decided they should （　　　） with the plan as is, but George thought 

it wasn’t a good idea.

🄐　proceed 🄑　follow 🄒　maintain 🄓　pursue

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The small coastal city of Darwin in the north of Australia is a beautiful 

place, surrounded by beaches and wetlands and with a warm climate all year 

round.  However, to say this scenic setting is a peaceful paradise would be 

highly inaccurate.  Known as Australia’s crocodile capital, Darwin is home to 

an estimated ₁₀₀,₀₀₀ wild saltwater crocodiles.  While there are also big 

populations in other areas of Australia and Southeast Asia, nowhere else in the 

world has as many of them.  As the local people in Darwin say, where there is 

water, there are usually crocodiles.

Although saltwater crocodiles have been around for more than ₂₄₀ million 

years, they are still widely misunderstood.  Firstly, despite the common belief 

that alligators are bigger, these crocodiles are actually the largest reptiles on 

Earth, growing up to six meters long and living for almost ₇₀ years.  Saltwater 

crocodiles, unlike other crocodiles or alligators which live in rivers and 

swamps, live exclusively in salt water.  In spite of what you see in the movies, 

most species of crocodiles tend to avoid humans and are not considered 

dangerous.  Yet saltwater crocodiles are territorial and can be very 

aggressive, although fatal incidents are rare in Australia.  Even so, hunting 

them initially took off following World War II, and the uncontrolled trade in 

their skins soared.  As such, their numbers fell to around ₃,₀₀₀, bringing them 

to the point of extinction.  But when hunting them was banned in ₁₉₇₁, the 

population soon recovered, so much so, that last year the local government in 

Darwin relaxed the ban, allowing hunters to kill a limited number per year.

The local government in Darwin now faces a different challenge: keeping 

people safe while maintaining public support for protecting the crocodiles.  

Government ranger Kelly Ewin― whose job is to catch and remove crocodiles

― enjoys his job immensely.  “It’s our job to try and keep people as safe as 

ＡⅡ

（21）
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we can,” says Ewin, who’s been doing his new dream job for two years.  This 

is the busiest time of year for Ewin’s colleagues as the breeding season has 

just started and the crocodile eggs need to be protected.  “Luckily, we have a 

well-trained group for that,” he says.  Meanwhile, he and his team are on the 

water several times a week, checking the ₂₄ crocodile traps surrounding 

Darwin Harbour.  “Obviously, we’re not going to capture every crocodile, but 

the more we take out of the harbour, the less risk there is for people.  It’s fun 

and I enjoy this part of the job.”  The crocodiles that are removed from the 

harbour most often have to be killed because if they are released elsewhere, 

they’re likely to return.  Special doctors do it as painlessly as possible.  “The 

worst thing that can happen is when public opinion turns against crocodiles,” 

he explains.  “And then a politician will invariably come along saying they’re 

going to get rid of all the crocodiles.  If that happens, I already have a plan to 

go and protest.”

Along with hiring rangers like Kelly Ewin, the local government has 

started a strong educational push.  Representatives go into schools with a 

programme called “Be Crocwise”― which focuses on acting responsibly 

around crocodile habitats.  Specifically, knowing what to do when encountering 

one is what is stressed in the programme.  It’s been such a success that 

Florida, in the USA, and the Philippines are now borrowing and implementing 

the same techniques to better deal with interactions between crocodiles, 

alligators, and their local residents.  These residents are also now learning how 

to report sightings of crocodiles online so that others can know where they 

are.  Natasha Hoffman, the Darwin ranger who runs the local programme, also 

stresses the importance of taking proper measures when fishing.  She notes, 

“If you’re on boats and fishing, you need to be aware of everything.”  Many 

locals have formed groups to help educate each other about the importance of 

maintaining their boats to avoid attracting crocodiles.

In addition to protecting the crocodiles, people in Darwin have also 
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realized that the reptiles can be profitable.  Not only have big fashion brands 

long been keen to buy their leather, but the crocodiles are also attracting 

tourists.  The tourist industry started booming about ₁₀ years ago and has 

been a very profitable industry for Darwin.  Visitors can watch “croc 

jumping”, which involves crocodiles leaping out of the water to eat bits of 

meat on the end of a stick.  As for the fashion industry, brands such as Louis 

Vuitton and Hermès sell handbags made from crocodile leather skins for as 

much as $₅₀₀,₀₀₀.  To meet this demand, farming crocodiles, which was 

brought in when hunting wild crocodiles was banned, has also fueled the 

economy.  It’s estimated there are now about ₁₅₀,₀₀₀ crocodiles in farms 

around Darwin.  While the most profitable industry related to crocodiles 

remains selling their leather skins, it is not the most rapidly expanding one.  

That would be exporting these young reptiles to overseas zoos and collectors.  

As a result, a number of jobs have been created for locals to not just manage 

the farms but also harvest the crocodile eggs.

Not everyone agrees with making a profit off the crocodiles, however.  

The concern among animal rights activists lies in the way crocodiles are 

treated on the farms, as they are usually confined to individual cages to 

（　₂₆　） their skins stay in good condition.  To protest against this treatment, 

activists have considered various approaches.  Getting inside the farms and 

protesting directly would be ideal, but that would require getting around tight 

security, as would protesting outside the farms.  For now, there is no real 

option other than creating websites to inform the public, as demonstrations 

downtown in Darwin have yet to be approved by the local government.

Kelly Ewin is unapologetic about what he calls the practical way 

authorities manage the crocodile population and make money out of them.  

“Furthermore, we’ve done what very few people can do, which is take a very 

serious predator and manage them so that the public is prepared to tolerate 

them.”

07
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₂₁．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₁）?

🄐　confusing  🄑　mistaken

🄒　vague  🄓　complicated

₂₂．According to the passage, what is NOT true about saltwater crocodiles?

🄐　They are the biggest reptiles in the world.

🄑　They are the only type of crocodile that lives in saltwater.

🄒　They were hunted to the point of extinction during World War II.

🄓　They are being hunted again.

₂₃．According to the passage, what part of his job does Kelly Ewin do with 

his colleagues?

🄐　protect crocodile eggs

🄑　trap crocodiles in the harbour

🄒　kill crocodiles they catch

🄓　protest to politicians to protect crocodiles

₂₄．According to the passage, what is the primary goal of the Be Crocwise 

programme?

🄐　implementing techniques learned from Florida and the Philippines

🄑　teaching people how to behave in areas with crocodiles

🄒　teaching residents how to report the locations of crocodiles online

🄓　educating people on how to maintain their boats

₂₅．According to the passage, what is the fastest-growing industry related to 

crocodiles?

🄐　the fashion industry 🄑　the tourist industry

🄒　the crocodile export industry 🄓　the egg harvesting industry

₂₆．Which of the following best fits in （　₂₆　）?

🄐　preserve 🄑　keep 🄒　maintain 🄓　ensure

08
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₂₇．According to the passage, how are animal rights activists protesting the 

treatment of crocodiles?

🄐　by protesting inside the farms

🄑　by protesting just outside the farms

🄒　by protesting online

🄓　by protesting downtown

09
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以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

What is the oldest university in the world?  According to UNESCO, it is 

the University of al-Qarawiyyin in Fez, Morocco.  Founded in the year ₈₅₉, it 

has （　₂₈　） continuously as a centre for higher education for over a thousand 

years.  However, its designation as a “university” is somewhat controversial, 

as it was originally established as a mosque.  （　₂₉　） being considered a 

university, which was a European concept, it was a “madrasa”, which is a 

general term in the Arabic world for an educational institution.  It was only as 

recently as ₁₉₆₃ that it was （　₃₀　） a state university.

So if al-Qarawiyyin is discounted, which other universities can （　₃₁　） to 

be the oldest?  Perhaps it is the University of Bologna in Italy.  Established in 

₁₀₈₈, it is certainly the oldest university in Europe, and, （　₃₂　） al-

Qarawiyyin, it has been a university since its founding.  It is also where 

Bettissa Gozzadini, an Italian lawyer in the ₁₃th century, became the first 

woman to teach at a university.  The university is still going strong today, 

with over ₉₀,₀₀₀ students （　₃₃　） there.

After the University of Bologna （　₃₄　） an institution still ranked as one 

of the top centres for education in the world today: The University of Oxford.  

The first university in England was founded in ₁₀₉₆, and it has been （　₃₅　） 

by some of the world’s leading minds and statespersons.  Oxford’s former 

students （　₃₆　） ₅₀ Nobel Prize winners, and it is consistently ranked as one 

of the top three universities in the world.  Oxford currently has ₄₄ colleges, 

and it has an ongoing and famous rivalry with the University of Cambridge.  

Together, the two universities are often （　₃₇　） “Oxbridge”, and they are 

considered two of the most prestigious higher education institutions.

（　₃₈　） discussing these historic universities, it can be difficult to grasp 

just how old they are.  All of the universities mentioned are older than the 

ＡⅢ
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Aztec Empire, the printing press, and even eyeglasses.  That means that no 

one studying at the University of Oxford for almost the first two hundred 

years （　₃₉　） its founding wore glasses.  And, the Bolognese sauce （　₄₀　） 

which Bologna would become famous was not invented until about ₇₀₀ years 

after the University of Bologna first opened its doors.  These facts （　₄₁　） 

the incredible amount of time these universities have lasted.

The fact that these universities have （　₄₂　） for as long as they have 

shows their value to education in their respective societies.  Of course, age is 

not a sign that a university is better than others.  （　₄₃　）, it is a reflection of 

the generations who have kept each institution going for hundreds of years.

₂₈．🄐　operated 🄑　organised 🄒　maintained 🄓　managed

₂₉．🄐　Since 🄑　Except for 🄒　Instead of 🄓　Although

₃₀．🄐　declared 🄑　introduced 🄒　decided 🄓　presented

₃₁．🄐　call 🄑　claim 🄒　state 🄓　mention

₃₂．🄐　apart from 🄑　rather than 🄒　in contrast to 🄓　opposed to

₃₃．🄐　registered 🄑　joined 🄒　entered 🄓　applied

₃₄．🄐　brings 🄑　goes 🄒　sees 🄓　comes

₃₅．🄐　attended 🄑　educated 🄒　participated 🄓　admitted

₃₆．🄐　cover 🄑　include 🄒　contain 🄓　involve

₃₇．🄐　commented on by 🄑　referred to as

🄒　named for  🄓　spoken about

₃₈．🄐　For 🄑　Throughout 🄒　During 🄓　When

₃₉．🄐　over 🄑　later 🄒　after 🄓　while

₄₀．🄐　of 🄑　for 🄒　to 🄓　in

₄₁．🄐　illustrate 🄑　define 🄒　outline 🄓　describe

₄₂．🄐　extended 🄑　endured 🄒　settled 🄓　established

₄₃．🄐　Rather 🄑　Thus 🄒　So 🄓　Moreover

11
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以下の文章が完成するように，₄₄～₅₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Lisa:  So Jackie, have you thought about what we should do for Mom and 

Dad’s ₃₀th wedding anniversary this year?

Jackie:　 Hmm, I haven’t really.  Why?  We usually don’t do much for their 

anniversary.

Lisa:  I know, but I’ve actually been thinking about it a lot （　₄₄　）.  

Considering all the money they’ve spent on us over the years, and 

now that we can （　₄₅　） it, I think it’s about time we did something 

really special for them.

Jackie:  （　₄₆　）?

Lisa:  Um, this year their anniversary （　₄₇　） on the Saturday of a  

three-day weekend, so I was thinking maybe you and I could share 

the （　₄₈　） of a long weekend away for them.

Jackie:  Okay, （　₄₉　）.  But what if they’ve already made plans?

Lisa:  Well, I’ve already asked Mom and Dad, and they both said they’ll 

probably just spend the weekend relaxing at home.

Jackie:  Well, what’s wrong with that?

Lisa:  Nothing really, but I think this is a good （　₅₀　） to do more for 

them.

Jackie:  （　₅₁　） we can find a place that’s not too expensive.  Something 

that they both will like, and that doesn’t take a long time to （　₅₂　）.  

I’m pretty sure they wouldn’t want to spend half their anniversary 

traveling.

Lisa:  Of course!  Let’s check out what kind of package tours are available.  

（　₅₃　）, maybe to a winery.  They both like wine.

ＡⅣ
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₄₄．🄐　currently 🄑　nearly 🄒　lately 🄓　early

₄₅．🄐　pay 🄑　afford 🄒　earn 🄓　spend

₄₆．🄐　Like what 🄑　What’s up 🄒　Then what 🄓　What else

₄₇．🄐　goes  🄑　celebrates  🄒　occurs  🄓　appears 

₄₈．🄐　cost 🄑　amount 🄒　fee 🄓　price

₄₉．🄐　me, too  🄑　so do I

🄒　that works for me 🄓　I think so

₅₀．🄐　attempt  🄑　option

🄒　chance  🄓　circumstance

₅₁．🄐　Assuming 🄑　Considering 🄒　Allowing 🄓　Depending

₅₂．🄐　get to 🄑　arrive to 🄒　reach to 🄓　come to

₅₃．🄐　You see 🄑　As you said 🄒　If so 🄓　You know

13
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以下の ₅₄～₅₈ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₅₄．This blend of coffee is dark roasted and taste is bitter, so it suits people 

who like strong coffee.  It is highly recommended for people who don’t 

want to be kept awake at night because it contains slightly less caffeine.

₅₅．Not have prepared very much for the presentation, Steve became quite 

scared when he had to get up in front of the audience.

₅₆．It was such a disappointment to find out the concert had been cancelled 

because of rain, but we cheered up after learning that it would be 

rescheduled more later in the week.

₅₇．On average, people in Gunma Prefecture own more cars than those in 

Aichi Prefecture.  In fact, there are roughly seven cars for each ₁₀ 

residents in Gunma.

₅₈．A:　 Do you think we should book a tour guide for the trip, or would it be 

better to explore everything our own?

 B:　 It depends.  If we want to visit historical spots, it’s worth it to book a 

trip.

（以　下　余　白）

ＡⅤ

🄐

🄑

🄒 🄓

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑

🄒

🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐

🄑

🄒 🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₇ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

英　　　語
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

人文学部（キリスト教，人類文化） ₁₅₀ 点 ₉₀ 分

経営学部（Ａ方式） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分

経営学部（Ｂ方式） ₂₅₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．The teacher had asked for the students’ presentations （　　　） for 

tomorrow’s class.

🄐　have to be prepared 🄑　to be prepared

🄒　were prepared  🄓　will be prepared

₂．Julie （　　　） done more research so that she could have written a longer 

report.

🄐　must have  🄑　ought to

🄒　should have  🄓　supposed to

₃．At the end of the school year, Miss Byron （　　　） with a nice card by all 

her students.

🄐　presented  🄑　was presenting

🄒　had presented  🄓　was presented

₄．You can go to the beach （　　　） you’ve finished your homework.

🄐　except for 🄑　due to 🄒　as long as 🄓　only just

₅．South Mountain Company’s new policy requires that all employees 

（　　　） at the office by ₈ am.

🄐　to arrive 🄑　arrive 🄒　had arrived 🄓　will arrive

₆．My brother won the race （　　　） not training for a long time.

🄐　although 🄑　despite 🄒　because 🄓　except

₇．Emily seldom watches television, and （　　　） does her roommate.

🄐　neither 🄑　so 🄒　either 🄓　also

₈．Berlin is known （　　　） its historical landmarks and lively culture.

🄐　as 🄑　to 🄒　for 🄓　by

₉．We enjoyed eating organic fruit and vegetables harvested （　　　） local 

farmers.

🄐　of 🄑　by 🄒　from 🄓　to

ＡⅠ
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₁₀．Most people, particularly （　　　） in rural areas, are kind and willing to 

help someone in trouble.

🄐　whose 🄑　those 🄒　who 🄓　them

₁₁．The media has a significant （　　　） on public opinion.

🄐　control 🄑　power 🄒　influence 🄓　pressure

₁₂．Jamie was quick to express （　　　） for missing the family dinner after 

working late.

🄐　apology 🄑　excuse 🄒　regret 🄓　explanation

₁₃．Alfred didn’t （　　　） to talk for so long, but he ended up making a 

₃₀-minute speech.

🄐　predict 🄑　determine 🄒　assume 🄓　expect

₁₄．Sandra checked the milk and noticed the use-by date had already 

（　　　）.

🄐　passed 🄑　ended 🄒　completed 🄓　finished

₁₅．Anne-Marie （　　　） Danny that he was scheduled to visit the dentist at 

₂:₃₀ pm the following day.

🄐　recalled 🄑　reminded 🄒　remembered 🄓　repeated

₁₆．After weeks of practice, the cheerleaders finally （　　　） their 

performance.

🄐　progressed 🄑　achieved 🄒　advanced 🄓　improved

₁₇．Last week I received the results of my annual health check.  I have 

（　　　） to make healthier food choices in the future.

🄐　considered  🄑　resolved

🄒　recommended  🄓　prepared

₁₈．The government （　　　） a new law that banned smoking in public areas.

🄐　introduced 🄑　founded 🄒　decided 🄓　elected

₁₉．Many people were （　　　） to the government’s plan to permanently 

close the library.

🄐　opposed 🄑　against 🄒　disappointed 🄓　disagreed
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₂₀．Sue spoke so quickly that I couldn’t （　　　） what she was saying.

🄐　make do 🄑　make over 🄒　make up 🄓　make out
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

At the Copenhagen Restaurant in Denmark, chefs are busy preparing 

food for about a thousand employees at Danish State Railways.  （　₂₁　） does 

each dish look and taste wonderful, but whether it’s a fruit and oat smoothie 

for breakfast, rye pancakes with salmon, cream cheese, and avocado for lunch, 

or an afternoon treat such as a blueberry scone, each of these contains a 

healthy amount of whole grains.  ［Ａ］

Generally, a whole grain refers to the entire seed of a crop usually grown 

for food, such as wheat, rye, barley, oats, corn, and rice.  Food products made 

with these seeds― or whole grains― contain naturally-occurring vitamins, 

minerals, and other essential elements which are very beneficial for our health 

when consumed on a daily basis.  Unfortunately, many food producers who 

make use of these whole grains frequently strip away some of their 

components and replace them with other chemical ingredients to make the 

manufacturing process more convenient.  Although the resulting product will 

not expire as quickly in a cupboard or refrigerator because of these other 

elements introduced during manufacturing, these additives, or added 

ingredients, are rarely as good for our health if regularly consumed in our 

daily diet.

The reason for this special focus on whole grains at the Copenhagen 

Restaurant is that the railway company recently became part of a nationwide 

program, the Whole Grain Partnership （WGP）.  The program’s mission is to 

encourage people in Denmark to become healthier by consuming more 

products made using whole grains.  The movement also includes NGOs, such 

as the Danish Heart Foundation, and several food industry partners, such as 

bakers, food manufacturers, and supermarkets.  Seeing a great business 

ＡⅡ
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opportunity, the restaurant was all too happy to add small amounts of whole 

grain foods to its menu.  Natasha Selberg of the Danish Heart Association 

notes that eating whole grains can reduce the risk of heart disease and other 

illnesses.  Food made with whole grains also tends to make people feel full 

quicker than non-whole grain products, thus preventing overeating and weight 

gain.  Notably, Denmark has one of the lowest rates in Europe for being 

overweight.  To date, the WGP program has been remarkably motivating and 

successful.  When it began in ₂₀₀₈, Danes ate ₃₆g of whole grain products a 

day on average.  By ₂₀₁₉, they were eating ₈₂g, the highest consumption in 

Europe.  In contrast, the average Briton still consumes ₂₀g of whole grains a 

day, and one in five do not eat any whole grain food at all.  In the US, overall, 

just ₁₅% of food consumption comes from whole grain products although 

dietary guidelines recommend at least ₅₀%.  ［Ｂ］

Nevertheless, as Selberg observes, changing the eating habits of a whole 

country is challenging.  Although health considerations will make some choose 

whole grain food products, others will base their choice of food on taste, price, 

or what their children want to eat.  The WGP program thus aims to educate 

consumers regarding their food choices and to guarantee that demand for 

whole grain products can always be met.  Ready availability of these is the 

key element in this transformation so that Danes can make healthy choices 

when buying food.  Change can start in any number of ways.  For example, 

bakers have been encouraged to put small amounts of whole grain flour in all 

their products.  Most started with ₃% and have been gradually increasing the 

amount up to as much as ₉%.  Selberg notes that “We need to get the ₆% of 

Danes who eat fewer than ₂₅g of whole grains a day to eat more!”  Pastries, 

cakes, and biscuits are immensely popular: at Valsemøllen, a Danish bakery 

founded in ₁₈₉₉, Johan Shilowsen is making raisin and walnut buns with ₂₅% 

whole grains.  He says that adding whole grain flour to cakes is an easy way 

to increase people’s intake, and that it adds texture and flavour to pastries.  

06
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Most importantly for him, however, is that although whole grains are filling, 

they require far less water, land, or energy to produce than meat or dairy.  

［Ｃ］

The strategy of just adding a small amount of whole grains to everyday 

food items was a good start, and nowadays, a number of annual events are 

organized by the WGP to help raise public awareness of its goals.  On National 

Whole Grain Day every January, there are community cooking activities in 

schools, libraries, and hospitals.  There is also a Healthy Sandwich Week in 

June, a Breakfast Week in September, and, from last year, a Dinner Week in 

November.  Most Danes now consume more whole grains at breakfast and 

lunch but few do so in the evening, so campaigns are focused on having whole 

grain dishes for dinner.  The WGP is also spreading the goodness of whole 

grain beyond Denmark.  Selberg points out that the WGP is trying to increase 

whole grain consumption in Africa, and it has initiated several partnerships 

with government agencies overseas.  Germany, Japan, and Sweden have all 

agreed to participate from the start of next year.  ［Ｄ］

How could other countries follow in Denmark’s footsteps?  “With small 

steps,” suggests Selberg.  She adds, “The food industry should look at what 

people eat and increase the use of whole grain options little by little.  

Sustainably!”

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　Not so much  🄑　Not to mention

🄒　Not least  🄓　Not only

（25）
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₂₂．According to the passage, which of the following is NOT true about food 

products made with whole grains?

🄐　They are good for us if eaten regularly as part of a daily diet.

🄑　They are more convenient to manufacture since they have no

additives.

🄒　They spoil more quickly than food with additives.

🄓　They have often been modified by food producers.

₂₃．According to the passage, the Copenhagen Restaurant started serving 

more dishes with whole grains because （　　　）.

🄐　it joined a movement to reduce the number of people who were

overweight

🄑　a railway company had joined a campaign to promote whole grains

🄒　it wanted to help make people feel full quicker

🄓　too many people were suffering from heart disease in Denmark

₂₄．According to the passage, to change a nation’s eating habits, the WGP 

program says it is essential （　　　）.

🄐　to get Danes to consume more than ₂₅g of whole grains a day

🄑　to add small amounts of whole grain flour to all bakery products

🄒　to make sure that whole grain products are always available

🄓　to add whole grains to cakes as they provide extra texture and

flavour

₂₅．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₅）?

🄐　admitted 🄑　expanded 🄒　coordinated 🄓　launched

08

8048_12_12EIG_M.indd   7 2025/11/10   16:28

281 / 687



8 ◇M12―2

₂₆．According to the passage, the newest event that the WGP program has 

conducted （　　　）.

🄐　involved eating whole grain dishes for dinner for a week

🄑　took place in cooperation with Germany, Japan, and Sweden

🄒　took place on National Whole Grain Day at the beginning of the year

🄓　involved community cooking activities in schools and other public

facilities

₂₇．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to place the following sentence:

Ｏｎˡｙ　₂₅㌫　ｏｆ　Ｄａｎｅｓ　ａｒｅ　ａʷａｒｅ　ｔʰａｔ　ʷʰｏˡｅ　ɡｒａｉｎｓ　ʰａｖｅ　ａ　ˡｏʷ　ｃａｒｂｏｎ　ｆｏｏｔｐｒｉｎｔ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Drumheller is a small town of about ₈,₀₀₀ people in Alberta, Canada.  

About ₃₀₀ km south of Edmonton, the town refers to itself as the “World 

Capital of Dinosaurs”.  That’s because it’s home to some of the most important 
＊fossil discoveries ever （　₂₈　）.  Here, dinosaur bones are so common that 

they are often seen sticking out of the earth.  The important findings are 

showcased in the Royal Tyrrell Museum, which annually （　₂₉　） more than 

₄₃₀,₀₀₀ people.  Dinosaur fossils were first found in Alberta by the Blackfoot 

First Nations people, who （　₃₀　） them not dinosaurs, but “grandfathers of 

the bison”, their most sacred animal.

“The reason this area is so rich （　₃₁　） dinosaur fossils is because ₇₅ 

million years ago it looked entirely different to the rocky landscape you see 

now,” said Dr. Jim Gardner, who works at the museum.  “It was once a wet 

and tropical coastal area with the ideal （　₃₂　） for life to develop.”  The area 

was also perfect for （　₃₃　） the dinosaurs’ bones after death.  One of the 

stars of the museum, the Tyrannosaurus Rex nicknamed “Black Beauty”, was 

found by chance when two schoolboys were fishing in the Crowsnest River.  

（　₃₄　） being only a young adult, Black Beauty’s skeleton is one of the most 

complete and important Tyrannosaurus Rex skeletons ever found.

Some ₃,₀₀₀ to ₅,₀₀₀ new fossils arrive at the museum every year, the 

largest of （　₃₅　） have to be transferred there by helicopter.  Surprisingly, 

less than ₁% of the museum’s three million fossils are on （　₃₆　）.  Many of 

the museum’s most significant fossils （　₃₇　） from Dinosaur Provincial Park, 

a UNESCO World Heritage site located ₁₇₀ km south-east of Drumheller.  

Nowhere else on Earth can （　₃₈　） with the number and quality of fossils at 

the museum, featuring more than ₅₀ dinosaur species, ₁₅₀ complete skeletons, 

and ₄₅₀ other organisms.

ＡⅢ
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According to Dr. Gardner, more than a century after the first fossil-

hunting expeditions （　₃₉　） in Alberta, the future of the Tyrrell Museum 

looks bright for two reasons.  First, the public’s fascination with dinosaurs 

shows no signs of （　₄₀　） with more and more tourists visiting every year.  

（　₄₁　）, Dr. Gardner’s research on dinosaur fossils at the museum has 

attracted international attention and provided important insights into the 

future.  “We live on a dynamic planet that （　₄₂　） experience extinction 

events every now and then,” he said.  “What happened to the dinosaurs should 

（　₄₃　） as a warning for us all.”
＊fossil = 化石

₂₈．🄐　had 🄑　made 🄒　done 🄓　been

₂₉．🄐　takes 🄑　visits 🄒　attracts 🄓　appeals

₃₀．🄐　considered  🄑　acknowledged

🄒　regarded  🄓　viewed

₃₁．🄐　of 🄑　in 🄒　to 🄓　on

₃₂．🄐　situations  🄑　arrangements

🄒　aspects  🄓　conditions

₃₃．🄐　preserving 🄑　retaining 🄒　containing 🄓　possessing

₃₄．🄐　Despite 🄑　Instead 🄒　Even 🄓　Yet

₃₅．🄐　what 🄑　which 🄒　that 🄓　whose

₃₆．🄐　display  🄑　demonstration

🄒　presentation  🄓　appearance

₃₇．🄐　commence 🄑　develop 🄒　originate 🄓　establish

₃₈．🄐　challenge 🄑　compete 🄒　contest 🄓　conflict

₃₉．🄐　made out 🄑　showed off 🄒　took place 🄓　got ahead

₄₀．🄐　reducing 🄑　losing 🄒　fading 🄓　shortening

₄₁．🄐　In addition  🄑　On the contrary

🄒　After all  🄓　As such

11
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11 ◇M12―2

₄₂．🄐　leads to  🄑　contributes to

🄒　turns to  🄓　tends to

₄₃．🄐　give 🄑　prepare 🄒　offer 🄓　serve

12
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（次のページへ続く）

13

8048_12_12EIG_M.indd   12 2025/11/10   16:28

286 / 687



13 ◇M12―2

以下の文章が完成するように，₄₄～₅₂ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

“The wave” （also known as “the Mexican wave”） is a common type of 

spectator action seen in packed stadiums or arenas during sports events.  It 

（　₄₄　） sections of people quickly standing up together, putting their hands 

in the air, and then sitting down again, one section after another in a 

continuous motion, much like an ocean wave.  The wave was first seen at 

sporting events around the United States （　₄₅　） the late ₁₉₇₀s.  However, it 

was televised matches in the ₁₉₈₆ FIFA World Cup in Mexico that （　₄₆　） it 

to a global audience and gave it the name the Mexican wave.

It is believed that the wave first （　₄₇　） at a National Hockey League 

game between the Colorado Rockies and Montreal Canadiens in Denver, on 

November ₁₅, ₁₉₇₉.  A fan named Krazy George Henderson says that the 

wave came about by accident （　₄₈　） he was leading his usual cheers.  The 

response （　₄₉　） one section of fans was delayed, leading to them jumping to 

their feet a few seconds later than the section beside them.  The result was a 

wave-like effect going around the arena that （　₅₀　） on video and quickly 

became popular at college football games around the US.

Most sports historians agree （　₅₁　） the wave began internationally 

during the ₁₉₈₆ FIFA World Cup.  Games were broadcast to a global 

audience, and the wave soon became popular worldwide.  English speakers 

outside of North America began to （　₅₂　） to it as the Mexican wave.  Since 

then, it has become a common celebration at sporting events around the 

world.

ＡⅣ
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₄₄．🄐　concerns 🄑　associates 🄒　relates 🄓　involves

₄₅．🄐　of 🄑　to 🄒　on 🄓　in

₄₆．🄐　brought 🄑　contributed 🄒　raised 🄓　created

₄₇．🄐　appeared 🄑　introduced 🄒　pioneered 🄓　invented

₄₈．🄐　through 🄑　during 🄒　as 🄓　among

₄₉．🄐　into 🄑　from 🄒　about 🄓　upon

₅₀．🄐　caught  🄑　had been catching

🄒　had caught  🄓　was caught

₅₁．🄐　with 🄑　to 🄒　that 🄓　on

₅₂．🄐　mention 🄑　acknowledge 🄒　comment 🄓　refer

15
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15 ◇M12―2

以下の文章が完成するように，₅₃～₆₂ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Jenny:　 Alex, you’re back!  How did your trip to Canada go?

Alex:  You wouldn’t believe it.  Everything went wrong.

Jenny:  Oh dear, how terrible.  What happened?

Alex:  First, my flight was （　₅₃　） for six hours, so I didn’t arrive until ₄ in 

the morning.  And then, （　₅₄　） arrival at the airport, I found out 

that my suitcase had gone missing!

Jenny:  Oh no, what did you do?

Alex:  Well, the airline managed to （　₅₅　） my missing suitcase.  

Apparently, it had been sent to Vancouver instead of Toronto, but 

they told me that it would （　₅₆　） the following morning and be 

taken to me at my hotel.

Jenny:  So, what about your clothes?

Alex:  Ah, well fortunately, I had packed （　₅₇　） of clothes in my carry-on 

luggage.  I always carry additional clothes with me （　₅₈　） 

emergencies.  Anyway, by the following morning I was feeling a little 

more relaxed about the whole （　₅₉　）.  The front desk called my 

room to （　₆₀　） me that my suitcase was in the lobby.

Jenny:  I guess you must have felt relieved, right?

Alex:  （　₆₁　）, but no!  It （　₆₂　） that even though it looked like mine, it 

wasn’t my suitcase at all.  They found my suitcase three days later.

Jenny:  Wow!  It sounds like you really had a hard time.

ＡⅤ
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16 ◇M12―2

₅₃．🄐　late 🄑　delayed 🄒　rescheduled 🄓　behind

₅₄．🄐　upon 🄑　in 🄒　with 🄓　from

₅₅．🄐　reveal 🄑　locate 🄒　determine 🄓　search

₅₆．🄐　come 🄑　deliver 🄒　send 🄓　bring

₅₇．🄐　a spare 🄑　a reserve 🄒　an extra 🄓　a change

₅₈．🄐　in place of 🄑　in case of 🄒　in order of 🄓　in spite of

₅₉．🄐　circumstance 🄑　condition 🄒　situation 🄓　position

₆₀．🄐　announce 🄑　report 🄒　inform 🄓　explain

₆₁．🄐　Not exactly  🄑　You would think so

🄒　You’re right  🄓　Yes, I was

₆₂．🄐　turned over 🄑　turned up 🄒　turned back 🄓　turned out

17
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以下の ₆₃～₆₇ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₃．Taking regular breaks can help you stay focused and avoid to feel 

overwhelmed, especially if you’re working on something complex for a 

long period of time.

₆₄．I’m certain that if we arrange to send this package by express mail, it will 

surely get in Sydney by Monday evening at the latest.

₆₅．The coffee had a slightly bitter taste to it, so Richard was pleased to the 

selection he had made and soon wanted a second cup.

₆₆．Not only she missed the bus to school the other day, but Yuki forgot her 

textbook as well when rushing out the door.  Once at school, she had to 

borrow her friend’s one.

₆₇．When Yuka first moved to Nagoya for college, she often would get lost on 

her way to campus.  It took her a while, but she finally got used to be 

taking trains every day.  At first, she did not understand where to change 

trains, but now she can do it without any trouble.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐 🄑

🄒

🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐

🄑 🄒

🄓

🄐

🄑

🄒

🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₈ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．問題のうち，その 1（ＡⅠ～Ⅲ）の解答はＡ解答紙のその 1の 1～43に記入して

ください。その 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の解答はＡ解答紙のその 2（リスニン

グ）の 49～74に記入してください。なお，44～48には何も記入しないでください。

₆．リスニング・テストは，₁₃ 時 ₃₀ 分頃一斉放送で行います。所要時間は ₂₅ 分程

度です。試験開始後，₁₃ ページにあるその 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の注意事

項を読んでおいてください。

₇．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₈．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

外国語学部（スペイン・ラテンアメリカ
ドイツ ） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．The teacher had asked for the students’ presentations （　　　） for 

tomorrow’s class.

🄐　have to be prepared 🄑　to be prepared

🄒　were prepared  🄓　will be prepared

₂．Julie （　　　） done more research so that she could have written a longer 

report.

🄐　must have  🄑　ought to

🄒　should have  🄓　supposed to

₃．At the end of the school year, Miss Byron （　　　） with a nice card by all 

her students.

🄐　presented  🄑　was presenting

🄒　had presented  🄓　was presented

₄．You can go to the beach （　　　） you’ve finished your homework.

🄐　except for 🄑　due to 🄒　as long as 🄓　only just

₅．South Mountain Company’s new policy requires that all employees 

（　　　） at the office by ₈ am.

🄐　to arrive 🄑　arrive 🄒　had arrived 🄓　will arrive

₆．My brother won the race （　　　） not training for a long time.

🄐　although 🄑　despite 🄒　because 🄓　except

₇．Emily seldom watches television, and （　　　） does her roommate.

🄐　neither 🄑　so 🄒　either 🄓　also

₈．Berlin is known （　　　） its historical landmarks and lively culture.

🄐　as 🄑　to 🄒　for 🄓　by

その 1
ＡⅠ
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₉．We enjoyed eating organic fruit and vegetables harvested （　　　） local 

farmers.

🄐　of 🄑　by 🄒　from 🄓　to

₁₀．Most people, particularly （　　　） in rural areas, are kind and willing to 

help someone in trouble.

🄐　whose 🄑　those 🄒　who 🄓　them

₁₁．The media has a significant （　　　） on public opinion.

🄐　control 🄑　power 🄒　influence 🄓　pressure

₁₂．Jamie was quick to express （　　　） for missing the family dinner after 

working late.

🄐　apology 🄑　excuse 🄒　regret 🄓　explanation

₁₃．Alfred didn’t （　　　） to talk for so long, but he ended up making a 

₃₀-minute speech.

🄐　predict 🄑　determine 🄒　assume 🄓　expect

₁₄．Sandra checked the milk and noticed the use-by date had already 

（　　　）.

🄐　passed 🄑　ended 🄒　completed 🄓　finished

₁₅．Anne-Marie （　　　） Danny that he was scheduled to visit the dentist at 

₂:₃₀ pm the following day.

🄐　recalled 🄑　reminded 🄒　remembered 🄓　repeated

₁₆．After weeks of practice, the cheerleaders finally （　　　） their 

performance.

🄐　progressed 🄑　achieved 🄒　advanced 🄓　improved

₁₇．Last week I received the results of my annual health check.  I have 

（　　　） to make healthier food choices in the future.

🄐　considered  🄑　resolved

🄒　recommended  🄓　prepared

₁₈．The government （　　　） a new law that banned smoking in public areas.

🄐　introduced 🄑　founded 🄒　decided 🄓　elected

03
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₁₉．Many people were （　　　） to the government’s plan to permanently 

close the library.

🄐　opposed 🄑　against 🄒　disappointed 🄓　disagreed

₂₀．Sue spoke so quickly that I couldn’t （　　　） what she was saying.

🄐　make do 🄑　make over 🄒　make up 🄓　make out

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

At the Copenhagen Restaurant in Denmark, chefs are busy preparing 

food for about a thousand employees at Danish State Railways.  （　₂₁　） does 

each dish look and taste wonderful, but whether it’s a fruit and oat smoothie 

for breakfast, rye pancakes with salmon, cream cheese, and avocado for lunch, 

or an afternoon treat such as a blueberry scone, each of these contains a 

healthy amount of whole grains.  ［Ａ］

Generally, a whole grain refers to the entire seed of a crop usually grown 

for food, such as wheat, rye, barley, oats, corn, and rice.  Food products made 

with these seeds― or whole grains― contain naturally-occurring vitamins, 

minerals, and other essential elements which are very beneficial for our health 

when consumed on a daily basis.  Unfortunately, many food producers who 

make use of these whole grains frequently strip away some of their 

components and replace them with other chemical ingredients to make the 

manufacturing process more convenient.  Although the resulting product will 

not expire as quickly in a cupboard or refrigerator because of these other 

elements introduced during manufacturing, these additives, or added 

ingredients, are rarely as good for our health if regularly consumed in our 

daily diet.

The reason for this special focus on whole grains at the Copenhagen 

Restaurant is that the railway company recently became part of a nationwide 

program, the Whole Grain Partnership （WGP）.  The program’s mission is to 

encourage people in Denmark to become healthier by consuming more 

products made using whole grains.  The movement also includes NGOs, such 

as the Danish Heart Foundation, and several food industry partners, such as 

bakers, food manufacturers, and supermarkets.  Seeing a great business 

ＡⅡ
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5 ◇M13―2

opportunity, the restaurant was all too happy to add small amounts of whole 

grain foods to its menu.  Natasha Selberg of the Danish Heart Association 

notes that eating whole grains can reduce the risk of heart disease and other 

illnesses.  Food made with whole grains also tends to make people feel full 

quicker than non-whole grain products, thus preventing overeating and weight 

gain.  Notably, Denmark has one of the lowest rates in Europe for being 

overweight.  To date, the WGP program has been remarkably motivating and 

successful.  When it began in ₂₀₀₈, Danes ate ₃₆g of whole grain products a 

day on average.  By ₂₀₁₉, they were eating ₈₂g, the highest consumption in 

Europe.  In contrast, the average Briton still consumes ₂₀g of whole grains a 

day, and one in five do not eat any whole grain food at all.  In the US, overall, 

just ₁₅% of food consumption comes from whole grain products although 

dietary guidelines recommend at least ₅₀%.  ［Ｂ］

Nevertheless, as Selberg observes, changing the eating habits of a whole 

country is challenging.  Although health considerations will make some choose 

whole grain food products, others will base their choice of food on taste, price, 

or what their children want to eat.  The WGP program thus aims to educate 

consumers regarding their food choices and to guarantee that demand for 

whole grain products can always be met.  Ready availability of these is the 

key element in this transformation so that Danes can make healthy choices 

when buying food.  Change can start in any number of ways.  For example, 

bakers have been encouraged to put small amounts of whole grain flour in all 

their products.  Most started with ₃% and have been gradually increasing the 

amount up to as much as ₉%.  Selberg notes that “We need to get the ₆% of 

Danes who eat fewer than ₂₅g of whole grains a day to eat more!”  Pastries, 

cakes, and biscuits are immensely popular: at Valsemøllen, a Danish bakery 

founded in ₁₈₉₉, Johan Shilowsen is making raisin and walnut buns with ₂₅% 

whole grains.  He says that adding whole grain flour to cakes is an easy way 

to increase people’s intake, and that it adds texture and flavour to pastries.  

06
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Most importantly for him, however, is that although whole grains are filling, 

they require far less water, land, or energy to produce than meat or dairy.  

［Ｃ］

The strategy of just adding a small amount of whole grains to everyday 

food items was a good start, and nowadays, a number of annual events are 

organized by the WGP to help raise public awareness of its goals.  On National 

Whole Grain Day every January, there are community cooking activities in 

schools, libraries, and hospitals.  There is also a Healthy Sandwich Week in 

June, a Breakfast Week in September, and, from last year, a Dinner Week in 

November.  Most Danes now consume more whole grains at breakfast and 

lunch but few do so in the evening, so campaigns are focused on having whole 

grain dishes for dinner.  The WGP is also spreading the goodness of whole 

grain beyond Denmark.  Selberg points out that the WGP is trying to increase 

whole grain consumption in Africa, and it has initiated several partnerships 

with government agencies overseas.  Germany, Japan, and Sweden have all 

agreed to participate from the start of next year.  ［Ｄ］

How could other countries follow in Denmark’s footsteps?  “With small 

steps,” suggests Selberg.  She adds, “The food industry should look at what 

people eat and increase the use of whole grain options little by little.  

Sustainably!”

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　Not so much  🄑　Not to mention

🄒　Not least  🄓　Not only

（25）
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₂₂．According to the passage, which of the following is NOT true about food 

products made with whole grains?

🄐　They are good for us if eaten regularly as part of a daily diet.

🄑　They are more convenient to manufacture since they have no

additives.

🄒　They spoil more quickly than food with additives.

🄓　They have often been modified by food producers.

₂₃．According to the passage, the Copenhagen Restaurant started serving 

more dishes with whole grains because （　　　）.

🄐　it joined a movement to reduce the number of people who were

overweight

🄑　a railway company had joined a campaign to promote whole grains

🄒　it wanted to help make people feel full quicker

🄓　too many people were suffering from heart disease in Denmark

₂₄．According to the passage, to change a nation’s eating habits, the WGP 

program says it is essential （　　　）.

🄐　to get Danes to consume more than ₂₅g of whole grains a day

🄑　to add small amounts of whole grain flour to all bakery products

🄒　to make sure that whole grain products are always available

🄓　to add whole grains to cakes as they provide extra texture and

flavour

₂₅．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₅）?

🄐　admitted 🄑　expanded 🄒　coordinated 🄓　launched

08

8048_13_13EIG_M.indd   7 2025/11/11   17:07

299 / 687



8 ◇M13―2

₂₆．According to the passage, the newest event that the WGP program has 

conducted （　　　）.

🄐　involved eating whole grain dishes for dinner for a week

🄑　took place in cooperation with Germany, Japan, and Sweden

🄒　took place on National Whole Grain Day at the beginning of the year

🄓　involved community cooking activities in schools and other public

facilities

₂₇．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to place the following sentence:

Ｏｎˡｙ　₂₅㌫　ｏｆ　Ｄａｎｅｓ　ａｒｅ　ａʷａｒｅ　ｔʰａｔ　ʷʰｏˡｅ　ɡｒａｉｎｓ　ʰａｖｅ　ａ　ˡｏʷ　ｃａｒｂｏｎ　ｆｏｏｔｐｒｉｎｔ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Drumheller is a small town of about ₈,₀₀₀ people in Alberta, Canada.  

About ₃₀₀ km south of Edmonton, the town refers to itself as the “World 

Capital of Dinosaurs”.  That’s because it’s home to some of the most important 
＊fossil discoveries ever （　₂₈　）.  Here, dinosaur bones are so common that 

they are often seen sticking out of the earth.  The important findings are 

showcased in the Royal Tyrrell Museum, which annually （　₂₉　） more than 

₄₃₀,₀₀₀ people.  Dinosaur fossils were first found in Alberta by the Blackfoot 

First Nations people, who （　₃₀　） them not dinosaurs, but “grandfathers of 

the bison”, their most sacred animal.

“The reason this area is so rich （　₃₁　） dinosaur fossils is because ₇₅ 

million years ago it looked entirely different to the rocky landscape you see 

now,” said Dr. Jim Gardner, who works at the museum.  “It was once a wet 

and tropical coastal area with the ideal （　₃₂　） for life to develop.”  The area 

was also perfect for （　₃₃　） the dinosaurs’ bones after death.  One of the 

stars of the museum, the Tyrannosaurus Rex nicknamed “Black Beauty”, was 

found by chance when two schoolboys were fishing in the Crowsnest River.  

（　₃₄　） being only a young adult, Black Beauty’s skeleton is one of the most 

complete and important Tyrannosaurus Rex skeletons ever found.

Some ₃,₀₀₀ to ₅,₀₀₀ new fossils arrive at the museum every year, the 

largest of （　₃₅　） have to be transferred there by helicopter.  Surprisingly, 

less than ₁% of the museum’s three million fossils are on （　₃₆　）.  Many of 

the museum’s most significant fossils （　₃₇　） from Dinosaur Provincial Park, 

a UNESCO World Heritage site located ₁₇₀ km south-east of Drumheller.  

Nowhere else on Earth can （　₃₈　） with the number and quality of fossils at 

the museum, featuring more than ₅₀ dinosaur species, ₁₅₀ complete skeletons, 

and ₄₅₀ other organisms.

ＡⅢ
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According to Dr. Gardner, more than a century after the first fossil-

hunting expeditions （　₃₉　） in Alberta, the future of the Tyrrell Museum 

looks bright for two reasons.  First, the public’s fascination with dinosaurs 

shows no signs of （　₄₀　） with more and more tourists visiting every year.  

（　₄₁　）, Dr. Gardner’s research on dinosaur fossils at the museum has 

attracted international attention and provided important insights into the 

future.  “We live on a dynamic planet that （　₄₂　） experience extinction 

events every now and then,” he said.  “What happened to the dinosaurs should 

（　₄₃　） as a warning for us all.”
＊fossil = 化石

₂₈．🄐　had 🄑　made 🄒　done 🄓　been

₂₉．🄐　takes 🄑　visits 🄒　attracts 🄓　appeals

₃₀．🄐　considered  🄑　acknowledged

🄒　regarded  🄓　viewed

₃₁．🄐　of 🄑　in 🄒　to 🄓　on

₃₂．🄐　situations  🄑　arrangements

🄒　aspects  🄓　conditions

₃₃．🄐　preserving 🄑　retaining 🄒　containing 🄓　possessing

₃₄．🄐　Despite 🄑　Instead 🄒　Even 🄓　Yet

₃₅．🄐　what 🄑　which 🄒　that 🄓　whose

₃₆．🄐　display  🄑　demonstration

🄒　presentation  🄓　appearance

₃₇．🄐　commence 🄑　develop 🄒　originate 🄓　establish

₃₈．🄐　challenge 🄑　compete 🄒　contest 🄓　conflict

₃₉．🄐　made out 🄑　showed off 🄒　took place 🄓　got ahead

₄₀．🄐　reducing 🄑　losing 🄒　fading 🄓　shortening

₄₁．🄐　In addition  🄑　On the contrary

🄒　After all  🄓　As such

11
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₄₂．🄐　leads to  🄑　contributes to

🄒　turns to  🄓　tends to

₄₃．🄐　give 🄑　prepare 🄒　offer 🄓　serve

12
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（次のページへ続く）
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リスニング・テスト　放送される英語を聞いて，₄₉～₇₄ のそれぞれについて

最も適切な答えを一つ選び，Ａ解答紙のその ₂（リスニング）に記入しなさい。問

題は🄐，🄑，🄒の ₃ 種類に分かれていて，全部で ₂₆ 問です。いずれの問題も一

度しか聞くことができません。問題を聞き終えたら，ただちに解答を記入しなさ

い。一問の解答時間は約 ₁₀ 秒です。問題冊子にメモを取るとよいでしょう。

🄐　Listening 1 〜 6（₄₉～₅₄）では，会話やアナウンスのあとに問題が続きます

ので，それに対する最も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。

Example

🄐　because she is always late

🄑　because the movie will start soon

🄒　because the busy roads may delay them

🄓　because the man will not wait any longer

Listening 1

₄₉．🄐　study French 🄑　make a survey

🄒　prepare slides 🄓　write a report

Listening 2

₅₀．🄐　$₆₀ 🄑　$₇₀ 🄒　$₈₀ 🄓　$₉₀

Listening 3

₅₁．🄐　in front of the whiteboard 🄑　at the back of the classroom

🄒　on the soccer field 🄓　by the front gate

その ₂
ＡⅣ

14

8048_13_13EIG_M.indd   13 2025/11/11   17:07

305 / 687



14 ◇M13―2

Listening 4

₅₂．🄐　play tennis  🄑　read a book

🄒　ride in the park 🄓　do some gardening

Listening 5

₅₃．🄐　a horror film  🄑　a superhero film

🄒　a comedy film 🄓　a documentary film

Listening 6

₅₄．🄐　Friday 🄑　Saturday 🄒　Sunday 🄓　Monday

15
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🄑　Listening 7 〜 8（₅₅～₆₁）では，英語を聞いて，印刷された問題に対する最

も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。なお，Listening 7には問

題が四つ，Listening 8には問題が三つあります。例題はありません。

Listening 7

₅₅．What is the woman currently focusing on?

🄐　showing tarantulas to the public

🄑　overcoming her fear of tarantulas

🄒　collecting tarantulas

🄓　protecting tarantulas

₅₆．According to the woman, what is the most profitable use of tarantulas 

for retailers?

🄐　selling them as pets

🄑　selling them for breeding purposes

🄒　selling them for medical research

🄓　selling them as souvenirs

₅₇．According to the woman, what is the biggest difficulty in protecting 

tarantula populations?

🄐　Tarantulas have frequently been catalogued incorrectly by

retailers.

🄑　Tarantulas’ diets and behavioral patterns are not well known to

scientists.

🄒　Female tarantulas reproduce late in life.

🄓　Tarantulas live in small, isolated habitats.

₅₈．Which country is no longer following regulations about tarantula 

trading?

🄐　The United States 🄑　Mexico

🄒　Costa Rica  🄓　South Africa

16
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Listening 8

₅₉．Why does Thomas say people in their ₂₀s and ₃₀s don’t do train 

modeling?

🄐　because it is too expensive

🄑　because they don’t have space

🄒　because it takes too much time to build

🄓　because they didn’t have train sets as children

₆₀．What’s happening in model railroading that excites Thomas?

🄐　that prices are becoming cheaper

🄑　that more modern train sets have been introduced

🄒　that things can be made with ₃D printers

🄓　that model railroading has become more global

₆₁．What does Thomas believe model railroading’s future will be like?

🄐　He thinks there will be fewer events.

🄑　He thinks people will be more creative in what they model.

🄒　He thinks manufacturers will use the same electronic system.

🄓　He thinks smaller train models will become more popular.

17
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🄒　Listening 9 〜10（₆₂～₇₄）では，英語を聞いて，それに対して，印刷された

各文の内容が正しければ🄐 TRUE を，正しくなければ🄑 FALSE を選びなさ

い。なお，Listening 9には問題が五つ，Listening 10には問題が八つありま

す。例題はありません。それぞれのリスニング問題について英語の指示文が流

れます。その ₂₀ 秒後にリスニング問題が始まるので，印刷されている問題に

目を通しておいてください。

Listening 9

You will hear a woman called Jacqui and a man called Chris talking about 

helping her move.  Look at the ₅ statements below.  Decide if each 

statement is TRUE or FALSE.  If it is TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, 

choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds to preview the questions.

₆₂．The woman is changing apartments.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₃．The woman can’t move the furniture next weekend.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₄．They agree to take the furniture to her new apartment on Saturday 

afternoon.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₅．The woman’s belongings will be moved in one trip.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₆．The woman offers to take the man out to dinner.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

18
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Listening 10

You will hear a woman named Pam and a man named Jim discussing 

candidates for an upcoming promotion at work.  Look at the ₈ statements 

below.  Decide if each statement is TRUE or FALSE.  If it is TRUE, 

choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds to

preview the questions.

₆₇．Jim has worked at the company longer than Dwight.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₈．Pam thinks Jim would be a good department manager.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₉．Jim already has some leadership experience.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₀．Jim has a better sales record than Pam.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₁．Pam is more comfortable working with numbers than with people.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₂．Kelly is widely respected at work.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₃．Pam is younger than Kelly.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₄．The company doesn’t promote young people to leadership positions.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

（以　下　余　白）
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₅ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 12 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

法学部（法律） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．If you found ¥₃₀,₀₀₀ on the street, what （　　　） you do?

🄐　did 🄑　do 🄒　would 🄓　will

₂．Yuki, （　　　） your baseball uniform since last weekend’s game?  It looks 

dirty.

🄐　will you wash  🄑　do you wash

🄒　are you washing 🄓　have you washed

₃．The author promised to deliver the final version of her book （　　　） six 

months.

🄐　during 🄑　by 🄒　within 🄓　until

₄．This is your captain speaking.  We regret to inform you that our 

departure from Amsterdam this evening will be delayed （　　　） about 

₁₅ minutes.

🄐　by 🄑　at 🄒　to 🄓　until

₅．I thought I saw Sonia’s phone on the desk, （　　　） the computer.

🄐　among 🄑　beside 🄒　next 🄓　close

₆．Maya’s English class has been canceled （　　　） a severe snow storm.

🄐　due to 🄑　because 🄒　as a result 🄓　while

₇．Had Clyde （　　　） the details of the contract, he might not have signed 

it so quickly.

🄐　understood  🄑　been understanding

🄒　to understand  🄓　been understood

₈．（　　　） measures have been taken to reduce CO₂ emissions in our city, 

they are still higher than expected.

🄐　Regardless 🄑　As 🄒　Despite 🄓　Although

ＡⅠ
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₉．Jimmy and I were locked out of our house because （　　　） of us had 

remembered to take our keys.

🄐　both 🄑　either 🄒　neither 🄓　none

₁₀．（　　　） that it’s going to rain tomorrow, we should postpone our 

camping trip until next weekend.

🄐　Considered  🄑　Being considered

🄒　Having been considered 🄓　Considering

₁₁．Our company manual （　　　） all the information you will need to know 

in order to do your job effectively.

🄐　instructs 🄑　guides 🄒　covers 🄓　deals

₁₂．The new ban on smoking inside most buildings is fair, but it’s almost 

impossible to （　　　） in every restaurant.

🄐　require 🄑　ensure 🄒　restrict 🄓　enforce

₁₃．Despite the difficulties, Tim was determined to （　　　） his goal of 

becoming a famous singer.

🄐　attempt 🄑　pursue 🄒　aim 🄓　struggle

₁₄．Wendy （　　　） her job and has decided to return to her hometown to be 

with her family.

🄐　fired 🄑　retired 🄒　dismissed 🄓　left

₁₅．（　　　） if I play a video on my tablet without headphones?

🄐　Does it disturb  🄑　Does it upset

🄒　Do you mind  🄓　Do you bother

₁₆．It is important for you to keep （　　　） your skills so that you do well in 

the next tennis tournament.

🄐　gaining 🄑　improving 🄒　preparing 🄓　motivating

₁₇．Jimmy needs to （　　　） more time to his job search because he will 

graduate from university soon.

🄐　dedicate 🄑　spend 🄒　concentrate 🄓　focus

03
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₁₈．The teacher repeatedly （　　　） the students to submit their assignments 

before the deadline.

🄐　mentioned 🄑　reminded 🄒　suggested 🄓　insisted

₁₉．The university’s attendance policy is designed to （　　　） students from 

being late to class.

🄐　discourage 🄑　avoid 🄒　refuse 🄓　reject

₂₀．Roger was （　　　） for the mess even though he had not been in the 

kitchen that day.

🄐　accused 🄑　blamed 🄒　doubted 🄓　suspected

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

When it comes to climate change, I often ask myself: Does it really help if 

we change our own behaviors to be more eco-friendly, or is it not that 

important?  Many experts think that if we focus too much on what actions 

each person should take, it puts too much pressure on ordinary people instead 

of on corporations and government policies.  Over time, we might get tired 

and lose motivation from handling all these small tasks.  Yet, according to 

environmentalist Heather White, author of ₆₀　Ｄａｙｓ　ｔｏ　ａ　ɢｒｅｅｎｅｒ　ʟｉｆｅ:　Ｅａｓｅ　

Ｅｃｏ︲ａｎｘｉｅｔｙ　Ｔʰｒｏｕɡʰ　Ｊｏｙｆｕˡ　Ｄａｉˡｙ　Ａｃｔｉｏｎ, that’s （　₂₁　） what has to happen.  

“Individual action drives culture change, and without culture change, what 

others decide for us will not work.  But when a person develops their own 

daily practices aimed at sustainability, it can help ease their own anxiety about 

whether or not they are doing their best for the future,” says White.  ［Ａ］

White’s book comprises ₆₀ short essays with ideas for living a greener, 

more sustainable life.  Each one includes activities as well as journal prompts 

to help us think about how our actions can make a better future in the face of 

climate change.  She dedicates some of her book to practical tips, like how to 

choose greener household cleaning products, but mainly it’s about teaching 

regular people to become better at making choices and figuring out how they 

can best contribute to the fight against climate change.  “A lot of people think 

that being sustainable means we have to let go of many of the things we 

enjoy.  Sure, if you live your life more intentionally, you’re going to have to 

make some decisions―maybe reduce your impact on the environment by not 

having as much stuff.  But making efforts to learn new things and preserving 

nature can actually lead to a more joyful, more fulfilling life.”  After talking 

with White, I decided to test out some of the advice she provides in her book.

ＡⅡ
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White’s first tip encourages readers to find their climate ‘why’, as in the 

reason they want to live more sustainably, so that they each take steps to be 

more eco-friendly in their daily life.  For her, it’s the notion of “being a good 

ancestor”.  White reflects on how women like her grandmother and historical 

activists secured the right to vote and created educational opportunities that 

had never previously existed for women.  Because she saw how those 

generations could change the way people thought about human rights and 

how to live in a fair and responsible way, White feels hopeful about the 

possibility of people acting individually to bring about important changes once 

again.  As for me, my climate ‘why’ is that I believe it’s wrong to destroy our 

planet in search of growth and profit.  For one thing, our planet is a precious 

life source, but companies are already using too many of our natural resources 

in a way that cannot continue.  Generating economic growth and making profit 

are concepts that people have created to organize and run society, so we can 

also choose to move away from them.  ［Ｂ］

The next tip of White’s that I selected was to try picturing my ideal ₂₀₃₀.  

White says that if we think about our place in a far-off time in the future, we 

can’t help but think about what the world will and will not be like.  Well, in 

my ideal ₂₀₃₀, governments focus less on economic growth and profit and 

more on reducing poverty, cutting greenhouse emissions, and improving 

health and education.  Renewable energy has replaced coal and oil.  

Governments enforce stronger protections for land and water resources, and 

companies follow eco-friendly practices and act more responsibly to the 

environment.  People have achieved a balanced work-life routine, shop less, 

and spend more time on their own development by learning skills and living 

healthier.

The third tip White introduces is the concept of rewilding nature as a 

climate change solution.  Healthy, species-diverse habitats like forests, 

grasslands, and wetlands absorb more carbon dioxide from the atmosphere 
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than they release, so protecting and helping them grow back can have a global 

impact on climate change.  And White is not alone in backing this proposal.  

Conservationist Kristine Tompkins is campaigning for large-scale rewilding, 

referring to the restoration of damaged ecosystems to their original state 

before human intervention exploited their natural resources.  Over the last 

three decades, Tompkins and her colleagues have accomplished large-scale 

rewilding projects in South America, focusing on restoring key plant and 

animal species in almost ₁₅ million acres of parkland across Argentina and 

Chile.  Motivated by this notion, I took a trip to a local native plant nursery 

with my mom, where we selected some native plants that should grow well in 

her garden and support wildlife.  I also picked up flowers and herbs I could 

plant in boxes on my balcony so as to attract birds, bees, and insects.  ［Ｃ］

White acknowledges that trying to save the planet is an often 

overwhelming task, with even the simple question “Where do I start?” more 

complex than first thought.  So, the fourth tip is this: go outside and take joy 

in the beautiful nature all around us.  Now this one is my favorite because 

being in nature has always been my favorite way to reduce my stress and 

relax.  Spring has arrived where I live on the west coast of Canada, and when 

I take walks through the forest by the ocean, I see such incredible plants and 

wildlife.  These walks inspire me to document it all, to take pictures of every 

new thing I see, and record it all in my journal.  “Appreciate the planet and all 

the joy that nature provides,” writes White.  I’m thankful that my 

surroundings offer a richness of natural beauty, but as I continue my walk I 

start to get angry thinking about how the forest’s ancient trees are being 

logged and the fact that my province allows cruise ships to dump toxic 

wastewater as they sail along our coast.  Spending time outdoors has inspired 

people to become activists for environmental change.  After my walk, I do feel 

refreshed and inspired by nature and its power.  Am I to become an activist?  

［Ｄ］
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White’s eco-friendly suggestions may seem small, but they offer a way to 

turn climate anxiety into action.  Her final message― that it is about progress, 

not perfection― reminds me that we don’t need to fix everything at once.  

Even simple daily choices can help us feel more hopeful, more in control, and 

more connected to something bigger.  For me, taking action― no matter how 

small― has become a way to calm my fears, stay focused, and be more 

hopeful about the kind of future I want to help create.

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　extremely 🄑　purposely 🄒　correctly 🄓　precisely

₂₂．According to the passage, a common misunderstanding about sustainable 

living is that people have to （　　　）.

🄐　choose greener household products

🄑　learn ways to preserve nature

🄒　give up most things they enjoy

🄓　take action to help fight climate change

₂₃．According to the passage, what change is White hopeful for?

🄐　That economic systems based on growth and profit will eventually be

replaced.

🄑　That future generations will bring about changes in human rights.

🄒　That people will take individual action to inspire others to live

sustainable, eco-friendly lives.

🄓　That companies will stop using natural resources at an unsustainable

rate.
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₂₄．According to the passage, what is NOT a feature of the writer’s ideal 

₂₀₃₀?

🄐　Governments would help people escape poverty.

🄑　Businesses would take greater responsibility for the impact of their

operations.

🄒　People would spend more time on personal growth.

🄓　Individuals make efforts to reduce the amount of water they use.

₂₅．According to the passage, White says that rewilding is important because 

（　　　）.

🄐　restored ecosystems take in more carbon dioxide than they release

🄑　humans will then use fewer natural resources for development

🄒　important plant and animal species can be brought back

🄓　people will be motivated to grow plants native to their environment

₂₆．According to the passage, what does the fourth tip suggest we do?

🄐　reconnect with nature

🄑　reduce our stress

🄒　take photos and keep a journal

🄓　become an environmentalist

₂₇．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

ɪｔ　ʷａｓ　ｔʰｅ　ｆｉｒｓｔ　ｔｉⅿｅ　ɪ　ｔｒｕˡｙ　ｒｅａˡｉｚｅｄ　ʰｏʷ　ｐｅｒｓｏｎａˡ　ｔʰａｔ　ｅｎｖｉｒｏｎⅿｅｎｔａˡ　ａｃｔｉｏｎ　

ｃａｎ　ｂｅ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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9 ◇M14―2

以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The search for the perfect diet to stay healthy and young has spanned 

centuries and continents.  Recently, this hunt has （　₂₈　） the diet of people 

in Okinawa.  On these islands, inhabitants （　₂₉　） the longest life expectancy 

of anyone on Earth.

（　₃₀　） the rest of Asia, the main food in the traditional Okinawan diet is 

not rice, but the sweet potato.  Okinawans eat an abundance of vegetables and 

fruit, such as ɡｏｙａ, and various soy products.  （　₃₁　） they do eat pork, fish, 

and other meats, these are typically a small part of their overall consumption.

Researchers from a group called the Okinawa Centenarian Study have 

been （　₃₂　） the health of the ageing population in Okinawa since ₁₉₇₅.  

（　₃₃　） suffering a lengthy decline, elderly Okinawans appear to have 

delayed many of the usual effects of ageing, with almost two thirds living 

independently until the age of ₉₇.  This remarkable health is （　₃₄　） in many 

of Okinawa’s oldest residents, who have far lower rates of cancer, diabetes, 

and dementia than other ageing populations.

One of the most exciting factors that has caught scientists’ attention is the 

high ratio of carbohydrates to protein in the traditional Okinawan diet― with 

the sweet potato （　₃₅　） the source of most of their calories.  （　₃₆　）, 

scientists have discovered a ₁₀-to-₁ ratio of carbohydrates to proteins in this 

diet, which they have labeled the “Okinawan Ratio.”  According to study 

findings, a low-protein, high-carbohydrate diet （　₃₇　） various responses in 

the body that protect people from many age-related diseases.  Scientists have 

concluded that the Okinawan Ratio may provide the best dietary balance for 

our health.  （　₃₈　）, the “Okinawan Ratio is quite the opposite of current 

popular diets that promote a high-protein, low-carbohydrate diet,” says 

Samantha Solon-Biet, who researches nutrition and ageing at the University of 

ＡⅢ

10
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Sydney.

So, should we all start （　₃₉　） the traditional Okinawan diet?  Not quite.  

One study showed strong （　₄₀　） that a low-protein diet may limit bodily 

damage up to the age of ₆₅, but the body may then profit from an increase in 

protein after that point.  Another study discovered that the relative merits of 

protein and carbohydrates may （　₄₁　） the protein’s source.  A diet higher 

in plant-based protein appears to be better than a diet rich in meat or dairy, 

（　₄₂　）.  While it may not be perfect, following the traditional Okinawan diet 

just might （　₄₃　） your life.

₂₈．🄐　based on  🄑　researched on

🄒　founded on  🄓　centered on

₂₉．🄐　continue 🄑　succeed 🄒　benefit 🄓　enjoy

₃₀．🄐　Aside 🄑　Unlike 🄒　Besides 🄓　Contrary

₃₁．🄐　As 🄑　Since 🄒　Although 🄓　Including

₃₂．🄐　searching 🄑　investigating 🄒　inquiring 🄓　finding

₃₃．🄐　Rather than  🄑　In favor of

🄒　Except for  🄓　Alternatively

₃₄．🄐　found 🄑　continued 🄒　watched 🄓　accustomed

₃₅．🄐　for 🄑　to 🄒　on 🄓　as

₃₆．🄐　Likewise  🄑　In other words

🄒　In fact  🄓　As a rule

₃₇．🄐　sets upon 🄑　sets off 🄒　sets apart 🄓　sets out

₃₈．🄐　Besides 🄑　For example 🄒　Nonetheless 🄓　Thus

₃₉．🄐　conforming 🄑　adopting 🄒　realizing 🄓　focusing

₄₀．🄐　possibility 🄑　example 🄒　evidence 🄓　benefit

₄₁．🄐　link on 🄑　concern on 🄒　determine on 🄓　depend on

₄₂．🄐　for instance 🄑　consequently 🄒　then 🄓　as well

₄₃．🄐　broaden 🄑　appreciate 🄒　extend 🄓　expand

11
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以下の文章が完成するように，₄₄～₅₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

We often think of goldfish as pets in people’s homes.  Recently, however, 

goldfish measuring more than ₃₀ cm are （　₄₄　） a common sight in 

freshwater lakes across North America.  Careless pet owners are to （　₄₅　）, 

experts say.

In a recent Instagram post, teacher and fisher Mike Loughran （　₄₆　） 

his followers that he almost fell off his kayak the first time he saw a giant 

goldfish.  Loughran has caught roughly ₁₀ of the giant fish on Lake Erie.  “It’s 

crazy to see something that big when, growing up, you go to the fair and you 

get a little goldfish in a bag.  （　₄₇　）, you’re then seeing one ₄₀ cm long in 

the wild,” says Loughran.

It’s not only that they’re big, （　₄₈　）.  The goldfish population explosion 

has had a negative （　₄₉　） on aquatic ecosystems and native species.  “There 

are literally millions of goldfish in the Great Lakes, （　₅₀　） tens of millions,” 

suggests Dr. Nicholas Mandrak, a professor of biological sciences at the 

University of Toronto.  A recent study in the Ｊｏｕｒｎａˡ　ｏｆ　ɢｒｅａｔ　ʟａｋｅｓ　ʀｅｓｅａｒｃʰ 

found that goldfish have the potential to swim greater distances than had been 

（　₅₁　）, which could result in them invading other areas.

Goldfish are better known for living in fishbowls in children’s bedrooms, 

so how have we （　₅₂　） a point where they are now having a negative effect 

on lakes?  Experts suggest it’s （　₅₃　） human error.  Mandrak says, “They 

are just people’s pets that have been released into local lakes and rivers and 

they keep growing, as long as they have food, so steps need to be taken to 

stop this from happening.”

ＡⅣ
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₄₄．🄐　being 🄑　making 🄒　becoming 🄓　getting

₄₅．🄐　blame 🄑　responsibility 🄒　fault 🄓　cause

₄₆．🄐　mentioned 🄑　spoke 🄒　told 🄓　said

₄₇．🄐　Without a doubt 🄑　All of a sudden

🄒　Above all  🄓　As a result

₄₈．🄐　further 🄑　likewise 🄒　also 🄓　either

₄₉．🄐　trouble 🄑　impact 🄒　bother 🄓　harm

₅₀．🄐　if not 🄑　if so 🄒　if only 🄓　if at all

₅₁．🄐　learned 🄑　anticipated 🄒　viewed 🄓　regarded

₅₂．🄐　arrived 🄑　come 🄒　gotten 🄓　reached

₅₃．🄐　because of 🄑　so that 🄒　thanks for 🄓　in case

13

8048_14_14EIG_M.indd   12 2025/12/05   12:16

323 / 687



13 ◇M14―2

以下の文章が完成するように，₅₄～₆₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

James:  Do you have a minute?  I’ve been thinking about Brad’s birthday.

Moriah:　 Sure, what’s on your mind?

James:  Well, his party is only a few weeks （　₅₄　）, and we need to finish 

the preparations.  I’ve already bought him two small gifts, and I’m 

not sure （　₅₅　） we should get him.

Moriah:  Hmm.  What have you gotten him （　₅₆　）?

James:  A Lego set and a book about dinosaurs.  The book is for educational 

（　₅₇　）, but the Lego set is just for fun.

Moriah:  Oh, he’ll love both of those.  But do you think three presents might 

be too many?  He’s only （　₅₈　） five years old.

James:  Maybe, but I had to order the book online and I just got a notice 

that the delivery has been （　₅₉　）, and it won’t arrive until after 

his birthday.

Moriah:  Well, I was thinking of getting him a kite, a foam glider, or some 

other outdoor toy.  Something to （　₆₀　） him busy at the park.

James:  Good idea.  He and his friends could use it at the party, as long as 

he’s willing to share it （　₆₁　） them.

Moriah:  He’s quite good at doing that now.  Anyway, he’ll be happy just to 

see his friends at the party.  I’m sure he’s not （　₆₂　） a lot of 

presents.

James:  Okay, I’ll wrap what I’ve already got tonight, and can you （　₆₃　） 

a cake from the cake shop’s menu?  I’ll order it closer to the date.

Moriah:  Sure.  He’s going to be so happy.

ＡⅤ
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₅₄．🄐　away 🄑　beyond 🄒　later 🄓　apart

₅₅．🄐　besides that  🄑　what else

🄒　any other  🄓　something more

₅₆．🄐　so far 🄑　even now 🄒　until then 🄓　as yet

₅₇．🄐　intentions 🄑　aims 🄒　purposes 🄓　points

₅₈．🄐　turning 🄑　making 🄒　getting 🄓　coming

₅₉．🄐　canceled 🄑　overdue 🄒　late 🄓　delayed

₆₀．🄐　let 🄑　keep 🄒　spend 🄓　hold

₆₁．🄐　with 🄑　to 🄒　at 🄓　for

₆₂．🄐　hoping 🄑　expecting 🄒　waiting 🄓　thinking

₆₃．🄐　pick over 🄑　pick off 🄒　pick out 🄓　pick up

15
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以下の ₆₄～₆₈ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₄．The majority of instructors at our school have completed training courses 

in teaching and have experienced in various countries around the world.

₆₅．Given the high number of applicants every year, many students struggle 

qualifying for scholarships at our school and are then forced into finding 

other way to fund their education.

₆₆．When the school principal spoke with the students, his voice was quiet 

and flat, that Arisa had trouble following what he was saying.  She soon 

found herself thinking of other things.

₆₇．The new book that I bought it with my gift card from grandma was 

cheaper than expected.  So, that means I have money remaining to buy 

another one when I’m finished.

₆₈．Containing ₁₀₂ cards, the first set of Pokémon cards released in ₁₉₉₆.  By 

₁₉₉₉, the popularity of the trading card game had boomed, and it is now 

estimated that more than ₃₀ billion cards have been printed.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐

🄑 🄒

🄓

🄐

🄑 🄒

🄓

🄐

🄑 🄒 🄓

🄐 🄑

🄒 🄓
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₆ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．問題のうち，その 1（ＡⅠ～Ⅲ）の解答はＡ解答紙のその 1の 1～43に記入して

ください。その 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の解答はＡ解答紙のその 2（リスニン

グ）の 49～74に記入してください。なお，44～48には何も記入しないでください。

₆．リスニング・テストは，₁₅ 時 ₂₀ 分頃一斉放送で行います。所要時間は ₂₅ 分程

度です。試験開始後，₁₁ ページにあるその 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の注意事

項を読んでおいてください。

₇．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₈．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 12 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

国際教養学部（国際教養） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．If you found ¥₃₀,₀₀₀ on the street, what （　　　） you do?

🄐　did 🄑　do 🄒　would 🄓　will

₂．Yuki, （　　　） your baseball uniform since last weekend’s game?  It looks 

dirty.

🄐　will you wash  🄑　do you wash

🄒　are you washing 🄓　have you washed

₃．The author promised to deliver the final version of her book （　　　） six 

months.

🄐　during 🄑　by 🄒　within 🄓　until

₄．This is your captain speaking.  We regret to inform you that our 

departure from Amsterdam this evening will be delayed （　　　） about 

₁₅ minutes.

🄐　by 🄑　at 🄒　to 🄓　until

₅．I thought I saw Sonia’s phone on the desk, （　　　） the computer.

🄐　among 🄑　beside 🄒　next 🄓　close

₆．Maya’s English class has been canceled （　　　） a severe snow storm.

🄐　due to 🄑　because 🄒　as a result 🄓　while

₇．Had Clyde （　　　） the details of the contract, he might not have signed 

it so quickly.

🄐　understood  🄑　been understanding

🄒　to understand  🄓　been understood

₈．（　　　） measures have been taken to reduce CO₂ emissions in our city, 

they are still higher than expected.

🄐　Regardless 🄑　As 🄒　Despite 🄓　Although

その 1
ＡⅠ
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₉．Jimmy and I were locked out of our house because （　　　） of us had 

remembered to take our keys.

🄐　both 🄑　either 🄒　neither 🄓　none

₁₀．（　　　） that it’s going to rain tomorrow, we should postpone our 

camping trip until next weekend.

🄐　Considered  🄑　Being considered

🄒　Having been considered 🄓　Considering

₁₁．Our company manual （　　　） all the information you will need to know 

in order to do your job effectively.

🄐　instructs 🄑　guides 🄒　covers 🄓　deals

₁₂．The new ban on smoking inside most buildings is fair, but it’s almost 

impossible to （　　　） in every restaurant.

🄐　require 🄑　ensure 🄒　restrict 🄓　enforce

₁₃．Despite the difficulties, Tim was determined to （　　　） his goal of 

becoming a famous singer.

🄐　attempt 🄑　pursue 🄒　aim 🄓　struggle

₁₄．Wendy （　　　） her job and has decided to return to her hometown to be 

with her family.

🄐　fired 🄑　retired 🄒　dismissed 🄓　left

₁₅．（　　　） if I play a video on my tablet without headphones?

🄐　Does it disturb  🄑　Does it upset

🄒　Do you mind  🄓　Do you bother

₁₆．It is important for you to keep （　　　） your skills so that you do well in 

the next tennis tournament.

🄐　gaining 🄑　improving 🄒　preparing 🄓　motivating

₁₇．Jimmy needs to （　　　） more time to his job search because he will 

graduate from university soon.

🄐　dedicate 🄑　spend 🄒　concentrate 🄓　focus

03
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₁₈．The teacher repeatedly （　　　） the students to submit their assignments 

before the deadline.

🄐　mentioned 🄑　reminded 🄒　suggested 🄓　insisted

₁₉．The university’s attendance policy is designed to （　　　） students from 

being late to class.

🄐　discourage 🄑　avoid 🄒　refuse 🄓　reject

₂₀．Roger was （　　　） for the mess even though he had not been in the 

kitchen that day.

🄐　accused 🄑　blamed 🄒　doubted 🄓　suspected

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₇ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

When it comes to climate change, I often ask myself: Does it really help if 

we change our own behaviors to be more eco-friendly, or is it not that 

important?  Many experts think that if we focus too much on what actions 

each person should take, it puts too much pressure on ordinary people instead 

of on corporations and government policies.  Over time, we might get tired 

and lose motivation from handling all these small tasks.  Yet, according to 

environmentalist Heather White, author of ₆₀　Ｄａｙｓ　ｔｏ　ａ　ɢｒｅｅｎｅｒ　ʟｉｆｅ:　Ｅａｓｅ　

Ｅｃｏ︲ａｎｘｉｅｔｙ　Ｔʰｒｏｕɡʰ　Ｊｏｙｆｕˡ　Ｄａｉˡｙ　Ａｃｔｉｏｎ, that’s （　₂₁　） what has to happen.  

“Individual action drives culture change, and without culture change, what 

others decide for us will not work.  But when a person develops their own 

daily practices aimed at sustainability, it can help ease their own anxiety about 

whether or not they are doing their best for the future,” says White.  ［Ａ］

White’s book comprises ₆₀ short essays with ideas for living a greener, 

more sustainable life.  Each one includes activities as well as journal prompts 

to help us think about how our actions can make a better future in the face of 

climate change.  She dedicates some of her book to practical tips, like how to 

choose greener household cleaning products, but mainly it’s about teaching 

regular people to become better at making choices and figuring out how they 

can best contribute to the fight against climate change.  “A lot of people think 

that being sustainable means we have to let go of many of the things we 

enjoy.  Sure, if you live your life more intentionally, you’re going to have to 

make some decisions―maybe reduce your impact on the environment by not 

having as much stuff.  But making efforts to learn new things and preserving 

nature can actually lead to a more joyful, more fulfilling life.”  After talking 

with White, I decided to test out some of the advice she provides in her book.

ＡⅡ
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White’s first tip encourages readers to find their climate ‘why’, as in the 

reason they want to live more sustainably, so that they each take steps to be 

more eco-friendly in their daily life.  For her, it’s the notion of “being a good 

ancestor”.  White reflects on how women like her grandmother and historical 

activists secured the right to vote and created educational opportunities that 

had never previously existed for women.  Because she saw how those 

generations could change the way people thought about human rights and 

how to live in a fair and responsible way, White feels hopeful about the 

possibility of people acting individually to bring about important changes once 

again.  As for me, my climate ‘why’ is that I believe it’s wrong to destroy our 

planet in search of growth and profit.  For one thing, our planet is a precious 

life source, but companies are already using too many of our natural resources 

in a way that cannot continue.  Generating economic growth and making profit 

are concepts that people have created to organize and run society, so we can 

also choose to move away from them.  ［Ｂ］

The next tip of White’s that I selected was to try picturing my ideal ₂₀₃₀.  

White says that if we think about our place in a far-off time in the future, we 

can’t help but think about what the world will and will not be like.  Well, in 

my ideal ₂₀₃₀, governments focus less on economic growth and profit and 

more on reducing poverty, cutting greenhouse emissions, and improving 

health and education.  Renewable energy has replaced coal and oil.  

Governments enforce stronger protections for land and water resources, and 

companies follow eco-friendly practices and act more responsibly to the 

environment.  People have achieved a balanced work-life routine, shop less, 

and spend more time on their own development by learning skills and living 

healthier.

The third tip White introduces is the concept of rewilding nature as a 

climate change solution.  Healthy, species-diverse habitats like forests, 

grasslands, and wetlands absorb more carbon dioxide from the atmosphere 

06
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than they release, so protecting and helping them grow back can have a global 

impact on climate change.  And White is not alone in backing this proposal.  

Conservationist Kristine Tompkins is campaigning for large-scale rewilding, 

referring to the restoration of damaged ecosystems to their original state 

before human intervention exploited their natural resources.  Over the last 

three decades, Tompkins and her colleagues have accomplished large-scale 

rewilding projects in South America, focusing on restoring key plant and 

animal species in almost ₁₅ million acres of parkland across Argentina and 

Chile.  Motivated by this notion, I took a trip to a local native plant nursery 

with my mom, where we selected some native plants that should grow well in 

her garden and support wildlife.  I also picked up flowers and herbs I could 

plant in boxes on my balcony so as to attract birds, bees, and insects.  ［Ｃ］

White acknowledges that trying to save the planet is an often 

overwhelming task, with even the simple question “Where do I start?” more 

complex than first thought.  So, the fourth tip is this: go outside and take joy 

in the beautiful nature all around us.  Now this one is my favorite because 

being in nature has always been my favorite way to reduce my stress and 

relax.  Spring has arrived where I live on the west coast of Canada, and when 

I take walks through the forest by the ocean, I see such incredible plants and 

wildlife.  These walks inspire me to document it all, to take pictures of every 

new thing I see, and record it all in my journal.  “Appreciate the planet and all 

the joy that nature provides,” writes White.  I’m thankful that my 

surroundings offer a richness of natural beauty, but as I continue my walk I 

start to get angry thinking about how the forest’s ancient trees are being 

logged and the fact that my province allows cruise ships to dump toxic 

wastewater as they sail along our coast.  Spending time outdoors has inspired 

people to become activists for environmental change.  After my walk, I do feel 

refreshed and inspired by nature and its power.  Am I to become an activist?  

［Ｄ］
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White’s eco-friendly suggestions may seem small, but they offer a way to 

turn climate anxiety into action.  Her final message― that it is about progress, 

not perfection― reminds me that we don’t need to fix everything at once.  

Even simple daily choices can help us feel more hopeful, more in control, and 

more connected to something bigger.  For me, taking action― no matter how 

small― has become a way to calm my fears, stay focused, and be more 

hopeful about the kind of future I want to help create.

₂₁．Which of the following best fits in （　₂₁　）?

🄐　extremely 🄑　purposely 🄒　correctly 🄓　precisely

₂₂．According to the passage, a common misunderstanding about sustainable 

living is that people have to （　　　）.

🄐　choose greener household products

🄑　learn ways to preserve nature

🄒　give up most things they enjoy

🄓　take action to help fight climate change

₂₃．According to the passage, what change is White hopeful for?

🄐　That economic systems based on growth and profit will eventually be

replaced.

🄑　That future generations will bring about changes in human rights.

🄒　That people will take individual action to inspire others to live

sustainable, eco-friendly lives.

🄓　That companies will stop using natural resources at an unsustainable

rate.

08
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₂₄．According to the passage, what is NOT a feature of the writer’s ideal 

₂₀₃₀?

🄐　Governments would help people escape poverty.

🄑　Businesses would take greater responsibility for the impact of their

operations.

🄒　People would spend more time on personal growth.

🄓　Individuals make efforts to reduce the amount of water they use.

₂₅．According to the passage, White says that rewilding is important because 

（　　　）.

🄐　restored ecosystems take in more carbon dioxide than they release

🄑　humans will then use fewer natural resources for development

🄒　important plant and animal species can be brought back

🄓　people will be motivated to grow plants native to their environment

₂₆．According to the passage, what does the fourth tip suggest we do?

🄐　reconnect with nature

🄑　reduce our stress

🄒　take photos and keep a journal

🄓　become an environmentalist

₂₇．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

ɪｔ　ʷａｓ　ｔʰｅ　ｆｉｒｓｔ　ｔｉⅿｅ　ɪ　ｔｒｕˡｙ　ｒｅａˡｉｚｅｄ　ʰｏʷ　ｐｅｒｓｏｎａˡ　ｔʰａｔ　ｅｎｖｉｒｏｎⅿｅｎｔａˡ　ａｃｔｉｏｎ　

ｃａｎ　ｂｅ.

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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以下の文章が完成するように，₂₈～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

The search for the perfect diet to stay healthy and young has spanned 

centuries and continents.  Recently, this hunt has （　₂₈　） the diet of people 

in Okinawa.  On these islands, inhabitants （　₂₉　） the longest life expectancy 

of anyone on Earth.

（　₃₀　） the rest of Asia, the main food in the traditional Okinawan diet is 

not rice, but the sweet potato.  Okinawans eat an abundance of vegetables and 

fruit, such as ɡｏｙａ, and various soy products.  （　₃₁　） they do eat pork, fish, 

and other meats, these are typically a small part of their overall consumption.

Researchers from a group called the Okinawa Centenarian Study have 

been （　₃₂　） the health of the ageing population in Okinawa since ₁₉₇₅.  

（　₃₃　） suffering a lengthy decline, elderly Okinawans appear to have 

delayed many of the usual effects of ageing, with almost two thirds living 

independently until the age of ₉₇.  This remarkable health is （　₃₄　） in many 

of Okinawa’s oldest residents, who have far lower rates of cancer, diabetes, 

and dementia than other ageing populations.

One of the most exciting factors that has caught scientists’ attention is the 

high ratio of carbohydrates to protein in the traditional Okinawan diet― with 

the sweet potato （　₃₅　） the source of most of their calories.  （　₃₆　）, 

scientists have discovered a ₁₀-to-₁ ratio of carbohydrates to proteins in this 

diet, which they have labeled the “Okinawan Ratio.”  According to study 

findings, a low-protein, high-carbohydrate diet （　₃₇　） various responses in 

the body that protect people from many age-related diseases.  Scientists have 

concluded that the Okinawan Ratio may provide the best dietary balance for 

our health.  （　₃₈　）, the “Okinawan Ratio is quite the opposite of current 

popular diets that promote a high-protein, low-carbohydrate diet,” says 

Samantha Solon-Biet, who researches nutrition and ageing at the University of 

ＡⅢ
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Sydney.

So, should we all start （　₃₉　） the traditional Okinawan diet?  Not quite.  

One study showed strong （　₄₀　） that a low-protein diet may limit bodily 

damage up to the age of ₆₅, but the body may then profit from an increase in 

protein after that point.  Another study discovered that the relative merits of 

protein and carbohydrates may （　₄₁　） the protein’s source.  A diet higher 

in plant-based protein appears to be better than a diet rich in meat or dairy, 

（　₄₂　）.  While it may not be perfect, following the traditional Okinawan diet 

just might （　₄₃　） your life.

₂₈．🄐　based on  🄑　researched on

🄒　founded on  🄓　centered on

₂₉．🄐　continue 🄑　succeed 🄒　benefit 🄓　enjoy

₃₀．🄐　Aside 🄑　Unlike 🄒　Besides 🄓　Contrary

₃₁．🄐　As 🄑　Since 🄒　Although 🄓　Including

₃₂．🄐　searching 🄑　investigating 🄒　inquiring 🄓　finding

₃₃．🄐　Rather than  🄑　In favor of

🄒　Except for  🄓　Alternatively

₃₄．🄐　found 🄑　continued 🄒　watched 🄓　accustomed

₃₅．🄐　for 🄑　to 🄒　on 🄓　as

₃₆．🄐　Likewise  🄑　In other words

🄒　In fact  🄓　As a rule

₃₇．🄐　sets upon 🄑　sets off 🄒　sets apart 🄓　sets out

₃₈．🄐　Besides 🄑　For example 🄒　Nonetheless 🄓　Thus

₃₉．🄐　conforming 🄑　adopting 🄒　realizing 🄓　focusing

₄₀．🄐　possibility 🄑　example 🄒　evidence 🄓　benefit

₄₁．🄐　link on 🄑　concern on 🄒　determine on 🄓　depend on

₄₂．🄐　for instance 🄑　consequently 🄒　then 🄓　as well

₄₃．🄐　broaden 🄑　appreciate 🄒　extend 🄓　expand

11
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リスニング・テスト　放送される英語を聞いて，₄₉～₇₄ のそれぞれについて

最も適切な答えを一つ選び，Ａ解答紙のその ₂（リスニング）に記入しなさい。問

題は🄐，🄑，🄒の ₃ 種類に分かれていて，全部で ₂₆ 問です。いずれの問題も一

度しか聞くことができません。問題を聞き終えたら，ただちに解答を記入しなさ

い。一問の解答時間は約 ₁₀ 秒です。問題冊子にメモを取るとよいでしょう。

🄐　Listening 1 〜 6（₄₉～₅₄）では，会話やアナウンスのあとに問題が続きます

ので，それに対する最も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。

Example

🄐　because she is always late

🄑　because the movie will start soon

🄒　because the busy roads may delay them

🄓　because the man will not wait any longer

Listening 1

₄₉．🄐　a hat and sunscreen 🄑　a small day bag

🄒　a camera  🄓　a pair of hiking boots

Listening 2

₅₀．🄐　the living room window 🄑　the bedroom window

🄒　the kitchen window 🄓　the study room window

Listening 3

₅₁．🄐　₇:₅₀ 🄑　₈:₁₅ 🄒　₈:₅₀ 🄓　₉:₀₀

その ₂
ＡⅣ
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Listening 4

₅₂．🄐　that there are no signs for the museum

🄑　that the museum entrance is hard to find

🄒　that the walk to the museum has many turns

🄓　that there is a second museum nearby

Listening 5

₅₃．🄐　because it is cheap

🄑　because it is more formal

🄒　because it is quite large

🄓　because it is popular

Listening 6

₅₄．🄐　his computer updating

🄑　not bringing his computer

🄒　not being able to print a report

🄓　missing last week’s class

13
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🄑　Listening 7 〜 8（₅₅～₆₀）では，英語を聞いて，印刷された問題に対する最

も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。なお，Listening 7には問

題が三つ，Listening 8には問題が三つあります。例題はありません。

Listening 7

₅₅．What must participants bring with them?

🄐　lyrics to an original song

🄑　a musical instrument

🄒　a costume

🄓　a form of identification

₅₆．What will the ₁₀ winners of this audition receive?

🄐　prize money

🄑　the opportunity to perform on television

🄒　a professional recording of their music

🄓　a recording contract

₅₇．According to the speaker, who are Angela Lee and Mark Tegan?

🄐　They are in charge of the audition.

🄑　They are past winners.

🄒　They work at the radio station.

🄓　They are the judges on a TV show.

14
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Listening 8

₅₈．How many women around the world are affected by migraines?

🄐　₁₀％

🄑　₂₅ million

🄒　one in five

🄓　one in fifteen

₅₉．Why do doctors know so little about migraines?

🄐　It is being researched less than other illnesses.

🄑　It is a new illness.

🄒　It is not being studied much in medical school.

🄓　It is hard to distinguish it from other illnesses.

₆₀．What is unique about the new medicine for migraines?

🄐　It cures other illnesses in addition to migraines.

🄑　It was designed to treat migraines.

🄒　It treats migraines before the symptoms start.

🄓　It is taken by injection.

15
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🄒　Listening 9 〜10（₆₁～₇₄）では，英語を聞いて，それに対して，印刷された

各文の内容が正しければ🄐 TRUE を，正しくなければ🄑 FALSE を選びなさ

い。なお，Listening 9には問題が七つ，Listening 10には問題が七つありま

す。例題はありません。それぞれのリスニング問題について英語の指示文が流

れます。その ₂₀ 秒後にリスニング問題が始まるので，印刷されている問題に

目を通しておいてください。

Listening 9

You will hear a woman named Keiko and a man named Skip discussing 

her experiences working for Vancouver Whale Watchers.  Look at the ₇ 

statements below.  Decide if each statement is TRUE or FALSE.  If it is 

TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds

to preview the questions.

₆₁．The woman has over ₂₀ years of experience as a tour guide.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₂．The Vancouver Whale Watchers company started in ₁₉₈₈.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₃．Vancouver Whale Watchers operates daily from April through 

October.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₄．Vancouver Whale Watchers has been running tours for over ₃₀ years.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₅．Vancouver Whale Watchers offers three different tour departure time 

options.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₆．Vancouver Whale Watchers charge $₁₈₉ for seniors joining the 

smaller ship tours.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

16
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₆₇．Vancouver Whale Watchers tour fees include free water and snacks.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

Listening 10

You will hear an announcement at a driver’s license center.  Look at the ₇ 

statements below.  Decide if each statement is TRUE or FALSE.  If it is 

TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds

to preview the questions.

₆₈．Visitors must submit their application form at the reception desk.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₉．The orange postcard must be submitted along with the application 

form.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₀．There will be a long wait at each step of the process.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₁．The fee must be paid on the second floor.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₂．The payment receipt should be taken home.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₃．After the safety movie, names will be called twice.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₄．Anyone who gets lost is told to ask staff at the reception desk.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

（以　下　余　白）

17
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₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 13 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

外国語学部（英米） ₂₀₀ 点 ₉₀ 分

【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₆ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．問題のうち，その 1（ＡⅠ～Ⅲ）の解答はＡ解答紙のその 1の 1～43に記入して

ください。その 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の解答はＡ解答紙のその 2（リスニン

グ）の 49～74に記入してください。なお，44～48には何も記入しないでください。

₆．リスニング・テストは，₁₅ 時 ₂₀ 分頃一斉放送で行います。所要時間は ₂₅ 分程

度です。試験開始後，₁₁ ページにあるその 2（ＡⅣ リスニング・テスト）の注意事

項を読んでおいてください。

₇．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₈．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．Darren insisted that everyone （　　　） the textbook before the next class.

🄐　to buy 🄑　buy 🄒　has bought 🄓　bought

₂．Jamie would rather （　　　） spend her evenings working late and 

missing dinner with her family.

🄐　not 🄑　than 🄒　instead 🄓　neither

₃．The children （　　　） by the time their parents returned home.

🄐　slept  🄑　had fallen asleep

🄒　have been sleeping 🄓　are sleeping

₄．You plan to come to the party tonight, （　　　）?

🄐　can’t you 🄑　won’t you 🄒　don’t you 🄓　aren’t you

₅．（　　　） was Sue’s surprise when she received first prize in the piano 

contest that she started crying.

🄐　Such 🄑　As 🄒　Since 🄓　It

₆．Jack was tired after attending several meetings throughout the day.  

（　　　）, he went to a party that night.

🄐　Even when 🄑　Even though 🄒　Even if 🄓　Even so

₇．If I （　　　） more about him, I wouldn’t have voted for him for class 

president.

🄐　have been known 🄑　had known

🄒　had been known 🄓　have known

₈．Genta was running late, but he made it （　　　） time for his first period 

class.

🄐　in 🄑　within 🄒　by 🄓　before

その 1
ＡⅠ
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₉．Professor Smith carefully observed the scientist （　　　） the experiment.

🄐　was conducting 🄑　conducting

🄒　having conducted 🄓　conducted

₁₀．Bob is a serious person.  He seldom, （　　　）, smiles.

🄐　if possible 🄑　if only 🄒　if ever 🄓　if any

₁₁．John couldn’t （　　　） any differences between the two tennis rackets, so 

he didn’t know which one was better to buy.

🄐　perceive 🄑　figure 🄒　decide 🄓　realize

₁₂．The groceries at our neighborhood supermarket are still （　　　） priced, 

so customers are happy.

🄐　relatively 🄑　potentially 🄒　absolutely 🄓　reasonably

₁₃．Max decided to （　　　） our meeting this week due to another 

commitment that requires his attendance.

🄐　stay off 🄑　make off 🄒　get off 🄓　put off

₁₄．Recently, we have received many good reviews from customers.  This 

（　　　） well on the staff.

🄐　regards 🄑　looks 🄒　impresses 🄓　reflects

₁₅．Brenda still wanted to see the new horror movie, even though the story is 

just （　　　） on the usual horror movie plot.

🄐　a variation  🄑　a difference

🄒　a revision  🄓　an alteration

₁₆．Heavy fog in the mountains can （　　　） visibility and make driving 

conditions dangerous.

🄐　reduce 🄑　withdraw 🄒　decline 🄓　cancel

₁₇．Mount Fuji has long been （　　　） a symbol of Japan’s natural beauty 

and spiritual heritage.

🄐　respected 🄑　associated 🄒　considered 🄓　appreciated

03
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₁₈．Hoping to improve its image, the company launched a marketing 

campaign （　　　） at younger audiences.

🄐　intended 🄑　designed 🄒　focused 🄓　targeted

₁₉．Good leaders must be able to inspire their team members to （　　　） 

their full potential.

🄐　accomplish 🄑　follow 🄒　achieve 🄓　succeed

₂₀．Last year, I organized a student （　　　） to change the school uniform.  

It worked, and now students have more choice about what to wear to 

school.

🄐　argument 🄑　campaign 🄒　objection 🄓　strategy

04
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以下の文章を読み，₂₁～₂₉ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

Whether it’s a used luxury handbag, vintage sneakers, or secondhand 

clothes, nearly everything old is finding new life through the resale market, 

both online and in stores.  It’s a trend that has turned into a multibillion-dollar 

market.  Marketing professor Thomas Robertson studies the rapid growth of 

resale and has an urgent message for companies that （　₂₁　） its potential: if 

they don’t sell their used products, somebody else will.

Secondhand clothing sales, in particular, are a major part of the resale 

market and are on pace to make up a tenth of the global fashion market next 

year.  As the cost of living continues to rise and concerns over sustainability 

become more and more important, consumers are turning towards secondhand 

clothes.  Global sales of used clothes grew by ₁₈% the previous year to $₁₉₇ 

billion and were expected to reach $₃₅₀ billion in ₂₀₂₈, according to a report 

by GlobalData.  However, this landmark amount is expected to be reached a 

year later than predicted, as global growth remains slightly behind previous 

estimates.  Despite that, the secondhand market experienced record profits, 

outperforming the rest of the fashion market, where sales were disappointing 

in ₂₀₂₃.

James Reinhart, the co-founder and chief executive of ThredUp, a 

secondhand clothing retailer, said the secondhand clothing sector has 

continued to grow in a tough market.  Reinhart notes that while there is a lot 

of competition in the secondhand market, it is less affected when household 

budgets are squeezed by higher energy and food bills.  “When consumers are 

spending less, value is key,” he said.  “Surprisingly, interest in secondhand 

items is not just limited to a few young shoppers searching for fashionable 

bargains.  Young people have always bought secondhand items.  What is 

ＡⅡ
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fueling this growth is that secondhand clothes are appealing to all age groups.  

One financial report found that more than half of all shoppers had bought 

something secondhand in the past year, with almost two in five consumers 

saying they shop secondhand to afford luxury brands,” he explains.  ［Ａ］

For young people, the trend is being driven by the ease of online 

secondhand shopping at sites such as Vinted, Depop, and ThredUp.  However, 

the trend has spread across generations due to highly successful reality TV 

shows like ʟｏｖｅ　ɪｓˡａｎｄ, sponsored by eBay, which features some contestants 

acting as influencers to promote secondhand style.  Until then, used clothing 

had long been perceived as worn out and even dirty, mainly sought by 

bargain or treasure hunters.  However, this perception has changed, and now 

many consumers consider secondhand clothing to be of identical or even 

superior quality to unworn clothing.  As a result, more physical stores are 

selling secondhand clothes, which is particularly appealing to older shoppers 

who are more likely to buy in discount stores and specialist boutiques than 

online.  With so much interest in buying these clothes, Reinhart points out that 

the trend of “fashion flipping”― or buying secondhand clothes and reselling 

them― has also emerged, particularly among young consumers.  He says, 

“Thanks to stores that provide opportunities to exchange previously-owned 

clothing, the online resale market is likely to become the next big thing in the 

fashion industry.”  ［Ｂ］

While children’s clothing is now the fastest-growing sector of secondhand 

clothing, designer brands are also getting involved, with brands teaming up 

with specialists to more easily resell their products online or in stores.  For 

designer brands, reselling items helps them build a more positive reputation.  

Most designer brands have suffered from negative publicity over wasteful 

practices, and resale can help them prove to customers that they are 

committed to sustainability.  Reinhart explains, “In the short run, they do not 

make money, but in the long run, it may help brands gain long-term customers 
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who later buy new merchandise.”  He adds, “Eventually, new legislation 

designed to limit throwaway fast fashion around the world is also part of the 

motivation for brands to do more.”  ［Ｃ］

Despite enjoying significant sales growth this year, most online resale 

fashion sellers have found it hard to make money.  ThredUp only expects to 

come out even and cover their costs this year, despite sales rising by ₁₄%.  

Retail sites such as theirs buy used clothes from consumers and then confirm 

they’re genuine before reselling them.  This is a major expense for them.  The 

more successful companies help people sell their old clothes online rather than 

sell them directly.  Poshmark, a San Francisco-based startup, is the biggest of 

the bunch in the US.  It has ₆₀ million registered users living all over the 

country.  The secret to its growth is that it doesn’t actually handle the items 

or have to pay to store them.  On Poshmark, individual sellers do all the work 

themselves― but in return, sellers can make more money off each item they 

sell.  Poshmark keeps ₂₀% of the sale price for everything over $₁₅, and $₂.₉₅ 

for anything under $₁₅.  Compare that with ThredUp, which takes a ₅₀% 

commission.  Reinhart explains, “For individual sellers, services like Poshmark 

are more attractive since sellers can set the price and negotiate with buyers, 

unlike on ThredUp.”  ［Ｄ］

The growth of secondhand fashion sales is encouraging, though its 

potential to address sustainability remains to be seen.  Buying high-quality 

secondhand clothing instead of new clothes is theoretically an environmental 

win.  However, some critics argue the secondhand marketplace actually 

encourages excess consumption by expanding access to cheap clothing.  Most 

consumers who use secondhand online stores see this as a way to access 

secondhand clothing, such as fast-fashion products and things they ordinarily 

could not afford.  They do not see them as a way to decrease dependence on 

new clothing.  Still, whatever the consumer motives are, increasing the reuse 

of clothing is a positive step in the fashion industry.

（27）

（28）
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₂₁．Which of the following words best fits in （　₂₁　）?

🄐　overlook 🄑　explore 🄒　consider 🄓　develop

₂₂．According to the passage, which of the following is NOT true about 

secondhand clothing sales?

🄐　They grew globally less than expected.

🄑　They account for less than ₁₀% of the total fashion market.

🄒　They have grown more than the rest of the fashion market.

🄓　They did not perform well in ₂₀₂₃.

₂₃．According to the passage, Reinhart says the secondhand clothing market 

has continued to grow because （　　　）.

🄐　people don’t want to buy luxury brands

🄑　there is a lot of competition in that market

🄒　people want to get more value for their money

🄓　young people have started buying cheap but fashionable clothes

₂₄．According to the passage, the image of buying secondhand clothes has 

changed because （　　　）.

🄐　more online shopping sites are selling them

🄑　of influencers on television programs

🄒　their quality has improved

🄓　people can also resell them online

₂₅．According to the passage, designer brands are also reselling their 

products because （　　　）.

🄐　it is easier to do this both online and in stores

🄑　it may help them get loyal customers who buy new products, too

🄒　laws restrict how much companies can throw away

🄓　they can earn more profit by selling secondhand clothing

08
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₂₆．According to the passage, ThredUp has struggled financially because 

（　　　）.

🄐　it doesn’t earn as much money from commission as stores like

Poshmark

🄑　it lost money this year despite a growth in sales

🄒　it costs money to check and store each item it sells

🄓　it doesn’t allow buyers to negotiate prices with sellers

₂₇．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₇）?

🄐　possibly 🄑　obviously 🄒　ultimately 🄓　especially

₂₈．What does the underlined word （₂₈） refer to?

🄐　secondhand clothes 🄑　fast-fashion products

🄒　online stores  🄓　most consumers

₂₉．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

“ɪｔ　ｉｓ　ʰａｒｄ　ｎｏｔ　ｔｏ　ｂｅˡｉｅｖｅ　ｔʰａｔ　ｔʰｅｒｅ　ʷｉˡˡ　ｂｅ　ｓｏⅿｅ　ｒｅɡｕˡａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ｔʰｅ　ｎｅｘｔ　

ｔʰｒｅｅ　ｔｏ　ｆｉｖｅ　ｙｅａｒｓ,　ɡｉｖｅｎ　ʷʰｅｒｅ　ⅿｏｓｔ　ｃˡｏｔʰｅｓ　ｅｎｄ　ｕｐ.”

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］

09
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以下の文章が完成するように，₃₀～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Located in Northern Thailand, Elephant Nature Park （ENP） is a leading 

elephant rescue and rehabilitation center.  The park （　₃₀　） approximately 

₂₀₀ acres of land in Chiang Mai.  ENP has rescued and cared for over ₁₀₀ 

elephants who were once （　₃₁　） to cruel practices, such as street begging, 

elephant riding, logging, and circus shows.

ENP was established by the elephant rights supporter, Saengduean “Lek” 

Chailert.  Lek, who is （　₃₂　） as the “elephant whisperer,” started rescuing 

injured and neglected elephants in the ₁₉₉₀s.  She established ENP as a 

permanent home for the elephants, where they could live （　₃₃　） abuse and 

form natural herd bonds.  Over the years, ENP has built a strong （　₃₄　） for 

its dedication to rescuing and caring for abused elephants while allowing them 

to live freely in a natural environment.  The park （　₃₅　） medical care, 

rehabilitation, and a safe space for these creatures to heal both physically and 

psychologically.

One of the park’s missions is to promote education about the challenges 

（　₃₆　） Asian elephants.  （　₃₇　）, the park collaborates with local 

communities to promote sustainable practices and raise awareness about 

elephant conservation.  Lek and ENP have gained significant international 

（　₃₈　）, receiving awards and being featured in media outlets like National 

Geographic, Discovery Channel, and CNN.  （　₃₉　） traditional elephant 

camps which focus on tourism, ENP does not offer elephant rides or other 

practices that exploit the animals.  （　₄₀　）, visitors can observe elephants in 

their natural habitat, learn about their behavior, and contribute to their care 

through responsible interactions.  Each elephant at the park has a unique 

history of hardship, （　₄₁　） the park shares with visitors, highlighting the 

importance of their rescue.  Visitors （　₄₂　） an in-depth understanding of the 

ＡⅢ
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challenges Asian elephants have today from their visit.  These conservation 

efforts are （　₄₃　） to protect these magnificent animals.  So why not visit 

ENP in Northern Thailand?  Lek and her elephants are waiting to meet you.

₃₀．🄐　ranges 🄑　extends 🄒　consists 🄓　covers

₃₁．🄐　exposed 🄑　encountered 🄒　experienced 🄓　forced

₃₂．🄐　called 🄑　referred 🄒　known 🄓　considered

₃₃．🄐　except 🄑　without 🄒　apart 🄓　besides

₃₄．🄐　approval 🄑　honor 🄒　status 🄓　reputation

₃₅．🄐　provides 🄑　involves 🄒　contains 🄓　makes

₃₆．🄐　happening 🄑　following 🄒　occurring 🄓　facing

₃₇．🄐　Consequently  🄑　Surely

🄒　All the same  🄓　On the other hand

₃₈．🄐　position 🄑　profile 🄒　recognition 🄓　evaluation

₃₉．🄐　Unlike 🄑　Despite 🄒　Except for 🄓　Other than

₄₀．🄐　Similarly 🄑　Instead 🄒　Moreover 🄓　Otherwise

₄₁．🄐　so 🄑　and 🄒　yet 🄓　which

₄₂．🄐　advance 🄑　increase 🄒　benefit 🄓　gain

₄₃．🄐　specific 🄑　definite 🄒　essential 🄓　particular
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リスニング・テスト　放送される英語を聞いて，₄₉～₇₄ のそれぞれについて

最も適切な答えを一つ選び，Ａ解答紙のその ₂（リスニング）に記入しなさい。問

題は🄐，🄑，🄒の ₃ 種類に分かれていて，全部で ₂₆ 問です。いずれの問題も一

度しか聞くことができません。問題を聞き終えたら，ただちに解答を記入しなさ

い。一問の解答時間は約 ₁₀ 秒です。問題冊子にメモを取るとよいでしょう。

🄐　Listening 1 〜 6（₄₉～₅₄）では，会話やアナウンスのあとに問題が続きます

ので，それに対する最も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。

Example

🄐　because she is always late

🄑　because the movie will start soon

🄒　because the busy roads may delay them

🄓　because the man will not wait any longer

Listening 1

₄₉．🄐　She is planning to go to the same school as the man.

🄑　She doesn’t want to borrow money from her parents.

🄒　She wants to go to a school nearby, so she can live at home.

🄓　She wants to go to a well-known university.

Listening 2

₅₀．🄐　to see if they received her application

🄑　to apply for the tennis tournament

🄒　to ask for a response by email

🄓　to see the tournament schedule

その ₂
ＡⅣ
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Listening 3

₅₁．🄐　a steak bagel, an avocado bagel, and an iced tea

🄑　a steak bagel and an egg salad bagel

🄒　an avocado bagel, an egg salad bagel, and an iced tea

🄓　an avocado bagel, an egg salad bagel, and two iced teas

Listening 4

₅₂．🄐　Toronto 🄑　Vancouver 🄒　Calgary 🄓　Montreal

Listening 5

₅₃．🄐　Tuesday  🄑　Wednesday

🄒　Thursday  🄓　Saturday

Listening 6

₅₄．🄐　¥₉,₀₀₀ 🄑　¥₁₀,₀₀₀ 🄒　¥₁₈,₀₀₀ 🄓　¥₂₂,₀₀₀
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🄑　Listening 7 〜 8（₅₅～₆₁）では，英語を聞いて，印刷された問題に対する最

も適切な答えを🄐～🄓のうちから一つ選びなさい。なお，Listening 7には問

題が三つ，Listening 8には問題が四つあります。例題はありません。

Listening 7

₅₅．What is said about the bus tour?

🄐　It will not run during bad weather.

🄑　It will go on a different route this summer.

🄒　It will take tourists from the beach to the city.

🄓　It will stop at several new locations.

₅₆．Why does the speaker mention a storm?

🄐　to warn people when not to come

🄑　to tell people transportation will be limited

🄒　to explain why tourists have stopped coming

🄓　to explain why food is sold differently

₅₇．What is the main purpose of this talk?

🄐　to welcome new visitors to the area

🄑　to discuss plans regarding the city’s tourism

🄒　to tell tourists what to expect if they visit

🄓　to describe a new tourist site

14
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Listening 8

₅₈．What kind of questions does the man most often get about his food 

videos?

🄐　questions about the taste of the food

🄑　questions about the cost of the food

🄒　questions about where to buy the food

🄓　questions about the meaning of the food

₅₉．Where did the man find the curtains he used in his first video?

🄐　at college  🄑　in his uncle’s garage

🄒　in his apartment 🄓　at his parents’ place

₆₀．How long does the man spend planning each video?

🄐　two hours  🄑　three hours

🄒　four hours  🄓　five hours

₆₁．What causes the man stress?

🄐　being on camera 🄑　crowded places

🄒　noisy rooms  🄓　comments from followers

15
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🄒　Listening 9 〜10（₆₂～₇₄）では，英語を聞いて，それに対して，印刷された

各文の内容が正しければ🄐 TRUE を，正しくなければ🄑 FALSE を選びなさ

い。なお，Listening 9には問題が六つ，Listening 10には問題が七つありま

す。例題はありません。それぞれのリスニング問題について英語の指示文が流

れます。その ₂₀ 秒後にリスニング問題が始まるので，印刷されている問題に

目を通しておいてください。

Listening 9

You will hear a short news story about a woman named Donna Burke 

who does the English announcements for the Shinkansen.  Look at the ₆ 

statements below.  Decide if each statement is TRUE or FALSE.  If it is 

TRUE, choose 🄐.  If it is FALSE, choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds

to preview the questions.

₆₂．Most people think Burke is British from her Shinkansen 

announcements.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₃．When Burke came to Japan, she first did voice work for TV 

commercials.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₄．Burke often made up to ₃₀,₀₀₀ yen a day by singing at weddings.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₅．When JR Central needed a replacement, they wanted to hire a British 

person.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₆．Burke used a British accent because the previous announcer was 

British.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₇．Burke would often change her accent for TV commercials.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

16
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Listening 10

You will hear a woman named Aerabella and a man named Chuck talking 

about her experiences at summer camp.  Look at the ₇ statements below.  

Decide if each statement is TRUE or FALSE.  If it is TRUE, choose 🄐.  

If it is FALSE, choose 🄑.  You now have ₂₀ seconds to preview the

questions.

₆₈．The woman has worked at the summer camp for four years.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₆₉．The man wasn’t able to save any money this summer.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₀．The woman’s job pays more money than at most other jobs.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₁．The woman was a water sports instructor at the summer camp.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₂．The woman started going to summer camp when she was nine years 

old.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₃．Breakfast at the summer camp starts at ₇:₀₀ in the morning.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

₇₄．The man doesn’t like insects.

🄐　TRUE  🄑　FALSE

（以　下　余　白）
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【注意事項】

₁．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

₂．問題は ₁ ～₁₅ ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各

自で確認してください。

₃．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）₁ 枚です。

₄．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

してください。

₅．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

₆．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

₂₀₂₆  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 13 日）

英　　　語
学部（学科） 配　点 試験時間

総合政策学部（総合政策） ₁₅₀ 点 ₉₀ 分
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以下の ₁ ～₂₀ の各文の（　　　）内に入れるのに最も適切なものを，それぞれ

🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₁．Darren insisted that everyone （　　　） the textbook before the next class.

🄐　to buy 🄑　buy 🄒　has bought 🄓　bought

₂．Jamie would rather （　　　） spend her evenings working late and 

missing dinner with her family.

🄐　not 🄑　than 🄒　instead 🄓　neither

₃．The children （　　　） by the time their parents returned home.

🄐　slept  🄑　had fallen asleep

🄒　have been sleeping 🄓　are sleeping

₄．You plan to come to the party tonight, （　　　）?

🄐　can’t you 🄑　won’t you 🄒　don’t you 🄓　aren’t you

₅．（　　　） was Sue’s surprise when she received first prize in the piano 

contest that she started crying.

🄐　Such 🄑　As 🄒　Since 🄓　It

₆．Jack was tired after attending several meetings throughout the day.  

（　　　）, he went to a party that night.

🄐　Even when 🄑　Even though 🄒　Even if 🄓　Even so

₇．If I （　　　） more about him, I wouldn’t have voted for him for class 

president.

🄐　have been known 🄑　had known

🄒　had been known 🄓　have known

₈．Genta was running late, but he made it （　　　） time for his first period 

class.

🄐　in 🄑　within 🄒　by 🄓　before

₉．Professor Smith carefully observed the scientist （　　　） the experiment.

🄐　was conducting 🄑　conducting

🄒　having conducted 🄓　conducted

ＡⅠ
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₁₀．Bob is a serious person.  He seldom, （　　　）, smiles.

🄐　if possible 🄑　if only 🄒　if ever 🄓　if any

₁₁．John couldn’t （　　　） any differences between the two tennis rackets, so 

he didn’t know which one was better to buy.

🄐　perceive 🄑　figure 🄒　decide 🄓　realize

₁₂．The groceries at our neighborhood supermarket are still （　　　） priced, 

so customers are happy.

🄐　relatively 🄑　potentially 🄒　absolutely 🄓　reasonably

₁₃．Max decided to （　　　） our meeting this week due to another 

commitment that requires his attendance.

🄐　stay off 🄑　make off 🄒　get off 🄓　put off

₁₄．Recently, we have received many good reviews from customers.  This 

（　　　） well on the staff.

🄐　regards 🄑　looks 🄒　impresses 🄓　reflects

₁₅．Brenda still wanted to see the new horror movie, even though the story is 

just （　　　） on the usual horror movie plot.

🄐　a variation  🄑　a difference

🄒　a revision  🄓　an alteration

₁₆．Heavy fog in the mountains can （　　　） visibility and make driving 

conditions dangerous.

🄐　reduce 🄑　withdraw 🄒　decline 🄓　cancel

₁₇．Mount Fuji has long been （　　　） a symbol of Japan’s natural beauty 

and spiritual heritage.

🄐　respected 🄑　associated 🄒　considered 🄓　appreciated

₁₈．Hoping to improve its image, the company launched a marketing 

campaign （　　　） at younger audiences.

🄐　intended 🄑　designed 🄒　focused 🄓　targeted
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₁₉．Good leaders must be able to inspire their team members to （　　　） 

their full potential.

🄐　accomplish 🄑　follow 🄒　achieve 🄓　succeed

₂₀．Last year, I organized a student （　　　） to change the school uniform.  

It worked, and now students have more choice about what to wear to 

school.

🄐　argument 🄑　campaign 🄒　objection 🄓　strategy
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以下の文章を読み，₂₁～₂₉ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから最も適切な

ものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。なお，文章内の［Ａ］～［Ｄ］は設問に

関係する記号です。

Whether it’s a used luxury handbag, vintage sneakers, or secondhand 

clothes, nearly everything old is finding new life through the resale market, 

both online and in stores.  It’s a trend that has turned into a multibillion-dollar 

market.  Marketing professor Thomas Robertson studies the rapid growth of 

resale and has an urgent message for companies that （　₂₁　） its potential: if 

they don’t sell their used products, somebody else will.

Secondhand clothing sales, in particular, are a major part of the resale 

market and are on pace to make up a tenth of the global fashion market next 

year.  As the cost of living continues to rise and concerns over sustainability 

become more and more important, consumers are turning towards secondhand 

clothes.  Global sales of used clothes grew by ₁₈% the previous year to $₁₉₇ 

billion and were expected to reach $₃₅₀ billion in ₂₀₂₈, according to a report 

by GlobalData.  However, this landmark amount is expected to be reached a 

year later than predicted, as global growth remains slightly behind previous 

estimates.  Despite that, the secondhand market experienced record profits, 

outperforming the rest of the fashion market, where sales were disappointing 

in ₂₀₂₃.

James Reinhart, the co-founder and chief executive of ThredUp, a 

secondhand clothing retailer, said the secondhand clothing sector has 

continued to grow in a tough market.  Reinhart notes that while there is a lot 

of competition in the secondhand market, it is less affected when household 

budgets are squeezed by higher energy and food bills.  “When consumers are 

spending less, value is key,” he said.  “Surprisingly, interest in secondhand 

items is not just limited to a few young shoppers searching for fashionable 

bargains.  Young people have always bought secondhand items.  What is 

ＡⅡ
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fueling this growth is that secondhand clothes are appealing to all age groups.  

One financial report found that more than half of all shoppers had bought 

something secondhand in the past year, with almost two in five consumers 

saying they shop secondhand to afford luxury brands,” he explains.  ［Ａ］

For young people, the trend is being driven by the ease of online 

secondhand shopping at sites such as Vinted, Depop, and ThredUp.  However, 

the trend has spread across generations due to highly successful reality TV 

shows like ʟｏｖｅ　ɪｓˡａｎｄ, sponsored by eBay, which features some contestants 

acting as influencers to promote secondhand style.  Until then, used clothing 

had long been perceived as worn out and even dirty, mainly sought by 

bargain or treasure hunters.  However, this perception has changed, and now 

many consumers consider secondhand clothing to be of identical or even 

superior quality to unworn clothing.  As a result, more physical stores are 

selling secondhand clothes, which is particularly appealing to older shoppers 

who are more likely to buy in discount stores and specialist boutiques than 

online.  With so much interest in buying these clothes, Reinhart points out that 

the trend of “fashion flipping”― or buying secondhand clothes and reselling 

them― has also emerged, particularly among young consumers.  He says, 

“Thanks to stores that provide opportunities to exchange previously-owned 

clothing, the online resale market is likely to become the next big thing in the 

fashion industry.”  ［Ｂ］

While children’s clothing is now the fastest-growing sector of secondhand 

clothing, designer brands are also getting involved, with brands teaming up 

with specialists to more easily resell their products online or in stores.  For 

designer brands, reselling items helps them build a more positive reputation.  

Most designer brands have suffered from negative publicity over wasteful 

practices, and resale can help them prove to customers that they are 

committed to sustainability.  Reinhart explains, “In the short run, they do not 

make money, but in the long run, it may help brands gain long-term customers 
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who later buy new merchandise.”  He adds, “Eventually, new legislation 

designed to limit throwaway fast fashion around the world is also part of the 

motivation for brands to do more.”  ［Ｃ］

Despite enjoying significant sales growth this year, most online resale 

fashion sellers have found it hard to make money.  ThredUp only expects to 

come out even and cover their costs this year, despite sales rising by ₁₄%.  

Retail sites such as theirs buy used clothes from consumers and then confirm 

they’re genuine before reselling them.  This is a major expense for them.  The 

more successful companies help people sell their old clothes online rather than 

sell them directly.  Poshmark, a San Francisco-based startup, is the biggest of 

the bunch in the US.  It has ₆₀ million registered users living all over the 

country.  The secret to its growth is that it doesn’t actually handle the items 

or have to pay to store them.  On Poshmark, individual sellers do all the work 

themselves― but in return, sellers can make more money off each item they 

sell.  Poshmark keeps ₂₀% of the sale price for everything over $₁₅, and $₂.₉₅ 

for anything under $₁₅.  Compare that with ThredUp, which takes a ₅₀% 

commission.  Reinhart explains, “For individual sellers, services like Poshmark 

are more attractive since sellers can set the price and negotiate with buyers, 

unlike on ThredUp.”  ［Ｄ］

The growth of secondhand fashion sales is encouraging, though its 

potential to address sustainability remains to be seen.  Buying high-quality 

secondhand clothing instead of new clothes is theoretically an environmental 

win.  However, some critics argue the secondhand marketplace actually 

encourages excess consumption by expanding access to cheap clothing.  Most 

consumers who use secondhand online stores see this as a way to access 

secondhand clothing, such as fast-fashion products and things they ordinarily 

could not afford.  They do not see them as a way to decrease dependence on 

new clothing.  Still, whatever the consumer motives are, increasing the reuse 

of clothing is a positive step in the fashion industry.

（27）

（28）

07

8048_17_17EIG_M.indd   6 2025/12/05   14:17

367 / 687



7 ◇M17―2

₂₁．Which of the following words best fits in （　₂₁　）?

🄐　overlook 🄑　explore 🄒　consider 🄓　develop

₂₂．According to the passage, which of the following is NOT true about 

secondhand clothing sales?

🄐　They grew globally less than expected.

🄑　They account for less than ₁₀% of the total fashion market.

🄒　They have grown more than the rest of the fashion market.

🄓　They did not perform well in ₂₀₂₃.

₂₃．According to the passage, Reinhart says the secondhand clothing market 

has continued to grow because （　　　）.

🄐　people don’t want to buy luxury brands

🄑　there is a lot of competition in that market

🄒　people want to get more value for their money

🄓　young people have started buying cheap but fashionable clothes

₂₄．According to the passage, the image of buying secondhand clothes has 

changed because （　　　）.

🄐　more online shopping sites are selling them

🄑　of influencers on television programs

🄒　their quality has improved

🄓　people can also resell them online

₂₅．According to the passage, designer brands are also reselling their 

products because （　　　）.

🄐　it is easier to do this both online and in stores

🄑　it may help them get loyal customers who buy new products, too

🄒　laws restrict how much companies can throw away

🄓　they can earn more profit by selling secondhand clothing

08
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₂₆．According to the passage, ThredUp has struggled financially because 

（　　　）.

🄐　it doesn’t earn as much money from commission as stores like

Poshmark

🄑　it lost money this year despite a growth in sales

🄒　it costs money to check and store each item it sells

🄓　it doesn’t allow buyers to negotiate prices with sellers

₂₇．Which of the following is closest in meaning to the underlined word （₂₇）?

🄐　possibly 🄑　obviously 🄒　ultimately 🄓　especially

₂₈．What does the underlined word （₂₈） refer to?

🄐　secondhand clothes 🄑　fast-fashion products

🄒　online stores  🄓　most consumers

₂₉．Choose from ［Ａ］ to ［Ｄ］ the most appropriate place in the passage in 

which to include the following sentence:

“ɪｔ　ｉｓ　ʰａｒｄ　ｎｏｔ　ｔｏ　ｂｅˡｉｅｖｅ　ｔʰａｔ　ｔʰｅｒｅ　ʷｉˡˡ　ｂｅ　ｓｏⅿｅ　ｒｅɡｕˡａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　ｔʰｅ　ｎｅｘｔ　

ｔʰｒｅｅ　ｔｏ　ｆｉｖｅ　ｙｅａｒｓ,　ɡｉｖｅｎ　ʷʰｅｒｅ　ⅿｏｓｔ　ｃˡｏｔʰｅｓ　ｅｎｄ　ｕｐ.”

🄐　［Ａ］ 🄑　［Ｂ］ 🄒　［Ｃ］ 🄓　［Ｄ］
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以下の文章が完成するように，₃₀～₄₃ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Located in Northern Thailand, Elephant Nature Park （ENP） is a leading 

elephant rescue and rehabilitation center.  The park （　₃₀　） approximately 

₂₀₀ acres of land in Chiang Mai.  ENP has rescued and cared for over ₁₀₀ 

elephants who were once （　₃₁　） to cruel practices, such as street begging, 

elephant riding, logging, and circus shows.

ENP was established by the elephant rights supporter, Saengduean “Lek” 

Chailert.  Lek, who is （　₃₂　） as the “elephant whisperer,” started rescuing 

injured and neglected elephants in the ₁₉₉₀s.  She established ENP as a 

permanent home for the elephants, where they could live （　₃₃　） abuse and 

form natural herd bonds.  Over the years, ENP has built a strong （　₃₄　） for 

its dedication to rescuing and caring for abused elephants while allowing them 

to live freely in a natural environment.  The park （　₃₅　） medical care, 

rehabilitation, and a safe space for these creatures to heal both physically and 

psychologically.

One of the park’s missions is to promote education about the challenges 

（　₃₆　） Asian elephants.  （　₃₇　）, the park collaborates with local 

communities to promote sustainable practices and raise awareness about 

elephant conservation.  Lek and ENP have gained significant international 

（　₃₈　）, receiving awards and being featured in media outlets like National 

Geographic, Discovery Channel, and CNN.  （　₃₉　） traditional elephant 

camps which focus on tourism, ENP does not offer elephant rides or other 

practices that exploit the animals.  （　₄₀　）, visitors can observe elephants in 

their natural habitat, learn about their behavior, and contribute to their care 

through responsible interactions.  Each elephant at the park has a unique 

history of hardship, （　₄₁　） the park shares with visitors, highlighting the 

importance of their rescue.  Visitors （　₄₂　） an in-depth understanding of the 

ＡⅢ
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challenges Asian elephants have today from their visit.  These conservation 

efforts are （　₄₃　） to protect these magnificent animals.  So why not visit 

ENP in Northern Thailand?  Lek and her elephants are waiting to meet you.

₃₀．🄐　ranges 🄑　extends 🄒　consists 🄓　covers

₃₁．🄐　exposed 🄑　encountered 🄒　experienced 🄓　forced

₃₂．🄐　called 🄑　referred 🄒　known 🄓　considered

₃₃．🄐　except 🄑　without 🄒　apart 🄓　besides

₃₄．🄐　approval 🄑　honor 🄒　status 🄓　reputation

₃₅．🄐　provides 🄑　involves 🄒　contains 🄓　makes

₃₆．🄐　happening 🄑　following 🄒　occurring 🄓　facing

₃₇．🄐　Consequently  🄑　Surely

🄒　All the same  🄓　On the other hand

₃₈．🄐　position 🄑　profile 🄒　recognition 🄓　evaluation

₃₉．🄐　Unlike 🄑　Despite 🄒　Except for 🄓　Other than

₄₀．🄐　Similarly 🄑　Instead 🄒　Moreover 🄓　Otherwise

₄₁．🄐　so 🄑　and 🄒　yet 🄓　which

₄₂．🄐　advance 🄑　increase 🄒　benefit 🄓　gain

₄₃．🄐　specific 🄑　definite 🄒　essential 🄓　particular
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以下の文章が完成するように，₄₄～₅₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

When people think of famous dolls, one name at the top of their lists is 

Barbie.  （　₄₄　） she was first introduced in ₁₉₅₉, the Barbie doll has 

captured the hearts of millions across the globe.  She has also （　₄₅　） 

famously known as the first mass-produced doll with adult features.

Barbie was created by Ruth Handler of the Mattel toy company.  The doll 

is named after Handler’s daughter Barbara, who was the inspiration （　₄₆　） 

Barbie’s creation.  Handler had been inspired by watching her daughter play 

with paper dolls that （　₄₇　） adult women.  Back then, however, the only 

toy dolls children could play with were of babies.  There were no dolls on the 

market that （　₄₈　） girls to role-play and imagine their future beyond 

motherhood.  The Barbie doll （　₄₉　） help to fill that gap in the toy market.

Barbie was first （　₅₀　） at the American Toy Fair in New York City on 

March ₉, ₁₉₅₉, which is now considered her official birthday.  The first Barbie, 

often referred to as “No. ₁”, reflected the style （　₅₁　） the time.  She was 

available in two versions: one with blonde hair and one with brown hair.  She 

wore a black-and-white striped, strapless swimsuit, a set of gold earrings, and 

black heels.

（　₅₂　） its first year of sales, ₃₀₀,₀₀₀ Barbies were sold, and the public’s 

love for the doll has only grown since that time.  In fact, in ₂₀₂₁ over ₈₆ 

million Barbie dolls were sold, which （　₅₃　） around ₁₆₄ Barbies purchased 

every minute.  In ₂₀₂₃, Hollywood even made a movie about Barbie, （　₅₄　） 

strengthening her status as a global icon.

ＡⅣ

12

8048_17_17EIG_M.indd   11 2025/12/05   14:17

372 / 687



12 ◇M17―2

₄₄．🄐　As 🄑　While 🄒　When 🄓　Since

₄₅．🄐　made 🄑　become 🄒　developed 🄓　gained

₄₆．🄐　by 🄑　about 🄒　behind 🄓　of

₄₇．🄐　resembled 🄑　appeared 🄒　looked 🄓　seemed

₄₈．🄐　offered 🄑　allowed 🄒　let 🄓　introduced

₄₉．🄐　would 🄑　should 🄒　may 🄓　must

₅₀．🄐　started 🄑　launched 🄒　achieved 🄓　originated

₅₁．🄐　to 🄑　of 🄒　on 🄓　by

₅₂．🄐　Within 🄑　As 🄒　From 🄓　While

₅₃．🄐　comes to 🄑　takes up 🄒　adds up 🄓　works out

₅₄．🄐　which 🄑　meanwhile 🄒　so 🄓　thus
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以下の文章が完成するように，₅₅～₆₄ のそれぞれについて🄐～🄓のうちから

最も適切なものを一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

Bonnie:　 Hey, how’s it going?  Have you found a part-time job for the 

summer?

Clyde:  （　₅₅　）, but I’ve been thinking about it.  I’m not sure where to 

start, though.  What about you?

Bonnie:  Yeah, I’ve started （　₅₆　） to a few places.  I’m hoping to get 

something at a café near my house.  The hours there are flexible, 

and it’s close enough to walk.

Clyde:  （　₅₇　）.  I was thinking about working at the mall downtown, but I 

heard the hours can be long and the pay isn’t so （　₅₈　）.  Plus, I 

don’t really want to spend （　₅₉　） moment of my summer indoors.

Bonnie:  I hear you, but malls are good as they hire a lot of people in the 

summer.  You might like to work at the movie theater there.  That’d 

be fun for you, （　₆₀　）?  Have you checked the job websites?  

That’s where I found the café job posting.

Clyde:  No, I haven’t.  I was planning to just drop by and ask in person.  Do 

you think I’d have a better （　₆₁　） looking online?

Bonnie:  It wouldn’t hurt to do both.  Some places only （　₆₂　） online 

applications, but if you show up in person, they might remember you 

more.  It （　₆₃　） the manager, I guess.

Clyde:  Yeah, maybe I’ll try both.  I just hope I can find something that 

doesn’t take up too much of my free time.

Bonnie:  （　₆₄　）.  I still want to have fun this summer, but I really need the 

money.  Maybe we’ll both get lucky and find jobs with good hours.

ＡⅤ
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₅₅．🄐　Not until later  🄑　Not so far

🄒　Not for long  🄓　Not so soon

₅₆．🄐　interviewing  🄑　searching

🄒　applying  🄓　considering

₅₇．🄐　It’s great  🄑　That sounds good

🄒　I think so, too  🄓　Congratulations

₅₈．🄐　high 🄑　expensive 🄒　enough 🄓　plenty

₅₉．🄐　all 🄑　every 🄒　whole 🄓　entire

₆₀．🄐　wouldn’t that  🄑　wouldn’t you

🄒　wouldn’t there  🄓　wouldn’t it

₆₁．🄐　chance 🄑　odds 🄒　luck 🄓　fortune

₆₂．🄐　recruit 🄑　admit 🄒　let 🄓　accept

₆₃．🄐　counts on 🄑　depends on 🄒　relies on 🄓　decides on

₆₄．🄐　So do I  🄑　I think so

🄒　I am, too  🄓　It’s the same
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以下の ₆₅～₆₉ の各文の下線を付けた語（句）のうち，一つが誤りです。その誤

りを🄐～🄓のうちから一つ選び，Ａ解答紙に記入しなさい。

₆₅．Mika tried to stay calm and answered all the questions during the 

interview as clearly as she can.

₆₆．I have been too busy to get all of my chores done on time.  I couldn’t 

finish cleaning the house nor I couldn’t go to the store to prepare for 

tonight’s dinner.

₆₇．Earlier on, the news reported that a huge number of land by the beach 

had recently been sold to a developer for the purpose of building hotels.

₆₈．Nowhere from the instruction manual does it say anything about how to 

add the arms on the toy dinosaur model that Brad is making.

₆₉．Because the school festival was held on a rainy day, there were much less 

people in attendance than expected.  However, the student council still 

managed to raise enough money to support the event for next year.

（以　下　余　白）

ＡⅥ

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑

🄒 🄓

🄐 🄑 🄒

🄓

🄐 🄑

🄒

🄓
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【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～16 ページ，「世界史」は 17～29 ページ，「数学」は 30～35 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙のおもて面に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 7 日）

地理歴史・数学
全学統一入試
【文系型】

試験時間

60 分
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（以下の設問⑴～42は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

蒸気機関の登場は，人の移動やモノの輸送のあり方を大きく変えた。さらに，

内燃機関が開発され，軍事技術の革新や自動車産業の発展によって，燃料として

の石油の需要が高まっていった。

石油資源確保の必要性から，第一次世界大戦から第二次世界大戦にかけて，各

国は産油地域に対する関心を強めた。第二次世界大戦後に Ａ のような小

国が独立を果たすこともあったが，その背景の一つとしてその地域の石油資源の

保有状況が考えられる。

戦後，石油の需要がますます高まる中で，世界有数の産油地域である中東の情

勢は世界に大きな影響を与えるようになった。 Ｂ の際には，中東産油国

はイスラエルを支持する国への原油輸出を禁止・制限し，さらに石油輸出国機構

（OPEC）が原油価格を大幅に引き上げた。この出来事は，同時期に起こったドル

＝ ショックとあいまって，先進工業国に打撃を与えて，経済や政策に影響を及ぼ

した。

他方，石油などの化石燃料の使用がもたらす地球環境への影響も懸念されるよ

うになっていった。1997 年に Ｃ で開催された国際会議では，先進国の

温室効果ガス排出削減目標が取り決められるなど，環境問題への国際的な取り組

みもおこなわれるようになった。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

日　　本　　史
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〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のペリーは，蒸気船などで構成された東インド艦隊を率

いて，日本に来航した。

Ｙ　イギリスでは，蒸気機関車による鉄道の運行が始まり，鉄道技術は 19

世紀には北米や日本などでも実用化された。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　第一次世界大戦は，各国の国力や技術力を動員する総力戦となり，戦車

や航空機などの兵器が使用された。

㋑　20 世紀に入ると，アメリカ合衆国ではベルトコンベアの利用により，

安価な自動車が大量生産されるようになった。

㋒　ドイツでヒトラー政権が誕生すると，道路建設など大規模な公共事業が

おこなわれ，大衆向け自動車の生産が計画された。

㋓　日本で高度経済成長が始まると，自動車は冷蔵庫や洗濯機とともに「三

種の神器」と呼ばれて急速に普及した。

⑶　下線部ｃについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　第一次世界大戦後，それまでオスマン帝国の統治下にあったシリアなど

の地域は，イギリスの委任統治領となった。

㋑　北アフリカ・西アフリカ地域でのフランスの植民地支配は，第二次世界

大戦後まで続いた。

㋒　ヴェルサイユ条約によってアフリカの植民地を失ったドイツは，その

後，条約を破棄するとエチオピアに侵攻してこれを併合した。

㋓　アジア・太平洋戦争勃発によってアメリカ合衆国からの石油の輸入が途

絶えたため，日本は石油を求めてインドシナ半島への進出を開始した。

03
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⑷　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　イラク 

㋒　カタール  ㋓　サウジアラビア

⑸　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　第 1 次中東戦争 ㋑　第 2 次中東戦争

㋒　第 3 次中東戦争 ㋓　第 4 次中東戦争

⑹　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この出来事を契機として株価や地価が大きく下落し，日本は 1980 年代

末まで長期の経済低迷に陥った。

Ｙ　この出来事を契機として，アメリカ合衆国やイギリスは，福祉国家的な

政策へと転換し，1980 年代末までその政策を継続した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑺　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　京　都  ㋑　ストックホルム

㋒　パ　リ  ㋓　モントリオール

04
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㈡　次の文を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

人類の歴史の中で，旧石器時代以来，石は最も長く使われてきた素材である。

石の道具である石器は，その多くが刃物であり，物を切るのに適したガラス質成

分を多く含む Ａ や Ｂ などの岩石が，日本列島では広く用いられ

た。これ以外にも，石には多様な用途があった。

図①　 Ａ の分布 図②　 Ｂ の分布

：原産地　　 ：製品の出土地域

粘土もまた，人々の暮らしを支えた素材である。粘土を用いた縄文土器が作ら

れるようになると，人々の生活は大きく変化していった。やがて弥生時代には，

生活・文化に合わせて，さまざまな用途に応じた多様な形の土器が作られるよう

になった。『魏志』倭人伝には，盛り付け用の土器である Ｃ から，倭人が

手づかみで食べ物を食べていると記されている。 Ｃ は，弥生時代になっ

て多くの地域でみられるようになった。

また弥生時代には，青銅器や鉄器などの金属器も使われ始めた。島根県

Ｄ 遺跡では，358 本の銅剣など，青銅製祭器が大量に一括でみつかった

ことで大きな話題になった。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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〔設　問〕

⑻　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　打製石器とは，打ち欠きによって仕上げられた石器である。

Ｙ　磨製石器と呼ばれる石器は，弥生時代以降に出現した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑼　空欄 Ａ および Ｂ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 黒曜石　　　　Ｂ― アスファルト 

㋑　Ａ― 黒曜石　　　　Ｂ― サヌカイト

㋒　Ａ― サヌカイト　　Ｂ― アスファルト 

㋓　Ａ― サヌカイト　　Ｂ― 黒曜石

⑽　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　ヒスイが装身具の材料として用いられ，広く流通した。

Ｙ　石棒は，祭祀儀礼で呪術の道具として用いられた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑾　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　縄文土器の変化によって，縄文時代は草創期から晩期までの 6 期に区分

されている。

㋑　縄文土器の出現は，更新世から完新世に変わった，およそ 8000 年前と

される。

㋒　表面に縄の模様がつけられていたことから，縄文土器と呼ばれている。

㋓　縄文土器の出土によって，食物が煮炊きされていたことがわかる。

06
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⑿　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　「夫れ楽浪海中に倭人有り，分れて百余国と為る」と記されている。

㋑　紀元 57 年に奴国が使者を派遣し，光武帝から印綬を授けられたことが

記されている。

㋒　鬼道と呼ばれる呪術によって統治する王がいたことが記されている。

㋓　倭王が自らを「日出づる処の天子」と称したことが記されている。

⒀　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　甕 ㋑　 甑
こしき

 ㋒　高　杯 ㋓　壺

⒁　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　板　付 ㋑　唐古・鍵 ㋒　荒神谷 ㋓　吉野ヶ里

07
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㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

武家政権は，朝廷との関係を意識しながら政治を展開してきた。全国統一を成

し遂げた豊臣秀吉は，後陽成天皇を Ａ に招き，諸大名を集め政権への忠

誠を誓わせた。

秀吉死後の混乱を経て，徳川家康は関ヶ原の戦いに勝利し，江戸幕府を開い

た。政権を握った幕府は，朝廷に対する統制を強めた。また，1627 年，紫衣事

件を機に，朝廷の政治的権限は大きく制限されたが，朝廷は文化的な中心として

の役割を維持した。後陽成天皇の弟である八条宮智仁親王の別邸であった桂離宮

は，茶室の建築手法を取り入れた Ｂ の建物である。

生類憐みの令を出した将軍徳川 Ｃ の時代に，大嘗会などの朝廷儀式の

復興が認められ，禁裏御料が増やされるなど，朝廷と幕府の関係は，融和的な傾

向をみせた。その後，新井白石は，幕府と朝廷の関係を強めるとともに，将軍の

権威の強化を目指した。

しかし，1793 年，尊号一件をきっかけに，幕府と朝廷の協調関係は崩れた。

江戸時代を通じて展開してきた天皇を尊ぶ思想は，幕末になると倒幕のイデオロ

ギーとして力を発揮していくことになった。こうした潮流の中で，朝廷は次第に

自らの権威を再主張しようとする動きを強めた。

〔設　問〕

⒂　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　安土城 ㋑　大坂城 ㋒　五稜郭 ㋓　聚楽第

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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⒃　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　朝廷の監視のために，大坂城代を置いた。

㋑　旗本から武家伝奏を選び，幕府の指示を朝廷に伝えさせた。

㋒　幕府が定めた禁中並公家諸法度は，天皇のつとめとして学問を第一にお

いた。

㋓　改元や改暦を定める権限を，全面的に朝廷から幕府に移した。

⒄　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　後水尾天皇が，幕府の許可を得ず，紫衣着用を勅許したことが問題と

なった。

Ｙ　この事件をきっかけに，天皇が譲位し，徳川秀忠の孫が即位した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒅　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 数寄屋造　　Ｃ― 家　光 

㋑　Ｂ― 数寄屋造　　Ｃ― 綱　吉

㋒　Ｂ― 権現造　　　Ｃ― 家　光 

㋓　Ｂ― 権現造　　　Ｃ― 綱　吉

⒆　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　徳川家宣の信任を得て，幕府の政治に参画した。

㋑　新たな宮家として，閑院宮家を創設した。

㋒　朝鮮から日本宛の国書での将軍の呼称を，「日本国大君」と改めさせた。

㋓　金銀流出を防ぐため，海舶互市新例を定めて長崎貿易の額を制限した。

09
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⒇　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　光格天皇は，実父に太上天皇の尊号を宣下したいと幕府に求めた。

Ｙ　松平定信は光格天皇の要望に抗いきれず，その要求を受け入れた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

21　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　国学者の平田篤胤が，日本古来の信仰を重んじ，天皇を尊ぶ考え方を説

いた。

Ⅱ　山崎闇斎が，神道を儒学と融合させた垂加神道を提唱した。

Ⅲ　尊王論の立場から幕府を強く批判した山県大弐が，死刑となった。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

明治時代に，学校教育の制度は，試行錯誤を経ながら整備されていった。ま

た，1890 年には，教育勅語が発布された。東京音楽学校の初代校長である

Ａ らによって小学校教育に取り入れられた唱歌の中にも，忠君愛国を歌

いあげるものがあり，国民を統合する役割を担った。

また，明治政府は，多くの外国人教師を雇い，西欧の学問・技術の受容に努め

た。ドイツ人の Ｂ は医学を教授し，フランス人のボアソナードは主に

Ｃ を教えた。一方，民間でも，福沢諭吉の慶應義塾などの私学が設立さ

れ，自由な学風を発展させた。また，津田梅子は Ｄ を設立し，女子高等

教育の発展に尽力した。このような高等教育の拡充は，日本の近代化に大きく貢

献した。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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〔設　問〕

22　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　フランスの制度にならい，全国を 8 大学区に分けることが定められた。

Ⅱ　森有礼文部大臣のもとで，学校令が公布された。

Ⅲ　義務教育の年限を， 4 年から 6 年に延長した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

23　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　教育勅語の理念を徹底するため，同年から小学校で国定教科書の使用が

義務化された。

Ｙ　キリスト教徒の内村鑑三は，教育勅語に拝礼をしなかったために辞職に

追い込まれた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

24　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　伊沢修二 ㋑　岡倉天心 ㋒　滝廉太郎 ㋓　山田耕筰

25　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― コンドル　　Ｃ― 地質学 ㋑　Ｂ― コンドル　　Ｃ― 法　学

㋒　Ｂ― ベルツ　　　Ｃ― 地質学 ㋓　Ｂ― ベルツ　　　Ｃ― 法　学

11
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26　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　緒方洪庵が大坂で開いた適塾で，蘭学を学んだ。

㋑　啓蒙思想の普及を図るために，翻訳書である『西国立志編』を刊行した。

㋒　西周や中村正直らとともに，明六社を結成した。

㋓　この人物は，『時事新報』を創刊した。

27　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　女子英学塾  ㋑　東京女子師範学校

㋒　日本女子大学校 ㋓　明治法律学校

28　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　帝国大学令が出され，東京大学は帝国大学に改められた。

㋑　大学令により，私立大学の設置が認められた。

㋒　日本画を重視した東京美術学校が開設された。

㋓　朝鮮総督府の初代総督である斎藤実によって，京城帝国大学が創設され

た。

12
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㈤　次の文を読み，下記の設問29～35に答えなさい。

占領期の日本において，アメリカは当初，日本の非軍事化を目指したが，冷戦

が始まるとその方針を変更した。アメリカの相互安全保障法に基づいて 1954 年に 

日米間で MSA 協定が結ばれ，日本はアメリカから軍事・経済援助を受ける代わ

りに防衛力の増強を義務付けられた。そうした中で同年， Ａ が発足した。

1960 年には，日本国内で反対の嵐が吹き荒れる中，日米相互協力及び安全保

障条約（新安保条約）が成立した。1960 年代の日米関係に大きな影響を与えたの

は，ベトナム戦争へのアメリカの軍事介入の本格化であった。この戦争により，

日本の「本土」や沖縄にある米軍基地の利用が活発になって，基地問題は深刻さを

増し，基地反対の声が広がった。この頃，革新自治体が多く生まれたことも，基

地反対運動を後押しした。

日本は，アメリカの世界戦略のもと，一層の防衛負担を求められるようになっ

ていった。田中角栄は，アメリカの政策転換に対応し，多角的な外交を展開し

た。田中内閣の退陣を受けて発足した Ｂ 内閣は防衛費を GNP の 1 ％以

内に抑制する方針を打ち出したが，1980 年代後半に Ｃ 内閣がその枠を

撤廃した。

冷戦が終結すると，日米安保体制の目的は変化していった。アメリカが進める

国際貢献・国際協力の名のもと，日本は国際社会における軍事的役割を増大させ

ることとなった。

〔設　問〕

29　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　警察予備隊 ㋑　国家地方警察 ㋒　自衛隊 ㋓　保安隊

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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13 ◇M18―3

30　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　この条約とともに日米行政協定が締結され，日本は米軍の駐留費用を負

担することとなった。

㋑　アメリカ大統領アイゼンハワーは，条約調印のために来日し，市民によ

る激しい抗議活動に直面した。

㋒　反対運動の激化を受けて岸信介内閣は総辞職し，条約の成立は次の内閣

に持ち越された。

㋓　この条約は，参議院の議決を経ないまま，自然成立した。

31　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　1950 年代，米軍基地の建設予定地となった石川県の砂川町で，基地反

対闘争が繰り広げられた。

Ｙ　沖縄では，1990 年代に起きた米軍兵士による少女暴行事件をきっかけ

に，米軍基地縮小を求める県民運動が高揚した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

32　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　革新自治体とは，自民党内で守旧派を批判し改革を主張する党員が知事

や市町村長を務める自治体のことである。

Ｙ　革新自治体が誕生した地域には，美濃部亮吉が知事となった神奈川県が

ある。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

14
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14 ◇M18―3

33　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　田中角栄は，「日本列島改造論」を掲げた。

㋑　田中角栄内閣は，新幹線・高速道路網の整備などの政策を打ち出した。

㋒　田中角栄は日中共同声明に調印し，中華人民共和国との国交を正常化さ

せた。

㋓　田中角栄がロッキード事件で逮捕されたことにより，田中内閣は総辞職

した。

34　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 福田赳夫　　Ｃ― 中曽根康弘 

㋑　Ｂ― 福田赳夫　　Ｃ― 橋本龍太郎

㋒　Ｂ― 三木武夫　　Ｃ― 中曽根康弘 

㋓　Ｂ― 三木武夫　　Ｃ― 橋本龍太郎

35　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　国連平和維持活動協力法（PKO 協力法）が成立し，同年，カンボジアに

自衛隊が派遣された。

Ⅱ　日本はイラク復興支援特別措置法を制定して，自衛隊を海外に派遣し

た。

Ⅲ　周辺事態安全確保法など，新ガイドライン関連法が成立した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ
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15 ◇M18―3

㈥　次の文を読み，下記の設問36～42の解答を，語群㋐～㋫から選びなさい。

古来より，人々の側に猫はいた。

兵庫県姫路市で出土した 6 世紀末から 7 世紀初頭頃の須恵器には，猫の足跡が

ついており，人の生活空間に猫がいたことをうかがわせる。

平安時代以降は，猫の姿が，文や絵画の中で描かれるようになった。摂関を置

かずに文人貴族の Ａ を登用して親政を試みた宇多天皇は，寛平元（889）

年 2 月 6 日の日記に，海外渡来の飼い猫の可愛さを細かに記している。

こうした貴重な渡来猫は，貴族の間ではステイタスの象徴でもあり，首に綱を

付けられていることが通常であった。一条天皇の皇后定子に仕えた女官は，随筆

集の『 Ｂ 』に「いとをかしげなる猫の赤き首綱に白き札つきて」と，宮中の

猫の様子を描いている。

もちろん，猫嫌いもいた。平安末期に成立した説話集である『 Ｃ 』に

は，ある国守が，納税を怠る荘園領主が大の猫嫌いであることを知り，彼を呼び

つけ数匹の猫をけしかけて納税を迫ったとの話が載っている。

江戸時代に入ると，猫と人の関係はより広がった。例えば， Ｄ を祀る

ため造立された日光東照宮の回廊には，木彫りで「眠り猫」が表された。これは，

幕府が猫を平和安定の象徴としてみていることを示している。また，幕府は，法

令を出して猫を繋がないように指示し，都市化とともに深刻化する鼠害への対策

として，猫を利用して食い止めようとした。

江戸時代後期，大衆文化の隆盛とともに，猫は各種の出版物に登場するように

なった。天保年間に刊行された『朧月猫の草紙』には，駆け落ちする男女が猫にな

ぞらえて描かれた。この作品の文を担当した山東京山は，老中 Ｅ による

出版統制で処罰された山東京伝の弟である。また，同書の絵は，武者絵や風刺画

を得意とし，猫好きでも知られた浮世絵師の Ｆ が担当した。猫は，幕府

の出版統制をすり抜ける手段ともなったのである。

『南総里見八犬伝』などの読本で一世を風靡した Ｇ も，晩年，妊娠した

野良猫を拾い，子猫の里親探しに奔走したという逸話を持つほどの猫好きであっ

た。猫は，庶民の日々の生活に色彩りを添える存在ともなっていったのである。
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16 ◇M18―3

〔設　問〕

36　空欄 Ａ に入る語を選びなさい。

37　空欄 Ｂ に入る語を選びなさい。

38　空欄 Ｃ に入る語を選びなさい。

39　空欄 Ｄ に入る語を選びなさい。

40　空欄 Ｅ に入る語を選びなさい。

41　空欄 Ｆ に入る語を選びなさい。

42　空欄 Ｇ に入る語を選びなさい。

〔語　群〕

㋐　十六夜日記 ㋑　伊勢物語 ㋒　歌川国芳 

㋓　恵美押勝 ㋔　大　鏡 ㋕　荻原重秀 

㋖　喜多川歌麿 ㋗　曲亭（滝沢）馬琴 ㋘　源氏物語 

㋙　今昔物語集 ㋚　式亭三馬 ㋛　菅原道真

㋜　鈴木春信 ㋝　橘　諸兄 ㋞　田沼意次 

㋟　為永春水 ㋠　鶴屋南北 ㋡　徒然草 

㋢　徳川家光 ㋣　徳川家康 ㋤　徳川秀忠 

㋥　徳川吉宗 ㋦　土佐日記 ㋧　菱川師宣

㋨　藤原時平 ㋩　枕草子 ㋪　松平定信 

㋫　水野忠邦

（日本史の問題はここまで）
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17 ◇M18―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

蒸気機関の登場は，人の移動やモノの輸送のあり方を大きく変えた。さらに，内

燃機関が開発され，軍事技術の革新や自動車産業の発展によって，燃料としての石

油の需要が高まっていった。

石油資源確保の必要性から，第一次世界大戦から第二次世界大戦にかけて，各国

は産油地域に対する関心を強めた。第二次世界大戦後に Ａ のような小国が

独立を果たすこともあったが，その背景の一つとしてその地域の石油資源の保有状

況が考えられる。

戦後，石油の需要がますます高まる中で，世界有数の産油地域である中東の情勢

は世界に大きな影響を与えるようになった。 Ｂ の際には，中東産油国はイ

スラエルを支持する国への原油輸出を禁止・制限し，さらに石油輸出国機構

（OPEC）が原油価格を大幅に引き上げた。この出来事は，同時期に起こったドル =

ショックとあいまって，先進工業国に打撃を与えて，経済や政策に影響を及ぼし

た。

他方，石油などの化石燃料の使用がもたらす地球環境への影響も懸念されるよう

になっていった。1997 年に Ｃ で開催された国際会議では，先進国の温室

効果ガス排出削減目標が取り決められるなど，環境問題への国際的な取り組みもお

こなわれるようになった。

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

世　　界　　史
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18 ◇M18―3

〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のペリーは，蒸気船などで構成された東インド艦隊を率い

て，日本に来航した。

Ｙ　イギリスでは，蒸気機関車による鉄道の運行が始まり，鉄道技術は 19 世

紀には北米や日本などでも実用化された。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　第一次世界大戦は，各国の国力や技術力を動員する総力戦となり，戦車や

航空機などの兵器が使用された。

㋑　20 世紀に入ると，アメリカ合衆国ではベルトコンベアの利用により，安

価な自動車が大量生産されるようになった。

㋒　ドイツでヒトラー政権が誕生すると，道路建設など大規模な公共事業がお

こなわれ，大衆向け自動車の生産が計画された。

㋓　日本で高度経済成長が始まると，自動車は冷蔵庫や洗濯機とともに「三種

の神器」と呼ばれて急速に普及した。

⑶　下線部ｃについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　第一次世界大戦後，それまでオスマン帝国の統治下にあったシリアなどの

地域は，イギリスの委任統治領となった。

㋑　北アフリカ・西アフリカ地域でのフランスの植民地支配は，第二次世界大

戦後まで続いた。

㋒　ヴェルサイユ条約によってアフリカの植民地を失ったドイツは，その後，

条約を破棄するとエチオピアに侵攻してこれを併合した。

㋓　アジア・太平洋戦争勃発によってアメリカ合衆国からの石油の輸入が途絶

えたため，日本は石油を求めてインドシナ半島への進出を開始した。
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19 ◇M18―3

⑷　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　イラク 

㋒　カタール  ㋓　サウジアラビア

⑸　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　第 1 次中東戦争 ㋑　第 2 次中東戦争

㋒　第 3 次中東戦争 ㋓　第 4 次中東戦争

⑹　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この出来事を契機として株価や地価が大きく下落し，日本は 1980 年代末

まで長期の経済低迷に陥った。

Ｙ　この出来事を契機として，アメリカ合衆国やイギリスは，福祉国家的な政

策へと転換し，1980 年代末までその政策を継続した。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑺　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　京　都  ㋑　ストックホルム

㋒　パ　リ  ㋓　モントリオール
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20 ◇M18―3

南アジアの文化と歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⑻　インダス文明の遺跡に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は

㋔を選びなさい。

㋐　ドーラヴィーラー ㋑　ハラッパー

㋒　ピュロス  ㋓　モエンジョ = ダーロ

⑼　インダス文明に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正し

い場合は㋔を選びなさい。

㋐　都市には沐浴場などの公共施設が作られた。

㋑　メソポタミアとの間で交易がおこなわれていた。

㋒　インダス文字が刻まれた印章が遺跡から発見されている。

㋓　遺跡から大規模な宮殿は発見されていない。

⑽　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ のアーリヤ人は， ｂ 頃に中央アジアからパンジャーブ地

方に移住してきた。

㋐　ａ　インド = ヨーロッパ語系　　　　　　ｂ　前 1500 年

㋑　ａ　インド = ヨーロッパ語系　　　　　　ｂ　前 1000 年

㋒　ａ　ドラヴィダ語系　　　　　　　　　　ｂ　前 1500 年

㋓　ａ　ドラヴィダ語系　　　　　　　　　　ｂ　前 1000 年

⑾　前 3 世紀の南アジアの宗教に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　アショーカ王が仏教に帰依した。

㋑　ヴァルダマーナがジャイナ教を開いた。

㋒　ガウタマ = シッダールタが仏教を開いた。

㋓　神々への讃歌を集めた『リグ = ヴェーダ』がまとめられた。

Ⅱ
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21 ◇M18―3

⑿　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ が進出したスリランカには前 3 世紀頃に仏教が伝わった。のちに

スリランカは ｂ の中心地になった。

㋐　ａ　サカ人　　　　　　　　ｂ　大乗仏教

㋑　ａ　サカ人　　　　　　　　ｂ　上座部仏教

㋒　ａ　シンハラ人　　　　　　ｂ　大乗仏教

㋓　ａ　シンハラ人　　　　　　ｂ　上座部仏教

⒀　カーリダーサの戯曲を選びなさい。

㋐　『シャクンタラー』 ㋑　『マハーバーラタ』

㋒　『ラーマーヤナ』 ㋓　『シャー = ナーメ』

⒁　グプタ朝時代の文化に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべ

て正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ナーランダー僧院が建てられた。

㋑　サンスクリット語が公用語となった。

㋒　ガンダーラ美術が生まれた。

㋓　ゼロの概念などを含む数学が発展した。

⒂　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

5 世紀初め， ａ 治世下のインドを ｂ が訪れた。

㋐　ａ　チャンドラグプタ 1 世　　　　　　ｂ　玄　奘

㋑　ａ　チャンドラグプタ 2 世　　　　　　ｂ　玄　奘

㋒　ａ　チャンドラグプタ 1 世　　　　　　ｂ　法　顕

㋓　ａ　チャンドラグプタ 2 世　　　　　　ｂ　法　顕

⒃　タージ = マハルを建てたムガル皇帝を選びなさい。

㋐　アクバル  ㋑　バーブル

㋒　シャー = ジャハーン ㋓　ムムターズ = マハル
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⒄　ムガル皇帝アウラングゼーブの時代の出来事に関する次の文ａ，ｂについ

て，その正誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　シク教徒がパンジャーブ地方にシク王国をたてた。

ｂ　ヒンドゥー教徒がデカン高原にマラーター王国をたてた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

15 ～ 17 世紀の世界に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

15 世紀末以降，ヨーロッパ人が海洋に進出したことで，世界の諸地域が交易を

通じて結びつけられ，「世界の一体化」が始まった。スペインやポルトガルは，香辛

料・陶磁器・生糸などの物産を求めて，アジアの海域で確立していた交易ネット

ワークに参加するとともに，大西洋や太平洋の航路も開拓し，南北アメリカ大陸に

も到達した。ヨーロッパ人は，当時のアジアでの取り引きにおいて事実上の決済通

貨となっていた銀を手にし，これによってアジアの物産品を持続的に入手できるよ

うになった。交易の活性化により，大西洋やインド洋，太平洋を介して，南北アメ

リカ大陸とアフリカ大陸，そしてユーラシア大陸各地の広域ネットワークの結びつ

きが深まった。

17 世紀前半に始まった気候の寒冷化は，凶作や経済活動の停滞，政治的な混乱

などの危機の連鎖を世界各地でひき起こした。ヨーロッパでは，飢饉や疫病が各地

で発生するとともに，商業活動が停滞して経済不況が深刻化した。これらは各地で

発生した内乱や戦争の遠因ともなった。その中でも，例外的にオランダは経済的な

繁栄期を迎え，早くからアジアにも進出し，スペインやポルトガルに代わって商業

覇権を握った。しかし 17 世紀後半に入ると，イギリスとフランスがそれぞれ国内

の政治体制を再編し，重商主義を推進してオランダに対抗したことで，オランダの

覇権は動揺し始めた。イギリス・フランス両国は競い合ってインドに進出し，さら

に北アメリカやカリブ海の島々での植民地経営をめぐって対立していくこととなっ

た。

Ⅲ

⒅⒆

⒇

㉑

㉒ ㉓ ㉔

㉕

㉖

㉗
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〔設　問〕

⒅　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

コロンブスはイタリアの天文学者 　 の地球球体説を信じて，航路の

開拓をくわだてた。

㋐　ケプラー  ㋑　コペルニクス

㋒　トスカネリ  ㋓　マテオ = リッチ

⒆　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

ポルトガルの 　 は，アジアに向かう途中でブラジルに漂着した。

㋐　カブラル  ㋑　ヴァスコ = ダ = ガマ

㋒　バルボア  ㋓　バルトロメウ = ディアス

⒇　スペインによるアメリカ大陸の支配に関する次の文ａ，ｂについて，その正

誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　アステカ王国はマゼランによって滅ぼされた。

ｂ　聖職者モンテ = コルヴィノはスペイン人入植者による先住民の酷使を批判

した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉑　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

16 世紀，スペインはメキシコの銀を太平洋岸の ａ からフィリピン

の ｂ に運んだ。

㋐　ａ　アカプルコ　　　　　　ｂ　マカオ

㋑　ａ　アカプルコ　　　　　　ｂ　マニラ

㋒　ａ　クスコ　　　　　　　　ｂ　マカオ

㋓　ａ　クスコ　　　　　　　　ｂ　マニラ

㉒　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

フランスでは，ルイ 14 世の在位中に，高等法院や貴族・民衆が 　

を起こした。

㋐　ジャックリーの乱 ㋑　ヴァンデーの反乱

㋒　フロンドの乱  ㋓　ワット = タイラーの乱

24
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㉓　三十年戦争に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　ベーメンでのカトリックの反乱をきっかけに始まった。

ｂ　フランスがプロテスタント側に立って参戦した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉔　オランダの独立に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　スペインのフェリペ 2 世がネーデルラントにカトリックを強制したことを

きっかけに，オランダ独立戦争が起きた。

㋑　ネーデルラントの南部 10 州がユトレヒト同盟を結んだ。

㋒　オラニエ公ウィレムが独立運動を指導した。

㋓　オランダの独立はウェストファリア条約で国際的に承認された。

㉕　オランダのアジア進出に関する出来事が古い順に並んでいるものを選びなさ

い。

㋐　バタヴィアの建設――マラッカの奪取――アンボイナ事件

㋑　バタヴィアの建設――アンボイナ事件――マラッカの奪取

㋒　マラッカの奪取――バタヴィアの建設――アンボイナ事件

㋓　マラッカの奪取――アンボイナ事件――バタヴィアの建設

㉖　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

ルイ 14 世は親政期に 　 を財務総監に登用して重商主義政策をとっ

た。

㋐　コルベール  ㋑　ネッケル

㋒　マザラン  ㋓　リシュリュー
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㉗　イギリスとフランスのインド進出に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤

の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　イギリスはインド西海岸のマドラスなどを拠点とした。

ｂ　フランスはインド東海岸のポンディシェリなどを拠点とした。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

第一次世界大戦に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

1914 年 6 月，「ヨーロッパの火薬庫」と呼ばれていたバルカン半島に位置する

₂₉ の州都サライェヴォで，オーストリアの帝位継承者夫妻がセルビア人の

民族主義者に暗殺される事件が起きた。オーストリアは同盟国ドイツの支持を得

て，翌 7 月にセルビアに宣戦布告した。セルビアを後援するロシアが総動員令を発

すると， 8 月に入り，ドイツはロシア・フランスに宣戦し，中立国 ₃₀ に侵

攻した。

この中立国侵犯を理由にイギリスがドイツに宣戦すると，日本も日英同盟を口実

に参戦し，さらに 11 月にオスマン帝国が同盟国側について参戦したことで，戦線

はアジアにも拡大した。1915 年には，秘密外交を展開したイタリアが，三国同盟

から離脱してオーストリアに宣戦した。

マルヌの戦いでドイツ軍の進撃が阻止されると，戦争は膠着した。戦争の長期化

は，かつては考えも及ばなかった物量戦・消耗戦をもたらした。こうして各国は植

民地を含めた総力戦体制や強力な戦争指導体制の構築に迫られた。

大戦の主戦場となったヨーロッパは，戦勝国と敗戦国の区別なく疲弊した。第一

次世界大戦後，国際秩序におけるヨーロッパ中心主義は過去のものとなっていく。

1919 年 1 月から開かれたパリ講和会議で，戦勝国のイギリス・フランスに加え，

アメリカ合衆国が大きな発言力を有したことはその象徴であった。

Ⅳ

㉘

㉛

㉜ ㉝

㉞

㉟

㊱㊲
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〔設　問〕

㉘　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1912 年，バルカン同盟は ａ に乗じて ｂ を起こした。

㋐　ａ　エジプト = トルコ戦争　　　　　　ｂ　第 1 次バルカン戦争

㋑　ａ　エジプト = トルコ戦争　　　　　　ｂ　第 2 次バルカン戦争

㋒　ａ　イタリア = トルコ戦争　　　　　　ｂ　第 1 次バルカン戦争

㋓　ａ　イタリア = トルコ戦争　　　　　　ｂ　第 2 次バルカン戦争

㉙　空欄 ₂₉に入る語を選びなさい。

㋐　ボスニア  ㋑　ベーメン

㋒　ズデーテン  ㋓　ハンガリー

㉚　空欄 ₃₀に入る語を選びなさい。

㋐　オランダ  ㋑　ベルギー

㋒　デンマーク  ㋓　スイス

㉛　日英同盟の締結を含む出来事が古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　日英同盟の締結――英仏協商の締結――露仏同盟の締結

㋑　露仏同盟の締結――日英同盟の締結――英仏協商の締結

㋒　日英同盟の締結――露仏同盟の締結――英仏協商の締結

㋓　露仏同盟の締結――英仏協商の締結――日英同盟の締結

㉜　第一次世界大戦後のアジアの出来事に含まれないものを選びなさい。すべて

含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　モンゴル人民共和国の成立 ㋑　中国共産党の結成

㋒　インドネシア国民党の結成 ㋓　タイ立憲革命

㉝　第一次世界大戦中の秘密外交に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組

合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　ローザンヌ条約により，イタリアは「未回収のイタリア」の獲得を約束され

た。

ｂ　サイクス・ピコ協定により，オスマン帝国領の分割が取り決められた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤
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㉞　第一次世界大戦中の総力戦体制や戦争指導体制に関する次の文ａ，ｂについ

て，その正誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　イギリスはインドに戦後の自治を約束して戦争協力を取りつけた。

ｂ　フランスで対独強硬論を唱えるクレマンソー内閣が成立した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉟　1920 年代の出来事に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべ

て正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ロカルノ条約が締結された。

㋑　ワシントン会議で九カ国条約が締結された。

㋒　四カ国条約の締結により，日英同盟が解消された。

㋓　第 2 インターナショナルが結成された。

㊱　パリ講和会議の基礎となった「十四カ条」の内容に含まれないものを選びなさ

い。すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　秘密外交の廃止 ㋑　植民地問題の公正な解決

㋒　軍備縮小  ㋓　女性参政権の実現

㊲　パリ講和会議に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正し

い場合は㋔を選びなさい。

㋐　敗戦国は会議への参加を認められなかった。

㋑　ソヴィエト政権が会議に招かれた。

㋒　中国が二十一カ条の要求の取り消しを求めた。

㋓　国際連盟の設立が決定された。
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19 世紀以降の科学と技術に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㊳　生物学に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しいも

のを選びなさい。

ａ　イギリスのダーウィンが『種の起源』で進化論を唱えた。

ｂ　オーストリアのメンデルが遺伝の法則を発見した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊴　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

マイヤーと 　 はエネルギー保存の法則を発見した。

㋐　ファラデー  ㋑　ヘルムホルツ

㋒　スタイン  ㋓　リヴィングストン

㊵　マルコーニが発明したものを選びなさい。

㋐　蓄音機  ㋑　プロペラ飛行機

㋒　無線電信  ㋓　ダイナマイト

㊶　極地探検に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しい

ものを選びなさい。

ａ　フランスのピアリが北極点に到達した。

ｂ　ノルウェーのアムンゼンが南極点に到達した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊷　ペニシリンを発見した人物を選びなさい。

㋐　コッホ  ㋑　フレミング

㋒　レントゲン  ㋓　パストゥール

㊸　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

アインシュタインは哲学者 　 とともに核兵器の危険性を訴えた。

㋐　マックス = ヴェーバー ㋑　サン = シモン

㋒　トルストイ  ㋓　バートランド = ラッセル

Ⅴ
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㊹　生命科学に関する 1950 年代の出来事を選びなさい。

㋐　ヒト iPS 細胞の作成成功

㋑　「ヒトゲノムと人権に関する世界宣言」の採択

㋒　DNA 二重らせん構造の発見

㋓　ヒトゲノムの解読完了

㊺　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1957年に ａ は世界初の人工衛星 ｂ の打ち上げに成功した。

㋐　ａ　アメリカ合衆国　　　　　　ｂ　スプートニク 1 号

㋑　ａ　アメリカ合衆国　　　　　　ｂ　アポロ 11 号

㋒　ａ　ソ　連　　　　　　　　　　ｂ　スプートニク 1 号

㋓　ａ　ソ　連　　　　　　　　　　ｂ　アポロ 11 号

㊻　核兵器の管理に関する条約が成立年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　部分的核実験禁止条約――核拡散防止条約――核兵器禁止条約

㋑　核兵器禁止条約――核拡散防止条約――部分的核実験禁止条約

㋒　核拡散防止条約――部分的核実験禁止条約――核兵器禁止条約

㋓　部分的核実験禁止条約――核兵器禁止条約――核拡散防止条約

㊼　1992 年に国連環境開発会議が開催された都市を選びなさい。

㋐　リオデジャネイロ ㋑　ジュネーヴ

㋒　コロンボ  ㋓　ヘルシンキ

（世界史の問題はここまで）
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の中に答を入れよ。

⑴　 2 次関数 y= ax 2+ bx+ cのグラフが 3 点 A（1，0），B（-1，-8），C（3，16）

を通るとき，a，b，cの値を求めると（a，b，c）= ア である。また， 2 次

関数 y= px 2+ qx+ rのグラフが 2 点 A（1，0），B（-1，-8）を通り，yの最大

値が 1 であるとき，p，q，rの値を求めると（p，q，r）= イ である。

Ⅰ

数　　　　　学
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⑵　sin x+ cos x=
2

1 のとき，sin x cos xの値を求めると  

sin x cos x= ウ である。また，sin 3 x+ cos 3 xの値を求めると  

sin 3 x+ cos 3 x= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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⑶　81 log 23 を簡単にすると 81 log 23 = オ である。また，x2 0 のとき，方程

式 log logx 81 log2 4
2

2

3 = 3 を満たす実数 xの値を求めると x= カ である。
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⑷　9ABC において，辺 AB の中点を D，辺 AC を 1：2 に内分する点を E と

し，線分 DC と線分 EB の交点を F とする。このとき，線分 FC と線分 DF の長

さの比を求めると FC：DF= キ であり，9ABC と9DFE の面積の比

を求めると9ABC：9DFE= ク である。

（問題Ⅱに続く）
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関数 f（x）= 4x- x 3 と曲線 C：y= f（x）を考える。また，mを定数とし，直線

l：y=mxと Cは，第 1 象限（x2 0，y2 0）に交点 P をもつ。

⑴　Cの xF 0 の部分と x軸とで囲まれる領域 Dの面積 Sを求めよ。

⑵　mのとりうる値の範囲を求めよ。

⑶　O を原点とし，P から x軸に下ろした垂線と x軸との交点を Q とする。  

9POQ の面積Tが ⑴ の面積 Sの
2
1 倍となるmの値を求めよ。

⑷　直線 lが ⑴ の領域 Dの面積 Sを 2 等分するmの値を求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ

35

8048_21_18SUU_M.indd   34 2025/09/22   18:47

411 / 687



35 ◇M18―3

＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M19―3

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～14 ページ，「世界史」は 15～28 ページ，「数学」は 29～34 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 9 日）

地理歴史・数学
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

外国語学部（フランス，アジア） 150 点 60 分

経済学部（Ａ方式） 100 点 60 分
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1 ◇M19―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

近世の日本にとって，長崎は西洋に開かれた唯一の窓口であり，各国との交渉

の場として大きな役割を果たしていた。また，長崎は日本における世界の情報の

集積地でもあった。

18 世紀後半以降，欧米諸国の船が日本に接近し始めた。1808 年には，ナポレ

オン戦争の影響で，オランダ船を追って外国船が長崎港に侵入する事件が起き 

た。幕府は，オランダ風説書によって世界の情報を得ていたが，アヘン戦争が起

きるとさらに詳細な世界情勢を把握する必要を感じ，従来の風説書とは別に，別

段風説書からも情報を得るようになった。1853 年には， Ａ が長崎に来

航し，通商の交渉をおこなった。 Ａ はその後も日本を訪れ，日露和親条

約を締結した。

1859 年に長崎が開港すると，商人や宣教師などが居留地を訪れ，自由貿易が

おこなわれるようになった。開港直後の長崎に来たトマス ＝ グラバーも，その一

人である。彼はグラバー商会を設立し，幕府や諸藩に武器の販売をおこなった。

この時期に日本に大量に輸入された中古の武器の中には，アメリカ合衆国の南北

戦争で使われたものもあったとされる。

長崎は，情報や人やモノのネットワークの拠点でもあった。日本において初め

て国際的な電信網と接続されたのも長崎であり，1871 年に長崎と Ｂ の

間，長崎とウラジヴォストークの間を結ぶ海底ケーブルが敷設された。また，中

国近代史上で重要な役割を果たした孫文も，複数回，長崎を経由して，日本国内

や中国へと向かったのであった。

Ａ

ａ ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

日　　本　　史
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2 ◇M19―3

〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この事件で長崎港に侵入したのは，イギリス船であった。

Ｙ　この事件が起きた当時，オランダはフランスの支配下にあった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　この戦争が始まる前，イギリスは清への銀の流出を防ぐため，清にイン

ド産のアヘンを密輸していた。

㋑　イギリスは，林則徐がアヘン密輸の取り締まりをおこなったことを受け

て，この戦争を起こした。

㋒　この戦争の結果，南京条約が結ばれ，イギリスへの香港島の割譲などが

定められた。

㋓　この戦争の情報が日本に伝わると，江戸幕府は異国船打払令を出して外

国船の襲来に備えた。

⑶　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ハリス ㋑　プチャーチン ㋒　ラクスマン ㋓　レザノフ

⑷　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日米修好通商条約では，日本でのアメリカ人の居住は居留地に限り，貿

易は居留地の外でもおこなうことができると定められた。

Ｙ　日米修好通商条約締結後の幕末を通じて，日本の最大の貿易相手国はア

メリカ合衆国であった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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3 ◇M19―3

⑸　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　この戦争が始まる前，アメリカ合衆国では，高い関税を課す保護貿易を

望む南部と，自由貿易を求める北部の対立が深まっていた。

㋑　南部諸州がアメリカ連合国を結成したのち，この戦争が始まった。

㋒　民主党のリンカンが奴隷解放宣言を発したのち，南部は降伏した。

㋓　この戦争が終結した年に，解放された元奴隷の男女に参政権が付与され

た。

⑹　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　上　海 ㋑　大　連 ㋒　北　京 ㋓　旅　順

⑺　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日本で中国同盟会が結成され，孫文が指導者となった。

Ｙ　孫文は，中華民国の臨時大総統として，中国共産党との提携をおこなっ

た。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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4 ◇M19―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

古代の日本では，稲や布が交換手段として用いられてきたが，天武天皇の時代

になると，国産の銅銭の鋳造が始まった。しかし， 9 世紀半ばに銅銭の素材とな

る銅鉱脈が枯渇すると，銅銭は鋳造されなくなった。

一方，中国や朝鮮との交易は，遣唐使の派遣が中止された後も続いていたが，

960 年に成立した宋との貿易が活発化し，宋から銅銭がもたらされた。しかし，

そうした輸入銭は交換手段というよりも，仏像などを鋳造するための素材に用い

られたようである。12 世紀半ばに政権をとった平氏の財政基盤の一つは日宋貿

易にあった。その貿易を通じて，中国で鋳造された膨大な量の宋銭が流入した。

大帝国を築き上げた元は， 2 度にわたって日本に攻め込んだ。そうした中でも

日本と元の間で貿易が続けられていたことは，1323 年に元から日本に向かった

新安沈船に，のちに京都五山となる Ａ の積荷木簡が積まれていたこと

や，鎌倉幕府が Ｂ 船を元に派遣していたことからわかる。とくに新安沈

船には，約 800 万枚もの銅銭が積まれていた。この大量の銅銭も仏像などの素材

として輸入された可能性があるものの，こうした銭の流入は，鎌倉時代の商業の

発達にともなう，通貨使用の拡大などの背景でもあった。

室町時代になると，足利義満によって明との貿易が始まり，遣明船は明から交

付された Ｃ を持参し， Ｄ の港に向かった。この貿易は朝貢貿易

の形式をとっていたが，日本側の利益は大きかった。

こうした貿易を通じて，中国銭が日本にもたらされて社会に浸透したことで，

日本でも貨幣経済が確立していったのである。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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5 ◇M19―3

〔設　問〕

⑻　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　政府は年号を和銅と改め，和同開珎を鋳造した。

Ⅱ　唐の銭貨にならった形態の富本銭が鋳造された。

Ⅲ　政府は銭貨の流通を促すため，蓄銭叙位令を発した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⑼　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　この貿易は，宋との正式な国交樹立を背景におこなわれた。

㋑　 奝
ちょう

然
ねん

のように，商船に乗って日本から宋に渡る僧侶もいた。

㋒　宋からは，香料・医薬品・書籍・陶磁器などが輸入された。

㋓　日本からは，砂金や硫黄が輸出された。

⑽　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　平清盛は，貿易を活性化させるために瀬戸内海航路を整備した。

Ｙ　平氏の財政基盤には，知行国や荘園からの収益もあった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑾　空欄 Ａ および Ｂ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 永平寺　　Ｂ― 建長寺 ㋑　Ａ― 永平寺　　Ｂ― 天龍寺

㋒　Ａ― 東福寺　　Ｂ― 建長寺 ㋓　Ａ― 東福寺　　Ｂ― 天龍寺
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6 ◇M19―3

⑿　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　交通の要衝や寺社の門前では，定期市としての六斎市が一般化した。

㋑　京や鎌倉などの大都市では，常設の見世棚が現れた。

㋒　荘園の一部では，年貢を銭で納入することもおこなわれた。

㋓　京や鎌倉と遠隔地との取引に，銭の代わりに為替が用いられるように

なった。

⒀　空欄 Ｃ および Ｄ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｃ― 勘　合　　Ｄ― 塩　浦 ㋑　Ｃ― 勘　合　　Ｄ― 寧　波

㋒　Ｃ― 朱印状　　Ｄ― 塩　浦 ㋓　Ｃ― 朱印状　　Ｄ― 寧　波

⒁　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この貿易は，明王朝が設置した倭館でおこなわれた。

Ｙ　この貿易は，足利義持の時代に中断したが，足利義教の時に再開した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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7 ◇M19―3

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

朱子学者の木下順庵は，儒学の発展に大きく貢献した人物である。

江戸時代前期，儒者を顧問にして藩政の刷新を図る藩もあった。木下順庵は，

加賀藩の Ａ に招かれ，学問の振興に努めた。その名声は江戸幕府に届

き，順庵は， 5 代将軍徳川綱吉の侍講として登用された。綱吉は，武家諸法度第

一条を「文武 Ｂ を励し， Ｃ を正すべき事」と改めたが，これは，

儒教に裏付けられた文治主義の理解を，武士に要求するものであった。このよう

に，儒教を重視した幕府政治の中枢にも順庵は深く関与し，儒者林鳳岡とも積極

的に交流した。順庵の学問は，為政者の徳を育てる実学として展開し，この思想

は新井白石にも受け継がれた。

江戸時代には，儒学以外でも，さまざまな論者によって，学問や思想が展開し

た。しかし，『聖教要録』を刊行した Ｄ らは，朱子学の形式性を批判した

ため，幕府によって罰せられた。実用にもつながる学問の発展もみられた。こう

した学問や思想の発展は，儒学に対する一種の対抗軸となり，当時の日本におけ

る思想に多様性をもたらした。

〔設　問〕

⒂　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　池田光政  ㋑　上杉治憲（鷹山）

㋒　保科正之  ㋓　前田綱紀

⒃　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　柳沢吉保を側用人として登用し，政治を執りおこなった。

㋑　服忌令により，近親者の死に際し，喪に服する日数などを定めた。

㋒　貧民を対象とした医療施設の小石川養生所を設けた。

㋓　この将軍の時に，江戸城内で刃傷事件を起こした赤穂藩主が切腹を命じ

られる事件が起きた。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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8 ◇M19―3

⒄　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 弓　馬　　Ｃ― 信　仰 ㋑　Ｂ― 弓　馬　　Ｃ― 礼　儀

㋒　Ｂ― 忠　孝　　Ｃ― 信　仰 ㋓　Ｂ― 忠　孝　　Ｃ― 礼　儀

⒅　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　金の含有率を下げた正徳小判を鋳造し，物価の安定を図った。

Ｙ　宣教師を尋問して得た情報をもとに，『西洋紀聞』を著した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒆　下線部ｃに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　古学派の伊藤仁斎が，京都で古義堂を開いた。

Ⅱ　山片蟠桃は，無神論を説く『夢の代』を完成させた。

Ⅲ　太宰春台は，経世論を発展させた『経済録』を著した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⒇　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　荻生徂徠 ㋑　熊沢蕃山 ㋒　中江藤樹 ㋓　山鹿素行

21　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　渋川春海が，西洋暦を取り入れた寛政暦をつくった。

㋑　関孝和が著した『発微算法』によって，和算の水準が向上した。

㋒　稲生若水が本草学を研究し，『大和本草』を記した。

㋓　佐藤信淵が，経営の知識や手法を解説する『経世秘策』を著した。

09
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9 ◇M19―3

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

満洲事変勃発以降の情勢の中で，日本国内ではナショナリズムが強まり，国家

による弾圧とあいまって多くの作家の断筆や，転向が続出した。日本の伝統文

化・思想への回帰がみられ，1930 年代後半にはこの傾向がいっそう濃厚となっ

た。亀井勝一郎・保田与重郎らは『 Ａ 』を 1935 年に創刊し，日本の伝統

文化への回帰を唱え，民族主義を掲げる文芸評論を盛んに発表した。文学者も戦

争に動員されるようになり，戦争文学が人気を博した。しかし，日本軍の実情を

写実的に描いた Ｂ の『 Ｃ 』は発売禁止となった。

その後，アジア・太平洋戦争が勃発し，戦線が拡大していった。それととも

に，国民の生活への戦争の影響は強まっていった。やがて，日本軍は敗退を重

ね，敗戦への道をたどった。

〔設　問〕

22　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　石原莞爾を参謀とする関東軍が，南満洲鉄道の線路を爆破した。

㋑　軍の行動への世論の支持を受け，若槻礼次郎内閣は戦線拡大方針を打ち

出した。

㋒　関東軍は，清朝最後の皇帝溥儀を執政として，満洲国の建国を宣言させ

た。

㋓　国際連盟総会は，日本に対して満洲国の承認を撤回するように求める勧

告案を採択した。

23　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　共産主義者が厳しい弾圧を受け，それまでの思想を放棄する者が相次いだ。

Ｙ　共産党幹部の幸徳秋水らが，転向声明を獄中から発表した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

10
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10 ◇M19―3

24　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　改　造 ㋑　国民之友 ㋒　白　樺 ㋓　日本浪曼派

25　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 石川達三　　Ｃ― 生きてゐる兵隊 

㋑　Ｂ― 石川達三　　Ｃ― 太陽のない街

㋒　Ｂ― 徳永直　　　Ｃ― 生きてゐる兵隊 

㋓　Ｂ― 徳永直　　　Ｃ― 太陽のない街

26　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　この開戦は，大東亜会議によって決定された。

㋑　この戦争は，日本軍によるマレー半島上陸とハワイの真珠湾攻撃の後，

日本がアメリカとイギリスに宣戦を布告して始まった。

㋒　日本軍は，イギリス領のシンガポールを占領した。

㋓　日本はこの戦争の目的を，「大東亜共栄圏」を建設することであるとし

た。

27　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　米穀不足が続き，イモなどの代用食が増えていった。

㋑　生徒・学生や女性が軍需工場などに徴用される勤労動員がおこなわれ

た。

㋒　都市部の学童に対する，地方への集団疎開がおこなわれた。

㋓　文系・理系を問わず，すべての徴兵適齢の男子学生が，軍に召集され

た。

11
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11 ◇M19―3

28　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　日本軍が，ミッドウェー海戦で大敗した。

Ⅱ　アメリカ軍が沖縄本島に上陸し， 3 ヶ月近い戦いとなった。

Ⅲ　戦況悪化の責任を負う形で，東条英機内閣が総辞職した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

12

8048_23_19NIH_M.indd   11 2025/12/05   2:26

424 / 687



12 ◇M19―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の文を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

木簡の本格的な研究が始まったきっかけは， Ａ 宮跡で 41 点の木簡が

発見されたことである。 Ａ 宮に遷都する前の都であった藤原京跡などで

も木簡が発見され，文献史料からはわからない歴史が明らかになってきた。

藤原宮跡出土木簡の発見によって，『日本書紀』記載の「改新の詔」に記された行

政区画の名称が，実際とは異なっていたことが判明した。

また，藤原不比等没後に権力を握り，不比等の子らにより滅ぼされた

Ｂ の邸宅跡から発掘された大量の木簡は，皇族の生活や経済基盤の実態

を知る重要な史料となった。

さらに木簡の中には，荷札として付けられたものもある。たとえば，

参河国渥美郡／大壁郷海部首万呂／ Ｃ 塩一斗

尾張国智多但馬郷区豆里田部得石御 Ｃ 塩／天平六年八月十九日

と書かれ，税の一つである Ｃ として塩を中央に納めたことがわかる。こ

のように，木簡は古代史研究に大きな成果をもたらしている。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑵　下線部ａについて，この都に遷都した天皇は誰か，漢字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｂ に入る人名を漢字 3 字で答えなさい。

⑷　空欄 Ｃ に入る語を漢字 1 字で答えなさい。

⑸　下線部ｂについて，地方行政区画の名称をあげながら，20 字程度（句読点

も 1 字に数える）で説明しなさい。

Ｂ

ａ

ｂ
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13 ◇M19―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

日本は，これまで何度も地震災害にみまわれてきた。明治以降でも，貴族院と

衆議院からなる Ａ が初めて開催された翌年の 1891 年 10 月に濃尾地震が

起こり，岐阜県，愛知県を中心に甚大な被害が出た。大正期になると，1923 年

に関東大震災が起こり，首都圏を中心に壊滅的な被害をもたらした。さまざまな

流言やデマが飛び交い，各地で組織された自警団によって朝鮮人や中国人が殺害

された。また甘粕正彦ら憲兵隊によって，無政府主義者の Ｂ や伊藤野枝

らが殺害される事件も起こった。

また，戦争の最中の 1944 年末から 1945 年初頭にかけて，東南海地震，三河地

震が相次いで発生した。これらの地震は三重県や愛知県を中心に大きな被害をも

たらした。しかし，1944 年 7 月に陥落した Ｃ 島から飛び立ったアメリ

カ軍機による本土空襲が激化していた時期でもあり，これらの地震については報

道管制が敷かれ，その被害の実態は隠された。

1995 年 1 月には阪神・淡路大震災が発生し，関西地域に大きな被害をもたら

した。この年の 3 月には，東京でオウム真理教団による Ｄ 事件が起こっ

ており，社会不安は増大した。

さらに 2011 年 3 月には東北沖の太平洋を震源とする巨大地震が発生し，東北

地方を中心に激しい揺れなどによって，大きな犠牲が生じた。この地震にともな 

う東京電力 Ｅ 発電所の事故により，地域社会に甚大な影響が生じ，それ 

への対応は現在でも続けられている。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑺　空欄 Ｂ に入る人名を漢字 3 字で答えなさい。

⑻　空欄 Ｃ に入る語をカタカナ 4 字で答えなさい。

⑼　空欄 Ｄ に入る語を 6 字で答えなさい。

ａ
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14 ◇M19―3

⑽　下線部ａに関して，地震の揺れとともに被災地域に被害をもたらした自然

現象と，発電所の事故による被害について，空欄 Ｅ に入る語（漢字 

7 字）を用いて，50 字程度（句読点も 1 字に数える）で，具体的に説明しなさ

い。

（日本史の問題はここまで）
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15 ◇M19―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

近世の日本にとって，長崎は西洋に開かれた唯一の窓口であり，各国との交渉の

場として大きな役割を果たしていた。また，長崎は日本における世界の情報の集積

地でもあった。

18 世紀後半以降，欧米諸国の船が日本に接近し始めた。1808 年には，ナポレオ

ン戦争の影響で，オランダ船を追って外国船が長崎港に侵入する事件が起きた。幕

府は，オランダ風説書によって世界の情報を得ていたが，アヘン戦争が起きるとさ

らに詳細な世界情勢を把握する必要を感じ，従来の風説書とは別に，別段風説書か

らも情報を得るようになった。1853 年には， Ａ が長崎に来航し，通商の

交渉をおこなった。 Ａ はその後も日本を訪れ，日露和親条約を締結した。

1859 年に長崎が開港すると，商人や宣教師などが居留地を訪れ，自由貿易がお

こなわれるようになった。開港直後の長崎に来たトマス = グラバーも，その一人で

ある。彼はグラバー商会を設立し，幕府や諸藩に武器の販売をおこなった。この時

期に日本に大量に輸入された中古の武器の中には，アメリカ合衆国の南北戦争で使

われたものもあったとされる。

長崎は，情報や人やモノのネットワークの拠点でもあった。日本において初めて

国際的な電信網と接続されたのも長崎であり，1871 年に長崎と Ｂ の間，

長崎とウラジヴォストークの間を結ぶ海底ケーブルが敷設された。また，中国近代

史上で重要な役割を果たした孫文も，複数回，長崎を経由して，日本国内や中国へ

と向かったのであった。

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

世　　界　　史
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16 ◇M19―3

〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この事件で長崎港に侵入したのは，イギリス船であった。

Ｙ　この事件が起きた当時，オランダはフランスの支配下にあった。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　この戦争が始まる前，イギリスは清への銀の流出を防ぐため，清にインド

産のアヘンを密輸していた。

㋑　イギリスは，林則徐がアヘン密輸の取り締まりをおこなったことを受け

て，この戦争を起こした。

㋒　この戦争の結果，南京条約が結ばれ，イギリスへの香港島の割譲などが定

められた。

㋓　この戦争の情報が日本に伝わると，江戸幕府は異国船打払令を出して外国

船の襲来に備えた。

⑶　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ハリス ㋑　プチャーチン ㋒　ラクスマン ㋓　レザノフ

⑷　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日米修好通商条約では，日本でのアメリカ人の居住は居留地に限り，貿易

は居留地の外でもおこなうことができると定められた。

Ｙ　日米修好通商条約締結後の幕末を通じて，日本の最大の貿易相手国はアメ

リカ合衆国であった。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤
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17 ◇M19―3

⑸　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　この戦争が始まる前，アメリカ合衆国では，高い関税を課す保護貿易を望

む南部と，自由貿易を求める北部の対立が深まっていた。

㋑　南部諸州がアメリカ連合国を結成したのち，この戦争が始まった。

㋒　民主党のリンカンが奴隷解放宣言を発したのち，南部は降伏した。

㋓　この戦争が終結した年に，解放された元奴隷の男女に参政権が付与され

た。

⑹　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　上　海 ㋑　大　連 ㋒　北　京 ㋓　旅　順

⑺　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日本で中国同盟会が結成され，孫文が指導者となった。

Ｙ　孫文は，中華民国の臨時大総統として，中国共産党との提携をおこなった。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

18

8048_22_19WOL_M.indd   17 2025/12/05   2:51

430 / 687



18 ◇M19―3

古代の中国に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⑻　先史時代の中国に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　周口店上洞人は新人に属する。

㋑　黄河流域で稲作を中心とする農耕が始まった。

㋒　長江流域で仰韶文化が広がった。

㋓　竜山文化は彩陶を特色とする。

⑼　殷王朝に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しいも

のを選びなさい。

ａ　甲骨文字が占いの記録に使われた。

ｂ　青銅器が祭祀などに用いられた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⑽　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

周王朝は前 8 世紀に都を ａ から洛邑に移した。のちに，新をたてた

ｂ は，周代を理想とする儒家思想に基づいて政治をおこなった。

㋐　ａ　成　都　　　　　　ｂ　王　莽

㋑　ａ　成　都　　　　　　ｂ　董仲舒

㋒　ａ　鎬　京　　　　　　ｂ　王　莽

㋓　ａ　鎬　京　　　　　　ｂ　董仲舒

⑾　戦国の七雄のうち長江流域にあった国を選びなさい。

㋐　燕 ㋑　韓 ㋒　魏 ㋓　楚

⑿　春秋・戦国時代に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　晋の文公などの覇者があらわれた。

㋑　鉄製農具が用いられるようになった。

㋒　斉が商鞅を登用して国力を高めた。

㋓　楚で蟻鼻銭が用いられた。

Ⅱ
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⒀　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ の蘇秦は ｂ を説いた。

㋐　ａ　陰陽家　　　　　　ｂ　連衡策

㋑　ａ　陰陽家　　　　　　ｂ　合従策

㋒　ａ　縦横家　　　　　　ｂ　連衡策

㋓　ａ　縦横家　　　　　　ｂ　合従策

⒁　始皇帝に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　洛陽を都とした。

㋑　医薬・占い・農業関係の書物を焼き捨てた。

㋒　封建制を全国に施行した。

㋓　華南に進出して南海郡など 3 郡を置いた。

⒂　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

始皇帝は戦国時代以来の長城を修築し， 　 の侵入を防いだ。

㋐　柔　然  ㋑　女　真

㋒　匈　奴  ㋓　突　厥

⒃　中国の書物に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　司馬遷は紀伝体で『史記』を著した。

ｂ　『楚辞』には楚の詩人である蘇軾の詩が収録された。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⒄　漢代の反乱が勃発年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　赤眉の乱――呉楚七国の乱――黄巾の乱

㋑　赤眉の乱――黄巾の乱――呉楚七国の乱

㋒　呉楚七国の乱――黄巾の乱――赤眉の乱

㋓　呉楚七国の乱――赤眉の乱――黄巾の乱

20

8048_24_19WOL_M.indd   19 2025/12/05   3:08

432 / 687



20 ◇M19―3

宗教改革に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

ローマでサン = ピエトロ大聖堂の改築が計画されると，教皇 ₁₉ はその費

用を集めるために，贖宥状をドイツで販売することを許可した。これに対して，贖

宥状に疑問を抱いていたヴィッテンベルク大学神学教授ルターが，1517 年に「九十

五カ条の論題」を発表し，宗教改革が始まった。ルターは教皇から破門され，1521

年には神聖ローマ皇帝 ₂₁ からヴォルムス帝国議会に呼び出され，自説の撤

回を求められた。

皇帝は，イタリア戦争やオスマン帝国の圧迫に対処するため，ドイツ諸侯の協力

を得ようと一時ルター派を認めたが，危機が遠ざかると，再びルター派の布教を禁

止した。ルター派の諸侯や都市は，これに抗議し，シュマルカルデン同盟を結成し

て皇帝と争い，1555 年のアウクスブルクの宗教和議で妥協が成立した。

スイスでは，都市を基盤にして宗教改革が展開した。まず， ₂₂ がチュー

リヒで，ついでカルヴァンがジュネーヴで宗教改革をおこなった。カルヴァン派は，

西ヨーロッパの商工業者を中心に広がっていった。これに対して，イギリスでは国

王の主導で宗教改革がおこなわれ，カトリック世界からの自立が進んだ。ただし，

イギリスの宗教改革では，制度や儀式にカトリック的な要素を残したため，のちに

ピューリタンと呼ばれることになるグループが，改革の徹底化を求めることとなっ

た。

同じ頃，カトリック教会側でも独自の改革が始まっており，宗教改革への対応が

その動きを強めた。こうした動きの中で，カトリックの教義の再確認やカトリック

信仰の刷新が図られた。

〔設　問〕

⒅　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

⒆　空欄 ₁₉に入る語を選びなさい。

㋐　グレゴリウス 1 世 ㋑　グレゴリウス 7 世

㋒　レオ 10 世  ㋓　クレメンス 5 世

Ⅲ

㋐ ⒇

㋑

㋒

㉓ ㋓ ㉔

㉕

㉖

㉗
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21 ◇M19―3

⒇　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ルターは， ａ フリードリヒに保護されて『新約聖書』のドイツ語訳を

おこなった。また，ルターの教えに刺激されたドイツ中・南部の農民は，1524

～ 1525 年に大規模な一揆を起こしたが，農民の反乱が ｂ の指導のも

とで急進化すると，ルターは反乱反対の立場を明確にし，反乱は諸侯によって

鎮圧された。

㋐　ａ　ザクセン選帝侯　　　　　　　　ｂ　フ　ス

㋑　ａ　ザクセン選帝侯　　　　　　　　ｂ　ミュンツァー

㋒　ａ　ハノーヴァー選帝侯　　　　　　ｂ　フ　ス

㋓　ａ　ハノーヴァー選帝侯　　　　　　ｂ　ミュンツァー

㉑　空欄 ₂₁に入る語を選びなさい。

㋐　カール 4 世  ㋑　カール 5 世

㋒　カール 6 世  ㋓　カール 12 世

㉒　空欄 ₂₂に入る語を選びなさい。

㋐　ツヴィングリ  ㋑　ノックス

㋒　トマス = モア  ㋓　ウィクリフ

㉓　カルヴァンに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　長老制を導入した。

ｂ　『キリスト教綱要』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉔　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

カルヴァン派は，スコットランドでは 　 と呼ばれた。

㋐　ユンカー  ㋑　ゴイセン

㋒　ユグノー  ㋓　プレスビテリアン

22
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22 ◇M19―3

㉕　イギリスの宗教改革に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべ

て正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ヘンリ 8 世が国王至上法を定めた。

㋑　ヘンリ 8 世が修道院を解散した。

㋒　メアリ 1 世がカトリックを復活させた。

㋓　メアリ 2 世が統一法を制定した。

㉖　ピューリタン文学に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを選びなさい。

ａ　デフォーが『失楽園』を著した。

ｂ　スウィフトが『天路歴程』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉗　カトリックの改革運動に関する出来事が古い順に並んでいるものを選びなさ

い。

㋐　トリエント公会議の開始――イエズス会の創設――フランシスコ = ザビエ

ルの日本来航

㋑　トリエント公会議の開始――フランシスコ = ザビエルの日本来航――イエ

ズス会の創設

㋒　イエズス会の創設――トリエント公会議の開始――フランシスコ = ザビエ

ルの日本来航

㋓　フランシスコ = ザビエルの日本来航――イエズス会の創設――トリエント

公会議の開始
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23 ◇M19―3

オスマン帝国に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

オスマン帝国は，14 世紀末にハンガリー王を中心とするヨーロッパ諸国の連合

軍を破り，バルカン半島の大部分を支配下に置いた。その一方で，アナトリア中・

東部方面の征服も進めたが，15 世紀初頭，中央アジアから進出してきたティムー

ルの軍に敗れ，帝国は一時，解体の危機に瀕した。しかし，その後，体制を立て直

し，15 世紀半ばには，コンスタンティノープルを攻略してビザンツ帝国を滅ぼし

た。これ以後，オスマン帝国は長い歴史を持つこの都市を首都として，バルカン半

島とアナトリアに中央集権的な支配を敷いた。

オスマン帝国初期の軍隊では， ₃₂ と呼ばれるトルコ系の騎士軍団が主力

であったが，それに加えて，イェニチェリと呼ばれる歩兵軍団が徐々に整備されて

いった。

オスマン帝国は，1514 年に ₃₃ でサファヴィー朝を破り，アナトリア東

部を支配下に入れた。さらに，1517 年にマムルーク朝を滅ぼして，シリアとエジ

プトを併合し，イスラーム教の二大聖地であるメッカとメディナの保護権も獲得し

た。西方では，ハンガリーを征服し，オーストリアのウィーンまで軍を進めた。

17 世紀には，オスマン帝国の東西への拡大は終わり，領土は安定した。しか

し，17 世紀末の第 2 次ウィーン包囲に失敗し，1699 年のカルロヴィッツ条約に

よって，ハンガリーなどを失い，初めて大規模な領土喪失を経験した。

18 世紀になると，オスマン帝国では西欧化政策が試みられたが，発展する官僚

機構を支える財源の減少から国力は徐々に低下した。18 世紀後半には，北方で，

ロシアと 2 度にわたって戦ったが敗北し，クリミア半島を奪われた。

19 世紀に入ると，オスマン帝国領内の諸地域や民族の自立の動きが高まるとと

もに，列強の干渉と経済的な支配が強まった。バルカン半島では，列強の支援の下

で，1829 年にギリシアが独立を達成し，翌年のベルリン会議でその独立が国際的

に承認された。また，エジプト総督ムハンマド = アリーは， 2 度にわたるエジプト

= トルコ戦争を起こし，オスマン帝国に勝利した。内外の危機に直面したオスマン

帝国は，19 世紀初め以降，帝国の存続と強化を目指して一連の改革を進めた。

20 世紀に入り，国内ではアブデュルハミト 2 世による専制政治に対する批判が

Ⅳ

㉙

㉚

㉛

㋐

㋑

㉞

㋒

㋓

㉟

㊱
24
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24 ◇M19―3

強まり，1908 年には，ミドハト憲法を復活させ立憲政治を実現する青年トルコ革

命が起きた。

〔設　問〕

㉘　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

㉙　オスマン帝国のスルタンが即位年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　バヤジット 1 世――メフメト 2 世――セリム 1 世

㋑　セリム 1 世――バヤジット 1 世――メフメト 2 世

㋒　セリム 1 世――メフメト 2 世――バヤジット 1 世

㋓　バヤジット 1 世――セリム 1 世――メフメト 2 世

㉚　ティムールに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　バグダードを都にティムール朝をたてた。

ｂ　明への遠征の途中で没した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉛　コンスタンティノープルを占領してラテン帝国をたてた十字軍を選びなさ

い。

㋐　第 1 回十字軍  ㋑　第 2 回十字軍

㋒　第 3 回十字軍  ㋓　第 4 回十字軍

㉜　空欄 ₃₂に入る語を選びなさい。

㋐　アーヤーン  ㋑　エスナーフ

㋒　ラージプート  ㋓　シパーヒー

㉝　空欄 ₃₃に入る語を選びなさい。

㋐　アンカラの戦い ㋑　チャルディラーンの戦い

㋒　ニコポリスの戦い ㋓　モハーチの戦い

㊲
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25 ◇M19―3

㉞　このときのロシア皇帝を選びなさい。

㋐　アレクサンドル 2 世 ㋑　エカチェリーナ 2 世

㋒　ニコライ 1 世  ㋓　ピョートル 1 世

㉟　この改革に関連する出来事が古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　ギュルハネ勅令の発布――ミドハト憲法の発布――イェニチェリ軍団の廃

止

㋑　ミドハト憲法の発布――イェニチェリ軍団の廃止――ギュルハネ勅令の発

布

㋒　ギュルハネ勅令の発布――イェニチェリ軍団の廃止――ミドハト憲法の発

布

㋓　イェニチェリ軍団の廃止――ギュルハネ勅令の発布――ミドハト憲法の発

布

㊱　アブデュルハミト 2 世に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせ

として正しいものを選びなさい。

ａ　軍艦エルトゥールル号を日本に派遣した。

ｂ　イタリア = トルコ戦争を理由に，議会を解散した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊲　青年トルコ革命に伴う政治的不安定に乗じてオスマン帝国から独立した国を

選びなさい。

㋐　セルビア  ㋑　ブルガリア

㋒　モンテネグロ  ㋓　ルーマニア

26
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経済の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㊳　中世ヨーロッパの商業に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせ

として正しいものを選びなさい。

ａ　フィレンツェなどの港市が東方貿易で栄えた。

ｂ　リューベックやブレーメンなどの都市がハンザ同盟に加わった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊴　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1765 年にイギリスが ａ を制定すると，本国政府のこうした政策に

対し，アメリカ植民地側は ｂ と唱えて反対運動を展開した。

㋐　ａ　穀物法　　　　　　ｂ　「代表なくして課税なし」

㋑　ａ　穀物法　　　　　　ｂ　「万人の万人に対する闘い」

㋒　ａ　印紙法　　　　　　ｂ　「代表なくして課税なし」

㋓　ａ　印紙法　　　　　　ｂ　「万人の万人に対する闘い」

㊵　『諸国民の富』の著者を選びなさい。

㋐　ケインズ  ㋑　ケネー

㋒　ジョン = ステュアート = ミル ㋓　アダム = スミス

㊶　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ が提唱したドイツ関税同盟は，1834 年に ｂ を中心に発

足した。

㋐　ａ　リスト　　　　　　　ｂ　プロイセン

㋑　ａ　リカード　　　　　　ｂ　プロイセン

㋒　ａ　リスト　　　　　　　ｂ　オーストリア

㋓　ａ　リカード　　　　　　ｂ　オーストリア

Ⅴ
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27 ◇M19―3

㊷　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

1909 年にアメリカ合衆国大統領となった 　 は，「ドル外交」と呼ば

れる経済権益拡張政策を展開した。

㋐　ウィルソン  ㋑　タフト

㋒　セオドア = ローズヴェルト ㋓　マッキンリー

㊸　フランクリン = ローズヴェルトのアメリカ合衆国大統領在任中に制定された

法律に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　農業調整法  ㋑　ワグナー法

㋒　全国産業復興法 ㋓　ホームステッド法

㊹　近現代イギリスの経済に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　イギリス首相のグラッドストンがスエズ運河会社の株を買収した。

㋑　オタワで開催されたイギリス連邦経済会議により，スターリング = ブロッ

クが形成された。

㋒　1930 年代にイギリスは「ゆりかごから墓場まで」と言われる社会福祉制度

の充実をおこなった。

㋓　1940 年代にイギリスはヨーロッパ自由貿易連合を結成した。

㊺　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

1944 年にアメリカ合衆国のブレトン = ウッズで開かれた会議によって，国

際通貨基金と 　 が設立された。

㋐　世界貿易機関  ㋑　国際復興開発銀行

㋒　国際原子力機関 ㋓　国際労働機関

㊻　経済相互援助会議（コメコン）に参加した国に含まれないものを選びなさい。

すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　モンゴル  ㋑　キューバ

㋒　ベトナム  ㋓　ハンガリー
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㊼　1980 年代の経済に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　リーマン = ショックが起きた。

㋑　アジア通貨危機が起きた。

㋒　第 1 次石油危機が起きた。

㋓　プラザ合意でドル高が是正された。

（世界史の問題はここまで）
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の中に答を入れよ。

⑴　実数 x，yが

xF 2，　yF
2
1 ，　xy= 8

を満たすとき，log2 xの最大値は ア であり，（log2 x）（log2 y）の最小値は

イ である。

Ⅰ

数　　　　　学

30
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⑵　円に内接する四角形 ABCD において，AC= 3 3，AD= 2 3，BC= 7，

+CAD= 60℉ とし，+BAD= i とする（0℉1 i1 180℉）。このとき，  

CD= ウ であり，cos i= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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⑶　ある鉄道の乗客のうち，全体の 85％が定期券利用者で，全体の 55％が学生の

定期券利用者である。定期券利用者の中から 1 人を選び出すとき，選び出された

人が学生である確率は オ である。さらに，乗客全体の 60％が学生であ

るとすると，定期券利用者でない乗客の中から 1 人を選び出すとき，選び出され

た人が学生である確率は カ である。
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⑷　cを正の実数とする。座標平面上に 3 点 A（0，2），B（0，1），C（c，0）をとり，

+ACB= i とする 0
2

1 1i
r

d n。このとき，tan i を cで表すと キ で

あり，
tan
1

i
の最小値は ク である。

（問題Ⅱに続く）
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33 ◇M19―3

kを実数として， 2 つの関数 f（x）=-x 2 と g（x）= x 2- 6x+ kを考える。 

xy平面上に， 2 つの放物線 C1：y= f（x）と C2：y= g（x）があり，C2 と x軸は異

なる 2 つの共有点をもつ。点_1，f（1）iにおける C1 の接線を lとする。

⑴　kのとりうる値の範囲を求めよ。

⑵　lの方程式を求めよ。

⑶　lが C2 と接するとき，kの値を求めよ。

⑷　lが C2 と接するとき，C2 と lと x軸で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M20―3

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～14 ページ，「世界史」は 15～27 ページ，「数学」は 28～33 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 10 日）

地理歴史・数学
学部（学科） 配　点 試験時間

人文学部（心理人間，日本文化） 100 点 60 分
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1 ◇M20―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

今日「万博」として知られる国際イベントが開催されるようになったのは，19

世紀のことである。1851 年にロンドンで開催の「万国の産業の成果の大博覧会」

は，世界に先駆けて産業革命を経験したイギリスの工業力を他国に誇示するもの

となった。この博覧会が，第 1 回万国博覧会とされている。

日本が万博に初めて正式参加したのは 1867 年のパリ博であり，江戸幕府・薩

摩藩・佐賀藩がそれぞれ出品した。明治政府が初めて参加した 1873 年のウィー

ン博には，岩倉具視を代表者とする政府の使節団も見学に訪れた。次に日本が参

加したのは， Ａ を記念して 1876 年にアメリカ合衆国で開催されたフィ

ラデルフィア博であった。これらの万博で日本から出品された美術工芸品は日本

文化への関心を巻き起こし， Ｂ らフランスの印象派画家の作品にも影響

を与えた。

万博への参加経験を通じて，産業振興による国力増強の必要性を痛感した明治

政府は，その一環として 1877 年に第 1 回内国勧業博覧会を開催した。内国博は

次第に娯楽的イベントとなり，1903 年の第 5 回内国博では，この当時日本の統

治下にあった Ｃ の人々などを「展示」する「学術人類館」や，外国の政府・

企業が自主的に出品する参考館なども設けられた。

その後，第 6 回内国博を国際的博覧会として開催する案が政府内で持ち上がっ

たが，日露戦争により立ち消えとなった。また，内国博と万博の中間的なイベン

トとして，1912 年に日本大博覧会を開催する計画も財政難のため中止となった

が，日露戦争後に悪化していたこの時期の日米関係の改善を図る思惑もあって，

アメリカ合衆国が唯一参加を表明していた。さらに，「皇紀 2600 年」に当たる

1940 年にオリンピックと万博を日本で同時開催する計画が構想されたものの，

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

日　　本　　史
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2 ◇M20―3

日中戦争の激化により幻に終わった。これらのイベントが実現したのは，いずれ

も第二次世界大戦後のことであった。

〔設　問〕

⑴　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　イギリスの産業革命は，毛織物産業での機械化から始まった。

㋑　ワットは，蒸気機関の改良をおこなった。

㋒　産業革命期のイギリスの工場では，主に北アメリカ大陸の南部で産出さ

れた石炭が動力源となった。

㋓　産業革命期のイギリスの工場労働者の大半は，アフリカから連れてこら

れた黒人奴隷であった。

⑵　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この使節団は，江戸幕府が列強諸国と結んだ条約の改正を目的としてお

り，その目的を果たして帰国した。

Ｙ　使節団の帰国後，政府内では，使節団に参加した者とそれ以外の者との

間で施政の方針をめぐる対立が生じた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑶　空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　カリフォルニア獲得 50 周年

㋑　アメリカ合衆国独立 100 周年

㋒　パナマ運河の開通

㋓　ハワイ併合

ｄ
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3 ◇M20―3

⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ピカソ ㋑　ビゴー ㋒　フェルメール ㋓　モ　ネ

⑸　空欄 Ｃ に入る語として該当しないものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　アイヌ ㋑　沖　縄 ㋒　台　湾 ㋓　朝　鮮

⑹　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日露戦争後，南満洲鉄道株式会社を設立するなど南満洲権益の拡大を図

る日本の動きは，中国進出を狙うアメリカ合衆国の批判を招いた。

Ｙ　日本人移民排斥運動が高まった結果，アメリカ合衆国では 1910 年代初

めに日本人の移民を全面的に禁止する移民法が成立した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑺　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　日本は，ドイツのポーランド侵攻によるヨーロッパの混乱に乗じて，盧

溝橋事件を引き起こした。

㋑　中国では，国民党と共産党が抗日民族統一戦線を結成し，日本に対して

抗戦した。

㋒　アメリカ合衆国やイギリスなどは，物資補給をおこなって国民政府を支

援した。

㋓　この戦争の最中に，日独伊三国同盟が締結された。
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㈡　次の文は，南山大学 2 年生のキサラさんと考古学の青山教授との会話である。

これを読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

キサラ：先生，最近日本には外国から多くの観光客が来ていますが，昔も日本に

やって来る外国の人はいたのですか。

青　山：弥生時代の稲作技術や金属製の道具は，海を渡ってきた人が伝えたもの

も多いですよ。

キサラ：わざわざ危険な海を渡ってきたのには，何か訳があるのですか。

青　山：古墳時代についていうと，東アジアの政治状況の中で，外国の人が日本

列島に来たのではないかといわれています。当時のヤマト政権は，渡来

人のもつ多くの知識や技術を役立てていました。ちなみに，仏教も，

Ａ 天皇の時に公伝したとされています。

キサラ：渡来人は，当時の社会でどのように受け入れられたのですか。

青　山： 5 世紀から 6 世紀の倭では，氏姓制度という仕組みを作り上げていまし

た。知識や技術をもった渡来人は，豪族らのもとで， Ｂ などと

して編成され， Ｃ の集団がそれを支えていました。

キサラ：渡来人の先進的な知識や技術が，当時の倭では重視されていたのです

ね。

青　山：そうですね。もっとも，渡来人からそれらを受容しただけではありませ

ん。倭から派遣された使節も，重要な役割を担いました。

キサラ：それはどのような役割だったのですか。

青　山：倭王は， 3 世紀から 5 世紀にかけて，対外関係を通じて，大王の権限を

拡充したと記録されています。大王の権限拡大に対しては反乱も起こり

ました。

キサラ：中国王朝のお墨付きを得て，大王は国内の統治を強化したのですね。大

王の権力が強まった後，大王と中国王朝との関係はどうなったのですか。

青　山：よい質問ですね。東アジアで勢力を拡大した隋王朝や唐王朝には，日本

から遣隋使や遣唐使が派遣され，それに随行した留学生などが日本にさ

まざまな知識を持ち帰っています。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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5 ◇M20―3

キサラ：渡来人や留学生がもつ知識や技術は，国造りの根幹だったのですね。日

本は古代から外国の人に多くのことを学び，国を発展させてきたという

歴史的事実を，私たちはしっかりと受け止めないといけないですね。

〔設　問〕

⑻　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　この時代の水田には，灌漑施設がなかった。

㋑　稲の穂を刈る道具として，石包丁が使われた。

㋒　この時代に，日本列島では青銅器が使われ始めた。

㋓　鉄製の刃先をもった鋤・鍬などの農具が使われた。

⑼　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　朝鮮半島では，楽浪郡が高句麗に滅ぼされた。

Ｙ　渤海が建国され，倭に国交を求めて使節を派遣した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑽　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　欽　明 ㋑　崇　峻 ㋒　仁　徳 ㋓　雄　略

⑾　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 国　造　　Ｃ― 健　児 ㋑　Ｂ― 国　造　　Ｃ― 品　部

㋒　Ｂ― 伴　造　　Ｃ― 健　児 ㋓　Ｂ― 伴　造　　Ｃ― 品　部
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⑿　下線部ｃに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　広開土王碑の記述によれば，倭と高句麗は交戦した。

Ⅱ　邪馬台国の女王卑弥呼が，「親魏倭王」の称号と銅鏡百枚などを得た。

Ⅲ　倭王武は国内外を武力で平定したと主張して，「安東大将軍」の称号を得

た。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⒀　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　地方豪族であった磐井は，新羅と結んで反乱を起こした。

Ｙ　ヤマト政権は直轄地である屯倉を設け，地方支配を強めていった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒁　下線部ｅについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　遣隋使に同行した高向玄理は，隋の滅亡後に帰国した。

㋑　遣隋使に同行した旻は，南淵請安とともに国博士に就任した。

㋒　遣唐使に同行した吉備真備は，橘諸兄の政権で重用された。

㋓　遣唐使に同行した円仁は，天台宗の密教化を進めた。
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7 ◇M20―3

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

戦国大名は，武器などの物資を大量に生産・調達するために，領国経済の振興

策を進めるようになり，城下町も形成された。また，それ以外にもこの時代には

各地で町が発達した。戦乱の中でも遠隔地商業は盛んになり，港町や宿場町が繁

栄した。なかには富裕な商工業者たちが自治組織を作り，町政を運営するところ

もあった。とくに堺では，36 人の Ａ とよばれる豪商の会議によって町

政が運営された。

徳川家康は，京都商人の Ｂ にスペイン領メキシコへの渡航を許すな

ど，貿易に強い関心を示した。一方で，日本から東南アジアに渡航する商人も多

く，朱印船貿易や糸割符制度などで巨利を得る豪商が現れた。

江戸時代には，年貢米の流通や販売に携わる商人や，さまざまな商品を扱う専

門的な商人が登場した。三井越後屋の新商法は，名古屋の呉服小売店「いとう」が

江戸で開いた支店にも取り入れられ，図①に見られるような販売方法で繁盛し

た。商人の中には，越後国で地元の特産品の仲買に従事する傍ら，『北越雪譜』を

著すなど文芸活動をおこなった Ｃ のようなものもいた。彼らの活躍も

あって，経済や文化は発展をとげた。しかし，幕府による貨幣政策はしばしば通

貨の流通を乱し，経済の混乱を招くこともあった。

（出典：松坂屋名古屋店ホームページ）

図①

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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〔設　問〕

⒂　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　戦国大名の中には，塵芥集を定めた伊達氏のように，家臣団の統制や農

民支配を目的に分国法を定める者もいた。

㋑　粗悪銭を嫌い良質の貨幣を選ぶ行為が横行していたため，戦国大名の中

には，撰銭令を発布する者もいた。

㋒　戦国大名の中には，甲斐・伊豆などの金山，石見・但馬などの銀山の掘

削を進める者もいた。

㋓　今川氏は，小田原に城下町を建設し，そこでの商工業者の自由な営業を

認めた。

⒃　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　伊勢神宮の宇治・山田，信濃善光寺の長野のような門前町が繁栄した。

Ｙ　黄檗宗の勢力の強い地域では，その寺院や道場を中心に寺内町が建設さ

れた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒄　空欄 Ａ および Ｂ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 会合衆　　Ｂ― 田中勝介

㋑　Ａ― 会合衆　　Ｂ― 支倉常長

㋒　Ａ― 評定衆　　Ｂ― 田中勝介

㋓　Ａ― 評定衆　　Ｂ― 支倉常長

09
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9 ◇M20―3

⒅　下線部ｃについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　諸藩は大坂に蔵屋敷を置いて，商人を通して領内の年貢米や特産物であ

る納屋物を販売した。

㋑　東日本は銀遣い圏，西日本は金遣い圏であったため，両替商が成長し

た。

㋒　幕府旗本・御家人に支給される蔵米の受け取りや換金をおこなう，掛屋

が登場した。

㋓　小売商の中で，常設の店舗を持たず，行商をおこなうものは振売と呼ば

れた。

⒆　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この図からは，客が店を訪れて商品を選んでいることがわかる。

Ｙ　三井越後屋では，「現金（銀）掛値なし」の新商法を取り入れた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒇　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　大原幽学 ㋑　佐藤信淵 ㋒　菅江真澄 ㋓　鈴木牧之

21　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　明暦の大火によって悪化した財政を立て直すために，金銀含有量を下げ

た貨幣が鋳造された。

Ⅱ　計数貨幣の南鐐二朱銀が鋳造され，金銀通貨の一本化が図られた。

Ⅲ　江戸や近江坂本など，各地に銭座が設けられ，寛永通宝の鋳造が始めら

れた。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

10
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10 ◇M20―3

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

明治政府は，富国強兵を目指して殖産興業に力を注いだ。1870 年に設置され

た工部省が中心となり，次第に全国に鉄道が整備された。また，郵便や電信と

いった通信手段も発達し，情報伝達の速度が飛躍的に向上した。

また，1881 年に大蔵卿に就任した Ａ のもとで 1882 年に日本銀行が設

立されるなど，貨幣制度が整備された。それらを背景に産業革命は展開した。初

期産業革命をけん引したのは，繊維産業であった。これと並行して，鉄鋼業や造

船業，機械工業などの重工業分野も発展していった。

海運の分野では，1885 年に設立された Ｂ が，綿花の輸入を主な目的

として 1893 年に Ｃ 航路を開くなど，遠洋航路の開拓に乗り出していっ

た。政府は外国航路への就航に奨励金を交付し，日本船の遠洋航海促進を目指し

た。

こうした産業発展が，労働搾取の上に成り立っているとの批判もあった。新聞

記者であった横山源之助は，『 Ｄ 』で，貧民や小作人，工場労働者の過酷

な生活実態を明らかにした。また，雑誌『日本人』は，長崎の Ｅ 炭鉱にお

ける炭鉱夫虐待の実情を告発する記事を掲載した。

〔設　問〕

22　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　日本鉄道会社が設立された。

Ⅱ　鉄道国有法が公布された。

Ⅲ　東海道線が新橋・神戸間で全通した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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11 ◇M20―3

23　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　品川弥二郎の建議により，郵便制度が始まった。

Ｙ　東京と横浜の間に，国内で初めて電信線が架設された。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

24　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　井上　毅 ㋑　大隈重信 ㋒　高橋是清 ㋓　松方正義

25　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　国内での綿糸の生産が盛んになり，日清戦争後には綿糸の輸出量が輸入

量を上回った。

Ｙ　臥雲辰致が開発した力織機は，のちに農村の中小工場にまで普及した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

26　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　日清戦争後に，八幡製鉄所が操業を開始した。

㋑　日露戦争の開戦に備えて，日本製鉄会社が誕生した。

㋒　民間の製鋼会社として，日本製鋼所が設立された。

㋓　工作機械の分野で，池貝鉄工所が高精度の旋盤の国産化に成功した。

27　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 共同運輸会社　　Ｃ― ウラジヴォストーク（ウラジオストク）

㋑　Ｂ― 共同運輸会社　　Ｃ― ボンベイ

㋒　Ｂ― 日本郵船会社　　Ｃ― ウラジヴォストーク（ウラジオストク）

㋓　Ｂ― 日本郵船会社　　Ｃ― ボンベイ

12
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12 ◇M20―3

28　空欄 Ｄ および Ｅ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｄ― 日本之下層社会　　Ｅ― 高　島

㋑　Ｄ― 日本之下層社会　　Ｅ― 三　池

㋒　Ｄ― 貧乏物語　　　　　Ｅ― 高　島

㋓　Ｄ― 貧乏物語　　　　　Ｅ― 三　池

13
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13 ◇M20―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の史料と文章を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

史料

末代無智の在家止住の男女たらん輩は，心を一にして， Ａ 仏を深く

たのみまいらせて，更に余の方へ心をふらず，一心一向に，「仏助たまえ」と申

さん衆生をば，たとい罪業は深重なりとも，かならず…略…救いましますべ

し。…略…

かくの如く決定しての上には，寝ても覚めても命のあらんかぎりは，称名念

仏すべきものなり。

 （史料は書き改めたり，一部省略したところもある。）

これは，蓮如が手紙の形式で教えを説いた Ｂ とよばれる文章の一節で

ある。この宗派の門徒は惣村において講を組織し，結束を強めていった。この宗

派の門徒集団は，しばしば農村の支配を強めた守護らと対立し， Ｃ 国で

は守護の富樫政親を倒して，地域を支配した。この宗派は，近畿地方の本拠地

で，伊勢長島の一揆を制圧した戦国大名と抗争を繰り広げた。

江戸時代に入ると，幕府は 1665 年，この宗派をはじめとした仏教の僧侶全体

を統制するために，諸宗 Ｄ を制定した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語を漢字 3 字で答えなさい。

⑵　空欄 Ｂ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｃ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑷　空欄 Ｄ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑸　下線部ａについて，その宗派の近畿地方における本拠地と戦国大名の名前

を漢字で挙げながら，この抗争の帰結を 20 字程度（句読点も 1 字に数える）

で説明しなさい。

Ｂ

ａ
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14 ◇M20―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

伊勢平氏は，元は瀬戸内で海賊を討伐していた武士団の一つにすぎなかった

が，平忠盛の代に貴族の仲間入りを果たし，その子の平清盛が Ａ で勝利

して政権を握った。一方， Ａ の結果，源氏では，源頼朝が伊豆に流され

るなど，主要な人物が刑に処された。

平氏は官職を独占し，次第に貴族的な性格を強めるようになった。鹿ケ谷の陰

謀ののち，清盛は，自らの権力基盤を固めるため，その障害となる人物を排除 

し， Ｂ 天皇を利用した。しかし，繁栄した平氏が多くの分家に枝分かれ

したことは，のちの源氏と平氏の戦いで統制が困難になる要因の一つとなった。

平氏が権勢を極める中，その専制政治に対する不満も高まった。 Ｃ が

平氏打倒の令旨を発すると，源氏の中では数少ない貴族であった源頼政が 77 歳

にして呼応したほか，各地の源氏が立ち上がった。こうして起こった源氏と平氏

の戦いの大勢には，清盛の死と Ｄ の大飢饉などが，大きな影響を与え

た。平氏武士団は，本拠地としていた西日本の食糧不足により，兵力を集めるの

に苦労した。平氏は京を追われてのち，一時的に勢力を盛り返す場面もあったも

のの， Ｅ の戦いによって滅亡し，多くの武者が Ｂ 天皇と運命を

ともにした。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る語を 4 字で答えなさい。

⑺　空欄 Ｃ に入る人名を漢字 3 字で答えなさい。

⑻　空欄 Ｄ に入る元号を漢字 2 字で答えなさい。

⑼　空欄 Ｅ に入る語を 3 字で答えなさい。

⑽　下線部ａについて，平氏の権力基盤を固めるために清盛がとった政治的な

行動を，空欄 Ｂ に入る語を用いて，50 字程度（句読点も 1 字に数え

る）で説明しなさい。

（日本史の問題はここまで）

ａ
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15 ◇M20―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

今日「万博」として知られる国際イベントが開催されるようになったのは，19 世

紀のことである。1851 年にロンドンで開催の「万国の産業の成果の大博覧会」は，

世界に先駆けて産業革命を経験したイギリスの工業力を他国に誇示するものとなっ

た。この博覧会が，第 1 回万国博覧会とされている。

日本が万博に初めて正式参加したのは 1867 年のパリ博であり，江戸幕府・薩摩

藩・佐賀藩がそれぞれ出品した。明治政府が初めて参加した 1873 年のウィーン博

には，岩倉具視を代表者とする政府の使節団も見学に訪れた。次に日本が参加した

のは， Ａ を記念して 1876 年にアメリカ合衆国で開催されたフィラデル

フィア博であった。これらの万博で日本から出品された美術工芸品は日本文化への

関心を巻き起こし， Ｂ らフランスの印象派画家の作品にも影響を与えた。

万博への参加経験を通じて，産業振興による国力増強の必要性を痛感した明治政

府は，その一環として 1877 年に第 1 回内国勧業博覧会を開催した。内国博は次第

に娯楽的イベントとなり，1903 年の第 5 回内国博では，この当時日本の統治下に

あった Ｃ の人々などを「展示」する「学術人類館」や，外国の政府・企業が自

主的に出品する参考館なども設けられた。

その後，第 6 回内国博を国際的博覧会として開催する案が政府内で持ち上がった

が，日露戦争により立ち消えとなった。また，内国博と万博の中間的なイベントと

して，1912 年に日本大博覧会を開催する計画も財政難のため中止となったが，日

露戦争後に悪化していたこの時期の日米関係の改善を図る思惑もあって，アメリカ

合衆国が唯一参加を表明していた。さらに，「皇紀 2600 年」に当たる 1940 年にオリ

ンピックと万博を日本で同時開催する計画が構想されたものの，日中戦争の激化に

より幻に終わった。これらのイベントが実現したのは，いずれも第二次世界大戦後

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

世　　界　　史
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16 ◇M20―3

のことであった。

〔設　問〕

⑴　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イギリスの産業革命は，毛織物産業での機械化から始まった。

㋑　ワットは，蒸気機関の改良をおこなった。

㋒　産業革命期のイギリスの工場では，主に北アメリカ大陸の南部で産出され

た石炭が動力源となった。

㋓　産業革命期のイギリスの工場労働者の大半は，アフリカから連れてこられ

た黒人奴隷であった。

⑵　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この使節団は，江戸幕府が列強諸国と結んだ条約の改正を目的としており，

その目的を果たして帰国した。

Ｙ　使節団の帰国後，政府内では，使節団に参加した者とそれ以外の者との間

で施政の方針をめぐる対立が生じた。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑶　空欄 Ａ に入る語句として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　カリフォルニア獲得 50 周年

㋑　アメリカ合衆国独立 100 周年

㋒　パナマ運河の開通

㋓　ハワイ併合

17
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⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ピカソ ㋑　ビゴー ㋒　フェルメール ㋓　モ　ネ

⑸　空欄 Ｃ に入る語として該当しないものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　アイヌ ㋑　沖　縄 ㋒　台　湾 ㋓　朝　鮮

⑹　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日露戦争後，南満洲鉄道株式会社を設立するなど南満洲権益の拡大を図る

日本の動きは，中国進出を狙うアメリカ合衆国の批判を招いた。

Ｙ　日本人移民排斥運動が高まった結果，アメリカ合衆国では 1910 年代初め

に日本人の移民を全面的に禁止する移民法が成立した。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑺　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　日本は，ドイツのポーランド侵攻によるヨーロッパの混乱に乗じて，盧溝

橋事件を引き起こした。

㋑　中国では，国民党と共産党が抗日民族統一戦線を結成し，日本に対して抗

戦した。

㋒　アメリカ合衆国やイギリスなどは，物資補給をおこなって国民政府を支援

した。

㋓　この戦争の最中に，日独伊三国同盟が締結された。

18
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歴史家・歴史書・伝記に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⑻　中国の歴史家と歴史書に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせ

として正しいものを選びなさい。

ａ　前漢の時代に司馬遷が『史記』を著した。

ｂ　後漢の時代に班超が『漢書』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⑼　前 5 世紀にペルシア戦争を題材として『歴史』を著した人物を選びなさい。

㋐　ヘロドトス  ㋑　ヘシオドス

㋒　トゥキディデス ㋓　ホメロス

⑽　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

古代ローマの ａ は， ｂ で『対比列伝』（『英雄伝』）を著した。

㋐　ａ　ホラティウス　　　　　　ｂ　ギリシア語

㋑　ａ　ホラティウス　　　　　　ｂ　ラテン語

㋒　ａ　プルタルコス　　　　　　ｂ　ギリシア語

㋓　ａ　プルタルコス　　　　　　ｂ　ラテン語

⑾　リウィウスの著作を選びなさい。

㋐　『ゲルマニア』  ㋑　『ガリア戦記』

㋒　『アエネイス』  ㋓　『ローマ建国史』

⑿　『年代記』の著者を選びなさい。

㋐　ウェルギリウス ㋑　タキトゥス

㋒　オウィディウス ㋓　ストラボン

⒀　『預言者たちと諸王の歴史』を編纂した人物を選びなさい。

㋐　イブン = バットゥータ ㋑　イブン = シーナー

㋒　タバリー  ㋓　フワーリズミー

Ⅱ
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⒁　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

　 の宰相ラシード = アッディーンは，ユーラシア世界史である『集

史』を編纂した。

㋐　キプチャク = ハン国 ㋑　イル = ハン国

㋒　カザン = ハン国 ㋓　チャガタイ = ハン国

⒂　『世界史序説』の著者を選びなさい。

㋐　イブン = ルシュド ㋑　イブン = ハルドゥーン

㋒　フィルドゥーシー ㋓　ウマル = ハイヤーム

⒃　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

北宋の ａ は， ｂ の通史『資治通鑑』を編纂した。

㋐　ａ　司馬炎　　　　　　ｂ　紀伝体

㋑　ａ　司馬炎　　　　　　ｂ　編年体

㋒　ａ　司馬光　　　　　　ｂ　紀伝体

㋓　ａ　司馬光　　　　　　ｂ　編年体

⒄　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

　 のランケは史料批判にもとづく近代歴史学の基礎を作った。

㋐　フランス  ㋑　ドイツ

㋒　スイス  ㋓　デンマーク

近代ヨーロッパに関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⒅　ウィーン会議・ウィーン体制に関する記述として誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　オーストリア外相メッテルニヒがウィーン会議を主導した。

㋑　ロシア・イギリス・フランス・オーストリアが四国同盟を結成した。

㋒　君主国と自由市からなるドイツ連邦が形成された。

㋓　スイスが永世中立国として承認された。

Ⅲ
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20 ◇M20―3

⒆　1830 年代の出来事に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべ

て正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ベルギーが立憲王国となった。

㋑　ドイツ関税同盟が発足した。

㋒　フランスがアルジェリアに出兵した。

㋓　オーストリア = ハンガリー帝国が成立した。

⒇　次の絵画に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　フランス七月革命を題材として，ダヴィドが描いた。

㋑　フランス七月革命を題材として，ドラクロワが描いた。

㋒　フランス二月革命を題材として，ダヴィドが描いた。

㋓　フランス二月革命を題材として，ドラクロワが描いた。

㉑　マルクスとともに『共産党宣言』を発表した人物を選びなさい。

㋐　レーニン  ㋑　エンゲルス

㋒　ルイ = ブラン  ㋓　ローザ = ルクセンブルク

21
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㉒　イギリスの選挙制度改革に関する記述として誤っているものを選びなさい。

すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　第 1 回選挙法改正によって腐敗選挙区が廃止された。

㋑　男性普通選挙などを要求するチャーティスト運動が展開された。

㋒　第 2 回選挙法改正によって都市労働者が選挙権を獲得した。

㋓　第 3 回選挙法改正によって女性が選挙権を獲得した。

㉓　イタリア統一に関する出来事が古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　ヴェネツィア併合――ローマ教皇領占領――プロンビエールの密約の締結

㋑　プロンビエールの密約の締結――ヴェネツィア併合――ローマ教皇領占領

㋒　ヴェネツィア併合――プロンビエールの密約の締結――ローマ教皇領占領

㋓　プロンビエールの密約の締結――ローマ教皇領占領――ヴェネツィア併合

㉔　19 世紀の戦争に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ギリシアで独立戦争が起きると，ロシア・イギリス・フランスはギリシア

を支援した。

㋑　イギリスとオランダはアロー戦争で中国に侵攻した。

㋒　イギリスとフランスはクリミア戦争でオスマン帝国を支援した。

㋓　プロイセンはオーストリアと結んで，デンマークに対して戦争を起こし

た。

㉕　ドイツ = フランス戦争（プロイセン = フランス戦争）に関する次の文ａ，ｂに

ついて，その正誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　ナポレオン 3 世が捕虜となり，フランス第二帝政は崩壊した。

ｂ　この戦争の結果，北ドイツ連邦が成立した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤
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㉖　19 世紀ヨーロッパの植民地に関する記述として誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　イギリス最初の自治領としてオーストラリア連邦が成立した。

㋑　ベルギー国王の所有地としてコンゴ自由国が作られた。

㋒　フランスがチュニジアを保護国とした。

㋓　ローズがケープ植民地首相となった。

㉗　社会主義思想を唱えた人物に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる

場合は㋔を選びなさい。

㋐　オーウェン  ㋑　サン = シモン

㋒　プルードン  ㋓　フーリエ

19 ～ 20 世紀のアメリカ合衆国に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㉘　アメリカ合衆国がおこなった戦争が勃発年の古い順に並んでいるものを選び

なさい。

㋐　アメリカ = スペイン戦争――アメリカ = メキシコ戦争――アメリカ = イギ

リス戦争

㋑　アメリカ = イギリス戦争――アメリカ = スペイン戦争――アメリカ = メキ

シコ戦争

㋒　アメリカ = スペイン戦争――アメリカ = イギリス戦争――アメリカ = メキ

シコ戦争

㋓　アメリカ = イギリス戦争――アメリカ = メキシコ戦争――アメリカ = スペ

イン戦争

Ⅳ

23

8048_28_20WOL_M.indd   22 2025/12/05   4:37

470 / 687



23 ◇M20―3

㉙　ジャクソン大統領に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　ミシシッピ川以西のルイジアナを購入した。

㋑　先住民強制移住法を制定した。

㋒　ミズーリ協定を締結した。

㋓　ジャクソン支持派が共和党を結成した。

㉚　南北戦争中の出来事に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は

㋔を選びなさい。

㋐　ホームステッド法の成立 ㋑　リンカンの大統領当選

㋒　奴隷解放宣言の発表 ㋓　ゲティスバーグの戦い

㉛　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

南北戦争において，北部は 1865 年に南部の首都 　 を占領して南部

を降伏させた。

㋐　リッチモンド  ㋑　ヨークタウン

㋒　サラトガ  ㋓　フィラデルフィア

㉜　『アンクル = トムの小屋』の著者を選びなさい。

㋐　ホイットマン  ㋑　ヘミングウェイ

㋒　モーパッサン  ㋓　ストウ

㉝　19 世紀のアメリカ合衆国に関する記述として誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　大統領がモンロー宣言を発した。

㋑　ロシアからアラスカを買収した。

㋒　最初の大陸横断鉄道が完成した。

㋓　フロンティアの消滅が宣言された。

㉞　アメリカ合衆国の外交に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせ

として正しいものを選びなさい。

ａ　セオドア = ローズヴェルト大統領は「棍棒外交」を展開した。

ｂ　マッキンリー大統領は「宣教師外交」を展開した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤
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㉟　第一次世界大戦中から戦後にかけてのアメリカ合衆国に関する以下の記述の

下線部のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場合は㋔を選びな

さい。

第一次世界大戦中の 1918 年，民主党のウィルソン大統領は「十四カ条」を発

表し，国際連盟の創設を呼びかけた。しかし，アメリカ合衆国は国際連盟に参

加しなかった。1921 ～ 1922 年にはハーディング大統領の呼びかけでワシント

ン会議が開かれ，主力艦の保有率を定めた海軍軍備制限条約が締結された。

1928 年には国務長官ケロッグとフランス外相ブリアンの提唱により，不戦条

約が成立した。1930 年にはロンドン軍縮会議でアメリカ合衆国・イギリス・

日本の補助艦の保有率が定められた。

㊱　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1935 年に，労働者の団結権と団体交渉権を保障した ａ が制定され

た。これ以降，労働運動が発展し，1938 年には ｂ が成立した。

㋐　ａ　ワグナー法　　　　　　　　　　　　ｂ　アメリカ労働総同盟

㋑　ａ　カンザス・ネブラスカ法　　　　　　ｂ　アメリカ労働総同盟

㋒　ａ　ワグナー法　　　　　　　　　　　　ｂ　産業別組織会議

㋓　ａ　カンザス・ネブラスカ法　　　　　　ｂ　産業別組織会議

㊲　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1945 年 7 ～ 8 月，アメリカ合衆国大統領 ａ は，イギリス・ソ連の

首脳と ｂ で会談し，第二次世界大戦の戦後処理を話し合った。

㋐　ａ　トルーマン　　　　　　　　　　　　　　　ｂ　ポツダム

㋑　ａ　トルーマン　　　　　　　　　　　　　　　ｂ　ヤルタ

㋒　ａ　フランクリン = ローズヴェルト　　　　　　ｂ　ポツダム

㋓　ａ　フランクリン = ローズヴェルト　　　　　　ｂ　ヤルタ

㋐

㋑

㋒

㋓
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近現代の東南アジアに関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

明の永楽帝は 15 世紀に鄭和を数回にわたってインド洋地域へ遠征させた。マ

レー半島南西部のマラッカはその際に重要な拠点となったことから，国際交易都市

として大きく発展し，東南アジア最大の貿易拠点として栄えた。鄭和の大遠征終了

後も，マラッカ王国は明への朝貢貿易を続ける一方で，国王がイスラームに改宗し

て，西方のムスリム世界との関係も深めた。しかし，マラッカの繁栄は長くは続か

ず，1511 年にはポルトガルに占領された。

ポルトガルのマラッカ占領後，ムスリム商船は，マラッカを避けてスマトラ島の

インド洋側からスンダ海峡を通るルートも使うようになったため，諸島部のイス

ラーム国家が発展した。

マラッカは，17 世紀にはオランダに領有されたが，その後，フランス革命から

ナポレオン戦争にかけての時期のオランダの混乱を機にイギリスに奪われ，1826

年，シンガポール・ ₄₃ とともに海峡植民地に編成された。

大陸部では，14 世紀中頃，チャオプラヤ川中流域にアユタヤ朝がおこり，明へ

の朝貢貿易や琉球との貿易を活発におこなった。アユタヤ朝は，15 世紀には北タ

イや東北タイで敵対する勢力を破り，ほぼ現在のタイにあたる地域の統合に成功し

た。その後，ビルマに侵略されたが，16 世紀末に再独立し，東南アジアの諸港市

に米を供給する一方，日本や中国，ポルトガル，そして 17 世紀には，オランダ，

イギリス，フランスとも通商をおこない，商業国家として繁栄した。しかし，18

世紀にビルマの ₄₄ によって滅ぼされた。

ベトナムでは 15 世紀はじめ，胡朝が明に併合されたが，まもなく黎朝のもと独

立を回復した。16 世紀になると，北部では，鄭氏が実権を握った。中部では阮氏

が広南王国をたてて国際交易で繁栄し，フエに都城を建設するとともに，18 世紀

にはメコン川下流域まで南進した。1771 年には圧政に苦しむ農民の不満を背景と

して西山の乱が勃発し，周辺諸国を巻き込む大戦争となったが，阮福暎が，フラン

ス人宣教師 ₄₅ によって集められた義勇兵などの援助を受け，1802 年に全

土を統一し，阮朝をたてた。

Ⅴ

㋐

㊴

㊵

㊶

㊷

㋑

㋒
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19 世紀後半になると，スペインが支配していたフィリピンでホセ = リサールが

民族運動を展開し，その後，アギナルドがフィリピン革命を指導した。第二次世界

大戦後には，東南アジア諸国の独立が相次いだ。

〔設　問〕

㊳　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

㊴　20 世紀にポルトガルから独立したアフリカの国を選びなさい。

㋐　ガーナ  ㋑　リベリア

㋒　アンゴラ  ㋓　モロッコ

㊵　諸島部のイスラーム国家を選びなさい。

㋐　アチェ王国  ㋑　スコータイ朝

㋒　マジャパヒト王国 ㋓　シャイレンドラ朝

㊶　オランダの法学者グロティウスの著作を選びなさい。

㋐　『社会契約論』  ㋑　『戦争と平和の法』

㋒　『法の精神』  ㋓　『リヴァイアサン』

㊷　17 世紀のイギリスに関する記述として誤っているものを選びなさい。すべ

て正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　ジェームズ 2 世がフランスに亡命した。

㋑　チャールズ 2 世がピューリタン革命で処刑された。

㋒　ジェームズ 1 世がステュアート朝を開いた。

㋓　クロムウェルがアイルランドを征服した。

㊸　空欄 ₄₃に入る語を選びなさい。

㋐　サイゴン  ㋑　バタヴィア

㋒　ブルネイ  ㋓　ペナン

㊹　空欄 ₄₄に入る語を選びなさい。

㋐　コンバウン朝  ㋑　シンガサリ朝

㋒　タウングー朝  ㋓　パガン朝

㋓ ㊻

㊼
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㊺　空欄 ₄₅に入る語を選びなさい。

㋐　ピニョー  ㋑　ブーヴェ

㋒　フェルビースト ㋓　ルブルック

㊻　ホセ = リサールに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを選びなさい。

ａ　フィリピン民族同盟を組織した。

ｂ　ドンズー運動を始めた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊼　東南アジアの国が独立年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　シンガポール――ブルネイ――東ティモール

㋑　シンガポール――東ティモール――ブルネイ

㋒　ブルネイ――シンガポール――東ティモール

㋓　東ティモール――ブルネイ――シンガポール

（世界史の問題はここまで）
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の中に答を入れよ。

⑴　3 11 の整数部分を a，小数部分を bとすると，a= ア であり，  

b

a
c5 112 = + を満たす cの値を求めると c= イ である。

Ⅰ

数　　　　　学
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⑵　y= 2 3 sin i cos i- 2 cos 2 i+ 1 0
2

E Ei
r

d nとする。yを sin 2i と cos 2i 

で表すと y= ウ であり，yのとりうる値の範囲を求めると エ で

ある。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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⑶　虚数単位を iとする。等式（3+ 2i）x+（1- i）y= 6- iを満たす実数 x，y

を求めると（x，y）= オ である。等式 z 2=-2iを満たす複素数 zを求め

ると z= カ である。
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31 ◇M20―3

⑷　円に四角形 ABCD が内接しており，BC= 2，CD= 1，AC= 2，BD= 3  

である。このとき，円の半径は キ であり，線分 AD の長さは  

AD= ク である。

（問題Ⅱに続く）
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32 ◇M20―3

関数 f（x）= x 3- xと曲線 C：y= f（x）を考える。点 A_a，f（a）i（01 a1 1）

における Cの接線を lとする。また，Cと lで囲まれた図形の面積を S1 とする。

⑴　lの方程式を求めよ。

⑵　Cと lの交点で A 以外の点の座標を求めよ。

⑶　S1 を求めよ。

⑷　Cの xF aの部分と lと直線 x= 1 とで囲まれた図形の面積を S2 とする。a

が 01 a1 1 の範囲を動くとき，S= S1+ S2 の最小値とそのときの aの値を

求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ
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33 ◇M20―3

＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M21―3

【注意事項】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．「日本史」「世界史」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。

3．「日本史」は 1 ～13 ページ，「世界史」は 14～26 ページです。試験開始後，ページ

の落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。

5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ

い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入

し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ

い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず

記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

地理歴史
学部（学科） 配　点 試験時間

人文学部（キリスト教，人類文化） 100 点 60 分
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1 ◇M21―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

1979 年，ソ連軍が，内戦中の Ａ に，イスラーム勢力と戦う社会主義

政権を支援しようと侵攻した。これによってアメリカ合衆国とソ連との間での緊

張緩和は終わり，東西関係は再び冷え込んだ。

他方，先進国の経済が停滞する中で，アメリカ合衆国をはじめとする西側諸国

では新自由主義的な政策が推し進められていたが，ソ連経済も厳しい状態にあっ

た。冷戦の継続によって軍事費の負担に苦しむようになった米ソ両国では，関係

改善をめざす動きが次第に強まっていった。ソ連共産党の書記長に就任したゴル

バチョフは，アメリカ合衆国との抜本的な関係改善に乗り出した。1989 年 12

月，ゴルバチョフとアメリカ合衆国大統領は Ｂ での会談で冷戦の終結を

宣言した。

冷戦が終結する一方で，冷戦の枠組みの中で抑えられていた地域紛争や民族間

の対立といった問題が世界各地で生じるようになった。日本でも，国際貢献が求

められるようになる中で，1992 年に Ｃ が成立し，自衛隊の海外派遣が

可能となった。また，冷戦の終結により，日本の国内では保守と革新の対立が弱

まった。1993 年には非自民 8 党派を与党とする Ｄ 内閣が発足し，55 年

体制が崩壊した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　アフガニスタン

㋒　パキスタン  ㋓　シリア

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

日　　本　　史
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2 ◇M21―3

⑵　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のサッチャー政権は，「小さな政府」をスローガンに社会

保障支出の削減などを推進した。

Ｙ　日本の中曽根康弘政権は，国鉄などを民営化する改革を進めた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑶　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　核拡散防止条約に調印した。

㋑　中距離核戦力全廃条約を締結した。

㋒　ペレストロイカを実施した。

㋓　ソ連大統領に就任した。

⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ベルリン  ㋑　ジュネーヴ

㋒　モスクワ  ㋓　マルタ島

⑸　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　イラクのクウェート侵攻をきっかけに起きた湾岸戦争に際し，日本は多

国籍軍に資金を援助した。

Ｙ　NATOが空爆をおこなってコソヴォからスロヴェニア軍を撤退させた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑹　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　テロ対策特別措置法 ㋑　破壊活動防止法

㋒　国際平和協力法（PKO 協力法） ㋓　周辺事態法

03
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3 ◇M21―3

⑺　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　村山富市  ㋑　小泉純一郎

㋒　細川護熙  ㋓　鳩山由紀夫

04
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4 ◇M21―3

㈡　次の文と史料を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

後醍醐天皇は，即位前から鎌倉幕府の方針を嫌い，即位後，討幕の計画を進め

た。やがて討幕の動きは広がり，天台座主に就けていた子の Ａ が吉野で

挙兵すると，各地の勢力も次々に立ち上がった。幕府は 1333 年，隠岐を脱出し

た後醍醐に軍勢を差し向けるも敗北し，軍勢の一部は後醍醐に寝返る有様であっ

た。後醍醐の勢力は各地の要所を攻め落とし，ついには幕府を滅ぼした。1334

年 1 月，後醍醐は，自らの子を東宮に立てた。そのわずか一週間後には，改元を

おこない「建武」とした。

建武の新政は，「朕の新儀は，未来の先例たるべし」という果断なものであっ

た。この後醍醐の言葉は，著者不詳であるものの，承久の乱から足利氏が政権を

握るまでの歴史を武家の立場から書いた『 Ｂ 』の記述である。後醍醐は，

土地に関する新たな施策を打ち出した。また後醍醐は，政治体制の整備もおこ

なった。朝廷では，官位相当制を無視して実力者が登用された。

以下の史料は，1334 年 8 月頃に書かれたと考えられるものである。

此
この

比
ごろ

都ニハヤル物。夜討，強盗，謀
にせ

Ｃ 。召人，早馬，虚騒動。生

頸，還俗，自由出家。俄大名，迷者。安堵，恩賞，虚軍。本領ハナルル訴訟

人。文書入タル細葛。追従，讒人，禅律僧。下剋上スル成出者。

 （史料は書き改めたり，一部省略したところもある。）

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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5 ◇M21―3

〔設　問〕

⑻　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　鎌倉幕府に推され，光厳天皇が即位した。

Ⅱ　幕府が，二つの皇統から交代で天皇を出す方式を提示した。

Ⅲ　後醍醐天皇による二度目の討幕計画が，密告により発覚した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⑼　空欄 Ａ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 宗尊親王　　Ｃ― 令　旨 ㋑　Ａ― 宗尊親王　　Ｃ― 綸　旨

㋒　Ａ― 護良親王　　Ｃ― 令　旨 ㋓　Ａ― 護良親王　　Ｃ― 綸　旨

⑽　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　楠木正成は，湊川の戦いに勝利し，のちに建武の新政で重用された。

Ｙ　関東で挙兵した足利高氏（尊氏）は，鎌倉を攻めて北条氏一門を滅ぼし

た。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑾　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　神皇正統記 ㋑　太平記 ㋒　梅松論 ㋓　増　鏡

⑿　下線部ｃについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　土地の調査をおこなうために，京枡を統一して用いることとした。

㋑　後醍醐天皇は，荘園整理のために醍醐天皇が設けた記録所を再興した。

㋒　後醍醐天皇は，御成敗式目の土地に関する規定を重視した。

㋓　後醍醐天皇は，雑訴決断所を設けた。

06
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6 ◇M21―3

⒀　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　関東に鎌倉将軍府を，東北に陸奥将軍府を置いた。

㋑　諸国に，国司だけでなく守護も置いた。

㋒　摂政・関白を置いて，政務を補佐させた。

㋓　大内裏の造営を計画した。

⒁　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この史料は，二条河原落書と呼ばれるものである。

Ｙ　この史料では，建武の新政が称賛されている。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

07
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7 ◇M21―3

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

Ａ は，『海国兵談』において海岸の防備を説いて幕府に弾圧された。

Ａ は，その心境を「親も無し　妻無し　子無し　版木無し　金も無けれ

ど　死にたくも無し」（史料は書き改めたところもある）と詠んで，『海国兵談』の

版木が没収されたことを嘆いた。ここからは，江戸時代の出版における版木の重

要性が見て取れるだろう。

18 世紀後半，幕府はロシアとの交易や蝦夷地の開拓に関心を高めていた。そ

の一方で， Ａ のように，ロシアの脅威を説く者もいた。18 世紀末に

は，ロシア使節のラクスマンが Ｂ に来航し，漂流民の Ｃ を送還

するとともに通商を求めた。幕府はロシアの南下を警戒するようになり，蝦夷地

をめぐる施策や北方探訪を実施した。ロシアとの間で高まった緊張は，国後島で

日本の警備兵に捕らえられ，監禁されていたロシア軍艦艦長の Ｄ が釈放

されたことによって，いったん緩和された。

日本近海には，ロシア以外にも欧米列強の船が現れた。1853 年にはペリーが

来航し，翌年に日米和親条約が結ばれた。

〔設　問〕

⒂　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　生田万 ㋑　高野長英 ㋒　林子平 ㋓　渡辺崋山

⒃　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　十返舎一九によって，読本である『雨月物語』が著された。

㋑　貸本屋が次第に普及し，文学作品が民衆に受け入れられた。

㋒　役者絵や風景画などが，多色刷浮世絵版画として出版された。

㋓　蔦屋重三郎は，版元として出版物を刊行した。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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8 ◇M21―3

⒄　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　幕府は蝦夷地のいりこなどの海産物を俵物として，長崎貿易での輸出を

推進した。

Ｙ　工藤平助は，幕府に対して，蝦夷地開発やロシアとの交易についての提

言をおこなった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒅　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 根　室　　Ｃ― 大黒屋光太夫 

㋑　Ｂ― 根　室　　Ｃ― 高田屋嘉兵衛

㋒　Ｂ― 箱　館　　Ｃ― 大黒屋光太夫 

㋓　Ｂ― 箱　館　　Ｃ― 高田屋嘉兵衛

⒆　下線部ｃに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　間宮林蔵に，樺太とその対岸を探索させた。

Ⅱ　近藤重蔵と最上徳内に択捉島を探索させ，「大日本恵登呂府」の標柱を立

てさせた。

Ⅲ　松前藩と蝦夷地をすべて直轄地とした。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⒇　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ウィッテ  ㋑　ゴローウニン 

㋒　シーボルト  ㋓　ビッドル
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9 ◇M21―3

21　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　東インド艦隊司令長官のペリーは，琉球を経て浦賀に来航した。

㋑　幕府は，ペリーが持参したフィルモア大統領の国書の受け取りを拒否し

た。

㋒　ペリーの開国要求に際して，時の老中首座の阿部正弘は，諸大名からの

幕府批判を徹底的に封じた。

㋓　日米和親条約では，神奈川・長崎・新潟・兵庫を開港し，江戸と大坂を

開市することとした。

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

1945 年 8 月，日本がポツダム宣言を受諾したのち，連合国軍最高司令官総司

令部（GHQ/SCAP）のもとで，さまざまな改革がおこなわれることになった。占

領政策は，日本の非軍事化・民主化に重きを置いたものであった。

この方針のもと，GHQ は戦前期に思想犯・政治犯を取り締まっていた

Ａ を廃止し，のちに Ｂ の書記長となる徳田球一などの政治犯の

釈放を日本政府に指示した。連合国軍最高司令官であるマッカーサーは，東久邇

宮稔彦王に代わり首相に就任した Ｃ に対し，憲法の改正を示唆した。非

軍事化の観点から，戦争指導者が処罰され，戦争協力者らも公的な地位から排除

された。

経済においても非軍事化・民主化は重視され，農地改革が実施された。このこ

とは，戦前から戦後・現在に至る農業政策の大きな転換点となった。しかし，戦

時中の軍需産業に対する補償や占領軍への経費支出などにより，終戦直後の日本

経済では急激な物価上昇が生じた。そのため，日本政府は経済復興に向けて施策

を講じた。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

10
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10 ◇M21―3

〔設　問〕

22　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　日本は，連合国 4 カ国によって分割占領された。

㋑　対日占領政策の最高決定機関として，極東委員会が東京に設置された。

㋒　日本に対する占領政策は，GHQ の指令・勧告に基づいて，日本政府が

実行した。

㋓　GHQ の統治は，日本本州だけでなく，奄美群島にも及んだ。

23　空欄 Ａ および Ｂ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 自治体警察　　　Ｂ― 日本共産党 

㋑　Ａ― 自治体警察　　　Ｂ― 日本社会党

㋒　Ａ― 特別高等警察　　Ｂ― 日本共産党 

㋓　Ａ― 特別高等警察　　Ｂ― 日本社会党

24　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　片山哲 ㋑　幣原喜重郎 ㋒　鈴木貫太郎 ㋓　吉田茂

25　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　日本政府主導で作成した憲法試案は，天皇の統治権を認めていた。

㋑　GHQ は憲法の改正草案を作成し，日本政府に提示した。

㋒　日本国憲法は，日本の議会の審議を経ずに公布された。

㋓　日本国憲法では，国民主権や戦争放棄などが定められた。

11
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11 ◇M21―3

26　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　極東国際軍事裁判において，東条英機に死刑判決が下された。

Ｙ　戦後初の総選挙で第一党となった日本自由党の党首である鳩山一郎は，

公職追放処分により組閣できなかった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

27　下線部ｄに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　政府が農家から米を強制的に買い上げる供出制が始まり，米が配給制と

なった。

Ⅱ　農家世帯と非農家世帯の所得の格差是正のため，農業基本法が制定され

た。

Ⅲ　農地調整法の改正や，自作農創設特別措置法の制定がおこなわれた。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

28　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日本政府は金融緊急措置令を発し，通貨の流通量を増やして経済活動を

活性化しようとした。

Ｙ　日本政府は傾斜生産方式を決定し，また復興金融金庫を設立した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

12
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12 ◇M21―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の文を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

朝鮮半島は，ヤマト政権にとって資源供給や大陸文化摂取の上で重要であり，

その情勢は国内政治にも大きな影響を与えた。

6 世紀の朝鮮半島では，高句麗の南下を受けて百済と Ａ が，半島南部

の加耶諸国に勢力を拡大した。重要資源である Ｂ の確保のために加耶諸

国と密接な関係を築いていたヤマト政権では，大連の Ｃ 氏らが朝鮮半島

に兵を送り，加耶諸国との結びつきを強化しようとしたが，失敗に終わった。こ

れにより，朝鮮半島に対するヤマト政権の影響力は後退し，政権内での

Ｃ 氏の勢力も弱まったといわれる。

7 世紀後半に， Ａ と Ａ の求めに応じた Ｄ との連合軍

によって，百済が滅亡に追い込まれると，復興を目指す百済の遺臣がヤマト政権

に支援を求めてきた。ヤマト政権は大軍を派遣したものの，白村江の戦いで大敗

を喫した。こののち，ヤマト政権は，百済からの亡命貴族の指導を受けて西日本

で防備施設を整備し，より内陸の Ｅ 宮に遷都した。さらに，公民支配の

根本台帳である Ｆ を 670 年に初めて作成させるなど，天皇中心の中央集

権的な国づくりを本格化していった。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ｂ に入る語を漢字 1 字で答えなさい。

⑵　空欄 Ｃ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｅ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑷　空欄 Ｆ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑸　下線部ａについて，空欄 Ａ および Ｄ に入る国名を用い

て，20 字程度（句読点も 1 字に数える）で具体的に説明しなさい。

Ｂ

ａ

13
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13 ◇M21―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

第一次世界大戦の前後の日本では，のちに大正デモクラシーと呼ばれる民主主

義的な風潮が強まった。その中で政治参加を求める運動が展開された。たとえば

平塚らいてうや市川房枝らによって， Ａ が 1920 年に結成され，その運

動の結果，女性も政治集会に参加できるようになった。男性の普通選挙権の獲得

を求める運動も盛り上がりを見せていたが，その理論的根拠の一つとなったの

は， Ｂ が「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」で唱えた民

本主義であった。これらの運動を受けて，1924 年に成立した Ｃ を首相

とする護憲三派の連立内閣のもと，いわゆる普通選挙法が成立した。これによ

り，満 Ｄ 歳以上の男性が納税額の多寡にかかわらず衆議院議員の選挙権

を持つことになり，有権者は一挙に約 4 倍に増えた。ただし，普通選挙による社

会主義政党の勢力拡大に対応するために，普通選挙法とほぼ同時に Ｅ 法 

も制定された。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る語を漢字 5 字で答えなさい。

⑺　空欄 Ｂ に入る人名を漢字で答えなさい。

⑻　空欄 Ｃ に入る人名を漢字で答えなさい。

⑼　空欄 Ｄ に入る数字を答えなさい。

⑽　下線部ａについて，空欄 Ｅ に入る語および Ｅ 法の内容

を，50 字程度（句読点も 1 字に数える）で説明しなさい。

（日本史の問題はここまで）

ａ
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14 ◇M21―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

1979 年，ソ連軍が，内戦中の Ａ に，イスラーム勢力と戦う社会主義政

権を支援しようと侵攻した。これによってアメリカ合衆国とソ連との間での緊張緩

和は終わり，東西関係は再び冷え込んだ。

他方，先進国の経済が停滞する中で，アメリカ合衆国をはじめとする西側諸国で

は新自由主義的な政策が推し進められていたが，ソ連経済も厳しい状態にあった。

冷戦の継続によって軍事費の負担に苦しむようになった米ソ両国では，関係改善を

めざす動きが次第に強まっていった。ソ連共産党の書記長に就任したゴルバチョフ 

は，アメリカ合衆国との抜本的な関係改善に乗り出した。1989 年 12 月，ゴルバ

チョフとアメリカ合衆国大統領は Ｂ での会談で冷戦の終結を宣言した。

冷戦が終結する一方で，冷戦の枠組みの中で抑えられていた地域紛争や民族間の

対立といった問題が世界各地で生じるようになった。日本でも，国際貢献が求めら

れるようになる中で，1992 年に Ｃ が成立し，自衛隊の海外派遣が可能と

なった。また，冷戦の終結により，日本の国内では保守と革新の対立が弱まった。

1993 年には非自民 8 党派を与党とする Ｄ 内閣が発足し，55 年体制が崩壊

した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　アフガニスタン

㋒　パキスタン  ㋓　シリア

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

世　　界　　史

15
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15 ◇M21―3

⑵　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のサッチャー政権は，「小さな政府」をスローガンに社会保

障支出の削減などを推進した。

Ｙ　日本の中曽根康弘政権は，国鉄などを民営化する改革を進めた。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑶　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　核拡散防止条約に調印した。

㋑　中距離核戦力全廃条約を締結した。

㋒　ペレストロイカを実施した。

㋓　ソ連大統領に就任した。

⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ベルリン  ㋑　ジュネーヴ

㋒　モスクワ  ㋓　マルタ島

⑸　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　イラクのクウェート侵攻をきっかけに起きた湾岸戦争に際し，日本は多国

籍軍に資金を援助した。

Ｙ　NATO が空爆をおこなってコソヴォからスロヴェニア軍を撤退させた。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑹　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　テロ対策特別措置法 ㋑　破壊活動防止法

㋒　国際平和協力法（PKO 協力法） ㋓　周辺事態法

16
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16 ◇M21―3

⑺　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　村山富市  ㋑　小泉純一郎

㋒　細川護熙  ㋓　鳩山由紀夫

17
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17 ◇M21―3

世界の宗教に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

世界史において宗教は，各地域の民族や国家の動きと絡み合いながら発展してき

た。南アジアでは，インド = ヨーロッパ語系の民族であるアーリヤ人がパンジャー

ブ地方に進出し，バラモン教と呼ばれる宗教を実践した。バラモンやクシャトリヤ

などのヴァルナはのちのカースト制の基礎になった。前 5 世紀頃から，バラモン教

に批判的な仏教やジャイナ教が現れた。バラモン教は民間信仰を取り入れ，ヒン

ドゥー教が形成されていった。

シリア・パレスチナ地方では，ヘブライ人が唯一神ヤハウェへの信仰と選民意識

を強め，やがてユダヤ教が確立した。ユダヤ教の律法主義を批判したイエスは，

ローマへの反逆者として告発された。その死後，イエスこそがメシアであるとする

信仰が弟子たちに広がり，キリスト教が成立した。その後，キリスト教はローマ帝

国の国教となり，中世ヨーロッパ世界の形成にも貢献した。

西アジアでは，ゾロアスターによってゾロアスター教が創始された。 7 世紀に

は，預言者ムハンマドによってイスラームが唱えられ，アラブ人の諸部族の間で広

がった。イスラームはその後，西アジアや北アフリカなどに広まり，各地にイス

ラーム王朝が成立するようになった。

〔設　問〕

⑻　インド = ヨーロッパ語族に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場

合は㋔を選びなさい。

㋐　ラテン語  ㋑　ヒッタイト語

㋒　ヘブライ語  ㋓　ギリシア語

⑼　仏教の伝播に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　クシャーナ朝のアショーカ王は仏教に帰依した。

ｂ　東晋の法顕は『仏国記』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

Ⅱ

⑻

⑼ ⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

18
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18 ◇M21―3

⑽　ジャイナ教の創始者を選びなさい。

㋐　ヴァルダマーナ ㋑　ナーガールジュナ

㋒　アンベードカル ㋓　カーリダーサ

⑾　12 世紀にヒンドゥー教の寺院として建てられたものを選びなさい。

㋐　アジャンター石窟寺院 ㋑　アンコール = ワット

㋒　ボロブドゥール ㋓　ナーランダー僧院

⑿　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

古代のシリア・パレスチナ地方では， ａ がダマスクスを拠点に内陸

での交易活動をおこない，彼らの言語は国際商業語として広まった。一方，

ｂ は地中海貿易で繁栄し，北アフリカのカルタゴなどの植民市を建設

した。

㋐　ａ　アラム人　　　　　　　　ｂ　イオニア人

㋑　ａ　エトルリア人　　　　　　ｂ　イオニア人

㋒　ａ　アラム人　　　　　　　　ｂ　フェニキア人

㋓　ａ　エトルリア人　　　　　　ｂ　フェニキア人

⒀　キリスト教の思想家とその著作の組合わせとして誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　アウグスティヌス――『神の国』

㋑　ルター――『キリスト者の自由』

㋒　トマス = アクィナス――『神学大全』

㋓　エウセビオス――『教会史』

19
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⒁　ローマ皇帝が即位年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――トラヤヌス帝――ディオク

レティアヌス帝

㋑　トラヤヌス帝――マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――ディオク

レティアヌス帝

㋒　マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――ディオクレティアヌス帝 

――トラヤヌス帝

㋓　トラヤヌス帝――ディオクレティアヌス帝――マルクス = アウレリウス =

アントニヌス帝

⒂　ゾロアスター教に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　『アヴェスター』を教典とした。

㋑　中国で景教と呼ばれた。

㋒　ササン朝の国教となった。

㋓　 3 世紀に，ゾロアスター教・仏教・キリスト教などを融合したマニ教が生

まれた。

⒃　イスラームに関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正しい

場合は㋔を選びなさい。

㋐　預言者ムハンマドはメッカのクライシュ族に生まれた。

㋑　預言者ムハンマドの死後，アリーが初代正統カリフとなった。

㋒　『クルアーン』はアラビア語で書かれた。

㋓　イスラーム法は『クルアーン』とハディースを基盤とする。

⒄　イスラーム王朝に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを選びなさい。

ａ　ファーティマ朝はスンナ派の王朝であった。

ｂ　ブワイフ朝はシーア派の王朝であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

20
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20 ◇M21―3

唐・宋に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⒅　唐代の節度使に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正

しいものを選びなさい。

ａ　太宗の時代に藩鎮として各地に割拠した。

ｂ　朱全忠は玄宗の時代に節度使となった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⒆　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ の皇后であった則天武后は， 7 世紀末に皇帝になると ｂ

を積極的に登用した。

㋐　ａ　太　宗　　　　　　ｂ　科挙官僚

㋑　ａ　高　宗　　　　　　ｂ　科挙官僚

㋒　ａ　太　宗　　　　　　ｂ　門閥貴族

㋓　ａ　高　宗　　　　　　ｂ　門閥貴族

⒇　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

唐の長安の都城制は 　 の上京竜泉府のモデルとなった。

㋐　吐　蕃  ㋑　南　詔

㋒　扶　南  ㋓　渤　海

㉑　『大唐西域記』の著者を選びなさい。

㋐　仏図澄  ㋑　法　顕

㋒　玄　奘  ㋓　義　浄

㉒　唐代の詩人に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選び

なさい。

㋐　杜　甫  ㋑　顧愷之

㋒　白居易  ㋓　王　維

Ⅲ
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21 ◇M21―3

㉓　宋と周辺地域に関する以下の記述の下線部のうち，誤っているものを選びな

さい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

後晋から遼に割譲された燕雲十六州の奪回に失敗した宋は，遼と 1004 年に

澶淵の盟を結んだ。また，宋はトルコ系のタングートが李元昊のもとでたてた

西夏とも講和して，毎年銀や絹を贈った。

㉔　宋代の学者を選びなさい。

㋐　周敦頤  ㋑　孔穎達

㋒　黄宗羲  ㋓　鄭　玄

㉕　朱子学に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しいも

のを選びなさい。

ａ　『中庸』などの四書が重視された。

ｂ　明の洪武帝は朱子学を官学とした。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉖　宋代に編年体の歴史書を編纂した人物を選びなさい。

㋐　顧炎武  ㋑　柳宗元

㋒　王陽明  ㋓　司馬光

㉗　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

徽宗の作とされる「桃鳩図」は 　 の代表作である。

㋐　モザイク画  ㋑　水墨画

㋒　院体画  ㋓　文人画

㋐

㋑ ㋒ ㋓
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22 ◇M21―3

近世ヨーロッパに関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㉘　神聖ローマ皇帝カール 5 世に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　ヴォルムス帝国議会にカルヴァンを呼び出した。

㋑　ホーエンツォレルン家の出身であった。

㋒　神聖ローマ皇帝在位中に第 1 次ウィーン包囲が起きた。

㋓　神聖ローマ皇帝在位中に三十年戦争が勃発した。

㉙　オランダ独立戦争時のネーデルラント北部 7 州の領域内にあった都市を選び

なさい。

㋐　ブリュージュ  ㋑　アントウェルペン

㋒　ガ　ン  ㋓　ロッテルダム

㉚　ユンカーに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しい

ものを選びなさい。

ａ　プロイセン国王フリードリヒ = ヴィルヘルム 1 世はユンカーを官僚や将校

とした。

ｂ　ビスマルクはユンカー出身であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉛　1713 年のユトレヒト条約でイギリスが獲得した地域を選びなさい。

㋐　ニューファンドランド ㋑　フロリダ

㋒　セイロン島  ㋓　ケープ植民地

㉜　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

プロイセン国王フリードリヒ 2 世は啓蒙思想家の ａ を宮廷に招き，

ｂ と称して一連の改革をおこなった。

㋐　ａ　ヴォルテール　　　　　　ｂ　「朕は国家なり」

㋑　ａ　ヴォルテール　　　　　　ｂ　「君主は国家第一の僕」

㋒　ａ　パスカル　　　　　　　　ｂ　「朕は国家なり」

㋓　ａ　パスカル　　　　　　　　ｂ　「君主は国家第一の僕」

Ⅳ
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㉝　プロイセン国王フリードリヒ 2 世に関する記述として誤っているものを選び

なさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　七年戦争でイギリスの支援を得た。

㋑　ロココ様式のサンスーシ宮殿を建てた。

㋒　北方戦争でスウェーデンに勝利した。

㋓　第 1 回ポーランド分割に参加した。

㉞　マリア = テレジアに関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　フロンドの乱を鎮圧した。

㋑　オスマン帝国からクリミア半島を獲得した。

㋒　長年敵対してきたフランスと同盟し，七年戦争を戦った。

㋓　ナントの王令を廃止した。

㉟　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

オーストリア継承戦争の結果，オーストリアは 　 をプロイセンに奪

われた。

㋐　シュレジエン  ㋑　西ポンメルン

㋒　ラインラント  ㋓　南チロル

㊱　啓蒙専制君主に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正

しいものを選びなさい。

ａ　オーストリアのヨーゼフ 2 世は修道院を解散した。

ｂ　ロシアのエカチェリーナ 2 世はステンカ = ラージンの反乱を鎮圧した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊲　イギリスとフランスが北アメリカでおこなった戦争が勃発年の古い順に並ん

でいるものを選びなさい。

㋐　ジョージ王戦争――アン女王戦争――フレンチ = インディアン戦争

㋑　アン女王戦争――ジョージ王戦争――フレンチ = インディアン戦争

㋒　フレンチ = インディアン戦争――ジョージ王戦争――アン女王戦争

㋓　アン女王戦争――フレンチ = インディアン戦争――ジョージ王戦争
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スペイン・中南米の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㊳　メキシコに存在した文明が成立の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　アステカ文明――テオティワカン文明――オルメカ文明

㋑　アステカ文明――オルメカ文明――テオティワカン文明

㋒　オルメカ文明――アステカ文明――テオティワカン文明

㋓　オルメカ文明――テオティワカン文明――アステカ文明

㊴　インカ帝国に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　テノチティトランを首都とした。

㋑　文字を用いた。

㋒　皇帝は太陽の子とされた。

㋓　現在のメキシコからチリにまたがる地域を支配した。

㊵　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

スペインは 1492 年にグラナダを攻略して 　 を滅ぼし，レコンキス

タを完成させるとともに，積極的に海外進出に乗り出した。

㋐　後ウマイヤ朝  ㋑　ムワッヒド朝

㋒　ナスル朝  ㋓　ムラービト朝

㊶　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

コロンブスはスペイン女王 ａ の援助を受けて大西洋を横断し，1492

年に ｂ に到達した。

㋐　ａ　イサベル　　　　　　　　ｂ　マダガスカル島

㋑　ａ　イサベル　　　　　　　　ｂ　サンサルバドル島

㋒　ａ　マルグレーテ　　　　　　ｂ　マダガスカル島

㋓　ａ　マルグレーテ　　　　　　ｂ　サンサルバドル島

Ⅴ
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㊷　コロンブス到達後のアメリカ大陸に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤

の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　ピサロがインカ帝国を征服した。

ｂ　フランチェスコ会修道士ラス = カサスがエンコミエンダ制を批判した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊸　「コロンブスの交換」によりアメリカ大陸からヨーロッパにもたらされた農作

物に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　落花生  ㋑　サトウキビ

㋒　タバコ  ㋓　サツマイモ

㊹　ラテンアメリカの植民地の住民に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の

組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　白人と先住民の混血はメスティーソと呼ばれた。

ｂ　黒人と先住民の混血はムラートと呼ばれた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊺　ラテンアメリカ諸国の独立に関する以下の記述の下線部のうち，誤っている

ものを選びなさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

ラテンアメリカで最初の独立運動は，スペインの植民地サン = ドマングで起

きた。トゥサン = ルヴェルチュールの指導により，サン = ドマングは 1804 年

に世界初の黒人共和国ハイチとして独立した。また，シモン = ボリバルらの活

躍により，南米大陸の国々は 1820 年前後に独立を達成した。一方，中米のメ

キシコは，イダルゴが指導した民衆蜂起を契機として 1821 年に独立した。イ

ギリス外相カニングは，この地域への経済進出を狙って，ラテンアメリカ諸国

の独立を支持した。

㊻　スペインを旧宗主国とする国に含まれないものを選びなさい。すべて含まれ

る場合は㋔を選びなさい。

㋐　チ　リ  ㋑　ウルグアイ

㋒　ペルー  ㋓　ボリビア

㋐

㋑

㋒

㋓
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㊼　第二次世界大戦後のラテンアメリカの国とその指導者であった人物の組合わ

せとして誤っているものを選びなさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　アルゼンチン――ペロン

㋑　チリ――ピノチェト

㋒　キューバ――カストロ

㋓　メキシコ――アジェンデ

（世界史の問題はここまで）
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◇M22―3

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～13 ページ，「世界史」は 14～26 ページ，「数学」は 27～32 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

地理歴史・数学
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

外国語学部（スペイン・ラテンアメリカ
ドイツ ） 150 点 60 分

経営学部（Ａ方式） 100 点 60 分
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1 ◇M22―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

1979 年，ソ連軍が，内戦中の Ａ に，イスラーム勢力と戦う社会主義

政権を支援しようと侵攻した。これによってアメリカ合衆国とソ連との間での緊

張緩和は終わり，東西関係は再び冷え込んだ。

他方，先進国の経済が停滞する中で，アメリカ合衆国をはじめとする西側諸国

では新自由主義的な政策が推し進められていたが，ソ連経済も厳しい状態にあっ

た。冷戦の継続によって軍事費の負担に苦しむようになった米ソ両国では，関係

改善をめざす動きが次第に強まっていった。ソ連共産党の書記長に就任したゴル

バチョフは，アメリカ合衆国との抜本的な関係改善に乗り出した。1989 年 12

月，ゴルバチョフとアメリカ合衆国大統領は Ｂ での会談で冷戦の終結を

宣言した。

冷戦が終結する一方で，冷戦の枠組みの中で抑えられていた地域紛争や民族間

の対立といった問題が世界各地で生じるようになった。日本でも，国際貢献が求

められるようになる中で，1992 年に Ｃ が成立し，自衛隊の海外派遣が

可能となった。また，冷戦の終結により，日本の国内では保守と革新の対立が弱

まった。1993 年には非自民 8 党派を与党とする Ｄ 内閣が発足し，55 年

体制が崩壊した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　アフガニスタン

㋒　パキスタン  ㋓　シリア

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

日　　本　　史
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2 ◇M22―3

⑵　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のサッチャー政権は，「小さな政府」をスローガンに社会

保障支出の削減などを推進した。

Ｙ　日本の中曽根康弘政権は，国鉄などを民営化する改革を進めた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑶　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　核拡散防止条約に調印した。

㋑　中距離核戦力全廃条約を締結した。

㋒　ペレストロイカを実施した。

㋓　ソ連大統領に就任した。

⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ベルリン  ㋑　ジュネーヴ

㋒　モスクワ  ㋓　マルタ島

⑸　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　イラクのクウェート侵攻をきっかけに起きた湾岸戦争に際し，日本は多

国籍軍に資金を援助した。

Ｙ　NATOが空爆をおこなってコソヴォからスロヴェニア軍を撤退させた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑹　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　テロ対策特別措置法 ㋑　破壊活動防止法

㋒　国際平和協力法（PKO 協力法） ㋓　周辺事態法
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3 ◇M22―3

⑺　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　村山富市  ㋑　小泉純一郎

㋒　細川護熙  ㋓　鳩山由紀夫

04
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4 ◇M22―3

㈡　次の文と史料を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

後醍醐天皇は，即位前から鎌倉幕府の方針を嫌い，即位後，討幕の計画を進め

た。やがて討幕の動きは広がり，天台座主に就けていた子の Ａ が吉野で

挙兵すると，各地の勢力も次々に立ち上がった。幕府は 1333 年，隠岐を脱出し

た後醍醐に軍勢を差し向けるも敗北し，軍勢の一部は後醍醐に寝返る有様であっ

た。後醍醐の勢力は各地の要所を攻め落とし，ついには幕府を滅ぼした。1334

年 1 月，後醍醐は，自らの子を東宮に立てた。そのわずか一週間後には，改元を

おこない「建武」とした。

建武の新政は，「朕の新儀は，未来の先例たるべし」という果断なものであっ

た。この後醍醐の言葉は，著者不詳であるものの，承久の乱から足利氏が政権を

握るまでの歴史を武家の立場から書いた『 Ｂ 』の記述である。後醍醐は，

土地に関する新たな施策を打ち出した。また後醍醐は，政治体制の整備もおこ

なった。朝廷では，官位相当制を無視して実力者が登用された。

以下の史料は，1334 年 8 月頃に書かれたと考えられるものである。

此
この

比
ごろ

都ニハヤル物。夜討，強盗，謀
にせ

Ｃ 。召人，早馬，虚騒動。生

頸，還俗，自由出家。俄大名，迷者。安堵，恩賞，虚軍。本領ハナルル訴訟

人。文書入タル細葛。追従，讒人，禅律僧。下剋上スル成出者。

 （史料は書き改めたり，一部省略したところもある。）

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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5 ◇M22―3

〔設　問〕

⑻　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　鎌倉幕府に推され，光厳天皇が即位した。

Ⅱ　幕府が，二つの皇統から交代で天皇を出す方式を提示した。

Ⅲ　後醍醐天皇による二度目の討幕計画が，密告により発覚した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⑼　空欄 Ａ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 宗尊親王　　Ｃ― 令　旨 ㋑　Ａ― 宗尊親王　　Ｃ― 綸　旨

㋒　Ａ― 護良親王　　Ｃ― 令　旨 ㋓　Ａ― 護良親王　　Ｃ― 綸　旨

⑽　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　楠木正成は，湊川の戦いに勝利し，のちに建武の新政で重用された。

Ｙ　関東で挙兵した足利高氏（尊氏）は，鎌倉を攻めて北条氏一門を滅ぼし

た。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑾　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　神皇正統記 ㋑　太平記 ㋒　梅松論 ㋓　増　鏡

⑿　下線部ｃについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　土地の調査をおこなうために，京枡を統一して用いることとした。

㋑　後醍醐天皇は，荘園整理のために醍醐天皇が設けた記録所を再興した。

㋒　後醍醐天皇は，御成敗式目の土地に関する規定を重視した。

㋓　後醍醐天皇は，雑訴決断所を設けた。
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6 ◇M22―3

⒀　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　関東に鎌倉将軍府を，東北に陸奥将軍府を置いた。

㋑　諸国に，国司だけでなく守護も置いた。

㋒　摂政・関白を置いて，政務を補佐させた。

㋓　大内裏の造営を計画した。

⒁　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この史料は，二条河原落書と呼ばれるものである。

Ｙ　この史料では，建武の新政が称賛されている。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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7 ◇M22―3

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

Ａ は，『海国兵談』において海岸の防備を説いて幕府に弾圧された。

Ａ は，その心境を「親も無し　妻無し　子無し　版木無し　金も無けれ

ど　死にたくも無し」（史料は書き改めたところもある）と詠んで，『海国兵談』の

版木が没収されたことを嘆いた。ここからは，江戸時代の出版における版木の重

要性が見て取れるだろう。

18 世紀後半，幕府はロシアとの交易や蝦夷地の開拓に関心を高めていた。そ

の一方で， Ａ のように，ロシアの脅威を説く者もいた。18 世紀末に

は，ロシア使節のラクスマンが Ｂ に来航し，漂流民の Ｃ を送還

するとともに通商を求めた。幕府はロシアの南下を警戒するようになり，蝦夷地

をめぐる施策や北方探訪を実施した。ロシアとの間で高まった緊張は，国後島で

日本の警備兵に捕らえられ，監禁されていたロシア軍艦艦長の Ｄ が釈放

されたことによって，いったん緩和された。

日本近海には，ロシア以外にも欧米列強の船が現れた。1853 年にはペリーが

来航し，翌年に日米和親条約が結ばれた。

〔設　問〕

⒂　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　生田万 ㋑　高野長英 ㋒　林子平 ㋓　渡辺崋山

⒃　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　十返舎一九によって，読本である『雨月物語』が著された。

㋑　貸本屋が次第に普及し，文学作品が民衆に受け入れられた。

㋒　役者絵や風景画などが，多色刷浮世絵版画として出版された。

㋓　蔦屋重三郎は，版元として出版物を刊行した。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
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8 ◇M22―3

⒄　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　幕府は蝦夷地のいりこなどの海産物を俵物として，長崎貿易での輸出を

推進した。

Ｙ　工藤平助は，幕府に対して，蝦夷地開発やロシアとの交易についての提

言をおこなった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒅　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 根　室　　Ｃ― 大黒屋光太夫 

㋑　Ｂ― 根　室　　Ｃ― 高田屋嘉兵衛

㋒　Ｂ― 箱　館　　Ｃ― 大黒屋光太夫 

㋓　Ｂ― 箱　館　　Ｃ― 高田屋嘉兵衛

⒆　下線部ｃに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　間宮林蔵に，樺太とその対岸を探索させた。

Ⅱ　近藤重蔵と最上徳内に択捉島を探索させ，「大日本恵登呂府」の標柱を立

てさせた。

Ⅲ　松前藩と蝦夷地をすべて直轄地とした。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

⒇　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ウィッテ  ㋑　ゴローウニン 

㋒　シーボルト  ㋓　ビッドル
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9 ◇M22―3

21　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　東インド艦隊司令長官のペリーは，琉球を経て浦賀に来航した。

㋑　幕府は，ペリーが持参したフィルモア大統領の国書の受け取りを拒否し

た。

㋒　ペリーの開国要求に際して，時の老中首座の阿部正弘は，諸大名からの

幕府批判を徹底的に封じた。

㋓　日米和親条約では，神奈川・長崎・新潟・兵庫を開港し，江戸と大坂を

開市することとした。

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

1945 年 8 月，日本がポツダム宣言を受諾したのち，連合国軍最高司令官総司

令部（GHQ/SCAP）のもとで，さまざまな改革がおこなわれることになった。占

領政策は，日本の非軍事化・民主化に重きを置いたものであった。

この方針のもと，GHQ は戦前期に思想犯・政治犯を取り締まっていた

Ａ を廃止し，のちに Ｂ の書記長となる徳田球一などの政治犯の

釈放を日本政府に指示した。連合国軍最高司令官であるマッカーサーは，東久邇

宮稔彦王に代わり首相に就任した Ｃ に対し，憲法の改正を示唆した。非

軍事化の観点から，戦争指導者が処罰され，戦争協力者らも公的な地位から排除

された。

経済においても非軍事化・民主化は重視され，農地改革が実施された。このこ

とは，戦前から戦後・現在に至る農業政策の大きな転換点となった。しかし，戦

時中の軍需産業に対する補償や占領軍への経費支出などにより，終戦直後の日本

経済では急激な物価上昇が生じた。そのため，日本政府は経済復興に向けて施策

を講じた。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

10

8048_34_22NIH_M.indd   9 2025/12/24   14:47

518 / 687



10 ◇M22―3

〔設　問〕

22　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　日本は，連合国 4 カ国によって分割占領された。

㋑　対日占領政策の最高決定機関として，極東委員会が東京に設置された。

㋒　日本に対する占領政策は，GHQ の指令・勧告に基づいて，日本政府が

実行した。

㋓　GHQ の統治は，日本本州だけでなく，奄美群島にも及んだ。

23　空欄 Ａ および Ｂ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ａ― 自治体警察　　　Ｂ― 日本共産党 

㋑　Ａ― 自治体警察　　　Ｂ― 日本社会党

㋒　Ａ― 特別高等警察　　Ｂ― 日本共産党 

㋓　Ａ― 特別高等警察　　Ｂ― 日本社会党

24　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　片山哲 ㋑　幣原喜重郎 ㋒　鈴木貫太郎 ㋓　吉田茂

25　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　日本政府主導で作成した憲法試案は，天皇の統治権を認めていた。

㋑　GHQ は憲法の改正草案を作成し，日本政府に提示した。

㋒　日本国憲法は，日本の議会の審議を経ずに公布された。

㋓　日本国憲法では，国民主権や戦争放棄などが定められた。

11
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26　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　極東国際軍事裁判において，東条英機に死刑判決が下された。

Ｙ　戦後初の総選挙で第一党となった日本自由党の党首である鳩山一郎は，

公職追放処分により組閣できなかった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

27　下線部ｄに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　政府が農家から米を強制的に買い上げる供出制が始まり，米が配給制と

なった。

Ⅱ　農家世帯と非農家世帯の所得の格差是正のため，農業基本法が制定され

た。

Ⅲ　農地調整法の改正や，自作農創設特別措置法の制定がおこなわれた。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

28　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日本政府は金融緊急措置令を発し，通貨の流通量を増やして経済活動を

活性化しようとした。

Ｙ　日本政府は傾斜生産方式を決定し，また復興金融金庫を設立した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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12 ◇M22―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の文を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

朝鮮半島は，ヤマト政権にとって資源供給や大陸文化摂取の上で重要であり，

その情勢は国内政治にも大きな影響を与えた。

6 世紀の朝鮮半島では，高句麗の南下を受けて百済と Ａ が，半島南部

の加耶諸国に勢力を拡大した。重要資源である Ｂ の確保のために加耶諸

国と密接な関係を築いていたヤマト政権では，大連の Ｃ 氏らが朝鮮半島

に兵を送り，加耶諸国との結びつきを強化しようとしたが，失敗に終わった。こ

れにより，朝鮮半島に対するヤマト政権の影響力は後退し，政権内での

Ｃ 氏の勢力も弱まったといわれる。

7 世紀後半に， Ａ と Ａ の求めに応じた Ｄ との連合軍

によって，百済が滅亡に追い込まれると，復興を目指す百済の遺臣がヤマト政権

に支援を求めてきた。ヤマト政権は大軍を派遣したものの，白村江の戦いで大敗

を喫した。こののち，ヤマト政権は，百済からの亡命貴族の指導を受けて西日本

で防備施設を整備し，より内陸の Ｅ 宮に遷都した。さらに，公民支配の

根本台帳である Ｆ を 670 年に初めて作成させるなど，天皇中心の中央集

権的な国づくりを本格化していった。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ｂ に入る語を漢字 1 字で答えなさい。

⑵　空欄 Ｃ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｅ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑷　空欄 Ｆ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑸　下線部ａについて，空欄 Ａ および Ｄ に入る国名を用い

て，20 字程度（句読点も 1 字に数える）で具体的に説明しなさい。

Ｂ

ａ
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13 ◇M22―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

第一次世界大戦の前後の日本では，のちに大正デモクラシーと呼ばれる民主主

義的な風潮が強まった。その中で政治参加を求める運動が展開された。たとえば

平塚らいてうや市川房枝らによって， Ａ が 1920 年に結成され，その運

動の結果，女性も政治集会に参加できるようになった。男性の普通選挙権の獲得

を求める運動も盛り上がりを見せていたが，その理論的根拠の一つとなったの

は， Ｂ が「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」で唱えた民

本主義であった。これらの運動を受けて，1924 年に成立した Ｃ を首相

とする護憲三派の連立内閣のもと，いわゆる普通選挙法が成立した。これによ

り，満 Ｄ 歳以上の男性が納税額の多寡にかかわらず衆議院議員の選挙権

を持つことになり，有権者は一挙に約 4 倍に増えた。ただし，普通選挙による社

会主義政党の勢力拡大に対応するために，普通選挙法とほぼ同時に Ｅ 法 

も制定された。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る語を漢字 5 字で答えなさい。

⑺　空欄 Ｂ に入る人名を漢字で答えなさい。

⑻　空欄 Ｃ に入る人名を漢字で答えなさい。

⑼　空欄 Ｄ に入る数字を答えなさい。

⑽　下線部ａについて，空欄 Ｅ に入る語および Ｅ 法の内容

を，50 字程度（句読点も 1 字に数える）で説明しなさい。

（日本史の問題はここまで）

ａ

14
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14 ◇M22―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

1979 年，ソ連軍が，内戦中の Ａ に，イスラーム勢力と戦う社会主義政

権を支援しようと侵攻した。これによってアメリカ合衆国とソ連との間での緊張緩

和は終わり，東西関係は再び冷え込んだ。

他方，先進国の経済が停滞する中で，アメリカ合衆国をはじめとする西側諸国で

は新自由主義的な政策が推し進められていたが，ソ連経済も厳しい状態にあった。

冷戦の継続によって軍事費の負担に苦しむようになった米ソ両国では，関係改善を

めざす動きが次第に強まっていった。ソ連共産党の書記長に就任したゴルバチョフ 

は，アメリカ合衆国との抜本的な関係改善に乗り出した。1989 年 12 月，ゴルバ

チョフとアメリカ合衆国大統領は Ｂ での会談で冷戦の終結を宣言した。

冷戦が終結する一方で，冷戦の枠組みの中で抑えられていた地域紛争や民族間の

対立といった問題が世界各地で生じるようになった。日本でも，国際貢献が求めら

れるようになる中で，1992 年に Ｃ が成立し，自衛隊の海外派遣が可能と

なった。また，冷戦の終結により，日本の国内では保守と革新の対立が弱まった。

1993 年には非自民 8 党派を与党とする Ｄ 内閣が発足し，55 年体制が崩壊

した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　イラン  ㋑　アフガニスタン

㋒　パキスタン  ㋓　シリア

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

世　　界　　史
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15 ◇M22―3

⑵　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　アメリカ合衆国のサッチャー政権は，「小さな政府」をスローガンに社会保

障支出の削減などを推進した。

Ｙ　日本の中曽根康弘政権は，国鉄などを民営化する改革を進めた。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑶　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　核拡散防止条約に調印した。

㋑　中距離核戦力全廃条約を締結した。

㋒　ペレストロイカを実施した。

㋓　ソ連大統領に就任した。

⑷　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ベルリン  ㋑　ジュネーヴ

㋒　モスクワ  ㋓　マルタ島

⑸　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　イラクのクウェート侵攻をきっかけに起きた湾岸戦争に際し，日本は多国

籍軍に資金を援助した。

Ｙ　NATO が空爆をおこなってコソヴォからスロヴェニア軍を撤退させた。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑹　空欄 Ｃ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　テロ対策特別措置法 ㋑　破壊活動防止法

㋒　国際平和協力法（PKO 協力法） ㋓　周辺事態法

16
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16 ◇M22―3

⑺　空欄 Ｄ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　村山富市  ㋑　小泉純一郎

㋒　細川護熙  ㋓　鳩山由紀夫

17

8048_33_22WOL_M.indd   16 2025/12/06   15:10

525 / 687



17 ◇M22―3

世界の宗教に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

世界史において宗教は，各地域の民族や国家の動きと絡み合いながら発展してき

た。南アジアでは，インド = ヨーロッパ語系の民族であるアーリヤ人がパンジャー

ブ地方に進出し，バラモン教と呼ばれる宗教を実践した。バラモンやクシャトリヤ

などのヴァルナはのちのカースト制の基礎になった。前 5 世紀頃から，バラモン教

に批判的な仏教やジャイナ教が現れた。バラモン教は民間信仰を取り入れ，ヒン

ドゥー教が形成されていった。

シリア・パレスチナ地方では，ヘブライ人が唯一神ヤハウェへの信仰と選民意識

を強め，やがてユダヤ教が確立した。ユダヤ教の律法主義を批判したイエスは，

ローマへの反逆者として告発された。その死後，イエスこそがメシアであるとする

信仰が弟子たちに広がり，キリスト教が成立した。その後，キリスト教はローマ帝

国の国教となり，中世ヨーロッパ世界の形成にも貢献した。

西アジアでは，ゾロアスターによってゾロアスター教が創始された。 7 世紀に

は，預言者ムハンマドによってイスラームが唱えられ，アラブ人の諸部族の間で広

がった。イスラームはその後，西アジアや北アフリカなどに広まり，各地にイス

ラーム王朝が成立するようになった。

〔設　問〕

⑻　インド = ヨーロッパ語族に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場

合は㋔を選びなさい。

㋐　ラテン語  ㋑　ヒッタイト語

㋒　ヘブライ語  ㋓　ギリシア語

⑼　仏教の伝播に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　クシャーナ朝のアショーカ王は仏教に帰依した。

ｂ　東晋の法顕は『仏国記』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

Ⅱ

⑻

⑼ ⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄
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18 ◇M22―3

⑽　ジャイナ教の創始者を選びなさい。

㋐　ヴァルダマーナ ㋑　ナーガールジュナ

㋒　アンベードカル ㋓　カーリダーサ

⑾　12 世紀にヒンドゥー教の寺院として建てられたものを選びなさい。

㋐　アジャンター石窟寺院 ㋑　アンコール = ワット

㋒　ボロブドゥール ㋓　ナーランダー僧院

⑿　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

古代のシリア・パレスチナ地方では， ａ がダマスクスを拠点に内陸

での交易活動をおこない，彼らの言語は国際商業語として広まった。一方，

ｂ は地中海貿易で繁栄し，北アフリカのカルタゴなどの植民市を建設

した。

㋐　ａ　アラム人　　　　　　　　ｂ　イオニア人

㋑　ａ　エトルリア人　　　　　　ｂ　イオニア人

㋒　ａ　アラム人　　　　　　　　ｂ　フェニキア人

㋓　ａ　エトルリア人　　　　　　ｂ　フェニキア人

⒀　キリスト教の思想家とその著作の組合わせとして誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　アウグスティヌス――『神の国』

㋑　ルター――『キリスト者の自由』

㋒　トマス = アクィナス――『神学大全』

㋓　エウセビオス――『教会史』

19
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19 ◇M22―3

⒁　ローマ皇帝が即位年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――トラヤヌス帝――ディオク

レティアヌス帝

㋑　トラヤヌス帝――マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――ディオク

レティアヌス帝

㋒　マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝――ディオクレティアヌス帝 

――トラヤヌス帝

㋓　トラヤヌス帝――ディオクレティアヌス帝――マルクス = アウレリウス =

アントニヌス帝

⒂　ゾロアスター教に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　『アヴェスター』を教典とした。

㋑　中国で景教と呼ばれた。

㋒　ササン朝の国教となった。

㋓　 3 世紀に，ゾロアスター教・仏教・キリスト教などを融合したマニ教が生

まれた。

⒃　イスラームに関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正しい

場合は㋔を選びなさい。

㋐　預言者ムハンマドはメッカのクライシュ族に生まれた。

㋑　預言者ムハンマドの死後，アリーが初代正統カリフとなった。

㋒　『クルアーン』はアラビア語で書かれた。

㋓　イスラーム法は『クルアーン』とハディースを基盤とする。

⒄　イスラーム王朝に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを選びなさい。

ａ　ファーティマ朝はスンナ派の王朝であった。

ｂ　ブワイフ朝はシーア派の王朝であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

20
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20 ◇M22―3

唐・宋に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⒅　唐代の節度使に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正

しいものを選びなさい。

ａ　太宗の時代に藩鎮として各地に割拠した。

ｂ　朱全忠は玄宗の時代に節度使となった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⒆　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ の皇后であった則天武后は， 7 世紀末に皇帝になると ｂ

を積極的に登用した。

㋐　ａ　太　宗　　　　　　ｂ　科挙官僚

㋑　ａ　高　宗　　　　　　ｂ　科挙官僚

㋒　ａ　太　宗　　　　　　ｂ　門閥貴族

㋓　ａ　高　宗　　　　　　ｂ　門閥貴族

⒇　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

唐の長安の都城制は 　 の上京竜泉府のモデルとなった。

㋐　吐　蕃  ㋑　南　詔

㋒　扶　南  ㋓　渤　海

㉑　『大唐西域記』の著者を選びなさい。

㋐　仏図澄  ㋑　法　顕

㋒　玄　奘  ㋓　義　浄

㉒　唐代の詩人に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選び

なさい。

㋐　杜　甫  ㋑　顧愷之

㋒　白居易  ㋓　王　維

Ⅲ
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21 ◇M22―3

㉓　宋と周辺地域に関する以下の記述の下線部のうち，誤っているものを選びな

さい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

後晋から遼に割譲された燕雲十六州の奪回に失敗した宋は，遼と 1004 年に

澶淵の盟を結んだ。また，宋はトルコ系のタングートが李元昊のもとでたてた

西夏とも講和して，毎年銀や絹を贈った。

㉔　宋代の学者を選びなさい。

㋐　周敦頤  ㋑　孔穎達

㋒　黄宗羲  ㋓　鄭　玄

㉕　朱子学に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しいも

のを選びなさい。

ａ　『中庸』などの四書が重視された。

ｂ　明の洪武帝は朱子学を官学とした。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉖　宋代に編年体の歴史書を編纂した人物を選びなさい。

㋐　顧炎武  ㋑　柳宗元

㋒　王陽明  ㋓　司馬光

㉗　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

徽宗の作とされる「桃鳩図」は 　 の代表作である。

㋐　モザイク画  ㋑　水墨画

㋒　院体画  ㋓　文人画

㋐

㋑ ㋒ ㋓
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22 ◇M22―3

近世ヨーロッパに関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㉘　神聖ローマ皇帝カール 5 世に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　ヴォルムス帝国議会にカルヴァンを呼び出した。

㋑　ホーエンツォレルン家の出身であった。

㋒　神聖ローマ皇帝在位中に第 1 次ウィーン包囲が起きた。

㋓　神聖ローマ皇帝在位中に三十年戦争が勃発した。

㉙　オランダ独立戦争時のネーデルラント北部 7 州の領域内にあった都市を選び

なさい。

㋐　ブリュージュ  ㋑　アントウェルペン

㋒　ガ　ン  ㋓　ロッテルダム

㉚　ユンカーに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しい

ものを選びなさい。

ａ　プロイセン国王フリードリヒ = ヴィルヘルム 1 世はユンカーを官僚や将校

とした。

ｂ　ビスマルクはユンカー出身であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉛　1713 年のユトレヒト条約でイギリスが獲得した地域を選びなさい。

㋐　ニューファンドランド ㋑　フロリダ

㋒　セイロン島  ㋓　ケープ植民地

㉜　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

プロイセン国王フリードリヒ 2 世は啓蒙思想家の ａ を宮廷に招き，

ｂ と称して一連の改革をおこなった。

㋐　ａ　ヴォルテール　　　　　　ｂ　「朕は国家なり」

㋑　ａ　ヴォルテール　　　　　　ｂ　「君主は国家第一の僕」

㋒　ａ　パスカル　　　　　　　　ｂ　「朕は国家なり」

㋓　ａ　パスカル　　　　　　　　ｂ　「君主は国家第一の僕」

Ⅳ
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23 ◇M22―3

㉝　プロイセン国王フリードリヒ 2 世に関する記述として誤っているものを選び

なさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　七年戦争でイギリスの支援を得た。

㋑　ロココ様式のサンスーシ宮殿を建てた。

㋒　北方戦争でスウェーデンに勝利した。

㋓　第 1 回ポーランド分割に参加した。

㉞　マリア = テレジアに関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　フロンドの乱を鎮圧した。

㋑　オスマン帝国からクリミア半島を獲得した。

㋒　長年敵対してきたフランスと同盟し，七年戦争を戦った。

㋓　ナントの王令を廃止した。

㉟　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

オーストリア継承戦争の結果，オーストリアは 　 をプロイセンに奪

われた。

㋐　シュレジエン  ㋑　西ポンメルン

㋒　ラインラント  ㋓　南チロル

㊱　啓蒙専制君主に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正

しいものを選びなさい。

ａ　オーストリアのヨーゼフ 2 世は修道院を解散した。

ｂ　ロシアのエカチェリーナ 2 世はステンカ = ラージンの反乱を鎮圧した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊲　イギリスとフランスが北アメリカでおこなった戦争が勃発年の古い順に並ん

でいるものを選びなさい。

㋐　ジョージ王戦争――アン女王戦争――フレンチ = インディアン戦争

㋑　アン女王戦争――ジョージ王戦争――フレンチ = インディアン戦争

㋒　フレンチ = インディアン戦争――ジョージ王戦争――アン女王戦争

㋓　アン女王戦争――フレンチ = インディアン戦争――ジョージ王戦争

24
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24 ◇M22―3

スペイン・中南米の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㊳　メキシコに存在した文明が成立の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　アステカ文明――テオティワカン文明――オルメカ文明

㋑　アステカ文明――オルメカ文明――テオティワカン文明

㋒　オルメカ文明――アステカ文明――テオティワカン文明

㋓　オルメカ文明――テオティワカン文明――アステカ文明

㊴　インカ帝国に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　テノチティトランを首都とした。

㋑　文字を用いた。

㋒　皇帝は太陽の子とされた。

㋓　現在のメキシコからチリにまたがる地域を支配した。

㊵　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

スペインは 1492 年にグラナダを攻略して 　 を滅ぼし，レコンキス

タを完成させるとともに，積極的に海外進出に乗り出した。

㋐　後ウマイヤ朝  ㋑　ムワッヒド朝

㋒　ナスル朝  ㋓　ムラービト朝

㊶　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

コロンブスはスペイン女王 ａ の援助を受けて大西洋を横断し，1492

年に ｂ に到達した。

㋐　ａ　イサベル　　　　　　　　ｂ　マダガスカル島

㋑　ａ　イサベル　　　　　　　　ｂ　サンサルバドル島

㋒　ａ　マルグレーテ　　　　　　ｂ　マダガスカル島

㋓　ａ　マルグレーテ　　　　　　ｂ　サンサルバドル島

Ⅴ
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25 ◇M22―3

㊷　コロンブス到達後のアメリカ大陸に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤

の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　ピサロがインカ帝国を征服した。

ｂ　フランチェスコ会修道士ラス = カサスがエンコミエンダ制を批判した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊸　「コロンブスの交換」によりアメリカ大陸からヨーロッパにもたらされた農作

物に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　落花生  ㋑　サトウキビ

㋒　タバコ  ㋓　サツマイモ

㊹　ラテンアメリカの植民地の住民に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の

組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　白人と先住民の混血はメスティーソと呼ばれた。

ｂ　黒人と先住民の混血はムラートと呼ばれた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊺　ラテンアメリカ諸国の独立に関する以下の記述の下線部のうち，誤っている

ものを選びなさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

ラテンアメリカで最初の独立運動は，スペインの植民地サン = ドマングで起

きた。トゥサン = ルヴェルチュールの指導により，サン = ドマングは 1804 年

に世界初の黒人共和国ハイチとして独立した。また，シモン = ボリバルらの活

躍により，南米大陸の国々は 1820 年前後に独立を達成した。一方，中米のメ

キシコは，イダルゴが指導した民衆蜂起を契機として 1821 年に独立した。イ

ギリス外相カニングは，この地域への経済進出を狙って，ラテンアメリカ諸国

の独立を支持した。

㊻　スペインを旧宗主国とする国に含まれないものを選びなさい。すべて含まれ

る場合は㋔を選びなさい。

㋐　チ　リ  ㋑　ウルグアイ

㋒　ペルー  ㋓　ボリビア

㋐

㋑

㋒

㋓
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26 ◇M22―3

㊼　第二次世界大戦後のラテンアメリカの国とその指導者であった人物の組合わ

せとして誤っているものを選びなさい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　アルゼンチン――ペロン

㋑　チリ――ピノチェト

㋒　キューバ――カストロ

㋓　メキシコ――アジェンデ

（世界史の問題はここまで）
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27 ◇M22―3

の中に答を入れよ。

⑴　多項式 A（x）を x- 3 で割ると，商が B（x）で余りが 5 となる。B（x）を x- 3 

で割ると，商が x 2- 4 で余りが 2 となる。A（x）を（x- 3）2 で割った余りは

ア である。また，g x
x
A x
3

=
-

]
]

g
g としたとき，g（758）の小数部分を既約

分数で表すと
イ
1 である。

Ⅰ

数　　　　　学
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28 ◇M22―3

⑵　kを定数として，xy平面上に，直線 l：y=-2x+ kと円 C：x 2+ y 2= 1 が

ある。lと Cが異なる 2 点 P，Q で交わるとき，kのとりうる値の範囲は

ウ である。また，このとき，線分 PQ の長さが，原点 O と lの距離の 

2 倍となるような kの値を求めると，k= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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29 ◇M22―3

⑶　方程式 log10（x- 3）+ log10（2x- 5）= 1 を解くと，x= オ である。  

次に，log10 2= 0．3010 として，2 40 の桁数 mを求めると，m= カ であ

る。
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30 ◇M22―3

⑷　当たりくじ 3 本を含む 20 本のくじの中から，引いたくじはもとに戻さない

で， 1 本ずつ 3 回引く。このとき，以下の p，qを求めると，p= キ で

あり，q= ク である。

• 1 本目が当たり， 3 本目も当たる確率 p

• 少なくとも 1 本が当たる確率 q

（問題Ⅱに続く）
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31 ◇M22―3

xy平面上に， 2 つの放物線C1：y= x 2- 2x+ 3，C2：y=-（x- 1）2+ 2m+ 2 

（m2 0）がある。C1 と C2 は異なる 2 つの共有点をもつ。C1 の接線のうち，点

（0，-6）を通り，傾きが正のものを lとする。

⑴　C1 と C2 の共有点の x座標をmを用いて表せ。

⑵　lの方程式を求めよ。

⑶　直線 x= 0 と lと C1 で囲まれた部分の面積 S1 を求めよ。

⑷　C1 と C2 で囲まれた部分の面積 S2 をmを用いて表せ。

⑸　S1：S2= 1：8 であるとき，mの値を求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞

33

8048_36_22SUU_M.indd   32 2025/11/10   9:40

541 / 687



◇M23―3

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～14 ページ，「世界史」は 15～27 ページ，「数学」は 28～33 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 12 日）

地理歴史・数学
学部（学科） 配　点 試験時間

法学部（法律） 150 点 60 分

国際教養学部（国際教養） 150 点 60 分
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1 ◇M23―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

日本は 1870 年代に清・朝鮮のそれぞれと条約を結び，外交関係をうちたて

た。日本と清は朝鮮をめぐって対立し，ともに朝鮮に軍隊を送り込んだ。しか

し，1884 年に朝鮮で起こったクーデタが鎮圧されると，翌年に日本と清は条約

を結び，軍隊を朝鮮から撤退させることや，今後出兵する場合には相互に通告す

ることなどを定めた。甲午農民戦争をきっかけとして日清戦争が勃発すると，日

本が勝利して講和条約が結ばれた。日本の領土拡大は列強の懸念を招き，ロシア

など 3 国は日本に対して三国干渉をおこなった。この後，日本はロシアとの戦い

に備えて軍備を拡大していった。

日清戦争後の清では，立憲君主政の導入など，日本の近代化にならった制度改

革をおこなうべきだという主張が起こった。1898 年，光緒帝は Ａ らと

ともに改革を進めようとしたが，保守派のクーデタによって失敗に終わった。

日本とロシアは，満洲や韓国（大韓帝国）をめぐって対立を深め，1904 年に日

露戦争が勃発した。戦争は日本の優勢で進んだが，やがて両国はともに戦争継続

が困難になり，1905 年にアメリカ合衆国大統領 Ｂ の調停で講和条約を

結んだ。この後，日本は韓国に対する干渉を強め，1910 年に韓国併合がおこな

われた。

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

日　　本　　史
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2 ◇M23―3

〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日清修好条規は，日本に不利な不平等条約であった。

Ｙ　日朝修好条規の締結をきっかけとして，江華島事件が起こった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　このクーデタは壬午軍乱と呼ばれる。

㋑　このクーデタは金日成らが起こした。

㋒　このクーデタは日本軍によって鎮圧された。

㋓　このクーデタの後，『時事新報』に「脱亜論」が掲載された。

⑶　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　甲午農民戦争が起こると，朝鮮政府は清に派兵を要請した。

㋑　日清戦争中，日本は威海衛を占領した。

㋒　この講和条約は下関条約と呼ばれる。

㋓　この講和条約では，日本は賠償金を得られなかった。

⑷　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　ロシア・フランス・ドイツによっておこなわれた。

㋑　日英同盟の締結後におこなわれた。

㋒　三国干渉により，日本は遼東半島を清に返還した。

㋓　三国干渉の後，高宗が大韓帝国の皇帝となった。

⑸　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　康有為 ㋑　陳独秀 ㋒　孫　文 ㋓　林則徐

03
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3 ◇M23―3

⑹　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　フランクリン ＝ ローズヴェルト ㋑　ウィルソン

㋒　セオドア ＝ ローズヴェルト ㋓　ジョンソン

⑺　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　伊藤博文の殺害後に韓国併合がおこなわれた。

Ｙ　韓国併合をきっかけとして，ハーグ密使事件が起こった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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4 ◇M23―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

神話とは，人間が神との結びつきの中で世界を認識する方法である。日本神話

は，そのほとんどが『古事記』・『日本書紀』に記述されたものであるが，考古学・

古代史の研究者の中には，こうした神話は実際にあった出来事の上に成り立って

いるとして，その痕跡を考古資料の中に見出そうとする者もいる。

例えば，神代では，黄
よ も つ へ ぐ い

泉戸喫の伝承がある。これは，イザナギ・イザナミの二

神のうち，イザナミは火神カグツチを産む時に死んでしまうが，残されたイザナ

ギが死者の世界である黄
よ み の

泉国
くに

へとイザナミを追いかける，というものである。黄

泉国を，古墳時代後期に普及した古墳の埋葬施設である Ａ とみなし，イ

ザナミが口にした黄泉国の食べ物を， Ａ 内に供えられた須恵器に盛りつ

けられたものと結び付けて解釈する研究者もいる。また，現在，天皇の権威の象

徴とされる三種の神器も，古墳の副葬品と組合わせが共通していることを根拠と

して，ニニギが天孫降臨した際にアマテラスから授けられたものと重ねて理解す

る人もいる。

人代では，カムヤマトイワレヒコ（神武）が日向を出てヤマトの征服に向かうと

いう神武東征の伝承を，弥生時代において文化が西から東へと伝播していったこ

とと重ねたり， Ｂ が主に分布する北部九州圏と Ｃ が主に分布す

る近畿圏があたかも対立しているかのようにみえることと結びつけたりする説も

ある。

また，記紀には，埴輪創出の伝承のように，古代の器物の由来を説明するもの

もある。これは，ヒバスヒメの埋葬の際に，臣下などを同時に葬る殉葬の風習を

やめ，代わりに土で作った形代を立てることにしたという埴輪の起源説話であ

る。これが埴輪の起源だとすれば，最初に形象埴輪ができたことになるが，考古

学的にはこの伝承は史実であるとはいいがたい。

神話や伝承を，学問としての考古学と関連付けて解釈することには，なお慎重

でなければならない。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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〔設　問〕

⑻　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　『古事記』は，「帝紀」や「旧辞」などの記録をもとに編纂された。

㋑　『古事記』は，推古天皇が稗田阿礼に命じて筆録させたものである。

㋒　『日本書紀』は，漢文の編年体で記されている。

㋓　『日本書紀』以降に編纂された正史は，「六国史」と総称される。

⑼　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　竪穴式石室 ㋑　粘土槨 ㋒　箱式石棺 ㋓　横穴式石室

⑽　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この焼き物は，朝鮮半島から伝わった技術で製作された。

Ｙ　この焼き物は，硬質で灰色に仕上げられている。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑾　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　副葬された鉄剣の中には，銘文をもつものもあった。

Ｙ　古墳時代全期間を通して，三角縁神獣鏡が主な副葬品であった。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑿　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　弥生時代に，稲作は九州北部から東日本へと伝播した。

㋑　弥生時代に，甕棺墓や支石墓は九州北部から東日本へと伝わった。

㋒　弥生時代に抜歯の習俗が始まり，九州北部から関東へと広がった。

㋓　弥生時代に，吉凶を占う盟神探湯が九州北部から近畿へと波及した。

06
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6 ◇M23―3

⒀　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 銅　鐸　　Ｃ― 銅　戈 ㋑　Ｂ― 銅　鐸　　Ｃ― 銅　矛

㋒　Ｂ― 銅　矛　　Ｃ― 銅　戈 ㋓　Ｂ― 銅　矛　　Ｃ― 銅　鐸

⒁　下線部ｅについて，これを示した図として該当しないものを，下記の㋐～

㋓から選びなさい。

㋐ ㋑ ㋒ ㋓

07
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7 ◇M23―3

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

江戸時代，民衆の抵抗に対し，幕府はさまざまな対策を講じた。

17 世紀に起きた天草・島原の乱は，キリシタン大名に代わり島原の領主と

なった Ａ 氏らが重税を課したことがきっかけで起きた。その後，寛永の

飢饉が発生したこともあり，幕府は，本百姓の農業経営を安定させて，年貢など

を徴収する政策を重視するようになった。17 世紀後半頃からは百姓たちも農業

経営に工夫をこらすようになり，農業の生産高は増えていった。

18 世紀前半，当時の将軍徳川吉宗は，さまざまな農業政策のほか，江戸の都

市政策をおこなった。しかし，その頃， Ｂ をきっかけとする凶作が飢饉

を招き，一揆だけでなく，江戸でも初めての打ちこわしが発生した。彼の政策

は，財政や社会の安定においても一定の効果を上げたが，災害から民衆の生活を

守りきることはできなかったのである。

18 世紀後半，将軍 Ｃ の側用人から老中になった田沼意次も，年貢増

徴に依らない財政政策を採用した。しかし，飢饉や民衆たちの反抗行動はたびた

び発生した。特に天保飢饉の際は，各地で大きな暴動が発生した。

こうした反抗行動や社会不安の高まりを受け，幕府は，江戸とその周辺の治安

維持のために政策を打ち出したが，一揆や打ちこわしの撲滅には至らなかった。

〔設　問〕

⒂　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　島　津 ㋑　鍋　島 ㋒　松　倉 ㋓　毛　利

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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8 ◇M23―3

⒃　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　百姓の田畑の分割相続に，制限を加えた。

Ｙ　各農家から年貢を領主に直接納めさせることを，制度化した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒄　下線部ｂについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　狭小な耕地に労働力を多くつぎ込む小規模な農法が発達した。

㋑　大蔵永常が著した『農業全書』などに書かれた農業技術が，広まった。

㋒　〆粕などの購入肥料に代わって，刈敷の使用が始まった。

㋓　深耕用の備中鍬や，籾を選別する千歯扱が開発された。

⒅　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　青木昆陽を登用し，救荒作物としてサツマイモを普及させた。

㋑　耕地を増やすために，町人たちに請け負わせて新田開発をおこなった。

㋒　江戸の各町に七分積金をさせ，災害発生時の窮民救済に充てさせた。

㋓　江戸の町を火災から守るため，町人たちに町火消を結成させた。

⒆　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 浅間山の大噴火　　　　　Ｃ― 徳川家斉

㋑　Ｂ― 浅間山の大噴火　　　　　Ｃ― 徳川家治

㋒　Ｂ― イナゴなどの大量発生　　Ｃ― 徳川家斉

㋓　Ｂ― イナゴなどの大量発生　　Ｃ― 徳川家治

09

8048_38_23NIH_M.indd   8 2025/12/05   5:55

550 / 687



9 ◇M23―3

⒇　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　大坂町奉行所の元与力の大塩平八郎が，民衆らとともに武装蜂起した。

Ｙ　甲斐国や三河国などでも，大規模な打ちこわしや一揆が発生した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

21　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　人足寄場を設けて，江戸の無宿人を強制的に収容した。

Ⅱ　関東取締出役を設けて，関東の農村の無宿人らを取り締まった。

Ⅲ　江戸への出稼ぎ制限を含む，人返しの法を出した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

10
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10 ◇M23―3

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

幕末，開国に関連する政治・経済の諸変化は，社会不安の増大とともに外国人

排斥を含む攘夷運動を勢いづかせた。アメリカ総領事のハリスとの通商条約交渉

に際し，老中首座の Ａ が勅許を求めたことは攘夷派の強い反発を招き，

孝明天皇もこれを却下した。幕府は体制維持を図るために，攘夷派を厳しく弾圧

したものの，尊王攘夷思想は衰えず，外国人が殺傷される事件も起こった。

影響力を増す朝廷の取り込みをめぐって，幕府・武家・公家が主導権を争い，

京都はその主な舞台となった。尊攘や倒幕を主張する諸藩や志士の活動が活発に

なったが，幕府の抑圧により，攘夷派の勢力は大きく削がれた。

一方，開港以来の経済的混乱への対策はさらなる混乱を招き，幕府の権威は失

墜した。薩長の連合による倒幕の趨勢が避けがたいものになる中，土佐藩の

Ｂ らの働きかけもあって大政奉還の建議がなされたものの，密勅を得た

薩長の主導で倒幕が果たされた。

また，民衆の間では，19 世紀以降の農村における経済的格差の拡大と，経済

的混乱の中で，排外主義的な風潮も広まり社会不安が増大した。そうした背景の

もと，川手文治郎が創始した金光教など，のちに Ｃ 神道と呼ばれる宗教

が多くの信者を獲得した。また，社会不安に伴って発生した民衆による騒動は社

会統制を困難にし，このことも倒幕を後押しした。新政府は，このような状況の

中で，「五榜の掲示」を掲げた。

〔設　問〕

22　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　阿部正弘 ㋑　井伊直弼 ㋒　堀田正睦 ㋓　水野忠邦

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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11 ◇M23―3

23　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　アメリカ公使の通訳官であったヒュースケンが殺害される事件が起き

た。

㋑　幕臣によって，ロシア皇太子が切りつけられる事件が起きた。

㋒　東禅寺のイギリス仮公使館が襲撃される事件が起きた。

㋓　大名行列に無礼があったとして，外国人が殺傷される生麦事件が起き

た。

24　下線部ｂに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　長州藩が藩兵を上京させて武力行使をおこなったことに対し，会津藩や

薩摩藩などがこれを退けた。

Ⅱ　高杉晋作らが奇兵隊を率いて兵を挙げ，長州藩の藩政の主導権を握っ

た。

Ⅲ　八月十八日の政変で，攘夷派の公家が追放された。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

25　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　金貨流出を防ぐために万延年間におこなわれた改鋳は，さらなる物価上

昇を招いた。

Ｙ　改税約書によって日本への輸入品に対する関税が引き上げられ，貿易上

の不平等が拡大した。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

12
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12 ◇M23―3

26　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 大村益次郎　　Ｃ― 教　派 

㋑　Ｂ― 大村益次郎　　Ｃ― 復　古

㋒　Ｂ― 後藤象二郎　　Ｃ― 教　派 

㋓　Ｂ― 後藤象二郎　　Ｃ― 復　古

27　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　伊勢神宮の御札が降ったとされたことを契機に，民衆が熱狂的に乱舞し

た。

Ｙ　農民たちが「世直し」を唱える百姓一揆が起きた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

28　下線部ｅについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　農民が華美な衣服を着ることを禁止した。

㋑　江戸幕府と同じく，キリスト教を禁止とした。

㋒　えた・非人の称を廃止し，身分の平等をうたった。

㋓　警察官を除き，帯刀することを禁止した。

13
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13 ◇M23―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の文を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

1960 年に成立した池田勇人内閣は「国民 Ａ 計画」を打ち出し，インフ

ラの整備，産業構造の高度化，貿易促進などを推し進め，同年の経済成長率は約

13％にも達した。

その一方で，経済成長を優先したことで，大気汚染・水質汚濁が深刻化した。

政府はこれに対処するため，1967 年に Ｂ 法を制定して，事業者・国・

地方自治体の責任を明らかにした。熊本県の Ｃ 湾周辺で発生した有機水

銀を原因とする Ｃ 病の被害をめぐって訴訟が起こされた。

1972 年に成立した田中角栄内閣において，公共投資の拡大による地価の高騰

が生じ，これに第一次石油危機による原油価格の高騰が重なった。『朝日新聞』

1974 年 1 月 28 日夕刊でも「「 Ｄ 」で本格論戦　衆院予算委で総括質問」と

いう見出しで報じられているように，この激しいインフレーションは

「 Ｄ 」と呼ばれるようになった。この年は戦後初のマイナス成長となり，

高度経済成長は終焉を迎えた。

第一次石油危機以降，日本企業は「減量経営」に努めた。危機を乗り越えた日本

経済は，1980 年代まで安定成長を維持した。

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑵　空欄 Ｂ に入る語を漢字 6 字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｃ に入る語を答えなさい。

⑷　空欄 Ｄ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑸　下線部ａについて，これはどのような経営のあり方か，その特徴を，20

字程度（句読点も 1 字に数える）で説明しなさい。

Ｂ

ａ
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14 ◇M23―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

戦国期の風潮が強く残る江戸時代初期，幕府は武断的な政治方針を掲げ，諸大

名に対しても厳しい態度で臨んだ。

たとえば，徳川一門の大名や古くから徳川氏の家臣であった大名などに対し

て，関ヶ原の戦い前後から徳川家康に従った大名を， Ａ 大名として区別

し，たとえ功績があったとしても幕政の中枢から遠ざけた。福島正則もそうした

大名の一人で，広島城を無断で修築したことを理由に， 2 代将軍秀忠の時に改易

された。

こうした諸大名への強圧的な態度は， 3 代将軍家光にも受け継がれ，多くの大

名家が取り潰された。また彼は，武家諸法度（寛永令）で大名に 1 年ごとに江戸在

府させる Ｂ を義務付けるなど，幕府の大名支配を強化した。慶安事件

は，こうした武断政治の限界を露呈したものと言える。

4 代将軍となった徳川家綱は当時 11 歳であったため，家光の異母弟で会津藩

主の Ｃ たちが将軍を補佐し，幕府は社会秩序の安定を重視する方針に転

換し始めた。 Ｄ を緩和し，慶安事件の背景にあった問題を解決しようと 

したのは，その一例である。また，家綱が発令した武家諸法度では，仕えていた

大名が死んだ時に家臣が後を追って切腹する Ｅ を禁じ，家臣がその大名

の家に仕え続けるように命じた。

こうして戦国時代の風潮は薄れ，幕府の政治方針は文治重視へと大きく転換し

ていったのである。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。

⑺　空欄 Ｂ に入る語を漢字 4 字で答えなさい。

⑻　空欄 Ｃ に入る人名を漢字で答えなさい。

⑼　空欄 Ｅ に入る語を漢字 2 字で答えなさい。　　

⑽　下 線 部ａに つ い て，幕 府 は な ぜ Ｄ を 緩 和 し た の か。 空 欄

Ｄ に入る語を用いて，50 字程度（句読点も 1 字に数える）で説明し

なさい。

（日本史の問題はここまで）

ａ
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15 ◇M23―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

日本は 1870 年代に清・朝鮮のそれぞれと条約を結び，外交関係をうちたてた。

日本と清は朝鮮をめぐって対立し，ともに朝鮮に軍隊を送り込んだ。しかし，1884

年に朝鮮で起こったクーデタが鎮圧されると，翌年に日本と清は条約を結び，軍隊

を朝鮮から撤退させることや，今後出兵する場合には相互に通告することなどを定

めた。甲午農民戦争をきっかけとして日清戦争が勃発すると，日本が勝利して講和

条約が結ばれた。日本の領土拡大は列強の懸念を招き，ロシアなど 3 国は日本に対

して三国干渉をおこなった。この後，日本はロシアとの戦いに備えて軍備を拡大し

ていった。

日清戦争後の清では，立憲君主政の導入など，日本の近代化にならった制度改革

をおこなうべきだという主張が起こった。1898 年，光緒帝は Ａ らととも

に改革を進めようとしたが，保守派のクーデタによって失敗に終わった。

日本とロシアは，満洲や韓国（大韓帝国）をめぐって対立を深め，1904 年に日露

戦争が勃発した。戦争は日本の優勢で進んだが，やがて両国はともに戦争継続が困

難になり，1905 年にアメリカ合衆国大統領 Ｂ の調停で講和条約を結ん

だ。この後，日本は韓国に対する干渉を強め，1910年に韓国併合がおこなわれた。

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

世　　界　　史
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16 ◇M23―3

〔設　問〕

⑴　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　日清修好条規は，日本に不利な不平等条約であった。

Ｙ　日朝修好条規の締結をきっかけとして，江華島事件が起こった。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑵　下線部ｂについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　このクーデタは壬午軍乱と呼ばれる。

㋑　このクーデタは金日成らが起こした。

㋒　このクーデタは日本軍によって鎮圧された。

㋓　このクーデタの後，『時事新報』に「脱亜論」が掲載された。

⑶　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　甲午農民戦争が起こると，朝鮮政府は清に派兵を要請した。

㋑　日清戦争中，日本は威海衛を占領した。

㋒　この講和条約は下関条約と呼ばれる。

㋓　この講和条約では，日本は賠償金を得られなかった。

⑷　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　ロシア・フランス・ドイツによっておこなわれた。

㋑　日英同盟の締結後におこなわれた。

㋒　三国干渉により，日本は遼東半島を清に返還した。

㋓　三国干渉の後，高宗が大韓帝国の皇帝となった。

⑸　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　康有為 ㋑　陳独秀 ㋒　孫　文 ㋓　林則徐

17
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17 ◇M23―3

⑹　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　フランクリン = ローズヴェルト ㋑　ウィルソン

㋒　セオドア = ローズヴェルト ㋓　ジョンソン

⑺　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　伊藤博文の殺害後に韓国併合がおこなわれた。

Ｙ　韓国併合をきっかけとして，ハーグ密使事件が起こった。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

18
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18 ◇M23―3

ペルシアの歴史に関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

アッシリア王国崩壊後のオリエントを再び統一したのはペルシア人であった。イ

ラン高原で台頭したペルシア人は前 6 世紀半ば，キュロス 2 世のときにアケメネス

朝ペルシアをたて，第 3 代 ₉ の時代にはエーゲ海沿岸からインダス川に及

ぶ広大な地域を支配した。アケメネス朝は帝国全土を約 20 の州に分け，各州に治

安維持と徴税にあたる知事（総督）であるサトラップを任命するとともに，「王の目」

「王の耳」と呼ばれる監察官を派遣して州行政を監視させ，中央集権化を進めた。ま

た，行政の中心都市スサと小アジアの ₁₀ との間に「王の道」が建設されるな

ど，交通網も整備された。アケメネス朝は服属した異民族を寛容に扱い，フェニキ

ア人らの商業活動を保護したため，交易が盛んになった。こうして繁栄を誇ったア

ケメネス朝も前 5 世紀のギリシアへの遠征（ペルシア戦争）に失敗し，やがて勢力が

衰え，前 4 世紀後半，アレクサンドロス大王の遠征によって滅ぼされた。

アレクサンドロス大王がバビロンで急死すると，西アジアの領土はセレウコス朝

に受け継がれたが，前 3 世紀半ばに各地の勢力が自立し，アム川上流域でギリシア

人が ₁₃ を建国し，イラン系遊牧民がイラン高原北部にパルティアを建国し

た。パルティアはメソポタミアまで勢力を拡大し，東西の交易路をおさえて繁栄し

た。

後 3 世紀にイラン高原南部のペルシア人がシャープール 1 世に率いられてパル

ティアを滅ぼし，ササン朝をおこした。ササン朝のもとではギリシアやインドの影

響を受けつつも，ペルシア語を用いるなどアケメネス朝以来の伝統に基づく文化が

花開いた。しかし，ビザンツ帝国との抗争や宮廷の内紛によりササン朝の国力は衰

え，642 年に ₁₇ でイスラーム勢力に敗れて，まもなく滅亡した。

〔設　問〕

⑻　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

Ⅱ

㋐

㋑

⑾

⑿

㋒

⒁

㋓

⒂

⒃
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19 ◇M23―3

⑼　空欄 ₉に入る語を選びなさい。

㋐　ネブカドネザル 2 世 ㋑　ダレイオス 1 世

㋒　ホスロー 1 世  ㋓　フィリッポス 2 世

⑽　空欄 ₁₀に入る語を選びなさい。

㋐　サルデス  ㋑　ティルス

㋒　メンフィス  ㋓　ペルセポリス

⑾　フェニキア人に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正し

い場合は㋔を選びなさい。

㋐　インド = ヨーロッパ語系の民族であった。

㋑　シドンなどの都市を拠点に地中海交易に従事した。

㋒　フェニキア文字はのちのアルファベットの起源となった。

㋓　北アフリカに植民市カルタゴを建設した。

⑿　ペルシア戦争に関する以下の記述の下線部のうち，誤っているものを選びな

さい。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

アケメネス朝の支配下にあったイオニア地方のギリシア人諸都市がミレトス 

を中心に反乱を起こし，これをきっかけにペルシア戦争が起こった。前 490 年

のマラトンの戦いではアテネ市民の重装歩兵軍がペルシア軍を退け，前 480 年

のサラミスの海戦ではペリクレスの指揮のもとでギリシア連合軍がペルシア艦

隊を破った。その後，ペルシア軍の再来に備えてアテネを盟主とするデロス同

盟が結成された。

⒀　空欄 ₁₃に入る語を選びなさい。

㋐　モラヴィア王国 ㋑　メディア

㋒　ミタンニ王国  ㋓　バクトリア

⒁　パルティアに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　司馬遷の『史記』では「大秦」と呼ばれている。

ｂ　ティグリス川中流域にサマルカンドを建設した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㋐

㋑

㋒

㋓
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20 ◇M23―3

⒂　ササン朝に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　エフタルと結んで突厥を滅ぼした。

㋑　マニ教を国教とした。

㋒　ローマ皇帝ウァレリアヌスを捕虜とした。

㋓　東ゴート王国を滅ぼした。

⒃　ペルシア語に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　インド = ヨーロッパ語族に属する。

ｂ　ムガル帝国の公用語であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⒄　空欄 ₁₇に入る語を選びなさい。

㋐　カタラウヌムの戦い ㋑　ニハーヴァンドの戦い

㋒　ニコポリスの戦い ㋓　カイロネイアの戦い

中世ヨーロッパに関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

ローマ教皇の権威は十字軍の失敗などにより揺らぎ始め，各国の王権が成長する

につれて衰えていった。13 世紀末に教皇となった ₂₀ は教皇権の絶対性を

主張して聖職者への課税に反対したが，フランス王の軍によって捕えられ，屈辱の

うちに死んだ。

各国の王は課税などを要請するために，貴族・聖職者・都市の代表が参加する身

分制議会を開催して国内統一を図った。イングランドでは 1295 年にエドワード 1  

世がいわゆる模範議会を開催し，フランスでは 1302 年にフィリップ 4 世が全国三

部会を招集して王権の強化を進めた。

フランスでカペー朝が断絶してブルボン朝があとを継ぐと，イングランド王

₂₃ がフランス王位継承権を主張してフランスに侵攻し，百年戦争が始まっ

た。その背景には，毛織物生産の盛んなフランドル地方やワインの産地であるギュ

Ⅲ

⒆

㉑

㋐

㉒ ㋑

㉔
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21 ◇M23―3

イエンヌ地方をめぐる両国の利害対立があった。1346 年の ₂₅ でイングラ

ンドの歩兵長弓隊がフランスの騎士軍に勝利するなど，戦況は当初イングランドが

優勢であった。しかし，ジャンヌ = ダルクがフランス軍を率いて ₂₇ の包囲

を破ると，フランス王シャルル 7 世は攻勢に転じ，断続的に長く続いた戦争は

1453 年に終結した。

イングランドを国土から排除したフランスは財政を立て直し，力をつけた王権に

よる中央集権化が進んだ。イングランドでは王位継承をめぐってランカスター家と

ヨーク家の間でバラ戦争が起きたが，これを収拾したランカスター派のヘンリ 7 世 

が貴族の力を抑えて統治制度を整えた。

〔設　問〕

⒅　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

⒆　十字軍に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正しい場合

は㋔を選びなさい。

㋐　教皇インノケンティウス 3 世の提唱により第 1 回十字軍が出発した。

㋑　第 3 回十字軍にはイングランド王リチャード 1 世が参加した。

㋒　第 4 回十字軍はコンスタンティノープルを占領した。

㋓　神聖ローマ皇帝フリードリヒ 2 世が外交交渉によりイェルサレムを一時的

に回復した。

⒇　空欄 ₂₀に入る語を選びなさい。

㋐　グレゴリウス 7 世 ㋑　クレメンス 5 世

㋒　レオ 10 世  ㋓　ボニファティウス 8 世

㉑　イングランドの王朝が成立年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　プランタジネット朝──テューダー朝──ノルマン朝

㋑　プランタジネット朝──ノルマン朝──テューダー朝

㋒　ノルマン朝──プランタジネット朝──テューダー朝

㋓　ノルマン朝──テューダー朝──プランタジネット朝

㋒

㉖

㋓
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22 ◇M23―3

㉒　カペー朝の国王に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを選びなさい。

ａ　ルイ 9 世がプラノ = カルピニをモンゴルに派遣した。

ｂ　フィリップ 2 世がイングランド王ジョンと戦った。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉓　空欄 ₂₃に入る語を選びなさい。

㋐　エドワード 2 世 ㋑　ヘンリ 2 世

㋒　エドワード 3 世 ㋓　ヘンリ 3 世

㉔　百年戦争の期間中に起きた出来事に含まれないものを選びなさい。すべて含

まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　大憲章の成立  ㋑　ヤゲウォ朝の成立

㋒　金印勅書の発布 ㋓　ジャックリーの乱

㉕　空欄 ₂₅に入る語を選びなさい。

㋐　へイスティングズの戦い ㋑　トゥール・ポワティエ間の戦い

㋒　カンネーの戦い ㋓　クレシーの戦い

㉖　ジャンヌ = ダルクに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを選びなさい。

ａ　異端として火刑に処された。

ｂ　20 世紀になって聖人に列せられた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉗　空欄 ₂₇に入る語を選びなさい。

㋐　アヴィニョン  ㋑　パ　リ

㋒　オルレアン  ㋓　カレー
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23 ◇M23―3

ロシア・ソ連の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㉘　ピョートル 1 世に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正

しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　北方戦争でスウェーデンに勝利した。

㋑　ペテルブルクを建設した。

㋒　アゾフ海に進出した。

㋓　イェルマークにシベリアを開拓させた。

㉙　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

アムール川沿いに南進していたロシアは，清の康熙帝の治世に ａ

を，また，清の ｂ の治世にキャフタ条約を締結して，国境と交易に関

する取り決めを結んだ。

㋐　ａ　ネルチンスク条約　　　　　　ｂ　雍正帝

㋑　ａ　イリ条約　　　　　　　　　　ｂ　乾隆帝

㋒　ａ　イリ条約　　　　　　　　　　ｂ　雍正帝

㋓　ａ　ネルチンスク条約　　　　　　ｂ　乾隆帝

㉚　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

ロシアは 　 とトルコマンチャーイ条約を結び，アルメニアなどを獲

得した。

㋐　パフレヴィー朝 ㋑　ガズナ朝

㋒　サファヴィー朝 ㋓　ガージャール朝

㉛　1860 年に締結された北京条約でロシアが獲得した地域を選びなさい。

㋐　チベット  ㋑　沿海州

㋒　青　海  ㋓　新　疆

Ⅳ
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24 ◇M23―3

㉜　ロシア = トルコ戦争後の 1878 年に開かれたベルリン会議に関する次の文

ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　サン = ステファノ条約が破棄された。

ｂ　ルーマニア・セルビア・モンテネグロの独立が承認された。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉝　19 世紀後半のロシアに関する記述として誤っているものを選びなさい。す

べて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　農奴解放令が出された。

㋑　皇帝アレクサンドル 2 世が暗殺された。

㋒　血の日曜日事件が起きた。

㋓　シベリア鉄道の建設が始まった。

㉞　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

1907 年の英露協商で，ロシアとイギリスは 　 などでの勢力範囲を

定めた。

㋐　イラン  ㋑　シリア

㋒　パレスチナ  ㋓　モロッコ

㉟　ロシア二月革命に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを選びなさい。

ａ　ボリシェヴィキが武装蜂起し，政権を獲得した。

ｂ　皇帝ニコライ 2 世が退位した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊱　1922 年にロシアとともにソヴィエト社会主義共和国連邦を結成したソヴィ

エト共和国に含まれないものを選びなさい。すべて含まれる場合は㋔を選びな

さい。

㋐　ザカフカース  ㋑　ウクライナ

㋒　リトアニア  ㋓　ベラルーシ

25
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25 ◇M23―3

㊲　20世紀後半のソ連に関する出来事が古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　スターリンの死――キューバ危機――ジュネーヴ 4 巨頭会談

㋑　ジュネーヴ 4 巨頭会談――キューバ危機――スターリンの死

㋒　キューバ危機――スターリンの死――ジュネーヴ 4 巨頭会談

㋓　スターリンの死――ジュネーヴ 4 巨頭会談――キューバ危機

国際組織・国際機関の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㊳　労働運動の国際的連帯を目的とする第 1 インターナショナルが結成された都

市を選びなさい。

㋐　パ　リ  ㋑　アムステルダム

㋒　ロンドン  ㋓　ニューヨーク

㊴　国際連盟の常任理事国となった国に含まれないものを選びなさい。すべて含

まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　フランス  ㋑　イタリア

㋒　日　本  ㋓　イギリス

㊵　国際連盟に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　ダンバートン = オークス会議で設立が合意された。

㋑　パリに本部が置かれた。

㋒　総会の決定は全会一致を原則とした。

㋓　軍事制裁をおこなうことができた。

Ⅴ
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26 ◇M23―3

㊶　国際連合への加盟に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを選びなさい。

ａ　1960 年代にドイツ連邦共和国とドイツ民主共和国は国際連合に同時加盟

した。

ｂ　1990 年代に大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国は国際連合に同時加盟し

た。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊷　1948 年の国連総会で採択されたものを選びなさい。

㋐　大西洋憲章  ㋑　国際連合憲章

㋒　世界人権宣言  ㋓　パレスチナ暫定自治協定

㊸　地域的な国際組織が結成年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体――東南アジア諸国連合――アラブ連盟

㋑　ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体――アラブ連盟――東南アジア諸国連合

㋒　アラブ連盟――東南アジア諸国連合――ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体

㋓　アラブ連盟――ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体――東南アジア諸国連合

㊹　アフリカ統一機構の結成以前に独立した国に含まれないものを選びなさい。

すべて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　ガーナ  ㋑　チュニジア

㋒　ナイジェリア  ㋓　モザンビーク

㊺　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1968 年に結成された ａ は，1973 年にエジプト・シリアとイスラエ

ルとの間で ｂ が勃発すると，イスラエル支援国に対する原油輸出の停

止や制限の措置をとった。

㋐　ａ　アラブ石油輸出国機構　　　　　　ｂ　第 3 次中東戦争

㋑　ａ　アラブ石油輸出国機構　　　　　　ｂ　第 4 次中東戦争

㋒　ａ　石油輸出国機構　　　　　　　　　ｂ　第 3 次中東戦争

㋓　ａ　石油輸出国機構　　　　　　　　　ｂ　第 4 次中東戦争

27
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27 ◇M23―3

㊻　ヨーロッパ連合を発足させた条約を選びなさい。

㋐　リスボン条約  ㋑　マーストリヒト条約

㋒　ブリュッセル条約 ㋓　ローマ条約

㊼　2020 年にヨーロッパ連合から離脱した国を選びなさい。

㋐　スイス  ㋑　アイスランド

㋒　ノルウェー  ㋓　イギリス

（世界史の問題はここまで）
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28 ◇M23―3

の中に答を入れよ。

⑴　実 数 x，y，z は 2x+ y- z- 8= 0，4x- y- z- 4= 0，yE 8，zF 3 を

満たす。このとき，-2x 2+ y 2+ z 2 を xのみの式で表すと  

-2x 2+ y 2+ z 2= ア であり，-2x 2+ y 2+ z 2 の最小値は イ で

ある。

Ⅰ

数　　　　　学
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29 ◇M23―3

⑵　次の等式が xについての恒等式となるように定数 A，Bの値を定めると，  

（A，B）= ウ である。

x x

x

x x

A

x x

B

1

4

1 14 2 2 2+ +
=

+ +
+

- +

また，次の等式が xについての恒等式となるように定数 C，D，Eの値を定める

と，（C，D，E）= エ である。

x x x
x

x
C

x
D

x
E

3 1 2
6 2

3 1 2- + +
+

=
-

+
+

+
+] ] ]g g g

（問題Ⅰは次ページに続く）
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⑶　座標平面上で，連立不等式

x y

x y

y

6 0

2 12 0

0

F

E

F

+ -

+ -

Z

[

\

]]]]]]
]]]]]]]

の表す領域の面積を Sとすると，S= オ である。また，連立不等式

x y x y

y

2 0

0

6

6

F

E E

- + + -] ]g g
*

の表す領域の面積をTとすると，T= カ である。

31

8048_40_23SUU_M.indd   30 2025/09/24   19:44

572 / 687
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⑷　 7 人の生徒から 4 人を選んで円形に並ばせるとき，その並べ方は キ 通

りである。また，中学生 2 人と高校生 4 人の 6 人の生徒がいる。この 6 人の生徒

から中学生が 1 人以下になるように， 4 人を選んで 1 列に並ばせるとき，その並

べ方は ク 通りである。

（問題Ⅱに続く）
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関数 f（x）= 8- x 3 と曲線 C：y= f（x）を考える。点 P_a，f（a）i（01 a1 2）

における Cの接線を lとする。O を原点とし，lと Cの xF 0 の部分と y軸とで

囲まれた図形の面積を S1（a），Cと y軸と直線 OP とで囲まれた図形の面積を 

S2（a）とする。

⑴　lの方程式を求めよ。

⑵　S1（a）を求めよ。

⑶　S2（a）を求めよ。

⑷　aが 01 a1 2 の範囲を動くとき，g（a）= S2（a）- S1（a）が最大となる aの値

と g（a）の最大値を求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M24―3

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．「日本史」「世界史」「数学」のうちから， 1 科目を選択して解答してください。
3．「日本史」は 1 ～13 ページ，「世界史」は 14～25 ページ，「数学」は 26～31 ページ
です。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自で確認してください。

4．解答紙は，Ａ解答紙（マーク式）1 枚とＢ解答紙（記述式）1 枚の合計 2 枚です。
5．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
6．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「日本史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「日本史」に○印をつけてくださ
い。

3．解答のうち，ＡはＡ解答紙，ＢはＢ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「世界史」をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「世界史」に○印をつけてくださ
い。Ｂ解答紙は解答には使いませんが，受験番号・氏名・選択科目の○印は，必ず
記入してください。

3．解答は，すべてＡ解答紙に記入してください。

1．Ａ解答紙の受験番号が自分の受験番号であることを確かめ，所定欄に氏名を記入
し，「数学」をマークしてください。Ａ解答紙は解答には使いませんが，必ず氏名を
記入し，選択科目をマークしてください。

2．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入し，「数学」に○印をつけてくださ
い。

3．解答は，すべてＢ解答紙に記入してください。
4．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま
せん。

「日本史」選択者

「世界史」選択者

「数学」選択者

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 13 日）

地理歴史・数学
学部（学科） 配　点 試験時間

外国語学部（英米） 150 点 60 分

総合政策学部（総合政策） 150 点 60 分
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1 ◇M24―3

（以下の設問⑴～28は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

㈠　「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

第二次世界大戦が枢軸国の無条件降伏によって終結すると，連合国はドイツと

日本を占領統治し，両国の非軍事化と民主化を推し進めた。連合国は 1945 年 11

月からドイツの Ａ で，また，1946 年 5 月から日本の東京で国際軍事裁

判を開き，それぞれの国の戦争指導者たちを戦争犯罪人として裁いた。

ヤルタ会談の頃から見られた連合国内の対立は，戦後，しだいに深まっていっ

た。アメリカ合衆国が共産主義勢力に対する「封じ込め政策」を開始すると，ソ連

は 1947 年 9 月に東欧諸国やフランス・イタリアの共産党と Ｂ を結成す

るなどして，これに対抗した。また，1948 年 6 月から 1949 年 5 月まで続いたベ

ルリン封鎖をきっかけとして，ドイツの東西分断が決定的となった。こうして，

第二次世界大戦終結から数年のうちに，世界がアメリカ合衆国を中心とする西側

陣営とソ連を中心とする東側陣営に分かれて対立する「冷戦」が始まった。

日本では，連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）の指導の下で，非軍事化・民

主化などの改革が推し進められた。だが，冷戦の本格化に伴い，アメリカ合衆国

は日本の占領政策を転換し，非軍事化・民主化よりも経済復興を優先するように

なった。1950 年 6 月に大韓民国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）との

間で朝鮮戦争が勃発すると，アメリカ軍による大量の軍需物資の調達によって日

本経済に特需景気がもたらされ，復興への大きな足がかりとなった。1951 年 9  

月にはサンフランシスコで対日講和会議が開かれ，日本は 48 カ国との間でサン

フランシスコ平和条約を締結し，翌年 4 月の条約発効とともに主権を回復した。

サンフランシスコ平和条約の調印と同じ日に日米安全保障条約が調印され，日本

もアメリカ合衆国を中心とする西側陣営の集団防衛体制の中に組み込まれていっ

た。

Ａ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

日　　本　　史
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2 ◇M24―3

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ミュンヘン  ㋑　フランクフルト

㋒　ポツダム  ㋓　ニュルンベルク

⑵　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　ドイツの無条件降伏後に開催された。

㋑　トルーマン・アトリー・スターリンの米英ソ三首脳が参加した。

㋒　国際通貨基金の創設が決定された。

㋓　ソ連の対日参戦が決定された。

⑶　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　コミンテルン  ㋑　ワルシャワ条約機構

㋒　コミンフォルム ㋓　コメコン

⑷　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　ドイツ連邦共和国が成立したことを受けて，この封鎖がおこなわれた。

Ｙ　この封鎖中に「ベルリンの壁」が建設された。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑸　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　第二次世界大戦に積極的に協力した各界指導者を公職から追放するレッ 

ド ＝ パージがおこなわれた。

㋑　 8 時間労働制などを定めた労働基準法が制定された。

㋒　日本国憲法の施行に先立っておこなわれた第二次世界大戦後初の総選挙

で女性議員が誕生した。

㋓　刑法改正で不敬罪が廃止された。
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3 ◇M24―3

⑹　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　国連安全保障理事会は北朝鮮の行動を侵略と認めた。

㋑　北朝鮮軍はソウルや釜山を占領した。

㋒　中華人民共和国は人民義勇軍を派遣した。

㋓　この戦争の勃発後に日本で警察予備隊が創設された。

⑺　下線部ｅについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　ソ連はこの講和会議に参加しなかった。

㋑　中華民国はこの平和条約に調印した。

㋒　この平和条約により，日本は千島列島などを放棄した。

㋓　この平和条約により，伊豆諸島はアメリカの施政権下に置かれた。

04
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4 ◇M24―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑻～⒁に答えなさい。

1203 年，千
せん

幡
まん

が 12 歳で鎌倉殿に推戴され，征夷大将軍に任じられた。当時，

幕府の中枢で権力を握っていたのは，千幡の外祖父の Ａ であった。「実

朝」という名は，元服に際し，治天の君である後鳥羽上皇につけられたものであ

る。後鳥羽上皇の近臣が実朝の学問の師を務めるなど，二人の関係は良好であっ

たといえる。

実朝が和歌に関心を持ったきっかけは，後鳥羽上皇の命で編纂された

『 Ｂ 』に，父の和歌が採用されたことであった。自らも和歌を詠むように

なった実朝は，都の貴族を介して鴨長明を鎌倉に招いたが，彼を和歌の師として

採用することはなかった。その一方で，実朝は，自作した和歌の添削を，

『 Ｂ 』の撰者である藤原定家に依頼し，日々研鑽に励んだ。

その後，実朝は数百首の和歌を『 Ｃ 』にまとめた。定家所伝本に収録さ

れた「山はさけ　海はあせなむ　世なりとも　君にふた心　わがあらめやも」とい

う歌は，実朝が後鳥羽上皇に絶対的な忠誠を誓ったものとされている。後鳥羽上

皇はその忠誠心に応え，実朝を右大臣にまで昇進させた。栄華を極めたかのよう

に思われたが，まもなく実朝は不幸な最期を迎えた。公武協調の要であった実朝

の死後，幕府と朝廷の関係は破綻へと向かっていった。

〔設　問〕

⑻　下線部ａに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　千幡の父は，源氏の棟梁として鎌倉に拠点を置き，鎌倉幕府を開いた。

Ｙ　この時，幕府では，評定衆の合議によって政治がおこなわれていた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⑼　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　北条時房 ㋑　北条時政 ㋒　北条時頼 ㋓　北条泰時

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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⑽　下線部ｂについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　安徳天皇の在位中に，天皇として即位した。

㋑　西面の武士を創設し，軍事力を増強した。

㋒　土御門・順徳・仲恭天皇の在位中に院政をおこなった。

㋓　その在位中に形成された荘園群は，死後，皇女八条院に継承された。

⑾　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 新古今和歌集　　Ｃ― 金槐和歌集

㋑　Ｂ― 新古今和歌集　　Ｃ― 和漢朗詠集

㋒　Ｂ― 梁塵秘抄　　　　Ｃ― 金槐和歌集

㋓　Ｂ― 梁塵秘抄　　　　Ｃ― 和漢朗詠集

⑿　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　諸国を遍歴して無常観を詠み，『山家集』にまとめた。

Ｙ　書家としても知られ，『風信帖』と呼ばれる直筆の書状が残されている。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒀　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　伊豆修禅寺に幽閉され，暗殺された。

㋑　兄から策謀を疑われて，平泉に逃れたがその地で殺された。

㋒　兄の子である公暁によって暗殺された。

㋓　兄の後見である比企能員とともに殺された。
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6 ◇M24―3

⒁　下線部ｅに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　後鳥羽上皇が，北条義時追討の宣旨を下した。

Ⅱ　幕府は，朝廷の動きを監視するため，六波羅探題を設置した。

Ⅲ　幕府は，実朝の後継として，九条頼経を鎌倉に迎えた。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

㈢　次の文を読み，下記の設問⒂～21に答えなさい。

南北朝時代以降，武家文化と公家文化をはじめとするさまざまな文化が発展，

融合し，新しい文化が生まれた。

そうした中で起きた応仁の乱は，文化の展開にも影響をもたらした。京都が荒

廃する一方で，戦国時代には，地方の大名のもとで各地で文化が振興した。武士

の子弟を寺院に預け教育を受けさせる風潮ができており，そこでは，書簡形式で

著された『 Ａ 』などが教科書として用いられた。また，公家や武士だけで

はなく，民衆も楽しめる芸能が生み出され，広く受け入れられた。

もちろん，応仁の乱によって，多くの公家や僧侶は京都を離れたが，京都に残

り，伝統文化の担い手として貢献した者もいた。乱の影響は，宗教界にも及ん

だ。幕府の衰退とともに，禅宗においても，幕府の保護を受けず，地方での布教

を志した Ｂ が勢力を伸ばした。その他の仏教の諸宗派も勢力を伸ばし

た。一方，日蓮宗の信者たちが， Ｃ で延暦寺と激突する天文法華の乱も

起こった。

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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7 ◇M24―3

〔設　問〕

⒂　下線部ａに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　雪舟が，禅の精神を背景に，日本的水墨画を大成させた。

Ⅱ　南朝の立場から皇位継承を説く『神皇正統記』が著された。

Ⅲ　絶海中津・義堂周信らの活躍により，五山文学が最盛期を迎えた。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅱ―Ⅰ

⒃　下線部ｂについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　この乱の一因は，四職である畠山家・斯波家の家督争いであった。

㋑　足利義視と足利義尚が，次の将軍の地位をめぐって対立した。

㋒　この乱の中で，有力守護の六角氏が足利義教を殺害した。

㋓　細川勝元が西軍，山名持豊が東軍を率いて争った。

⒄　下線部ｃに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　岡山では，民衆が学ぶ場として，閑谷学校が設立された。

Ｙ　大内氏の城下町山口では，書籍の出版がおこなわれた。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒅　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　塵芥集 ㋑　塵劫記 ㋒　庭訓往来 ㋓　読史余論
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8 ◇M24―3

⒆　下線部ｄに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　出雲阿国が女歌舞伎を創始し，野郎歌舞伎に代わり，人気を博した。

Ｙ　宗鑑が，俳諧連歌集である『�玖波集』を編んだ。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤

⒇　下線部ｅについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　京都の公家が，前九年合戦の経緯を『陸奥話記』に記した。

㋑　吉田兼俱は，神道を中心に儒学・仏教を統合した唯一神道を完成した。

㋒　書道では，尊円が青蓮院流を創始した。

㋓　『古今和歌集』の解釈を講義する古今伝授を，塙保己一が創始した。

21　空欄 Ｂ および Ｃ に入る語の組合わせとして正しいもの

を，下記の㋐～㋓から選びなさい。

㋐　Ｂ― 五　山　　Ｃ― 越　前 ㋑　Ｂ― 五　山　　Ｃ― 京　都

㋒　Ｂ― 林　下　　Ｃ― 越　前 ㋓　Ｂ― 林　下　　Ｃ― 京　都

09
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9 ◇M24―3

㈣　次の文を読み，下記の設問22～28に答えなさい。

後藤新平は，1857 年，仙台藩水沢城下に生まれた。後藤は医学を志し，1881

年には愛知医学校の学校長兼病院長となった。その翌年，自由民権運動が高揚す

る中， Ａ の総理（党首）である板垣退助が岐阜で暴漢に襲われ負傷した

際，後藤は岐阜に駆け付けて治療をおこなったという。

後藤は 1883 年に内務省で職に就き，1898 年には台湾総督府民政局長に就任し

た。台湾に関しては，明治政府は 1874 年に一度，出兵をおこなっているが，こ

のことは琉球の帰属問題にも大きな影響を与えた。その後，台湾は 1895 年の日

清講和条約によって清国から日本に割譲され，初代台湾総督 Ｂ のもと，

日本による植民地支配が開始された。後藤は 4 代目の台湾総督とともに，鉄道の

整備など日本による台湾支配の基礎固めをおこなった。

その後，後藤は，1906 年に南満洲鉄道株式会社（満鉄）の総裁となった。満鉄

は，長春・旅順間の旧東清鉄道に加えて，鉄道沿線の鉱山なども経営し，日本の

満洲進出に大きな役割を果たした。

後藤は 1908 年に初入閣し，さらに 1916 年には寺内正毅内閣の内務大臣に就任

した。1923 年に起こった関東大震災の際には，第 2 次山本権兵衛内閣のもと，

後藤は帝都復興院総裁に就任し震災処理にあたった。しかし同年 12 月に発生し

た虎の門事件の責任をとって，翌 1924 年 1 月に山本内閣が総辞職したため，帝

都復興院総裁としての後藤の役割も短命に終わった。

〔設　問〕

22　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　愛国公党 ㋑　自由党 ㋒　立憲改進党 ㋓　立志社

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ
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23　下線部ａについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選

びなさい。

㋐　江戸時代，琉球王国は事実上薩摩藩に支配されながら，清にも朝貢して

いた。

㋑　日本政府は，琉球の漂流民が台湾で殺害された事件を理由として，台湾

に出兵した。

㋒　日本の出兵について，清国は正当な行為と認め，賠償金を払った。

㋓　台湾出兵後，日本政府は琉球国王を琉球藩王とし，日本に帰属するとし

た。

24　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　桂太郎 ㋑　樺山資紀 ㋒　三島通庸 ㋓　山県有朋

25　下線部ｂの位置として正しいものを，以下の図①の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐

㋑

㋒

㋓

図①

11
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26　下線部ｃに関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，年代の古い順に配列した

ものとして正しいものを，下記の㋐～㋔から選びなさい。

Ⅰ　日本は袁世凱政府に対して，南満洲の権益強化などを求めて，いわゆる

二十一カ条の要求をおこなった。

Ⅱ　関東州を統治するために，関東都督府が設置された。

Ⅲ　関東軍は，満洲の直接支配を構想し，満洲軍閥の張作霖を爆殺した。

㋐　Ⅰ―Ⅱ―Ⅲ ㋑　Ⅰ―Ⅲ―Ⅱ ㋒　Ⅱ―Ⅰ―Ⅲ

㋓　Ⅱ―Ⅲ―Ⅰ ㋔　Ⅲ―Ⅰ―Ⅱ

27　下線部ｄについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びな

さい。

㋐　この内閣は，第 3 次桂太郎内閣に代わって組織された。

㋑　この内閣は，軍人の寺内正毅が立憲政友会の党首として組織した。

㋒　この内閣は，日本の中国での影響力を強化しようと，段祺瑞政権に巨額

の経済借款を与えた。

㋓　この内閣は，植民地である朝鮮で発生した三・一独立運動の責任をとっ

て総辞職した。

28　下線部ｅに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　この事件は，無政府主義者の難波大助によって引き起こされた。

Ｙ　この事件では，摂政の裕仁親王が狙撃された。

㋐　Ｘ― 正　　Ｙ― 正 ㋑　Ｘ― 正　　Ｙ― 誤

㋒　Ｘ― 誤　　Ｙ― 正 ㋓　Ｘ― 誤　　Ｙ― 誤
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12 ◇M24―3

（以下の設問⑴～⑽は，解答をＢ解答紙に記入すること）

㈠　次の文を読み，下記の設問⑴～⑸に答えなさい。

17 世紀に，江戸幕府の命令によって Ａ が高瀬川などの水運を開き，

また，海上航路も開かれると，船舶による物資の大量輸送が可能になった。大坂

と江戸の間では Ｂ 廻船が就航したが，のちに ＊ 廻船に圧倒され

た。

商取引が盛んになると，大坂や江戸において同業の商人の組合である株仲間が

成立した。これらの株仲間は，享保期には物価取締まりを目的として江戸幕府の

公認となった。また株仲間では，代金について不正を働いた業者に対して，取引

を停止する懲罰規定が設けられることが多かった。幕府は営業上の金銭貸借に関

する争いについては，当事者間で解決させるという Ｃ 令を出しており，

商人の自治的な活動を通して，商取引の秩序を維持していたのである。さらに田

沼意次が老中になると，株仲間は，運上や Ｄ といった営業税の増収を目

的に広く公認された。

天保期に老中となった水野忠邦は，株仲間が庶民生活に悪影響を与えたとし

て，これを解散した。しかし，そのことがかえって経済の混乱をもたらしたた

め，株仲間は 10 年後に再興されて，明治初期まで存続した。

 （空欄 ＊ は，解答の必要はない。）

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る人名を漢字 4 字で答えなさい。

⑵　空欄 Ｂ に入る語を漢字で答えなさい。

⑶　空欄 Ｃ に入る語を答えなさい。

⑷　空欄 Ｄ に入る語を漢字で答えなさい。

⑸　下線部ａについて，水野忠邦が考えた「株仲間の悪影響」の内容を，20 字

程度（句読点も 1 字に数える）で説明しなさい。

Ｂ

ａ
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13 ◇M24―3

㈡　次の文を読み，下記の設問⑹～⑽に答えなさい。

奈良県高市郡明日香村は，歴代の大王が宮を造営し，日本という国家が確立さ

れた始まりの地である。 6 世紀末から 7 世紀初めにかけて，飛鳥豊
とゆらの

浦宮
みや

と飛鳥

小
お は り だ の

墾田宮
みや

で政務を執った推古天皇の時代に，朝廷で揺るぎない権力を誇ったの

が，大臣の Ａ である。『隋書』倭国伝によると，この頃倭国は隋に使者を

送ったものの，冷たくあしらわれた。この事態で得た課題認識に基づいて， 

 Ａ は厩戸王とともに，才能や功績に応じた朝廷内の序列を示した 

 Ｂ や，官僚としての心構えを説いた Ｃ などを制定した。

645 年に飛鳥 板
いたぶきの

蓋 宮
みや

で， Ａ の孫が討たれた。その後，宮は飛鳥の地

を一時離れたこともあったが，孝徳天皇の死後に重祚した斉明天皇は，飛鳥で宮

を転々としながら政務を執った。720 年に成立した歴史書である『 Ｄ 』に

は，斉明天皇が土木事業を多く手掛けたと記されており，酒船石などはその痕跡

の可能性がある。

その跡を継いだ天智天皇は，一転して近江大津に宮を移した。これは，飛鳥の

豪族の力を削ぐ狙いがあったといわれている。それに対して，飛鳥の豪族たちの

協力を得て壬申の乱に勝利した天武天皇は，飛鳥浄御原宮などで政務を執った。

天武天皇の妻である持統天皇は，夫の遺志を継ぎ，飛鳥の北，大和三山に囲まれ

た地に本格的な都城を完成させたが，心は飛鳥に残していた。天武天皇と持統天

皇，その子孫を埋葬したとされる陵墓群は，この宮の中軸線を伸ばした「聖なる

ライン」上，飛鳥の地で発見されている。

〔設　問〕

⑹　空欄 Ａ に入る人名を漢字 4 字で答えなさい。

⑺　下線部ｂについて，この出来事の名称を答えなさい。

⑻　空欄 Ｄ に入る語を漢字で答えなさい。

⑼　下線部ｃについて，この都城の名称を漢字で答えなさい。

⑽　下線部ａについて，これらの制度は，どのような課題認識のもとで制定さ

れたのか。空欄 Ｂ および Ｃ に入る語を用いて，50 字程度

（句読点も 1 字に数える）で説明しなさい。

（日本史の問題はここまで）

ａ

ｂ

ｃ
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14 ◇M24―3

（以下の設問⑴～㊼は，解答を一つ選び，Ａ解答紙に記入すること）

「歴史総合」に関する次の文を読み，下記の設問⑴～⑺に答えなさい。

第二次世界大戦が枢軸国の無条件降伏によって終結すると，連合国はドイツと日

本を占領統治し，両国の非軍事化と民主化を推し進めた。連合国は 1945 年 11 月か

らドイツの Ａ で，また，1946 年 5 月から日本の東京で国際軍事裁判を開

き，それぞれの国の戦争指導者たちを戦争犯罪人として裁いた。

ヤルタ会談の頃から見られた連合国内の対立は，戦後，しだいに深まっていっ

た。アメリカ合衆国が共産主義勢力に対する「封じ込め政策」を開始すると，ソ連は

1947 年 9 月に東欧諸国やフランス・イタリアの共産党と Ｂ を結成するな

どして，これに対抗した。また，1948 年 6 月から 1949 年 5 月まで続いたベルリン

封鎖をきっかけとして，ドイツの東西分断が決定的となった。こうして，第二次世

界大戦終結から数年のうちに，世界がアメリカ合衆国を中心とする西側陣営とソ連

を中心とする東側陣営に分かれて対立する「冷戦」が始まった。

日本では，連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）の指導の下で，非軍事化・民主

化などの改革が推し進められた。だが，冷戦の本格化に伴い，アメリカ合衆国は日

本の占領政策を転換し，非軍事化・民主化よりも経済復興を優先するようになっ

た。1950 年 6 月に大韓民国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）との間で朝

鮮戦争が勃発すると，アメリカ軍による大量の軍需物資の調達によって日本経済に

特需景気がもたらされ，復興への大きな足がかりとなった。1951 年 9 月にはサン

フランシスコで対日講和会議が開かれ，日本は 48 カ国との間でサンフランシスコ

平和条約を締結し，翌年 4 月の条約発効とともに主権を回復した。サンフランシス

コ平和条約の調印と同じ日に日米安全保障条約が調印され，日本もアメリカ合衆国

を中心とする西側陣営の集団防衛体制の中に組み込まれていった。

Ⅰ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

世　　界　　史
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15 ◇M24―3

〔設　問〕

⑴　空欄 Ａ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ミュンヘン  ㋑　フランクフルト

㋒　ポツダム  ㋓　ニュルンベルク

⑵　下線部ａについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ドイツの無条件降伏後に開催された。

㋑　トルーマン・アトリー・スターリンの米英ソ三首脳が参加した。

㋒　国際通貨基金の創設が決定された。

㋓　ソ連の対日参戦が決定された。

⑶　空欄 Ｂ に入る語として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　コミンテルン  ㋑　ワルシャワ条約機構

㋒　コミンフォルム ㋓　コメコン

⑷　下線部ｂに関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合わせとして

正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさい。

Ｘ　ドイツ連邦共和国が成立したことを受けて，この封鎖がおこなわれた。

Ｙ　この封鎖中に「ベルリンの壁」が建設された。

㋐　Ｘ―正　　Ｙ―正 ㋑　Ｘ―正　　Ｙ―誤

㋒　Ｘ―誤　　Ｙ―正 ㋓　Ｘ―誤　　Ｙ―誤

⑸　下線部ｃについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　第二次世界大戦に積極的に協力した各界指導者を公職から追放するレッ 

ド = パージがおこなわれた。

㋑　 8 時間労働制などを定めた労働基準法が制定された。

㋒　日本国憲法の施行に先立っておこなわれた第二次世界大戦後初の総選挙で

女性議員が誕生した。

㋓　刑法改正で不敬罪が廃止された。
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16 ◇M24―3

⑹　下線部ｄについて述べた文として誤っているものを，下記の㋐～㋓から選び

なさい。

㋐　国連安全保障理事会は北朝鮮の行動を侵略と認めた。

㋑　北朝鮮軍はソウルや釡山を占領した。

㋒　中華人民共和国は人民義勇軍を派遣した。

㋓　この戦争の勃発後に日本で警察予備隊が創設された。

⑺　下線部ｅについて述べた文として正しいものを，下記の㋐～㋓から選びなさ

い。

㋐　ソ連はこの講和会議に参加しなかった。

㋑　中華民国はこの平和条約に調印した。

㋒　この平和条約により，日本は千島列島などを放棄した。

㋓　この平和条約により，伊豆諸島はアメリカの施政権下に置かれた。

17
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17 ◇M24―3

ギリシア・ローマの文化に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⑻　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

タレスは万物の根源を ａ だと考え， ｂ は「万物は流転する」

と説いた。

㋐　ａ　原　子　　　　　　ｂ　ヒッポクラテス

㋑　ａ　原　子　　　　　　ｂ　ヘラクレイトス

㋒　ａ　水　　　　　　　　ｂ　ヒッポクラテス

㋓　ａ　水　　　　　　　　ｂ　ヘラクレイトス

⑼　プラトンに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正しい

ものを選びなさい。

ａ　イデア論を唱えた。

ｂ　『国家』を著した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⑽　古代ギリシアの三大悲劇詩人に含まれない人物を選びなさい。

㋐　ソフォクレス  ㋑　アイスキュロス

㋒　フェイディアス ㋓　エウリピデス

⑾　アリストファネスの著作を選びなさい。

㋐　『メデイア』  ㋑　『女の平和』

㋒　『労働と日々』  ㋓　『アガメムノン』

⑿　ヘレニズム時代の自然科学に関する記述として誤っているものを選びなさ

い。すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　エウクレイデスが平面幾何学を大成した。

㋑　アルキメデスが浮体の原理を発見した。

㋒　エラトステネスが地球の周囲の長さを計測した。

㋓　アリスタルコスが地球の自転と公転を唱えた。

Ⅱ
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18 ◇M24―3

⒀　ストア派の祖を選びなさい。

㋐　ゼノン  ㋑　サッフォー

㋒　ヘシオドス  ㋓　キケロ

⒁　マルクス = アウレリウス = アントニヌス帝に関する次の文ａ，ｂについて，

その正誤の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　ラテン語で『自省録』を著した。

ｂ　五賢帝の一人であった。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

⒂　『天文学大全』の著者で，天動説を説いた人物を選びなさい。

㋐　プリニウス  ㋑　プラクシテレス

㋒　プロタゴラス  ㋓　プトレマイオス

⒃　プルタルコスの著作を選びなさい。

㋐　『倫理論集』  ㋑　『方法序説』

㋒　『愚神礼賛』  ㋓　『哲学書簡』

⒄　古代ローマの土木・建築に関する記述として誤っているものを選びなさい。

すべて正しい場合は㋔を選びなさい。

㋐　円形闘技場であるパンテオンが作られた。

㋑　ローマとブルンディシウムを結ぶアッピア街道が作られた。

㋒　南フランスにガール水道橋が作られた。

㋓　コンスタンティヌス帝の戦勝を記念して凱旋門が作られた。

19

8048_43_24WOL_M.indd   18 2025/12/04   16:42

594 / 687



19 ◇M24―3

東欧・バルカン半島の歴史に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

⒅　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

10 世紀末，キエフ公国の大公 　 はギリシア正教を国教とした。

㋐　イヴァン 3 世  ㋑　ウラディミル 1 世

㋒　ヘラクレイオス 1 世 ㋓　リューリク

⒆　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

10 世紀末， 　 はハンガリー王国をたててカトリックを受容した。

㋐　アヴァール人  ㋑　ブルガール人

㋒　マジャール人  ㋓　ランゴバルド人

⒇　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1699 年にオーストリアはオスマン帝国と ａ を結んで ｂ を

獲得した。

㋐　ａ　カトー = カンブレジ条約　　　　　　ｂ　ハンガリー

㋑　ａ　カトー = カンブレジ条約　　　　　　ｂ　ベッサラビア

㋒　ａ　カルロヴィッツ条約　　　　　　　　ｂ　ハンガリー

㋓　ａ　カルロヴィッツ条約　　　　　　　　ｂ　ベッサラビア

㉑　ポーランド分割に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　第 1 回ポーランド分割のときのロシア皇帝はピョートル 1 世であった。

㋑　第 2 回ポーランド分割はフランス革命の勃発後におこなわれた。

㋒　第 3 回ポーランド分割はプロイセンとロシアの 2 カ国だけでおこなわれ

た。

㋓　分割に反対してポーランドの愛国者コシュートが武装闘争をおこなった。

㉒　ポーランド出身の作曲家を選びなさい。

㋐　ショパン  ㋑　スメタナ

㋒　チャイコフスキー ㋓　ドビュッシー

Ⅲ
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20 ◇M24―3

㉓　20 世紀初頭のバルカン半島に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組

合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ　青年トルコ革命に乗じてオーストリアはセルビアを併合した。

ｂ　バルカン同盟にはモンテネグロが参加した。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉔　第一次世界大戦後，敗戦国のブルガリアが連合国と結んだ講和条約を選びな

さい。

㋐　サン = ジェルマン条約 ㋑　セーヴル条約

㋒　ヌイイ条約  ㋓　ラパロ条約

㉕　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

1939 年に入ると，東欧やバルカン半島の国々は枢軸国の支配下に置かれ

た。1939 年 3 月に ａ がドイツによって保護国化され，同年 4 月には

ｂ がイタリアに併合された。

㋐　ａ　スロヴァキア　　　　　　ｂ　アルバニア

㋑　ａ　スロヴァキア　　　　　　ｂ　ルーマニア

㋒　ａ　アルバニア　　　　　　　ｂ　ルーマニア

㋓　ａ　ルーマニア　　　　　　　ｂ　アルバニア

㉖　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

第二次世界大戦後のユーゴスラヴィアでは，大戦中にパルチザンを率いた

　 が首相となった。

㋐　ゴムウカ  ㋑　ティトー

㋒　ピウスツキ  ㋓　ドプチェク

㉗　2004 年にヨーロッパ連合に加盟した国に含まれないものを選びなさい。す

べて含まれる場合は㋔を選びなさい。

㋐　クロアティア  ㋑　スロヴァキア

㋒　スロヴェニア  ㋓　チェコ

21
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21 ◇M24―3

明・清に関する下記の設問に答えなさい。

〔設　問〕

㉘　明をたてた人物を選びなさい。

㋐　楊　堅  ㋑　趙匡胤

㋒　朱元璋  ㋓　李　淵

㉙　洪武帝に関する記述として誤っているものを選びなさい。すべて正しい場合

は㋔を選びなさい。

㋐　中書省を廃止した。

㋑　朱子学を官学とした。

㋒　六諭を定めた。

㋓　募兵制を整備した。

㉚　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

永楽帝は， ａ に遷都し，また，対外関係では ｂ を一時的に

併合するなど積極政策をとった。

㋐　ａ　北　京　　　　　　ｂ　チベット

㋑　ａ　北　京　　　　　　ｂ　ベトナム

㋒　ａ　南　京　　　　　　ｂ　チベット

㋓　ａ　南　京　　　　　　ｂ　ベトナム

㉛　永楽帝の時代に編纂された書物を選びなさい。

㋐　『五経大全』  ㋑　『四庫全書』

㋒　『古今図書集成』 ㋓　『五経正義』

㉜　明代の社会・経済に関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとし

て正しいものを選びなさい。

ａ　「蘇湖熟すれば天下足る」と言われるようになった。

ｂ　一条鞭法が実施された。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

Ⅳ
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㉝　明・清に関する出来事が勃発年の古い順に並んでいるものを選びなさい。

㋐　靖難の役――三藩の乱――土木の変

㋑　土木の変――靖難の役――三藩の乱

㋒　土木の変――三藩の乱――靖難の役

㋓　靖難の役――土木の変――三藩の乱

㉞　ホンタイジに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　内モンゴルのチャハルを従えた。

ｂ　国号を清と定めた。

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㉟　雍正帝の在位中に結ばれた条約を選びなさい。

㋐　アイグン条約  ㋑　キャフタ条約

㋒　イリ条約  ㋓　ネルチンスク条約

㊱　乾隆帝に関する記述として正しいものを選びなさい。

㋐　『皇輿全覧図』を作らせた。

㋑　ジュンガルを滅ぼした。

㋒　林則徐を広州に派遣した。

㋓　台湾の鄭氏政権を降伏させた。

㊲　次の文の空欄ａ，ｂに入る語の組合わせとして正しいものを選びなさい。

ａ のカスティリオーネが設計に加わった円明園は， ｂ 郊外

に建てられた。

㋐　ａ　イエズス会　　　　　　ｂ　北　京

㋑　ａ　イエズス会　　　　　　ｂ　南　京

㋒　ａ　ドミニコ会　　　　　　ｂ　北　京

㋓　ａ　ドミニコ会　　　　　　ｂ　南　京
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近現代の南アジアに関する次の文を読み，下記の設問に答えなさい。

インド帝国成立後の 20 世紀初めに，イギリスはベンガル分割令を発し，ヒン

ドゥー教徒とムスリムを反目させて反英運動を弱めようとした。これに反対した国

民会議派は 1906 年にカルカッタで大会を開き，スワデーシなど 4 綱領を決議して

抵抗運動を強化した。その一方で，ムスリムは全インド = ムスリム連盟を結成し

た。

第一次世界大戦中にイギリスはインドに自治を約束したが，戦後にこれを実行せ

ず，令状なしの逮捕や裁判抜きの投獄などを認める ₄₀ を 1919 年に施行し

て弾圧を強めた。これに反発した国民会議派は，ガンディーの指導のもと，イギリ

ス支配に抵抗する非協力運動を展開し，全インド = ムスリム連盟も共闘した。その

後，農民による警官殺害事件を受けて運動は中止されたが，1920 年代後半に再び

激化し，1929 年の国民会議派大会でネルーら急進派がプールナ = スワラージを決

議した。そして，1935 年には不完全ながらも各州の自治が認められた。

第二次世界大戦後におこなわれたインドの独立をめぐる交渉では，一つの国家と

しての独立を目指す国民会議派と， ₄₂ の指導下でムスリム国家の建設を目

指す全インド = ムスリム連盟との対立が激化した。結局，1947 年にイギリスはイ

ンド独立法を制定し，インドとパキスタンの分離・独立を認めたが，同年にインド

とパキスタンは ₄₄ の帰属をめぐって軍事衝突を起こした。また，セイロン

は 1948 年にイギリス連邦内の自治領として独立した後，1972 年に共和国となり，

国名を ₄₅ に改称した。

冷戦による軍事的緊張が高まる中で，非同盟を掲げたインドと中国の首相は

1954 年に会談し，平和五原則を発表した。しかし，1959 年にチベット仏教の指導

者ダライ = ラマ 13 世がインドに亡命したことなどを契機として両国は対立し，国

境紛争が起きた。その一方で，パキスタンはアメリカが成立させた軍事同盟に参加

した。

Ⅴ

㋐ ㊴

㊶

㋑

㊸

㊻ ㋒

㋓

㊼
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〔設　問〕

㊳　文中の波線部㋐～㋓のうち，誤っているものを選びなさい。すべて正しい場

合は㋔を選びなさい。

㊴　次の文の空欄に入る語を選びなさい。

スワデーシは 　 を意味する。

㋐　イギリス製品の不買 ㋑　自治獲得

㋒　国産品愛用  ㋓　民族教育

㊵　空欄 ₄₀に入る語を選びなさい。

㋐　全権委任法  ㋑　ジム = クロウ法

㋒　審査法  ㋓　ローラット法

㊶　ガンディーに関する次の文ａ，ｂについて，その正誤の組合わせとして正し

いものを選びなさい。

ａ　「塩の行進」と呼ばれる抵抗運動を展開した。

ｂ　急進的なムスリムに暗殺された｡

㋐　ａ―正　　ｂ―正 ㋑　ａ―正　　ｂ―誤

㋒　ａ―誤　　ｂ―正 ㋓　ａ―誤　　ｂ―誤

㊷　空欄 ₄₂に入る語を選びなさい。

㋐　ラーム = モーハン = ローイ ㋑　ジンナー

㋒　ティラク  ㋓　ウラービー

㊸　インド独立法が制定された当時のイギリス首相とその所属政党の組合わせと

して正しいものを選びなさい。

㋐　アトリー――保守党

㋑　アトリー――労働党

㋒　チャーチル――保守党

㋓　チャーチル――労働党

㊹　空欄 ₄₄に入る語を選びなさい。

㋐　カシミール  ㋑　ブータン

㋒　ネパール  ㋓　アッサム
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㊺　空欄 ₄₅に入る語を選びなさい。

㋐　バングラデシュ ㋑　モルディブ

㋒　スリランカ  ㋓　ミャンマー

㊻　1954 年に会談したインド首相と中国首相の組合わせとして正しいものを選

びなさい。

㋐　ネルー――周恩来

㋑　ネルー――華国鋒

㋒　スカルノ――周恩来

㋓　スカルノ――華国鋒

㊼　パキスタンが加盟した軍事同盟に含まれないものを選びなさい。すべて含ま

れる場合は㋔を選びなさい。

㋐　NATO  ㋑　SEATO

㋒　METO  ㋓　CENTO

（世界史の問題はここまで）
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26 ◇M24―3

の中に答を入れよ。

⑴　多項式 x 3+ 1 を多項式 x+ 1 で割ったときの商は ア であり，  

余りは 0 である。等式
x x

a

1

1
13+

=
+

+
ア

bx+ c が xについての恒等式

となるように，定数 a，b，cの値を定めると，（a，b，c）= イ である。

Ⅰ

数　　　　　学

27
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27 ◇M24―3

⑵　関数 y= 12・4 x- 3・2 x+1+ 4 は，x= ウ で最小値 エ をと

る。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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28 ◇M24―3

⑶　9ABC において，BC= 2，+ABC= 30℉，AB1 AC とし，9ABC の外接円

の半径を 2 とする。このとき，AC= オ であり，AB= カ で

ある。

29
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29 ◇M24―3

⑷　 1 から 17 までの整数が 1 つずつ書かれた 17 枚のカードがある。このとき以下

の p，qを求めると，p= キ であり，q= ク である。

•  17 枚のカードの中から 2 枚のカードを同時に取り出すとき，取り出した 

2 枚のカードの整数の和が奇数である確率 p

•  17 枚のカードの中から 3 枚のカードを同時に取り出すとき，取り出した 

3 枚のカードの整数の和が奇数である確率 q

（問題Ⅱに続く）

30
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30 ◇M24―3

関数 f（x）= x 3- 2x+ 1 がある。xy平面上に曲線 C：y= f（x）と 2 つの直線

l1，l2 があり，l1 と l2 は平行である。l1 は C上の点 P（-1，2）における Cの接

線である。l2 は P と異なる C上の点 Q における Cの接線である。

⑴　方程式 f'（x）= 0 を解け。

⑵　l1 の方程式を求めよ。

⑶　Q の座標と l2 の方程式を求めよ。

⑷　直線 l3 は Q を通り，Q と異なる C上の点 R における Cの接線である。この

とき，l3 の方程式および R の座標を求めよ。

⑸　Cと l3 で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

（数学の問題はここまで）

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M25―4

【注意事項】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～ 8 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自

で確認してください。

3．解答紙は，Ｂ解答紙（記述式）1 枚です。

4．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入してください。

5．Ｂ解答紙の裏面にも解答欄があります。

6．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま

せん。

7．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

8．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 7 日）

数　　　学
全学統一入試
【理系型】

試験時間

90 分

01

8048_45_25SUU_H.indd   1 2025/09/23   19:04

608 / 687



1 ◇M25―4

の中に答を入れよ。

⑴　aを正の定数とする。不等式 x a2 1 1E- + を a= 2 のときに解くと  

ア である。また，不等式 x a2 1 1E- + を満たす整数 xが，ちょう

ど 4 個あるような aの値の範囲は イ である。

Ⅰ

02
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2 ◇M25―4

⑵　sin
4 6

10
i

r
+ =d n のとき，sin i cos i= ウ であり，  

sin 3 i+ cos 3 i= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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3 ◇M25―4

⑶　放物線 y= x 2+ ax- aの頂点を P とする。aが変化するとき，P の y座標が

最大となる aの値は a= オ であり，P が描く図形の方程式は  

y= カ である。

04
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4 ◇M25―4

⑷　次のデータを考える。

21　13　23　11　17

このデータの平均値は キ で中央値は 17 である。しかし，このデータの 

5 個の数値のうち 1 個が誤りであり，正しい数値にもとづく平均値は 18 で，中

央値は 21 であることがわかった。誤っている数値を a，その正しい数値を bと

すると，（a，b）= ク である。

（問題Ⅱに続く）
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5 ◇M25―4

9ABC とその内部にある点 O が OA= OB= 1，+AOB= 120℉ を満たすとす

る。 aOA = ， bOB= ， cOC= とおく。

⑴　内積 a b・ を求めよ。

⑵　辺 BC を t：（1- t）（01 t1 1）に内分する点を P とする。OP を b，c，お

よび tで表せ。また， OP 2 を内積 b c・ ， c ，および tで表せ。

⑶　⑵ の P が s aOP = （s1 0）を満たすとき，内積 b c・ を sおよび tで表せ。

⑷　⑶ において，さらに OC= 1 かつ t=
3
2 であるとき，OP の長さを求めよ。

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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7 ◇M25―4

2 つの関数 f（x）= e x，g（x）= e-xと 2 つの曲線 C1：y= f（x），C2：y= g（x）

を考える。aは正の定数とする。

⑴　C1 と C2 の交点の座標を求めよ。

⑵　C2，x軸，y軸および直線 x= aで囲まれた部分の面積 S1 を求めよ。

⑶　C1，C2 および直線 x= aで囲まれた部分の面積 S2 を求めよ。

⑷　曲線 C3：y
f x g x

2
=

+] ]g g を考える。C3，x軸，y軸および直線 x= aで囲

まれた部分を，x軸まわりに 1 回転させてできる立体の体積Vを求めよ。

⑸　⑷ の C3 の，区間 0E xE aにおける長さ Lを求めよ。

（問題はここまで）

Ⅲ
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8 ◇M25―4

＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M26―4

【注意事項】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～10 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自

で確認してください。

3．解答紙は，記述式のＢ解答紙（その 1）と（その 2）の合計 2 枚です。Ｂ解答紙 

（その 2）は裏面にも解答欄があります。Ｂ解答紙（その 1）の裏面には解答を書いて

はいけません。

4．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入してください。

5．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま

せん。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 9 日）

数　　　学
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

経済学部（Ｂ方式） 250 点 90 分

01
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1 ◇M26―4

の中に答を入れよ。

⑴　実数 x，yが

xF 2，　yF
2
1 ，　xy= 8

を満たすとき，log2 xの最大値は ア であり，（log2 x）（log2 y）の最小値は

イ である。

Ⅰ

数　　　　　学

02
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2 ◇M26―4

⑵　円に内接する四角形 ABCD において，AC= 3 3，AD= 2 3，BC= 7，

+CAD= 60℉ とし，+BAD= i とする（0℉1 i1 180℉）。このとき，  

CD= ウ であり，cos i= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）

03
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3 ◇M26―4

⑶　ある鉄道の乗客のうち，全体の 85％が定期券利用者で，全体の 55％が学生の

定期券利用者である。定期券利用者の中から 1 人を選び出すとき，選び出された

人が学生である確率は オ である。さらに，乗客全体の 60％が学生であ

るとすると，定期券利用者でない乗客の中から 1 人を選び出すとき，選び出され

た人が学生である確率は カ である。

04
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4 ◇M26―4

⑷　aを実数として， 2 つの関数 f（x）= ax 3+ ax 2 と g（x）= a 2（x+ 1）を考える

（ただし，a] 0 とする）。xy平面上に，曲線 C：y= f（x）と直線 l：y= g（x）

がある。lと Cが接するとき，aの値を求めると，a= キ である。ま

た，a1 0 のとき，lと x軸および y軸で囲まれた部分の面積 S1 と，Cと x軸

で囲まれた部分の面積 S2 が，S1= S2 を満たすとき，aの値を求めると，  

a= ク である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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5 ◇M26―4

⑸　座標平面上に 3 点 A（4，-2），B（-2，4），C（6，6）がある。  

点 D が CD =
2
1（CA + CB）を満たすとき， CD = ケ である。  

また，点 P が AP BP・ = 0， CP 2 2= を満たすとき，実数 p，qを用いて  

p qCP CA CB= + と表すと，（p，q）= コ である。

（問題Ⅱに続く）
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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7 ◇M26―4

kを実数として， 2 つの関数 f（x）=-x 2 と g（x）= x 2- 6x+ kを考える。 

xy平面上に， 2 つの放物線 C1：y= f（x）と C2：y= g（x）があり，C2 と x軸は異

なる 2 つの共有点をもつ。点_1，f（1）iにおける C1 の接線を lとする。

⑴　kのとりうる値の範囲を求めよ。

⑵　lの方程式を求めよ。

⑶　lが C2 と接するとき，kの値を求めよ。

⑷　lが C2 と接するとき，C2 と lと x軸で囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

（問題Ⅲに続く）

Ⅱ

08
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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9 ◇M26―4

一般項が a n n n
3
1

1 2 1n= + +] ]g gである数列 an" ,（n= 1，2，3，……）がある。

an" ,の階差数列を bn" ,とし， bn" ,の階差数列を cn" ,とする（n= 1，2，3，……）。

つまり，bn= an+1- an，cn= bn+1- bnである。

⑴　b1 および b2 を求めよ。

⑵　 bn" ,の一般項を求めよ。

⑶　 b ck k
k

n

1

+
=

] g! を求めよ。

⑷　 b c 100k k
k

n

1

2+
=

] g! となる最小の nの値を求めよ。

（問題はここまで）

Ⅲ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M27―4

【注意事項】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～ 8 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自

で確認してください。

3．解答紙は，Ｂ解答紙（記述式）1 枚です。

4．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入してください。

5．Ｂ解答紙の裏面にも解答欄があります。

6．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま

せん。

7．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

8．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 10 日）

数　　　学
学部（学科） 配　点 試験時間

理工学部（ソフトウェア工学
データサイエンス
電子情報工学
機械システム工学） ＊ 90 分

＊数学（200 点満点）と理科（200 点満点）のうち高得点の教科を 1．5 倍（300 点満点）に換算

し， 2 教科の合計を 500 点満点とします。

01
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1 ◇M27―4

の中に答を入れよ。

⑴　kを実数とする。xについての 2 次方程式 x 2+ kx+ k 2- 2k- 4= 0 が異な

る 2 つの実数解 a，b をもつとき，kの値の範囲は ア である。さらに，

これらの実数解 a，b が ab1 0 を満たすとき，kの値の範囲は イ であ

る。

Ⅰ

02
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2 ◇M27―4

⑵　不等式 1024 x2 2 x+1 を解くと ウ である。また，不等式  

（0．2）3x-12
125

1 を解くと エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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3 ◇M27―4

⑶　数列 an" ,は

a
2
1

1=- ，a a
2
1

n n1=-+ （n= 1，2，3，……）

を満たす。数列 an" ,の初項から第 n項までの和 Sn は，Sn= オ であ

る。また，S 1
3 2

1
n 51- - を満たす nの値は，n= カ である。

04

8048_47_27SUU_M.indd   3 2025/12/05   9:26

631 / 687



4 ◇M27―4

⑷　以下のデータは，10 点満点の小テストにおける 10 人の生徒の数学（x）と国語（y）

の成績である。

生徒の番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

数学（x） 7 6 8 2 6 5 5 7 4 6

国語（y） 7 7 5 9 6 8 7 6 8 8

10 人の数学と国語の平均点をそれぞれ x，y とするとき，x の値を求めると 

x = キ である。また，数学と国語の相関係数を下の選択肢の中から 1 つ 

選ぶとその記号は ク である。

選択肢：⒜ 0．69　　⒝ 0．04　　⒞ -0．85

（問題Ⅱに続く）
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5 ◇M27―4

OA= 2，OB= 3，+AOB= 60℉ の9OAB がある。O から直線 AB に下ろし

た垂線と直線 AB の交点を H とする。 aOA = ， bOB= とおく。

⑴　内積 a b・ を求めよ。

⑵　H が辺 AB を p：（1- p）に内分するとき，pを求めよ。さらに，OH を a と b 

で表せ。

⑶　辺 OB に平行で A を通る直線と直線 OH の交点を C とおく。OC = t OH と 

AC = s b を満たす実数 s，tを求めよ。

⑷　C を ⑶ で定めた点とするとき，台形 OACB の面積 Sを求めよ。

Ⅱ
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＜ 草　稿　用　紙 ＞
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7 ◇M27―4

関数 f（x）= 2 log xと曲線 C：y= f（x）を考える。

⑴　導関数 f’（x）を求めよ。

⑵　点（a，2 log a）（a2 1）における Cの接線 lの方程式を求めよ。

⑶　⑵ の lに平行で点（1，0）を通る直線mの方程式を求めよ。

⑷　Cと x軸と直線 x= 2 で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。

⑸　⑶ の直線mが ⑷ の面積 Sを 2 等分するとき，aの値を求めよ。

（問題はここまで）

Ⅲ

08
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【注意事項】

1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2．問題は 1 ～10 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，各自

で確認してください。

3．解答紙は，記述式のＢ解答紙（その 1）と（その 2）の合計 2 枚です。Ｂ解答紙 

（その 2）は裏面にも解答欄があります。Ｂ解答紙（その 1）の裏面には解答を書いて

はいけません。

4．Ｂ解答紙の所定欄に，受験番号と氏名を記入してください。

5．定規（三角定規を含む）の使用を認めます。コンパスおよび分度器の使用は認めま

せん。

6．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。

7．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ 2 月 11 日）

数　　　学
学部（学科／方式） 配　点 試験時間

経営学部（Ｂ方式） 200 点 90 分

01
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1 ◇M28―4

の中に答を入れよ。

⑴　多項式 A（x）を x- 3 で割ると，商が B（x）で余りが 5 となる。B（x）を x- 3 

で割ると，商が x 2- 4 で余りが 2 となる。A（x）を（x- 3）2 で割った余りは

ア である。また，g x
x
A x
3

=
-

]
]

g
g としたとき，g（758）の小数部分を既約

分数で表すと
イ
1 である。

Ⅰ

数　　　　　学

02
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2 ◇M28―4

⑵　kを定数として，xy平面上に，直線 l：y=-2x+ kと円 C：x 2+ y 2= 1 が

ある。lと Cが異なる 2 点 P，Q で交わるとき，kのとりうる値の範囲は

ウ である。また，このとき，線分 PQ の長さが，原点 O と lの距離の 

2 倍となるような kの値を求めると，k= エ である。

（問題Ⅰは次ページに続く）
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3 ◇M28―4

⑶　関数 f（x）= sin x+ cos 2x（0E x1 2r）がある。f（x）=
2
1 のとき，sin xの

値をすべて求めると，sin x= オ である。また， f x
2
1

=] g の解 xの個

数 nを求めると，n= カ である。

04
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4 ◇M28―4

⑷　当たりくじ 3 本を含む 20 本のくじの中から，引いたくじはもとに戻さない

で， 1 本ずつ 3 回引く。このとき，以下の p，qを求めると，p= キ で

あり，q= ク である。

• 1 本目が当たり， 3 本目も当たる確率 p

• 少なくとも 1 本が当たる確率 q

（問題Ⅰは次ページに続く）
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5 ◇M28―4

⑸　座標平面上に， 2 つのベクトル a =（3，4）と b =（-2，-1）がある。a と  

a t b+ が直交するとき，実数 tの値を求めると，t= ケ であり，  

a t b+ が最小値をとるとき， t b の値を求めると， t b = コ である。

（問題Ⅱに続く）

06
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6 ◇M28―4

＜ 草　稿　用　紙 ＞

07
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7 ◇M28―4

xy平面上に， 2 つの放物線C1：y= x 2- 2x+ 3，C2：y=-（x- 1）2+ 2m+ 2 

（m2 0）がある。C1 と C2 は異なる 2 つの共有点をもつ。C1 の接線のうち，点

（0，-6）を通り，傾きが正のものを lとする。

⑴　C1 と C2 の共有点の x座標をmを用いて表せ。

⑵　lの方程式を求めよ。

⑶　直線 x= 0 と lと C1 で囲まれた部分の面積 S1 を求めよ。

⑷　C1 と C2 で囲まれた部分の面積 S2 をmを用いて表せ。

⑸　S1：S2= 1：8 であるとき，mの値を求めよ。

（問題Ⅲに続く）

Ⅱ

08
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8 ◇M28―4

＜ 草　稿　用　紙 ＞
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9 ◇M28―4

数列 an" ,は，

a1= 1，n・an+1=（n+ 1）・an+ 1（n= 1，2，3，……）

を満たす。

⑴　a3 を求めよ。

⑵　bn= n

a 1n+ （n= 1，2，3，……）とおくとき，数列 bn" ,の一般項を求めよ。

⑶　 an" ,の一般項を求めよ。

⑷　 a k
k

n
2

1=

! を求めよ。

（問題はここまで）

Ⅲ
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10 ◇M28―4

＜ 草　稿　用　紙 ＞
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◇M29―5

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．問題は 1 ～23 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，
各自で確認してください。

3．解答紙は，記述式のＢ解答紙（その ₁）2 枚＜理科 1 枚・情報 1 枚＞と（その ₂）
2 枚＜理科 1 枚・情報 1 枚＞の計 4 枚です。

4．Ｂ解答紙（その ₁）と（その ₂）のそれぞれについて，理科（物理・化学）は両面，
情報は片面に解答欄があります。

5．問題は，「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「情報Ⅰ」，「物理Ⅱ」，「化学Ⅱ」，「情報Ⅱ」の計 6
問です。Ⅰ，Ⅱのそれぞれについて物理・化学・情報のいずれか 1 つを選択し，
計 2 問を解答してください。ⅠとⅡで別の科目を選択することも可能です。
（選択可の組み合わせ）
　「物理Ⅰ」＋「物理Ⅱ」，「物理Ⅰ」＋「化学Ⅱ」，「物理Ⅰ」＋「情報Ⅱ」
　「化学Ⅰ」＋「化学Ⅱ」，「化学Ⅰ」＋「物理Ⅱ」，「化学Ⅰ」＋「情報Ⅱ」
　「情報Ⅰ」＋「情報Ⅱ」，「情報Ⅰ」＋「物理Ⅱ」，「情報Ⅰ」＋「化学Ⅱ」

6．Ⅰの中（Ⅱの中）から複数科目を選択することはできません。Ⅰの中（Ⅱの中）の
設問を混ぜて選択することなどもできません。

7．選択していない科目も含め物理，化学，情報のすべての所定欄計 6 箇所に受験
番号と氏名を記入してください。次に，Ｂ解答紙の選択問題欄に〇印を記入して
ください。選択を指定していない場合やⅠの中（Ⅱの中）から複数科目を選択した
場合は点数が与えられません。

8．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
9．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．解答は，Ｂ解答紙（その ₁）の対応する箇所に記述してください。
2．Ｂ解答紙（その ₁）の選択問題欄の「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「情報Ⅰ」のうち，いず
れか 1 つを選択して○印を記入してください。

3．「物理Ⅰ」は 1 ～ 3 ページ，「化学Ⅰ」は 5 ～ 8 ページ，「情報Ⅰ」は 9 ～15 ページです。

1．解答は，Ｂ解答紙（その ₂）の対応する箇所に記述してください。
2．Ｂ解答紙（その ₂）の選択問題欄の「物理Ⅱ」，「化学Ⅱ」，「情報Ⅱ」のうち，いず
れか 1 つを選択して○印を記入してください。

3．「物理Ⅱ」は 17～18 ページ，「化学Ⅱ」は 19～20 ページ，「情報Ⅱ」は 21～23 ペー
ジです。

問題Ⅰについて

問題Ⅱについて

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ ₂ 月 ₇ 日）

理科・情報
全学統一入試
【理系型】

試験時間

60 分
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◇M30―5

2026  年 度 入 学 試 験 問 題（ ₂ 月 ₁₀ 日）

理　　　科
学部（学科） 配　点 試験時間

理工学部（ソフトウェア工学
データサイエンス
電子情報工学
機械システム工学） ＊ 90 分

＊数学（200 点満点）と理科（200 点満点）のうち高得点の教科を 1.5 倍（300 点満点）に換算し，
2 教科の合計を 500 点満点とします。

【注意事項】
1．監督者による試験開始の指示があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。
2．問題は 1 ～15 ページです。試験開始後，ページの落丁・乱丁等がないかを，
各自で確認してください。

3．解答紙は，記述式のＢ解答紙（その ₁），（その ₂），（その ₃）の合計 3 枚です。
4．Ｂ解答紙（その ₁），（その ₂），（その ₃）は両面に解答欄があります。
5．問題は，「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「物理Ⅱ」，「化学Ⅱ」，「物理Ⅲ」，「化学Ⅲ」の計 

6 問です。Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのそれぞれについて物理か化学のいずれかを選択し，計 3  
問を解答してください。例えば「物理Ⅰ」，「化学Ⅱ」，「物理Ⅲ」等の組み合わせが
可能です。しかし，「物理Ⅱ」と「化学Ⅱ」の両方を選択すること，「物理Ⅰ」と「化
学Ⅰ」の中の設問を混ぜて選択することなどはできません。

6．選択していない科目も含め物理，化学の解答紙のすべての所定欄計 6 箇所に受
験番号と氏名を記入してください。次にＢ解答紙の選択問題欄に○印を記入して
ください。選択を指定していない場合や，Ⅰの中（Ⅱの中およびⅢの中）から複数
科目を選択した場合は点数が与えられません。

7．質問など，監督者に知らせたいことがあるときは，手を挙げてください。
8．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

1．解答は，Ｂ解答紙（その ₁）の対応する箇所に記述してください。
2．Ｂ解答紙（その ₁）の選択問題欄の「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」のうち，どちらか一方を
選択して○印をつけてください。

3．「物理Ⅰ」は 1 ～ 4 ページ，「化学Ⅰ」は 5 ～ 8 ページです。

1．解答は，Ｂ解答紙（その ₂）の対応する箇所に記述してください。
2．Ｂ解答紙（その ₂）の選択問題欄の「物理Ⅱ」，「化学Ⅱ」のうち，どちらか一方を
選択して○印をつけてください。

3．「物理Ⅱ」は 9 ～10 ページ，「化学Ⅱ」は 11～12 ページです。

1．解答は，Ｂ解答紙（その ₃）の対応する箇所に記述してください。
2．Ｂ解答紙（その ₃）の選択問題欄の「物理Ⅲ」，「化学Ⅲ」のうち，どちらか一方を
選択して○印をつけてください。

3．「物理Ⅲ」は 13～14 ページ，「化学Ⅲ」は 15 ページです。

問題Ⅰについて

問題Ⅱについて

問題Ⅲについて
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